高 寺 魔 術 の 祭儀 


序文 


常に 行進 し て いる 、 疲 れる 事 を 知ら な い 、 世 界 の 古い 女王 を 知っ 
て いる か ? (世界 の 古い 女王 は 、 死 で ある ! ) 

党 の 谷 の 汚 ら わし い 女 性 の 主 で ある 死 の 前 を 、 全 て の 、 抑 えら れ 
て いな い 肉 欲 、 利 己 的 な 快楽 、 人 の 放 湯 な 力 、 暴 君 の 様 な 弱 さ が 行 
進 し て いる 。 

疲れ る 事 を 知ら な い 、 肉 欲 、 利 己 主 義 、 放 湯 、 弱 さ が 、 手 に 持っ 
た 鎌 か まで 、 永 遠 で ある は ず の 心 の 命 を 刈り 入れ る 。 

死 と いう 女王 は 古い 。 

時 の 様 に 。 

死 が 女性 の 若 さ と 愛 か ら 盗 ん だ 女性 の 美 し さ の 残骸 で 、 死 は 骨 を 
隠し て いる 。 

死 は 頭 を 死ん だ 他人 の 女性 の 髪 で 飾っ て いる 。 

死 は 王冠 を か ぶっ て いる 頭 の 略奪 者 で ある 。 

死 は 権力 者 た ちの 頭 の 略奪 者 で ある 。 

死 は 女王 た ちの 略奪 品 で 飾っ て いる 。 

死 は Berenice の 宝石 の 様 に 飾ら れ た 星 の 髪 で 飾っ て いる 。 

死 は 老い に よる も の で は な いし 白い 髪 で 飾っ て いる 。 

死 は 死刑 執行 人 が 分 けた マリ ー アン トワ ネッ ト の まゆ 毛 で 飾っ て 
いる 。 

死 は 土 色 の 冷た い 体 に 汚れ た 衣 と ぼろ ぼろ の 慣 衣 を まとっ て い 
る 。 
死 は 骨 の 様 に 白い 手 を 腕輪 で 覆っ て いる 。 

死 は 王冠 と 鎖 を 持っ て いる 。 

死 は 王 多 と 骨 の 十字 を 持っ て いる 。 

死 は 宝石 と 放 を 持っ て いる 。 

死 が 近づく と 門 は ひと り で に 開く 。 

死 は 壁 を すり 抜け る 。 

死 は 王 た ちの 個室 に 入り 込む 。 

死 は 権力 者 た ちの 個室 に 入り 込む 。 

死 は 秘密 の 酒 神祭 で 貧 逐 人 か ら 搾 取 す る 人 た ち を 不意 打ち する 。 
死 は テー ブル に 座る 。 


死 は ワイ ン を 注ぐ 。 

死 は 歌 に 笑 つ 。 

死 は 幕 の 裏 に 隠れ た 淫乱 な 遊女 の 代わ り を する 。 

死 は 眠っ て いる 酒 色 に ふけ る 人 た ちの 近く に いて 喜ぶ 。 

抱き し め て 温め た いか の 様 に 、 死 は 愛撫 を 求め る 。 

し か し 、 死 は 死 が ふれ た 全て の も の を 冷た くす る 。 

死 は 火 を つけ な い 。 

し か し 、 時 々 、 人 は 死 が 熱狂 する と 考え る 。 

死 は も は や 遅く こっ そり と 歩か な い !。 

死 は 走る 。 

も し 死 の 歩み が 遅 過ぎ る 場合 は 、 死 は 青白 い 馬 を 駆り 立て る 。 

( ヨ 八 ネネ の 黙示 録 6 章 8 節 「 青 白い 馬 に 乗っ て いる も の の 名 前 は 死 
で ある 」) 

死 は 全て の 息 の 無 い 死 ん だ も の で 大 衆 を 満た す 。 

級 人 は 死 と 共に 赤い 馬 に 乗る 。 

(ヨハ ルネ の 黙示 録 6 章 4 節 「 相互 に 殺し 合わ せる 力 が 赤い 馬 に 乗っ 
て いる も の に 与え られ た 」 ) 

煙 の た て が み を 震わせ て 、 火 と いう 有 細 の 馬 は 死 の 前 を 赤 と 黒 の 
細 で 飛ぶ 。 

負 人 角 と 伝染 病 が 、 病 ん だ 、 や つれ た 馬 の 後 に 続き 、 少 数 の 束 の 刈 
けり 残 り を 集め て 、 死 の 刈り 入れ を 完成 させ る た め に 残る 。 

死 の 行進 の 後に 、2 人 の 細 子 が 来る 。 

2 人 の 幼子 は ほほ えみ と 命 と 共に 光 を 放射 する 。 

2 人 の 幼子 は 未来 の 世紀 の 愛 と 知 で ある 。 

2 人 の 幼子 は 愛 と 知 で ある 。 

愛 と 知 は 復活 し た 人 性 の 二 重 の 精神 で ある 。 

明け の 明星 の 前 に 夜 が 圧倒 され る 様 に 、 愛 と 知 の 前 に 死 の 影 は 圧 
倒さ れる 。 

愛 と 知 は 速 足 で 地 を 滑る 様 に 進む 。 

愛 と 知 は 、 あ る 1 年 の 希望 と いう 種 を まく 。 

死 は も う 来 な い 。 

無情 な 刀 ろ し い 死 は も う 来 な い !。 

和 干し草 の 様 に 熟し た 新 時 代 の 葉 を 刈り 入れ に 死 は も う 来 な い 。 

死 の 女性 は 進歩 の 天使 に 場所 を 譲る 。 

進歩 の 天使 は 徐々 に 魂 を 死 の 鎖 か ら 自 由 に する 。 

魂 が 神 へ 昇 れ る 様 に 。 

人 が 生き 方 を 知っ た 時 、 人 は 最早 死な な い 。 

人 の 心 は 死な な い !。 

光輝 く 蝶 に 成る さなぎ の 様 に 、 人 は 変 興 する 。 

死 の 恐怖 は 無知 の 娘 で ある 。 


(無知 が 死 の 恐怖 を も た ら す 。) 

死 を 覆う 残骸 に よっ て 、 死 は 梗 い も の に 過ぎ な い 。 

死 の 映像 を 取り 巻く 夏 つ っ つつ な 色 に よっ て 、 死 は 本 いも の に 過ぎ な 
加 

死 は 本 当 に 命 の 生み の 苦し み で ある 。 

死な な いい 自然 に は 力 が 存在 する 。 

力 は 永久 に 存在 を 保存 する た め に 存在 を 変化 させ る 。 

力 は 自然 の 論理 また は 言葉 で ある 。 

人 に は 力 が 存在 する 。 

人 の 力 は 自然 の 力 か ら 類 推 可 能 で ある 。 

人 の 力 は 人 の 論理 また は 言葉 で ある 。 

人 の 吉 葉 は 、 論 理 が 導い た 、 人 の 意思 の 表れ で ある 。 

人 の 言葉 が 論理 的 で ある 時 は 、 人 の 言葉 は 全能 で ある 。 

な ぜ な ら 、 人 の 吉 葉 が 論理 的 で ある 時 は 、 人 の 吉 葉 か ら 神 の 吉 葉 
を 類推 可能 で ある 。 

人 の 論理 の 吉 葉 に よっ て 、 人 は 命 の 勝利 者 に 成 れ る 。 

人 の 論理 の 吉 葉 に よっ て 、 人 は 死に 勝利 で きる 。 

人 の 命 の 全て は 人 の 吉 葉 の 出産 か 人 の 吉 葉 の 流産 の どちら か で あ 


る 。 
人 の 命 の 全て は 人 の 吉 葉 の 分 身 か 人 の 吉 葉 の 諾 リ り の どちら か で あ 


る 。 

論理 の 吉 葉 を 理解 し な いで 死ぬ 人 は 永遠 の 希望 無し に 死ぬ 。 
論理 の 吉 葉 を 明確 に 話さ な いで 死ぬ 人 は 永遠 の 希望 無し に 死ぬ 。 
恐怖 と いう 死 の 師 に 耐え る に は 、 人 は 命 の 真実 と 一 体 化 する 必要 
が 有る 。 

も し 失敗 が 弱まる の で あれ ば 、 も し 肉体 の 命 が 永遠 で ある と 見 え 
る の で あれ ば 、 論 理 は 神 に 表れ る で あろ うか ? 

も し 丘 論 理 的 な も の が 滅ぶ の で あれ ば 、 論 理 は 自然 に 表れ る で あ 
ろう つが? 

論理 は 命 の 鍵 を 持っ て いる で あろ うか? 

な ぜ な ら 、 論 理 的 な も の は 滅 ば な い 。 

へ ブラ イ 人 は 、 失 敗 を 永遠 に 破壊 する 無 上 の 忌 敬 する べき 力 を 、 
神 の 毒 を 意味 する サマ エル と 呼ん だ 。 

オリ エン ト の 人 は 、 失 敗 を 永遠 に 破壊 する 無 上 の 忌 菩 する べき 力 
を 、 サ タン と 呼ん だ 。 

( 

へ プラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。 

悪 は 和 免疫 の た め の 仮 想 敵 で ある 。 

) 

ラテ ン 人 、 古 代 ロ ー マ 人 は 、 失 敗 を 永遠 に 破壊 する 無 上 の 敬 す 


る べき 力 を 、 ル シフ ェ ル と 呼ん だ 。 
( ル シ フ ェ ル は ラテ ン 語 で 光 を も た ら す も の を 意味 する 。) 
カバ ラ で は ル シ フ ェ ル は 呪 わ れ た 打ち 倒さ れ た 天使 で は な い 。 
ル シ フ ェ ル は 光 を も た ら す 天使 で ある 。 
ル シ フ ェ ル は 管 示 する 天使 で ある 。 
ル シ フ ェ ル は 管 杜 す る 天使 で ある 。 
ル シ フ ェ ル は 知ら せる 天使 で ある 。 
ル シ フ ェ ル は 火 で 復活 させ る 天使 で ある 。 
ル シ フ ェ ル と 平和 の 天使 の 関係 は 、 在 星 と 春の 星座 の 思い や り の 
有る 星々 の 関係 に 似 て いる 。 
恒星 は 美しく 、 光 を 放っ て 輝き 、 静 か で ある 。 
恒星 は 天 の 理 を 飲む お 。 
恒星 は 思い や り を 持っ て 姉妹 で ある 星々 を 見 つめ る 。 
恒星 は 自身 の 光 と いう 光輝 く 外 衣 を まとっ て いる 。 
恒星 は 額 が ダイ アモ ンド で ある 王冠 を か ぶっ て いる 。 
夜明け と 肖 の 加 歌 を 演 つ 様 に 、 恒 星 は ほほ え む 。 
恒星 は 何 も の も 妨げ られ な い 永 遠 の 休 息 を 楽し お 。 
恒星 が 与え た 位置 か ら 外 れる 事 無 く 光 の 番 兵 の 中 を 恒星 は 厳し く 


進む 。 
し か し 、 乱 れ た 血 の 星 の 配置 の さま よう 替 星 は 天 の 奥 深く か ら す 
ば や く 来 る 。 


ウェ スタ の 処女 の 巫女 た ちの 行進 の 配置 の 間 を 横切る 戦車 の 様 
に 、 芋 星 は 平和 な 天体 の 経路 を 横切る 。 

替 星 は 太陽 の 番 兵 の 燃え る 槍 に 大 胆 に 立ち 向かう 。 

失っ た 夫 を 探す 妻 の 様 に 、 独 身 に 成っ た 夜々 に 、 替 星 は 夢 を 見 
る 。 
在 星 は 昼 の 神 の 聖 所 の 最も 奥深 く を 見 抜く 。 
さら に 、 後 ろ に 長い 火 の 尾 を 引い て 、 大 陽 が 放射 する 替 星 を 焼き 
尽く す 火 か ら 、 芋 星 は 逃れ る 。 

替 星 が 近づく と 星々 は か すむ お 。 

替 星 は 替 星 の 尾 と いう 光 の 群れ を ちり ば め る 。 

直 星 は 替 星 の 尾 と いう 光 の 花 を 室 と いう 広大 な 草地 に 放つ 。 

替 星 は 太陽 の 長 散 する べき 息 か ら 逃 れ よ つと し て いる 様 に 見 え 
る 。 
天体 の 大 いな る 集会 に 星々 が 集まる 。 
普遍 の 篇 き が 存在 する 。 
つい に 、 恒星 た ちの うち で 最も 愛らしい も の で ある 太陽 が 集会 で 
話す 様 に 室 の 全て の 名 前 に お いて 委任 され る 。 

大 陽 は 平和 を さま よう も の で ある 在 星 に 大 胆 に 提案 し た 。 

太陽 は 「 姉妹 で ある 正 星 よ 」 と 話し 始め た 。 


「 な ぜ 震 星 は 天体 達 の 調和 を 乱す の か ? 

恒星 た ち は 在 星 に 何 か 悪 い 事 で も し た の か ? 

な ぜ 震 星 は 勝手 に さま よう 代わ けり に 太陽 の 集会 の 恒星 達 の 様 に 固定 
し な い の か ? 

な ぜ 震 星 は 恒星 達 の 様 に ダイ アモ ンド の 留め 金 で 胸 が 罰 め られ た 白 
い 衣 を 着 て 表 の 聖歌 を 歌わ な い の か ? 

な ぜ 直 星 は 在 星 の 尾 と いう 火 の 汗 が し た た る 髪 を 夜 の 蒸気 の 中 に た 
だ よわ せる の か ? 

ああ っ 。 

し か し 、 震 星 は 星々 と いう 天 の 姉 妹 で ある 。 

彗星 は 何と 美しい で あろ うか ? 

替 星 の 顔 は も は や 信じ られ な い 夜 の 労苦 で 火 照 ら な い 。 

替 星 の 目 は 純粋 で ある 。 

幸せ な 姉妹 で ある 星々 の ほほ えみ が 白 と 赤 で ある 様 に 、 在 星 の ほ ほ 
えみ は 白 と 赤 で ある 。 

全て の 星々 は 在 星 を 知っ て いる 。 

全て の 星々 は 在 星 の 飛行 を 恐れ な い 。 

全て の 星々 は 震 星 が 近づく 事 を 喜ぶ 。 

な ぜ な ら 、 普 遍 の 調和 の 不 壊 の 縁 に よっ て 星々 の うち の 1 つの 星 と 
し て 替 星 は 創造 され て いる 。 

直 星 の 平和 な 存在 は 無限 の 愛 の 聖歌 の 中 の 1 つ 以 上 の 声 で ある 」 


後記 の 様 に 、 震 星 は 恒星 で ある 太陽 に 答え て 話し た 。 


「 姉妹 で ある 大 陽 よ 。 

替 星 が 思い 通り に さま よう 事 と 天体 達 の 調和 を 揺さぶる 事 を 許さ れ 
て いる の は 信じ られ な いか も し れ な い が 真 実 で ある ! 

神 が 大 陽 の 経路 と 同時 に 替 星 の 経路 を 定め た 。 

も し 大 陽 に は 在 星 の 経路 が 気 ま で れ で さま よっ て いる 様 に 見 えて 
も 、 太 陽 の 光線 は 替 星 の 経路 に よる 日 食 を 貫 け な い 。 

直 星 の 尾 と いう 震 星 の 火 の 髪 は 神 の 信号 灯 で ある 。 

直 星 は 恒星 達 の 使者 で ある 。 

在 星 は 恒星 達 の 燃え る 熱 に 夢中 に 成っ て いる 。 

替 星 は 旅 し て 恒星 達 の 燃え る 熱 を 未だ 十分 に 温か く な い 若 い 世 界 達 
に 所 える 。 

替 星 は 旅 し て 恒星 達 の 燃え る 熱 を 孤独 で 冷た く 成 っ た 古い 星 達 に 王 
える 。 

も し 正 星 が 長 旅 で 疲れ て も 、 も し 正 星 の 美 し さ が 太陽 の 美 し さ より 
弱く 成っ て も 、 も し 替 星 の 衣 が 汚れ て も 、 太 陽 が 天 の 高 足 な 娘 で あ 
る よう に 、 直 星 は 天 の 高 中 な 娘 で ある 。 


在 星 の 長 散 する べき 運命 の 秘密 を その まま に し て お き な さ し !。 
替 星 を 包囲 する 恐怖 を その まま に し て お き な さ し いい 。 

た と え 、 星 達 が 理解 で き な く て も 震 星 を 呪い な さい )。 
それ で も な お 、 在 星 は 自身 の 務め を 果たす つも り で ある ! 
それ で も な お 、 替 星 は 自身 の 務め を 神 の 息 の 鼓 婦 の 下 で 継続 する つ 
も り で ある ! 

休息 し て いる 星 達 は 幸せ で ある ! 

宇宙 の 平和 な 社会 の 若い 女王 の 様 に 輝い て いる 星 達 は 幸せ で ある ! 
在 星 は 迫害 され て いる 。 

替 星 は 永遠 に さま よっ つっ 。 

替 星 の 領域 は 無限 で ある 。 

星 達 は 替 星 が 惑 星 達 に 火 を と も す と 丘 難 する 。 

星 達 は 替 星 が 、 震 星 が 復 活 さ せ た も の の 熱 に 火 を と も す と 三 難 す 


る 。 
0 替 星 が 明 ら か に し た 星 達 を 恐れ させ て いる と 間 難 す 


上 が 遍 の 調和 を 破壊 する と 括 難 する 。 

な ぜ な 在 星 は 星 の ま わり を 円 形 に 回 転 し な い 。 

な ぜ な ら 、 幸 星 は 全て の 恒星 達 の 唯一 の 中 心 を 見 つめ る 。 
美しい 恒星 で ある 大 陽 よ 安心 し な さい ! 

替 星 は 恒星 の 平和 な 光 を か すま せる つも り は な し い 。 

むし ろ 、 震 星 は 大 陽 の 尽力 の 中 で 震 星 の 命 と 熱 を 費やす つも り で あ 
る 。 

替 星 が 燃え 尽き た 時 に は 在 星 は 天 か ら 姿 を 隠す 。 

在 星 の 死 は 十分 に 貯 光 で ある ! 

神 の 神殿 で は 様々 な 火 が 燃え て 神 に 光 を も た ら す 事 を 知り な さ 
L 1。 

星 達 は 金 の 枝分かれ し た 燈台 の 光 で ある 。 

在 星 は 犠牲 の 火 で ある 。 

お 互い の 運命 を 全 つ し よう 」 


前 記 の 様 に 、 正 星 は 話し た 。 

替 星 は 替 星 の 尾 と いう 燃え る 髪 を な び か せ た 。 
替 星 は 火 の 盾 を か か げた 。 

替 星 は 無限 の 空間 に 身 を 投じ た 。 

替 星 は 永遠 に 失わ れる 様 に 見 えた 。 

替 星 の 様 に サタ ン は 聖書 の 例え 話 に 表れ 姿 を 隠す 。 


ヨブ 記 1 章 6 節 「 あ る 日 、 神 の 子 達 が 主 で ある 神 の 前 に 来 た 時 、 サ タ 
ン が 神 の 子 達 に 混じっ て 来 た 」 


ヨブ 記 1 章 7 節 「 主 で ある 神 は 『 どこから 、 あ な た サタ ン は 来 た の 
か ? 』 と サタ ン に 話し た 。 サ タン は 主 で ある 神 に 『 地 を あちこち 歩 
いて きま し た 。』 と 答え て 話し た 」 


後記 の 様 に 、 学 の 有る 旅人 が 東 で 見 つけ た 、 グ ノー シス 主義 者 の 
福音 書 は 、 光 の 創世 記 と ル シ フ ェ ル の 徳 を 説明 する 。 

自意識 の 有る 真理 は 生き て いる 思考 で ある 。 

真理 は 思考 で ある 。 

真理 の 中 に 真理 が 存在 する 様 に 。 

思考 の 中 に 思考 が 存在 する 様 に 。 

明確 に され た 思考 は 吉 葉 で ある 。 

永遠 の 思考 は 形 を 望ん だ 時 に 「 光 あれ 」 と 話し た 。 

(創世 記 1 章 3 節 「 神 が 『 光 あれ 。』 と 話す と 光 が 創 造 さ れ た 」) 

「 光 あれ 」 と 話し て いる 思考 は 神 の 吉 葉 で ある 。 

(ヨハ ルネ に よる 福音 1 章 イ エス は 神 の 吉 葉 、 神 の ロゴ ス ) 

神 の 吉 葉 は 「 光 あれ 」 と 話し た 。 

な ぜ な ら 、 神 の 吉 葉 は 心 の 光 で ある 。 

創造 され た の で は な い 光 は 神 の 吉 葉 で ある 。 

創造 され た の で は な い 光 は 光輝 いて いる 。 

な ぜ な ら 、 創 造 さ れ た の で は な い 光 は 見 られ る 事 を 望ん で いる 。 

神 の 吉 葉 は 見 られ る 事 を 望ん で いる 。 

神 の 吉 葉 が 「 光 あれ ! 」 と 話し て いる 時 、 神 の 吉 葉 は 目 を 開け さ 
せる 。 

神 の 吉 葉 は 目覚 め さ せ る 。 

神 の 吉 葉 は 知性 を 創造 する 。 

神 が 「 光 あれ ! 」 と 話し て いる 時 、 神 は 知性 を 創造 する 。 

神 は 光 を 表す 。 

星 が 太 陽 か ら 放 た れる 様 に 、 神 は 口 の 息 に よっ て 知性 を 満ち あふ 
れ さ せ た 。 

知性 は 光輝 く 天 使 の 形 に 成っ た 。 

天 は ル シ フ ェ ル と いう 名 前 で 知性 を 敬礼 し た 。 

知性 は 目覚 め た 。 

知性 は 、「 光 あれ ! 」 と いう 神 の 吉 葉 を 理解 し て 、 自 身 の 性 質 を 
完全 に 理解 し た 。 

知性 は 自身 が 自由 で ある と 感じ た 。 

な ぜ な ら 、 神 が 知性 を 存在 させ て いた 。 

神 が 知 性 の 頭 を 持ち 上 げ て いた 。 

神 が 知 性 の 細 を 広げ させ て いた 。 

知性 は 「 知 性 は 奴隷 に は 成ら な い 」 と 答え て 話し た 。 

創造 され た の で は な い 声 で ある 神 の 吉 葉 は 「 知 性 が 奴隷 に 成ら な 


い の で あれ ば 、 知 性 は 苦し び む で あろ う 」 と 話し た 。 

心 の 光 で ある 知性 は 「 知性 は 自由 で ある 」 と 答え て 話し た 。 

無 上 の 声 で ある 神 は 「 仙 慢 が 知性 を 誘惑 し て 、 知 性 は 死 を 生む で 
あろ う 」 と 話し た 。 

創造 され た 光 で ある 知性 は 「 知性 は 命 を 獲得 する た め に 死 と 戦う 
必要 が 有る 」 と 答え て 話し た 。 

胸 の 愛 か ら 、 神 は 、 無 上 の 天使 で ある 知性 を 制限 し て いた 光輝 い 
て いる 綱 を ゆる め て 自由 に 動け る 様 に し た 。 

神 は 知性 が 夜 に 身 を 投じ る の を 見 た 。 

知性 は 栄光 で 夜 を 耕し た 。 

知性 は 自身 の 思考 の 結果 を 愛し た 。 

知性 は 吉 い 表し 難い ほほ えみ を 浮か べ て 「 光 は 、 な ん て 美しい で 
あろ つう ! 」 と 話し た 。 

神 が 苦 し み を 創造 し た わけ で は な い 。 

知性 が 自由 に 成る た め に 苦し み を 受容 し た 。 

苦し み は 神 が 存在 の 自由 に 負わ せ た 奈 件 で ある 。 

神 だ けが 斉 ら な いし!。 

な ぜ な ら 、 神 は 無限 で ある 。 

な ぜ な ら 、 知 性 の 神髄 は 剤 断 で ある 。 

痢 断 の 神髄 は 自由 で ある 。 

目 は 開く 能力 と 閉じ る 能力 に よっ て 光 を 保有 する 。 

仮に 目 が 常に 開か れる 事 を 強い られ た ら 、 目 は 光 の 奴隷 に 成る で 
あろ うし 、 目 は 光 の 犠牲 に 成る で あろ うつ し 、 苦 し みか ら 免 れる た め 
に 目 は 見 る 事 を や め る で あろ う 。 

創造 され た 知性 に は 神 を 否定 する 自由 に よっ て の み 神 を 育 定 する 
幸せ が 有る 。 

否定 する 知性 は 常に 何 も の か を 育 定 する 。 

な ぜ な ら 、 否 定 する 知性 は 何 も の か を 育 定 する 事 に よっ て 知性 の 
自由 を 表す 。 

前 記 の 理由 か ら 、 あ る 点 で 神 に 不敬 な 知性 は 別 の 点 で 神 を た た え 
る 。 
地獄 は 天 の 幸 せ に 絶対 に 必要 で ある 。 
仮に 影 が 光 を し り ぞ け な け れ ば 、 見 える 形 は 存在 し な いで あろ 


つ 。 

も し 最初 の 天使 た ち が 導 の 深 さ に 出会わ な けれ ば 、 神 の 創造 は 不 
完全 で あっ た ろう し 、 創 造 さ れ た の で は な い 光 と 創造 され た 光 の 分 
離 は 存在 し な か っ た で あろ っ つう 。 

も し 知性 が 神 を 失わ な けれ ば 、 知 性 は 神 の 良さ を 知ら な か っ た で 
あろ っ つ 。 

仮に 天 の 放 湯 息子 で ある 知性 が 父 で ある 神 の 家 に 留まっ て いた の 


で あれ ば 、 神 の 永遠 の 愛 は 神 の 思い や り の 喜び の 中 に 表れ な か っ た 
で あろ つ 。 

全て が 光 で あっ た 時 、 光 は どこ に も 無かっ た 。 

創造 し よう と 試み て いた 神 の 胸 を 光 が 満 た し た 。 

神 が 「 光 あれ ! 」 と 話し た 時 、 神 は 痢 が 光 を し り ぞ ける 事 を 許 
し 、 混 沖 か ら 宇 宙 が も た ら さ れ て いる 。 

生ま れ た 時 に 奴隷 に 成る 事 を 拒否 し た 、 知 性 と いう 天使 の 否定 は 
世界 の つり 合い の 構成 要素 で ある 。 

知性 と いう 天使 の 否定 に よっ て 、 天 体 達 の 動き は 始ま っ た 。 

無限 は 知性 の 自由 へ の 愛 を 敬礼 し た 。 

知性 の 自由 へ の 愛 は 永遠 の 光 の 空間 を 満た す の に 十分 で あっ た 。 

知性 の 自由 へ の 愛 は 神 の 憎しみ を 耐え る の に 十分 で あっ た 。 

し か し 、 神 は 神 の 子 の うち で 最も 高貴 な も の で ある 知性 を 憎 ま な 
か っ た 。 

神 は 神 の 怒り に よっ て 知性 に 神 の 力 を 確証 し た だ け で あっ た 。 

知性 、 ル シフ ェ ル に 妨 始 し た か の 様 に 、 神 の 吉 葉 イエ ス は 堕天 
し 、 勝 利 し て 地獄 の 影 を 通過 し た 。 

神 の 吉 葉 イエ ス は 人 迫害 を 望ん だ 。 

マタ イ に よる 福音 27 章 46 節 で 神 の 吉 葉 イエ ス は 詩 編 22 章 1 節 の 
「 私 の 神 よ 。 私 の 神 よ 。 なぜ 神 は 私 を 見 捨て る の で すか ? 」 を 苦し 
み の 極 致 で 叩 ん だ 時 に 、 神 の 吉 葉 イエ ス は 事前 に 恐ろし い 時 間 を 熟 
慮 し て いた 。 

(マタ イ に よる 福音 27 章 46 侵 で イエ ス は 泣き 叫ん だ わけ で は な く 
イエ ス は 詩 編 22 章 1 節 以降 の 預 吉 が 成就 し た 事 を 指摘 し て いる 。) 

明け の 明星 が 大 陽 の 前 に 表れ る 様 に 、 ル シフ ェ ル の 反抗 は 神 が 人 
に 成る 事 を 生ま れ た ば か り の 自然 に 知ら せ た 。 

も し か し た ら 、 ル シフ ェ ル は 、 夜 へ 堕天 し た 時 に 、 ル シフ ェ ル の 
宋 光 の 引き 寄せ る 力 に よっ て 、 ル シフ ェ ル と 共に 、 大 陽 と 星 の 雨 を 
も た らし た か も し れ な しい )。 

も し か し た ら 、 太 陽 は 星々 の 中 の 半 神 ダイ モー ン か も し れ な し り 。 

ル シ フ ェ ル が 天使 達 の 星 で ある 様 に 。 

前 記 の 理由 か ら 、 疑 い 無く 、 知 性 は 人 性 の 時 散 する べき 苦し み を 
静か に 照ら す 。 

知性 は 地 の 長 い 苦 し み を 照ら す 。 

な ぜ な ら 、 知 性 は 孤独 の 中 で 自由 で ある 。 

知性 は 知性 の 光 を 持っ て いる 。 

前 記 が 数 世紀 の 異端 派 の 指導 者 た ちの 傾向 で あっ た 。 

Ophites の 様 に 、 ある 異端 者 た ち は 、 蛇 の 姿 で 半 神 ダイ モー ン を 
敬礼 し た 。 

Cainites の 様 に 、 あ る 異端 者 た ち は 、 創 世 記 4 章 の 最初 の 殺人 者 カ 


イン の 反抗 を 正当 化し た 様 に 、 最 初 の 天使 の 反抗 を 正当 化し た 。 
全て の 異端 者 の 訓 り 、 全 て の 異端 者 の 影 、 イ ンド の 異端 者 が 魔術 
的 な 「 三 神 一 体 」 に 象徴 で 対立 させ た 混乱 の 全て の 異端 者 の 奇形 の 
偶像 が 、 キ リス ト 教 の 祭司 た ちと 舘 者 た ち に 見 つか る 。 

( 三 神 一 体 は 創造 神 プ ラフ マー、 人 に 成っ た 神 ヴ ィ シ ュ ヌ 、 破壊 
神 シ ヴァ が 本 来 は 一 体 で ある と いう 考え ) 

創世 記 に は 悪魔 と いう 名 前 は 記さ れ て いな い 。 

創世 記 3 章 の 象徴 的 な 蛇 が 人 の 最初 の 父 ア ダム と 人 の 最初 の 母 エ 
ヴァ を だ まし た 。 

創世 記 3 章 の 象徴 的 な 蛇 が 人 の 初 祖 アダ ム と エヴァ を だ まし た 。 
創世 記 3 章 1 節 「 主 で ある 神 が 創 造 し た 野 の 獣 の 中 で 蛇 は 最も 狗 猫 で 
あっ た 」 

創世 記 3 章 1 節 で モー セ は 「 ヤ 人 ウェ 、 エ ロ ヒ ム が 創造 し た 野 の 獣 
の 中 で 蛇 は 最も 狗 獲 で あっ た 」 と 話し た 。 

(エロ ヒム は 神 を 意味 する 。) 
創世 記 3 章 1 節 「 ヤ ハウ ェ 、 エ ロ ヒ ム が 創造 し た 野 の 獣 の 中 で 蛇 は 最 
も 狗 獲 で あっ た 」 
創世 記 3 章 1 節 「 ワル ハー ナハ シュ 八 イ ァ ー アロ ウム ミコ ル ハイ ァ タ 
八 シ ャ デ エ アシ ェ ル アシ ャ ー ヤ ハ ウェ エロ ヒム 」 

ツ )、N(C)hSh、 ナ ハシ ュ は 蛇 を 意味 する 。 

Fabre Olivet は 創世 記 3 章 1 節 を 「 根源 の 引き 寄せ る 力 (、 貴 欲 ) は 
存在 の 中 の 存在 、 神 、 ヤ ハル ウェ の 作品 で ある 自然 の 全て の 四 大 元素 
の 命 (、 心 の 自発 的 な 力 ) の 肉欲 を 引き 寄せ る 」 と 解釈 し た 。 

し か し 、Fabre Olivet の 解釈 は 外れ で ある 。 

な ぜ な ら 、Fabre Olivet は カバ ラ の 大 いな る 鍵 を 知ら な か っ た 。 

後記 の 様 に 、 タ ロッ ト の 象徴 的 な 文字 は 蛇 を 意味 する wT)、 
N(C)hSh、 ナ ハシ ュ を 厳密 に 説明 する 。 


14。 
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組合 せ を も た ら す カ 。 


5。 

ヘー。 

形 の 受容 する も の と 受容 的 な 生産 する も の 。 
21。 


シュ ユイ ン 。 
二 重 の 両極 性 が つり 合わ せる 自然 の 中 心 の 火 。 


前 記 の 様 に 、 モ ー セ は 魔術 の 普 負 の 代行 者 を 表す の に ゆ ゅ ni)、 
N(C)hSh、 ナ ハシ ュ 、 蛇 と いつ 土 葉 を 用 いた 。 

W、N(C)hSh、 ナ ハシ ュ 、 蛇 を カバ ラ 的 に ゆ ロ )、NHSh、 ナ 八 
シュ と 読む 。 

ロロ J、NHSh、 ナ ハシ ュ は 魔術 の 普通 の 代行 者 の 説明 と 定義 を も た 
ら す 。 
全て の 神 統 系 譜 学 で は 蛇 に よっ て 魔術 の 普遍 の 代行 者 を 表し て い 


る 。 

へ プラ イ 人 は 、 普遍 の 代行 者 の 自発 的 な 力 を 表す 時 に 、 普 遍 の 代 
行者 を OD、 オ ド と いう 名 前 で 呼ぶ 。 

へ プラ イ 人 は 、 普遍 の 代行 者 の 受容 的 な 力 を 表す 時 に 、 普 遍 の 代 
行者 を OB、 オ プ と いう 名 前 で 呼ぶ 。 

へ プラ イ 人 は 、 普 遍 の 代行 者 の つり 合わ せる 力 、 天 の 光 を も た ら 
す も の 、 金 を 表す 時 に 、 普 遍 の 代行 者 を TKN、AOUR、 ア ウル 、 オ ウ 
ル 、 光 と いう 名 前 で 呼ぶ 。 

( 

NN、AWR、 ア ウル 、 オ ウル は 光 を 意味 する 。 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 」「 金 を 意味 する フラ ンス 語 の OR は 光 を 意味 
する へ プラ イ 語 の AOUR に 由来 する 」 


) 
古い 蛇 は 世界 を 包囲 し て いる 。 
ウロ ボロ ス の 様 に 、 古 い 蛇 は 自身 の 尾 を 飲み 込 も うと 試み て い 


古い 蛇 は 頭 を 処女 マリ ア の 足 の 下 に 置く 。 

処女 マリ ア は 秘伝 伝授 の 象徴 で ある 。 

処女 マリ ア は 生ま れ た ば か けり の 幼子 イエ ス を マタ イ に よる 福音 2 
章 の 3 人 の マギ に も た らし た 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は イエ ス に 敬礼 し た 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は 、 金 、 乳 香 、 没 薬 を 、 イ エス 
に ささ げ て 、 マ リア に 御 返し に も た らし た 。 

考え は 、 全 て の 祭司 の 宗教 で 、 秘 伝 伝授 者 が 思い 通り に で きる 、 
自然 の 力 の 秘密 を ヴェ ー ル で 隠す の に 役立つ 。 

款 教 の 考え は 、 神 々 を 天 か ら 降 臨 さ せ 、 神 々 に 人 の 意思 に 報い て 
も ら う 、 神 秘 と 力 の 全て の 言葉 の 要約 で ある 。 

へ ブラ イ 人 は 宗教 の 考え の 秘密 を エジプト か ら 取 り 入 れ た 。 
ギリ シャ は 秘 儀 祭 司 を へ プラ イ 人 の 預 吉 者 の 一 門 に 遣わ し た 。 
後に に ギリシャ は 神 知 学 者 を へ プラ イ 人 の 預 吉 者 の 一 門 に 遣わ し 
だ 

初期 キリ スト 教徒 の 避難 所 と な っ た 地下 墓地 で の 秘伝 伝授 は ロー 
マ 帝 国 を キリ スト 教化 し た 。 


帝国 は 、 ロ ー マ 帝 国 が 同化 し て いた 全て の 宗教 の 残骸 で 、 
象徴 を 建て 直し た 。 

ロー マ は 世界 の 女王 で ある 。 

ヨハ ネネ に よる 福音 19 章 19 侵 か ら 20 節 で イエ ス の 十字 架 に 「 イ エ 
ス 、 ナ ザ レ の 。 王 、 へ プラ イ 人 の 」 と いう イエ ス キリ スト の 精神 的 
な 王権 が へ ブラ イ 語 、 ェ リ シャ 庄 、 ラテ ン 語 で 記さ れ た 。 

( 

へ ブラ イ 人 は 正しい も の の 例え の 場合 が 存在 する 。 

INRI は ラテ ン 語 の 「 イ エス 、 ナ ザ レ の 。 王 、 へ ブラ イ 人 の 」 の 頭 
文字 で ある 。 

) 

「 イ エス 、 ナ ザ レ の 。 王 、 へ プライ 人 の 」 は 普 負 の 総合 の 表現 で 
ある 。 
INRI は 普遍 の 総合 の 表現 で ある 。 

事実 、 ヘ レニ ズム は 形 の 大 いな る 美しい 宗教 で ある 。 

ヘレ ニズム は ユダ ヤ 教 の 預 吉 者 達 と 同様 に 救い 主 イ エス の 降臨 を 
知ら せ た 。 

プシ ュ ケ の 例え 話 は キリ スト 教 か ら の 超 抽出 で ある 。 

パン テオ ン の 宗教 は 、 ソ クラ テス を 復活 させ る 事 に よっ て 、 イ ス 
ラ エ ル が 神秘 的 に 保存 し て いた 、 神 の 統一 性 へ の 祭壇 の 用 意 を し 
/ 

し か し 、 ユ ダ ヤ 教 会 は 救い 主 イ エス を 否定 し た 。 

少な く と も 、 ユ ダ ヤ 教 徒 の 盲目 の 目 か ら へ プラ イ 文 字 は 姿 を 隠し 
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ロー マ の 迫害 者 は ヘレ ニズム を 汚し た 。 

プラ トン の 「 哲 学者 が 王者 に 成っ た 」 ユ リア ヌス 帝 の 偽 の 緩和 は 
ヘレ ニズム を 復活 で き な か っ た 。 

大 衆 が 背 教 者 と いう あだ名 を ユリ アヌ ス 帝 に つけ た の は 多分 不当 
で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 ユ リア ヌス 帝 は 心から の キリ スト 教徒 で は な か っ た 。 

中 世 の 無 知 な 大 衆 は 、 神 の 様 な 者 達 、 聖 女 達 と 多神教 の 神々 、 多 
神 教 の 女神 達 、 ニ ン フ 達 を 対立 させ た 。 

古代 ギリ シャ の 神秘 の 深い 意味 は 以前 より 理解 され な く な っ た 。 

ギリ シャ は 古代 の 宗教 の 口伝 を た 失っ た だ け で は な く ラ テン 語 の カ 
トリ ッ ク 教 会 か ら 分 離し た 。 

前 記 の 様 に 、 ラ テン 語 の カト リッ ク 教 会 の 有 目 に は 、 ギ リ シ ャ 文 字 
は 姿 を 隠し た 。 

ギリ シャ 人 の 目 に は 、 ラ テン 文字 は 姿 を 隠し た 様 に 。 

ヨハ ルネ に よる 福 音 19 章 19 委 か ら 20 節 で 救い 主 イ エス の 十字 架 に 
へ ヘ へ プ ブライ 語 、 ェ リ シャ 語 、 ラテ ン 語 で 記さ れ た 「 イ エス 、 ナザレ 


の 。 王 、 へ ヘブライ 人 の 」 と いう 埋 葉 は 完全 に 姿 を 隠し た 。 

INRI と いう 神秘 的 な 頭 文 字 だ けが 残っ た 。 

し か し 、 舘 心 と 一 致し た 、 哲 学 と 自然 科学 が 全て の 象 微 を 統一 す 
る 時 に 、 古 代 の 宗教 の 全て の 大 いな る も の が 人 の 記憶 に 返り 咲く 。 

神 の 光 の 直感 で の 人 の 精神 の 進歩 を 表す 。 

し か し 、 進 歩 の 全て の 形 の 無 上 の 大 いな る も の は 、 自 然 の 鍵 を 知 
の 手 に 復活 させ て 、 サ タン の 憎む べき 幻 を 永遠 に 鎖 に つなぐ 事 で あ 
ろう 。 

進歩 の 全て の 形 の 無 上 の 大 いな る も の は 、 自 然 の 全て の 稀 な 現象 
を 説明 し て 、 迷 信 の 支配 と 馬鹿 げた 填 信 を 破壊 する 事 で あろ うつ 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 人 生 を 神 の 教え 、 哲 学 、 自 然 科学 の 一 致 と い 
う 務 め の 成 就 に ささ げ て きた 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 人 生 を 神 の 教え 、 哲 学 、 自 然 科学 の 一 致 と い 
う 無 上 の 難し い 研 究 に ささ げ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 偶 像 を 打ち 倒す 事 に よっ て 、 祭 壇 を 自由 に 
する 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 を 持つ 人 が 自然 の 王者 、 祭 司 に 再び 成る 事 
を 望ん で いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 説 明 す る 事 に よっ て 、 普 遍 の 聖 所 の 全て の 
象徴 を 保存 する 。 

預 吉 者 は 例え 話 、 象徴 で 話す 。 

な ぜ な ら 、 大 箇 は 理論 的 な 吉 葉 に 欠け て いる 。 

な ぜ な ら 、 預 吉 者 の 理解 は 調和 の 感情 また は 普遍 の 類推 可能 性 で 
ある 。 

預 吉 者 の 理解 は 象徴 に よっ て 自然 に 訳 さ れる 。 

大 箇 が 文字 通り に 解釈 する と 、 預 吉 者 の 象徴 は 偶像 また は 見 通せ 
な い 神 秘 に 成る 。 

預 吉 者 の 象徴 と 神秘 の 全体 や 継承 を 象徴 主義 と 呼ん で いる 。 

人 が 象徴 主義 を まとめ て いる が 、 銀 徴 主 義 は 神 に 由来 する 。 
全て の 時 代 で 、 啓 示 は 人 に と も な っ て きた 。 

人 の オ 能 に よっ て 、 世 示 は 変わ っ て きた 。 

し か し 、 世 示 は 今 ま で 同じ 真理 を 説明 し た 事 が 無い 。 

( 紀 示 は 今 ま で 唯一 の 真理 を 説明 し た 事 が 無い 。) 

本 物 の 宗教 は 唯一 で ある 。 
全て の も の の 届く 範囲 内 に お いて 、 宗 教 の 考え は 簡潔 で ある 。 
同時 に 、 象徴 の 多様 性 は 人 の オ 能 の 教育 に 絶対 必要 な 詩 の 書 で 
あっ た 。 

神 は 外見 の 美 し さ の 調和 と 形 の 詩 を 人 が 幼子 の 様 な 者 で ある 時 に 
記 示 する 必要 が 有 っ た 。 

し か し 、 す ぐに 、 プ シュ ケ は ヴィ ー ナ ス の ライ バル に 成っ た 。 


プシ ュ ケ は 愛 の 神 エ ロス を 誘惑 し た 。 

形 の 宗教 は 必然 的 に 大 いな る 夢 に 従っ た 。 

形 の 宗教 が 必然 的 に 従っ た 大 いな る 夢 は プラ トン の 奴 借 な 知 を 
飾っ た 。 

イエ ス キリ スト の 降臨 が 用 意 さ れ た 。 

前 記 の 理由 か ら 、 イ エス キリ スト の 降臨 が 待た れ た 。 

イエ ス キリ スト が 降臨 し た 。 

な ぜ な ら 、 人 々 が イエ ス キリ スト の 降臨 を 待っ た 。 

大 衆 的 に 成っ た 哲学 は 舘 仰 に 変わ っ た 。 

信仰 が 自由 に し た 人 の 精神 は 速やか に 舘 仰 の 象 微 を 物質 化し よう 
と 試み た 学派 に 抗議 し た 。 

ロー マ の カト リッ ク の 務め は 、 た だ 良心 を 自由 に する 事 を 知ら な 
いで 用 意 す る 事 で あっ た 。 

ロー マ の カト リッ ク の 務め は 、 た だ 普遍 の 共同 体 の 基礎 を 確立 す 
る 事 で あっ た 。 

前 記 の 全て は 、 人 性 の 神 の 様 な 命 の 正常 な 普通 の 進歩 で あっ た 。 
な ぜ な ら 、 神 は 全て の 魂 の 中 で 大 いな る 魂 で ある 。 

神 は 全て の 知性 を 引き 寄せ る 不動 の 中 心 で ある 。 

星雲 の 様 に 。 

人 の 知性 に は 朝 が 有 っ た 。 

人 の 知性 の 真昼 が 来る で あろ っ つ 。 

人 の 知性 の 堕落 が 来る で あろ っ つ 。 

し か し 、 神 は 常に 同じ で あろ っ うつ 。 

太陽 は 朝 に 若 々 し く 内 気 に 昇 る 様 に 地球 上 の 住人 に は 思わ れる 。 
太陽 は 真昼 に 太陽 の 全力 で 輝く 様 に 地球 上 の 住人 に は 思わ れる 。 
太陽 は 育 に は 疲れ て 休め 様 に 地球 上 の 住人 に は 思わ れる 。 

し か し 、 地 球 は 公転 し 、 太 陽 は 不動 で ある 。 

人 の 進歩 で 値 心 を 持て ば 、 神 の 安定 で 信心 を 持て ば 、 自 由 な 人 は 
過去 の 形 で 宗教 を 敬 つ 。 

自由 な 人 は 過去 の 形 で 神 の 教え を 敬 つ 。 

自由 な 人 は ヤ ハ ウェ より ユピテル に 不敬 な 事 を 吉 わ な い !。 

自由 な 人 は デル ポイ の アポ ロン の 光 を 放つ 象徴 に 愛 を 込め て 敬礼 
する 。 

自由 な 人 は アポ ロン の 顔つき と 復活 し た 救い 主 イ エス の 栄光 を た 
た えら れ た 顔つき の 兄弟 の 様 な 類似 を 見 つけ る 。 

自由 な 人 は カト リッ ク の 位階 の 大 いな る 使命 を 信じ る 。 

自由 な 人 は 中 世 の 法 王 が 試す 様 に 宗教 を 権力 者 た ちの 絶対 的 な 力 
に 対立 させ た 事 を 見 る 事 に 満足 を 見 出す 。 

し か し 、 自 由 な 人 は 法王 の 鍵 を 鎖 に つない で し まう で あろ つつ 良心 
の 奴隷 状態 に 対し て 革命 の 世紀 と 共に 抗議 する 。 


自由 な 人 は ルター より プロ テス タン ト で ある 。 

な ぜ な ら 、 自 由 な 人 は ルター の アウ クス ブル ク 信 仰 告白 に 訓 り が 
無い 事 を 信じ な い 。 

自由 な 人 は ルター の アウ クス ブル ク 信 仰 告白 の 不可 謎 を 信じ な 
いし!。 

自由 な 人 は 法王 より カト リッ ク で ある 。 

な ぜ な ら 、 自 由 な 人 は 法廷 の 悪意 が 宗教 的 な 統一 性 を 破壊 する か 
も し れ な い 事 を 恐れ な い !。 

自由 な 人 は 統一 性 の 考え の 救い に よっ て ロー マ の 政策 より 神 を 信 
頼 し て いる 。 

自由 な 人 は 古代 の 教会 を 胃 散 する 。 

し か し 、 自 由 な 人 は 教会 が 姿 を 隠す 事 を 恐れ な い 。 

自由 な 人 は 教会 の 見 せ か け の 死 は 変身 に 成る 事 を 知っ て いる 。 
自由 な 人 は 教会 の 見 せ か け の 死 は 栄光 の 被 昇 天 に 成る 事 を 知っ て 
いる 。 

本 書 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は マタ イ に よる 
昌 音 2 章 の 東 の 3 人 の マギ が 現れ る 様 に 新た に 呼び か ける 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 マ タイ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ が 敬礼 
し た 、 ゆ りか ご の 神 の 主 イ エス 、 全 て の 時 代 の 大 いな る 祖 イ エス を 
再び 認め る 。 

イエ ス の 全て の 敵 は 地 に 喧 ち た 。 

イエ ス を 迫害 し た 全て の 者 は 死ん だ 。 

イエ ス を 迫害 し た 者 は 死ん だ 。 

イエ ス は 永遠 に 生き て いる 。 

イエ ス に 対し て 怒 始 が 1 つの 点 で 一 致し て まとまっ た 。 

イエ ス を 破滅 させ る た め に 党派 心 の 強い 人 々 が まとまっ た 。 
党派 心 の 強い 人 々 は 自身 を 王者 に し イエ ス を 迫害 し た 。 

党派 心 の 強い 人 々 は 偽善 者 に 成 リ イエス を 義 難 し た 。 

党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス へ の 裁き を 買っ て 出 て イエ ス に 死刑 宣 
告 し た 。 

党派 心 の 強い 人 々 は 死刑 執行 人 に 成 リ イエ ス を 死刑 に し た 。 
党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス 、 ソ クラ テス に 毒 ニ ンジ ン の 毒薬 を 飲 
まま 明寺 > 

党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス を 十字 架 に は けり つけ に し た 。 

党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス に 投石 し た 。 

党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス ( の も の ) を 燃やし た 。 

党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス の (も の の ) 友 を 風 に 捨て た 。 

党派 心 の 強い 人 々 は 恐怖 で 赤く 成っ た 。 

な ぜ な ら 、 イ エス は 党派 心 の 強い 人 々 の 前 に 立っ て いた 。 

イエ ス の 傷 は 党派 心 の 強い 人 々 を 責め た 。 


イエ ス の 傷跡 は 党派 心 の 強い 人 々 を 圧倒 し た 。 

党派 心 の 強い 人 々 は ベツ レ ヘ へ ヘム の ゆり か ご の 中 の イエ ス を 殺す 事 
が で きた と 信じ た 。 

し か し 、 イ エス は エジプト で 生き て いた ! 

党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス を 突き 落と す た め に イエ ス を 山 の 頂 上 
に 運ん だ 。 

イエ ス を 級 そ うと する 大 則 が イエ ス を 包囲 し た 。 

大 則 は イエ ス の 確実 な 破滅 を 勝ち 誇っ た 。 

叫び が 聞こ えた 。 

イエ ス は 地獄 の 岩の上 に 堕ち て 砕 か れ た の で は な いか ? いい 
え ! 

大 軍 は 白く 成っ て 相互 に 見 つめ 合っ た 。 

し か し 、 イ エス は 静か に 衣 れ み 、 ほ ほえ む 。 

イエ ス は 大 衆 の 中 を 通り 過ぎ た 。 

イエ ス は 姿 を 隠し た 。 

大 察 が イエ ス の 血 で 染まっ た 別 の 山 を 見 な さい ! 
十字 架 を 見 な さい ! 

イエ ス の 墓 を 見 な さい ! 

イエ ス の 墓 を 監視 する 軍人 た ち を 見 な さい ! 

狂人 ども ! 

イエ ス の 墓 は 空 か ら で あ る 。 

大 箇 が 死ん だ と 考え て いた イエ ス は エマ オ へ の 人 道 を 2 人 の 弟子 と 
共に 平和 に 歩い て いる 。 

どこ に イエ ス は いる の か ? 

どこ に イエ ス は 存在 する の か ? 

どこ へ ヘイ エス は 行く の か ? 

地 の 王 者 た ちよ 注意 し な さい | ! 

権力 者 た ちの 権力 は 揺るが され て いる と 話し な さい ! 

誰が 権力 者 た ちの 権力 を 揺るが し て いる の か ? 

頭 を 置く 石 が 無い 、 枕 する 所 が 無い 、 貧 し い 人 イエ ス が 権力 者 た 
ちの 権力 を 揺るが し て いる 。 

大 則 に より 奴隷 と し て の 死 を 宣告 され た 独り の 人 イエ ス が 権力 者 
た ちの 権力 を 揺るが し て いる 。 

な ん と いう イエ ス に 対す る 無礼 ! 

な ん と いう イエ ス に 対す る 狂気 ! 

問題 無い 。 

権力 者 た ち は 権 力 の 全て を 並べ て いる 。 

血 の 命 令 が さま よう も の を 迫害 し て いる 。 

全て の 場所 で 足場 が 建て られ る 。 

ライ オン と 戦士 の 円 形 競 技 場 が 開か れる 。 


まき に 火 が つけ られ る 。 

流血 の 激流 。 

権力 者 た ち は 自 分 が 勝利 者 で ある と 信じ て いた 。 

権力 者 た ち は 思 いあ が っ て 別名 を 勝利 の 記念 碑 に 加え た 。 

権力 者 た ち は 死ん だ 。 

権力 者 た ち は 自 分 を 神格 化し て 権力 者 た ち が 守 っ た 神々 を 冒 法 し 
た だ 

俗 世 の 大 衆 の 憎悪 は 神 ユ ピ テ ル と 皇帝 ネロ を 混同 し 軽 し た 。 

墓 に 成っ た 神殿 は 打ち 倒さ れ 人 迫害 の 友 に 成っ た 。 

偶像 の 瓦 了 を 超越 し て 、 国 々 の 破滅 を 超越 し て 、 イ エス だ けが 、 
権力 者 た ち が 迫 害し た イエ ス だ けが 、 権 力 者 に 婚 び へ つら っ た 大 旧 
が 迫害 し た イエ ス だ けが 、 死刑 執 行人 で ある 大 家 が 苦し め た イエ ス 
だ けが 、 イ エス だ けが 生き て いる 。 

イエ ス だ けが 統治 し て いる 。 

イエ ス だ けが 勝利 し て いる 。 

(イエ ス だ けが 復活 し て 死に 対し て 勝利 し て いる 。) 

に も か か わら ず 、 偽 の イエ ス の 弟子 た ち は イ エス の 名 前 を 悪用 し 
て いる 。 

大 衆 が 聖 所 に 入門 し た 。 

イエ ス の 復活 を 公 に 話す べき で ある 大 箇 は イエ ス の 死 を 永遠 の も 
の に し よう と 試み て いる 。 

大 則 は イエ ス の 永遠 に 再生 する 肉 に カラ ス の 様 に た か っ て いる 。 

自分 を 犠牲 に し た イエ ス を 見 習う 代わ り に 、 舘 者 と いう 子孫 の た 
め に 血 を 流し た イエ ス を 見 習う 代わ り に 、( 巨 人 的 な 愛 で 人 の た め 
に 自分 を 犠牲 に し た ) 巨 人 の 神 プ ロメ テウ ス が コー カサ ス 山 に 鎖 で 
つなが れ た 様 に 、 イ エス は バチ カン に 鎖 で つなが れ た 。 

大 衆 は 、 永 遠 に 再生 する プロ メ テ ウ ス の 肝臓 に た か っ て 苦し め た 
ワシ の 様 に 、 永 遠 に 再生 する イエ ス の 肉 に た か っ て 苦し め る カラ ス 
の 様 に 成っ て いる 。 

し か し 、 大 軍 の 悪夢 は 何 を 意味 する の か ? 

大 宮 は イエ ス の 映像 に に とらわれ た だ け で ある 。 

イエ ス は 自由 で ある 。 

イエ ス は 打ち 倒さ れる 事 無く 立っ て いる 。 

イエ ス は 国 か ら 国 へ 追放 され 進ん で いる 。 

イエ ス は 勝利 の 上 に 勝利 を 重ね て いる 。 

人 を 縛る 事 は 可能 で ある 。 

し か し 、 神 の 吉 葉 を 縛る 事 は 不可 能 で ある 。 

イエ ス を 縛る 事 は 不可 能 で ある 。 

吉 葉 は 自由 で ある 。 

吉 葉 を 抑え つけ る 事 は 不可 能 で ある 。 


悪人 は 生き て いる 吉 葉 、 イ エス を 迫害 し て いる 。 

悪人 は 生き て いる 吉 葉 、 イ エス を 破滅 させ よう と 試み て いる 。 

し か し 、 悪 人 が 死ぬ だ け で ある ! 

真理 の 吉 葉 は 悪人 の 記憶 を 裁 く た め に 後に 残る ! 

酒 神 の 女性 の 狂信 者 は オル フェ ウス を 引き 有 裂 い た か も し れ な い 。 

ソクラテス は 毒 ニ ンジ ン の 毒 業 を 飲ん だ か も し れ な い 。 

イエ ス と 使徒 は 極限 の 苦し み の 中 で 死ん だ か も し れ な い 。 

ヤン フス 、 プ ラル の イェ エロ ニーム な ど は 焼き さ れ た 。 

サン バル テル ミ の 虐 級 と 九 月 虐 毅 が 起き た 。 

ロシア 皇帝 は コサック 、knouts、 シ ベリ ア 砂 漠 を 思い 通り に し て 
いる 。 

し か し 、 人 迫害 者 た ち は 死 ん だ が 、 オ ルフ ェ ウ ス の 精神 、 ソ クラ テ 
ス の 精神 、 イ エス の 精神 、 全 て の 狗 教 者 の 精神 は 永遠 に 生き る 。 

悪法 が 滅ん で も 、 国 々 が 滅ん で も 、 オ ルフ ェ ウ ス の 精神 、 ソ クラ 
テス の 精神 、 イ エス の 精神 、 全 て の 痢 教 者 の 精神 は 打ち 倒さ れる 事 
無く 立つ 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 1 章 12 節 か ら 13 節 で 、 人 の 子 イ エス 、 神 の 精神 イ 
エス 、 神 の 独り 子 イ エス の 精神 が 黄金 の 粒 台 の 中 央 に 立っ て いる 。 

な ぜ な ら 、 イ エス は 全て の 光 の 中 心 で ある 。 

ヨハ ネ の 環 示 録 1 章 16 館 で 、 新 し い 天 の 種 の 様 に 、 イ エス は 右手 
に 7 つの 星 を 持っ て いる 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 1 章 16 節 で 、 天 か ら 地 へ の イエ ス の 吉 葉 は 、 両 幼 
の 剣 と し て 描か れ て いる 。 

大 則 の 反対 の 中 、 疑 惑 の 夜 の 中 、 賢 者 が 眠っ て いる 時 に 、 イ エス 
キリ スト の 精神 は 打ち 倒さ れる 事 無 く 立 っ て 油断 無く 番 を し て い 
る 。 
労働 者 の 苦労 が 自由 に し た 国々 が 横たわり 束縛 を 夢見 て いる 時 
に 、 イ エス キリ スト の 精神 は 打ち 倒さ れる 事 無 く 立 っ て 抗議 し て い 
る 。 
不毛 な 異教 の 盲目 な 党派 心 の 強い 人 々 が 古代 の 神殿 の 塵 ちり に 身 
を 投じ て いる 時 に 、 イ エス キリ スト の 精神 は 打ち 倒さ れる 事 無 く 
立っ て 祈っ て いる 。 

力 の 有る 者 が 弱く 成っ た 時 に 、 徳 が 地 に 堕ち た 時 に 、 恥 じ る べき 
牧草 地 を 求め て 全て の も の が 歪み 地 に 堕ち た 時 に 、 イ エス キリ スト 
の 精神 は 打ち 倒さ れる 事 無 く 立 っ て いる 。 

イエ ス キリ スト の 精神 は 天 を 見 つめ て いる 。 

イエ ス キリ スト の 精神 は 父 で ある 神 の 時 を 待っ て いる 。 

イエ ス キリ スト は 超越 性 に よっ て 王者 と 祭司 を 表す 。 

イエ ス キリ スト は 徳 に よっ て 王者 と 祭司 を 表す 。 

現代 の 祖 イ エス キリ スト は 知 に よっ て 新しい 王者 と 新しい 祭司 を 


形成 する 様 に 成っ た 。 

特に 、 現 代 の 祖 イ エス キリ スト は 思い や り に よっ て 新しい 王者 と 
新しい 祭司 を 形成 する 様 に 成っ た 。 

古代 の マギ は 王者 で 祭司 で あっ た 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 星 が 救 い 主 イ エス の 降臨 を マギ に 教え 

た 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 星 は 魔術 の 五 蘭 星 で ある 。 

五 蘭 星 は 5 つの 神 の 文字 A の 組合 せ で ある 。 

五 蘭 星 は 知 の 象徴 で ある 。 

知 は 四 大 元素 の 力 を 力 の 統一 性 に よっ て 統治 する 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 星 は マギ の 五 蘭 星 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 星 は ヒラ ム の 魔術 の 子孫 の 燃え る 星 で あ 
る 。 
五 正 星 は ヒラ ム の 魔術 の 子孫 の 燃え る 星 で ある 。 

五 蘭 星 は 、 つ り 合 わせ た 光 の 見 本 で ある 。 

一 方 の 光線 は 五 星 の 各 頂 点 へ 向上 し 、 他 方 の 光線 は 五 荘 星 の 癌 


五 立 星 は 自然 の 大 いな る 無 上 の 錬 金 炉 を 表す 。 

五 蘭 星 は 人 の 体 を 表す 。 

五 蘭 星 の 形 で 、 頭 か ら の 、 手 か ら の 、 足 か ら の 、2 つ の 光線 で 、 
磯 気 の 影響 は も た ら さ れる 。 

五 蘭 星 で は 、 一 方 の 陽 の 光線 と 他方 の 陰 の 光線 は 、 つ り 合 っ て い 
る 。 
五 蘭 星 の 形 で 、 頭 は 両足 と 、 一 方 の 手 は 他方 の 手 と 片足 と 、 片 足 
は 頭 と 片手 と 、 対 応 し て いる 。 

つり 合わ せ た 光 の 力 が 有る 象徴 で ある 五 荘 星 は 秩序 と 調和 の 精神 
を 表す 。 

五 蘭 星 は 魔術 師 の 全能 性 の 象徴 で ある 。 

途切れ た 五 蘭 星 、 人 歪ん だ 五 蘭 星 は 星 の 光 の 本 町 を 表す 。 

途切れ た 五 蘭 星 、 歪 ん だ 五 蘭 星 は 星 の 光 の 異常 な 放射 、 乱 射 を 表 
途切れ た 五 蘭 星 、 歪 ん だ 五 蘭 星 は 呪い を 表す 。 
途切れ た 五 蘭 星 、 歪 ん だ 五 蘭 星 は 倒錯 を 表す 。 
途切れ た 五 蘭 星 、 人 歪ん だ 五 蘭 星 は 狂気 を 表す 。 
魔術 師 は 途切れ た 五 蘭 星 、 歪 ん だ 五 蘭 星 を ル シ フ ェ ル の サイ ン と 
呼ん で いる 。 

魔術 師 は 途切れ た 五 共 星 、 歪 ん だ 五 芝 星 を 悪魔 の サイ ン と 呼ん で 
いる 。 

六 蘭 星 は 光 の 神秘 の 象徴 で ある 。 

六 蘭 星 は ソロ モン の 象 微 と 呼ば れ て いる 。 


六 蘭 星 は ソロ モン の 封印 と 呼ば れ て いる 。 

ソロ モン の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は ソロ モン の 款 印 、 六 蘭 星 が 
描か れ て いる 。 

ソロ モン の タリ スマ ン の ソロ モン の 封印 、 六 蘭 星 は 「 高等 魔術 の 
教理 」 で 示し た 。 

ソロ モン の タリ スマ ン の 片方 の 面 に は 後記 の 象徴 が 描か れ て い 


前 記 の 象徴 は 磁石 の 構造 の 象徴 的 な 理論 で ある 。 

前 記 の 象徴 は 雷 の 循環 の 法 を 表す 。 

燃え る 五 蘭 星 か ソロ モン の 封印 の 六 蘭 星 を 表す 事 で 反抗 的 な 圭 を 
縛る 事 が で きる 。 

な ぜ な ら 、 五 花 星 と 六 蘭 星 は 霊 の 思 か さ の 証 を も た ら す 。 

五 立 星 と 六花 星 は 秩序 を 思い 起こ させ て 苦し め る 無 上 の 力 で 霊 を 
震え 上 が ら せ る 。 

善 ほど 悪人 を 苦し め る も の は 無い 。 

善 は 悪人 を 苦し め る 。 

論理 より 狂人 を 苦し め る も の は 無い 。 

論理 は 狂人 を 苦し め る 。 

し か し 、 無 知 な 人 が 五 共 星 と 六 蘭 星 の 知 無し に 五 蘭 星 と 六 蘭 星 を 
利用 する 事 は 、 盲 人 が 盲人 に 光 に つい て 話す 様 な も の で ある 。 
無知 な 人 が 五 蘭 星 と 六 蘭 星 の 知 無し に 五 蘭 星 と 六 蘭 星 を 利用 する 
事 は 、 無 知 な 人 が 子孫 に 読み 方 を 教え る 様 な も の で ある 。 

マタ イ に よる 福音 15 章 14 節 で 大 いな る 神 の 秘 儀 祭司 イエ ス は 「 も 
し 盲人 が 盲人 を 導 け ば 、 盲 人 は 諸 共 に 穴 に 堕ち る で あろ う 」 と 話し 
て いる 。 


序文 全体 を 要約 する 究極 の 吉 葉 を 話 そつ 。 

も し 、 あ な た が サム ソン の 様 に 盲目 で あれ ば 、 神 殿 の 2 つの 柱 を 
倒し て し まい 、 神 殿 の 残骸 は 、 あ な た を 圧倒 する で あろ うっ 。 
自然 に 命令 する に は 、 人 は 自然 の 魅力 に 耐え て 自然 を 超越 する 必 
要 が 有る 。 


も し 、 あ な た の 精神 が 全て の 先入観 、 迷 信 、 懐 医 か ら 完 全 に 自由 
で あれ ば 、 あ な た は 霊 に 命令 で きる で あろ うっ う 。 

も し 、 あ な た が 盲目 的 な 力 に 屈し な けれ ば 、 盲目 的 な 力 は 、 あ な 
た に 従 つ で あろ うつ 。 

も し 、 あ な た が ソロ モン の 様 な 知 者 で あれ ば 、 あ な た は ソロ モン 
の 業績 や 奇跡 を 行え る で あろ っ う 。 

も し 、 あ な た が イエ ス キリ スト の 様 に 神聖 で あれ ば 、 あ な た が イ 
エス キリ スト の 業績 や 奇跡 を 行え る で あろ つう 。 

変化 し 易い 光 の 流れ を 傾け る に は 、 人 は 不変 の 光 の 中 に 自分 を 確 
立 す る 必要 が 有る 。 

四 大 元素 に 命 信 する に は 、 人 は (精神 的 に も 物質 的 に も ) 嵐 、 雷 、 
深淵 、 暴 風雨 を 克服 する 必要 が 有る 。 

大 胆 に 行う に は 、 人 は 知る 必要 が 有る 。 

(正しい ) 希 望 を 持つ に は 、 人 は 大 胆 に 試み る 必要 が 有る 。 

(正しい ) 希 望 を 持つ に は 、 人 は 大 胆 に 行う 必要 が 有る 。 

( 神 の ) 王 国 を 所 有する に は 、 人 は (正しい ) 希 望 を 持つ 必要 が 有 


王者 に 成る に は 、 人 は 沈黙 する 必要 が 有る 。 
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エーコ 
用 三 ! 
ご 


行動 に よっ て 表 さ れ な い 意 思 は 無益 な 意思 で ある 。 

行動 に よっ て 表 さ れ な い 意 思 を 話す 吉 葉 は 無益 な 吉 葉 で ある 。 

行動 は 命 を 証明 する 。 

行動 は 意思 を 確証 する 。 

神聖 な 象徴 的 な 諸 書 に 書か れ て いる 様 に 、 思 考 で は な く 行 動 に 
よっ て 人 は 博 か れる 。 

( 神 は 人 を 行動 に よっ て 裁く 。) 

人 は 存在 する た め に 行動 する 必要 が 有る 。 

前 記 か ら 、「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で は 、 魔 術 の 作業 の 大 いな る 最 敬 
US 

論 や 抽象 概念 で は な くべ 現実 に 全 る 時 が 来 た 。 
リ ファ ス レヴ ィ は 奇跡 の 杖 を 達 道 者 の 手 に 和 要 ね よう と し て い 


後記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 達 道 者 に 話す 。 
r エ エリ ファ ス レヴ ィ が 、 あ な た に 教え た も の だ け で 満足 する な か 


れ 。 

知る だ け で 満足 する な か れ 。 
自分 の た め に 行動 し な さい 。 
自ら 行動 し な さい 。 

自分 で 行動 し て 確か め な さい 」 


「 高等 魔術 の 祭儀 」 で は 、 相 対 的 な 全能 性 の 作業 に つい て 話す 必 
要 が 有る 。 

自然 の 無 上 の 秘密 を 把握 する 方 法 に つい て 話す 必要 が 有る 。 

自然 を 、 知 の 光 に 照ら され た 不屈 の 意思 に 従わ せる 方 法 に つい て 
話す 必要 が 有る 。 

大 軍 に 最も 知ら れ て いる 魔術 の 儀式 は 、 大 則 を 煙 に 巻く 代物 か 、 
大 埋 に は 謎 で ある 。 

幾多 の 世紀 を 経て 、 エ エリ ファ ス レヴ ィ が 初め て (本 当 の 魔術 の 儀 
式 と いう ) 隠 され た 聖 所 の ヴェ ー ル を 裂 こ うと し て いる 。 

神秘 の 神 聖 さ を 明 か す 事 は 神秘 へ の 冒 流 を た だ す 事 で ある 。 

神秘 へ の 冒 済 を た だ す と いう 考え が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 大 胆 さ 
を 支え て くれ る 。 

神秘 へ の 冒 済 を た だ す と いう 考え が 、 本 当 の 魔術 の 儀式 を 明か す 
と いう 、 人 の 精神 が 想像 可能 な 限り の 、 人 の 精神 が 実行 可能 な 限り 


の 、 無 上 の 大 胆 な 試み に 伴う 全て の 危険 に 立ち 向かわ せ て くれ る 。 
魔術 の 作用 は 自然 の 力 の 発揮 で ある 。 

し か し 、 魔術 の 作用 は 自然 の 超常 的 な 力 の 発揮 で ある 。 

魔術 の 作用 は 知 と 実行 が 人 の 意思 を 通常 の 限界 の 超越 まで 高め た 
結果 で ある 。 

超常 と は 超常 の 段階 の 自然 に 過ぎ な い 。 

超常 と は 高め られ た 自然 で ある 。 

奇跡 と は 大 衆 の 心 を 打つ 現象 で ある 。 

な ぜ な ら 、 奇 中 ド は 大 衆 に は 予想 外 で ある 。 

公 異 的 な 物事 と は 大 衆 を 驚か せる 物事 で ある 。 

奇跡 は 原因 を 知ら な い 人 を 区 か せる 結果 で ある 。 

また は 、 奇 跡 は 原因 を 知ら な い 人 が 結果 に 対応 し な い 原 因 の せい 
に する 結果 で ある 。 

奇跡 は 無知 な 人 の た め に の み 存 在 す る と 言え る 。 

実に 、 人 に は 絶対 の 知 が 無い の で 、 超 自然 的 な 物事 は 俗 世 の 大 香 
の た め に の み 存 在 す る と 吉 え る 。 

後記 の 様 に 、 最 初 に 話す 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の 奇跡 を 信じ る 。 

な ぜ な ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 経験 か ら 奇 跡 の 可能 性 を 確 人 千 し て 
いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 説明 で き な い 奇跡 が 存在 する 。 

し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は エリ ファ ス レヴ ィ に 説明 で きる 奇 
跡 と 同様 に エリ ファ ス レヴ ィ に は 説明 で き な い 奇跡 が 説明 可能 で あ 
る と 考え て いる 。 

大 き な も の か ら 小 さ な も の へ 、 小 さ な も の か ら 大 き な も の へ 、 結 
果 は 類推 可能 で ある 。 

説明 で きる 奇跡 か ら 説 明 で き な い 奇跡 は 類推 可能 で ある 。 

自然 な 物事 か ら 超 自然 的 な 奇跡 は 類推 可能 で ある 。 

結果 は 進歩 的 に 厳密 に つり 合っ て いる 。 

説明 で きる 奇跡 か ら 説明 で き な い 奇跡 は 進歩 的 に 厳密 に つり 合っ 
て いる 。 

自然 な 物事 か ら 超 自然 的 な 奇跡 は 進歩 的 に 厳密 に つり 合っ て い 


る 。 
し か し 、 和 奇跡 を 起こ す に は 、 人 は 超人 に 成る 必要 が 有る 。 
奇跡 を 起こ す に は 、 人 は 、 知 に よっ て 、 ま た は 、 良 い 意 味 で も 悪 
い 意 味 で も 狂気 に よっ て 、 忘 我 状 態 に 成る 必要 が 有る 。 
奇跡 を 起こ す に は 、 人 は 、 全 て の 肉欲 を 超越 する 必要 が 有る 。 
また は 、 奇 跡 を 起こ す に は 、 人 は 、 和 狂喜 や 熱狂 に よっ て 、 全 て の 
肉欲 を 超越 する 必要 が 有る 。 
知 に に っ て 、 ま た は 、 良 い 意 味 で も 悪い 意味 で も 狂気 に よっ て 、 


忘 我 状態 に 成り 、 全 て の 肉欲 を 超越 する 事 は 、 奇 跡 を 起こ す た め の 
最初 の 無 上 の 絶対 必要 な 用 意 で ある 。 

魔術 師 が 俗 世 の も の へ の 執着 に 反比例 し て 全能 性 を 発揮 で きる 事 
は 神 の 意思 、 必 然 で ある 。 

錬金術 師 は 貧し けれ ば 貧し い ほ ど 金 を 創造 で きる 。 

多数 の 錬金術 師 達 は 大 作業 の 秘密 を 守っ て くれ る 偶 し さ を 重 ん じ 


た 。 
多数 の 錬金術 師 達 は 大 いな る 務め の 秘密 を 遵守 で きる 貧し さ を 野 
敬 し た 。 


肉欲 を 超越 し た 心 を 持つ 達 道 者 だ けが 愛 と 憎悪 を 知 の 道具 に で き 


創世 記 の 例え 話 は 永遠 の 真理 で ある 。 

創世 記 の 例え 話 の 様 に 、 神 は 、( 物 質 的 な 俗 世 的 な 結果 と いつ ) 果 
実 へ の 肉欲 を 自制 で きる ほど 強い 人 だ け に 、 知 の 木 へ 近づく 事 を 許 
ボ 。 
イエ ス 。 
肉欲 を 満た す 手段 と し て 魔術 と いう 知 を 求め る 大 則 は 死に 至る 道 
を 歩 お の を や め な さい 。 

肉欲 を 満た す 手 段 と し て 魔術 と いう 知 を 求め る 大 衆 は 狂う か 死ぬ 
だ け で ある 。 

肉欲 を 満た す 手段 と し て 魔術 と いう 知 を 求め る 大 衆 は 死ぬ だ け で 
ある と いう の が 、「 遅かれ 早かれ 悪魔 は 偽 の 魔術 師 の 首 を 絞め て 毅 
す に 至る 」、「 遅かれ 早かれ 悪人 の 圭 は 悪人 の 寺 の 魔術 師 の 首 を 絞 
め て 級 す に 至る 」 と いう 大 糞 の 口伝 の 意味 で ある 。 

魔術 師 は 、 無 感覚 で ある か の 様 に 肉欲 を 超越 する 必要 が 有る 。 
魔術 師 は 冷静 、 貞 源 で ある 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 冷淡 な ほど に 肉欲 に 対し て 無欲 で ある 必要 が 有る 。 
魔術 師 は 全て の 先入観 と 恐れ と 無縁 で ある 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 肉体 的 な 欠陥 が 無い 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 全て の 反対 に 耐え る 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 全て の 困難 に 耐え る 必要 が 有る 。 

魔術 の 作業 で 最初 に 無 上 に 重要 な 事 は 肉欲 を 超越 する と いっ た 赴 
越 性 に 到達 する 事 で ある 。 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で 話し た 様 に 、 肉 欲 へ の 熱狂 は 肉欲 か ら の 絶 
対 の 超越 と 同様 の 結果 を も た ら す 事 が で きる 。 

し か し 、 肉 欲 へ の 熱狂 は 魔術 の 作用 を 制御 で き な い 。 

(肉欲 か ら の 絶対 の 超越 は 魔術 の 作用 を 制御 で きる 。) 

肉欲 は 星 の 光 を 放射 する 。 

肉欲 は 不測 の 動き を 普遍 の 代行 者 に 強制 する 。 

し か し 、 了 肉欲 で は 肉欲 が 強制 し た 不測 の 動き を 容易 に は 制御 で き 


な い !。 
肉欲 の 運命 は 自分 の 馬 に 引き ずら れ た ヒッ ポリ ュ ユ ュ ト ス に 似 て い 
る 。 
肉欲 の 運命 は 他人 を 苦し め る た め に 造ら せ た 振 問 装置 ファ ラリ ス 

の 雄 和牛 の 犠牲 に 自 人 ) が 成っ た ファ ラリ ス に 付 て いる 。 

行動 に よっ て 実現 され て いく 人 の 意思 は 障害 で 減衰 し な い 弾 丸 に 
似 て いる 。 

弾丸 は 貫通 する か 埋没 する 。 

し か し 、 も し 弾丸 が 妨 耐 強く 前 進 す れ ば 、 失 われ な い 。 

行動 に よっ て 実現 され て いく 人 の 意思 は 絶え 間 無 く 打 ち 寄せ て 鉄 
を すり 減ら す 波 に 似 て いる 。 

人 は 習慣 に よっ て 自分 を 変え られ る 。 

人 は 習慣 に よっ て 人 間 性 を 変え られ る 。 

古代 の 哲学 者 の 吉 葉 に よれ ば 「 習 慣 は 第 二 の 天 性 な けり 」。 

忍耐 強い 段階 的 な 累進 的 な 動き に よっ て 、 体 の 力 と 動き は 驚異 的 
な 段階 に まで 発達 させ られ る 。 

忍耐 強い 段階 的 な 累進 的 な 動き に よっ て 、 到 の 力 は 皮 異 的 な 段階 
に まで 発達 させ られ る 。 

あな た は 自身 と 他 の も の を 統治 し た いか ? 

自身 と 他 の も の を 統治 し た い の で あれ ば 、 ど の よう に 意思 する ベ 
きか 学ん で 、 意 思 を 鍛錬 し な さい 。 

どの よう に すれ ば 意思 を 鍛錬 で きる の か ? 

意思 を 鍛錬 する 方 法 は 魔術 の 入門 と 秘伝 伝授 の 最初 の 無 上 の 秘密 
で ある 。 

祭司 の わざ の 古代 の 受託 者 達 が 聖 所 に 近づく 道 を 多数 の 恐怖 と 幻 
想 で 囲ん だ (の は 意思 を 鍛錬 する た めで ある と いう ) 意 味 を 理解 させ 
る 。 

古代 の 祭司 が (行動 に よっ て ) 意 思 が 証明 され る まで 意思 を 信じ な 
か っ た の は 正しかっ た 。 

古代 の 祭司 が (行動 に よっ て ) 意 思 が 証明 され る まで 人 を 舘 じ な 
か っ た の は 正しかっ た 。 

勝利 に よっ て 力 は 証明 され る 。 

行動 し な い 怠 属 と 忘却 が 意思 の 敵 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 全 て の 宗教 は 儀式 を 多面 的 に し た 。 

全て の 宗教 は 儀式 を 厳密 に 理解 し 難く し た 。 

考え て いけ ば いく ほど 、 概 念 の 領域 で 、 よ り 大 き な 力 を 体得 で き 
る 。 

母 は 、 母 を 最も 受難 させ た 心配 させ た 子 を 、 受 難 さ せれ ば させ た 
ほど 心配 させ れ ば させ た ほど 、 よ り 特 別に 愛す る ! 

款 教 の 力 は 実践 の 不屈 の 意思 に 存在 する 。 


ミサ で イエ ス の 神 の 犠牲 を 信じ る 付 心 深い 人 が 1 人 で も 存在 する 
限り 、 ミ サ で イエ ス の 神 の 犠牲 を 信じ る 信心 深い 人 の た め に ミサ を 
行う 祭司 は 存在 する 。 

聖 務 日 課 、「 教 会 の 祈り 」 の 祈り を 日 々 唱え る 祭司 が 存在 する 限 
けり 、 世界 に 法王 は 存在 する 。 

一 見 、 最 も 無 意 味 に 無 目的 に 見 える 儀式 が 、 意 思 の 鍛錬 に 役 立 
つ 。 

(儀式 は 意思 の 鍛錬 に 役立つ 。) 

も し 、 学 の 無い 人 で も 、 毎 朝 、 午 前 2 時 か 3 時 に 起き て 家 か ら 遠 く 
離れ た 場所 に 行き 太陽 が 昇る 前 に 同じ 薬草 の 小枝 を 集め れ ば 、 薬 草 
を 持っ て 行く だ け で 多く の 奇跡 を 起こ す 事 が で きる で あろ っ つ 。 

な ぜ な ら 、 儀 式 的 に 集め た 薬草 は 、 意 思 の 象徴 に 成る 。 

儀式 的 に 集め た 薬草 は 、 意 思 に よっ て 、 願 い の た め に 必要 と する 
全て の 物 に 成る 。 

行動 する に は 、 行動 の 実現 性 を 信じ る 必要 が 有る 。 

胡 ち に 、 人 は 行動 の 実現 性 を 信じ る と 行動 に つつ す で あ ろう 。 

子 が 「 自 分 に は 不可 能 で ある 」 と 話す と 、 母 は 「 行 動 し て みな さ 
し 1」 と 答え て 話す 。 

信じ る に は 行動 する まで も な い 。 

成就 の 確信 か ら 信 じ る 事 は 始ま る 。 

全 和 E で ある か の 様 に 静か に 永遠 に 合 じ 続け る 。 

あな た は マギ の 知 に よっ て 何 を 求め る の か ? 

あな た は 魔術 に よっ て 何 を 求め る の か ? 

願い を 大 胆 に 吉 葉 や 行動 で 表し な さい 。 

在 ち に 、 同 じ 目 的 で 同じ 手順 で 行動 し 続け な さい !。 

同じ 目的 で 同じ 儀式 で 行動 し 続け な さい 。 

前 記 に よっ て 、 あ な た の 願い は 実現 する で あろ うつ 。 

あな た の 意思 は 実現 する で あろ っ つ 。 

あな た に よっ て 、 す で に 行動 は 始ま っ て いる 。 

あな た は 、 す で に 行動 し て いる 。 

シク スト ッ ゥ ス 5 世 は 豚 の 群れ を 世話 し な が ら 「 法 王 に 成り た い 」 
と 口 に し て いた 。 

あな た は 貧し い 人 で ある か ? 

あな た は 金 を 創造 し た いか ? 

行動 し 続け な さい 。 

知 の 御名 に よっ て エリ ファ ス レヴ ィ は ニコ ラ フラ メル と ライ ム 
ンド ゥ ス ルル ス の 全て の 宝 を あな た に 約束 する 。 


「 行動 で 最 重 要 な 事 は 何 か ? 」 


自分 の 力 を 確信 し て 行動 し な さい 。 
「 どの よう に 行動 すれ ば 良い の か ? 」 


日 々 、 朝 早く 同じ 時 刻 に 起き な さい 。 

季節 を 通じ て 夜明け 前 に 泉 で 洗浄 し な さい 。 

汚れ た 衣 を まとう な か れ 。 

必要 が 有 れ ば 、 進 ん で 、 自 分 で 汚れ た 衣 を 洗浄 し な さい 。 
望ま ず と も 来る 物事 に 、 よ り 良 く 耐 えら れる 様 に 、 自 ら 進 ん で 貧 
し さ に 慣れ な さい 。 

大 いな る 務め の 成就 と は 無関係 な 全て の 望み を 沈黙 させ な さい 。 
大 作業 の 成就 と は 無関係 な 全て の 望み を 沈黙 させ な さい 。 


「 何 ! 日 々 、 泉 で 洗浄 する 事 に よっ て 金 を 創造 で きる の か ?」 
金 を 創造 する た め に 意思 し て 行動 し な さい 。 


「 日 々 、 泉 で 洗浄 する 事 に よっ て 金 を 創造 で きる な ん て 嘘 で 無駄 
だ 


いい え 。 
日 々 、 泉 で 洗浄 する 事 に よっ て 金 を 創造 で きる の は 秘密 (の 法 ) で 
ある 。 


「 どう し て 理解 で き な い 秘密 (の 法 ) を 応用 で きる で あろ うか ? 」 


信じ て 行動 し な さい !。 
後に 、 理 解す る で あろ うっ 。 


後記 の 様 に 、 あ る 日 ある 人 が エリ ファ ス レヴ ィ に 話し た 。 


「 私 は 熱心 な カト リッ ク 教 徒 に 成り た い 。 
私 は カト リッ ク を 信じ た い 。 

私 は 神 を 信じ た い 。 

し か し 、 私 は ヴォ ル テ ー ル の 様 な 不信 心 者 で す 。 
私 は 信心 を 持て な い ! 

私 は 信じ る 事 が で き な い ! 

私 は 神 を 信じ る 事 が で き な い 」 


後記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 答え て 話し た 。 


「『 成 り た い 』、『 信 じたい 』 と 話さ ず に 、『 成 る 』、『 値 じ る 』 
と 話し な さい り 。 

『 神 を 信じ る 』 と 話し て ! れ ば 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 あ な た が 人 神 
を 信じ る 様 に 成る 事 を 約束 する 。 

あな た は ヴォ ル テ ー ル の 様 な 不 値 心 者 で ある と エリ ファ ス レヴ ィ に 
話し た 。 

イエ ズ ス 会 の 信じ 方 が 、 ヴォ ル テ ー ル の 様 な 不 舘 心 者 で ある 、 あ な 
た に は 、 最 も 似合わ な い が 、 最 も 効力 が 有り 望ま し い 様 に 思わ れ 


る 。 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 霊 操 を た め ら わな いで 、 く り けり 返 し 実践 し な 

さ し !。 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 霊 操 を 実践 すれ ば 、 あ な た は イエ ズ ス 会 員 

の 様 な 舘 心 を 獲得 で きる で あろ っ う 。 

行動 が も た ら す 結果 は 誠 り が 無い 。 

行動 が も た ら す 結果 は 不可 診 で ある 。 

行動 が も た ら す 結果 は 絶対 で ある 。 

行動 が も た ら す 結果 は 絶大 で ある 。 

仮に 、 あ な た に 行動 が も た ら す 結果 を 奇跡 と 思う 純 心 が 有 れ ば 、 あ 

な た が 自分 ) ゞ は ヴォ ル テ ー ル の 様 な 不 値 心 者 で ある と 考え て いる の は 
話 解 で し ょ う 」 


行動 し な い 怠 必 な 人 は 魔術 師 に 成 れ な い 。 

魔術 は 全て の 機会 に お ける 鍛錬 で ある 。 

大 いな る 務め の 実行 者 は 自身 の 絶対 の 主 で ある 必要 が 有る 。 

大 作業 の 実行 者 は 自身 の 絶対 の 主 で ある 必要 が 有る 。 
魔術 師 は 肉欲 、 食 欲 、 眠 気 の 誘 惑 の 抑 え 方 を 知る 必要 が 有る 。 
(魔術 師 は 物欲 、 性 欲 、 食 欲 、 睡 眠 飲 の 和らげ 方 を 知る 必要 が 有 
る 。) 

魔術 師 は 成功 に 冷淡 で ある 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 偽 辱 に 冷淡 で ある 必要 が 有る 。 

魔術 師 の 一 生 は 唯一 の 思考 に 導 か れ た 一 心 に よる 一 生 で ある 必要 
が 有る 。 

、 魔術 師 の 一 は 、 、 感 邊 右記 に お いて 、 全て の 自然 、 全て の 天性 を 
魔術 師 の 一 生 は 、 普 昌 の の 0 致 さ せる 思い や り に よる 唯 
ー の 意思 に よる 一 生 で ある 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 全能 力 、 全 感覚 を も っ て 大 いな る 務め に 取り 組む べき で 


る 。 
魔術 師 は 全能 力 、 全 感覚 を も っ て 大 作業 に 取り 組 の び べ き で ある 。 


魔術 師 、 ヘ ル メ ス の 祭司 は 行動 する 権利 が 有る 。 

魔術 師 、 ヘ ル メ ス の 祭司 は 行動 する 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 象徴 に よっ て 知 を 明らか に する 必要 が 有る 。 
魔術 師 は 象徴 に よっ て 知 を 要約 する 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 絵 、 文 字 、pantacle に よっ て 知 を 要約 する 必要 が 有る 。 
魔術 師 は 吉 葉 に よっ て 意思 を 確定 する 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 行動 に よっ て 吉 葉 を 実現 する 必要 が 有る 。 

(魔術 師 は 行動 に よっ て 意思 を 実現 する 必要 が 有る 。) 

魔術 師 は 魔術 の 考え を 目 に と っ て の 光 に する 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 魔術 の 考え を 耳 に と っ て の 和音 に する 必要 が 有る 。 
魔術 師 は 魔術 の 考え を 上 鼻 に と っ て の 香 に する 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 魔術 の 考え を 舌 に と っ て の 美味 に する 必要 が 有る 。 
魔術 師 は 魔術 の 考え を 触れ られ る 物 に する 必要 が 有る 。 

一 吉 で 要約 する と 、 魔 術 師 、 行 動 す る 者 は 、 一 生 に よっ て 、 自 分 
の 外 の 世界 に 実現 し た いも の を 実現 する 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 願う も の を 引き 寄せ る 磁石 に 成る 必要 が 有る 。 

魔術 師 が 自分 を 十分 に 磁 化し た 時 は 願わ ず と も 事物 の 方 か ら 自 ら 
来る 事 を 信じ る 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 知 の 秘密 を 知る 事 が 重要 で ある 。 

実に 、 魔 術 師 は 直感 に よっ て 知 の 秘密 を 知る 。 

(魔術 師 は 霊感 に よっ て 知 の 秘密 を 知る 。) 

大 則 が 科学 を 勉強 する 様 に 、 魔 術 師 は 知 の 秘密 を 知る わけ で は な 
し 1。 

魔術 師 は 知 の 秘密 を 学ぶ 時 は 、 な り ふ りか まわ な い !。 

自然 を 常に 観 て いる 隠者 は 自然 の 調和 を 見 抜く 。 

自然 に つい て 常に 考え て いる 隠者 は 自然 の 調和 を 見 抜く 。 

学者 より 多く の も の を 、 単 純 な 良識 に よっ て 、 隠 者 は 自然 の 調和 


に 教わる 。 
学者 は 党派 的 な 似 疾 理屈 に よっ て 自身 の 自然 な 洞察 力 を ね じ 曲 げ 
て いる 。 


本 物 の 実践 的 な 魔術 師 は 、 い な か に 存在 する 事 が 多い 。 

本 物 の 実践 的 な 魔術 師 は 都会 に 存在 し な い 事 が 多い 。 

本 物 の 実践 的 な 魔術 師 は 無 学 な 者 が 多い 。 

本 物 の 実践 的 な 魔術 師 は 単純 な 羊 飼い で ある 事 が 多い 。 

さら に 、 他 の 者 より 、 隠 れ た 世界 の 啓示 を 感じ 易い 体 の 器官 を 持 
つ 者 が 存在 する 。 

先天 的 に 星 の 光 を 感じ 易い 者 が 存在 する 。 

心身 の 苦難 や 病気 が 神経 を 変え る 場合 が 存在 する 。 

意思 の 同意 無し に 、 多 少 、 心 身 の 苦難 や 病気 が 神経 を 予 吉 の 道具 
に 変え る 場合 が 存在 する 。 


し か し 、 病 気 な ど に よる 神経 の 変化 で 予 音 な ど が で きる 様 に 成る 
場合 は 稀 で ある 。 

普通 、 妨 耐 と 苦労 に よっ て 魔術 の 力 を 獲得 する べき で ある 。 
普通 、 妨 耐 と 苦労 に よっ て 魔術 の 力 を 獲得 で きる 。 

忘 我 状態 を も た らし て 磁気 の 催眠 状態 に 成り 易く する 物質 が 存在 
する 。 

想像 力 の 助け に 成っ て 、 四 大 元素 の 光 の 映像 を より 鮮やか に 高度 
に する 物質 が 存在 する 。 

し か し 、 忘 我 状態 を も た ら す 物質 や 想像 を 強め る 物質 の 使用 は 危 
険 で ある 。 

な ぜ な ら 、 記 我 状態 を も た ら す 物質 や 想像 を 強め る 物質 は 本 町 を 
も た らし 易い 。 

特別 な 事情 が 有る 場合 に の み 、 用 心して 計算 され た 分 量 で 、 忘 我 
状態 を も た ら す 物質 や 想像 を 強め る 物質 を 使用 する べき で ある 。 
真 語 に 魔術 の 作業 に 取り 組む 決意 を し た 人 は 、 幻 覚 と 恐怖 に よる 
全て の 危険 に 対し て 心 を 強め た 後に 、40 日 間 、 自 身 の 内 面 と 外面 を 
洗浄 する 必要 が 有る 。 

数 40 は 神 加 で ある 。 

40 と いう 数 字 の 形 は 魔術 的 で ある 。 

アラ ビア 数 字 の ゼロ は 円 で ある 。 

円 は 無限 に よる 形 で ある 。 

(アラ ビア 数 字 で は 数 40 は 4 と ゼロ で ある 。) 数 4 は 統一 性 に よっ て 
3 つ 1 組 を 要約 する 。 

後記 の 様 に 、 ロ ー マ 数 字 の 数 40、XXX は 、「 上 の も の は 下 の も 
の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可 能 で ある 」 
と いう ヘル メス の 基本 の 考え の 象徴 (で ある 三角 形 と 逆 三角 形 を 組 
合わ せ た 姜 形 ) と ソロ モン の 款 印 の 六 共 星 を 表す 。 


(物欲 、 性 欲 と いっ た ) 肉 欲 の 節制 、 野 菜 中 心 の 食欲 の 節制 、 酒 の 
節制 、( 適 度 な ) 規 則 正 し い 睡 眠 に よっ て 、 魔 術 師 は 自身 を 洗浄 す 


る 。 

ざん げ の 過程 、 命 の 復活 の 象徴 的 な 祭り の 前 の 試 績 と いっ た 儀式 
の 形 で 、 物 欲 、 性 欲 、 食 欲 、 睡 眠 欲 の 節制 、 酒 の 節制 と いっ た 用 意 
は 表れ る 。 

前 記 で 話し た 様 に 、 無 上 に 用 心して 、 外 面 を 洗浄 する 必要 が 有 


催し い 人 で も 泉 の 水 を 見 つけ る 事 が で きる 。 

自身 また は 他 者 に よっ て 、 用 いた 衣 、 品 、 器 を 用 心して 洗浄 する 
必要 が 有る 。 

全て の 汚れ は 行動 し な い 怠 情 の 証 で ある 。 

行動 し な い 怠 情 は 魔術 で は 死に 至る 。 

月 桂樹 の 精 周 、 塩 、 カ ン フ ル 、 白 い 樹脂 、 硫 次 の 理 で 大 気 を 洗浄 
する 必要 が 有る 。 

四方 を え 向き テト ラ グラ マト ン を 唱え て 大 気 を 洗浄 する 必要 が 有 


る 。 

(大 いな る 務め 、 大 作業 と いっ た ) 魔 術 的 な 作業 に つい て 大 箇 に 口 
外す る な か れ 。 

(大 いな る 務め 、 大 作業 と いっ た ) 魔 術 的 な 作業 に つい て 沈黙 する 
必要 が 有る 。 

な ぜ な ら 、「 高 等 魔術 の 教理 」 で 話し た 様 に 、 沈 黙 は 知 の 全て の 
作業 に 必要 で ある 。 

神秘 は 知 の 全て の 作業 に 必要 で ある 。 

魔術 師 は 、 工 業 の た め の 化学 の 実験 の ふけ り 、 衛 生 の た め に 医者 か 
ら の 指示 に 従う つ ふ けり 、 自 然 の 秘密 の 研究 の ふり 、 な どの 様 に 、 魔 術 
以外 の 作業 の ふり 、 魔 術 以 外 の 研究 の ふり を し て 、 魔 術 の 作業 、 魔 
術 の 研究 へ の 、 大 衆 の 診 索 を ご ま か す 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 魔術 と いう 禁断 の 名 前 を 口 に し な い 様 に する 必要 が 有 


る 。 

初め は 、 魔 術 師 は 、 力 を 集中 で きる 様 に 、 因 縁 を 選べ る 様 に 、 孤 
立 し 、 近 づき 難く する 必要 が 有る 。 

し か し 、 初 め は 、 魔 術 師 が 厳し く 近 づき 難く か っ た の に 比例 し 

て 、 鎖 を 磯 化 し た 時 は 、 概 念 の 流れ の 中 で 自分 の 場所 を 選ん だ 時 
は 、 光 の 流れ の 中 で 自分 の 場所 を 選ん だ 時 は 、 魔 術 師 は 人 々 を 引き 
寄せ る 。 

苦し い 貧 し い 生 活 は 、 秘 伝 伝授 の 実践 に 好都合 な の で 、 無 上 の 達 
道 者 達 は 、 俗 世 の 富 が 思い 通り に で きる 時 で すら 、 苦 し い 貧 し い 生 
活 を 選ん だ 。 

サタ ン は 無知 の 悪人 の 霊 で ある 。 

サタ ン 、 悪 人 の 寺 は 知 を 笑い も の に し 、 疑 い 、 嫌 つ 。 

な ぜ な ら 、 実 は 、 サ タン 、 悪 人 の 霊 は 知 を 刀 れ て いる 。 


後記 の 様 に 話し て 、 サ タン 、 悪 人 の 霊 は 未来 の 地 の 王 者 を 誘惑 し 
に 来る 。 


「 も し 、 あ な た が 神 の 子 で あれ ば 、 パ ン に 成る 様 に 石 に 命 久 し な さ 
LU1」 


金銭 目当て の 報い 目当て の 大 埋 が 、 知 の 王者 を 困惑 させ て 、 知 の 
王者 を 見 下 し て 、 知 の 王者 の 苦労 を 汚 ら わし く 搾 取 し て 、 知 の 王者 
を 辱め よう と 試み る 。 

魔術 師 が ひと か けら の パン を 必要 と し て いた ら 、 大 衆 は 、 魔 術 師 
に 10 回 手 を 伸ばさ せる た め に 、 ひ と か けら の パン を 10 か けら に 砕 
く 。 
し か し 、 魔 術 師 は 大 則 の 愚行 を 笑い も の に し な いで 静か に 自分 の 


務め を 続行 する 。 
可能 な 限り 、 魔 術 師 は 憎む べき 事物 と 醒 い 人 々 を 見 る 事 を 避け る 
必要 が 有る 。 


魔術 師 は 玄 敬 できない 人 々 と の 食事 を 断る 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 無 上 に 不変 に 生き る 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 無 上 に 思 具 し て 生き る 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 自分 を 無 上 に 尊重 する 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 再び 王冠 を 手 に 入れ る た め に 存在 する 事 を 自ら に 許し て 
いる 王座 か ら 降 ろ さ れ た 王者 で ある と 考え る 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 全て の 人 を 思い や る 必要 が 有る 。 

し か し 、 魔 術 師 は 社会 的 な 関係 に 夢中 に 成る な か れ 。 

魔術 師 は 先導 で き な い 人 の 輪 か ら 身 を 引く 必要 が 有る 。 

最後 に 、 魔 術 師 は 務め を 果たし 所 属し て いる 款 教 の 儀式 を 実践 す 
る べき で ある 。 

と ころ で 、 全 て の 神 の 教え の うち 無 上 の 魔術 的 な 神 の 教え と は 無 
上 に 奇跡 を 実現 する 神 の 教え で ある 。 

魔術 的 な 神 の 教え と は 奇跡 を 実現 する 神 の 教え で ある 。 

無 上 の 魔術 的 な 神 の 教え と は 無 上 の 論理 を 無 上 の 不思議 な 神秘 の 
碁 礎 と する 神 の 教え で ある 。 

魔術 的 な 神 の 教え と は 論理 を 不思議 な 神秘 の 基礎 と する 神 の 教え 
で ある 。 

魔術 的 な 神 の 教え と は 影 に つり 合う 光 が 有 る 神 の 教え で ある 。 
魔術 的 な 神 の 教え と は 奇跡 を 広め る 神 の 教え で ある 。 

魔術 的 な 神 の 教え と は 、 信 じ さ せる 事 に よっ て 、 神 を 全て の 人 の 
中 に 具体 化す る 神 の 教え で ある 。 

世界 に は 常に 、 魔 術 的 な 神 の 教え が 存在 し て きた 。 

世界 に は 常に 、 多 数 の 名 前 の 下 で 、 唯 一 の 支配 的 な 神 の 教え が 存 


在 し て きた 。 
世界 に は 常に 、 多 数 の 名 前 の 下 で 、 魔 術 的 な 神 の 教え が 存在 し て 


きた 。 
唯一 の 神 の 教え は 、 地 上 の 国々 で 、3 つ の 対立 する 様 に 見 える 形 
で 存在 する 。 


し か し 、 遠 か ら ず 、3 つ の 対立 する 様 に 見 える 神 の 教え は 、 唯 一 
普遍 の 教会 と し て 、 協 力 す る 運命 で ある 。 

3 つの 対立 する 様 に 見 える が 唯一 の 神 の 教え と は 、 ギ リ シ ャ 正 
教 、 ロ ー マ の カト リッ ク 、 仏 教 ( の 極致 ) で ある 。 

神 の 加 幸 の 魔術 は 悪人 の 霊 の 魔術 や 死ん で いる 人 の 霊 の 魔術 に 反 
対す る と 信じ て いる 。 

神 の 加 幸 の 魔術 は 悪人 の 霊 の 魔術 や 死ん で いる 人 の 霊 の 魔術 に 反 
対す る と 明らか に し た 。 

魔術 は 絶対 の 知 で あり 神 の 教え で ある 。 

魔術 は 絶対 の 学問 で あり 神 の 教え で ある 。 

魔術 は 絶対 の 自然 科学 で あり 神 の 教え で ある 。 

魔術 は 神 の 教え の 全て の 形 を 破壊 し な いで あろ っ つう 。 

実に 、 魔 術 は 秘伝 伝授 者 の 輸 を 再び 形成 し て 神 の 教え の 全て の 形 
を 復活 させ 導く で あろ っ う 。 

秘伝 伝授 者 の 輪 を 再び 形成 し て 、 神 の 教え の 全て の 形 を 復活 させ 
て 導い て 、 魔 術 は 賢者 の 予見 者 の 指導 者 を 家 目 の 大 則 に も た ら す 。 

人 は 破壊 する べき も の が 無い 時 代 に 生き て いる 。 

人 は 全て の も の を 建て 直す べき 時 代 に 生き て いる 。 


「 建 て 直す ? 何 を 建て 邊 す の か ? 過去 を 建て 息 す の か ? 」 
過去 を 建て 直す 事 は で き な い 。 
「 何 を 建て 衣 す の か 2? 神殿 と 王座 を 建て 衣 す の か ? 」 


何 の た め に 神殿 と 王座 を 建て 長 す の か ? 古い 神殿 と 王座 は 倒さ 
れ た の に ? 


「 あ な た は 『 家 が 古く 成っ て 壊れ た 。 別 の 家 を 建て て 何 の 役 に 立つ 
の か ? 』 と 話し て いる の と 同じ で ある 」 


し か し 、 あ な た が 建て 赴 そ つと 考え て いる 新しい 家 は 倒れ た 古い 
家 と 同じ で あろ うか ? 

いい え 。 

な ぜ な ら 、 吉 い 家 は 古かっ た が 、 新 し い 家 は 新しい で あろ っ つう 。 


「 し か し 、 家 で ある 事 に 変わ り は 無い 
あな た は 何 を 更に 望む の か ? 


2 


魔術 的 な つり 合い 


つり 合い は 2 つの 力 の 結果 で ある 。 

も し 2 つの 力 が 絶対 に 不変 に 牛 抗 する な ら ば 、 つ り けり 合い に は 動き 
が 無く て 生 が 無く 成る 。 

動き は 2 つの 力 の 交互 の 優位 性 の 結果 で ある 。 

つり 合い の 一 方 を 動か す と 必然 的 に 他方 の 動き を 決定 する 事 に 成 
る 。 
調和 、 対 応 、 類 推 可能 な つなが り に よっ て 、 自 然 の 至る 所 で 、 正 
反対 の 2 つの 力 は 交互 に 動く 。 

全て の 生 は 呼吸 で ある 。 全て の 生 は 引き 寄せ と 放射 で ある 。 
創造 で は 、 光 の 境界 線 と 成る た め に 、 影 が 優位 に 成る 時 が 有る 。 
創造 で は 、 満 ちら ふれ る も の の 余地 と 成る た め に 、 無 が 優位 に 成 
る 時 が 有る 。 

創造 で は 、 自 発 的 な 創造 する 原理 の 力 を 支え て 実現 する た め に 、 
受容 する 実 を 結ば させ る 原理 が 優位 に 成る 時 が 有る 。 

自然 の 全て に 男性 性 と 女性 性 が 存在 する 。 

生 と 死 の 見 か け を も た ら す 動き は 創造 、 形 成 の 連続 で ある 。 

神 は 満た す た め に 創造 し た 無 を 愛す る 。 

知 は 無 学 な 者 を 愛し て 教え る 。 

強い も の は 弱い も の を 愛し て 助け る 。 

善 は 偽 悪 を 愛す る 。 

偽 悪 は 善 の 栄光 を た た える 。 

昼 は 夜 を 愛し て 世界 を 回 り 絶え 間 無 く 追 つ 。 

愛 は 湯 き で あり 満ち あぁ ふれ る も の で ある 。 

提 え る 者 は 受容 する 。 

受容 する 者 は 所 える 。 

動き は 交換 の 連続 で ある 。 

交換 の 法 を 知る 事 、2 つ の 力 の 二 者 択 一 を 知る 事 、2 つ の 力 の つり 
合い を 知る 事 は 、 本 物 の 人 の 神 性 を も た ら す 、 大 いな る 魔術 の 秘密 


の 無 上 の 原理 を 所 有する 事 で ある 。 
自然 科学 的 に 、 人 は 普遍 の 動き の 様々 な 表れ を 電気 や 磁気 の 現象 
で 理解 す る 。 


特に 物質 的 に 実際 的 に 電子 機器 は 物質 の 親和 と 反発 を 明らか に す 
る 。 
銅 と 亜鉛 の 結合 、 電 池 で の 全て の 金属 の 運動 は 永遠 の 間違え よう 
の 無い 記 示 で ある 。 

自然 科学 者 に 探求 させ て 発見 させ よう 。 


カバ リス ト は 自然 科学 の 発見 を 常に 説明 する で あろ う ! 

地球 の 様 に 、 人 の 体 は 、 引 き 寄 せる 力 と 放射 する 力 と いう 二 重 の 
法 に 従っ て いる 。 

男性 性 と 女性 性 の 磯 力 が 人 の 体 を 磯 化し て いる 。 

体 の 男性 性 と 女性 性 の 交互 の 優位 性 と つり 合う 形 で 、 人 の 体 は 知 
性 と 感受 性 と いう 魂 の 2 つの 力 に 作用 する 。 

体 の 男性 性 と 女性 性 の 交互 の 優位 性 と つり 合う 形 で 、 知 性 と 感受 
性 と いう 魂 の 2 つの 力 は 人 の 体 に 作用 する 。 

磁気 の 催眠 術 師 の わざ は 2 つの 力 の 交換 の 法 の 知 と 応用 で ある 。 
行動 を 両極 性 に 分 ける 方 法 、 男 性 性 と 女性 性 を 代行 者 に 与え る 方 
法 、2 つ の 力 を 交換 する 方 法 は 、 知 られ て いな く て 、 思 い 通 り に 磁 
気 の 催眠 状態 を 導く た め に 、 あ て も 無く 探求 され て いる 。 

実に 、 精 神 的 な 動き で の 、 熟 達 な 正確 な 、 か け ひ き に は 、 磁 気 の 
吸気 の 微 を 磯 気 の 呼気 の 徴 と 混同 し な い 必 要 が 有る 。 

催眠 術 師 は 隠さ れ た 人 体 の 解析 学 と 被 催眠 者 の 特性 を 完全 に 知る 
必要 が 有る 。 

被 催眠 者 の 不正 赴 さ と 悪意 は 磯 気 の 催眠 の 誘導 の 重大 な 障害 と 成 


る 。 
女性 は 本 質 的 に 常に 女優 で ある 。 


( 

満ち あふ れる 存在 性 の 女神 は 、 内 面 的 に 完全 で あり 充実 し て いる 
の で 、 余剰 で 余力 で 、 外 面 を 充実 させ る 。 

女性 性 は 客観 的 で ある 。 

) 

女性 は 他 者 に 好 印 象 を 所 え る 事 を 好む 。 

女性 は 思い 込む 。 

女性 が 神経 質 な メロ ドラ マ を 演じ る と 、 磁 気 の 催眠 術 は 本 物 の 黒 
魔術 と 成る 。 

無 上 の 秘密 の 秘伝 伝授 の 無い カバ ラ の 光 の 助け の 無い 磁気 の 催眠 
術 師 に は 、 制 御 し 難い 気まぐれ な 女性 を 制御 する 事 は 永遠 に 不可 能 
で ある 。 

女性 を 制御 する に は 、 男 性 は 、 女 性 に 女性 の 方 が 男性 を だ まし て 
いる と 思わ せ て 、 女 性 を 油断 させ 、 だ ます 必要 が 有る 。 

前 記 の 助 喜 は 、 主 に 磁気 の 催眠 術 に よる 医者 へ の 助 吉 で ある 。 

前 記 の 助 吉 は 、 結 婚 を 統治 する 上 で 見 つか る で あろ っ う 。 

前 記 の 助 吉 は 、 結 婚 を 統治 する 上 で 応用 され て いる の が 見 つか る 
で あろ っ つ 。 

人 は 思い 通り に 熱い 息 と 冷た い 息 と いう 2 つの 息 を 創造 で きる 。 

人 は 思い 通り に 自発 的 な 光 か 受容 する 光 を 放射 で きる 。 

実に 、 人 は 力 に つい て 習慣 的 に 考え る 事 に よっ て 力 の 自覚 を 獲得 


する 必要 が 有る 。 

人 は 手 の 動 き で 、 魔 術 師 が 流体 と 呼ん で いる も の を 交互 に 引き 寄 
せ た り 放射 で きる 。 

磁気 の 催眠 術 師 は 、 手 が 交互 に 暖か く 成っ た けり 冷た く 成る 感覚 に 
よっ て 、 意 図 し た 結果 が 得 ら れ た 事 を 知る で あろ うつ 。 

催眠 術 師 が 両手 を 使っ て いる 時 は 、 磁 気 の 催眠 術 師 は 、 両 手 が 同 
時 に 交互 に 暖か く 成 っ た けり 冷た く 成る 感覚 に よっ て 、 意 図 し た 結 

が 得 ら れ た 事 を 知る で あろ う 。 

被 催眠 者 は 交互 に 暖か く 成っ た り 冷 た く 成る 感覚 を 経験 する で あ 


の 

た だ し 、 催 眠 術 師 が 暖か く 感 じ る 時 は 、 正 反対 に 、 被 催眠 者 は 冷 
た く 感 じ る 。 

催眠 術 師 が 冷た く 感 じ る 時 は 、 正 反対 に 、 被 催眠 者 は 暖か く 感 じ 


る 。 

魔術 の 神秘 の うち 、 小 宇宙 の 象徴 で ある 、 五 蘭 星 は 、 人 の 体 の 、 
星 の 光 の 、 相 互 の 、 循 環 の 、 頭 、 両 手 、 両 足 と いっ た 未 端 の 二 重 の 
共鳴 を 表す 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ の 「 隠 秘 哲 学 」 で は 、 人 は 五 蘭 星 で 表 さ 
れ 、 頭 は 右足 と 男性 性 の 共鳴 で 対応 し 、 頭 は 左足 と 女性 性 の 共鳴 で 
対応 し て いる 。 

同様 に 、 右 手 は 左手 、 左 足 と 対応 し て いる 。 

左手 は 右手 、 右 足 と 対応 し て いる 。 

類推 可能 性 の 鎖 と 自然 の 共鳴 に よ に っ て 、 も し 催眠 術 師 が 人 の 体 の 
全部 を 統治 し 縛り た い の で あれ ば 、 手 の 動き で 磁気 の 催眠 術 を か け 
る 時 に 、 人 の 体 が 五 蘭 星 の 形 に 共鳴 し て いる 事 を 心 に 軒 め て お く 必 
要 が 有る 。 

大 衆 が 降 霊 術 と 呼ん で いる 儀式 で 、 星 の 光 の 中 を さま よう 霊 を 呼 
び 出 す 儀 式 で 、( 神 の 聖霊 と いっ た ) 霊 を 呼び 出す 儀式 で 、 五 蘭 星 を 
応用 する た め に 、 五 蘭 星 に つい て の 知 が 必要 で ある 。 

本 書 「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 5 章 で 説明 する つも り で ある 。 

し か し 、 全 て の 作用 は 反作用 を 引き 起こ す 事 に 注意 する べき で あ 
る 。 
全て の 作用 は 反作用 を 強め る 事 に 注意 する べき で ある 。 

他 者 に 磯 気 の 催眠 術 を か ける と 、 催眠 術 師 は 、 正 反対 の 同じ 大 き 
さ の 、 被 催眠 者 か ら 催 眠 術 師 へ の 感化 の 流れ を 確立 する 事 に 注意 す 
る べき で ある 。 

他 者 に 魔術 的 な 感化 を 所 える と 、 魔 術 師 は 、 正 反対 の 同じ 大 き さ 

の 、 他 者 か ら 魔術 師 へ の 感化 の 流れ を 確立 する 事 に 注意 する べき で 


る 。 
反作用 で 、 被 催眠 者 を 催眠 術 師 に 従わ せる 代わ り に 、 催眠 術 師 が 


被 催 眠 者 に 従っ て し まう 場合 が 存在 する 。 

愛情 に よる 共感 の た め の 催眠 術 で 起こ る 様 に 。 

前 記 の 理由 か ら 、 一 方 で 吐き 出 し て 他方 で 吸い 込ま な い 様 に 、 攻 
め て いる 時 に 守る 事 が 無 上 に 必要 で ある 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 最初 の 絵 、 タ ロッ ト の 15 ペ ー ジ 目 に は 、 右 
腕 に 溶解 、 左 腕 に 凝固 と 記さ れ て いる 、 魔術 的 な 両性 具有 者 が 描か 
れ て いる 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 の 絵 は 、 一 方 の 手 に 剣 を 、 他 方 の 手 に 、 こ 
て を 持っ て いる 第 2 神殿 の 建築 家 の 象 微 的 な 姿 と 対応 し て いる 。 

第 2 神殿 の 建築 家 は 建て て いる 時 に 作業 を 守っ て 敵 を 追い 払 つ 必 

要 が 有 っ た 。 

同様 に 、 自然 は 破 } 喜 す る と 同時 に 再生 させ る 。 

Duchentau の 魔術 の カレ ンダ ー の 例え 話 に よれ ば 、 人 は 自然 の 模 
信者 で ある 。 

秘伝 伝授 者 は 自然 の 模 信者 で ある 。 

(魔術 師 は 自然 の 模 信 者 で ある 。) 

自然 は 人 を 鎖 に よっ て 制限 する 。 

し か し 、 絶 え 間 無 く 、 自 然 は 人 を 動か す 。 

人 は 、 神 の 様 な 女性 の 人 の 主 で ある 、 不 死 の 典型 で ある 、 自 然 の 
運行 を 模 信 する 。 

冷や し た 後に 暖め る 、 冷 た くし た 後に 優し くす る 、 激 し くし た 後 
に 緩和 する 、 央 し くし た 後に 甘やかす 、 怒 っ た 後に 優し くす る 、 な 
ど 、 正 反対 の 2 つの 力 の 交互 の 応用 は 、 永 久 機関 の 秘訣 、 力 の 永遠 
性 で ある 。 

前 記 を 、 男 た らし な 女性 達 は 直感 的 に 感じ 取っ て いる 。 

男 た らし な 女性 達 は 求愛 者 を 希望 か ら 不 安 へ 、 楽 観 か ら 慈 観 へ 変 
える 。 

常に 一 方 に だ け 同 じ や り 方 で 作用 する 事 は 、 天 各 の 一 方 の 皿 に 負 
担 を か け 過 ぎる 事 に 成り 、 つ り 合 い の 完 全 な 破壊 に す で に 成る 。 

よそ よそ し く 親 切な だ け で は 飽き られ 上 呆れ られ 反感 を 覚え られ 
る 。 

SO 

錬金術 で は 、 変化 の 無い 燃え る 火 は 、 第 一 質 料 を 焼い て 友 に し 、 
ヘル メス の 錬金術 の 容器 を 破裂 させ る 。 

錬金術 で は 、 一 定 の 間隔 で 、 炎 の 熱 の 代わ り に 、 石 友 の 熱 と 鉱石 
の 肥やし が 必要 で ある 。 

錬金術 で は 、 変 化 が 必要 で ある 。 

魔術 で は 、 変 化 、 正 反対 の 2 つの 力 の 交代 が 必要 で ある 。 

思い や けり の 作業 に よっ て 怒り の 作業 や 上 厳し い 作業 を 和らげ る 必要 
が 有る 。 


も し 意思 を 変化 無し に 同じ 方 向 に ば か り 緊 張 さ せる と 、 大 いな る 
疲れ 、 倫理 道 徳 的 な 哲学 的 な 無気力 が も た ら さ れる 。 

前 記 の 理由 か ら 、 魔 術 師 は 変化 無し に 錬 金 旭 、 エ リク サー、 
pantacle に 囲ま れ て 研究 室 に 閉じ こも る な か れ 。 

隠れ た 力 と いう 女神 キル ケ が 魔術 師 を 見 つめ て も 、 時 に は 、 魔 術 
師 は 、 オ デュ ッ セ ウス の 剣 で 隠れ た 力 と いう 女神 キル ケ に 対抗 する 
方 法 を 知る 必要 が 有る し 、 隠 れ た 力 と いつ 女神 キル ケ が も た ら す 杯 
か ら 大 を 引き 離す 方 法 を 知る 必要 が 有る 。 

魔術 の 作業 に 取り 組ん だ 後 は 、 魔 術 の 作業 に 取り 組ん だ の と 同じ 
分 だ け 、 休 息 を と り 、 魔 術 と は 正反対 の 気晴らし を する べき で あ 
る 。 
自然 を 制御 し た り 圧 倒す る た め に 自然 と 戦い 続け る 事 は 理性 と 命 
を 危う くさ せる 事 で ある 。 

パラ ケル スス は 、 あ えて 、 自 然 を 制御 し た り 圧 倒す る た め に 自然 
と 戦い 続け 理性 と 命 を 危う くさ せ た 。 

し か し 、 自 然 と の 戦い の 中 で すら 、 パ ラケル スス は 2 つの 力 を つ 
けり 合わ せ て 応用 し た 。 

パラ ケル スス は ワイ ン の 本 町 を 知 の 義 町 に 対抗 させ た 。 

その た め 、 パ ラケル スス は 霊感 と 奇跡 の 人 で あっ た 。 

し か し 、 パ ラケル スス は 激しい 活動 に よっ て 命 を 使い 果たし た 。 

と 吉 う より は むし ろ 、 パ ラケル スス は 肉体 と いう 外 衣 を 早まっ て 
引き 裂き 脱い で し まっ た 。 

し か し 、 パ ラケル スス の 様 な 人 々 は 恐れ な いで 肉体 と いう 外 衣 を 
応用 し 酷使 で きた 。 

パラ ケル スス の 様 な 人 々 は 、 下 の も の で ある 、 こ の 世界 の 古い も 
の で ある 、 成 長 す る 、 肉 体 と いう 外 衣 より 、 人 の 心 が 死な な い 事 を 
良く 知っ て いた 。 

甘 し みほ ど 喜 び へ 有効 に 導く も の は 存在 し な い 。 

喜び より 琵 し み に 近 いも の は 無い 。 

前 記 の 理由 か ら 、 学 の 無い 大 衆 は 目論ん だ 結果 と 正反対 の 結果 に 
到達 し て 驚く 。 

な ぜ な ら 、 学 の 無い 大 は 、 行動 で 、 正 反対 の も の を 組み 合わ せ 
て 変化 を つけ た り 、2 つ の 力 を 交代 させ る 方 法 を 知ら な い 。 

学 の 無い 大 則 は 敵 を 呪 お っ と 試み て 、 自 分 が 病気 に 成り 不幸 に 成 
る 。 
学 の 無い 大 運 は 自分 を 愛さ せよ うと 望ん で 、 学 の 無い 大 軍 を 笑い 
も の に する 女性 の た め に 自分 を 使い 果たす 。 

学 の 無い 大 斎 は 金 を 創造 し よう と 試み て 、 自 分 の 金銭 、 力 、 時 
間 、 若 さ を 使い 果たす 。 

学 の 無い 大 埋 の 苦し み は 、 タ ンタ ロス の 永遠 の 苦し み で ある 。 


_ タン タロ ス が 水 を 飲も うと 身 を か が め る と 、 水 は 後退 し て し ま 
つ 。 

つり 合い の 法 を 思い 出さ せる た め に 、 銀 微 と 魔術 の 作業 で 、 古 代 
人 は 2 つ 1 組 の 象徴 を 増やし た 。 

降 霊 術 で 常に 、 魔 術 師 は 2 つの 祭壇 を 建て た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 白い 、 い け に えと 黒い \、 い け に え を ささ げ 
た 。 

魔術 師 は 、 男 性 で も 女性 で も 良い 。 

魔術 師 は 一 方 の 手 に 剣 を 、 他 方 の 手 に 杖 を 持つ 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 一 方 の 足 に 還 を は き 、 他 方 の 足 は 裸足 で ある 必要 が 有 


魔術 の 作業 は 1 人 か 3 人 で 行う 必要 が 有る 。 

な ぜ な ら 、2 つ 1 組 は 動き の 無 さ 、 死 、 つ り 合 わせ た 力 の 欠如 に 成 
る 。 
魔術 の 儀式 に 参加 する 者 は 、 処 女 か 両性 具有 者 か 幼子 の 様 な 者 で 
ある 必要 が 有る 。 

大 衆 は 魔術 の 儀式 の 奇行 は 気 ま で れ で は な いか 、 た ず ね る で あろ 
つ 。 

大 衆 は 、 魔 術 の 儀式 は 、 多 面 性 と 理解 し 難 さ に よっ て 、 意 思 を 鍛 
錬 す る 事 だ けが 目的 で は な いか 、 た ず ね る で あろ うっ う 。 

後記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 答え て 話す 。 

魔術 で は 、 気 ま で れ な も の は 無い 。 

な ぜ な ら 、「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の 
は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」 と いう ヘル メス の 普 胡 唯一 の 考え 
と 、3 つ の 世界 の 類推 可能 性 が 、 全 て の も の を 支配 し 決定 し て い 
る 。 


( 

自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 

自由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 師 の 領域 、 形 の 領域 。 

神 だ け の 楽園 、 圭 の 冥界 、 こ の 世界 。 

) 

象徴 は 概念 に 対応 し て いる 。 

形 は 概念 に 対応 し て いる 。 

思考 に 対応 し て いる 、 意 思 を 表す 行動 は 、 思 いと 考え の 類推 可能 
性 を 明確 に 話す 。 

知 が 儀式 を 決め て いる 。 知 が 行動 を 決め て いる 。 

数 3 の 力 を 知ら な い 学 の 無い 大 吉 は 神秘 の 引き 寄せ る 力 に 従っ て 
し まつ 。 

賢者 は 数 3 の 力 を 理解 し て 意思 の 道具 と し て 応用 する 。 

魔術 師 が 厳し さと 舘 心 を 持っ て 達成 し た 時 は 、 魔 術 師 に は 力 が 有 


魔術 の 道具 は 全て 2 つ 1 組 で ある 必要 が 有る 。 

2 個 の ラン プ 、2 本 の 杖 、2 個 の 杯 、2 本 の 剣 、2 つ の pantacle、2 個 
の 、 小 さ な の 上 に 載せ た 小さ な 器 。 

カト リッ ク の 祭司 の 様 に 、 正 反対 の 色 の 2 着 の 法衣 を 重ね 着 す る 
必要 が 有る 。 

金属 は 、 身 に つけ な いか 、 少 な く と も 2 つ 身 に つけ る 必要 が 有 
る 。 

2 つの 月 桂樹 、 ヘン ルー ダ 、 マ グ ワ ー ト の 王冠 か 、2 つ の バー ベイ 
ン の 王冠 が 必要 で ある 。 

2 つの 王冠 の うち 、 一 方 の 王冠 は 降 霊 術 で 用 い 、 他 方 の 王冠 は 燃 
や し て 燃え る 音 と 煙 の 渦 を 占う 様 に 観察 する 。 

王冠 の 燃え る 音 と 煙 の 渦 の 観察 は 無益 で は な い 。 王冠 の 燃え る 音 
と 煙 の 渦 の 観察 は 意味 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 魔術 的 な 作業 で 用 いた 全て の 道具 は 魔術 師 に よっ て 磁 
化 さ れ て いる 。 

魔術 師 の 和 理 に よっ て 大 気 は 変化 する 。 

魔術 師 が 神聖 化し た 火 は 魔術 師 の 意思 に 従う 。 

自然 の 力 が 魔術 師 に 耳 を 傾け 答え る 様 に 思わ れる 。 

魔術 師 は 調節 され た 修飾 され た 補完 され た 魔術 師 の 思考 を 全て の 
形 の 中 に 読み 取る 。 

魔術 師 は 揺れ る 自ら 活気 づく 水 を 理解 する 。 

火 は 燃え 上 が る か 突然 、 消 える 。 

王冠 の 葉 は 揺れ て 鳴る 。 花冠 の 葉 は 揺れ て 鳴る 。 

魔術 の 杖 は 自発 的 に 動く 。 

不思議 な 未知 の 声 が 大 気 を 通過 する 。 

前 記 の 様 な 降 圭 術 で 、 ユ リア ヌス 帝 は 死人 の 様 に 青白 い 老人 の 姿 
の ギリ シャ の 神々 の 幻 を 見 た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は キリ スト 教 が 永遠 に 魔術 の 儀式 を 禁止 し て い 
る 事 を 知っ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は キリ スト 教 が 降 霊 術 を 厳し く 禁 止 し て いる 事 
を 知っ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は キリ スト 教 が 旧 時 代 的 な 、 い け に え を 上 厳しく 
禁止 し て いる 事 を 知っ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 魔術 の 儀式 が 存在 する た め の 新 し い 根 拠 を 
后 え る 意図 で 、 幾 多 の 世紀 の 後に 、 古 代 の 神秘 を 明か し て いる わけ 
で は な いし!。 

学問 的 な 研究 に 過ぎ な い 。 

原因 を 認識 で きる 様 に 事実 を 確認 し た に 過ぎ な い !。 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 永遠 に 破壊 され た 儀式 を 復活 させ る 意図 は 


無い 。 

The orthodoxy of Israel は 論理 的 な 神聖 な 展 く 知ら れ て いな し いい 宗 
教 で ある 。 

キリ スト 教 よ り も The orthodoxy of Israel は 魔術 の 儀式 に よる 神 
秘 を 禁止 し て いる 。 

レビ 族 の 立場 か ら は 超越 的 な 魔術 の 発揮 は 祭司 の 権利 侵害 と みな 
され る で あろ うっ う 。 

祭司 の 権利 侵害 と いう 理由 か ら 、 全 て の 公 の 宗教 は 魔術 の 儀式 を 
禁止 し て いる 。 

奇跡 の 自然 な 根拠 を 説明 する 事 、 思 い 通り に 奇跡 を 起こ す 事 は 、 
大 斎 に と っ て は 奇跡 へ の 確信 を 消す 事 に 成る 。 

宗教 は 奇跡 を 宗教 だ け の 所 有 物 で ある と 主張 する 。 

人 PSNR * 極 の 根拠 で ある と 主張 する 。 


本 め の 避 は 時 で ある と 言え る 。 

提 の 表 え の S 極 の 藤林 | 思い や り で ある 。 

) 

公 の 宗教 に は 敬意 を ! 

し か し 、 学 問 に も 余地 を ! 

款 教 裁 鹿 と 火 刑 の 時 代 は 過ぎ 去っ た 。 

狂信 者 や ヒス テリ ー な 女性 が 、 学 の 有る 不運 な 人 々 を 帝 す 事 は 最 
早 無い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 試み は 魔術 と いう 不思議 な 学問 に 関係 し て い 
る 事 を 明確 に 理解 し て 欲し い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 試み は 不可 能 な 宣伝 と は 無関係 で ある 事 を 明 
確 に 理解 し て 合 人 し し 1。 

魔術 師 と いう 名 前 を 大 胆 に 名 乗っ て いる と いう 理由 で 神 の 聖 寺 の 
魔術 師 を 疾 難 する 人 々 は 恐れ る 必要 は 無い 。 

神 の 聖霊 の 魔術 師 が 悪人 の 霊 の 魔術 師 に 成る 事 は 完全 に 不可 能 で 
ある 。 


万 能 章 の 三角 形 


トリ テ ミ ウ ス 修 道 院 長 は コル ネリ ウス アグ リッ パ の 魔術 の 祖師 で 
ある 。 

「 ス テ ガ ノ グラ フィ ア 」 で 自然 な 哲学 的 な 方 法 で 簡潔 に トリ テ ミ 
ウス は 降 霊 術 の 秘密 を 説明 し て いる 。 

後記 の 様 に 、 トリ テ ミ ウ ス は 降 霊 術 の 秘密 を 教え て いる 。 

霊 を 呼び 出す 事 は 、 呼 び 出す 霊 の 支配 的 な 思考 の 中 に 入る 事 で あ 
る 。 
も し 魔術 師 が 霊 と 同じ 方 向 の 中 で 倫理 道徳 的 に 霊 より 自分 を 高め 
れ ば 、 魔 術 師 は 自分 より 下 の 霊 を 引き 連れ て 行く で あろ うし 、 魔 術 
師 よ り 下 の 霊 は 魔術 師 に 仕え る で あろ っ つ 。 

霊 を 呼び 出す 事 は 、 孤 立 し た 霊 に 正反対 の 流れ 、 正 反対 の 鎖 で 対 
抗 す る 事 で ある 。 

孤立 し た 霊 に 正反対 の 流れ 、 正 反対 の 鎖 で 対抗 する 事 は 、( 正 し 
い 者 と ) 共 に ( 神 に ) 痺 うつ 事 で ある 。 

(正しい 者 と ) 共 に ( 神 に ) 鞭 うつ 事 は 、 値 仰 に より (正しい 者 と ) 共 に 行 
動 す る 事 で ある 。 

信仰 の 強 さ と 熱意 が 、 大 きけ れ ば 大 きい ほど 、 よ り 、 降 霊 術 に 有 
効 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 新 た に 生ま れ た キリ スト 教 は 神託 を 沈黙 させ 
た 。 

キリ スト 教 だ けが 霊感 を 所 有 し た 。 

キリ スト 教 だ けが 力 を 所 有 し た 。 

後に 、 使 徒 ペ トロ の 法 の 子孫 で ある 法王 の 権力 が 衰え た 時 に 、 俗 
世 の 大 衆 が 法王 の 権力 に 反対 する 法律 上 の 事件 が 有 っ た と 信じ た 時 
に 、 予 喜 の 霊 が 神託 を 復活 させ た 。 

サ ヴ ォ ナ ロー ラ 、Joachim of Morese、 ヤ ン フス な ど が 、 次 々 に 現 
れ て 、 人々 の 精神 に 感化 を 旨 えて 、 慈 嘆 と 脅し に よっ て 、 全 て の 
人 々 の 心 の 秘密 の 願望 と 反感 を 明らか に し た 。 

霊 を 呼び 出す 時 は 、 人 は 個人 的 に 呼び 出せ る 。 

し か し 、 魔 術 で 霊 を 追い 払う に は 、 人 は 輪 や 結社 の 名 前 を 口 に す 
る 必要 が 有る 。 

前 記 が 、 魔 術 師 が 、 象 徴 的 な 輪 を 描い て 、 輪 の 中 に 入っ て 儀式 を 
行っ て いる 意味 で ある 。 

も し 魔術 師 が 全て の 力 を 霊 に 奪わ れ た く な けれ ば 、 輪 の 外 に 出る 
な か れ 。 

前 記 の 点 か ら 、 命 の 問題 、 シ ュ ロ の 葉 を 受け る に 値する 問題 に 取 


けり 組 も つ 。 

降 震 術 は 可能 で ある か ? 

降 震 術 の 可能 性 を 学問 的 に 証明 で きる か ? 

降 霊 術 は 可能 で ある か 2 に つい て は 、 不 可能 で ある 証拠 が 無い 
全て の 物事 は 、 暫 定 的 に 、 可 能 で ある と 、 認 め ら れる し 認め る 必要 
が 有る 。 

降 震 術 の 可能 性 を 学問 的 に 証明 で きる か ? に つい て は 、 位 階 の 
大 いな る 魔術 の 考え の 力 で 、 普 遍 の 類推 可能 性 の 大 いな る 魔術 の 考 
え の 力 で 、 降 霊 術 の カバ ラ 的 な 可能 性 は 証明 で きる 。 

誠実 に 行わ れ た 魔術 の 儀式 が 結果 と し て も た ら す 自然 の 感知 で き 
る 事実 に つい て は 、 経 験 の 問題 で ある 。 

高等 魔術 の 祭儀 の 1 章 で 話し た 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 自 
分 で 行動 し て 魔術 の 儀式 の 結果 が 事実 で ある と 確証 し た 。 

本 書 に よっ て 、 読 者 が エリ ファ ス レヴ ィ の 経験 を くり 返し て 確認 
で きる 様 に する つも り で ある 。 

自然 に は 死ぬ も の は 無い 。 

自然 の も の は 全て 死な な い 。 

生き て いた 全て の も の は 新しい 形 の 下 で 常に 生き 続け る 。 

し か し 、 古 い 形 で すら 破壊 され な いい!。 

な ぜ な ら 、 形 は 記憶 に 残っ て いる 。 

老人 が 幼子 だ っ た 時 の 姿 を 想像 の 中 で 未だ に 見 れる で は な いか ? 

大 衆 が 記憶 か ら 消 し た と 信じ て いる 形 は 実は 破壊 され て いな いい!。 

な ぜ な ら 、 忘 れ た 形 を 思い 出す 時 が 有る 。 

し か し 、 ど の よう な 手段 で 人 は 過去 の 形 を 見 て いる の か ? 

「 高等 魔術 の 教理 」 で 、 す で に エリ ファ ス レヴ ィ が 話し た 様 に 、 
形 は 星 の 光 の 中 に 存在 する 。 

星 の 光 は 形 を 神経 償 経 由 で 脳 に 伝え る 。 

念 と 形 は 対応 し て いる 。 

対応 する 概念 と 形 は つり 合 っ つて いる 。 

概念 か ら 対 応 す る 形 は 類推 可能 で ある 。 

形 か ら 対 応 す る 概念 は 類推 可能 で ある 。 

マギ が 呼ん で いる 様 に 、 形 は 自然 の 文字 で ある 。 

形 は 対応 する 概念 の 表れ で ある 。 

概念 は 形 を 自発 的 に 呼び 出し 実現 し 具体 化す る 。 

シュ レプ ファ ー は ライ プ ツ ィ ヒ の 有名 な 啓蒙 家 で ある 。 

シュ レプ ファ ー は 全 ド イツ を 降 霊 術 で 妨 れ させ た 。 

名 声 が 支え られ な い 重 荷 に 成る ほど シュ レプ ファ ー は 魔術 を 試し 
過ぎ た 。 

シュ レプ ファ ー は 幻覚 の 無数 の 流れ に 身 を まかせ た 。 

霊 の 冥界 の 映像 は シュ レプ ファ ー に 、 こ の 世界 を 嫌悪 させ た 。 


シュ レプ ファ ー は 自殺 し た 。 

シュ レプ ファ ー の 話 は 魔術 の 儀式 に 魂 を 奪わ れ て いる 者 た ち へ の 
警告 で ある 。 

神 を 受け な いで 自然 を 冒 湊 で き な い |。 

自然 を 冒 流す る と 罰 を 受け る 。 

知ら な い 測 り 知 れ な い 力 を 危険 無し に 弄ぶ 事 は で き な い 。 

知ら な い 測 り 知 れ な い 力 を 弄ぶ 事 は 危険 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は ( 神 、 霊 、 奇 跡 な ど を ) 信 じ 
る た め に 見 た いと いう 大 則 の ひな し い 好 奇 心 を 拒絶 する 。 

後記 の 様 に 、 懐 疑 主 義 か ら エ リフ ァ ス レヴ ィ を 回 し た 有名 な 英国 
人 に 答え て 話し た 様 に 、( 神 、 霊 、 奇 跡 な ど を ) 儲 じ る た め に 見 た い 
と いう 大 衆 に 答え て 話す 。 


「( 神 、 震 、 奇 跡 な ど を ) 人 信じ な い の は 、 あ な た の 権利 で す 。 

信じ な い の は 、 あ な た の 自由 で す 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 あ な た の 不 舘 心 や 不信 に よっ て 、 大 胆 さ や 確 
信 を 失わ な い 」 


後記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 良 心 的 に 大 胆 に 全て の 魔術 の 
儀式 を 果たし た が 、 結 果 が 得 ら れ な か っ た と 話す 人 に 、 答 えて 話 
す 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 魔術 の 儀式 を 実践 し た が 、 結 果 が 得 ら れ な 
か っ た 人 に 、 魔 術 の 儀式 の 実践 を や め る べき で ある と すす め る 。 

な ぜ な ら 、 多 分 、 自 然 が 人 に よっ て は 魔術 の 儀式 の 実践 を や め る 
上 天 に 警告 し て いる 。 

自然 は 人 に よっ て は 変則 的 な 作用 の た め に 力 を 貸し た く な い 。 

し か し 、 も し 好奇 心 を 止め られ な い の で あれ ば 、 再 び 魔 術 の 儀式 
を 実践 する し か な い 。 

3 つ 1 組 は 魔術 の 考え の 基礎 で ある 。 

降 圭 術 で は 3 つ 1 組 を 必ず 守る 必要 が 有る 。 

な ぜ な ら 、3 は 実現 と 結果 の 象徴 的 な 数 で ある 。 

願い の 実現 の た め に 3 組 の 7 つ 1 組 で ある 数 21 の へ ブラ イ 文 字 ゆ ゅ 、 
シュ イィ イン を カバ ラ の 万 能 章 に 描く 場合 が 有る 。 

秘伝 の 神秘 の カバ ラ で は へ プ ブライ 文字 ゆめ 、 シ ュ イ ィ イン は 身代わり の 
象徴 で ある 。 

ルイ クロ ー ド ド サン マル タン は シュ ィ ン を 港 り に 口 に し て は い 
け な い テト ラ グラ マト ン で ある 神 の 名 前 ヤ 人 ハル ウェ 、 イ ヨ ョ ッ ド ヘー 
ヴァ ウ ヘー の 中 央 に 挿入 する と 救い 主 イ エス の へ プラ イ 語 の 名 前 ヨ 
シュ ア 、 イ ョ ヨッ ド ヘー シュ ィ ン ヴァ ウ ヘー を 形成 する 事 に 気づい 
た 。 


前 記 を 、 夜 の 集会 で 中 世 の 秘 伝 伝授 者 は 2 本 の 角 の 間 に 燃 える 、 
た いま つ を 持つ 象徴 的 な ヤギ の 姿 で 表し た 。 

高等 魔術 の 祭儀 の 15 章 で 奇形 の 象徴 的 な ヤギ の 象徴 的 な 姿 と 不 思 
議 な 儀式 に つい て 述べ る つも り で ある 。 

奇形 の 象徴 的 な ヤギ は 呪い の 運命 に ある が 光 の 象徴 が 身 代 り に よ 
り 救 う 自 然 を 表す 。 

前 記 の 象徴 か ら 達 道 者 達 が 得 た 精神 的 な 倫理 道徳 的 な 結論 を グ 
ノー シス 主義 者 の 会 仙 ア ガ ベ ペー だ お US2P お 人 の フリ ジ ポス 祭 は 十 

分 に 明らか に し た 。 

前 記 を 、 現 在 は 作り 話 と 誤 解 さ れ て いる 迫害 され た サバ ト の 儀式 
や 上 黒 魔術 の 儀式 と 共に 説明 する つも り で ある 。 

降 霊 休 で は 普通 、 円 の 中 に 三 角形 を 描く 。 

降 霊 術 の 円 の 中 の 三角 形 の 向き は 注意 が 必要 で ある 。 

も し ( 神 の 聖霊 と いっ た ) 霊 が 天 か ら 降 臨 す る と 思わ れる 場合 は 、 
魔術 師 は 円 の 中 の 正三 魚 形 の 頂点 に 立ち 、( 香 な どの ) 煙 で 清め た 祭 
壇 を 円 の 中 の 正三 角形 の 底辺 に 置く 。 

し か し 、 も し (悪人 の 霊 と いっ た ) 霊 が 地獄 か ら は い 上 が っ て 来る 
と 思わ れる 場合 は 、 魔 術 師 は 円 の 中 の 三角 形 の 底辺 に 立ち 、( 香 な 
どの ) 煙 で 清め た 祭壇 を 円 の 中 の 三角 形 の 頂点 に 置く 。 

さら に 、 降 霊 休 で は 魔術 師 は 六 攻 星 を ひたい と 胸 に 身 に つけ 太 
星 を 右手 の 中 に 描く 必要 が 有る 。 

六 星 は 三角 形 と 逆 三 角形 を 重ね た 神 の 象徴 で ある 。 

魔術 で は 六 蘭 星 は ソロ モン の 万 能 章 、 ソ ロモ ン の 款 印 と し て 知ら 
れ て いる 。 

円 の 中 の 三角 形 や 六 蘭 星 と は 別に 、「 高 等 魔術 の 教理 」 で 示し 
た 、 へ ブラ イ 人 の カバ リス ト か ら の 神 の 名 前 の 不思議 な 組み 合わ せ 
を 降 霊 術 で 古代 人 は 応用 し た 。 

異教 徒 の 神 知 学者 の 魔術 の 三角 形 は 有名 な アブ プラ カ ダ プ ブラ の 三角 


形 で あっ た 。 
異教 徒 の 神 知 学者 は 不思議 な 力 が アブ プラ カ ダ ブ ラ の 三角 形 に 有る 
と 考え た 。 


後記 が アプ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 で ある 。 


アブ プラ カ ダ プ ブラ の 三角 形 の 文字 の 組み 合わ せ は 五 蘭 星 の 鍵 で あ 


る 。 
アプ ブラ カ ダ ブ ラ 、ABRACADABRA で は A が 5 回 くり 返さ れ て い 
る 


ア ブラ カ ダ ブ ラ 、ABRACADABRA に は 5 つの A が 有る 。 
アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 で は A が 30 回 くり けり 返さ れ て いる 。 


アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 に は 30 個 の A が 有る 。 
後記 の 2 つの 絵 を 、5 つ の A と ロー マ 数 字 の 30、XXVV は も た ら す 。 


時 人 
〆 ヽ 


A は 、 最 初 の 無 上 の 原理 の 単 一 性 、 知 性 が 有る 代行 者 、 自 発 的 な 


代行 者 を 表す 。 
A と B の 結合 は 、 単 一 と 2 つ 1 組 の 結合 、 単 一 が 2 つ 1 組 を 豊か に す 


る 事 を 表す 。 
R は 、3 つ 1 組 、2 つ の 原理 の 結合 が も た ら す 放射 を 文字 の 形 で 表 


す 。 
ABRACADABRA の 文字 数 は 11 で ある 。 
数 11 は 秘伝 伝授 の 単 一 性 の 数 1 と ピタ ゴラス の 10 つ 1 組 の 数 10 の 


組み 合わ せ で ある 。 
アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 の 文字 数 は 66 で ある 。 
66 を 2 つの 6 と みな し て 足す と カバ ラ 的 な 数 12 を 形成 する 。 
数 12 は 4 組 の 3 つ 1 組 で ある 。 


数 12 は 3 つ 1 組 の 正方 形 で ある 。 

数 12 は 神秘 の 円 積 問題 で ある 。 

つい で に 吉 う と 、 ヨ ハネ の 上 黙 示 録 は キリ スト 教 の カバ ラ の 鍵 で あ 
る 。 
(文字 数 が 66 で ある アプ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 の 様 に 、) ヨ ハネ の 黙 
示 録 13 章 18 節 で 使徒 ヨ 人 ルネ は 「 獣 の 数 666 」 を 作っ た 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 13 章 18 節 の 「 獣 の 数 666 」 は 偶像 崇拝 の 数 で あ 


ヨハ ルネ の 黙示 録 13 章 18 節 の 「 獣 の 数 666 」 は 盲信 の 数 で ある 。 

6 を アブ プラ カ ダ プ ブラ の 三角 形 の 文字 数 の 66 と いう 2 つの 6 に 足す 
と 、18 が カバ ラ 的 に も た ら さ れる 。 

18 と いう 数 は タロ ッ ト で は 夜 と 大 衆 の 象徴 で ある 。 

月 、2 つ の 塔 、 犬 、 オ オカ ミ 、 ザ リガ ニ 。 

18 は 神秘 と 不明 の 数 で ある 。 

18 の カバ ラ の 鍵 は 秘伝 伝授 の 数 9 で ある 。 

前 記 に つい て 、 ヨ 八 ネ の 黙示 録 13 章 18 節 で 、 神 の カバ リス ト 使 徒 
ヨハ ルネ は 特別 に (カバ ラ の 数 の 鍵 に つい て の ) 「 理解 力 が 有る 人 は 獣 
の 数 を 数 えな さい 。 な ぜ な ら 、 獣 の 数 は 人 の 数 で ある 。 獣 の 数 は 
666 で ある 」 と 話し て いる 。 

ピタ ゴラス の 10 つ 1 組 に 掛け て アプ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 の 
pantacle の 文字 数 を 足し た も の で ある 。 

古代 の 世界 の 全て の 魔術 の 要約 で ある 。 

晶 音 書 の 神 の 精神 で ある 使徒 ヨハ ネ が 包含 また は 移植 し よう と 試 
みた 人 の 精神 の 要約 で ある 。 

文字 と 数 の 象徴 的 な 組み 合わ せ は 、 カ バラ の 実践 で あり 、 ゲ マト 
リア と テム ラー に 分 か れ て いる 。 

ゲ マ ト リア と テム ラー は 独断 や 意味 の 欠如 の 様 に 見 える 。 

ゲ マ ト リア と テム ラー は 東 の 哲学 的 な 象徴 体系 で ある 。 

ゲ マ ト リア と テム ラー は 神 の も の を 教え る の に 無 上 に 重要 で あっ 
た 。 

隠さ れ た 学問 が ゲ マ ト リア と テム ラー を も た らし た 。 

隠さ れ た 知 が ゲ マ ト リア と テム ラー を も た らし た 。 

基本 の 概念 と 例え 話 を 結び つけ る 、 例 え 話 と 文字 を 結び つけ る 、 
文字 と 数 を 結び つけ る 、 絶 対 の カバ ラ の アル ファ ベッ ト で ある へ プ ブ 
ライ 文字 が ソロ モン の 鍵 タロ ッ ト で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 話し て きた 、 現 代 ま で 保存 され て いた が 、 完 
全 に 誤 解 さ れ て いる 、 ソ ロモ ン の 鍵 は 、 遊 び 道具 の タロ ッ ト で あ 
る 。 
学 の 有る 考古 学者 クー ル ド ジェ ブラ ン は 18 世 紀 に タロ ッ ト の 古 
代 の 例え 話 に 気づい た 。 


ヨハ バネ の 第 1 の 手紙 5 草 7 分 か ら 8 倒 で 使徒 ヨル ルネ は 「 天 で 証 を も た 
ら す も の が 3 つつ 存在 す る 。 父 で ある 神 、 神 の 吉 葉 イエ ス 、 神 の 加 
霊 。 地 で 証 を も た ら す も の が 3 つつ 存在 する 。 霊 、 水 、 血 」 と 話し て 
ソロ モン の 二 重 の 三角 形 で ある 六 蘭 星 を 説明 し て いる 。 

ヨハ バネ の 第 1 の 手紙 5 章 7 節 か ら 8 節 で 、 使 徒 ヨ 八 表 は 、 ヘ ル メ ス の 
錬金術 の 達 道 者 、 錬 金 術 師 と 一 致し て いる 。 

錬金術 帥 は 、 エ ー テ ル と 呼ん で いる も の を 硫黄 と 、 錬 金 術 師 の 水 
を 水銀 と 、 意 の 血 の 力 また は 地 の 月 経 血 の 溶液 を 塩 と 呼ん で いる 。 

ヨハ バネ の 第 1 の 手紙 5 章 7 節 か ら 8 節 の 、 父 で ある 神 と 血 は 対応 し て 
いる 。 

父 で ある 神 と 錬金術 の 塩 は 対応 し て いる 。 

ヨハ ネ の 第 1 の 手紙 5 章 7 節 か ら 8 節 の 、 神 の 吉 葉 イエ ス 、 神 の 口 ゴ 
ス で ある イエ ス と Azoth の 水 は 対 応 し て いる 。 

神 の 吉 葉 イエ ス と 錬金術 の 水銀 は 対応 し て いる 。 

(ヨハ ルネ の 第 1 の 手紙 5 章 Z7 節 か ら 8 節 の 、 神 の 聖 圭 と 圭 は 対応 し て 
いる 。) 

神 の 聖霊 と 錬金術 の エー テル と 呼ば れ て いる も の は 対応 し て い 


る 。 

し か し 、 本 物 の 知 の 子 陰 だ けが 正しく 超越 的 な 象徴 体系 の も の を 
理解 で きる 。 

魔術 の 儀式 で 声 の 抑揚 を 変え て 3 重 に くり 返し て 唱え られ た 神 の 
名 前 な ど は 三角 形 に 組み 合わ せ て 統一 で きる 。 

小さ な 磁化 し た 三叉 を 魔術 の 杖 の 上 に の せる 場合 が 有 っ た 。 

後記 の 三叉 槍 に パラ ケル スス は 三叉 を の せ た 魔 術 の 杖 を 変え た 。 


前 記 の 三叉 槍 は 単 一 性 に よる 3 つ 1 組 の 総合 を 説明 する pantacle で 
ある 。 

前 記 の 三叉 槍 は 神 の 4 つ 1 組 を 補完 する 。 

前 記 の 三叉 槍 の 形 で パラ ケル スス は カバ リス ト の へ ブラ イ 人 が ヤ 
八 ウ ェ と いう 名 前 に 有る と 考え て いる 全て の 力 を 描い た 。 

前 記 の 三叉 槍 の 形 で パラ ケル スス は アレ クサ ンド リア 学派 の 秘 儀 
祭司 が 応用 し た アブ プラ カ ダ ブ ラ の 奇跡 の 性 質 を 描い た 。 

前 記 の 三叉 槍 は pantacle で ある と 認め よう 。 

の 結果 と し て 、 古 代 の 哲学 者 達 と 中 世 の 達 道 者 達 

無数 の 磯 気 の 輪 の 考え 全体 を 要約 し た 、 現 実 の 絶対 の 象徴 で ある 

生得 


古代 の 神秘 の 理解 に よる 、 古 代 の 本 来 の 意味 の 現代 で の 復活 は 、 
人 の 病 に 対す る 、 全 て の 古代 の 奇跡 の 力 、 全 て の 古代 の 力 の 復活 で 
は な いか ?2 は い ! 

古代 の 魔女 は 夜 の 三叉 路 の 集会 で 3 回 叫ん で 三重 の へ カテ ー に 敬 
礼 し た 。 

形 、 数 、 文字 は 、 意 思 の 習慣 を 固定 し 決定 する 事 に よっ て 、 意 思 
の 鍛錬 に 役立つ 。 

さら に 、 形 、 数 、 文 字 は 、 行動 で 人 の 魂 の 全て の 力 を 結合 する の 
に 役立つ 。 

形 、 数 、 文字 は 、 想 像 力 の 創造 する 力 を 強め る の に 役立つ 。 

形 、 数 、 文字 は 、 実 現 の た め の 銀 錬 に お ける 考え る 体操 と 成る 。 

絶対 の 確信 と 不屈 の 忍耐 で 果たさ れ た 行動 の 結果 は 誠 け が 無く 自 
然 の 様 に 絶対 で ある 。 

絶対 の 確信 と 不屈 の 忍耐 で 果たさ れ た 行動 の 結果 は 不可 謎 で あ 
る 。 
マタ イ に よる 福音 21 章 21 節 で 大 いな る 主 イ エス は 「 確信 が 有 れ 
ば 、 山 を 動か せる 」 と 教え て 話し て いる 。 

マタ イ に よる 福音 21 章 21 節 で の 様 に 確 合 が 有 れ ば 木 を 海 に 移植 で 
きる 。 

迷信 に よる 無知 な 行動 で すら 効力 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 行動 は 意思 を 実現 する 。 

前 記 の 理由 か ら 、 家 で 祈る より 教会 へ 行っ て 祈っ た 方 が 祈り の 力 
は 強い 。 

も し 奇跡 を 起こ す た め 有名 な 聖 所 に 行け ば 、 奇 跡 を 起こ せる で あ 
ろう つう 。 

吉 い 換え る と 、 も し 200 リ ー グ か 300 リ ー グ の 距離 を 裸足 で 名 食 
こつ じき し て 来 た 多数 の 巡礼 者 が 強力 に 磁化 し た 聖 所 に 行け ば 、 奇 
跡 を 起こ せる で あろ っ つう 。 

大 は 、 朝 、1 ペ ニー の 価値 の 分 の 牛乳 を 飲ま な いで 我慢 し て 、1 
ベニ ー の 価値 の 分 の ロウ ソ ク を 教会 に 持っ て 行っ て 魔術 の 三角 形 の 
上 で 燃やす 、 純 粋 な 女性 を 笑い も の に する 。 

し か し 、 笑 いも の に する 大 衆 は 無知 で ある 。 

純粋 な 女性 が 、 あ きら め た も の 、 大 胆 さ を 得る た め に 払っ た 犠牲 
は 、 過 大 で は な いり!。 

思い 上 が っ た 大 衆 は 蛋 を すく め て 通り 過ぎ る 。 

大 衆 は 世界 的 な 騒動 で 迷信 に 立ち 向かう 。 

何 が 起き る か ? 

大 則 の 塔 は 倒れ る 。 

大 則 の 塔 の 残骸 は 純粋 な 女性 の 物 に 成る 。 

純粋 な 女性 は 大 衆 の 支配 が 永遠 に 終わ っ た と いつ 宣 吉 を 至る 所 で 


聞く 。 

大 Ei 還 2 うだ 

秒 密 結社 は ルネ サン ス と 呼ば れる 革命 p を も た らし た 。 

し か し 、 ル ネ サ ンス 、 無 分 別 な 肉欲 で 盲 目 に 成っ た 人 の 精神 は 、 
へ ブライ 人 の ヘラ クレ ス で ある サム ソン の 銀 徴 的 な 実話 を 実現 す 


る 。 

ルネ サン ス は 神殿 の 2 つの 柱 を 倒し て 神殿 の 残骸 に 砕 か れ 埋 没 し 
忘れ られ 隠さ れ た 。 

現代 の メー ソン の 秘密 結社 は 自分 た ちの 象徴 の 天 の 高 等 な 意味 を 
知ら な い 。 

ユダ ヤ 教 の ラビ は 「 形 成 の 書 」 と 「 光輝 の 書 」 の 天 の 高 等 な 意味 
を 知ら な い 。 

現代 の メー ソン の 秘密 結社 と ユダ ヤ 教 の ラビ は 、 向 上 する 3 つの 
段階 を 知ら な い 。 

(幼子 の 様 な 者 、 大 人 の 様 な 者 、 長 老 の 様 な 者 ) 

現代 の メー ソン の 秘密 結社 と ユダ ヤ 教 の ラビ は 、 カ バラ の 7 つ 1 組 
の 、 右 か ら を へ 、 左 か ら 右 へ の 、 進 歩 を 知ら な い )。 

G…A… の コン パス と the square of Solomon は 、 鉄 の 三角 形 が 実現 
し た 無知 な ジャ コバ ン 主 義 に より 、 粗 悪 に 物質 的 に 成っ た 。 

G…A… の コン パス と the square of Solomon は 天 と 地 に 革 え られ て 
いる 。 

光 に 照ら され た カ ゾ ッ ト が 激しい 死 を 予土 し た 秘伝 伝授 の 口外 者 
た ち は 現 在 ア ダム の 因 を 超え る 日 を 犯し た 。 

口外 者 た ち は 、 自 分 の 糧 と し て 応用 する 方 法 を 知ら な いで 善悪 の 
知 の 木 の 果 実 を 集め 、 地 上 の 動物 (的 な 人 間 ) た ちと 克 貝 類 (の 様 に 冷 
血 な 人 間 ) た ち に 投げ 捨て た 。 

その た め 、 ジ 迷信 が (大 則 の 心 を ) 支 配 し た 。 

本 物 の 神 の 教え が 位階 制 の 永遠 の 基礎 の 上 に 再び 建て 直さ れる 時 
まで 、 迷 信 は 生き 残る で あろ うつ 。 

位階 制 は 3 つの 段階 に よる 物 で ある 。 

(幼子 の 様 な 者 、 大 人 の 様 な 者 、 長 老 の 様 な 者 ) 

知ら な いで 、 ま た は 、 神 意 に よっ て 、3 つ の 世界 で 位階 制 は 三重 
の 力 を 発揮 する 。 


( 

自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 

目 由 意 刀 と いっ た 神 だ け の 3 領域 、 概念 領域 、 形 領域 。 
神 だ け の 楽園 、 霊 の 冥界 、 こ の 世界 。 

) 
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四 大 元素 の 圭 の 呼び 出し 


概略 する と 、 創 造 さ れ た 霊 は 四 大 元素 の 形 に 分 けら れる 。 

普遍 の 運動 が 創造 され た 霊 (、 四 大 元素 の 報 ) を 中 心 の 火 か ら 分 離 
する 。 

霊 は 全て の 場所 で 労苦 し て いる 。 

霊 は 命 で 物質 に 実 を 結ば させ る 。 

霊 は 命 を 全て の 物質 に 吹き 込む 。 

概念 と 霊 は 全て の 場所 に 存在 する 。 

様々 な 形 を も た ら す 概念 を 手 に 入れ る 事 に よっ て 、 人 は 形 の 主 と 
成り 、 形 を 仕え キ さ せら れる 。 

星 の 光 に は 四 大 元素 の 圭 が 満ち て いる 。 

存在 の 絶え 間 無 い 創 造 に お いて 星 の 光 は 四 大 元素 の 霊 を (中 心 の 
火 か ら ) 分 離す る 。 

神 の 絶え 間 無 い 創 造 に お いて 普遍 の 代行 者 は 四 大 元素 の 霊 を 中 心 
の 火 か ら 分 離す る 。 

四 大 元素 の 雲 の 意 思 は 不 完全 で ある 。 

より 力 が 強い 意思 は 四 大 元素 の 霊 の 不 完全 な 意思 を 支配 で き 応 用 
で きる 。 

大 いな る 目 に 見 えな い 鎖 は 大 いな る 四 大 元素 の 霊 の 動揺 を 形成 す 


目 に 見 えな い 鎖 は 四 大 元素 の 霊 の 動揺 の 原因 と 成る 。 

目 に 見 えな い 針 は 四 大 元素 の 寺 の 動揺 を 決定 する 。 

19 世 紀 に M . Eudes de Mirville が 本 で 書い た 、 魔 術 を 試す 因 を 犯 
す 事 に よる 現象 の 原因 は 、 目 に 見 えな い 鎖 に よる 四 大 元素 の 霊 の 動 
揺 で ある 。 

四 大 元素 の 霊 は 幼子 の 様 な 者 で ある 。 

四 大 元素 の 霊 は 、 四 大 元素 の 霊 を 困ら せる 者 を 困ら せる 。 

た だ し 、 実 は 、 天 の 高等 な 論理 と 大 いな る 厳し さ に よっ て 、 四 大 
元素 の 寺 を 制御 で きる 。 

魔術 師 は さま よう 霊 を 隠さ れ た 四 大 元素 の 霊 と 呼ん で いる 。 

四 大 元素 の 霊 が 奇形 な 混乱 し た 夢 を も た ら す 。 

四 大 元素 の 霊 が 占い の 杖 を 動か す 。 

四 大 元素 の 霊 が 壁 や 家具 を た た いて 鳴ら す 。 

し か し 、 四 大 元素 の 寺 は 他人 の 思考 を 表す だ け で ある 。 

人 が 思考 を や め る と 、 四 大 元素 の 寺 は 支離滅裂 な 夢 で 人 に 話し か 
ける 。 

四 大 元素 の 霊 は 善 と 悪 を 区 別 無 く 再 生 す る 。 


な ぜ な ら 、 四 大 元素 の 霊 は 自由 意思 が 無い 。 

四 大 元素 の 霊 は 無責任 で ある 。 

四 大 元素 の 霊 は 忘 我 状態 の 者 や 催眠 状態 の 者 の 前 に 不 完 全 な 気 ま 
ぐれ な 形 で 表れ る 。 

「 聖 アン トニ ウス の 誘惑 」 の 夢魔 は 四 大 元素 の 震 で ある 。 

多分 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ が 見 た 映像 の 大 部 分 は 四 大 元素 の 霊 で 
ある 。 

四 大 元素 の 圭 は 地獄 の 悪人 の 圭 で は な い 。 

四 大 元素 の 圭 は 有 則 で は な い 。 

四 大 元素 の 圭 は 好奇 心 が 強 い 。 

四 大 元素 の 霊 は 無邪気 で ある 。 

魔術 師 は 動物 や 幼子 の 様 な 者 と し て 四 大 元素 の 震 を 応用 する 。 

MM 
用 する 。 

四 大 元素 の 圭 を 応用 する 魔術 師 は 吉 ろ し い 責任 を 負 つ 事 に 成る 。 

な ぜ な ら 、 魔 術 師 は 四 大 元素 の 霊 の 悪用 に よる 全て の 悪行 を つぐ 
な うつ 必 要 が 有る 。 

四 大 元素 の 霊 を 悪用 し た 魔術 師 へ の 神 の 激 し さ は 、 四 大 元素 の 霊 
を 応用 し て 発揮 し た 、 力 の 大 き さ に 比例 する 。 

四 大 元素 の 圭 を 制御 する に は 、 人 は 隠さ れ た 四 大 元素 の 王者 に 成 
る 必要 が 有る 。 

人 は 地 水 火 風 の 王者 に 成る 必要 が 有る 。 

人 は 古代 の 入門 の 四 大 元素 の 試練 に 耐え る 必要 が 有る 。 

四 大 元素 の 試 績 に よる 入門 は 次 を 隠し た 。 

人 は 古代 の 入門 の 四 大 元素 の 試練 に 似 た 試練 に 耐え る 必要 が 有 
る 。 


例え ば 、 人 は 火 を 大 胆 に くぐり 抜け る 必要 が 有る 。 
人 は 火 の 試練 に 耐え る 必要 が 有る 。 


例え ば 、 人 は 深淵 の 上 に 掛け た 木 の 幹 や 板 を 渡る 必要 が 有る 。 
人 は 土 の 試 練 に 耐え る 必要 が 有る 。 


例え ば 、 人 は 嵐 の 中 、 け わし い 山 を よじ 登る 必要 が 有る 。 
人 は 風 の 試練 に 耐え る 必要 が 有る 。 


例え ば 、 人 は 危険 な 渦巻 き 、 滝 、 急 流 を 泳ぎ 抜け る 必要 が 有る 。 
人 は 水 の 試練 に 耐え る 必要 が 有る 。 


水 を 恐れ る 人 は ウン ディ ー ネ を 支配 で き な い 。 


火 を 恐れ る 人 は サラ マン ダー を 支配 で き な い 。 
火 を 恐れ る 人 は サラ マン ダー に 命令 で き な い 。 


軽 薄 な 人 は シル フ を 支配 で き な い 。 
人 は 軽薄 で ある 限り シル フ を そっ と し て お く 必 要 が 有る 。 


いら だ っ て いる 人 は ノー ム を 支配 で き な い 。 
ノー ム を 支配 する に は 、 い ら だ ち を 我慢 する 必要 が 有る 。 


な ぜ な ら 、 下 の 霊 は 得意 分 野 で 圧倒 し て くる 力 に だ け 従 う 。 

四 大 元素 の 霊 は 得意 分 野 で 圧倒 し て くる 力 に だ け 従 つ 。 

四 大 元素 で 霊 を 圧倒 する 力 を 鐘 錬 に よっ て 大 胆 さ に よっ て 獲得 し 
た 時 、 地 水 火 風 の 四 大 元素 を 神聖 化す る 事 に よっ て 、 四 大 元素 の 王 
者 は 四 大 元素 の 王者 の 意思 の 吉 葉 を 四 大 元素 に 強制 する 。 

氏 錬 に よる 大 胆 さ ぐに よる 四 大 元素 で 圭 を 圧倒 する 力 の 獲得 と 四 大 
元素 の 神 回 化 は 全て の 魔術 の 作業 で 絶対 に 必要 な 用 意 で ある 。 


風 の 元素 、 風 の 要素 を 動か す に は 四方 へ 息 を 吹き 込ん で 、 後 記 の 
様 に 話す 。 


神 の 霊 が 水 の 上 を 動い て いた 。 

(創世 記 1 章 2 節 「 神 の 霊 が 水 の 面 の 上 を 動い て いた 」) 

神 の 霊 は 命 の 息 を 人 の 顔 に 吹き 込ん だ 。 

(創世 記 2 章 7 節 「 主 で ある 神 は 命 の 息 を 人 の 鼻 に 吹き 込ん だ 」) 
光 の 中 で 光 に よっ て ミカ エル が 私 の 導き 手 で ある 様 に 。 
光 の 中 で 光 に よっ て Sabtabiel が 私 に 仕え る 者 で ある 様 に 。 

( 

ミカ エル は 「 誰 が 神 の 様 に 成 れ よ うか ? いい え ! 」 を 意味 す 


エル は 神 を 意味 する 。 

) 

息 が 吉 葉 と 成る 様 に 。 

息 が 吉 葉 で ある 様 に 。 

私 は 風 の 被 造物 の 震 を 統治 する 。 

私 は 、 胸 の 意思 に よっ て 、 精 神 の 思考 に よっ て 、 右 目 の 善 悪 の 知 
の 木 の 果 実に よっ て 、 太 陽 の 馬 を 制御 する 。 

私 は 、 ペ ンタ グラ マト ン で 、 テ トラ グラ マト ン の 名 前 で 、 風 の 
被 造物 、 シ ルフ を 固い 意思 と 本 物 の 信心 に 魔術 で 呼び 出す 。 

( 


ペン タ グラ マト ン は イエ ス の へ ブライ 語 の 名 前 mWny、 ヨ シュ ア 
で ある 。 

nny、 ヨ シュ ア は 5 文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 5 文字 を 意味 す 
る ペン タ グラ マト ン と 呼ば れ て いる 。 

) 

で ある 様 に 。 

セラ 。 

で ある 様 に 。 

で ある 様 に 。 


シル フ の 象徴 で ある ワシ を 室 中 に ワシ の 羽 ペ ン で 描い た 後に 、 
「 シ ルフ (を 圧倒 する た め の 神 の 風 の 要 素 ) へ の 祈り 」 を 唱え る 必要 
が 有る 。 


「 シ ルフ (を 圧倒 する た め の 神 の 風 の 要 素 ) へ の 祈り 


光 の 霊 の 息 、 知 の 霊 の 息 は 、 全 て の も の の 形 を 避 え 奪う 。 

光 と 知 の 、 神 の 聖 圭 の 息 は 、 全 て の も の の 形 を 与え 奪う 。 

神 の 前 で は 、 全 て の も の の 命 は 、 変 化す る 影 、 消 え 去 る 蒸気 で あ 
る 。 
神 は 雲の上 に 昇り 風 の 細 で 飛ぶ 。 

神 が 息 を 吹き 込む と 、 神 は 無限 の 無数 の も の を も た ら す 。 

神 が 息 を 吸い 込む と 、 神 か ら 来 た 全て の も の は 神 へ 行く 。 

神 が 息 を 吸う と 、 神 か ら 出 た 全て の も の は 神 へ 戻る 。 

永遠 の 安定 の 中 の 永遠 の 運動 。 

神 が 永 遠 に 敬礼 され る 様 に ! 

人 は 神 を 敬礼 する 。 

創造 され た 光 、 影 、 反 映 、 映像 と いう 一 時 的 な 王国 で 、 人 は 神 を 
敬礼 する 。 

人 は 神 の 不変 の 不死 の 輝 き を 絶え 間 無く 求め る 。 

神 の 知 の 光線 、 神 の 愛 の 熱 、 神 の 思い や り の 熱 が 人 の 上 に 降り 注 
ぐ 様 に 。 

揮発 し 易い も の が 固定 され る 様 に 。 

影 が 体 に 成る 様 に 。 

風 の 霊 が 魂 を 受容 する 様 に 。 

風 の 、 神 の 聖霊 が 魂 を 受容 する 様 に 。 

夢 が 思考 に 成る 様 に 。 

人 が 嵐 に 圧倒 され な い 様 に 。 

人 が 夜明け の 有 細 の 馬 を 制御 する 様 に 。 

人 が 肖 の の 道 を 導く 様 に 。 


人 が 神 の 前 に 逃げ られ る 様 に 。 

お お っ 。 霊 の 中 の 霊 。 神 。 

民 の 中 の 現 。 永遠 中 の 魂 。 神 。 

合 の 不死 の 息 

創造 的 な 吐息 。 

お お っ 。 神 の 、 永 遠 の 吉 葉 の 満ち 引き で 、 全 て の も の の 命 を 吹き 
込み 引き 寄せ る 日 ! 

神 の 吉 葉 は 、 運 動 の 、 神 の 海 で ある ! 

神 の 吉 葉 は 、 真 理 の 、 神 の 海 で ある ! 

で ある 様 に 。 


手 を 買い て 祈り 、 候 を 吹き 込み 、 吉 葉 を 話す 事 に よっ て 、 水 を 清 
め ら れる 。 


清め た 塩 と 香 の 天 竹 の 皿 に 残っ た 少し の 友 を 清め た 水 に 混ぜ る 。 

バー ベイ ン 、periwinkle、 セ ー ジ 、 ミ ント 、 ト ネリ コ 、 バ ジル の 
枝 を 、 実 を 結ん だ 事 が 未だ 無い hazelwood の 木 の 枝 に 、 処 女 の 終 巻 
き 棒 か ら 取 っ た 糸 で 縛っ て 、aspergillus を 形成 する 。 

7 つの 霊 の 絵 を aspergillus に 魔術 の 短剣 で 刻む 。 


後記 の 様 に 祈っ て 、 塩 を 清め る 必要 が 有る 。 
後記 の 様 に 祈っ て 、 友 を 清め る 必要 が 有る 。 


「 塩 を 清め る 祈り 」 


知 が 塩 に 宿る 様 に 。 

Hochmael に よっ て 、Hochmael の 精神 の 力 で 、 全 て の 腐敗 か ら 塩 
が 人 の 精神 と 体 を 守る 様 に ! 

( 

Tn]、ruach、 ル アク 、 ル ア 八 は へ ブ プライ 語 で 風 、 息 、 霊 を 意味 す 
寺 


損料 の 直 が 人 い 払 われ る 様 に 。 
物質 的 な 霊 が 追い 払わ れる 様 に ! 
天 の 塩 に 成る 様 に ! 
地 の 塩 に 成る 様 に ! 
(マタ イ に よる 福音 5 章 13 節 「 あ な た た ち 人 は 地 の 塩 で ある 」) 
本 0 お お を 
塩 が 、 殻 を 外す 腕 穀 する 牛 の 糧 と 成る 様 に ! 
塩 が 空 生生 の 全 で お 生 所 らら 李 に 3 


で ある 様 に 。 
「 放 を 清め る 祈り 


友 が 生き て いる 水 の 泉 に 戻る 様 に 。 

友 が 豊か な 土 と 成る 様 に 。 

友 が 命 の 木 を も た ら す 様 に 。 

勝利 、 永 遠 、 基 礎 の 3 つの 名 前 に よっ て 。 
最初 で 最後 に お いて 。 

Azoth の 精神 の 中 の アル ファ と オメ ガ に よっ て 。 
で ある 様 に 。 


「 清 め た 水 、 清 め た 塩 、 清 め た 友 を 混ぜ る 時 の 祈り 


永遠 の 知 の 塩 に お いて 、 復 活 の 水 に お いて 、 新 し い 土 に 成る 友 に 
お いて 、 時 と アイ オー ン を 通じ て 、 エ ロ ヒ ム 、 ガ プリ エル 、 ラ ファ 
エル 、 ウ リエ ル が 全て の も の を 成就 する 様 に 。 

で ある 様 に 。 

( 

高等 魔術 の 教理 3 章 グ ノー シス 主義 者 は 世界 、 天 を アイ オー ン と 
呼ん で いる 。 

エロ ヒム は へ ブラ イ 語 で 神 を 意味 する 複数 形 で ある 。 

ガブ プリ エル は へ ブライ 語 で 「( 知 力 と いっ た ) 神 の 力 」、「 神 の 
人 」 を 意味 する 。 

ラフ ァ エ ル は へ プラ イ 語 で 「 神 の いや し 」 を 意味 する 。 

ウリ エル は へ ブラ イ 語 で 「 神 の 光 」 を 意味 する 。 

) 


「 水 を 清め る 祈り 」 


創世 記 1 章 6 節 「 水 の 間 に 天 が 存在 する 様 に 。 天 が 水 を (上 の 水 と 下 
の 水 に ) 分 ける 様 に 」 

エメ ラル ド 板 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 

下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 

な ぜ な ら 唯 一 の も の の 不思議 の 実現 だ か ら で あ る 。 
太陽 は 父 で ある 。 

月 は 母 で ある 。 

風 は 腹 に 抱く 」 

「 薄 いも の は 、 地 か ら 天 へ 昇り 、 天 か ら 地 へ 降り る 


私 は 、 あ な た 、 水 の 被 造 物 を 魔術 で 呼び 出す 。 
水 が 、 人 に と っ て 、 神 の 作品 の 中 に お ける 生き て いる 神 の 鏡 、 命 
の 泉 、 罪 の 洗浄 に 成る 様 に 。 


「 ウンディーネ (を 圧倒 する た め の 神 の 水 の 要 素 ) へ の 祈り 


海 の 虹 散 する べき 王 。 神 。 

神 は 天 の 水 門 の 鍵 を 持っ て いる 。 

神 は 地下 世界 の 水 を 地 の 空 油 に と ど め て いる 。 

(ノア の 洪水 と いっ た ) 原 初 の 洪水 の 王 。 神 。 

神 は 川 と 泉 の 源泉 の 封印 を 解く 。 

神 は 、 地 の 血 の 様 な 、 湿 気 、 蒸 気 を 木 の 樹 液 に 成ら せる 。 

人 は 神 を 敬礼 する ! 

人 は 神 を 呼び 求め る ! 

人 は 神 に 祈る ! 

神 が 人 に 、 神 の 変化 し 易い 被 造物 に つい て 、 海 の 大 いな る 動揺 
で 、 話 す 様 に 。 

そう すれ ば 、 人 は 神 の 前 で 揺るが され る で あろ っ う 。 

神 が 人 に 、 透 明 な 水 の さ さや き で 、 話 す 様 に 。 

人 は 神 の 思い や り を 慕う で あろ っ う 。 

お お っ 。 神 の 中 で 絶え 間 無 く 復 活 さ せる た め に 命 の 全て の 川 を 満 
ちあ ふれ させ る 無限 ! 

お お っ 。 無限 の 完成 の 海 ! 

深み の 中 で 神 を 映す 高み ! 

高み へ 神 を 放射 する 深み ! 

知 と 愛 、 思 いや り に よっ て 本 物 の 命 へ 人 を 導い て くだ さい ! 
身代わり に よっ て 不死 へ 人 を 導い て くだ さい ! 

いつ か 人 は 因 を 許し て も ら う た め に 水 、 血 、 涙 を 神 に ささ げ る で 
あろ っ う 。 

で ある 様 に 。 


塩 、 香 、 白 い 樹 脂 、 カ ン フ ル 、 硫 黄 を まき 散り ば め 、 ミ カエ ル 、 
サマ エル 、 ア ナ エ ル と いう 火 の 霊 の 3 つの 名 前 を 3 回 唱え 、「 サ ラマ 
ンダ ー( を 圧倒 する た め の 神 の 火 の 要 素 ) へ の 祈り 」 を 唱え る 事 に 
よっ て 、 火 を 清め られ る 。 


ミカ エル 。 太陽 と 雷 の 王 。 
サマ エル 。 火山 の 王 。 
アナ エル 。 星 の 光 の 王 。 
( 


サマ エル は へ プ ブライ 語 で 神 の 毒 を 意味 する 。 
高等 魔術 の 祭儀 序文 「 へ ブライ 人 は 、 失 敗 を 永遠 に 破壊 する 無 上 の 
長 散 する べき 力 を 、 神 の 毒 を 意味 する サマ エル と 呼ん だ 」 

Anael、 Aniel、Hanael、Haniel、 ア ナ エ ル 、 ア ニ エ ル 、 八 ナ エ 
ル 、 八 ニ エ ル は へ ブラ イ 語 で 神 の 喜び 、 神 の 恵み 、 神 の 優美 を 意味 
する 。 

) 


後記 は 「 サ ラマ ンダ ー( を 圧倒 する た め の 神 の 火 の 要 素 ) へ の 祈 
けり 」 で ある 。 


「 サ ラマ ンダ ー( を 圧倒 する た め の 神 の 火 の 要 素 ) へ の 祈り 


神 は 不死 で ある 。 

神 は 永遠 で ある 。 

神 は 吉 い 表せ な い !。 

神 は 創造 され た の で は な い 父 で ある 。 

神 は 全て の も の の 父 で ある 。 

神 は 絶え 間 無 く 回 転 する 複数 の 世界 の 永遠 に 回 転 す る 戦車 に 乗っ 
て いる 。 

神 は 天 の 複 数 の 無限 の 主 で ある 。 

神 の 力 の 王座 は 向上 する 。 

神 の 力 の 王座 の 高み な から 、 神 の 最 散 する べき 目 は 全て の も の を 見 
分 ける 。 

神 の 神聖 な 美しい 耳 は 全て の も の を 聴く 。 

神 は 神 の 子 達 の 声 を 聴く 。 

神 は 神 の 子 達 を この 世 が 始ま る 前 か ら 愛 し て いた 。 

な ぜ な ら 、 神 の 金 の 大 いな る 永遠 の 王権 は 地 と 星々 の 天 の 上 に 輝 
いて いる ! 

神 で ある 太陽 は 星々 の 上 に 高め られ て いる ! 

神 で ある 太陽 は 輝く 火 で ある ! 

神 は 煙 いて いる ! 

神 の 輝き に よっ て 神 は 自身 と 話し 合う ! 

神 か ら の 尽き る 事 の 無い 光 の 流れ は 無限 の 神 の 聖 報 の 糧 と し て 神 
髄 を 流出 する ! 

神 の 光 の 流れ は 全て の も の に 糧 を 与え る ! 

神 の 光 の 流れ は 創造 の た め に 常に 用 意 さ れ て いる も の に よる 尽き 
る 事 の 無い 宝 を 形成 する ! 

神 の 光 の 流れ は 、 最 初 か ら 神 が 印象 を 幻 え て いる 形 に 応用 され 


る ! 

火 の 神 の 聖霊 か ら の 土 水 風 の 3 つ の 無 上 の 神 の 王 が 神 の 王座 を 囲 
ん で いる ! 

火 の 神 の 聖霊 か ら の 土 水 風 の 3 つ の 無 上 の 神 の 王 が 神 の 王宮 を 構 
成 し て いる ! 

土 水 風 の 3 つ の 無 上 の 神 の 王 は 火 の 神 の 聖霊 を 源 と する ! 
普遍 の 父 ! 神 ! 

神 の 様 な 人 達 と 神々 の 唯一 の 父 ! ( 普 遍 ) 神 ! 男性 神 ! 

神 は 、 神 の 永遠 の 思考 の 様 な 、 神 の 敬礼 する べき 神髄 の 様 な 、 特 
別 な 不思議 な 力 を 創造 し た 。 

神 は 、 神 の 意思 を 世界 に 表す 神 の 聖 霊 達 よ り 高 み に 火 の 神 の 聖霊 
達 を 確立 し た 。 

最後 に 、 四 大 元素 の 王国 の 中 で 、 神 は 人 を 第 3 の 段階 に 創造 し 
た 。( 火 、 土 水 風 、 人 。) 

人 は 絶え 問 無 く 神 を た た え 神 の 善 の 喜び を 敬礼 する 。 

人 は 神 の 力 を 所 有 し た いと 希望 する 。 


お お っ ! 
父 ! 神 ! 


母 ! (教会 !) 

無 上 に 思い や り 深 い 、 全 て の 母 の 中 の 母 ! 
母性 と 純粋 な 愛 の 見 事 な 原 型 ! 

母性 と 純粋 な 思い や り の 見 事 な 原 型 ! 


神 の 子 ! イエ ス ! 
神 の 子 達 の 精髄 ! 
神 の 子 達 の 手 本 ! 


全て の 形 の 中 の 形 ! 魂 ! 神 の 聖 填 ! 
調和 ! 
全て の も の の 数 ! 


で ある 様 に 。 
水 を まき 注ぎ 、 息 を 吹き 込み 、 日 に 対応 し た 香 を 火 で 燃やし 、 後 


記 の 「 ノー ム ( を 圧倒 する た め の 神 の 土 の 要 素 ) へ の 祈り 」 を 唱え る 
事 に よっ て 、 土 を 清め られ る 。 


「 ノー ム ( を 圧倒 する た め の 神 の 土 の 有 要素 ) へ の 祈り 


目 に 見 えな い 王 。 神 。 

神 は 、 土 を 支え と し て 、 神 の 全能 性 で 深淵 を 満た す た め に 、 深 湯 
を 耕す 。 

神 の 名 前 は 世界 の 地下 の 天 を 震え させ る 。 

神 は 鉱脈 を 湧き 出さ せる た め に 7 つの 金属 を も た ら す 。 

神 は 7 色 の 光 の 王 で ある 。 

神 は 報い を 地下 の 隠れ た 労苦 する 人 々 に 避 え る 者 で ある 。 
神 は 人 を 好ま し い 大 気 、 輝 き の 領 域 に 導く 。 

人 は 絶え 間 無 く 見 て 行動 する ! 

人 は 探求 し 希望 する ! 

ヨハ ルネ の 馬 示 録 21 章 19 節 か ら 20 節 の 神 の 都市 、 天 の 新しい エル 
サレ ム の 12 の 基礎 の 宝石 に よっ て ! 

隠さ れ た タリ スマ ン に よっ て ! 

世界 の 中 心 を 貫く 磯 石 の 両極 に よっ て ! 

救い 主 イ エス ! 救い 主 イ エス ! 救い 主 イ エス ! 

救い 主 イ エス は 苦し ん で いる 人 々 に 同情 する ! 

救い 主 イ エス は 人 の 心 を 広げ る ! 

救い 主 イ エス は 人 の 心 を 肉欲 か ら 切 り 離 し 向上 させ る ! 
救い 主 イ エス は 人 の 存在 全体 を 広げ る ! 

安定 と 運動 ! 

夜 を まとう つ 昼 ! 

お お っ ! 光 が ヴ ェ ー ル で 和 覆う 間 ! 

主 イ エス は 報い を 主 イ エス の 労苦 する 者 達 に 与え る ! 

銀 の 白 さ ! 銀 の 青 さ ! 

金 の 輝き ! 

生き て いる 美しい 音 の ダイ アモ ンド の 王冠 ! 

神 は サフ ァ イ ア の 指輪 の 様 に 天 を 指 に 映 に つけ て いる ! 

神 は 星々 の 不思議 な 種 、 命 、 統 治 を 土 の 下 、 石 の 王国 に 隠す ! 
神 は 富 を 永遠 に も た ら す 者 で ある 。 

神 は 人 を 富 の 番 人 に する ! 

で ある 様 に 。 

ノー ム の 王国 は 北 、 サ ラマ ンダ ー の 王国 は 南 、 シ ルフ の 王国 は 
東 、 ウ ン デ ィ ー ネ の 王国 は 西 で ある 事 を 心 に 罰 め て お く 必 要 が 有 
る 。 


四 大 元素 の 霊 は 人 の 四 気 質 に 作用 する 。 


ノー ム は 黒 胆汁 質 、 憂 鬱 質 に 作用 する 。 
サラ マン ダー は 多 血 質 に 作用 する 。 
ウン ディ ー ネ は 粘液 質 に 作用 する 。 
シル フ は ( 黄 ) 胆 汁 質 に 作用 する 。 


ノー ム の 銀 徴 は 牛 で ある 。 
魔術 師 は 語 で ノー ム に 命令 で きる 。 


サラ マン ダー の 象徴 は ライ オン で ある 。 
魔術 師 は 二 叉 の 杖 か 魔術 の 三叉 槍 で サラ マン ダー に 命令 で きる 。 


シル フ の 象徴 は リ シ で ある 。 
魔術 師 は 神 の pantacle で シル フ に 命 念 で きる 。 


ウン ディ ー ネ の 象徴 は 水瓶 の 人 で ある 。 
魔術 師 は 神 に ささ げた 酒 の 杯 で ウン ディ ー ネ に 命令 で きる 。 


ノー ム の 王 は Gob で ある 。 

サラ マン ダー の 王 は ジン で ある 。 
シル フ の 王 は Paralda で ある 。 

ウン ディ ー ネ の 王 は Nicksa で ある 。 


四 大 元素 の 圭 が この 世界 の 住人 を 苦し ませ た けり 悩ま せる 時 は 、 地 
水 火 風 に よっ て 、 息 を 吹き 込み 水 を まき 香 を 燃やし ソロ モン の 六 共 
星 や 神 の 五 荘 星 を 土 の 上 に 描く 事 に よっ て 、 四 大 元素 の 霊 を 魔術 で 
追い 払う 必要 が 有る 。 

粉 に し た 磁石 を 混ぜ た 、 清 め た 火 で 焼い た 木 門 か 多様 な 色 に 染め 
た 攻 ア シ で 、 五 星 と 六 蘭 星 を 完全 に 正確 に 土 の 上 に 描く 必要 が 有 
る 。 
五 蘭 星 を 描き 、 一 方 の 手 に ソロ モン の pantacle で ある 六 葵 星 を 持 
ち 、 他 方 の 手 で 剣 を か か げ 杖 を か か げ 杯 を か か げ 、 後 記 の 祈り を 大 
き な 声 で 唱え て 四 大 元素 の 圭 を 魔術 で 追い 払 つ 。 


「 四 大 元素 の 圭 を 追い 払 つ た め の 神 へ の 祈り 」 


克 い を 果たす た め に ささ げ ら れ た 願い を か けた 生き て いる 蛇 に 
よっ て 、 主 で ある 神 は 残 洋 に 命令 する ! 

( 民 数 記 21 章 8 節 か ら 9 節 「 モーセ は 火 の 蛇 を さ お に 吊る し た 」) 

アダ ム ヤ ハ ウェ 、 ア ダム イ ョ ッ ド エヴァ に よっ て 、 主 で ある 神 
は 智 天使 ケル プ に 命 久 する ! 


(スフィンクス で ある 有 田 の ) 牛 の 細 に よっ て 、 主 で ある 神 は 、 さ 
ま よ う ワ シ に 命令 する ! 

天使 と ライ オン に よっ て 、 主 で ある 神 の テト ラ グラ マト ン は 蛇 に 
命令 する ! 

ミカ エル 、 ガ ブリ エル 、 ラ ファ エル 、 ア ナ エ ル ! 

神 の 霊 に よっ て 、 湿 気 、 蒸 気 が 流れ る 様 に 。 

(創世 記 1 章 2 節 「 神 の 雲 が 水 の 面 の 上 を 動い \ て いた 」) 

アダ ム ヤ ハ ウェ 、 ア ダム イ ヨ ッ ド エヴァ に よっ て 、 地 が 沙 ち 着 
く 様 に 。 

軍団 で ある ヤ 人 ルウ ェ に よっ て 、 天 が 広がる 様 に 。 

ミカ エル の 力 の 火 に よっ て 、 審 丼 が 果たさ れる 様 に 。 

神 の 水 に よっ て 、 盲目 の 天使 が 従う か 通り 過ぎ る 様 に ! 

剣 に よっ て 貫 か れる 事 を 望ま な い の で あれ ば 、 有 細 の 牛 が 行動 す 
る か 地 に 戻る 様 に ! 

象徴 に よっ て 、 針 に つなが れ た ワシ が 従う か 、 息 に よっ て 、 鎖 に 
つなが れ た ワシ が 飛ぶ 様 に ! 

神 の 火 に よっ て 、 も だ える 蛇 が 足元 を は うか 苦し お 様 に ! 
燃やす 香 に よっ て 、 も だ える 蛇 が 道 を 譲る 様 に ! 

夜明け の 星 で ある 五 蘭 星 の 力 に よっ て 、 光 の 十字 の 中 心 に 記さ れ 
て いる テト ラ グラ マト ン の 名 前 に よっ て 、 水 が 水 に 戻る 様 に 。 

火 が 燃え る 様 に 。 

風 が 循環 する 様 に 。 

土 が 土 に 戻る 様 に 。 

で ある 様 に 。 


キリ スト 教 が 取り 入れ た 、 十 字 は キリ スト 教 だ け の 物 で は な い )。 

十字 は カバ ラ の 物 で も ある 。 

十字 は 四 大 元素 の 対立 を 表す 。 

十字 は 四 大 元素 の 4 つ 1 組 の つり 合い を 表す 。 

「 高等 魔術 の 教理 」 で 話し た 、 マ タイ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 
の 祈り 」 の 「『 王 国 、 力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で 
ある 様 に 」 と いう 隠さ れ た 詩 は 、 祭 司 と 秘伝 伝授 者 の 唱え 方 と 、 初 
学者 と 大 軍 の 唱え 方 が 有 っ た 。 

例え ば 、 秘 伝 伝授 者 は 、 ひ た い に 片 手 を か か げ 「 あな た 、 神 の も 
の で ある 」 と 話し 、 
片手 を 胸 に 降ろ し 「 王 国 は 」 と 話し 、 
片手 を 左記 に 持っ て 行き 「 正 義 は 」 と 話し 、 
片手 を 右 衣 に 持っ て 行き 「 思 いや り は 」 と 話し 、 
両手 を 握り し め 「 来 る 時 代 に 。 永遠 に 」 と 話し た 。 

あな た 、 神 に 、 永 遠 を 通じ て 、 王 国 、 厳 し さ 、 思 いや り が 存在 す 


る 様 に 。 

十字 と いう 象徴 は 完全 に 大 い に カ バラ 的 で ある 。 

グノー シス 主義 の 大 斎 化 、 俗 化 は 、 公 の 好戦 的 な 教会 に 、 十 字 の 
手振り で 唱え る マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 
国 、 力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 を 失 
わせ た 。 

四 大 元素 の 霊 を 呼び 出す 前 と 後に 、 マ タイ に よる 福音 6 章 13 節 の 
「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で あ 
る 。 で ある 様 に 」 を 十字 の 手振り で 唱え る 。 

四 大 元素 の 霊 を 圧倒 し 従え る に は 、 四 大 元素 の 霊 の 特徴 的 な 短所 
に 屈し な い 必 要 が 有る 。 


前 記 の 理由 か ら 、 浅 は か な 気 ま で れ な 人 は シル フ を 支配 で き な 
し 1。 

優柔 不断 な 冷酷 な 飽き 易い 気 の 多い 定まら な い 人 は ウン ディ ー ネ 
を 支配 で き な い 。 

感情 的 な 人 は サラ マン ダー を 支配 で き な い 。 

中 飲 な 人 は ノー ム を 支配 で き な い 。 


そう で は な く 、 シ ルフ の 様 に 、 人 は 機 艇 で 自発 的 で ある 必要 が 有 


ウン ディ ー ネ の 様 に 、 人 は 柔軟 で EH 象 に 注意 深い 必要 が 有る 。 
サラ マン ダー の 様 に 、 人 は 一 生 懸 命 で 強気 で ある 必要 が 有る 。 
ノー ム の 様 に 、 人 は 勤勉 で 忍耐 強い 必要 が 有る 。 


要約 する と 、 人 は 四 大 元素 の 霊 の 短所 に 圧倒 され ず に 四 大 元素 の 
霊 の 長所 を 圧倒 する 必要 が 有る 。 

前 記 の 、 性 質 を 自身 に 良く 確立 すれ ば 、 世 界 の 全て は 賢者 に 仕え 
る 。 

賢者 は 恵 の 中 を 通り 過ぎ る 。 

雨 は 賢者 の 頭 を 濡 ら さ な い 。 

風 は 覧 者 の 衣 の ひだ 1 つ す ら 動 か さ な い 。 

賢者 は 燃やさ れず に 火 の 中 を 通り 過ぎ る 。 
賢者 は 水 の 上 を 歩け る 。 

賢者 は 地殻 の 中 の ダイ アモ ンド が 見 える 。 

前 記 は 、 大 雷 に は 誇張 に 聞こ える か も し れ な い )。 

前 記 を 、 賢 者 は 、 物 質 的 に 現実 的 に 行わ な く て も 、 よ り 大 いな る 
見 事 な 事 を 精神 的 に 行う 。 

同時 に 、 人 は 、 意 思 に よっ て 、 四 大 元素 の 圭 を 導き 、 四 大 元素 の 
霊 の 作用 を 変え 、 四 大 元素 の 圭 の 作用 を 妨げ られ る 事 は 、 疑 余地 


が 無い 。 

例え ば 、 も し 忘 我 状 態 の 人 が 一 時 的 に 重み を 無く す 事 が 確証 され 
れ ば 、 水 の 上 を 歩く 事 は 不可 能 な 事 で あろ うか ? いい え ! 

サン メダ ー ル の けい れん 者 は 火 も 鋼 も 感じ な か っ た 。 

サン メダ ー ル の けい れん 者 は 激しい 打撃 と 信じ られ な い 捧 問 を 救 
いと し て 求め た 。 

驚く べき 上 昇 や 催眠 状態 の 人 の 奇跡 の つり 合い は 自然 の 隠さ れ た 
力 の 紀 示 で ある 。 

し か し 、19 世 紀 以 降 の 人 々 は 自分 が 見 た 不思議 を 大 胆 に 話せ な い 
時 代 に 生き て いる 。 

誰か が 「 私 は 、 吉 葉 で 表せ な いも の を 、 自 分 で 、 見 た り 行い まし 
た 」 と 話し て も 「 あな た は 私 た ち を だ まし て 楽し ん で いる か 、 そ う 
で な けれ ば 、 あ な た は 悪人 で ある 」 と いう 答え を 受け 取る で あろ 
つ 。 

話す より 沈黙 し 行動 する 方 が 遥か に 良い 。 

金属 と 四 大 元素 は 対応 し て いる 。 


金 と 銀 は 風 に 対応 し て いる 。 
水銀 は 水 に 対応 し て いる 。 
鉄 と 銅 は 火 に 対応 し て いる 。 
鉛 は 土 に 対応 し て いる 。 


四 大 元素 の 霊 か ら 獲 得 し た い 結 果 に 対応 する 、 四 大 元素 の 霊 が 表 
す 力 に 対応 する 、 金 属 で タリ スマ ン を 作る 。 

土 占い 、 水 占い 、 火 占い 、 補 気 占い と いう 四 大 元素 の 形 で 、 占 い 
は 多様 な 方 法 で 行わ れ て いる 。 

占い の 全て は 占い 師 の 意思 と 透明 な も の で ある 想像 力 に 左右 され 
る 。 
事実 、 四 大 元素 は 予見 を 助け る 手段 に 過ぎ な い 。 

さて 、 予 見 は 星 の 光 の 中 の も の を 見 る 力 で ある 。 
普通 の 光 を 肉眼 で 見 る 様 に 、 予 見 は 自然 な も の で ある 。 
感覚 の 除去 に よっ て 予見 で きる 。 
催眠 状態 の 者 や 忘 我 状態 の 者 は 予見 を 自然 に 楽し お 。 

感覚 の 除去 が より 完全 で ある 時 、 予 見 は より 明らか に 成る 。 

星 の 光 に よる 本 町 は 感覚 の 除去 を も た ら す 。 

星 の 光 に よる 本 町 は 星 の 光 の 超過 で ある 。 

星 の 光 に よる 本 町 、 星 の 光 の 超過 は 神経 系 を 完全 に 飯 和 させ て 麻 
痺 さ せる 。 


多 血 質 の 人 は 空気 占い に 向い て いる 。 


( 黄 ) 胆 汁 質 の 人 は 火 占 い に 向 いて いる 。 
粘液 質 の 人 は 水 占い に 向い て いる 。 
黒 胆 汁 質 、 憂 鬱 質 の 人 は 土 占い に 向い て いる 。 


夢 占い に よっ て 室 気 占い を 補え る 。 
磯 気 の 催 眠 に よっ て 火 占 い を 補え る 。 
水晶 占い に よっ て 水 占 い を 補え る 。 
カー ド 占 い に よ っ て 土 占 い を 補え る 。 


夢 占い に よっ て 補 気 占い を 置き 換え られ る 。 
友 気 の 催眠 に よっ て 火 占 い を 置き 換え られ る 。 
水晶 占い に よっ て 水 占い を 置き 換え られ る 。 
カー ド 占 い に よ っ て 土 占 い を 置き 換え られ る 。 


夢 占い に よっ て 補 気 占い を 補え る 。 
磯 気 の 催眠 に よっ て 火 占 い を 補え る 。 
水晶 占い に よっ て 水 占 い を 補え る 。 
カー ド 占 い に よ っ て 土 占 い を 補え る 。 


し か し 、 MS 
占い は 役に立た な い 事 が 多 

な ぜ な ら 、 上 1 は 意 因 を 失わ せる 。 
占い は 自由 意思 を 失わ せる 。 
結果 と し て 、 占 い は 自由 を 妨げ る 。 
占い は 自由 意思 を 妨げ る 。 

占い は 神経 を 疲れ させ る 。 


つ 


燃え る 五 蘭 星 


神 の 神秘 の 五 立 星 を 説明 し 清め る 。 

ここ で 、 無 知 な 者 と 迷信 深い 者 は 本 書 を 閉じ な さい 。 

無知 な 者 と 迷信 深い 者 は 聞 だ け を 見 る か 、 あ きれ る で あろ っ つ 。 

グノー シス 学派 は 五 荘 星 を 燃え る 星 と 呼ん だ 。 

五 立 星 は 知 の 全能 性 と 知 の 独裁 の 象徴 で ある 。 

五 蘭 星 は マタ イ に よる 福音 2 章 で 3 人 の マギ を 導い た イエ ス の 星 で 
ある 。 

五 芝 星 は 神 の 吉 葉 イエ ス の 象徴 で ある 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 「 キリ スト は 神 の 力 で あり 神 
の 知 で ある 」) 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 神 の 吉 葉 イエ ス は 肉体 を 創造 し た 。 

五 蘭 星 は 絶対 な 魔術 の 象徴 で ある 。 

五 芝 星 は 秩序 を 表す 。 

逆 五 立 星 は 混乱 を 表す 。 

五 蘭 星 は アフ ラ マズ ダー と 使徒 ヨハ ネ の 神 の 子羊 を 表す 。 

逆 五 蘭 星 は メン デス の 呪 わ れ た ヤギ を 表す 。 

五 玉 星 は 秘伝 伝授 を 表す 。 

逆 五 蘭 星 は 大 軍 化 を 表す 。 

五 星 は ル シ フ ェ ル を 表す 。 

五 立 星 は 金星 を 表す 。 

五 立 星 は 明け の 明星 を 表す 。 

逆 五 下 星 は 育 の 明星 を 表す 。 

( ル シ フ ェ ル は ラテ ン 語 で 光 を も た ら す も の を 意味 する 。) 

五 立 星 は 聖母 マリ ア を 表す 。 

逆 五 蘭 星 は リリ ス を 表す 。 

五 蘭 星 は 勝利 を 表す 。 

逆 五 蘭 星 は 死 を 表す 。 

五 立 星 は 昼 を 表す 。 

逆 五 共 星 は 夜 を 表す 。 

逆 五 蘭 星 は サバ ト の ヤギ と し て の サタ ン を 表す 。 

五 立 星 は 救い 主 イ エス を 表す 。 

五 蘭 星 は 人 の 体 の 形 で ある 。 

転倒 し た 人 の 姿 は 悪人 の 霊 を 表す 。 

転倒 し た 人 の 姿 は 知 の 転倒 、 混 乱 、 狂 気 を 表す 。 

さて 、 も し 魔術 が 真実 で あれ ば 、 も し 隠さ れ た 知 が 3 つの 世界 の 
本 物 の 法 で あれ ば 、 絶 対 な 象徴 で ある 、 歴 史 の 様 に 古い 象徴 で あ 


る 、 歴 史 ま より 古い 象徴 で ある 、 五 蘭 星 は 、 肉 体 と いう 物質 的 な 外皮 
か ら 自 由 な 圭 に 、 計 けり 知れ な い 作 用 を 実際 に 発揮 する 。 


( 

自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 

自由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 念 の 領域 、 形 の 領域 。 

神 だ け の 楽園 、 雲 の 冥界 、 こ の 世界 。 

) 

五 荘 星 は 小宇宙 の 象徴 と 呼ば れ て いる 。 

(人 は 小宇宙 で ある 。) 

五 蘭 星 は 「 光輝 の 書 」 で カバ リス ト が ミク ロ プロ ソ プ ス 、 小 さ な 
顔 と 呼ん で いる も の を 表す 。 

(ミク ロ プロ ソ プ ス 、 小 さ な 顔 、 神 の 人 と し て の 顔 、 神 の 人 性 ) 
五 星 の 完全 な 理解 は 絶対 の 哲学 と 自然 科学 と いう 2 つの 世界 の 
鍵 で ある 。 

五 蘭 星 を 金 、 銀 、 鉄 、 銅 、 水 銀 、 鉛 と いっ た 7 つの 金属 で 作る ベ べ 
き で ある 。 

も し く は 、 少 な く と も 、 五 蘭 星 を 白い 大 理 石 の 上 に 純金 で 描く べ 
き で ある 。 

五 蘭 星 を 汚れ の 無い 子羊 の 羊皮紙 に 硫化 水銀 ヴァ アー ミリ オン で 指 
いて 良い 。 

汚れ の 無い 子羊 は 健全 と 光 の 象徴 で ある 。 

白い 大 理 石 は 処女 の 様 に 他 の も の の た め に 使用 され て いな い べ き 
で ある 。 

汚れ の 無い 子羊 の 羊 皮 低 を 大 陽 の 仲介 の 下 で 用 意 す る べき で あ 


る 。 

過 越 祭 か 復活 祭 の 時 に 新しい ナイ フ で 子羊 を (食べ る た め に 苦し 
まな い 様 に ) 毅 す 必 要 が 有る 。 

「 子 羊 の 皮 を 清め た 塩 で 腐敗 か ら 防 ぐ 必 要 が 有る 

(高等 魔術 の 教理 序文 「 塩 は 知 の 象徴 で ある 」) 

前 記 の 一 見 、 独 断 に 見 える 難し い 儀 式 の 1 つ で も 手 を 抜く と 知 の 
大 作業 の 全て が 無効 に 成る 。 

五 蘭 星 を 四 大 元素 で 清め る 必要 が 有る 。 

5 回 、 五 蘭 星 に 息 を 吹き 込む 。 


五 蘭 星 に 清め た 水 を か ける 。 
五 蘭 星 を 乳 香 、 没 楽 、 沈 香 、 硫 次 、 カ ン フ ル と いっ た 5 つの 香 で 
乾かす 。 


少量 の 白い 樹脂 と 龍 光 香 を 加え て も 良い 。 

五 蘭 星 を 乳 香 、 没 薬 、 沈 香 、 硫 黄 、 カ ン フ ル 、 白 い 樹 脂 、 龍 香 
と いっ た 7 つの 香 で 乾かす 。 

5 回 、 五 蘭 星 に 息 を 吹き 込む 時 に 、 ガ ブリ エル 、 ラ ファ エル 、 ア 


ナ エ ル 、 サ マエ ル 、 オ リフ ィ エ ル と いう 5 つの 霊 の 名 前 、5 人 の 神 の 
聖霊 の 名 前 を 唱え る 

( 

ガブ プリ エル は へ ブライ 語 で 「( 知 力 と いっ た ) 神 の 力 」、「 神 の 
人 」 を 意味 する 。 

ラフ ァ エ ル は へ ブラ イ 語 で 「 神 の いや し 」 を 意味 する 。 

Anael、 Aniel、Hanael、Haniel、 ア ナ エ ル 、 ア ニ エ ル 、 八 ナ エ 
ル 、 八 ニ エ ル は へ ブラ イ 語 で 神 の 喜び 、 神 の 恵み 、 神 の 優美 を 意味 
する 。 

_ サマ エル は へ プラ イ 告 で 神 の 毒 を 意味 する 。 

等 魔術 の 祭儀 序文 「 へ プライ 人 は 、 失 敗 を 永遠 に 破壊 する 無 上 の 

良 散 する べき 力 を 、 神 の 毒 を 意味 する サマ エル と 呼ん だ 」 

) 

ガブ プリ エル 、 ラ ファ エル 、 ア ナ エ ル 、 サ マエ ル 、 オ リフ ィ エ ル の 
名 前 を 唱え な が ら 5 回 、 五 荘 星 に 息 を 吹き 込ん だ 後に 、 テ トラ グラ 
マト ン を 唱え な が ら 五 蘭 星 を 北 、 南 、 東 、 西 、 中 心 に 置く 。 

テト ラ グラ マト ン を 唱え な が ら 五 蘭 星 を 天文 学 的 な 十字 の 形 に 置 


上 

ガ プ リエ ル 、 ラ ファ エル 、 ア ナ エ ル 、 サ マエ ル 、 オ リフ ィ エ ル の 
名 前 を 唱え な が ら 5 回 、 五 荘 星 に 息 を 吹き 込み 、 テ トラ グラ マト ン 
を 唱え な が ら 五 立 星 を 北 、 南 、 東 、 西 、 中 心 に 置い た 後に 、 小 声 で 
Azoth を 唱え る 。 

Azoth は アレ フ と 神秘 の タウ を 結合 し た カバ ラ 的 な 神聖 な 名 前 で 
ある 。 

五 立 星 を 香 で 清め た 祭壇 の 上 に 連 く べき で ある 。 

降 震 術 の 時 に 、 五 蘭 星 を 三脚 台 の 下 に 置く べき で ある 。 

降 霊 術 の 時 に 、 魔術 師 は 五 立 星 と 六 蘭 星 を 映 に つけ る べき で あ 
る 。 

六 蘭 星 は 大 宇宙 の 象徴 で ある 。 

六 荘 星 は 正三 角形 と 逆 三 角形 を 重ね た も の で ある 。 

ME 5 頭 を 降 圭 術 

(悪人 の 霊 と いっ た ) 間 の 霊 を 呼び 出す 時 は 、 利和 
め た 祭壇 に 向け 、 五 荘 星 の 両 足 を 降 震 術 の 三脚 台 に 向け る 。 

た だ し 、 降 霊 術 の 時 に 、 魔 術 師 は 用 心して 杖 の 先端 か 合 先 を 五 芋 
星 の 頭 に 置く 必要 が 有る 。 

= 声 で ある 。 
則夫 き き 

1 つ で も 手抜き が 有る と 、 無 益 な 吉 葉 か 不信 を 表す 事 に 成り 、 作 


業 の 全て を 裏切り 麻痺 させ 、 無 駄 に し た 全て の 力 が 作業 者 に 逆流 し 


て く る 。 
人 は 、 魔 術 の 儀式 を 完全 に や め る か 、 用 心 深 く 厳 密 に 魔術 の 儀式 
の 全て を 果たす 必要 が 有る 。 


電子 機器 に よっ て ガラ ス の 中 の 光線 で 描か れ た 五 蘭 星 は 大 いな る 
作用 を 霊 に 発揮 し 悪人 の 霊 を 恐 れ さ せる 。 

古代 の 魔術 師 達 は 、 悪 人 の 霊 を 家 の 中 に 入ら せな いた め に 、 善 良 
な 霊 が 家 か ら 離 れ な い 様 に 、 五 蘭 星 を 入口 の 踏み 石 の 上 に 描い た 。 

後記 の 様 に 、 五 荘 星 の 向 き で 、 悪 人 の 霊 を 家 の 中 に 入ら せな い 様 
に 、 善 良 な 霊 が 家 か ら 離 れ な い 様 に 、 制 限 し た 。 

五 立 星 の 両 足 を 家 の 外 側 に 向け て 描い て 、 悪 人 の 霊 を 追い 払っ 
た 。 

五 蘭 星 の 両足 を 家 の 内 側 に 向け て 描い て 、 悪 人 の 霊 を 閉じ 込め 圧 
倒し た 。 

五 蘭 星 の 両足 を 家 の 外 側 に 向け て 描い て 、 五 蘭 星 の 頭 を 家 の 内 側 
に 向け て 描い て 、 善 恨 な 霊 が 家 か ら 離 れ な い 様 に し た 。 

霊 に 引 依 され て いる と 話し て いる 、 忘 我 状態 の 者 の 幻視 と 強硬 症 
カタ レプ シー の けい れん は 、 ヘ ル メ ス の 唯一 の 考え を 基礎 と する 、 
知 の 類推 を 基礎 と する 、 前 記 の 全て の 魔術 の 理論 を 不変 に 確証 し 
た 。 

フリ ー メ ー ソ ン が 燃え る 星 、 五 蘭 星 の 中 央 に 置い た 文字 G は 
Gnosis と Generation、 グ ノー シス と 創造 、 認 知 と 創造 と いう 古代 の 
カバ ラ の 2 つの 神聖 な 吉 葉 を 表す 。 

フリ ー メ ー ソ ン が 五 蘭 星 の 中 央 に 買い た 文字 G は Grand 
architect、( 神 殿 の ) 大 いな る 建築 家 を 表す 。 

な ぜ な ら 、 五 蘭 星 は 5 つの A の 組み 合わ せ で ある 。 

逆 五 蘭 星 は 、 人 に は 位階 の メン デス の ヤギ の 2 本 の 角 、 両 耳 、 ひ 
げに 見 え 、 地 獄 の 悪人 の 霊 の 降 霊 術 の 象徴 と 成る 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 象徴 的 な 実話 で 3 人 の マギ を 導い た イエ ス 
の 星 は 神秘 の 五 蘭 星 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は 3 人 の 王者 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は ゾロ アス ター の 魔術 の 子孫 で 
ある 。 
マタ イ に よる 福音 2 章 で 燃え る 星 、 五 蘭 星 が 3 人 の マギ を 人 に 成っ 
た 神 イ エス 、 小 宇宙 の 神 イ エス の ゆり か ご に 導い た 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 3 人 の マギ が イエ ス キリ スト を 敬礼 し た 
事 は 、 完 全 な カバ ラ 的 な 、 本 物 の 魔術 の 、 キ リス ト 教 の 考え の 始ま 
!) を 十分 に 証明 する 。 

3 人 の マギ は 白人 、 黒 人 、 褐 色 人 種 で ある 。 

(3 人 の マギ は 人 の 代表 で ある 。) 


3 人 の マギ の うち 白人 の マギ 、 白 人 の 王者 は 金 を イエ ス に ささ げ 


金 は 光 と 命 の 象徴 で ある 。 

3 人 の マギ の うち 黒人 の マギ 、 黒 人 の 王者 は 没 薬 を イエ ス に ささ 
げ る 。 

没 薬 は 死 と 聞 の 象徴 で ある 。 

3 人 の マギ の うち 褐色 人 種 の マギ 、 褐 色 人 種 の 王者 は 乳 理 を イエ 
ス に ささ げ る 。 

乳 香 は 2 つの 原理 を 仲介 する 考え の 象徴 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 12 侵 で 、 新 し い 神 の 教え キリ スト 教 は 人 を 
唯一 の 神 の 教え に 導く 新しい 経路 で ある 事 を 表す た め に 、3 人 の マ 
ギ は 新しい 道 に よっ て 自身 の 王国 に 戻る 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 、3 人 の マギ と イエ ス の 星 は 、 神 の 3 つ 1 組 
と 光 を 放つ 五 蘭 星 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の イエ ス の 星 は 唯一 の 永遠 の 普通 の 考え で 
ある 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の イエ ス の 星 は 唯一 の 永遠 の 普 角 の 神 の 教 
え で ある 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の イエ ス の 星 は 唯一 の 永遠 の カト リッ ク で 
ある 。 

ヨハ ルネ の 本 示 録 8 章 10 節 で 使徒 ヨ 人 ルネ は 天 か ら 地 に 堕 ち た 星 を 見 
証 

ヨハ ルネ の 環 示 録 8 章 10 節 の 地 に 堕ち た 星 は 五 蘭 星 で ある 。 

ヨハ ルネ の 上 血 示 録 8 章 11 節 で 地 に 堕ち た 星 は 苦 ヨ モ ギ と 呼ば れ た 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 8 章 11 節 で 海 の 水 (の 3 分 の 1) の 全て が 苦く 成っ 
7 だ 

ヨハ ルネ の 睦 示 録 8 章 10 節 か ら 11 節 は 神 の 教え の 考え の 物質 化 の E 
象 的 な 映像 で ある 。 

神 の 教え の 考え の 物質 化 は 狂信 と 論争 の 苦 さ を も た ら す 。 

イザ ヤ 書 14 章 12 節 の 「 な ぜ 、 あ な た は 天 か ら 堕 ち た の か ? ! 明 
け の 明星 よ ? ! 」 と いう 吉 葉 を キリ スト 教 に 応用 で きる か も し れ な 
し !。 

し か し 、 大 崩 化 され た 五 蘭 星 は 、 真 理 で ある 神 の 吉 葉 イエ ス の 右 
手 で 常に 曇ら な いで 燃え て いる 。 

( 
ヨハ ルネ に よる 福音 14 章 6 節 「 私 イエ ス は 真理 で ある 」 
ヨハ ルネ の 黙示 録 1 章 「 人 の 子 イ エス は 右手 に 7 つの 星 を 持っ て いた 。 
7 つの 星 は 7 つの 教会 の 天使 で ある 」 
ヨハ ネネ の 黙示 録 2 章 28 節 「 イ エス は 明け の 明星 を 勝利 し た 人 に 旧 え 
る 」 


) 

ヨハ ルネ の 黙示 録 2 章 28 節 で 、 霊 感 を 受け た 声 が 明け の 明星 の 所 有 
を 勝利 し た 人 に 約束 する 。 

ヨハ ネ の 黙示 録 2 章 28 節 で 、 霊 感 を 受け た 声 が ル シ フ ェ ル の 星 の 
神聖 な 復活 を 約束 する 。 

理解 し た 様 に 、 五 蘭 星 は 魔術 の 全て の 神秘 、 グ ノー シス の 全て の 
象徴 、 隠 され た 学問 の 全て の 象徴 、 預 吉 書 の 全て の カバ ラ の 鍵 を 要 
約 する 。 

パラ ケル スス は 五 蘭 星 が 全て の 象徴 の 中 の 無 上 の 大 いな る 象徴 、 
全て の 象徴 の 中 の 無 上 の 力 が 有る 象徴 で ある と 話し て いる 。 

五 蘭 星 が 全て の 位階 の 霊 に 実際 に 作用 を 発揮 する 事 に つい て 魔術 
師 の 確信 を 揺るが す 理 由 が 有る で あろ つう つか? いい え ! 

小宇宙 の 星 で ある 五 蘭 星 は 十字 を 侯 る 大 則 を 震え 上 が ら せ る 。 

反対 に 、 魔 術 師 が 意思 の 衰え に 気づい た 時 は 、 魔 術 師 は 五 蘭 星 を 
見 て 右手 に 取り 、 知 の 全能 性 で 武装 し た 様 に 感じ る 。 

魔術 師 が 本 物 の 王者 で あれ ば 、 五 蘭 星 は 神 の 実現 の ゆり か ご 、 イ 
エス の ゆり か ご に 魔術 師 を 導く 。 

魔術 師 が 知り 、 大 胆 に 行い 、 思 い 、 沈 黙 を 守る の で あれ ば 、 五 共 
星 は イエ ス の ゆり か ご に 魔術 師 を 導く 。 

魔術 師 が 知り 、 大 胆 に 行い 、 希 望 し 、 沈 黙 を 守る の で あれ ば 、 五 
蘭 星 は イエ ス の ゆり か ご に 魔術 師 を 導く 。 

魔術 師 が 杖 、 杯 、 剣 、pantacle を 応用 する 方 法 を 知っ て いる の で 
あれ ば 、 五 蘭 星 は イエ ス の ゆり か ご に 魔術 師 を 導く 。 

魔術 師 の 魂 の 大 胆 な 視線 が 五 荘 星 の 昇 っ て いる 頂点 が 常に 開い て 
いる 両目 に 対応 し て いる の で あれ ば 、 五 蘭 星 は イエ ス の ゆり か ご に 
魔術 師 を 導く 。 
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仲介 する も の 


すでに 話し た 様 に 、 全 て の 奴隷 状態 か ら 意 思 を 自由 に する 事 と 、 
統治 の わざ に よる 意思 の 教育 と いう 、2 つ の も の が 、 魔 術 の 力 を 獲 
得する に は 必要 で ある 。 

(肉欲 の 奴隷 か ら 意思 を 自由 に する 事 と 、 知 に よる 意思 の 鍛錬 と 
いつ うつ 、2 つ の も の が 、 魔 術 の 力 を 獲得 する に は 必要 で ある 。) 

創世 記 3 章 15 節 の 蛇 の 頭 を 圧倒 する 女性 は 、 王 者 の 意思 の 象徴 で 
ある 。 

(高等 魔術 の 教理 2 章 「 創 世 記 3 章 15 節 の 蛇 の 頭 を 圧倒 する 運命 の 
女性 は 、 常 に 盲目 的 な 力 の 流れ を 克服 する 知 の 例え で ある 」) 

ヨハ ルネ の 黙示 録 20 章 1 節 か ら 3 節 の 竜 を 槍 と 、 か か と で 抑 える 、 光 
を 放つ 天使 は 、 王 者 の 意思 の 象徴 で ある 。 

蛇 、 童 は 大 いな る 魔術 の 代行 者 の 象徴 で ある 。 

( 蛇 、 竜 は 星 の 光 の 象徴 で ある 。) 

蛇 、 竜 は 光 の 二 重 の 流れ の 象徴 で ある 。 

蛇 、 童 は 地 の 生 き て いる 星 の 火 の 象徴 で ある 。 

古代 の 神 統 系 譜 学 で は 、 星 の 光 を 牛 、 ヤ ギ 、 犬 の 頭 を 持っ た 蛇 で 
表し た 。 

星 の 光 は ケー リュ ケイ オン の 二 重 の 蛇 で ある 。 

星 の 光 は 、 創 世 記 の 古い 蛇 で ある が 、 民 数 記 21 章 8 節 か ら 9 節 の さ 
お に 吊る され た 火 の 蛇 で も ある 。 

創世 記 の 古い 蛇 と 、 民 数 記 21 章 8 節 か ら 9 節 の さ お に 吊る され た 火 
の 蛇 は 、 創 造 す る 男性 器 で ある 、 タ ウ に か ら み つい て いる 。 

星 の 光 は サバ ト の ヤギ で ある 。 

星 の 光 は 神殿 騎士 団 の バフ ォ メ ッ ト で ある 。 

星 の 光 は グノー シス 主義 者 の 質 料 で ある 。 

星 の 光 は 2 つの 尾 の 蛇 で ある 。 

星 の 光 は 太陽 の 鶏 で ちる アブ ラク サス の 両脚 で ある 2 つの 尾 の 蛇 


で ある 。 
星 の 光 は M . Eudes de Mirville が 悪魔 と 呼ん で いる も の で ある 。 
星 の 光 は 盲目 的 な 力 で ある 。 
も し 殊 が 地 の 鎖 か ら 自 由 に 成り た い の で あれ ば 、 形 は 星 の 光 を 圧 
倒す る 必要 が 有る 。 


な ぜ な ら 、 魂 、 霊 は 星 の 光 の 死に 至る 引き 寄せ る 力 か ら 離れ られ 
な い の で あれ ば 、 星 の 光 の 力 が も た ら す 流れ に 霊 を 同化 する 事 に 
よっ て 、 霊 は 中 心 の 火 、 永 遠 の 火 に 戻る 事 に 成る 。 

魔術 の 作業 と は 、 星 の 光 で ある 古い 蛇 の 人 巻き つき か ら 自 由 に 成っ 


て 、 足 を 古い 蛇 の 頭 に 置き 、 魔 術 師 が 望む 所 に 古い 蛇 を 導く 事 で あ 
る 


マタ イ に よる 福音 4 章 9 節 で 古い 蛇 は 「 も し 、 あ な た が 私 に 、 ひ れ 
伏し て 神 と し て 敬礼 する の で あれ ば 、 私 は 地 の 全 て の 王国 を あな た 
に 反 え よう 」 と 話し た 。 

後記 の 様 に 、 秘 伝 伝 授 者 は 答え て 話す べき で ある 。 


「 私 は 古い 蛇 に 、 ひ れ 伏 さ な い 。 
古い 蛇 が 私 の 足元 に 、 ひ れ 伏 すべ き で ある 。 
古い 蛇 が 私 に 与え られ る 物 は 何 も 無 い 。 
私 は 古い 蛇 を 応用 する 。 

私 は 古い 蛇 を 私 が 望む 所 に 連れ て 行く 。 
私 は 古い 蛇 の 主 で ある 


前 記 の 答え は 、 ヴ ェ ー ル に 隠さ れ た 形 で 、 マ タイ に よる 福音 4 章 
10 節 の 「 ここ か ら 立 ち 去 れ 、 サ タン 。『 あ な た は 、 あ な た の 神 で あ 
る 主 を 神 と し て 敬礼 する べき で ある 。 あ な た は 神 で ある 主 に だ け 仕 
える べき で ある 。』 と 時 書 に 記さ れ て いる 」 と いう 救い 主 イ エス の 答 
え に 含 まれ て いる 。 

すでに 話し た 様 に 、 悪 魔 は 人 格 で は な いい!。 

斉 っ た 力 を 悪魔 と 呼ん で いる 。 

斉 っ た 星 の 光 を 悪魔 と 呼ん で いる 。 

マル コ に よる 福音 5 章 8 節 の 「 汚れ た 霊 」 は 邪悪 な 意思 の 鎖 が 形成 
し た オド の 流れ 、 磁 気 の 流 れ で ある 。 

マル コ に よる 福音 5 章 9 節 で 「 汚 れ た 霊 」 は 「 レギ オン 、 軍 団 」 と 
名 乗っ て いる 。 

マル コ に よる 福音 5 章 13 節 で 「 汚れ た 霊 は 肘 の 群れ を 湖 の 中 に 投 
げ 落 と し た 」。 

マル コ に よる 福音 5 章 13 節 の 「 汚れ た 霊 が 豚 の 群れ を 湖 の 中 に 投 
げ 落 と し た 」 例え 話 は 、 誠 っ た 意思 、 邪 悪 な 意思 が 盲目 的 な 力 に 作 
用 で きる と いう 例え 話 で あり 、 盲目 的 な 力 が 本 能 が 劣っ た 存在 (、 
悪人 ) を 引き 寄せ る と いう 例え 話 で ある 。 

マル コ に よる 福音 5 章 13 節 の 「 肘 の 群れ 」 と いう 例え と 、 女 神 キ 
ルケ が オデ ュ ッ セ ウ ス の 戦友 を 「 豚 の 群れ 」 に 変え た と いう 例え は 
同じ で ある 。 

オデ ュ ッ セ ウ ス が 女神 キル ケ か ら 自 分 を 守る た め に 戦友 を 救う た 
め に 誘惑 の 杯 を し り ぞ け 女 神 キ ルケ に 剣 で 命 久 し た 事 に 注目 し な さ 
し い !。 

オデ ュ ッ セ ウ ス は 誘惑 の 杯 を し けり ぞ け 女神 キル ケ に 剣 で 命 金 
り /E 


女神 キル ケ は 自然 の 象徴 で ある 。 

女神 キル ケ は 自然 の 全て の 快楽 と 誘惑 の 象徴 で ある 。 

自然 を 楽し お た め に は 人 は 自然 を 圧倒 する 必要 が 有る 。 

前 記 が ホメ ロス の 例え 話 の 意味 で ある 。 

古代 ギリ シャ の 本 物 の 神 の 書 で ある 、 ホ メロ ス の 詩 は 、 天 の 高等 
な オリ エン ト の 秘伝 伝授 の 全て の 神秘 を 含ん で いる 。 

自然 の 仲介 する も の は 蛇 で ある 。 

自然 の 仲介 する も の 、 蛇 は 常に 行動 的 で ある 。 

自然 の 仲介 する も の 、 蛇 は 行動 し な い 怠 怖 な 意思 を 常に 誘惑 す 


る 。 

人 は 自然 の 仲介 する も の 、 蛇 を 絶え 間 無く 和らげ る 事 に よっ て 、 
蛇 に 抵抗 する 必要 が 有る 。 

好色 な 、 真 欲 な 、 短 気 な 、 行 動 し な い 人 怠 情 な 魔術 師 は 有り 得 な 
し 1。 

魔術 師 は 考え 思 つ 。 

魔術 師 は 肉欲 で 愛さ な い 。 

魔術 師 は 短気 に 断る 事 が 無い 。 

肉欲 の 奴隷 、 短 気 を 意味 する passion と いう 吉 葉 は 「 無 抵抗 な 」 を 
意味 する passive な 状態 を 意味 する 。 

魔術 師 は 常に 自発 的 で ある 。 

魔術 師 は 常に 勝利 者 で ある 。 

前 記 の 実現 の 到達 は 超越 的 な 知 の 重要 な 困難 な 事 で ある 。 

それ で 、 魔 術 師 が 自身 の 創造 を 完成 し た 時 は 、 少 な く と も 原因 と 
手段 に つい て は 、「 大 いな る 務め 」 を 満た す 事 に 成る 。 

自由 に 成っ た 意思 と いう 超自然 的 な 仲介 する も の だ けが 、 人 の 全 
能 の 「 大 いな る 代行 者 」、 自 然 を 仲介 する も の を 圧倒 し 、 傾 ける 事 
が 可能 で ある 。 

アル キメ デス は 世界 を 持ち 上 げ る た め に 支点 を 世界 の 外 に 求め 
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魔術 師 の 支点 は 知 の 立方 体 の 石 、Azoth の 賢者 の 石 で ある 。 

魔術 師 の 支点 、 知 の 立方 体 の 石 、Azoth の 賢者 の 石 は 、 正 反対 の 
も の の 共鳴 に よる 、 絶 対 の 論理 と 普遍 の 調和 の 考え で ある 。 

M . Eugene Sue は 想像 力 に 富ん だ 作者 で ある 。 

M . Eugene Sue は 世論 を 少な く と も 固定 し た 者 で ある 。 

M . Eugene Sue の 大 ロマ ン 小 説 は 、M . Eugene Sue は 憎む べき 
者 に し よう と 試み る が 、M . Eugene Sue の 意 に 反 し て 興味 深く 成 
る 、 個 性 的 な 登場 人 物 Rodin を 基 に し て いる 。 

M . Eugene Sue の ロマ ン 小 説 の 個性 的 な 登場 人 物 Rodin は 、 法 王 
シク スト ゥ ス 5 世 の 様 に 、 妨 耐 強く 、 大 胆 で 、 知 的 で 、 天 オ で あ 
る 。 


(法王 シク スト ゥ ス 5 世 は 妨 耐 強く 、 大 胆 で 、 知 的 で 、 天 オ で あ 
ゅ り 
法王 シク スト ゥ ス 5 世 は 貧し か っ た 。 

法王 シク スト ゥ ス 5 世 は 節制 し た 。 

法 エ シク スト ゥ ス 5 世 は 肉欲 に 動か され ず 冷 静 で あっ た 。 

法王 シク スト ゥ ス 5 世 は 熟練 の 組み 合わ せ の 網 の 目 に か ら め て 全 
世界 を 掌握 し た 。 

M . Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 、 思 い 通 り に 敵 ど も の 
肉欲 を 刺激 し て 、 敵 ども を 同士 討ち させ る 。 

M . Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 、 密 か に 、 飾 ら ず に 、 
ご ま か さ ず に 、 常 に 見 つめ て いる 一 点 に 常に 到達 する 。 

M . Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin の 目的 は 、M . Eugene 
Sue が 危険 で あり 邪悪 で ある と 信じ て いる 結社 か ら 世界 を 救う 事 で 
ある 。 

M . Eugene Sue は 、M . Eugene Sue が 危険 で あり 邪悪 で ある と 
信じ て いる 結社 か ら 世界 を 救う た め に は 、 ど ん な 犠牲 も 高く は な い 
と 信じ て いる 。 

M . Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 粗悪 な 家 に 住む 。 

M . Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 粗悪 な 衣 を 着る 。 

M . Eusgene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 人 の 残し た 、 ご み の 様 
な 物 を 食べ る 。 

M . Eusgene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 常に 自身 の 務め に 取り 
組む 。 

一 貫 し て 、M . Eugene Sue は 、 小 説 の 登場 人 物 Rodin を みす ぼら 
し い 、 不 快 な 、 憎 お むべ き 、 接 触 を 拒み た い 、 見 る の も 嫌 な 者 と し て 
描い て いる 。 

し か し 、 仮 に 、 み す ぼ ら し い 、 不 快 な 、 憎 むべ き 、 接 触 を 拒み た 
い 、 見 る の も 嫌 な 外見 は 、 目 的 の た め の 偽 装 の 手段 で あれ ば 、 よ り 
確実 に 目的 に 到達 する た め の 手 段 で あれ ば 、 崇 高 な 勇気 の 明確 な 証 
で ある ! 

M . Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 法王 に 成っ た な ら ば 粗 
悪 な 衣 を 着 た り 嫌 な 外見 を 装っ た り し な い ! 

M . Eugene Sue は 斉 っ た 。 

M . Eugene Sue の 目的 は 迷信 と 狂信 を 笑い も の に する 事 で あっ 
訓 8 

し か し 、 課 っ て 、M . Eugene Sue は 知 、 力 、 天 オ 、 無 上 の 人 の 美 
徳 を 攻撃 し た 。 


中 申 


肉欲 か ら は 何 も の に も 欲望 せ すず に 、 良 く 意思 する 事 、 長 く 意 思 す 
る 事 、 常 に 意思 する 事 。 

肉欲 か ら は 何 も の に も 欲望 せ すず に 、 良 く 意思 する 事 、 長 く 意 思 す 
る 事 、 常 に 意思 する 事 は 力 の 秘訣 で ある 。 

肉欲 か ら は 何 も の に も 欲望 せ すず に 、 良 く 意思 する 事 、 長 く 意 思 す 
る 事 、 常 に 意思 する 事 は 魔術 の 秘密 で ある 。 

「 エル サレ ム 解 放 」 で タッ ソ は 、 魔 女 ア ルミ ー ダ の 誘惑 を 打ち 砕 
いて リナ ルド を 救う 2 人 の 騎士 で 、 魔 術 の 秘密 を 表し た 。 

魔術 の 秘密 で ある 2 人 の 騎士 は 、 無 上 に 魅力 的 な 女神 ニン フ に 
も 、 無 上 の 胃 散 する べき 獣 に も 、 同 じ 様 に 、 抵 抗 する 。 

魔術 の 秘密 で ある 2 人 の 騎士 は 、 肉 欲 の 欲望 の 無い まま 、 恐 怖 の 
無い まま 、 目 的 に 到達 する 。 

本 物 の 魔術 師 は 、 好 まし い 感 情 よ り も 最 敬 の 念 、 敬 遠 す る 気持 ち 
を 起こ させ る ! 

本 物 の 魔術 師 が 敬遠 する 気持 ち を 起こ させ る 事 を 否定 し な い 。 

一 方 、 人 生 の 誘惑 が 甘美 で ある 事 を 認め る 。 

アナ クレ オン が 天 オ で ある 事 を 公正 に 評価 する 。 

愛 の 詩 の 全て の 若い 盛り を 公正 に 評価 する 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 肉欲 の 快楽 の 心酔 者 に 超越 的 な 知 は 好奇 心 に 
だ け 留 め る 様 に 真剣 に すす め る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 肉 谷 の 快楽 の 心酔 者 に 魔術 の 三脚 に 近づか な 
い 様 に 真剣 に すす め る 。 

知 の 大 いな る 務め は 死 を 肉欲 の 快楽 に も た ら す 。 

先天 的 な も の で ある 肉欲 の 鎖 か ら 解 脱し た 人 は 、 最 初 に 、 獣 が 従 
うと いう 形 で 、 自 身 の 全 能 を 実現 する で あろ う 。 

ダニ エル 書 6 章 の ライ オン の 穴 に 入れ られ た が 無事 で あっ た 預 圭 
者 ダニ エル の 伝説 は 作り 話 で は な しい !。 

初期 の キリ スト 教 の 迫害 の 時 に 、 獣 が キリ スト 教徒 に 従う 現象 が 
全 ロ ー マ 市 民 の 前 で 1 度 だ け で は な く 、 く り 返 され た 。 

恐れ て いな い 動 物 を 処 ろ し く 感 じ る 時 が 稀 に 有る 。 

ライ オン 級 し の Jules Gerard の 銃弾 は 魔術 的 で あり 知 的 で ある 。 

Jules Gerard は 1 度 だ け 危 険 を お か し た 事 が 有 っ た 。 

Jules Gerard は 勝 病 者 の 同行 を 許し た 。 

無 思 應 な 同行 者 の 命 が 失 われ そう に 成る の を 見 て 、Jules Gerard 
は 自身 の た め に で は な く 同 行者 の た め に 恐怖 を 覚え た 。 

多数 の 人 々 は 「 肉 欲 か ら 解 脱 す る 決意 に 到達 する 事 、 ラ イオ ン を 
恐れ な い 決 意 に 到達 する 事 は 、 困 難 で あり 、 不 可能 で すら 有る 」 と 
吉 う で あろ う 。 

多数 の 人 々 は 「 意 思 の 力 、 性 格 的 な 力 は 、 先 天 的 な オ 能 で ある 」 
と 吉 つ うつ で あろ っ つ 。 


否定 は し な いり 。 

し か し 、 習 慣 に よっ て 天性 を 変え られ る 。 

「 習慣 は 第 二 の 天 性 な り 」 

教育 に よっ て 意思 を 完成 する 事 が 可 邊 E で ある 。 

前 に 話し た 様 に 、 全 て の 宗教 の 儀式 の 目的 の 様 に 、 全 て の 魔術 の 
欄 式 の 目的 は 、 妨 遼 に よっ て 、 力 に よっ て 、 意思 を 試す 事 、 意思 を 
鍛え る 事 、 意 思 を 慣らす 事 で ある 。 

実行 が 困難 で あれ ば ある ほど 、 効 果 は 大 きい 。 


中 略 


も し 磁気 の 催眠 術 の 現象 を 導く 事 が 未だ 不可 能 で あれ ば 、 秘 伝 伝 
授 者 で ある 肉欲 か ら 本 当 に 自由 に 成っ た 催眠 術 師 が 未だ 現れ て いな 
いか ら で あ る 。 

誰が 肉欲 か ら 本 当 に 自由 に 成っ た と 誇る 事 が 可能 で あろ つか ? 
いい え ! 

人 は 常に 自身 を 克服 する べき で は な いか ? は い ! 

同時 に 、 自 分 を 自身 に 強く 十分 に 確信 さ せ た 人 の 身 ぶ り と 吉 葉 に 
自然 が 自ら 従 つ の は 確か で ある 。 

「 自然 が 自ら 従う 」 と 話し た が 、「 自然 が 自ら 自身 を 偽る 」 と は 
話し て いな いし 、「 自 然 が 自ら 自然 の 可能 性 の 秩序 を 乱す 」 と は 話 
し て いな い 。 

吉 葉 に よっ て 、 息 に よっ て 、 触 れる 事 に よっ て 、 神 経 の 病 を 治せ 


る 。 

ある 場合 に は 、 復 活 さ せら れる 。 

邪悪 な 意思 に 抵抗 し て 、 人 毅 し か ら 武 器 を 取り 上 げ 、 人 級 し を 打 
ち 負 か す 事 が で きる 。 

逃れ る 必要 が 有る 人 々 の 視覚 を 乱す 事 に よっ て 自身 を 見 えな く で 
きる 。 

前 記 は 、 全 て 星 の 光 の 放射 や 引き 寄せ に よる 自然 な 結果 で ある 。 

Valentius が Cesarea の 神殿 に 入っ た 時 に 感じ た 、 め まい と 恐怖 の 
原因 は 星 の 光 で ある 。 

Heliodorus が エル サレ ム の 神殿 で 突然 の 狂気 に 圧倒 され た 原因 は 
星 の 光 で ある 。 

Heliodorus は 天使 達 、 神 の 聖霊 達 が Heliodorus を むち で 打ち 、 踏 
2 じ っ た ご だ 情 じ た 。 

暗 級 者 ども が Admiral de Coligny に 敬意 を 覚え た 原因 は 星 の 光 で 

ある 。 

顔 を そむけ た 狂人 だ けが Admiral de Colisny を 角 す 事 が で きた 。 

ジャ ン ヌ ダル ク の 舘 心 に よる 魅力 と ジャ ン ヌ ダル ク の 大 胆 さ に 


よる 奇跡 が ジャ ン ヌ ダル ク を 常に 勝利 させ た 。 

ジャ ン ヌ ダル ク は 敵 の 腕 を し びれ させ た 。 

イギリス 人 は ジャ ン ヌ ダル ク が 魔女 で ある と 真面目 に 考え た 。 

事実 、 ジ ャ ン ヌ ダル ク は 知ら な いで 奇跡 を 起こ し た 聖女 で あっ 
た 。 

ジャ ン ヌ ダル ク 自 身 は 自分 は 超自然 的 に 行動 し て いる と 信じ て い 
ai 

し か し 、 (生還 時 ジャ ン ヌ ダル ク は 自然 の 法 が 普遍 に 常に 統治 す 

魔術 師 、 催眠 術 師 は 自然 の 仲介 する も の で ある 星 の 光 を 和 治 する 
べき で ある 。 

結果 と し て 、 魔 術 師 、 催 眠 術 師 は 星 の 体 を 統治 する べき で ある 。 

星 の 体 に よっ て 、 人 の 魂 は 自身 の 肉体 の 器官 と 交信 する 。 

魔術 師 は 、 肉 体 に 「 眠 りな さい ! 」 と 話し 、 星 の 体 に 「 夢 を 見 な 
さい | ! 」 と 話せ る 。 

魔術 師 が 、 肉 体 に 「 眠 りな さい ! 」 と 話し 、 星 の 体 に 「 夢 を 見 な 
さい ! 」 と 話す と 、 麻薬 使 用 時 の 映像 の 様 に 、 目 に 見 える も の の 外 
見 が 変わ る 。 

カリ オス トロ は 幻視 の 力 を 持っ て いる と 話し て いた 。 

カリ オス トロ は 、 煙 や 香 に よっ て 、 幻 視 の 作用 を 強め た 。 

し か し 、 本 物 の 雄 気 の 催眠 術 の 力 は 煙 や 香 と いっ た 助け を 超越 す 
る べき で ある 。 

多かれ 少な か れ 、 煙 や 香 と いっ た 全て の 助け は 、 理 性 に 有害 で あ 


る 。 
多かれ 少な か れ 、 煙 や 香 と いっ た 全て の 助け は 、 健 康 に 有害 で あ 


る 。 

学 の 有る 作品 「 メ イソ ン の オカ ルト 」 で ラゴン は 催眠 術 を 強め る 
の に 適し た 一 連 の 薬 の 処方 せん を 記し て いる 。 

催眠 術 を 強め る 薬 の 知 を 軽視 する べき で は な いり 。 

し か し 、 思 應 の 有る 魔術 師 は 催眠 術 を 強め る 薬 の 実践 を 避け る ベ 
き で ある 。 

人 は 星 の 光 を 視線 、 声 、 親 指 、 手 の ひら に よっ て 放射 する 。 

歌 と いっ た 音楽 に は 声 を 助け る 力 が 有る 。 

魔術 、 誘 惑 、 魔 術 に か か っ た 状態 、 誘 惑 に か か っ た 状態 、 忘 我 状 
態 を 意味 する enchantment の 語源 は 歌う で ある 。 

人 の 声 は 無 上 の 魔術 と 誘惑 の enchantment の 音楽 的 な 手段 で あ 


遠く か ら 聞 こえ る ヴァ イオ リン や ハー モニ カ の 音 は 声 の 力 を 強め 
る 。 
圧倒 し た い 被 催眠 者 に 音楽 を 聞か せ て 催眠 術 の 用 意 を する 。 


被 催眠 者 が 半ば 無 感覚 に 成っ た 時 に 、 吉 わ ば 、 催 眠 術 の 魔術 と 誘 
惑 が 被 催 眠 者 を 包ん だ 時 に 、 催眠 術 師 は 被 催眠 者 に 向け て 手 を 伸 ば 
すべ き で ある 。 

催眠 術 師 は 被 催眠 者 に 「 (肉体 よ 、) 眠 りな さい 」、「( 星 の 体 よ 、 
夢 を ) 見 な さい 」 と 命令 する べき で ある 。 

する と 、 上 自身 と は 無関係 に 、 被 催眠 者 は 催眠 術 師 に 従 つ 。 

仮に 被 催眠 者 が 催眠 術 師 に 抵抗 する な ら ば 、 供 眠 術 師 は 被 催眠 者 
を じっと 見 つめ る 必要 が 有る 。 

催眠 術 師 は 、 一 方 の 親指 を 被 催眠 者 の 両目 の 間 に 置 き 、 他 方 の 親 
指 を 被 催眠 者 の 胸 の 上 に 軸 き 、 軽 く 速 く 触 れる 必要 が 有る 。 

催眠 術 師 は 息 を 、 ゆ っ くり 吸い 込み 、 優 し く 暖 か く 吹 き 込 む 必 要 
が 有る 。 

催眠 術 師 は 低い 声 で "(肉体 よ 、) 眠 りな さい ! 」、「( 星 の 体 よ 、 
夢 を ) 見 な さい ! 」 と 、 く けり 返す 必要 が 有る 。 


/ 


タリ スマ ン の 7 つ 1 組 


すでに 話し た 様 に 、 儀 式 、 衣 、 香 、 文 字 、 図 形 は 想像 力 で 意思 
教育 する た め に 必要 で ある 。 
魔術 の 作業 の 成功 は 全て の 儀式 の 信心 深い 結果 に 左右 され る 。 
全て の 本 物 の 魔術 の 儀式 に は 根拠 が 有る 。 
全て の 本 物 の 魔術 の 儀式 は 気 ま で れ で は な い 。 
全て の 本 物 の 魔術 の 儀式 は 古代 か ら 伝 えら れ た 物 で ある 。 
Ke 類推 可能 性 の 実現 の 基本 の 法 に よっ 
、 概 念 と 形 の 必然 の 対応 の 基本 の 法 に よっ て 、 永 遠 に 存在 する 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 全 て の 無 上 の 舘 頼 する べき 魔術 書 と 魔術 の 
儀式 の 、 調査 と 比較 に 多年 を 費やし た 。 
苦労 し て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 普遍 の 古代 の 原初 の 魔術 の 儀式 の 
復元 に 成功 し た 。 
魔術 の 儀式 に つい て の 真剣 な 本 は 、 数 が 限ら れ て お り 、 手 書き 
で 、 ト リ テ ミ ウス の 「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 の 助け で 解読 し た 暗号 で 書 
か れ て いる 。 
トリ テ ミ ウ ス の 「 ポリ グラフィ ア 」 で 解読 で きる 暗号 で 書か れ て 
いる 本 以外 の 本 は 全体 が 象徴 で 書か れ て いる 。 
トリ テ ミ ウ ス の 「 ポリ グラ フィ ア 」 で 解読 で きる 暗号 で 書か れ て 
いる 本 以外 の 本 は 象徴 の 真理 を 謎 の 吉 葉 に よる 迷信 的 な 虚構 で 偽装 
し て いる 。 
例え ば 、 法 王 レ オ 3 世 の 「 Enchiridion 」 は 正しい 図形 で 印刷 され 
た 事 が 無い 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion 」 を 古代 の 手 書 
き の 本 を 元 に 復元 し た 。 
「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 と いう 名 前 で 知ら れ て いる 魔術 書 は 多数 存在 
する 。 
「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 は 多数 が 印刷 され た が 、 残 り は 細心 の 注意 で 
書き 写 さ れ て いる 手書き で ある 。 
良い 上 質 な 「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 が 帝国 図書 館 に 保存 され て いる 。 
帝国 図書 館 の 「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 に は 多数 の pantacle と 絵 が 描か 
れ て いる 。 
帝国 図書 館 の 「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 の pantacle と 絵 の 多 数 は ティ コ 
ブラ ー エ の 魔術 の カレ ンダ ー、Duchentau の 魔術 の カレ ンダ ー の 
pantacle と 絵 を 盗用 し た 物 で ある 。 
最後 に 、 金 銭 目 当て の まがい 物 で あり 詐欺 出版 者 が 詐称 し た 物 で 
ある 偽物 の 「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 と 偽物 の 魔術 書 が 存在 する 。 


悪名 高い 18 世 紀 の 「TLittle Albert 」 は 大 部 分 が 金銭 目当て の ま が 
い 物 で ある 。 

パラ ケル スス の タリ スマ ン の 絵 と 計算 を 盗用 し た 「TLittle Albert 」 
の 一 部 の タリ スマ ン の 絵 と 計算 だ けが 、 ま が い 物 で は な い 。 

実現 と 儀式 に つい て は 、 パ ラケル スス が 魔術 の 大 いな る 権威 で あ 
る 。 
パラ ケル スス より 大 いな る 作業 を 成 惹 し た 者 は いな し いい!。 

前 記 の 理由 か ら 、 パ ラケル スス は 儀式 の 力 を 隠し た 。 
隠さ れ た 哲学 で パラ ケル スス は 意思 の 全能 の 磁気 の 代行 者 の 存在 
だ け を 教え た 。 

パラ ケル スス は 図形 の 全て の 知 を 大 宇宙 の 星 で ある 六 星 と 小 宇 
宙 の 星 で ある 五 蘭 星 と いう 2 つの 図形 に 要約 し た 。 

前 記 で 、 達 道 者 に は 十分 で ある 。 

大 衆 に 秘伝 伝授 し な い 事 が 重要 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 パ ラケル スス は 儀式 を 教え な いで 実践 だ けし 
だ 

パラ ケル スス の 実践 は 奇跡 の 連続 で あっ た 。 

すでに 話し た 様 に 、3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 は 魔術 的 に 重要 で ある 。 

3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 の 組み 合わ せ は 普遍 の 総合 を 表す 大 いな る 宗教 的 
な カバ ラ 的 な 数 で ある 。 

3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 の 組み 合わ せ は 神 の 7 つ 1 組 と 成る 。 

古代 人 は 7 つの 二 次 的 な 原因 が 世界 を 統治 し て いる と 信じ て い 
た 。 

(第 一 原因 は 神 で ある 。) 

トリ テ ミ ウ ス は 7 つの 二 次 的 な 原因 を secundaei と 呼ん だ 。 

7 つの 二 次 的 な 原因 は 7 つの 普遍 の 力 で ある 。 

モー セ は 7 つの 二 次 的 な 原因 、7 つ の 力 を 神 の 複数 形 、 エ ロ ヒ ム 、 
神々 と 呼ん だ 。 

7 つの 力 は 相互 に 類推 可能 で ある 。 

7 つの 力 は 相互 に 対立 し て いる 。 

7 つの 力 は 対立 に よっ て 、 つ り 合 い を も た ら す 。 

7 つの 力 は 7 惑星 の 動き を 統治 する 。 

へ ブラ イ 人 は 7 つの 力 を ミカ エル 、 ガ ブリ エル 、 ラ ファ エル 、 ア 
ナ エ ル 、 サ マエ ル 、 ザ ドキ エル 、 オ リフ ィ エ ル と いう 7 つの 大 いな 
る 大 天使 の 名 前 で 呼ん だ 。 

ゲ グノー シス 主義 者 は 7 つの 力 を ミカ エル 、 ガ ブリ エル 、 ラ ファ エ 
ル 、 ウ リエ ル 、 バ ラキ エル 、 セ アル ティ エル 、 イ ェ フ ディ エル と 呼 
ん だ 。 

他 の 国々 は 7 惑星 の 統治 を 7 つの 霊 に 委ね て 7 つの 主 な 神々 や 天使 
の 名 前 で 呼ん で いる 。 


全て の 人 々 は 7 惑星 の 感化 力 を 信じ て いる 。 

古代 の 天文 学 は 7 惑星 で 天 を 分 けた 。 

古代 の 天文 学 は 7 つの 曜日 を 7 惑星 に 統治 させ た 。 

前 記 が 魔術 の 1 週間 の 様々 な 儀式 と 7 惑星 の 7 つ 1 組 の 儀式 の 理由 で 
ある 。 

すでに 話 し た 様 天 に 、7 惑 星 は 象徴 で ある 。 

7 惑星 は 普遍 の 信心 に よる 感化 力 を 持っ て いる 。 

な ぜ な ら 、7? 惑 星 は 天体 と 吉 つ より 人 の 精神 の 星 で ある 。 

古代 の 魔術 は 常に 大 陽 を 固定 され て いる も の と 考え た 。 

大 斎 に と っ て の み 大 陽 は 惑星 で あっ た 。 

前 記 の 理由 か ら 、 大 陽 は 安息 日 を 表す 。 

理由 は 知ら な い が 、 フ ラン ス 語 で は 日 曜 を 「dimanche 」 と 吉 つ 。 

古代 人 に は 安息 日 は 太陽 の 日 で ある 。 

魔術 的 な 7 惑星 は プリ ズム の 七色 と 七 音 音階 に 対応 し て いる 。 

古代 人 は 7 つの 徳 を 7 惑星 で 表し た 。 

(信仰 の 太陽 、 思 上 應 の 水星 、 愛 の 金星 、 希 望 の 月 、 勇 気 の 火 星 、 
正義 の 木星 、 節制 の 土星 ) 

古代 人 は 7 つの 徳 に 対立 する キリ スト 教 の 倫理 道徳 の 七 つ の 大 
固 、 七 つの 死に 至る 大 固 を 7 惑星 で 表し た 。 

(人 徴 慢 の 太陽 、 怠 必 の 水星 、 色 欲 の 金星 、 條 欲 の 月 、 慎 怒 の 火 
星 、 巡 始 の 木星 、 暴 食 の 土星 ) 

大 いな る 普 負 の 7 つ 1 組 で ある 7 惑星 は カト リッ ク の 七 つ の 秘 跡 に 
対応 し て いる 。 

( 

七 つ の 秘 跡 は 洗礼 、 神 の 聖霊 を 授かる 堅 信 、 パン を イエ ス の 肉 と 
思っ て 頂く 聖体 、 ゆ る し 、 病 者 へ の 塗 油 、 祭 司 に する 叙 階 、 結 婚 で 
ある 。 

太陽 の 祭司 に する 叙 階 、 水 星 の 神 の 聖霊 を 授かる 堅 信 、 金 星 の 結 
に N 月 の 洗礼 、 火 星 の ゆ る し 、 木 星 の パ ン を イエ ス の 肉 と 思っ て 頂 

聖体 、 土 星 の 病 者 へ の 塗 油 。 

) 

月 に 対応 する 、 水 の 元素 を 清め る 、 洗 礼 。 

火星 の 天使 で ある サマ エル の 助け の 下 で の 、 禁 欲 や 苦行 に よる 、 
ゆる し 。 

水星 の 天使 で ある ラフ ァ エ ル の 助け の 下 で の 、 本 物 の 値 者 が 異 吉 
を 授かる 、 理 解 の 神 の 聖霊 を 授かる 堅 信 。 

木星 の 統治 の 代わ り に 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 実現 の 秘跡 を 応用 
する 、 パ ン を イエ ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖体 。 

金星 の 清め る 神 の 聖 圭 で ある 天使 アナ エル が 清め る 、 結婚 。 

土星 の 鎌 の 下 に 倒れ よう と し て いる 病 者 を 守る 、 病 者 へ の 塗 油 。 


太陽 の 特徴 が より 特別 に 表す 、 光 の 祭司 を 清め る 、 祭 司 に する 統 
E 


博識 な デュ ピュ イ は 前 記 の 類推 の ほとん ど 全 て に 気づい た 。 
そこ か ら 、 デ ュ ピ ュ イ は 、 一 連 の 宗教 の 形 の 普遍 の 象徴 が 常に も 
た ら す 唯一 の 考え の 神聖 さと 永遠 性 を 認め る 代わ り に 、 全 て の 宗教 
は 虚偽 で ある と 結論 し た 。 

デュ ピュ イ は 自然 の 調和 が 人 の 天 オ に 伝え る 永遠 の 啓 示 を 理解 で 
き な か っ た 。 

デュ ピュ イ は 巧妙 な 映像 と 永遠 の 真理 の 鎖 を 誠 り の 一 覧 表 と し か 
見 な か っ た 。 


魔術 の 作業 は 7 で ある 。 


太陽 の 助け の 下 で の 、 光 と 富 の 作業 。 

月 へ の 祈り の 下 で の 、 占 いと 神秘 の 作業 。 
水星 の 守り の 下 で の 、 技 、 知 、 雄 弁 の 作業 。 
火星 に ささ げ ら れ た 、 怒 り と 懲らしめ の 作業 、 怒 り と 神 の 作 


と 2 と 2 


ノ 


Q ひ いい? の デビ 


ノ 


金星 が 助け る 、 愛 の 作業 。 
木星 の 助け の 下 で の 、 熱 望 と 術 策 の 作業 。 
土星 の 助け の 下 で の 、 呪 いと 死 の 作業 。 


と 


と 


神学 の 象徴 で は 、 大 陽 は 真理 の 吉 葉 を 表す 。 

月 は 宗教 で ある 。 

水星 は 神秘 の 解釈 と 知 で ある 。 

火星 は 正義 で ある 。 

金星 は 思い や り と 愛 で あ る 。 

木星 は 復活 し た 昇天 し た 貯 光 の 救い 主 イ エス で ある 。 
土星 は 父 で ある 神 、 モ ー セ の ヤ ハ ウェ で ある 。 


人 の 体 で は 、 大 陽 は 心臓 に 対応 し て いる 。 

月 は 脳 と 対応 し て いる 。 

木星 は 右手 と 対応 し て いる 。 

土星 は を 手 と 対応 し て いる 。 

火星 は 左足 と 対応 し て いる 。 

金星 は 右足 と 対応 し て いる 。 

水星 は 生殖 器官 に 対応 し て いる 。 

水星 は 性 器 に 対応 し て いる 。 

前 記 の 理由 か ら 、 時 々 、 水 星 を 両性 具有 者 の 姿 で 表す 。 


人 の 顔 で は 、 太 陽 は 額 を 統治 する 。 

木星 は 右目 を 統治 する 。 

土星 は 左目 を 統治 する 。 

月 は 両方 の 具 根 を 統治 する 。 

火星 と 金星 は 2 つの 箇 田 、 小 具 を 統治 する 。 
水星 は 口 と あご を 統治 し て いる 。 


前 記 の 考え が 、 古 代 人 の 人 相 学 の 隠さ れ た 知 で ある 。 
後に 、Lavater は 不 完全 で は ある が 人 相 学 を 復活 させ た 。 


日 曜 に 、 光 の 作業 に 取り 組 も うと 思う 魔術 師 は 光 の 作業 を 行 つ 必 
要 が 有る 。 

日 曜 の 真夜 中 の 午前 0 時 か ら 朝 の 午前 8 時 まで の 間 に 、 ま た は 、 日 
曜 の 午後 3 時 か ら 肖 の 午後 10 時 まで の 間 に 、 光 の 作業 に 取り 組 も う 
思う 魔術 師 は 光 の 作業 を 行う 必要 が 有る 。 

日 曜 の 法衣 の 色 は 紫 で ある べき で ある 。 

日 曜 は 金 の 法王 の 三重 冠 と 金 の 腕輪 を 映 に つけ る べき で ある 。 
日 曜 の 祭壇 と 三脚 で ある 香 の 祭壇 と 神 の 火 の 三 脚 は 月 桂樹 、 ヘ リ 
オト ロー プ 、 ひ まわ り の 花輪 で 囲む 必要 が 有る 。 

( 

月 桂樹 は ギリ シャ の 光 の 神 ア ポロ ン の 樹 で ある 。 

へ リオ トロ ー プ は ギリ シャ 語 で 「 太 陽 に 向かう 」 を 意味 する 。 

) 

日 曜 の 理 は シナ モン 、 強 い 乳 香 、 サ フラ ン 、 ロ ー ズ ウッ ド で あ 


る 。 

日 曜 の 指輪 は chrysolite の 金 の 指輪 か ルビ ー の 金 の 指輪 で ある 必要 
が 有る 。 

(chrysolith、chrysolite は ギリ シャ 語 で 金 の 石 を 意味 する 。) 

日 曜 の 敷物 は ライ オン の 皮 で ある 必要 が 有る 。 

日 曜 の 選 お う ぎ は ハイ タカ の 羽 で ある 必要 が 有る 。 

(ハイ タカ の 語源 は 疾 き 鷹 で ある 。) 


月 曜 の 法衣 の 色 は 白 で ある 。 

月 曜 の 白 の 法衣 に は 銀 を 織り 込む 。 

月 曜 の 曰 の 法衣 の 首飾り は 真珠 、 水 晶 、 セ レナ イト の 3 つ 1 組 の 首 
飾り で ある 。 

(セレ ナイ ト の 語源 は ギリ シャ 語 で 月 を 意味 する セレ ネ で ある 。) 
月 曜 の 法王 の 三重 冠 は 黄色 の 絹 で 導 つ 必要 が 有る 。 

月 曜 の 法王 の 三重 冠 に は コル ネリ ウス アグ リッ パ の 「 隠 秘 哲 学 」 
に 記さ れ て いる へ プラ イ 文 字 の 組み 合わ せ 文 字 に よる ガブ プリ エル と 


いう 名 前 を 銀 で 描く 。 

月 曜 の 香 は 白 槽 、 カ ン フ ル 、 龍 光 香 、 沈 理 、 キ ュ ウ リ の 種 の 粉 で 
ある 。 

月 曜 の 花冠 は マグ ワー ト 、 ル ナリ ア 、 黄 色 の ラナ ン キ ュ ラ ス の 花 
葉 で ある 。 

(ルナ リア の 語源 は ラテ ン 語 で 月 を 意味 する ルナ で ある 。) 
月 曜 は 黒い 布 、 黒 い 衣 、 黒 い 物 を 避け る 必要 が 有る 。 

月 曜 は 銀 以外 の 金属 を 和 映 に つけ る べき で は な い 。 


火曜 は 報復 の 作業 の た め の 日 で ある 。 

火曜 の 法衣 の 色 は 赤 で ある べき で ある 。 

赤 は 火 、 金 属 の さび 、 血 の 色 で ある 。 

火曜 の 帯 と 腕輪 は 鉄 の 帯 と 鉄 の 腕輪 で ある 。 

火曜 の 法王 の 三重 冠 は 金 で 縛る 必要 が 有る 。 

火曜 は 杖 を 用 いる な か れ 。 

火曜 は ( 杖 の 代わ り に ) 魔 術 の 短 侯 と 魔術 の 剣 を 用 いる 必要 が 有 
る 。 

火曜 の 花冠 は 昔 ヨモギ と ヘン ルー ダ の 花冠 で ある 必要 が 有る 。 
火曜 の 指輪 は 紫水 晶 の 鉄 の 指輪 で ある 。 


水曜 は 超越 的 な 知 に 都合 の 良い 日 で ある 。 

水曜 の 法衣 の 色 は 緑色 か 色々 な 色 で ある べき で ある 。 

水曜 の 首飾り は 水銀 が 入っ て いる 中 空 の ガラ ス の ビー ズ と 真珠 の 
首飾り で ある 。 

水曜 の 香 は 安息 理 、 メ ー ス 、 魅 合理 で ある 。 

水曜 の 花 は 水仙 、 百 合 、 山 藍 ヤ マ ア イ 、 カ ラク サケ マン 、 マ ジョ 
ラム で ある 。 

水曜 の 宝石 は メノウ で ある べき で ある 。 


木曜 は 大 いな る 宗教 的 な 作業 と 大 いな る 政治 的 な 作業 の 日 で あ 
る 。 
木曜 の 法衣 の 色 は 黄色 い 赤 で ある スカ ー レ ッ ト で ある べき で あ 


木曜 は 、 木星 の 神 の 聖霊 の 絵 と GIARAR、 ベ トー ル 、SAMGABIEL, 
と いう 3 つの 詩 葉 が 記さ れ て いる 真 答 し ん ちゅ う の 板 を ひたい に 人身 
に つけ る べき で ある 。 

( 

真 倫 、 黄 銅 は 金 の 代わ り で ある 。 

ベト ー ル は 、 い くつ か の 魔術 書 で 木星 を 統治 する 霊 の 名 前 で あ 
る 。 


) 

木曜 の 香 は 乳 香 、 龍 江 香 、 バ ル サ ム 、 ギ ニア ショ ウ ガ 、macis、 
サフ ラン で ある 。 

木曜 の 指輪 は エメ ラル ド か サフ ァ イ ア の 指輪 で ある 。 

木曜 の 花冠 、 王 冠 は オー ク 、 ポ プラ 、 無 花 果 イチ ジ ク 、 ザ クロ 
の 、 和 花冠 、 王 冠 で ある べき で ある 。 


金曜 は 恋愛 の 作業 の 日 で ある 。 

金曜 の 法衣 の 色 は 空色 で ある べき で ある 。 

金曜 の 布 の 色 は 緑色 と バラ 色 で ある 。 

金曜 に 有 映 に つけ る 飾り は 磨い た 銅 の 飾り で ある 。 

金曜 の 王冠 の 色 は 紫 で ある 。 

金曜 の 花冠 は バラ 、 銀 梅花 、 オ リー プ の 花冠 で ある 。 

( 銀 梅 疹 は 古代 ギリ シャ で は 愛 の 女神 アフ ロディ ー テ の 花 、 古 代 
ロー マ で は 愛 の 女神 ウェ ヌス の 花 で あっ た の で 、 愛 、 不 死 、 純 涯 の 
象徴 に 成っ た 。) 

金曜 の 指輪 は ター コイ ズ の 指輪 で ある べき で ある 。 

金曜 の 法王 の 三重 冠 と 留め 金 は 瑠璃 る けり と 緑 柱 石 の 法王 の 三重 冠 
と 留め 金 が 望ま し い 。 

金曜 の 羽 お う ぎ は 白鳥 の 羽 で ある 必要 が 有る 。 

金曜 に 魔術 師 は アナ エル の 絵 と 「 幸 せ で あれ エヴァ ! 去れ リリ 
ス ! 」 を 意味 する AVE EVA VADE LILITH と いう 吉 葉 が 記さ れ て い 
る 銅 の タリ スマ ン を 胸 に 身 に つけ る 必要 が 有る 。 

(Anael、Aniel、Hanael、Haniel、 ア ナ エ ル 、 ア ニ エ ル 、 八 ナ エ 
ル 、 八 ニ エ ル は へ ブラ イ 語 で 神 の 喜び 、 神 の 恵み 、 神 の 優美 を 意味 
する 。) 


土曜 は 死 の 作業 の 日 で ある 。 

土曜 の 法衣 の 色 は 黒 か 奈 色 で ある 必要 が 有る 。 

土曜 の 黒 か 茜色 の 法衣 に は 黒 か オレ ンジ 色 の 絹 で 絵 を 刺繍 し し ゅ 
つう する 。 

土曜 は 、 土 星 の 象徴 の 絵 と ALMALEC、APHIEL、ZARAHIEL と い 
う 吉 葉 が 記さ れ て いる 鉛 の メダ ル を 首 に 身 に つけ る 必要 が 有る 。 
土曜 の 和 理 は diagridrinum、 ス カモ ニア 、 ミ ョ ウ バ ン 、 硫 黄 、 ア サ 
フェ ティ ダ で ある べき で ある 。 

土曜 の 指輪 は オニ キス の 指輪 で ある べき で ある 。 

土曜 の 花冠 は トネリコ 、 条 杉 、 ヘ レボ ルス の 花冠 で ある べき で あ 
る 。 


( 
糸 杉 は 腐敗 し 難い の で 槽 な ど に 用 いら れ た の で 死 の 象徴 に 成っ 


た 。 
糸 杉 は 一 度 切っ た ら 二 度 と 生え な い の で 死 の 象徴 に 成っ た 。 
イエ ス の 十字 架 は 和 休 杉 の 十字 架 で ある と いう 伝説 が 有る 。 
古代 エジプト や 古代 ロー マ で 余 杉 は 神木 で あっ た 。 
) 
土曜 の 指輪 の オニ キス に 、 土 星 の サ トゥ ル ヌ ス の 時 に 、 ヤ ヌス の 
2 つ 1 組 の 頭 の 絵 を 清め た 氏 き り で 刻む べき で ある 。 


前 記 が 、 魔 術 師 の 秘密 の 儀式 の 古代 の 遠 大 さ で ある 。 

前 記 と 同様 の 品々 を 用 いて 、 中 世 の 大 いな る 魔 術 師 達 は 日 々 7 つ 
の 霊 の 7 つの タリ スマ ン の うち 曜日 に 対応 する タリ スマ ン を 清め 
寺 。 

すでに 話し た 様 に 、1 つ の pantacle は 魔術 の 考え の うち の 1 つの 魔 
術 の 考え 全体 を 要約 する 総合 的 な 象徴 で ある 。 

1 つの pantacle は 1 つの 完全 な 考え と 意思 が 充満 し て いる 表れ で あ 
る 。 
1 つの pantacle は 1 つの 精神 の 表れ で ある 。 
pantacle を 儀式 で 清め る と 、 よ り 強 く 、 意 思 を pantacle に 結び つ 
けら れる 。 

pantacle を 儀式 で 清め る と 、 清 め た 者 と pantacle の 間 に 磁 気 の 鎖 
を 確立 で きる 。 

pantacle を 新品 の 羊 皮 低 、 新 品 の 紙 、 新 品 の 金属 に 記し て も 良 
L 1。 

タリ スマ ン と 呼ば れる 物 は 、 特 定 の 意図 の た め に 特別 に 清め られ 
た 、pantacle か 象徴 が 記さ れ て いる 金属 の 板 で ある 。 

古代 の 魔術 に つい て の 学 の 有る 作品 で 、 ガ ファ レル は タリ スマ ン 
の 現実 的 な 力 を 学術 的 に 実証 し た 。 

人 は 、 タ リス マン と いっ た 、 お 守り の 力 を 強く 確 依 し て いる 。 

人 は 喜ん で 愛す る も の の 形見 を 身 の ま わり に 持つ 。 

人 は 愛す る も の の 形見 が 危険 か ら 守 っ て くれ る と 確信 し て いる 。 

人 は 愛す る も の の 形見 が 幸せ に し て くれ る と 確 合 し て いる 。 

7 惑星 の タリ スマ ン は 金 、 銀 、 鉄 、 銅 、 水 銀 、 負 と いっ た 7 つの カ 


バラ 的 な 金属 で 作る 。 
7 惑星 の タリ スマ ン は 、 そ れ ぞ れ 、 対 応 す る 曜日 や 時 に 、 対 応 す 
る 銀 徴 を 記し て 作る 。 


「Little Albert 」 に 、7 惑 星 の 象 徴 が パラ ケル スス の 7 惑星 の 魔 方 
陣 と 共に 記さ れ て いる 。 

神秘 的 な 意図 で パラ ケル スス が 木星 の 象徴 と し て 祭司 の 絵 を 描い 
て いる 事 に 注目 する べき で ある 。 

現在 で は 最早 、7 つ の 霊 の 7 惑星 の 象徴 的 な 神話 的 な 図形 で ある 、 


7 惑星 の 惑星 記号 は タリ スマ ン へ 記す に は 古典 的 に 大 雷 的 に 成り 過 
ぎ ざ ぎ て 力 が 無い 。 

7 惑星 の 惑星 記号 より 学 の 有る 意味 深 な 7 惑星 の 象徴 を 復元 する 必 
要 が 有る 。 

タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 常に 五 下 星 を 記す べき で ある 。 

大 陽 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 蘭 星 と 共に 、 円 を 記す べき 


で ある 。 

月 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 蘭 星 と 共に 、 三 日 月 を 記す べ 
き で ある 。 

火星 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 蘭 星 と 共に 、 剣 を 記す べき 
で ある 。 

金星 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 蘭 星 と 共に 、G と いつ 文字 
を 記す べき で ある 。 

木星 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 蘭 星 と 共に 、 王 冠 を 記す べ 
き で ある 。 

土星 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 蘭 星 と 共に 、 鎌 か ま を 記す 
べき で ある 。 


タリ スマ ン の 他方 の 面 に は ソロ モン の 封 E、 六 蘭 星 、 正 三角 形 と 
逆 三 角形 の 組み 合わ せ を 記す 必要 が 有る 。 

太陽 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 蘭 星 と 共に 、 六 蘭 星 の 中 央 
に 、 人 の 絵 を 記す 。 

月 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 蘭 星 と 共に 、 六 蘭 星 の 中 央 
に 、 杯 の 絵 を 記す 。 

水星 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 蘭 星 と 共に 、 六 共 星 の 中 央 
に 、 大 の 頭 の 絵 を 記す 。 

木星 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 蘭 星 と 共に 、 六 蘭 星 の 中 央 
に 、 ワ シ の 絵 を 記す 。 

火星 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 蘭 星 と 共に 、 六 蘭 星 の 中 央 
に 、 ラ イオ ン の 頭 の 絵 を 記す 。 

金星 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 蘭 星 と 共に 、 六 蘭 星 の 中 央 
に 、 八 上 の 頭 の 絵 を 記す 。 

土星 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 蘭 星 と 共に 、 六 蘭 星 の 中 央 
に 、 牛 か ヤギ の 頭 の 絵 を 記す 。 

7 つの 霊 の 7 惑星 の タリ スマ ン の 両面 に 、 対 応 する 七 大 天使 の 名 前 
を 、 へ プラ イ 文 字 、 ま た は 、 ア ラビ ア 文 字 、 ま た は 、 ト リ テ ミ ウス 
の 文字 の 様 な 魔術 的 な 象形 文字 で 記す 。 

ソロ モン の 封印 、 正 三角 形 と 逆 三 角形 、 六 蘭 星 の 代わ り に 、 エ ゼ 
キ エ ル の 車輪 と いう 、 十 字 と X 字 形 の 十字 の 組み 合わ せ を 用 いて も 
良い 。 

多数 の 古代 の pantacle で は 、 六 蘭 星 の 代わ り に 、 エ ゼ キ エル の 車 


輸 と いう 、 十 字 と X 字 形 の 十字 の 組み 合わ せ を 用 いて いる 。 
「 高等 魔術 の 教理 」 で すでに 話し た 様 に 、 六 蘭 星 は 伏 義 の 3 つ 1 組 

の 八 直 の 鍵 で ある 。 

金属 の 代わ り に 、 ア ミュ レッ ト や タリ スマ ン に 宝石 を 用 いて も 良 
L 1。 

金属 の タリ スマ ン で も 宝石 の タリ スマ ン で も 、7? 惑 星 の タ リス マ 
ン は 対応 する 惑星 の 神 の 聖 圭 の 色 の 絹 の 袋 の 中 に 用 心 深く 保持 する 
必要 が 有る 。 

7 惑星 の タリ スマ ン は 対応 する 惑星 の 精神 の 色 の 絹 の 袋 の 中 に 用 
心 深 く 保持 する 必要 が 有る 。 

7 惑星 の タリ スマ ン は 日 々 、 曜 日 に 対応 する 香 で 清め る 必要 が 有 
る 。 

7 惑星 の タリ スマ ン は 全て の 汚れ た 視線 と 全て の 汚れ た 接触 か ら 
守る 必要 が 有る 。 

太陽 の タリ スマ ン や pantacle は 奇形 の 人 、 不 具 の 人 、 不 道徳 な 女 
性 に 見 られ た り 触 れ ら れ て は いけ な し !。 

月 の タリ スマ ン は 放 漠 者 、 月 経 中 の 女性 の 視線 や 接触 に よっ て 汚 
され る 。 

有給 の 聖職 者 に 見 られ た けり 触れ られ る と 水星 の タリ スマ ン は 力 を 
失 つ 。 

(祭司 は 金銭 を 稼ぐ た め の 職 業 で は な い 。) 

火星 の タリ スマ ン は 有 病 者 か ら 隠す 必要 が 有る 。 

金星 の タリ スマ ン は 不道徳 な は 人 、 独 身 の 痺 い を 立て て いる 人 か ら 
隠す 必要 が 有る 。 

木星 の タリ スマ ン は 不 舘 心 な 人 か ら 隠 す 必 要 が 有る 。 

土星 の タリ スマ ン は 処女 と 幼子 か ら 隠 す 必 要 が 有る 。 

た だ し 、 奇 形 の 人 、 不 具 の 人 、 月 経 中 の 女性 、 処 女 、 細 子 の 視線 
や 接触 が 汚れ て いる わけ で は ない!。 

タリ スマ ン が 視線 や 接触 に よっ て 奇形 の 人 、 不 具 の 人 、 月経 中 の 
女性 、 処 女 、 幼 子 な ど に 不運 を も た ら す か ら で あ る 。 

タリ スマ ン が 奇形 の 人 、 不 具 の 人 、 月 経 中 の 女性 、 処 女 、 幼 子 な 
どの 視線 や 接触 に よっ て 力 を 全て 失う つか ら で あ る 。 

まぎれ も な く 、 名 誉 十字 勲章 と いっ た 動 章 は タリ スマ ン 、 お 守り 
に 成る 。 

勲章 は 個人 の 評価 や 美 点 を 高め る 。 

動 章 は 真剣 な 授 司 式 に よっ て 清め られ る 。 

世論 油 は 不思議 な 力 を 動 章 に 后 え る 事 が で き る 。 

形 か ら 概 念 へ の 感化 力 と 、 概 念 か ら 形 へ の 感化 力 と いう 、 相互 の 
感化 力 は 十分 に 注目 され て いな い 。 

ナポレオン の 五 蘭 星 の レジ オン ドヌール 勲章 が 、 十 字 の 聖 ル イ 動 


章 、 全 体 を 象徴 的 に 要約 し て いる 事 は 、 現 代 の 革命 的 な 業績 で あ 
る 


五 蘭 星 が 十字 を 要約 し て いる 事 は 、 ラ バル ム の 代わ けり に 成っ て い 
る 五 蘭 星 で ある 。 

五 蘭 星 が 十字 を 要約 し て いる 事 は 、 光 の 象徴 の 建て 組 し で ある 。 

五 蘭 星 が 十字 を 要約 し て いる 事 は 、 ア ドニ ラム の メー ソン の 復活 
で ある 。 

ナポレオン は 「 自 分 の 星 」 を 信じ て いた と 吉 わ れ て いる 。 

仮に 、「 自分 の 星 」 が 何 を 意味 する の か ナポレオン に 説明 させ る 
事 が で きた ら 、「 自 分 の 星 」 と は 「『 自 分 の 能力 」、「 自 分 の 精神 
で ある と 分 か る で あろ っ つ 。 

ナポレオン は 自分 の 象徴 と し て 五 蘭 星 を 選ん だ 。 

五 蘭 星 は 知 の 先導 に よる 人 の 超越 性 の 象徴 で ある 。 

革命 の 強い 戦士 で お やる ナポレオン は 少し し か 知ら な か っ た が 、 ほ 
ぼ ば 全て の も の を 推測 し た 。 

ナポレオン は 現代 の 最大 の 直 感 と 実践 の 魔術 師 で あっ た 。 

世間 は ナポレオン の 奇 中 ド で 未だ に 満ち て いる 。 

いな か の 大 箇 は ナポレオン の 死 を 信じ な いり 。 

神聖 な 象徴 と 触れ て いた り 明 散 する べき 人 が 人 触れ て 、 祝 福 さ れ た 
物 や 許さ れ た 物 は 、 全 て 本 物 の タリ スマ ン で ある 。 

パレ スチ ナ 由 来 の 小 ロ ザ リ オ は 、 全 て 本 物 の タリ スマ ン で ある 。 

復活 祭 の ロウ ソ ク の ロウ と 毎年 残っ た 聖 油 で 作っ た 「 神 の 子羊 
の 像 は 、 全 て 本 物 の タリ スマ ン で ある 。 

( 神 の 子羊 は イエ ス の 象徴 で ある 。) 

scapulas と メダ ル は 、 全 て 本 物 の タリ スマ ン で ある 。 

現代 で は 、 お 守り の メダ ル は 人 気 が 有 る 。 

不信 心 な 人 で さえ 、 お 守り の メダ ル を 幼子 の 首 に か け て いる 。 

さら に 、「 奇跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 の 絵 は 完全 に カ 
バラ 的 で ある 。 

「 奇跡 の メダ ル 」 の 一 方 の 面 の 絵 と 他方 の 面 の 絵 は 本 当 に 不思議 
な 2 つ 1 組 の pantacle で ある 。 

「 奇跡 の メダ ル 」 の 一 方 の 面 に は 、 大 いな る 女性 の 祖 、「 光輝 の 
書 」 の 天 の 母 、 エ ジ プ ト の イシ ス 、 ロ ー マ の 愛 の 女神 ウェ ヌス と ギ 
リ シ ャ の 天 の 女神 ウラ ニア と いう より は プラ トン 主義 者 の 「 天 の 愛 
(ウェ ヌス ウラ ニア ) 」 、 キ リス ト 教 の 聖母 マリ ア が 描か れ て いる 。 

(プラ トン の 「 和 響 宴 」 に 、「 天 の 愛 」 を 意味 する 「 ウ ェ ヌ ス ウラ 
ニア 」、「 ア フロ ディ ー テ ウラ ニア 」 と 、 肉 欲 で ある 「 大軍 の 愛 」 
を 意味 する 「 ウェ ヌス パン デモ ス 」、「 ア フロ ディ ー テ パン デモ 
ス 」 と いう 区 別 が 記さ れ て いる 。) 

「 天 の 愛 」 は 、 世 界 と いう 王座 に 座っ て いる 。 


「 天 の 愛 」 は 、 一 方 の 足 を 魔術 の 蛇 の 頭 の 上 に 軸 い て いる 。 

「 天 の 愛 」 の 頭 と 伸ばし て いる 両手 は 、 頭 が 頂点 で ある 、 正 三角 
形 を 形成 し て いる 。 

「 天 の 愛 」 は 、 両 手 を 開き 光 を 放ち 、2 つ 1 組 の 正三 角形 を 作る 様 
に 、 光 は 全て 地 に 向かい 、 労 苦 に よる 知 の 解放 を 明らか に 表し て い 
る 。 

「 奇跡 の メダ ル 」 の 他方 の 面 に は 、M と 絡 か ら み 合っ て いる 秘 儀 
祭司 の 2 つ 1 組 の タウ 、 ま た は 、M と 絡 か ら み 合っ て いる 2 つ 1 組 の 女 
性 器 と 単 一 の 男性 器 、 ま た は 、M と 絡 か ら み 合っ て いる 3 つ 1 組 の 男 
性 器 が 描か れ て いる 。 

M は カバ ラ と メー ソン の M で ある 。 

M は 2 つの 柱 ボ アズ と ヤキ ン の 間 の 王 角 定規 を 表し て いる 。 

M と 2 つ 1 組 の タウ 、M と 2 つ 1 組 の 女性 器 と 単 一 の 男性 器 、M と 3 
つ 1 組 の 男性 器 の 下 に は 、 愛 し て いる 苦し ん で いる 2 つの 心臓 が 描か 
れ て いる 。 

M と 2 つ 1 組 の タウ と 2 つの 心臓 、M と 2 つ 1 組 の 女性 器 と 単 一 の 男 
性 器 と 2 つの 心臓 、M と 3 つ 1 組 の 男性 器 と 2 つの 心臓 の 周り に は 、12 
個 の 五 蘭 星 が 描か れ て いる 。 

「 奇跡 の メダ ル 」 を 身 に つけ て いる 人 は 「 奇 中 ド の メダ ル 」 に 前 記 
の 意味 が 有る と は 考え て いな いと 、 全 て の 人 が 口 を そろ えて 吉 つ で 
あろ っ つう 。 

し か し 、 人 が 知ら な いで 身 に 帯び て いる た め に 、 よ り 魔 術 的 で あ 


る 。 

(人 は 知ら な いで 労苦 に よる 知 の 解放 と いう 務め を 身 に 帯び て い 
る 。) 

「 奇跡 の メダ ル 」 は 二 重 の 意味 を 持っ て いる 。 

結果 と し て 、「 奇跡 の メダ ル 」 は 二 重 の 力 を 持っ て いる 。 

「 奇跡 の メダ ル 」 と いつ タリ スマ ン の 絵 は 、 忘 我 状態 の カト リー 
ヌ ラブ レ の 啓示 に よる 物 で ある 。 

「 奇跡 の メダ ル 」 の 絵 を 、 忘 我 状 態 の カト リー ヌ ラブ レ は 星 の 光 
に 完全 な 形 で 存在 し て いる の を 見 た 。 

前 記 は 、 概 念 と 形 の 密 な つなが り を 実証 する 。 

前 記 は 、 普 遍 の 魔術 の 象徴 性 を 支持 する 。 

大 事 に 作る ほど 大 事 に 清め る ほど 、 タ リス マン と pantacle の 力 は 
大 きく な る 。 

前 記 の 原理 に よっ て 、 大 事 に 作る ほど 大 事 に 清め る ほど 、 タ リス 
マン と pantacle の 力 は 大 きく な る 事 を 理解 する で あろ うつ 。 

前 記 の 、 意 図 に 対応 する 曜日 に 、 曜 日 に 対応 する 品々 で 、 タ リス 
マン を 清め る べき で ある 。 

神 の 四 大 要素 、 神 の 四 大 元素 の 呼び 出し に よっ て 章 の 霊 、 悪 人 の 


幸 を 追い 払っ た 後に 、 清 め た 四 大 元素 、 清 め た 四 大 要素 に よっ て タ 
リス マン を 清め る 。 


pantacle、 タ リス マン を 手 に 取り 、 魔 術 の 水 を 数 滴 か け て 、 後 記 
を 唱え る 


エロ ヒム の 名 前 に お いて 、 生 き て いる 水 の 、 神 の 聖霊 に よっ て 、 
光 の 象徴 、 意 思 の 象徴 と 成 れ ! 


タリ スマ ン を 香 の 煙 に ささ げ て 、 後 記 を 唱え る 


( 民 数 記 21 章 の 、 1 抽 生 計 


pantacle、 タ リス マン に 7? 回 、 息 を 吹き 込ん で 、 後 記 を 唱え 
天 と 、 声 の 、 神 の 聖霊 に よっ て 、 光 の 銀 徴 、 意 思 の 象徴 と 成 れ ! 


タリ スマ ン に 、 清め た 土 の 塵 の 3 つ 1 組 か 、 塩 の 3 つ 1 組 を 置い て 、 
後記 を 唱え る 。 


地 の 塩 に お いて 、 永 遠 の 命 の 力 に よっ て 、 光 の 象徴 、 意 思 の 象徴 
と 成 れ ! 
(マタ イ に よる 福音 5 章 13 節 「 あ な た た ち 人 は 地 の 塩 で ある 」) 


7 つの 香 の う ち 霊 に 対応 する 香 を 清め た 火 に 投げ 入れ な が ら 、7 つ 
の 霊 を 呼び 出す 、 後 記 を 唱え る 。 


ミカ エル の 名 前 に お いて 、 ヤ ハウ ェ が Chavajoth に 命令 する 様 
に ! ヤ ハ ウェ が Chavajoth を 追い 払う 様 に ! 

ガブ リエ ル の 名 前 に お いて 、 ア ドナ イ が ベリ アル に 命 金 する 様 
に ! 
アド ナイ が ベリ アル を 追い 払う 様 に ! 
( 
ベリ アル は へ プラ イ 語 で 無 価値 を 意味 する 。 
ベリ アル は 無 価値 で ある 悪人 、 無 価値 で ある 悪人 の 霊 を 意味 す 
る 。 

) 

ラフ ァ エ ル の 名 前 に お いて 、Elchim の 前 か ら 去 れ Sachabiel ! 

軍団 で ある サマ エル に よっ て 、Eloim Gibor の 名 前 に お いて 、 去 れ 


アド ラメ レク ! 
( 
Eloim、 エ ロ ヒ ム は へ ブラ イ 語 で 神 を 意味 する 。 
アド ラメ レク の メレ ク は へ プラ イ 語 で 王 を 意味 する 。 


) 
ザラ キ エ ル と サキ エル メレ ク に よっ て 、Elvah に 従え Samgabiel ! 


( 

ザラ キ エ ル 、 サ リエ ル は 神 の 命 念 を 意味 する 。 

サキ エル は 神 を 覆う 者 を 意味 する 。 

メレ ク 、 モ ロク は へ プ ブラ イ 語 で 王 を 意味 する 。 

王 で ある 神 。 

) 

シャ ダイ の 神 と 人 の 名 前 に よっ て 、 右 手 に 持つ 五 蘭 星 の 象徴 に 
よっ て 、 天 使 ア ナ エ ル の 名 前 に お いて 、 イ ヨッ ド エヴァ の アダ ム の 
力 と エヴァ の 力 に よっ て 、 去 れ リ リス ! 安らか に 眠ら せよ ナ ヘ へ 
は 

神々 し い エ ロ ヒ ム に よっ て 、Cashiel、Sehaltiel、Aphiel、 
Zarahiel と いう 霊 達 の 名 前 に よっ て 、 オ リフ ィ エ ル の 命令 で 、 去 れ 
モロ ク ! 我々 は 我々 の 幼子 を 生 費 と し て モロ ク に 捧げ る 事 を 拒絶 
する 。 


ーー 


| 
| 


| 
| 
」 
] 


重要 な 魔術 の 道具 は 杖 、 剣 、 ラ ンプ 、 杯 、 祭 壇 、 三 脚 で ある 。 
超越 的 な 神 の 魔術 の 儀式 で は ラン プ 、 杖 、 杯 を 用 いる 。 

黒 魔術 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 儀式 で は 、 杖 の 代わ り に 剣 を 用 いる 。 
ラン プ の 代わ り に カル ダー ノ の ロウ ソ ク を 用 いる 。 

前 記 の 違い を 、 黒 魔術 、 悪 人 の 霊 の 魔術 に つい て の 15 章 で 説明 す 
る つも り で ある 。 
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魔術 の 道具 の 説明 と 清め 方 に 至る 。 

魔術 の 杖 を 、 単 な る 占い の 杖 、 降 霊 術 師 の 杖 、 パ ラケル スス の 三 
叉 槍 と 混同 し て は いけ な い 。 

本 物 の 完全 な 魔術 の 杖 は 、 ア ー モ ンド か 西洋 棟 セ イ ヨ ウ ハシ バ ミ 
の 完全 に 真っ 直ぐ な 単 一 の 枝 を 、 太 陽 が 昇る 前 に 、 木 の 花 が 咲く 用 
意 を し て いる 瞬間 に 、 魔 術 の ナイ フ か 人 金 の 鎌 で 一 撃 で 切っ て 、 作 る 
必要 が 有る 。 

魔術 の 杖 は 、 ア ー モ ンド か 西洋 棟 セ イ ヨ ウ ハシ ババ ミ の 枝 の 立 に 、 
像 け な い 様 に 割れ な い 様 に 貫通 する 様 に 六 を 空け 、 枝 と 同じ 長 さ の 
磁化 され た 鉄 の 針 を 通す 必要 が 有る 。 

魔術 の 杖 の 一 方 の 端 に は 三角 形 の プリ ズム を 付け る 必要 が 有る 。 

魔術 の 杖 の 他方 の 端 に は 三角 形 の 黒い 樹脂 を 付け る 必要 が 有る 。 

銅 の 輸 と 亜鉛 の 輪 を 魔術 の 杖 の 中 央 に 通す 必要 が 有る 。 

魔術 の 杖 の 黒い 樹脂 を 付け た 側 の 半分 を 金 め っ きす る 必要 が 有 


る 。 
魔術 の 杖 の プリ ズム を 付け た 側 の 半分 を 銀 め っ きす る 必要 が 有 


る 。 

魔術 の 杖 の 両端 以外 の 部 分 を 絹 で 緒 つ 必 要 が 有る 。 

n の Troy2 の iT と 魔術 の 杖 の 銅 の 輪 に 記す 必要 が 有る 。 

nn no? の と 魔術 の 杖 の 亜鉛 の 輪 に 記す 必要 が 有る 。 

(ro2 の は ソロ モン で ある 。) 

清め た 魔術 の 杖 と 大 いな る 秘密 を 保持 し て いる 秘伝 伝授 者 が 、 新 
月 の 日 か ら 7 日 間 、 魔 術 の 杖 を 清め る 必要 が 有る 。 

清め た 魔術 の 杖 を 保持 し て いる 秘伝 伝授 者 が 他 者 の 魔術 の 杖 を 清 
め る 事 は 、 超 越 的 な 知 の 隠さ れ た 源泉 か ら 絶 える 事 無 く 続 いて い 
る 、 魔 術 の 秘密 の 伝授 で ある 。 

魔術 の 道具 は 用 心して 隠す 必要 が 有る 。 

特に 、 魔 術 の 杖 は 用 心して 隠す 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 魔術 の 道具 を 大 雷 に 見 せる な か れ 。 

魔術 師 は 魔術 の 道具 を 大 衆 に 触れ させ る な か れ 。 

魔術 の 道具 を 大 衆 に 見 せ た り 触れ させ る と 、 魔 術 の 道具 は 全て の 
力 を 失う 。 

魔術 の 杖 の 伝授 の 方 法 は 知 の 秘密 の 1 つ で ある 。 

魔術 の 杖 の 伝授 の 方 法 は 秘密 で ある 。 

魔術 の 杖 の 伝授 の 方 法 を 明か す な か れ 。 

魔術 の 杖 の 長 さ は 魔術 師 の 腕 の 長 さ 以 下 で ある 必要 が 有る 。 
独り の 時 以外 は 、 魔 術 師 は 魔術 の 杖 を 用 いる な か れ 。 

他人 が いる 時 は 、 魔 術 師 は 魔術 の 杖 を 用 いる な か れ 。 

魔術 師 は (必然 的 ) 理 由 も 無く 魔術 の 杖 に 触れ る 事 す ら す る べき で 
は な い 。 


多数 の 古代 の 魔術 師 は 魔術 の 杖 の 長 さ を 肘 か ら 手首 まで の 長 さ に 
多数 の 古代 の 魔術 師 は 魔術 の 杖 を マン ト の 下 に 隠し た 。 
作業 の 性 質 に よっ て 、 公 に は 、 単 な る 占い の 杖 、 ま た は 、 象 中 か 
黒 槽 の 象徴 的 な 王 猛 だ け を 見 せ た 。 
リシュリュー 枢 機 錯 は 常に 力 を 湯 望 し て いた 。 

リシュリュー 枢 機 氏 は 生涯 、 魔 術 の 杖 の 伝授 を 探求 し た 。 

し か し 、 リ シュ リュ ー 枢 機 卿 は 魔術 の 杖 の 伝授 方 法 を 見 つけ られ 
な か っ た 。 

リシュリュー 枢 機 史 の カバ リス ト の ガ フ ァ レ ル は リシュリュー 枢 
機 卿 に 魔術 の 剣 と タカ リス マン し か 提 え る 事 が で き な か っ た 。 

多分 、 リ シュ リュ ー 枢 機 外 は 魔術 の 杖 の 伝授 方 法 を 見 つけ られ な 
か っ た 事 が 、 リ シュ リュ ー 枢 機 錯 が ユル バン グラ ン デ ィ エ を 憎ん だ 
秘密 の 動機 で ある 。 

ユル バン グラ ン デ ィ エ は リシュリュー 枢機卿 の 弱み 、 欠 点 に つい 
て 何 か 知 っ て いた 。 

火 刑 に よる 死刑 の 数 時 間 前 の 、Laubardement と 不運 な 聖職 者 ユ 
ル バ ン グラ ン デ ィ エ の 秘密 の 長 時 間 の 会 話 と 、 ユ ル バ ン グラ ン 
ディ エ が 死に 赴く 時 の 、 ユ ル バ ン グラ ン デ ィ エ の 、 秘 密 を 打ち 明け 
られ る 友 の 吉 葉 「 あな た ユル バン グラ ン デ ィ エ は 利口 な は 人 で す 。 あ 
な た ユル バン グラ ン デ ィ エ よ 、 自 分 の 身 を 破滅 させ な いで くだ さ 
い 」 は 注目 する べき 思考 の 糧 と 成る 。 

魔術 の 杖 と は 魔術 師 が 「 長 散 する も の 」 で ある 。 

魔術 の 杖 に つい て 明確 に 話し て は いけ な い 。 

魔術 の 杖 を 保持 し て いる 事 を 自慢 し て は いけ な し !。 

絶対 秘密 の 奈 件 の 下 、 以 外 で は 、 魔 術 の 杖 を 清め る 儀式 を 伝授 す 
る な か れ 。 

魔術 の 剣 は 魔術 の 杖 よ り 隠さ な く て 良い !。 

後記 は 、 魔 術 の 剣 の 作り 方 で ある 。 

魔術 の 剣 は 純粋 な 鋼 で 作る 必要 が 有る 。 

法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion 」 に 記さ れ て いる 様 に 3 つの 柄 頭 つ か 
が し ら を 持つ 十字 形 の 銅 の 柄 つ か の 魔術 の 剣 、 ま た は 、 後 記 の 様 に 
2 つ 1 組 の 三日月 の 鎧 つば の 魔術 の 剣 を 作る 必要 が 有る 。 

魔術 の 剣 の 負 つ ば の 中 央 の 結合 部 分 を 金 の 板 で 覆う つべ き で ある 。 

魔術 の 剣 の 償 つば の 金 の 板 の 一 方 の 面 に は 、 大 宇宙 の 象徴 で あ 
る 、 六 立 星 を 記す べき で ある 。 

魔術 の 剣 の 鎧 つば の 金 の 板 の 他方 の 面 に は 、 小 宇宙 の 象徴 で あ 
る 、 五 立 星 を 記す べき で ある 。 

魔術 の 剣 の 柄 頭 つ か が し ら に は 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ の 書物 
に 記さ れ て いる へ ブラ イ 文 字 の 組み 合わ せ 文 字 に よる ミカ エル と い 


う 名 前 を 記す 。 

魔術 の 剣 の 刀身 の 一 方 の 面 に は 、n?N コ mn na 5n5 と 記す 必要 
が 有る 。 

(nirmy は ヤル ウェ で ある 。) 

魔術 の 剣 の 刀身 の 他方 の 面 に は 、 コ ンス タン ティ ヌス 1 世 の ラ バ 
ルム の ギリ シャ 語 の キリ スト の 最初 の 2 文字 XP の 組み 合わ せ 文 字 を 
記す 必要 が 有る 。 

魔術 の 剣 の 刀身 の 他方 の 面 に は 、 ラ テン 語 で 「 神 の 導き と 、 友 で 
ある 合 で 、 圧 倒し な さい 」、「 神 の 導き と 、 友 で ある 合 で 、 勝 利 し 
な さい 」 を 意味 する Vince in hoc , Deo duce , comite ferro . と い 
う 吉 葉 を 記す 必要 が 有る 。 

前 記 の 、 確 実 な 正確 な 形 は 、 法 王 レ オ 3 世 の 「Enchiridion 」 の 最 
良 の 古代 の 版 を 参照 し て くだ さい )。 

日 曜 に 、 太 陽 の 時 間 の 間 に 、 魔 術 の 剣 を 清め る 必要 が 有る 。 

ミカ エル へ の 祈り の 下 に 、 魔 術 の 剣 を 清め る 必要 が 有る 。 

魔術 の 剣 を 清め る に は 、 月 桂樹 と 余 杉 の 火 の 中 に 魔術 の 剣 の 刀身 
を 入れ る 必要 が 有る 。 

魔術 の 剣 を 清め る に は 、 清 め た 火 の 友 で 魔術 の 剣 を 乾かし 磨く 必 
要 が 有る 。 

魔術 の 剣 を 清め る に は 、「 土 竜 か 蛇 の 血 」 で 潤う る お い を 与え る 
必要 が 有る 。 

( 

「 土 竜 か 蛇 の 箇 」 は 例え で ある 。 

神 の 時 幸 の 魔術 で 、 血 を 用 いて は いけ な い 。 


) 
魔術 の 剣 を 清め る に は 、 後 記 の 祈り を 唱え る 。 


軍団 で ある エロ ヒム の 力 に よっ て 、 ミ カエ ル の 剣 と 成 れ ! 
( 

エロ ヒム は 神 を 意味 する 。 

エロ ヒム は 神 の 複数 形 で ある 。 


) 

去れ 闇 の 圭 ! 去れ 地 を は う 克 申 類 ! 

( 

聞 の 寺 は 悪人 の 霊 の 例え で ある 。 

地 を は うつ 克 虫 類 は 汚れ た 星 の 光 の 例え で ある 。 
) 


前 記 の 祈り の 後に 、 魔 術 の 剣 を 、 太 陽 の 香 で 清め て か ら 、 バ ー ベ 
イン の 枝 々 と 共に 、 絹 で 包む 。 


魔術 の 剣 と 共に 綱 で 包ん だ バー ベイ ン の 枝 々 を 第 7 日 目 に 燃やす 
べき で ある 。 

金 、 銀 、 真 倫 、 鉄 と いう 4 つの 金属 で 、 魔 術 の ラン プ を 作る 必要 
が 有る 。 

( 真 倫 、 黄 銅 は 金 の 代わ り で ある 。) 

魔術 の ラン プ の 土台 は 鉄 で 作る べき で ある 。 

魔術 の ラン プ の 鏡 は 真 位 で 作る べき で ある 。 

魔術 の ラン プ の 油 吉 あぶら つぼ は 銀 で 作る べき で ある 。 

魔術 の ラン プ の 頂き の 三角 形 は 金 で 作る べき で ある 。 

魔術 の ラン プ に は 2 つの 腕 を 付け る べき で ある 。 

魔術 の ラン プ の 腕 は 、3 つ の 、 別 々 の 金属 の 、 油 を 通す 管 を か ら 
め 合 わせ た 物 で ある 。 

魔術 の ラン プ に は 9 つの 灯 心 が 有る 。 

魔術 の ラン プ に は 、 頂 き の 三 角形 に 3 つの 灯 心 、 一 方 の 腕 に 3 つの 
灯 心 、 他 方 の 腕 に 3 つの 灯 心 が 有る 。 

魔術 の ラン プ の 土台 に は ヘル メス の 封印 、 ヘ ル メ ス の 象徴 を 記 


す 。 

魔術 の ラン プ に は 、 土 台 を 覆う 様 に 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト の 
2 つの 頭 を 持っ た 両性 具有 者 の 像 が 有る 。 

魔術 の ラン プ の (土台 の ) 下 部 を 、 自 身 の 尾 を 飲み 込む 蛇 ウ ロボ ロ 
ス の 像 で 囲む 必要 が 有る 。 

魔術 の ラン プ の 油 喜 あぶ ら つ ぼ に ソロ モン の 象徴 で ある 六 蘭 星 を 
記す 必要 が 有る 。 

魔術 の ラン プ に 2 つの 球形 の か さ を 付け る 必要 が 有る 。 

一 方 の 球形 の 魔術 の ラン プ の か さ に は 、7 つ の 霊 の 透明 な 絵 を 記 


す 。 

他方 の 球形 の 魔術 の ラン プ の か さ に は 、 一 方 の 球形 の 魔術 の ラン 
プ の か さ の 絵 を 大 きく し た 物 を 記す 。 

2 つの 球形 の 魔術 の ラン プ の か さ の 中 に は 、 色 々 な 色 の 水 が 入 っ 
て いる 。 

球形 の 魔術 の ラン プ の か さ の 中 の 、 色 々 な 色 の 水 は 、4 つ の 仕切 
り で 仕切 られ て いる 。 

魔術 の ラン プ は 木 の 柱 の 中 に 置く べき で ある 。 

魔術 の ラン プ を 買 く 木 の 柱 は 回 転 で きる 。 

魔術 の ラン プ を 買 く 木 の 柱 は 、 必 要 に 応じ て 、 魔 術 の ラン プ か ら 
の 一 筋 の 光線 を 漏らす 事 が で きる 。 

祈り の 時 に 、 魔 術 の ラン プ か ら の 一 筋 の 光線 を 祭壇 の 煙 に 当て 


る 。 
魔術 の ラン プ は 、 時 間 が か か る 想像 力 が 、 下 感 す る 作用 を 大 い に 
助け る 。 


魔術 の ラン プ は 、 供 眠 状 態 の 人 の 前 に 、 現 実に 、 息 く べき 形 を 即 
座 に 創造 する 、 助 け と 成る 。 

魔術 の 小 部 屋 の 四方 の 鏡 に よっ て 、 魔 術 の ラン プ の 光 と 祭壇 の 煙 
に よる 、 形 は 増殖 する 。 

突然 、 魔 術 の ラン プ の 光 と 祭壇 の 煙 に よる 、 形 に よる 刺激 は 激 し 
く 成 る で あろ うつ 。 

魔術 の 小 部 屋 は 、 目 に 見 える 寺 に 満ち た 巨大 な 集会 場 に 変わ る で 
あろ っ つ 。 

香 が も た ら す 陶酔 と 祈り が も た ら す 高揚 は 、 速 や か に 、 魔術 の ラ 
ンプ の 光 と 祭壇 の 煙 に よる 形 に よる 幻想 を 本 物 の 現実 の 夢 に 変え る 
で あろ っ つ 。 

旧知 の 知人 た ち が 認 め ら れる で あろ っ う 。 

霊 達 が 話す で あろ うつ 。 

魔術 の ラン プ の 光 を 木 の 柱 の 中 に 閉ざし 、 煙 を 増やす と 、 思 いも 
し な い 荻 くべ き 何 か が 起こ る で あろ う 。 
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無 思 庵 な 者 へ の 警告 


すでに 何 度 か 話し た 様 に 、 知 の 作業 に は 危険 が 有る 。 
無 上 の 絶対 の 誠 け が 無い 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 自身 を 堅固 
に 確立 し な い 者 は 狂気 に 至る か も し れ な い 。 

(人 は 絶対 の 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 自身 を 建て る 必要 が 有 
る 。) 

過度 の 神経 の 興奮 は 恐る べき 不治の病 を も た ら す 。 

想像 へ の 過度 の 感動 や 恐怖 は 、 脳 の 充血 に よっ て 、 失 神 や 死 を も 
た ら す 。 

神経 質 な 人 々 や 異常 に 興奮 し 易い 人 々 、 女 性 、 未 熟 な 人 々 、 自 制 
する 習慣 や 恐怖 心 を 多 える 習慣 が 完全 に は 無い 全て の 人 々 に 忠告 し 
て 思い と ど ま ら せる 事 は 十分 に は 不可 能 で ある 。 

同様 に 、 ふ ざけ て 魔術 を する 事 や 、 何 人 か が 行っ て いる 様 に 、 夜 
会 の 悪ふざけ の 一 環 と し て 魔術 を する 事 は 、 最 も 危険 で ある 。 
ふざけ て 催眠 状態 に する と 、 被 催眠 者 の 神経 を 消耗 させ 、 自 説 を 
誤 リ に 導き 、 知性 を 駄目 に する だ け で ある 。 

生 と 死 の 神秘 を 弄 も て あそん で 浪 を 受け な い 事 は 不可 能 で ある 。 
生 と 死 の 神秘 を 弄 も て あそぶ と 罰 を 受け る 。 

真剣 に 取り 扱う べき で ある も の は 、 真 剣 に 取り 扱う だ け で は な 
く 、 大 い に 遠 慮 する 必要 が 有る 。 

篤 異 的 な 現象 に よっ て 他人 を 説得 し よう と いう 欲望 に 映 を 働 せ る 
な か れ 。 

驚異 的 な 現象 は 、 確 信 が 無い 和信 々 に と っ て は 、 証 拠 に 成ら な い 。 
公 異 的 な 現象 は 、 常 に 、 公 異 的 で は な い 詐 欺 の せい に され る 。 
魔術 師 は 、 多 か れ 少 な か れ 、 手 品 師 ロ ベー ル ウー ダン や ハミ ルト 
ン の 上 手 な 模 信 者 の 一 人 に 数 えら れ て し まっ う 。 

魔術 師 は 手品 師 と みな され て し まう 。 

魔術 や 神学 と いっ た 知 を 信じ る 根拠 と し て 奇跡 や 区 異 を 必要 と す 
る 事 は 、 魔 術 や 神学 と いっ た 知 を 伝授 され る 資格 が 無い 人 人 で ある の 
を 明らか に する 事 で ある 。 

「 神 の 物 は 、 神 の 様 な 人 に 」 

(マタ イ に よる 福音 22 章 21 節 「 カエ サル の 物 は カエ サル に 、 神 の 
物 は 神 に 」) 

鍵 タ ロッ ト の 12 番 目 の 絵 に つい て 深く 考え な さい 。 

天 の 火 を 姿 ん で 人 に 旧 え て を 受け た プロ メ テ ウ ス と いう 大 いな 
る 象徴 を 思い 出し な さい !。 

沈黙 を 守り な さい 。 


作品 や 行い を 大 香 に 明か し た 魔術 師 は 皆 、 激 し い 死 に 方 を し た 。 

多数 の 魔術 師 が 自殺 に 追い 込ま れ た 。 

カル ダー ノ の 様 に 。 

シュ レプ ファ ー の 様 に 。 

カリ オス トロ の 様 に 。 

その 他 の 魔術 師 の 様 に 。 

魔術 師 は 大 埋 か ら 隠 れ て 生き る べき で ある 。 

魔術 師 は 近寄り 難い べき で ある 。 

「 魔術 師 は 大 則 か ら 隠 れ て 生き る べき で ある 」、「 魔 術 師 は 近 寄 
難い べき で ある 」 が タロ ッ ト の 9 番目 の 鍵 の 意味 の 1 つ で ある 。 

タロ ッ ト の 9 ペー ジ 目 に は マン ト で 完全 に 覆 わ れ た 隠者 と し て 秘 
伝 伝授 者 が 描か れ て いる 。 

し か し 、 孤 立 す る な か れ 。 

前 記 の 隠居 が 孤立 に 成っ て は いけ な いし いい!。 

思い や けり と 交流 が 必要 で ある 。 

し か し 、 魔 術 師 は 用 心して 友 を 選ぶ 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 友 を 気づか つう 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 、 魔 術 師 と し て の 務め で は な い 、 金 銭 を 稼ぐ た め の 職 業 
を 持つ 必要 が 有る 。 

魔術 は 金銭 を 稼ぐ た め の 職 業 で は な い 。 

魔術 の 儀式 に 専念 する た め に 、 魔 術 師 は 心配 事 か ら 自 由 で ある 必 
要 が 有る 。 

魔術 師 は 魔術 と いう 知 の 全て の 道具 を 手 に 入れ られ る 立場 に いる 
必要 が 有る 。 

魔術 師 は 魔術 と いう 知 の 全て の 道具 を 必要 と 成っ た 時 に 作れ る 必 
要 が 有る 。 

魔術 師 は 、 不 意 打ち や 妨害 の 危険 が 全く 無い 、 侵 害さ れ な い 作 業 
場所 を 保有 する 必要 が 有る 。 

絶対 に 必要 な 2 つの 奈 件 と し て 、 魔 術 師 は 2 つの 力 の つり 合わ せ 方 
を 知っ て いる 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 自発 的 な 欲望 の 抽 え 方 を 知っ て いる 必要 が 有る 。 

「2 つ の 力 を つり 合わ せる 」 事 と 「 自 発 的 な 欲望 を 多 え る 」 事 
が 、 ヘ ル メ ス の 8 番目 の 鍵 、 タ ロッ ト の 8 ペー ジ 目 の 絵 の 意味 で あ 


タロ ッ ト の 8 ペー ジ 目 に は 、 一 方 の 手 に 真っ 直ぐ な 剣 を 持ち 、 他 
方 の 手 に 天 程 を 持つ 、2 つ の 柱 の 間 に 座っ て いる 女性 が 描か れ て い 
る 。 

2 つの 力 を つり 合わ せる に は 、2 つ の 力 を 同時 に 保有 し て 、2 つ の 
力 を 交互 に 作用 させ る 必要 が 有る 。 

天 竹 は 「2 つ の 力 を 同時 に 保有 し て 、2 つ の 力 を 交互 に 作用 させ 


る 」 と いう 2 つ 1 組 の 動き を 表す 。 

ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 と いう 、 十 字 と X 字 形 の 十 
字 と いう 、 二 重 の 十字 は 、 天 笠 が 象徴 で や る 「2 つ の 力 を 同時 に 保 
有 し て 、2 つ の 力 を 交互 に 作用 させ る 」 と いう 秘密 を 象徴 する 。 

ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 は 「 高 等 魔術 の 教理 」 を 参 
照 し て くだ さ し い 。 

ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 の 、 十 字 と X 字 形 の 十字 
は 、 相 互 に 、 つ り 合 っ て いる 。 

ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 の 、 惑 星 の 人 象徴 は 、 常 に 、 
対立 し て いる 。 

金星 は 火星 の 作用 と つり 合っ て いる 。 

水星 は 大 陽 と 月 の 作用 を 和らげ 実現 する 。 

土星 は 木星 と つり 合っ て いる 。 

7 惑星 の 象徴 で ある 古代 ギリ シャ の 神々 の 間 の 対立 に よっ て 、 知 
の 精神 の 象徴 で ある 、 知 の 霊 で ある 、 プ ロメ テウ ス は 、 オ リュ ン ポ 
ス 山 に 侵入 し て 天 の 火 を 奪え た 。 

より 明らか に 話す 必要 が 有る か ?2 より 明らか に 話す 必要 が 有 
る ! 

あな た が 、 思 いや り 深 い ほ ど 、 冷静 で ある ほど 、 あ な た の 怒り に 
は 力 が 有る 。 

あな た が 、 力 強い ほど 、 あ な た の 妨 耐 に は 価値 が 有る 。 

あな た が 、 熟 績 する ほど に 、 知 に よっ て 、 徳 に よっ て 、 あ な た は 
得 を する 。 

あな た が 、 冷 た い ほ ど 、 あ な た は 愛さ れ 易 く 成 る 。 

前 記 は 、 精 神 の 領域 で の 経験 で ある 。 

前 記 は 、 行 動 の 領域 で 実現 する 。 

人 が 抑 えな いで 発揮 し た 肉欲 は 、 盲 目的 に 、 目 的 と は 正反対 の 結 
果 を も た ら す 。 

過度 の 愛 は 反感 を も た ら す 。 

盲目 的 な 憎悪 は 反作用 と 成り 自身 を 苦し め る 結果 に 成る 。 

虚 宋 心 は 屈辱 、 恥 に 至る 。 

歳 吉 25 章 21 節 か ら 22 節 で 、 大 いな る 王者 ソロ モン は 「( 英 を 許し 
な さい 。 あ な た を 憎む 人 に 慈善 行為 を し な さい 。 そ うす れ ば 、) あ 
な た は 火 の ま き を 敵 の 頭 の 上 に 積め る 」 と 話し て 、 前 記 の 様 な 現実 
的 な 魔術 的 な 知 の 神秘 を 明か し た 。 

多分 、 前 記 の ゆる し は 見 せ か け の ゆる し に 思わ れる で あろ っ つ 。 

前 記 の 慈善 行為 は 偽善 行為 に 思わ れる で あろ うつ 。 

前 記 の ゆる し は 、 つ うわ べ だ け で 、 改 良さ れ た 報復 で ある と 思わ れ 
る で あろ っ つ 。 

し か し 、 魔 術 師 は 王者 で ある 事 を 思い 出す 必要 が 有る 。 


王者 は 報復 で は な く 裁 く 。 

裁き で 、 王 者 は 義務 を 果たす だ け で ある 。 

裁き で 、 王 者 は 、 正 義 の 様 に 、 和 解 の 余地 が 無い 。 

斉 解 し な い 様 に 吉 う と 、 善 で 悪 に 報復 する 事 が 大 事 で ある 。 

思い や けり を 怒り に 対立 させ る 事 が 大 事 で ある 。 

徳 が 悪徳 を むち 打つ も の と し て 発揮 され る と 、 罰 し な い 様 に 要求 
で きる 権利 は 誰 に も 無い 。 

善 が 悪 を 罰する 時 、 神 し な い 様 に 吉 う 権利 は 悪人 に は 無い 。 

また は 、 徳 が 悪徳 を むち 打つ も の と し て 発揮 され る と 、 六 を 受け 
る 恥ず か し さと 罰 の 苦し み に 同 情 す る 様 に 要求 で きる 権利 は 誰 に も 
無い 。 

善 が 悪 を 罰する 時 、 罰 を 受け る 恥ず か し さと 浪 の 苦し み に 同 情 す 
る 様 に 吉 つ 権利 は 悪人 に は 無い 。 

知 の 作業 に 専念 する 人 は 日 々 の 鍛錬 を 和らげ る 必要 が 有る 。 

長 時 間 の 徹夜 を 控え る 必要 が 有る 。 

健全 で 規則 正しい 生活 習慣 に 従う 必要 が 有る 。 

腐敗 臭 を 避け る 必要 が 有る 。 

よど ん で 腐っ て いる 水 に 近づく 事 を 避け る 必要 が 有る 。 

消化 し 難い 食べ 物 を 避け る 必要 が 有る 。 

汚 よ ご れ た 食べ 物 を 避け る 必要 が 有る 。 

特に 、 魔 術 に 夢中 に 成り 過ぎ な い 様 に 、 俗 世間 へ の 用 心 の た め 
に 、 芸 や 生産 や 金儲け と いっ た 仕事 で 、 神 経 を 緩 で きる 息抜き で 
きる 気晴らし を 日 々 探す 必要 が 有る 。 

良く 見 る 方 法 は 常に 見 て いる 事 で は な い 。 

ー 生 の 全て を 唯一 の 目的 に 費やす 人 は 目的 に 到達 し な いで 終わ 
る 。 
同様 に 、 そ の 他 に 注意 する 必要 が 有る 事 は 、 後 記 で ある 。 

病 ん で いる 時 は 、 魔 術 の 儀式 を 試み に 行う な か れ 。 
すでに 話し た 様 に 、 儀 式 は 意思 の 習慣 を 創造 する た め の 人 為 的 な 
手段 で ある 。 

意思 の 習慣 を 確立 し た 時 に 、 儀 式 は 不要 に 成る 。 

意思 の 習慣 を 確立 し た 時 に 、 儀式 は 不要 に 成る の で 、 隠 され た 哲 
学 で 、 パ ラケル スス は 、 儀 式 の 利用 を 禁止 する 様 に 、 完 全 な 達 道 者 
に だ け 話 し て いる 。 

儀式 が 完全 に 不要 に 成る まで は 、 超 自然 的 な 意思 へ の 鍛錬 に よっ 
て 確立 し た 意思 の 習慣 に 比例 し て 、 獲 得 し た 力 に 比例 し て 、 段 階 的 
に 儀式 を 簡略 化す る 必要 が 有る 。 
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秘伝 伝授 者 の 儀式 


知 は 、 沈 黙 に よっ て 守ら れ 、 秘 伝 伝授 に よっ て 伝え られ る 。 
秘伝 伝授 者 で は な い 大 和 朝 に は 、 沈 黙 を 守る 事 は 、 絶 対 に 破っ て は 
な ら な い 法 で ある 。 

た だ し 、 例 外 と し て 、 秘 伝 を 伝授 され る に ふさ わし い 人 に は 、 沈 
黙 を 破る 場合 が 有る 。 

知 は 話す 事 に よっ て の み 伝 えら れる 。 

知 は 吉 葉 に よっ て の み 伝 えら れる 。 

時 に は 賢者 は 話す 必要 が 有る 。 


イエ ス 。 
覆い を 取り 除く た めで は な く 、 他 人 を 発見 に 導く た め に 、 賢 者 は 
話す 必要 が 有る 。 


「 行 く な か れ 。 来 させ な さい 」 

「 行く な か れ 。 来 させ な さい 」 は ラブ レー の 吉 葉 で ある 。 
ラブ レー は 当時 の 全て の 学問 に 通じ て いた 。 

ラブ レー が 魔術 に 通じ て いな か っ た は ず が 無い 。 

ラブ レー は 魔術 に 通じ て いた 。 

し た が っ て 、 こ こ で 、 秘 伝 伝授 の 神秘 を 明か す 必 要 が 有る 。 
すでに 話し た 様 に 、 人 の 運命 は 自身 の 創造 で ある 。 

人 は 自身 の 行為 の 子 と 成る 。 

人 は 自身 の 行為 の 結果 で ある 。 

時 間 と 永遠 に 対し て 、 人 は 自身 の 行為 の 子 と 成る 。 

時 間 と 永遠 に 対し て 、 人 は 自身 の 行為 の 結果 で ある 。 

全て の 人 が 競う 様 に 要求 され て いる 。 

神 は 全て の 人 に 競う 様 に 要求 し て いる 。 

し か し 、 神 に 選ば れる 人 の 数 は 常に 少数 で ある 。 

成功 する 人 の 数 は 常に 少数 で ある 。 

吉 い 換え る と 、 到 達し た い 人 は 多数 で ある 。 

し か し 、 神 に 選ば れる 人 は 少数 で ある 。 
到達 する 人 は 少数 で ある 。 

世界 の 統治 は 、 当 然 の 権利 と し て 、 神 に 選ば れ た 人 の 物 で ある 。 
神 に 選ば れ た 人 が 世界 を 統治 する べき で ある 。 

結託 や 算 奪 さん だ つが 、 神 に 選ば れ た 人 に よる 世界 の 統治 を 妨害 
する と 、 政 治 的 な 大 洪水 か 社会 的 な 大 洪水 が 起こ る 。 

自身 の 主 で ある 人 は 、 楽 に 、 他 者 の 主 に 成 れ る 。 


た だ し 、 秩序 の 法 、 普 遍 の 位階 の 法 を 無視 する と 、 相 互 の 足 の 
引っ 張り 合い が 起こ り 得 る 。 

共同 で 秩序 に 従う に は 、 概 念 と 望み の 共有 が 必要 で ある 。 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 の 共有 だ けが 、 
共同 で 秩序 に 従 つ 、 概 念 と 望み の 共有 に 到達 で きる 。 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 世 界 に 常に 
存在 し て いる 。 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 だ けが 、 単 一 の 
款 教 、 衣 り が 無い 宗教 朽ち ない 欠 点 が 無い 宗教 、 真 実 の 普遍 の 宗 
教 で ある 。 

カト リッ ク は 「 普遍 の 」 を 意味 する 。 

他 の 宗教 は ヴェ ー ル や 影 で あり 続け て いる 。 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 だ けが 、 ヴ ェ ー 
ル や 影 で は な い 。 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 存 在 に よっ 


て 存在 を 実証 する 。 
知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 論 理 に よっ 
て 真理 を 実証 する 。 


知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 証 拠 に よっ 
て 常識 に よっ て 論理 を 実証 する 。 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 実 在 に よっ 
て 、 仮 説 の 論理 的 な 基礎 を 証明 する 。 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 実 在 と は 無 
関係 に 仮説 を 論じ る 事 を 禁じ る 。 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 普 包 の 類推 
可能 性 の 考え を 基礎 と し て いる 。 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、「 知 る べき 
も の 」 と 「 信 じ る べき も の 」 を 混同 し な い 。 

2 + 1 = 3 で ある と いう 事 を 信じ る の は 無理 で ある 。 

物理 的 に 、 含 まれ て いる 物 が 含ん で いる 物 よ り 大 きい 可能 性 が 有 
る と いう 事 を 信じ る の は 無理 で ある 。 

固体 が 流体 や 気体 の 様 に 動く 可能 性 が 有る と いう 事 を 信 じ る の は 
無理 で ある 。 

例え ば 、 人 の 肉体 が 、 分 解 し な いで 、 開 け な い で 、 閉 ざさ れ て い 
る 門 を 通過 で きる と いう 事 を 信じ る の は 無理 で ある 。 

無理 な も の を 信じ る 人 は 無知 な 幼子 か 加 者 で ある と 土 え る 。 
無理 な も の を 信じ る 人 は 愚者 で ある 。 

未知 の も の を 知っ て いる か の 様 に 定義 する の は 無理 で ある 。 

先 験 的 に 、 早 まっ た 仮説 を 衣 定 する まで 、 事 実 を 否定 で きる 様 に 
成る まで 、 仮説 か ら 仮説 へ 論じ て いく の は 、 愚 か で ある 。 


賢者 は 知っ て いる も の を 此 定 する 。 
賢者 は 、 知 ら な いも の の うち 、 仮 説 の 學 知 の 必然 性 と 合理 性 に つ 
) う 合っ て いる も の だ け を 信 じ る 。 
論理 的 な 宗教 は 大 察 に は 合わ な い 。 

大 衆 に は 、 例 え 話 、 神 秘 、 明確 な 希望 、 自 然 科学 的 な 基礎 を 持っ 
て いる 恐怖 が 必要 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 世 界 に 祭司 の 集団 が 確立 され て いる 。 

祭司 の 集団 は 秘伝 伝授 に よっ て 補充 され る 。 

神秘 の ヴェ ー ル を 取ら れる 事 に よっ て 、 ま た は 、 神 秘 を 軽視 する 
事 や 神秘 を 忘却 する 事 に よっ て 、 祭 司 だ け の 聖 所 で 、 秘 伝 伝授 が 途 
絶え る と 、 宗 教 の 形 は 消え る 。 

例え ば 、 グ ノー シス 主義 の 発覚 が 、 キ リス ト 教 会 を 、 カ バラ の 天 
の 高等 な 真理 か ら 遠 ざけ て し まっ た 。 

カバ ラ は 超越 的 な 神学 の 全て の 秘密 を 含ん で いる 。 

前 記 に よっ て 、 盲 人 が 盲人 を 導く 事 に 成っ て し まっ た 。 

(マタ イ に よる 福音 15 章 14 節 「 も し 盲人 が 盲人 を 導 け ば 、 盲 人 は 
諸 共 に 穴 に 堕ち る で あろ う 」) 

大 いな る 暗 闇 、 大 いな る 堕落 、 甘 し むべ き 醒 行 が 起こ っ て し まっ 
た 。 

キリ スト 教徒 の 大 則 は 創世 記 か ら ヨ ハネ の 黙示 録 ま で の 聖書 を 非 
常に 少し し か 理解 で き な く 成っ て し まっ た 。 

創世 記 か ら ヨ ハネ の 黙示 録 ま で の 聖書 の 鍵 は 全て カバ ラ で ある 。 

羊 飼い で ある 祭司 は 信者 の うち 無 学 な 人 が 聖書 を 読む 事 を 禁止 す 
る 必要 が 有る と 合理 的 に 剤 断 す る 事 に 成っ て し まっ た 。 

ヴォ ル テ ー ル 派 が 十分 過ぎ る くら い | 指摘 し た 様 に 、 文 字 通り に 取 
る と 、 物 質 的 に 理解 する と 、 聖書 は 儲 じ られ な い 義 論 理 的 な 話 と 棟 
行 の 塊 か た まり に 過ぎ な いで あろ うっ う 。 

時 書 と 同様 に 、 文 字 通り に 取る と 、 物 質 的 に 理解 する と 、 全 て の 
古代 の 考え 、 古 代 人 の 神 統 系 譜 学 、 古 代 人 の 詩 の 伝説 は 義 論 理 的 な 
話 と 醒 行 の 塊 に 過ぎ な いで あろ うっ う 。 

古代 ギリ シャ 人 が ゼウス の 不倫 を 信じ て いた と 主張 する 事 は 、 
古代 エジプト 人 が 頭 が 犬 で ある 人 や 神 の 存在 を 信じ て いた と 主張 す 
る 事 は 、 
古代 エジプト 人 が ハイ タカ を 神 と し て 信じ て いた と 主張 する 事 は 、 
キリ スト 教徒 が 老人 と 十字 架 で 処刑 され た 罪人 と ハト と いつ 三重 の 
神 を 信じ て いる と 主張 する 事 は 、 
無知 、 無 学 で ある し 悪意 が 有る 。 

象徴 へ の 無知 は 常に 中 傷 に 成る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 自 分 が 知ら な いも の を 笑い も の に し な い 様 に 常 
に 用 心 す る べき で ある 。 


時 書 の 話 、 神 話 、 伝説 と いっ た 話 が 何ら か の 非 論 理 的 な 話 か 奇異 
な 話 を 含ん で いる 時 に 、 自 分 が 知ら な いも の を 笑い も の に し な い | 様 
に 常に 用 心 す る べき で ある 。 

検討 無し で 非 論理 的 な 話 を 受け 入れ る 事 が 良識 に 欠け た 行為 で あ 
る 様 に (、 自 分 に は 理解 不能 な 非 論理 的 な 話 を 笑い も の に する 事 は 
良識 に 欠け た 行為 で ある )。 

自分 が 気に入る より 前 に 、 自 分 が 気に入ら な いよ り 前 に 、 真 理 が 
存在 する 。 

自分 が 気に入る より 前 に 、 自 分 が 気に入ら な いよ り 前 に 、 論 理 が 
存在 する 。 

も し 不滅 の 存在 理由 で ある 知 を 自分 の 心 の 中 に 創造 し た い の で あ 
れ ば 、 も し 不滅 の 法 で ある 正義 を 自分 の 心 の 中 に 創造 し た い の で あ 
れ ば 、 自 分 の 欲望 に よ に っ て より 、 論 理 、 真 理 に よっ て 、 行 動 する 必 
要 が 有る 。 

本 物 の 人 は 合理 的 に 正当 に 行動 する べき 物 だ け を 望む 。 

本 物 の 人 は 論理 、 真 理 に し か 耳 を 傾け な い の で 肉欲 と 恐怖 を 静め 
る 。 
本 物 の 人 は 自然 の 王者 、 自 然 の 祭司 で ある 。 

本 物 の 人 は 、 さ ま よ っ て いる 大 衆 に と っ て 、 自 然 の 王者 、 自 然 の 
祭司 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 古 代 の 秘伝 伝授 の 極致 は 、 王 者 の わざ 、 祭 司 の 
わざ 、 と 呼ば れ た 。 

古代 の 魔術 の 結社 は 王者 と 祭司 の た め の 学 校 で あっ た 。 

本 物 の 王者 の わざ 、 祭 司 の わざ に よっ て の み 古 代 の 魔術 の 結社 へ 
入会 で きた 。 

自分 の 全て の 自然 な 弱 さ を 乗り 越え る 事 に よっ て の み 古 代 の 魔術 
の 結社 へ 入会 で きた 。 

中 世 の 秘 密 結 社 で 、 力 を 弱め た が 絶え な か っ た 、 全 て の 場所 で 見 
つか る 、 古 代 エ ジ プ ト の 秘伝 伝授 に つい て 、 こ こ で は 、 く けり 返さ な 
い 。 

「 あ な た た ち は 唯 一 の 父 で ある 神 を 持つ 。 あ な た た ち は 唯 一 の 主 
イエ ス を 持つ 。 あ な た た ち は 皆 、 神 の 子 、 神 の 子 イ エス の 兄弟 で あ 
る 」 と いう 吉 葉 へ の 課 解 を 基礎 と する 、 急 進 派 の 偽 の キリ スト 教徒 
が 神 の 位階 制 に 恐 る べき 打撃 を 与え て し まっ た 。 

前 記 の 時 か ら 、 人 祭司 の 位階 は 術 策 と 運 の 問題 に 成っ て し まっ た 。 

大 衆 が 術 策 と 運 で 高い 位階 の 祭司 に 成る 様 に 成っ て し まっ た 。 

遠 上 内 し な い 大 衆 が 、 遠 慮 する 神 に 選ば れ た 者 か ら 、 高 い 位階 を 愚 
か に も 奪っ て し まっ た 。 

神 に 選ば れ た 者 は 遠慮 する た め に 大 軍 か ら 正しく 本 当 の 価値 を 理 
和解 され な い 。 


それ で も 、 秘 伝 伝授 は 宗教 の 命 の 絶対 に 必要 な 法 で ある 。 
法王 の 力 が 地 に 堕ち た 時 に 直 感 的 に 魔術 的 に 形成 され た 団体 イエ 
ズ ス 会 は 、 キ リス ト 教 の 全て の 力 を イエ ズ ス 会 に 速やか に 集中 させ 
る 事 が で きた 。 

な ぜ な ら 、 イ エズ ス 会 は 、 位 階 制 の 力 を 、 曖 昧 に し か 理解 し な 
か っ た が 、 決 定 的 に 利用 し た か ら で あ る 。 

位階 制 の 力 は 、 秘 伝 伝授 の た め の 試 績 に 内 在 し て いる 。 

位階 制 の 力 は 、 従順 な 服従 に お ける 舘 心 の 全能 性 に 内 在 し て い 


事実 、 古 代 の 秘伝 伝授 で 、 修 行者 は 何 を し た か ? 

修行 者 は 、 テ ー ベ や メン フィ ス の 神殿 の 師 に 、 命 と 自由 を 全て 委 
ね た 。 

修行 者 は 、 自 分 に 対す る 計画 的 な 虐待 を 想像 させ て し まう 無数 の 
恐怖 の 中 を 決 然 と し て 前 進 し た 。 

修行 者 は 、 火 葬 用 の まき の 山 を 昇っ た 。 

修行 者 は 、 黒 い 激しい 水 の 流 れ の 中 を 泳い だ 。 

修行 者 は 、 未 知 の つり 合い に よっ て 、 底 無し の 崖 に 身 を 乗り 出し 
た 。 

全て 、 前 記 こ そ 、 文 字 通 ! り 全力 な 、 盲目 的 な 服従 で は な いか ? 
前 記 は 、 全 て 、 文 字 通 ! り 全力 な 、 盲目 的 な 服従 で ある ! 

自由 へ 到達 する た め に 一 時 的 に 自由 を 放棄 する 事 は 自由 で ある と 
いう 権利 の 最も 完全 な 行使 で は な いか ? 自由 へ 到達 する た め に 一 
時 的 に 自由 を 放棄 する 事 は 自由 で ある と いう 権利 の 最も 完全 な 行使 
で ある ! 

前 記 は 、 魔 術 の 全能 性 と いう 「 神 の 王国 」 を 塁 お 修行 者 が 行う 必 
要 が 有る 物 で ある 。 

前 記 は 、 魔 術 の 全能 性 と いう 神 の 王国 」 を 思 お 修行 者 が 常に 
行っ て きた 物 で ある 。 

ピタ ゴラス の 弟子 は 多年 の 完全 に 沈黙 を 守る 苦行 を 自身 に 課 し 
た 。 

エピ クロ ス 派 の 人 で すら 、 心 の 平静 と 計画 的 な 節制 の 獲得 に よっ 
て の み 、 快 楽 が 最高 で ある 事 を 理解 し た 。 

命 は 、 戦 いで ある 。 

命 は 、 も し 前 進 し た い の で あれ ば 、 実 証する 必要 が 有る 、 戦 いで 
ある 。 

力 は 自然 と 身 を 任せ た ! り は し な い 。 

力 は 男性 に 自然 に は 身 を 任せ な い 。 

力 を つか み 取 る 必要 が 有る 。 

力 を 奪い 取る 必要 が 有る 。 

戦い と 試 績 に よる 、 秘 伝 伝授 は 、 魔 術 の 実践 的 な 知 へ の 到達 に 、 


絶対 に 必要 で ある 。 

後 包 に つい て は 、 す で に 話し た 。 

どの よう な 手段 で 四 大 元素 の 形 を 圧倒 で きる か ? 

前 記 を ここ で は 、 く り 返 さ な い 。 

読者 の うち 、 古 代 の 秘伝 伝授 の 儀式 を 調査 し た い 者 は 、「 燃え る 
星 」 の 著者 ツ ォ ー デ ィ 男 爵 の 著書 か 、「 ア ドニ ラム の メー ソン 」 
か 、 い くつ か の 他 の 丘 常 に 価値 の 有る メー ソン の 文書 を 参照 し て く 
だ さい 。 

ここ で 、 深 く 考 えて 欲し い 。 

は っ きり 吉 う と 、19 世 紀 の 大 則 が 堕落 し て いる 最 中 で ある 、 知 的 
な 社会 的 な 無秩序 の 原因 は 、 秘 伝 伝授 の 軽視 、 秘 伝 伝授 の 試練 の 軽 
視 、 秘 伝 伝授 の 神秘 の 軽視 で ある 。 

人 は 知 よ り 熱 意 が 大 きい 。 

大 軍 は 福音 書 の 吉 葉 を 諾 解 し て 流さ れ た 。 

大 衆 は 、 人 と 人 が 最初 か ら 全 く 平 等 で ある と 信じ て し まっ た 。 

(人 と 神 は 平等 で は な く 、 人 か ら 神 へ の 間 に 無 限 の 段階 が 存在 す 
る の で 、 人 と 人 の 間 に は 無限 の 段階 が 存在 する 。) 

「 社会 だ けが 人 を 堕落 させ る 」 は 、 ル ソー の 有名 な 幻覚 を 起こ さ 
せる 吉 葉 で ある 。 

奴 弁 で 不適 切な ルソー は ルソー の 表現 方 法 の 魔力 的 な 魅力 の 全て 
を 用 いて 「 社会 だ けが 人 を 堕落 させ る 」 と いう 奇 説 を 普及 させ た 。 

まる で ルソー は 「 労 働 に お ける 競争 や 対抗 心 が 労働 者 を 怠 情 に す 
る 」 と 吉 っ て いる か の 様 で ある 。 

大 衆 は 、 自 然 の 精髄 の 法 、 労 苦 に よる 秘伝 伝授 の 法 、 自 発 的 行為 
の 法 、 労 苦 に よる 進歩 を 残 命 的 に 諾 解 し た 。 

メー ソン か ら 務 め を 放棄 する 者 が あら われ た 。 

カト リッ ク か ら 背 教 者 が あら われ た 様 に 。 

どん な 結果 に 成っ て し まっ た か ? 

知 の 段階 、 象 徴 の 段階 の 代わ り に 、 鉄 の 段階 に 成っ て し まっ た 。 

知 の 段階 か ら 象 徴 の 段階 を 経て 鉄 の 段階 まで 退化 し た 。 

即 物 的 な 段階 まで 退化 し た 。 

上 へ 昇る 方 法 を 教え な いで 、 下 の 者 に 平等 を 話す 事 は 、 全 て の 者 
を 身 を 落と す 様 に 拘束 する 事 で は な いか ? 上 へ 昇る 方 法 を 教え な 
いで 、 下 の 者 に 平等 を 話す 事 は 、 全 て の 者 を 身 を 落と す 様 に 拘束 す 
る 事 で ある ! 

前 記 の 理由 か ら 、 大 衆 は 、 フ ラン ス 革 命 の 革命 歌 カ ル マ ニ ョ ー 
ル 、 フ ラン ス 革 命 に お ける 貧困 層 サ ン キュ ロッ ト 、 マ ラー の 支配 に 
身 を 落と し た 。 

揺らぐ 乱れ た 社会 を 元 に 戻す に は 、 位 階 制 と 秘伝 伝授 を 再び 確立 
する 必要 が 有る 。 


位階 制 と 秘伝 伝授 を 復活 させ る 務め は 難し い が 、 知 の 世界 の 人 々 
は 皆 、 位 階 制 と 秘伝 伝授 の 復活 に 取り 組む お 必要 性 を 感じ て いる 。 
位階 制 と 秘伝 伝授 の 復活 の 前 に 、 別 の 大 洪水 を 経る 必要 が 有る 
か ? 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 位 階 制 と 秘伝 伝授 の 復活 の 前 に 、 別 の 大 洪 
水 を 経る 必要 が 無い と 、 心 か ら 値 じ る 。 

本 書 は 、 秘 伝 伝授 者 の 大 胆 な 物 の うち 、 多 分 、 最 大 の 物 で ある 
が 、 最 後 の 物 で は な い 。 

本 書 は 、 腐 敗 と 死 の 真っ た だ 中 で 、 命 の 建て 衣 し の た め に 、 未 だ 
に 生き て いる 全て の 者 へ の 呼び か け で ある 。 
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隠さ れ た 学問 の 鍵 


pantacle に つい て 考え よう 。 

な ぜ な ら 、pantacle に は 全て の 魔術 の 力 が 有る 。 

な ぜ な ら 、pantacle を 導く 知 に は 力 の 秘密 が 存在 する 。 

ピタ ゴラス の 車輪 、 エ ゼ キ エル の 車輪 と いう pantacle の 絵 と 意味 
を すでに 記し た 。 

ピタ ゴラス の 車輪 、 エ ゼ キ エル の 車輪 と いう pantacle に つい て 
は 、 く り 返 す 必 要 が 無い 。 

22 章 で 、 へ プライ 人 の 神 へ の 敬礼 の た め の 全 て の 道具 は pantacle 
で あっ た 事 を 説明 する つも り で ある 。 

へ ブラ イ 人 の 神 へ の 敬礼 の た め の 全 て の 道具 は pantacle で あっ 
誠 。 

後 の 章 で 、 モ ー セ が 聖書 の 最初 で あり 最後 で ある 吉 葉 、 唯 一 普遍 
の 吉 葉 、 絶 対 の 吉 葉 を 聖 所 と 聖 所 の 全て の 品々 に 金 と 真 答 で 記し た 
事 に つい て 説明 する つも り で ある 。 

モー セ は 聖書 の 最初 で あり 最後 で ある 吉 葉 、 唯 一 普遍 の 吉 葉 、 絶 
対 の 吉 葉 を 聖 所 と 聖 所 の 全て の 品々 に 金 と 真 倫 で 記し た 。 

魔術 師 は 自分 個人 の pantacle を 持つ 事 が で きる し 持つ べき で あ 


な ぜ な ら 、 正 し く 理 解 さ れ た 、pantacle は 1 つの 精神 の 完全 な 要約 
で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 テ ィ コ ブラ ー エ の 魔術 の カレ ンダ ー、 
Duchentau の 魔術 の カレ ンダ ー で 、 ア ダム の pantacle、 ヨ ブ プ の 
pantacle、 エ レミ ヤ の pantacle、 イ ザヤ の pantacle、 そ の 他 の 全て の 
大 いな る 預 吉 者 の pantacle が 見 つか る 。 

アダ ム 、 ヨ ブ プ 、 エ レミ ヤ 、 イ ザヤ と いっ た 預 吉 者 は カバ ラ の 王者 
で あり 知 の 大 いな る ラビ で ある 。 

(ラビ は へ ブライ 語 で 師 を 意味 する 。) 

pantacle は 1 つの 象徴 に よっ て 表 さ れ た 完全 な 総合 で ある 。 

pantacle は 全て の 知 の 力 を 視線 、 想 像 、 接 触 に 集中 する 助け に 成 
る 。 
pantacle は 意思 を 効率 良く 放射 する た め の 起 点 と 言え る 。 

黒 魔術 師 と ゴ エ テ ィ ア の 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 地獄 の 悪 の pantacle 
を 自分 が 級 し た 生 費 の 皮 に 記 し た 。 

「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 と いっ た 多数 の 魔術 書 に は 、 生 費 に よる 悪人 
の 霊 の 魔術 の 儀式 、 子 ヤギ の 皮 を は が す 方 法 、 子 ヤギ の 皮 を 塩 で 乾 
か し 白く する 方 法 が 記さ れ て いる 。 


何人 か の へ ブラ イ 人 の カバ リス ト は 、「 高 き 所 」 や 地下 の 洞穴 で 
生 苗 を ささ げ る 者 に 対す る 聖書 に 記さ れ て いる 呪い を 忘れ 、 生 費 に 
よる 悪人 の 霊 の 魔術 の 儀式 と 類似 し た 、( 魔 術 に 血 を 用 いい る) 愚行 に 
陥っ て し まっ た 。 

儀式 で 血 を 流す 行為 は 全て 憎む べき 行為 で あり 神 に 対し て 無礼 な 
行為 で ある 。 

アド ニラ ム の 死後 、 本 物 の 達 道 者 の 団体 は 血 を 憎む 。 

教会 は 血 を 憎む 。 

pantacle に よる 入門 の 象徴 主義 は 、 東 の 全て で 取り 入れ られ た 。 

pantacle に よる 人 和信 門 の 象徴 主義 は 、 全 て の 古今 の 神話 の 鍵 で あ 


る 。 

象徴 的 な アル ファ ベッ ト で ある 、 タ ロッ ト の 知 が 無い と 、 ヴ ェ ー 
ダ 、 ゼ ンド アヴェ スタ ー、 聖 書 の 暗 導 の 中 で 迷っ て し まう で あろ 
つ 。 

創世 記 で 、 善 悪 の 知 の 木 は 4 つの 川 の 源泉 で ある 。 

善悪 の 知 の 木 を 源泉 と する 4 つの 川 の うち ピション は 金 の 王国 を 
水 で 潤す 。 

金 の 王国 は 光 の 王国 で ある 。 

善悪 の 知 の 木 を 源泉 と する 4 つの 川 の うち ギ ホ ン は 古代 エチ オ ピ 
ア を 流れ る 。 

古代 エチ オ ピ ア は 間 の 王国 の 象徴 で ある 。 

(古代 エチ オ ピ ア は 未知 の 領域 の 象徴 で ある 。) 

創世 記 の 蛇 は 磁気 の 蛇 で ある 。 

創世 記 の 蛇 は 星 の 光 で ある 。 

創世 記 の 磁 気 の 蛇 は 女性 エヴァ を 誘惑 し た 。 

(動物 は 女性 を 母 と し て 娘 と し て 誘惑 する 。) 

女性 エヴァ は 男性 アダ ム を 誘惑 し た 。 

女性 は 男性 を 誘惑 する 。 

前 記 は 、 引 き 寄 せ の 法 を 知ら せ て いる 。 

神 は エデン の 祭司 だ け の 聖 所 へ の 道 に 火 の 合 と 智 天使 ケ ルビ ム を 
細い た 。 

智 天 使 ケ ルビ ム は 聖書 の スフィンクス で ある 。 

火 の 剣 と 智 天使 ケル ビ ム は 象徴 を 守護 する も の で ある 。 

アダ ム の 労苦 に よる 改心 と エヴァ の 涙 の 苦し み に よ る 増殖 。 
アダ ム の 労苦 に よる 改心 と エヴァ の 涙 の 苦し み に よ る 増殖 は 、 入 
門 と 試練 の 法 の 象徴 で ある 。 

カイ ン と アベ ル の 対立 。 

カイ ン と アベ ル の 対立 は 、 エ ロス と アン テロ ス の 対立 と 同じ で あ 
る 。 
カイ ン と アベ ル の 対立 は 2 つ 1 組 の 象徴 で ある 。 


大 洪水 で 水 の 上 を 運ば れる ノア の 方 舟 。 

ノア の 方 凡 は 、 オ シリ ス の 格 と 同様 で ある 。 

オリ ー プ の 葉 を ノア の 方 凡 に も た ら さ な い 黒 い \ カ ラス と 、 オ リー 
プ の 葉 を ノア の 方 凡 に も た ら し た 白い ハト 。 

ノア の 方 丹 の 黒い カラ ス と 白い 人 ルト は 、 対 立 と つり 合い の 考え を 
新た に 説明 し て いる 。 

創世 記 の 大 いな る カバ ラ の 例え 話 を 、 文字通り 受け 取る と 、 史 実 
と し て 受け 取る と 、 ヴ ォ ル テー ル が 山 ほ ど 己 えた より も 、 笑 いも の 
に する に 値する し 、 軽 に 値する 。 

創世 記 の 例え 話 は 、 秘 伝 伝 授 者 に は 、 光 に 成る 。 

秘伝 伝授 者 は 、 熱 意 と 思い や ! り に よっ て 、 世 界 の 全て の 聖 所 で 同 
じ で ある 、 本 物 の 考え の 永遠 性 と 、 入 門 の 普遍 性 を 認め る 。 

モー セ 五 書 、 エ ゼ キ エル 書 、 ヨ ハネ の 黙示 録 は 、 聖 書 と いう 建物 
全体 の 、3 つ の カバ ラ 的 な 鍵 で ある 。 

エ ゼ キ エ ル の スフィンクス で ある 、 智 天使 ケル ビ ム は 、 古 代 エ ジ 
プ ト 、 古 代 ペ ル シ ャ 、 古 代 ギ リ シ ャ と いっ た 聖 所 の スフィンクス と 
同じ で ある 。 

エ ゼ キ エ ル の 智 天使 ケ ルビ ム は 、 モ ー セ の 契約 の 箱 の 智 天使 ケル 
ビ ム と 同じ で ある 。 

智 天使 ケル ビ ム は 、 古 代 エ ジ プ ト の 4 つ 1 組 、 四 大 元素 の 4 つ 1 組 の 
建て 邊 し で ある 。 

相互 に 回 転 す る 、 エ ゼ キ エル 書 1 章 の 智 天使 ケル ビ ム の 車輪 は 、 
ピタ ゴラス の 調和 し て いる 複数 の 天球 、 ピ タゴ ラス の 調和 し て いる 
宇宙 コス モス で ある 。 

完全 に カバ ラ 的 な も の さ し で 計画 され た 、 新 し い 神 殿 は 、 最 初 の 
メー ソン の 務め の 象徴 で ある 。 

ヨハ ルネ の 環 示 録 21 章 で 、 使 徒 ヨ 人 ルネ は 、 新 し い 神 殿 と 同じ 映像 と 
数 を 受け 継ぎ 、 新 し い エ ル サ レ ム と いう エデン の 楽園 世界 を 概念 的 
に 建て 表し た 。 

た だ し 、 ヨ ハネ の 黙示 録 22 章 で 、4 つ の 川 の 源泉 で 、( 十 字 の 中 央 
で 、) 太 陽 で ある 子羊 が 、 善 悪 の 知 の 木 と いう 神秘 の 木 を 受け 継い 
で いる 。 

労 若 と 血 に よる 入門 は 終わ っ た 。 

ヨハ ネ の 黙示 録 21 章 22 節 に 記さ れ て いる 様 に 、 新 し いい エルサレム 
に は 、 神 殿 が 不要 で ある 。 

(ヨハ ルネ の 上 示 録 21 章 22 節 「 新 し い エ ル サ レ ム に は 神殿 が 無かっ 
た 。 な ぜ な ら 、 全 能 で ある 主 で ある 神 と 子羊 イエ ス が 新しい エル サ 
レム の 神殿 で ある か ら で あ る 」) 

な ぜ な ら 、 真 理 の 光 は 普遍 に 普及 し 、 世 界 は 正義 の 神殿 に 成る か 
ら で あ る 。 


前 記 は 、 聖 書 の 光輝 く 最 終 的 な 理想 像 で ある 。 

前 記 は 、 教 会 が 正当 な 理由 で 実現 を より 良い 「 あ の 世 」 に 委ね た 
神 の 理想 卿 で ある 。 

前 記 は 、 全 て の 古代 の 大 異端 者 と 多数 の 現代 の 夢想 家 の 落 と し 穴 
に 成っ て し まっ た 。 

全て の 人 の 同時 の 解放 と 完全 な 平等 は 、 進 歩 の 抑制 を も た らし 
て 、 命 の 抑制 を も た ら す 。 

全て の 人 が 平等 に 成っ て し まっ た 世界 に は 、 細 子 と 長老 は 存在 で 
き な し い !。 

全て の 人 が 平等 に 成っ て し まっ た 世界 に は 、 誕 生 と 死 は 認め られ 
な い !。 

前 記 は 、 新 し い エ ル サ レ ム が 「 こ の 世 」 の 物 で は な い 事 と 、 新 し 
い エ ル サ レ ム が 原始 的 な 楽園 エデン の 物 で は な い 事 を 、 十 分 に 証明 
し て いる 。 

原始 的 な 楽園 エデン に は 、 善 悪 の 知 、 自 由 の 知 、 生死 の 知 は 無 
か っ た 。 

款 教 の 象徴 主義 の 輪 は 永遠 の 中 で 始ま り 終わ る 。 

デュ ピュ イ と ヴォ ルネ イ は 大 いな る 博識 を 全て の 象徴 の 類似 の 発 
見 に 費やし た 。 

そし て 、 デ ュ ピ ュ イ と ヴォ ルネ イ は 全て の 宗教 の 否定 に 至っ て し 
まう た だ 。 

正反対 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 全 て の 象徴 の 類似 の 発見 と いう 
経路 に よっ て 、 カ トリ ッ ク 以 前 の 全て の 宗教 の 育 定 に 到達 し た 。 

そし て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は カト リッ ク 以 前 の 文明 的 な 世界 に 偽 
の 宗教 が 存在 し な か っ た 事 を 感嘆 し て 認め る 。 

神 の 光 、 ロ ゴス の 無 上 の 論理 の 輝 き 、 ヨ ハネ に よる 福音 1 章 9 節 の 
「 こ の 世に 生ま れ て 来る 全て の 人 を 照ら す 神 の 吉 葉 イエ ス 」 の 輝き 
は 、 ゾ ロア スタ ー の 魔術 の 子孫 と 使徒 ペトロ の 値 心 深 い 羊 で ある 本 
物 の カト リッ ク 教 徒 に 欠け て いな か っ た 。 

永遠 、 唯 一 、 普 遍 の 啓示 が 目 に 見 える 自然 に は 記さ れ て いる 。 

目 に 見 える 自然 に 記さ れ て いる 永遠 、 唯 一 、 普 遍 の 啓示 は 、 論 理 
で 明示 され て いる 。 

目 に 見 える 自然 に 記さ れ て いる 永遠 、 唯 一 、 普 遍 の 啓 示 は 、 舘 心 
を 持っ た 知 の 類推 に に っ て 、 完 全 な 物 に 成る 。 

最終 的 に 、 実 に 、 唯 一 の 本 物 の 宗教 、 唯 一 の 考え 、 唯 一 の 論理 的 
な 本 物 の 信心 が 存在 する 。 

正 に 、 実 に 、 唯 一 の 神 、 唯 一 の 論理 、 唯 一 の 宇宙 が 存在 する 様 
に 。 

記 示 は 全て の 人 に と っ て 不明 な 物 で は な いい \。 

な ぜ な ら 、 世 界 の 全て の 人 が 真理 と 正義 を 、 多 か れ 少 な か れ 、 理 


解 し て いる か ら で あ る 。 
な ぜ な ら 、 全 て の も の は 、 存 在 す る も の と 類推 的 に し か 存在 で き 
な いか ら で あ る 。 


「 存在 は 存在 で ある 」 

「 存在 は 存在 する 」 

「 存 在 性 は 存在 性 で ある 」 

「 ある 存在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 

「 ある 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意味 で 同じ で ある 」 
「 神 は 存在 する 」 


出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で mnN ] の N nyTK、AHIH AShR AHIH、 エ へ 
イエ アシ ェ ル エ ヘ イ エ と 神 は モー セ に へ プラ イ 語 で 名 乗っ た 。 
出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で 神 は 「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か 
で ある 、 私 、 神 が 存在 する 」、「 私 は 存在 し た い 様 に 存在 する 者 で 
ある 」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で ある 」、「 私 は 本 物 の 存在 で あ 
る 」、「 私 は 幻 で は な い 存 在 で ある 」 と モー セ に 名 乗っ た 。 


ヨハ ルネ の 黙示 録 に 記さ れ て いる 一 見 、 奇 妙 な 形 は 、 象 徴 で ある 。 

全て の オリ エン ト の 神話 の 象徴 の 様 に 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 に 記さ れ て いる 一 見 、 奇 妙 な 形 は 、 一 連 の 
pantacle で ある 。 

ヨ 人 ルネ の 黙示 録 1 章 の 、 白 衣 を 着 て いる 、7 つ の 金 の 炉 台 の 間 に 
立っ て いる 、 右 手 に 7 つの 星 を 持っ て いる 、 祖 イエ ス は 、「 上 の も 
の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可 
能 で ある 」 と いつ うつ ヘル メス の 唯一 の 考え と 、 光 の 普遍 の 類推 可能 性 
を 表し て いる 。 

ヨハ ネ の 黙示 録 12 章 の 、 太 陽 を まとっ て いる 、12 の 星 の 王冠 を か 
ぶっ て いる 、 女 性 は 、 天 の イシ ス 、 グ ノー シス で ある 。 

ヨ 人 ルネ の 黙示 録 12 章 の 、 女 性 の 御子 を 飲み 込 も うと する 蛇 は 、 物 
質 的 な 命 で ある 。 

ヨ 人 ルネ の 黙示 録 12 章 で 、 女 性 が 2 つの ワシ の 細 を 得 て 荒 れ 野 へ 飛 
び 去 る の は 、 公 の 宗教 の 物質 主義 に 対す る 、 預 吉 の 霊 の 抗議 で あ 
る 。 
ヨハ ネ の 黙 示 録 10 章 の 、 顔 が 太陽 で ある 、 頭 の 周り の 光 が 虹 で あ 
る 、 雲 を 衣 と し て まとっ て いる 、 両 脚 が 2 つの 火 の 柱 で ある 、 左 足 
を 地 の 上 に 買い て いる 、 右 足 を 海 の 上 に 置い て いる 、 力 強い 天使 
は 、 本 物 の カバ ラ の 汎 神 で ある 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 10 章 の 力強い 天使 の 、 地 の 上 に 置い て いる 左足 と 
海 の 上 に 置い て いる 右足 は 、 ベ リア ー の 段階 の つり 合い 、 形 の 領域 


の つり 合い を 表し て いる 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 10 章 の 力強い 天使 の 、2 つ の 火 の 柱 で ある 両脚 
は 、 メ ー ソ ン の 神殿 の 2 つの 柱 ボ アズ と ヤキ ン で ある 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 10 章 の 力強い 天使 の 、 雲 の ヴェ ー ル で 覆 わ れ て い 
る 、 巻 物 を 持っ て いる 手 を も た ら し て いる 、 胴 体 は せ 、 イ エ ツ ィ ラー 
の 天 、 入 門 の 試練 で ある 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 10 章 の 力強い 天使 の 、 頭 の 周り の 虹 は 、 光 を 放つ 
7 つ 1 組 で ある 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 10 章 の 力強い 天使 の 、 太 陽 で ある 頭 は 、 無 上 の 世 
界 ア ティ ルト 、 完 全 な 啓示 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 へ ブラ イ 人 の カバ リス ト が ヨハ ネ の 上 示 録 
の 象徴 を 理解 し な か っ た 事 を 、 和 区 く し か で き な し )。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 の 象徴 は 、 密 に 、 不 可 分 に 、 キ リス ト 教 の 無 上 の 
神秘 を 、 イ スラ エル の 全て の 達 道 者 の 秘密 で ある が 不変 の 考え に 結 
び つ ける 。 

ヨ 八 ネ の 黙示 録 13 章 の 7 つの 頭 を 持っ た 獣 は 、 光 の 7 つ 1 組 に 対立 
する 、 物 質 的 な 否定 で ある 。 

ヨハ ルネ の 黙 示 録 17 章 の バビ ロン の 淫ら な 女性 は 、 ヨ ハネ の 環 示 録 
12 章 の 太陽 を まとっ て いる 女性 に 、 対 立 し て いる 。 

ヨハ ルネ の 本 示 録 6 章 の 4 つの 馬 に 乗っ て いる 者 は 、 牛 、 人 、 ラ イオ 
ン 、 ワ シ と いう 4 つの 象 微 的 な 獣 に 対応 し て いる 。 

ヨ 八 ネ の 黙示 録 8 章 の 7 つの ラッ パ を 持っ た 7 つの 天使 、 ヨ ルネ の 
黙示 録 15 章 の 7 つの 杯 、7 つ の 合 は 、 吉 葉 に よる 、 宗 教 了 的 な つなが り 
に よる 、 力 に よる 、 悪 に 対す る 、 善 の 戦い の 絶対 性 を 表し て いる 。 

前 記 の 様 に 、 ヨ ハネ の 睦 示 録 5 章 の 隠さ れ た 巻物 の 7 つの 封印 は 開 
か れ て 、 普 遍 の 入門 が 終わ る 。 

前 記 以 外 の 物 を 、 超 越 的 な カバ ラ の 書 で ある ヨハ ネ の 黙示 録 の 中 
に 探す 注釈 者 は 、 時 間 を 浪費 する し 、 自 身 が 笑い も の に され る だ け 
で ある 。 

ヨハ ルネ の 本 示 録 9 章 の 御 使 い ア ポリ オン を ナポレオン と 調 解す る 
事 は 、 
ヨハ ルネ の 血 示 録 9 章 の 天 か ら 叶 ち た 星 「 苦 ヨモギ 」 を ルター と 誤解 
する 事 は 、 
ヨハ ネ の 環 示 録 9 章 の 戦士 の 様 に 武装 し た イナ ゴ を ヴォ ル テ ー ル や 
ルソー と 詳解 する 事 は 、 
激しい 夢想 に 過ぎ な い !。 

ヨハ ネ の 本 示 録 13 章 の 獣 の 数 字 666 に 、 有 名 人 の 名 前 を 、 数 的 
に 、 こ じ つ け る 事 は 、 激 し い 夢 起 に 過ぎ な い 。 

ヨハ ネ の 睦 示 録 13 章 の 獣 の 数 字 666 に つい て は 、 す で に 十分 に 説 
明 し た 。 


ボ シ ュ エ と ニュ ー ト ン と いっ た 人 物 が 有名 人 の 名 前 を ヨハ ルネ の 黙 
示 録 13 章 の 獣 の 数 字 666 に 数 的 に こじ つけ て 遊ん だ 事 を 考え る と 、 
有名 人 の 名 前 を ヨハ ルネ の 上 示 録 13 章 の 獣 の 数 字 666 に 数 的 に こじ つ 
け て 遊ぶ と いっ た 愚行 、 悪 徳 か ら 仮 定 さ れる 様 に 、 人 性 に は 、 そ れ 
ほど 悪意 が 無い の で は 、 と 信じ られ る 。 
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三重 の 鎖 


意思 の 鍛錬 と 魔術 師 の 自身 の 創造 の 後 の 、 実 践 的 な 魔術 に お け 
る 、 大 いな る 務め は 、 磁 気 の 鎖 の 形成 で ある 。 

大 いな る 務め は 、 意 思 の 鍛錬 、 自 身 の 創造 、 磯 気 の 鎖 の 形成 で あ 
る 。 
磁気 の 鎖 の 形成 の 秘密 は 王者 の 物 で あり 祭司 の 物 で ある 。 

磯 気 の 鎖 の 形成 は 、 概 念 的 な 流れ を 形成 する 。 

概念 的 な 流れ は 、 舘 心 を も た ら す 。 

概念 的 な 流れ は 、 自 発 的 に 表し て 定め た 輪 に 、 多 数 の 意思 を 引き 
寄せ る 。 

十分 に 形成 され た 磁気 の 鎖 は 、 渦 の 様 に 、 全 て の も の を 巻き 込み 
同化 する 。 

磯 気 の 鎖 を 形成 する 方 法 は 、 身 振り 手振り 、 吉 葉 、 接 触 と いう 3 
つの 方 法 で ある 。 

身振り 手振り に よる 磁気 の 鎖 の 形成 と は 、 世 論 を 誘発 し て 、 あ る 
身振り 手振り を 力 の 表れ と する 事 で ある 。 

全て の キリ スト 教徒 は 、 十 字 を 切る 手振り に よっ て 、 交 流す る 。 

メー ソン は 、 太 陽 の 下 の 直 角 定規 を 表す 手振り に よっ て 、 交 流す 


る 。 

魔術 師 は 、 小 宇宙 の 象徴 で ある 五 荘 星 を 表す 、 五 指 を 伸ばし た 手 
振り に よっ て 、 交 流す る 。 

な ど 。 

一 度 で も 受け 入れ られ た 広まっ た 身振り 手振り は 力 を 持つ 様 に 成 


最初 の 数 世紀 に お ける 、 十 字 を 切る 手振り を 見 せる 事 や 、 十 字 を 
切る 手振り を まね し て も ら う 事 だ け で 、 十 分 に 、 人 々 を キリ スト 教 
に 改 示 で きた 。 

十字 を 切る 手振り と 同じ 、 磁 気 の 法 に よっ て 、19 世 紀 で は 、「 奇 
跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 と 呼ば れ て いる 物 が 、 多 数 の 
人 々 を キリ スト 教 に 改 未 させ て いる 。 

若 U い へ ブラ イ 人 アル フォ ンス ラテ ィ ス ボン ヌ の 「 奇 跡 の メダ ル 」 
の 聖母 マリ ア の 幻視 と 啓示 は 注目 する べき 事実 で ある 。 

想像 力 は 、 自 分 の 中 だ け で は な く 自 分 の 外 で も 、 流 体 の 放射 に 
よっ て 、 創 造 力 が 有る 。 

甘 い 無く 、 コ ンス タン ティ ヌス 1 世 の ラ バル ム の 管 示 の 原因 と 、 
Migne の 十字 の 現象 の 原因 は 、 流 体 の 放射 に よる 、 想 像 力 の 創造 力 
で ある 。 


吉 葉 に よる 魔術 の 磯 気 の 鎖 の 形成 を 、 古 代 人 は 、 ヘ ル メ ス の 口 く 
ちか ら 放 出さ れ て いる 金 の 鎖 で 表し た 。 

雄 借 の 電流 は 最強 で ある 。 

雄 弁 の 電撃 は 最強 で ある 。 

粗 維 な 大 埋 の 中 で も 、 吾 葉 は 最高 の 理解 を 生む 。 

実際 に 聞く に は 遠 過 ぎる 、 大 衆 で すら 感動 に よっ て 吉 葉 を 理解 す 
る 。 
周り の 大 軍 と 共に 、 吉 葉 に よっ て 大 衆 は 心 を 奪わ れる 。 
隠者 ピエ ー ル は 、「 神 が 、 そ れ を 望ん で いる ! 」 と 叫ん で 、 ヨ ー 
ロッ パ を 揺るが し た 。 

皇帝 の 一 吉 が 軍団 を 感動 させ て フラ ンス を 無敵 に し た 。 

プル ー ド ン は 、「 所 有 と は 姿 み で ある 」 と いう 有名 な 奇 説 で 、 社 
会 主義 を 破壊 し た 。 

吉 葉 が 流通 する だ け で 権力 を 転覆 させ る に は 十分 で ある 。 

ヴォ ル テ ー ル は 吉 葉 が 流通 する だ け で 権力 を 転覆 で きる 事 を 良く 
和み で て り ! 庄 。 

ヴォ ル テ ー ル は 風刺 に よっ て 俗 世 を 揺るが し た 。 

その た め 、 ヴ ォ ル テー ル は 法王 と 権力 者 を 恐れ な か っ た 。 

ヴォ ル テ ー ル は 議会 と バス ティ ー コ 監獄 を 妨 れ な か っ た 。 

し か し 、 ヴ ォ ル テー ル は 吾 葉 遊び を 恐れ た 。 

大 衆 が 吉 葉 を 伝え 合え ば 、 吉 葉 を 話し た 人 の 意思 の 達成 は 目前 で 


接触 に よる 魔術 の 磁気 の 鎖 の 形成 が 、 磯 気 の 鎖 の 形成 の 第 3 の 方 
法 で ある 。 

頻繁 に 会 う 和 人 々 の 間 に は 、 す ぐに 、 流 れ の 先頭 が あら われ る 。 

すぐ に 、 最 も 強い 意思 は 他 の 意思 を 同化 する 。 

真 接 の 固い 、 握 手 は 和気あいあい と させ る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 握 手 は 共感 と 親 し さ の 象徴 で ある 。 

幼子 は 貴 感 的 に 自然 に 導 か れる 。 

一 列 に 成っ た り 輪 に 成っ て 遊ぶ 事 に よっ て 、 細 子 達 は 、 魔 術 の 磁 
気 の 鎖 を 形成 する 。 

一 列 に 成っ た り 輪 に 成っ て 遊ぶ 事 に よっ て 、 陽 気 と 笑い が 広 が 
る 。 
円 卓 が 宴会 に 最適 で ある 。 

中 世 の 達 道 者 の 神秘 の 集まり を 締め くく る 、 達 道 者 の サバ ト の 大 
輪 婦 は 、 魔 術 の 磁気 の 鎖 で あっ た 。 

雄 気 の 鎖 は 1 つの 意思 、1 つ の 行動 に 全て の も の を 合流 させ る 。 

達 道 者 の サバ ト の 輸 舞 は 、 背 中 合わ せ に 立っ て 、 手 と 手 を つ な 
ぎ 、 顔 を 輪 の 外 に 向け た 。 

達 道 者 の サバ ト の 輪 婦 は 、 古 代 の 神 の 舞 を 模 信 し て いる 。 


古代 の 神 の 舞 が 、 古 代 の 神殿 に 彫 ら れ て いる の が 見 つか る 。 
TEN 
静電気 を 帯 室 さ せ た 、 大 山猫 リン クス や 欧 ヒ ョ ウパ ン サ ー や 家 猫 の 
毛皮 を 締 っ て 衣服 を 作っ た 。 

前 記 が 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト で は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 
帯 に 猫 を 吊る し て 身 に つけ て 踊っ た 、 と いう 口伝 の 由来 で ある 。 
降 霊 術 で テー ブル に 起き る 現象 は 、 輪 の 磁気 の 鎖 に よる 、 流体 の 
交流 が 運 良く 表れ た 物 で ある 。 

降 土 術 で テー ブル に 起き る 現象 は 、 磁 気 の 鎖 に よる 物 で ある 。 
後に 、 詐 欺 が 降 霊 術 に 混ざっ た 。 

学識 の 有る 知能 が 高い 大 和 吾 で すら 、 詐 欺 が 混ざっ た 降 霊 術 の 目 新 
し さ に 夢中 に 成っ て 、 自分 で 自分 ) を だ まし 、 自分 の 愚行 の 盲 従者 に 
成っ た 。 

降 吉 術 の テー ブル の 解答 は 、 多 か れ 少 な か れ 、 自 分 の 願望 か 推測 
か 雑念 に よ る 物 で あ る 。 

降 圭 術 の 解答 は 、 夢 の 中 で 考え た けり 聞い た 問答 に 似 て いる 。 

降 霊 術 の 他 の 不思議 な 現象 は 想像 力 が 外 へ 表れ た 物 か も し れ な 
し !。 

四 大 元素 の 霊 が 降 霊 術 の 現象 を 仲介 し た 可能 性 を 否定 し な い !。 
四 大 元素 の 霊 が 降 圭 術 を 仲介 する 可能 性 が 有る 。 

思 大 元素 の 圭 が タロ ッ ト 占い と いっ た カー ド 占 い 、 夢 占い を 仲介 
する 様 に 。 

四 大 元素 の 霊 は タロ ッ ト 占 いと いっ た カー ド 占 い 、 夢 占い を 仲介 
する 。 

た だ し 、 四 大 元素 の 寺 が 降 圭 術 を 仲介 する 事 が 証明 され た と は 信 
じ な しい)。 

四 大 元素 の 霊 が 降 圭 術 を 仲介 する 事 は 証明 され て いな いり 。 

その た め 、 皿 大 元素 の 寺 が 降 寺 術 を 仲介 する 事 を 認め る 様 に 強制 
で き な い り 。 

人 の 想像 力 の 区 く べき 力 の 1 つ は 、 意 思 の 実現 、 願 望 の 実現 で あ 


に > 名 
人 の 想像 力 の 向 く べき 力 の 1 つ は 、 心 配 や 帝 怖 すら 実現 する 事 で 
る 。 


人 は 恐れ て いる 事 や 望ん で いる 事 を 信じ 易い 。 

こと わざ に 有る 様 に 。 

人 が 恐れ て いる 事 や 望ん で いる 事 を 信じ 易い の は 真実 で ある 。 

な ぜ な ら 、 願 望 や 恐怖 は 、 計 り 知 れ な い 力 の 、 実 現す る 力 を 想像 
力 に 与え る 。 

例え ば 、 ど うし て 人 は 心配 し て いる 病気 に か か る の か ? 

人 が 恐れ て いる 病気 に か か る 事 に つい て の パラ ケル スス の 考え 、 


経験 に よっ て 確認 され た 隠さ れ た 法 を 、「 高 等 魔術 の 教理 」 で 、 す 
で に 話し た 。 

し か し 、 少 な く と も 、 知 が 無く て 、 ま た は 、 共 感 が 無く て 、 ま た 
は 、 力 が 有る 指導 者 が いな く て 、 磁 気 の 鎖 の 形成 が 不 十分 な 時 は 、 
磯 気 の 流れ に よる 、 磁 気 の 鎖 の 仲介 に よる 、 実 現 は 期待 外れ で ある 
場合 が ほとん ど で あ る 。 

知 が 無く て 、 ま た は 、 共 感 が 無く て 、 ま た は 、 力 が 有る 指導 者 が 
いな く て 、 磁 気 の 鎖 の 形成 が 不 十分 な 時 は 、 実 現 は 盲目 的 な 雑念 の 
結果 で ある 。 

迷信 の 多く は 魔術 の 知 の 名 残 で ある 様 に 、13 人 の 時 に 、 何 ら か の 
不運 が 13 人 の うち 最も 若い 人 か 最も 弱い 人 に 起こ り そ う だ 、 と い 
う 、 迷 信 深 い 大 宮 の 思い 込み 、 大 到 に 広まっ て いる 恐怖 は 、 魔 術 の 
知 の 名 残 で ある 。 

迷信 の 多く は 魔術 の 知 の 名 残 で ある 。 

12 は 完成 の 数 で ある 。 

12 は 周期 の 数 で ある 。 

自然 の 普遍 の 類推 か ら 分 か る 様 に 。 

12 は 常に 13 を 引き 寄せ 同化 する 。 

大 則 は 13 が 不運 の 数 、 余 計 な 数 で ある と 課 解 し て いる 。 

も し 12 が 石 う す を 表す 数 で あれ ば 、13 は 石 う す に つぶ され る 物 を 
表す 数 で ある 。 

前 記 に 類似 し た 考え に よっ て 、 古 代 人 の 大 崩 は 幸運 の 数 と 不運 の 
数 を 作っ た 。 

前 記 か ら 、 古 代 人 の 大 衆 は 幸運 の 日 と 不運 の 日 の 占い の 習慣 を 
性 大 。 

前 記 の 様 な 、 人 を 不安 に させ る 物 に 対し て 、 特 に 、 想 像 力 は 創造 
力 を 発揮 する 。 

その た め 、 幸 運 の 数 と 不運 の 数 と いっ た 誤っ た 知識 と 、 幸 運 の 日 
と 不運 の 日 と いっ た 斉 っ た 占い は 、 占 い の 感 化 力 を 信じ る 大 衆 に 
合っ て いる 。 

キリ スト 教 が 占い を 禁止 し た の は 正しかっ た 。 

な ぜ な ら 、 キ リス ト 教 は 占い を 禁止 し て 、 占 い へ の 盲 従 に よる 、 
自由 に 思考 し た けり 行動 する 機会 の 損失 を 減ら し 、 自 由 に 余地 と 力 を 


提 え た 。 
印刷 は 、 言 葉 を 広め る 事 に よっ て 魔術 の 磁気 の 鎖 を 形成 する た め 
の 見 事 な 手 段 で ある 。 


失わ れる 書物 は 存在 し な い 。 

書物 は 失わ れ な い 。 

事実 、 常 に 、 正 し く 、 書 物 は 、 お も むく べき 所 に お も むく 。 
思考 と いう 呼吸 は 吉 葉 を 引き 寄せ る 。 


前 記 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 魔術 へ 入門 中 に 何 度 も 経験 し た 。 

橋 語 本 が 必要 に 成る と 、 す ぐに 、 探 さ な く て も 、 稀 襲 本 は あら わ 
れ た 。 

前 記 の お か げ で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 損失 の 無い 普通 の 知 を 復活 
で きた 。 

多数 の 、 学 の 有る 者 達 は 普 衣 の 知 が 多数 の 一 連 の 大 洪水 に 沈ん だ 
と 考え て いた 。 

前 記 の お か げ で 、 魔 術 師 達 は 、 ヘル メス また は エノク か ら 始 ま 
け 、 世 界 の 終わ けり と 共に し か 終わ ら な い 、 大 いな る 魔術 の 磁気 の 鎖 
に 入門 し て きた 。 

前 記 の お か げ で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウ 
ス 、 プ ロティ ノ ス 、 シ ュ ネ シオ ス 、 パ ラケル スス 、 カ ル ダ ー ノ 、 コ 
ルネ リウ ス アグ リッ パ 、 そ の 他 、 多 か れ 少 な か れ 知 られ て いる が 
軽々 し く 名 前 を 口 に する に は 宗教 的 に 有名 過ぎ る 人 達 の 霊 を 呼び 出 
し て 顔 と 顔 を 合わ せ て 会 えた 。 

エリ ファ ス レヴ ィ と 現在 の 魔術 師 達 は 過去 の 魔術 師 達 の 大 いな る 
務め を 受け 継い だ 。 

未来 の 魔術 師 達 が 過去 と 現在 の 魔術 師 達 の 大 いな る 務め を 受け 継 
いで くれ る で あろ っ つ 。 

し か し 、 過 去 、 現 在 、 未 来 の 魔術 師 達 の 大 いな る 務め を 受け 継ぎ 
完了 させ る も の は 何 も の で あろ うか ? 
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大 いな る 務め 


常に 富 が 有る 事 、 常 に 若い 事 、 肉 体 が 死な な い 事 は 、 常 に 、 錬 金 
術 師 へ の 大 軍 の 夢想 で あっ た 。 

常に 農 か で ある 事 、 常 に 若い 事 、 心 が 死な な い 事 は 、 常 に 、 錬 金 
術 師 の 夢 で あっ た 。 

鉛 、 水 銀 と いっ た 卑 金属 を 金 に 変え る 事 、 万 能 薬 と 命 の 若返り 薬 
エリ クサ ー を 所 有する 事 は 、 錬 金 術 師 の 願望 を 成就 する た め に 、 錬 
金 術 師 の 夢 を 実現 する た め に 、 解 決する 必要 が 有る 問題 で ある 。 

全て の 魔術 の 神秘 の 様 に 、「 大 いな る 務め 」 の 秘密 は 、 宗 教 的 な 
意味 、 哲 学 的 な 意味 、 自 然 科 学 的 な 意味 と いう 三重 の 意味 を 持っ て 
いる 。 

全て の 魔術 の 神秘 は 宗教 的 な 意味 、 哲 学 的 な 意味 、 自 然 科 学 的 な 
意味 と いう 三重 の 意味 を 持っ て いる 。 

「 大 いな る 務め 」 は 宗教 的 な 意味 、 哲 学 的 な 意味 、 自 然 科 学 的 な 
意味 と いう 三重 の 意味 を 持っ て いる 。 

哲学 に 通じ る 、 宗 教 に お ける 金 は 絶対 の 無 上 の 論理 で ある 。 

哲学 に お ける 金 は 真理 で ある 。 

目 に 見 える 自然 に お ける 金 は 大 陽 で ある 。 

地下 の 鉱物 の 世界 に お ける 金 は 完全 な 純金 で ある 。 

前 記 か ら 、「 大 いな る 務め 」 の 探求 は 「 絶 対 の 探求 」 と 呼ば れ て 
いる 。 

「 大 作業 」 は 「 太 陽 の 作業 」 と 呼ば れ て いる 。 

全て の 知 の 師 達 は 、 宗 教 的 な 段階 と 哲学 の 段階 で 万 能 薬 と 賢者 の 
石 に 対応 し て いる も の を 全て 発見 する まで 、 物 質 的 な 結果 に 到達 す 
る の は 不可 能 で ある 、 と 認め て いる 。 

全て の 知 の 師 達 は 、 物 質 的 な 結果 に 到達 する に は 、 宗 教 的 な 段階 
と 哲学 の 段階 に お ける 万 能 薬 と 賢者 の 石 を 発見 する 必要 が 有る 、 と 
認め て いる 。 

全て の 知 の 師 達 は 、 宗 教 的 な 段階 と 哲学 の 段階 に お ける 万 能 薬 
賢者 の 石 を 発見 すれ ば 、 作 業 は 簡単 、 軽 快 、 安 価 で ある 、 と 断 吉 し 
て いる 。 

款 教 的 な 段階 と 哲学 の 段階 に お ける 万 能 薬 と 賢者 の 石 を 発見 し な 
いと 、 輔 ぬい ご を 吹く 者 、 作 業者 は 、 命 と 運 を 無駄 に 消耗 する 。 

魂 に と っ て の 、 万能 薬 と は 無 上 の 論理 と 絶対 正義 で ある 。 

知 に と っ て の 、 万 能 薬 と は 数 学 的 な 実践 的 な 真理 で ある 。 

体 に と っ て の 、 万能 薬 と は 第 5 元素 エー テル で ある 。 

第 5 元素 エー テル と は 光 と 人 金 の 結合 で ある 。 


IET 


無 上 の 、 自 由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 で の 、「 大 いな る 務め 」 
の 「 第 一 賢 料 」 と は 熱意 と 自発 性 で ある 。 

仲介 する 、 概 念 の 領域 で の 、「 大 いな る 務め 」 の 「 第 一 質 料 」 と 
は 知 と 勤勉 で ある 。 

形 の 領域 で の 、「 大 いな る 務め 」 の 「 第 一 質 料 」 と は 労苦 で あ 


る 。 

自然 科学 で の 、 わ ざ に お ける 、「 大 いな る 務め 」 の 「 第 一 質 料 
と は 硫黄 、 水 銀 、 塩 で ある 。 

硫黄 、 水 銀 、 塩 を (三重 に ) 交 互 に 揮発 と 固定 し て 賢者 の Azoth に 組 
み 合 わせ る (と 、 賢 者 の 石 に 成る )。 

四 大 元素 で 、 硫 黄 に 対応 する も の は 火 で ある 。 

四 大 元素 で 、 水 銀 に 対応 する も の は 水 と 風 で ある 。 

四 大 元素 で 、 塩 に 対応 する も の は 土 で ある 。 

全て の 錬金術 師 は 大 作業 に つい て 例え 話 で 書い て きた 。 

全て の 錬金術 師 が 大 作業 に つい て 例え 話 で 書い て きた の は 正 し 
か っ た 。 

大 衆 に は 危険 で ある 大 作業 を 大 則 が 思い と ど ま る 様 に 、 全 て の 錬 
金 術 師 は 大 作業 に つい て 例え 話 で 書い て きた 。 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の 
か ら 類 推 可能 で ある 」 と いう ヘル メス の 唯一 の 考え が 統治 する 類推 
可能 な 3 つの 世界 全て を 示 し て 、 達 道 者 が 全て の 錬金術 師 の 精髄 
を 理解 で きる 様 に 、 全 て の 錬金術 師 は 大 作業 に つい て 例え 話 で 書い 
て きた 。 

金 と 銀 は 、 太 陽 と 月 、 王 と 女王 で ある 。 

硫黄 は 飛ん で いる ワシ で ある 。 

水銀 は 、 立 方 体 の 上 に 座っ て いる 、 火 の 王冠 を か ぶっ て いる 、 あ 
ご ひげ が 有る 有 細 の 両性 具有 者 で ある 。 

物質 、 塩 は 有 田 の 竜 で ある 。 

溶解 し て いる 複数 の 金属 は 色々 な 色 の 複数 の ライ オン で ある 。 

大 作業 全体 は ベリ カン と フェ ニッ クス で ある 。 

ヘル メス の わざ は 、1 つ で 同時 に 、 宗 教 、 哲 学 、 自 然 科 学 で あ 


る 。 

款 教 と し て は 、 ヘ ル メ ス の わざ は 、 古 代 ペ ル シ ャ の 祭司 マギ の わ 
ざ 、 全 て の 時 代 の 秘伝 伝授 者 の わざ で ある 。 

哲学 と し て は 、 ヘ ル メ ス の わざ の 複数 の 原理 は 、 ア レク サン ドリ 
ア 学 派 と ピタ ゴラス の 理論 に 見 つか る 。 

自然 科学 と し て は 、 ヘ ル メ ス の わざ の 複数 の 原理 を 、 パ ラケル ス 
ス 、 ニ コラ フラ メル 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス か ら 探 求 す る 必要 が 
有る 。 
錬金術 の 自然 科学 は 、 錬 金 術 の 宗教 と 哲学 を 受け 入れ 理解 し た 者 


の た め だ け の 、 真実 で ある 。 
大 作業 は 、 王 者 の 意思 に 到達 し た 達 道 者 の た め だ け に 、 成 功 す 


る 。 
王者 の 意思 に 到達 し て 、 達 道 者 は 四 大 元素 の 王者 、 地 の 王者 に 成 


る 。 

な ぜ な ら 、「 大 陽 の 作業 」 、「 大 作業 」 の 大 いな る 代行 者 は 、 へ 
ル メ ス の 象徴 作品 「 エ メラ ルド 板 」 に 記さ れ て いる 「 最 強 の 力 」 で 
ある か ら で あ る 。 

代行 者 は 普遍 の 魔術 の 力 で ある 。 

代行 者 は 火 の 様 な 霊 の 力 で ある 。 

代行 者 は へ プラ イ 人 の オド で ある 。 

代行 者 は 星 の 光 で ある 。 

著書 で エリ ファ ス レヴ ィ は 星 の 光 と いう 表現 を 選ん だ 。 

全て の ヘル メス の 錬金術 師 が 神秘 的 に 隠し て 話し て いる 、 秘 密 の 
生き て いる 錬金術 師 の 火 が 存在 する 。 

秘密 の 生き て いる 錬金術 師 の 火 は 星 の 光 で ある 。 

普遍 の 精液 が 存在 する 。 

星 の 光 は 普遍 の 精液 で ある 。 

ヘル メス 、 エ ノ ク の 魔術 の 子孫 、 魔 術 師 は 星 の 光 の 秘密 を 守っ 
夫 

ヘル メス 、 エ ノ ク の 魔術 の 子 了 、 魔 術 師 は 、 ヘルメス の ケー リュ 
ケイ オン と いう 象徴 で の み 、 星 の 光 を 表現 し た 。 

星 の 光 の 秘密 は 大 いな る ヘル メス の 秘密 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 、 初 め て 分 か り 易 く 、 神 秘 的 な 象徴 で 隠さ な 
いで 、 星 の 光 の 秘密 を 明か し た 。 

達 道 者 が 「 死 ん で いる 物質 」 と 呼ん で いる 物 は 、 自 然 に 見 つか 
る 、 物 体 で ある 。 

「 生き て いる 物質 」 と 呼ば れる 物 は 、 達 道 者 の 知 と 意思 に よっ て 
同化 され た 磁化 され た 物体 で ある 。 

「 大 作業 」 は 化学 的 な 作業 を 超越 し た 何 物 か で ある 。 

「 大 作業 」 は 化学 的 な 作業 と 魔術 の 結合 で ある 。 

「 大 作業 」 は 、 神 の 吉 葉 イエ ス の 力 を 秘伝 伝授 され た 、 人 に 成っ 
た 神 の 吉 葉 イエ ス を 実際 に 創造 する 事 で ある 。 
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前 記 の へ プラ イ 語 の 文 は 、 前 記 の 「 大 作業 」 に つい て 、 エ リフ ァ 
ス レヴ ィ の 発見 の 元 と 成っ た 書物 が 確か に 実在 し て いる 証明 と し 
て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 書き 写 し た 物 で ある 。 

前 記 の へ ブラ イ 語 の 文 は 、 へ プライ 人 の ラビ の アブ プラハ ム の 書物 
か ら の 引用 で ある 。 

(ラビ は へ ブラ イ 語 で 師 を 意味 する 。) 

ラビ の アブ ラ ハ ム は ニコ ラ フラ メル の 祖師 で ある 。 

前 記 の へ ブラ イ 語 の 文 は 、「 形成 の 書 」 に つい て の ラビ の アプ ブラ 
八 ム の 隠さ れ た 注釈 書 に 記さ れ て いる 。 

「 形成 の 書 」 は カバ ラ の 神 の 書 で ある 。 

ラビ の アブ ラ ハ ム の 注釈 書 は 稀 調 本 で ある 。 

魔術 師 の 雄 気 の 鎖 の 共鳴 の 力 の 導き で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は ラビ 
の アブ ラ ハ ム の 注釈 書 の 写本 を 発見 で きた 。 

ラビ の アブ ラ ハ ム の 注釈 書 の 写本 は ルー アン の プロ テス タン ト の 
教会 に 1643 年 か ら 保存 され て いる 。 

後記 が 、 ラ ビ の アブ ラ ハ ム の 注釈 書 の 写本 の 、 最 初 の ペー ジ に は 
記さ れ て いる 。 

「 大 いな る 神 と 、 」、 読 み 取 れ な い 名 前 、「 か ら の 贈り 物 」。 

「 大 いな る 務め 」 に お ける 、 金 の 創造 は 、 変 化 、 増 到 に よる 物 で 
ある 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 「 金 を 創造 する に は 、 金 と 水銀 を 所 有 し 
て いる 必要 が 有る 」 と 話し て いる 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 「 銀 を 創造 する に は 、 銀 と 水銀 を 所 有 し 
て いる 必要 が 有る 」 と 話し て いる 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 「 水銀 に よっ て 、 私 ライ ムン ドゥ スル 
ルス は 知っ て いる 。 水銀 に よっ て 、 純 化 さ れ た 浄化 され た 鉱物 の 精 
髄 は 、 金 の 種 を 金 で 、 銀 の 種 を 銀 で 覆う 」 と 話し て いる 。 
甘い 無く 、「 水 銀 に よっ て 、 私 ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 知っ て い 
る 。 水銀 に よっ て 、 純 化 さ れ た 浄化 され た 鉱物 の 精 剛 は 、 金 の 種 を 
金 で 、 銀 の 種 を 銀 で 覆う 」 と いう 話 で 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は オ 
ド 、 星 の 光 に つい て 話し て いる 。 

「 大 作業 」 で 、 塩 と 硫黄 は 、 水 銀 の 調整 に の み 役 立つ 。 
特に 、 水 銀 と 、 友 気 の 代行 者 を 同化 、 一 体 化す る 必要 が 有る 。 

「 大 作業 」 で は 星 の 光 を 特に 水銀 と 一 体 化 させ る 必要 が 有る 。 

「 大 作業 」 で は 星 の 光 を 塩 、 水 銀 、 硫 黄 と 一 体 化 さ せる 必要 が 有 
る 。 
パラ ケル スス 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メル だ け 
が 、「 大 作業 」 で は 星 の 光 を 塩 、 水 銀 、 硫 黄 と 一 体 化 さ せる 必要 が 


有る 、 と いう 神秘 を 完全 に 理解 し て いた 様 で ある 。 

バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス と ベル ナー ル トレ ヴィ サン は 、 別 
の 解釈 が 可能 で ある 様 に 不 完全 な 形 で 、「 大 作業 」 で は 星 の 光 を 
塩 、 水 銀 、 硫 黄 と 一 体 化 さ せる 必要 が 有る 、 と いう 神秘 を 示し た 。 

人 ハインリッヒ クン ラー ト の 著書 「 永遠 の 知 の 円 形 競 技 場 」 の 神秘 
の 銀 微 と 神秘 の 象徴 の 魔術 的 な テー マ は 、 大 作業 に つい て エリ ファ 
ス レヴ ィ が 見 つけ た 最も 不思議 な 物 で ある 。 

人 ハインリッヒ クン ラー ト は グノー シス 学派 の 最も 学 の 有る 代表 で 
ある 。 

人 ハインリッヒ クン ラー ト の 象徴 学 は 、 シ ュ ネ シオ ス の 神秘 主義 に 
つなが っ て いる 。 

表現 的 に 、 象 徴 的 に 、 八 イン リッ ヒ クン ラー ト は キリ スト 教徒 の 
ふけ り けり を し て いる 。 

し か し 、 後 記 で ある 事 が 簡単 に わか る 。 

八 イ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の キリ スト は アプ ラク サス で ある 。 

アプ ブラ クサ ス は 、 天 文学 的 な 十字 の 上 で 、 光 を 放っ て いる 五 星 
で ある 。 

アブ ラク サス は 、「 王 な る 太陽 へ の 賛歌 」 で ユリ アヌ ス 帝 が た た 
えた 、 人 に 成っ た 王 で ある 太陽 で ある 。 

アブ ラク サス は 、 神 の 霊 の 、 光 を 放っ て いる 生き て いる 表れ で あ 
る 。 
創世 記 1 章 2 委 で モー セ は 「 神 の 報 が 水 の 面 を 覆っ て いた 」 と 話し 
て いる 。 

アプ ブラ クサ ス は 、 人 に 成っ た 太陽 で ある 。 

アプ ブラ クサ ス は 、 光 の 王者 で ある 。 

アブ ラク サス は 、 無 上 の 魔術 師 で ある 。 

アプ ブラ クサ ス は 、 蛇 の 主 で ある 。 

アブ ラク サス は 蛇 を 圧倒 し て いる 人 で ある 。 

八 イ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、4 重 の 口伝 で ある 、4 つ の 福音 書 
で 、「 大 いな る 務め 」 の 象徴 的 な 鍵 を 発見 し た 。 

人 ハインリッヒ クン ラー ト の 魔術 書 「 永遠 の 知 の 円 形 競 技 場 」 の 
pantacle の 1 つ は 、 壁 に 囲ま れ た 砦 と り で の 中 央 に 建っ て いる 賢者 の 
石 で ある 。 

砦 の 壁 に は 20 の 通れ な い 門 が 存在 する 。 

20 の 門 の うち 1 つの 門 だ けが 「 大 いな る 務め 」 の 祭司 だ け の 聖 所 
に 通じ て いる 。 

賢者 の 石 の 上 空 に は 、 有 細 の 竜 の 上 に 置か れ た 三角 形 が 存在 す 


る 。 
( 有 細 の 竜 は 物質 、 塩 で ある 。) 
「 キ リス ト 」 と いう 名 前 が 覧 者 の 石 の 上 に 記さ れ て いる 。 


八 イ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 「 キ リス ト は 全 自 然 の 象徴 的 な 映像 で 
ある 」 と 話し て いる 。 

八 イ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 「 キ リス ト に よっ て の み 、 あ な た は 
人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の た め の 万 能 薬 を 獲得 で きる 」 と 話し て い 
る 。 

(アブ プラ クサ ス は 、 無 上 の 魔術 師 で ある 。) 

三角 形 に 統治 され た 有 田 の 竜 は 、 ハインリッヒ クン ラー ト の キリ 
スト で ある 。 

三角 形 に 統治 され た 有 細 の 竜 は 、 光 と 命 を 統治 する 知 で ある 。 

三角 形 に 統治 され た 有 細 の 竜 は 、 五 荘 星 の 秘密 で ある 。 

三角 形 に 統治 され た 有 細 の 竜 は 、 口 伝 の 魔術 の 、 無 上 の 、 考 え 
の 、 実 践 的 な 、 神 秘 で ある 。 

前 記 で 、 大 いな る 、 大 衆 に は 話す 事 が で き な い | 吉 葉 まで 後 一 歩 で 
ある 。 

ラビ の アブ ラバ ハム の カバ ラ の 象徴 は 、 知 を 求め る 最初 の 欲求 を ニ 
コラ フラ メル に 旧 え た 。 

ラビ の アブ ラ ハ ム の カバ ラ の 象徴 は 、 タ ロッ ト の 22 の 鍵 で ある 。 

バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス の 12 の 鍵 は 、 タ ロッ ト の 22 の 鍵 を 
要約 し た 物 で ある 。 

太陽 と 月 は 、 皇 帝 と 女 帝 で ある 。 

水星 は 、 魔 術 師 で ある 。 

大 いな る 秘 儀 祭司 は 、 達 道 者 、 第 5 元素 エー テル の 抽出 者 で あ 


る 。 

死 の 女性 、 審 草 、 意 人 、 竜 ま た | は 悪魔 、 隠者 また は 足 の 不 自由 な 
長老 と いっ た タロ ッ ト の 絵 の 主 な 特徴 が タロット と ほぼ 同じ 順序 で 
見 つか る 。 

タロ ッ ト と は 異な る 形 に 成り 難い 。 

な ぜ な ら 、 タ ロッ ト は 最初 の 書物 で ある 。 

タロ ッ ト は 隠さ れ た 知 の 要 石 で ある 。 

必ず 、 タ ロッ ト は ヘル メス の 錬金術 的 な 物 に 成る 。 

な ぜ な ら 、 タ ロッ ト は カバ ラ 的 な 物 、 魔 術 的 な 物 、 神 知 学 的 な 物 
で ある 。 

その た め 、 タ ロッ ト の 12 番 目 の 鍵 と 22 番 目 の 鍵 を 重ね 合わ せ た 結 

合 に 、「 大 いな る 務め 」 と タロ ッ ト の 神秘 の 解答 の 象徴 的 な 管 示 が 
見 つか る 。 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 に は 片 脚 で 吊る され た 男 が 描か れ て いる 。 

絞 首 台 は 3 つの 木 ま た は 3 本 の 柱 か ら 成り 、 へ ヘブライ 文字 タウ ) 
の 形 を し て いる 。 

吊る され た 男 の 頭 と 腕 は 三角 形 の 形 を し て いる 。 

吊る され た 男 の 体 は 十字 を の せ た 逆 三角 形 の 形 を し て いる 。 


全て の 達 道 者 は 十字 を の せ た 三 角形 と いう 錬金術 の 象徴 を 知っ て 
いる 。 

十字 を の せ た 三 角形 は 「 大 いな る 務め 」 の 達成 を 意味 する 。 
前 の ペー ジ の 愚者 が 数 字 を 持た な い の で 、21 の 数 を 持つ 場合 が 有 
る 、 タ ロッ ト の 22 ペ ー ジ 目 に は 若 々 し い 女 神 が 描 か れ て いる 。 
女神 は 薄い ヴェ ー ル で 覆い 隠さ れ て いる 。 

女神 は 花 飾り の 円 冠 の 中 で 走っ て いる 。 

和牛 、 人 、 ワ シ 、 ラ イオ ン と いう カバ ラ の 4 つの 獣 が 4 つの 角 で 花 飾 
けけ の 円 冠 を 支え て いる 。 

イタ リア の タロ ッ ト の 22 ペ ー ジ 目 に は 各々 の 手 に 1 つの 杖 を 持っ 
た 女神 が 描か れ て いる 。 

Besanson タ ロッ ト の 22 ペ ー ジ 目 に は 2 つの 杖 を 一 方 の 手 に 持ち 他 
方 の 手 を も も の 上 に 置い て いる 女神 が 描か れ て いる 。 

前 記 の 2 つの タロ ッ ト の 22 ペ ー ジ 目 の 絵 は 磁気 の 作用 の 注目 すべ 
き 人 象徴 で ある 。 

前 記 の 2 つの タロ ッ ト の 22 ペ ー ジ 目 の 絵 は 磁気 の 作用 の 両極 性 に 
お ける 交互 性 また は 対立 と 伝達 に よる 同時 性 を 表す 。 

基本 的 に 、 ヘルメス の 「 大 作業 」 は 魔術 的 な 作業 で ある 。 

「 大 作業 」 は 無 上 の 魔術 の 作業 で ある 。 

な ぜ な ら 、「 大 作業 」 は 知 の 絶対 、 意 思 の 絶対 を 前 提 と する 。 
金 に 光 が 存 在 する 。 

光 に 金 が 存在 する 。 

全て の も の に 光 が 存 在 する 。 

知 を 持っ た 意思 は 、 光 を 同化 する 。 

知 を 持っ た 意思 は 、 光 に よっ て 、 物 質 的 な 形 の 作業 を 導く 。 

知 を 持っ た 意思 は 、 化 学 を 補助 的 な 手段 と し て 利用 する に 過ぎ な 
0 

人 の 意思 と 知 は 、 自 然 科 学 の 作業 に 影響 を 幻 える 。 

人 の 意思 と 知 の 感化 力 は 、 自 然 科 学 の 作業 に 部 分 的 に 依存 する 。 
全て の 真剣 な 錬金術 師 が 知 と 信心 に 比例 し て 成功 し て きた の は 事 
実 で ある 。 

錬金術 師 は 、 金 属 の 溶解 、 塩 と の 化合 、 再 構成 と いっ た 現象 の 中 
で 、 思 考 を 実現 し て きた 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 計 けり 知れ な い 学 の 有る 鍛錬 され た 天 
オ で あっ た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 純 粋 な 哲学 者 で 疑い 深かっ た 。 
コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 金 属 の 分 析 と 統合 と いう 限界 を 超越 
で き な か っ た 。 

エッ ティ ラ は 、 混 乱 し た 、 曖 昧 な 、 夢 見 が ちな 、 渦 耐 強い カバ リ 
スト で あっ た 。 


エッ ティ ラ は タロ ッ ト を 誤解 し て 改悪 し た 異常 性 を 錬金術 で 再現 
層 起 。 
エッ ティ ラ の る つぼ で 金属 は 驚く べき 形 に 成っ た 。 
パリ の 好奇 心 の 強い 大 加 は エッ ティ ラ の 金属 の 寄 形 に 興 鶴 し た 。 
エッ ティ ラ は 訪問 者 が くれ た チッ プ し か 利益 を 得 ら れ な か っ た 。 
19 世 紀 の 無 名 の 貧し い 甘 ぬい ご を 吹く 者 Louis al 狂っ 
て 死ん だ 。 
Louis Cambriel は 、 隣 人 を 本 当 に 治 し た 。 
Louis Cambriel の 教区 の 人 々 の 証 吉 に よる と 、Louis Cambriel は 、 
友人 の 鍛冶 師 の 命 を 復活 させ た 。 
Louis Cambriel の 金属 の 作品 は 驚く べき 形 、 一 見 、 手 論理 的 な 形 


に 成っ た 。 
ある 日 る つぼ で 、Louis Cambriel は 金属 が 神 の 形 に 成る の を 見 
室 。 


神 の 形 の 金属 は 、 太 陽 の 様 に 光輝 いた 。 

神 の 形 の 金属 は 、 水 晶 の 様 に 透明 で あっ た 。 

神 の 形 の 金属 は 、 体 が 三角 形 の 塊 か た まり で あっ た 。 

Louis Cambriel は 、 神 の 形 の 金属 を 、 無 邪気 に 、 多 数 の 小さ な 梨 
な し に 例え た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 友人 の 1 人 は 、 課 っ た 秘伝 を 伝授 され た 、 学 
識 の 有る カバ リス ト で ある 。 

前 記 の 、 学 識 の 有る カバ リス ト は 、19 世 紀 に 、「 大 作業 」、 化 学 
的 な 作業 を 行っ た 。 

前 記 の 、 学 識 の 有る カバ リス ト は 、 輝 か せ 過 ぎ た 錬 金 旭 を 見 過ぎ 
て 、 視 力 が 弱く な っ て し まっ た 。 

前 記 の 、 学 識 の 有る カバ リス ト は 、 金 に 似 て いる が 金 で は な い の 
で 無 価値 な 新しい 金属 を 作っ た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メル は 本 物 の 金 を 創造 し 
放 

多分 、 八 イン リッ ヒ クン ラー ト は 本 物 の 金 を 創造 し た 。 

ー ラ イム ン ドゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メル 、 八 イン リッ ヒ クン 

ー ト は 、 秘 密 を 幕 ま で 持っ て 行か な か っ た 。 

“ライ ムン ドゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メル 、 八 イン リッ ヒ クン 
ラー ト の 秘密 は 、 象 徴 に 封じ 込め られ て いる 。 

0 プ NM ルル ス 、 ニコ マ 06 ハイ ン リ SA 記 クン 
た らい 水 く 取 ら 償 克 天 示 た 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メ 
ル 、 八 イン リッ ヒ クン ラー ト の 秘密 を 公 に し た 。 


すでに 、 大胆 に 、 い くつ か の 場合 に お いて 復活 は 可能 で ある と い 
う 考 え 、 と いう より は 、 い くつ か の 場合 に お いて 復活 は 可能 で ある 
と いう 確信 を 話し た 。 

後 は 、 こ こ で は 、 い くつ か の 場合 に お いて 復活 は 可能 で ある と い 
つう 秘密 の 記 示 を 完成 させ る 。 

いく つか の 場合 に お いて 復活 は 可能 で ある と いう 秘密 の 実践 方 法 
を あら わす 。 

死 は 無知 に よる 幻 で ある 。 

( 魂 的 に 、) 死 は 存在 し な い 。 

自然 の 全て の も の は 生き て いる 。 

全て の も の は 動か され て いる の で 、 全 て の も の は 生き て いる 。 

全て の も の は 形 の 絶え 間 無 い 変化 を 受け て いる の で 、 全 て の も の 
は 生き て いる 。 

肉体 の 老い は 、( 魂 の ) 再 生 の 始ま り で ある 。 

肉体 の 老い は 、( 魂 の ) 命 を 復活 させ る た め の 労 苦 で ある 。 

古代 人 は 、 大 押 が 死 と 呼ん で いる 神秘 を 、「 若 返り の 泉 」 と いう 
話 で 表し て いる 。 

「 若返り の 泉 」 に 、 肉 体 の 老い た 人 が 入る と 、( 魂 が ) 幼 子 に 成っ 
て 出 て これ る 。 

肉体 は 魂 の 衣 で ある 。 

肉体 と いう 衣 を 完全 に 脱い だ 時 に 、 ま た は 、 和 肉体 と いう 衣 が 回 復 
不可 能 な まで に 深く 有 裂 か れ た 時 に 、 肉 体 と いう 衣 を 捨て 去る 事 に 成 
る 。 
肉体 と いう 衣 を 再び 身 に つけ る 事 は で き な く 成る 。 

し か し 、 何 ら か の 不運 で 、 肉 体 と いう 衣 が 、 壊 され な いで 、 不 完 
全 に 脱が され た 時 に 、 い くつ か の 場合 で は 、 肉 体 と いう 衣 を 再び 身 
に つけ る 事 が で きる 。 

自身 の 努力 で 、 肉 体 と いう 衣 を 再び 身 に つけ る 事 が で きる 場合 が 
有る 。 

また は 、 自 分 より 強い 、 他 者 の 強い 自発 的 な 意思 の 助け で 、 肉 体 
と いう 衣 を 再び 身 に つけ る 事 が で きる 場合 が 有る 。 

死 は 命 の 終わ り で は な い 。 

死 は 永遠 の 命 の 始ま り で は な い 。 

死 は 命 の 継続 と 変形 で ある 。 

変形 は 常に 進歩 で ある 。 

一 見 、 死 ん だ 様 に 見 える 人 の うち 、 命 へ の 復活 に 同意 する 人 は 少 


肉体 と いう 衣 を 再び 身 に つけ る 人 は 少数 で あろ う 。 

復活 は 、 無 上 の 秘伝 伝授 の 、 難 し い 作 業 の 1 つ で ある 。 
復活 は 絶対 に 成功 する と いう 物 で は な い 。 

ほとん ど 常 に 、 復 活 は 思い が けず 成功 する 物 で ある と 考え る 必要 
が 有る 。 

死人 を 復活 させ る に は 、 魂 と 死ん だ 直後 の 肉体 を つなぐ 引き 寄せ 
る 力 が 有る 鎖 で 、 魂 と 肉体 を 力強く 突然 つなぐ 必要 が 有る 。 

魂 と 死ん だ 直後 の 肉体 を つなぐ 力 が 有る 鎮 を 事前 に 知っ て いる 必 
受 が 有る 。 

魂 と 死ん だ 直後 の 肉体 を つなぐ 力 が 有る 鎖 を つか み 取 る 必要 が 有 


瞬間 的 に 抵抗 で き な い 様 に 再び 鎖 を つなぐ た め に 、 意 思 の 力 を 
く 発揮 する 必要 が 有る 。 

前 記 は 、 全 て 難し い が 、 絶 対 に 不可 能 で は な い 。 

現在 は 、 大 則 は 、 物 質 主義 の 自然 科学 の 先入観 で 、 自 然 の 秩序 か 
ら 復 活 を 除外 し て し まっ て いる 。 

その た め 、 大 則 に は 、 多 か れ 少 な か れ 、 死 の 兆候 が 混じっ た 長 時 
間 の 了 睡 状態 に よっ て 、 復 活 と いっ た 種類 の 全て の 現象 を 説明 する 
傾向 が 有る 。 

ヨハ ルネ に よる 福音 11 章 の ラ ザ ロ が 、 も し 現代 の 医者 の 前 で 復活 し 
て も 、 現 代 の 医者 は 公認 の 学会 に 腐敗 が 始ま り 死 体 の 様 な 匂い の 強 
奇妙 な 斬 睡 状態 の 記録 と し て 報告 する だ け で あろ うっ う 。 

特別 な 事 が 起き て も 名 前 を 付け て レッ テル を 貼っ て 、 問 題 は 終わ 
り で ある 。 

大 則 の 誰か を 賑 え 上 が ら せ る つも り は 無い 。 

も し 、 公 の 科学 を 代表 する 学者 と 学位 に 敬意 を 表す る た め に 、 復 
活 に つい て の 論理 を 、 例 外 的 な 重い 牙 睡 状態 を 治す わざ 、 と 名 づけ 
る 様 に 要求 され れ ば 、 譲 歩 し て も 良い し 、 譲 歩 を 妨げ る 物 は 無い で 
あろ うつ 。 

し か し 、 も し 、 か つて 、 世 界 で 復活 が 起き た な ら ば 、 復 活 は 可能 
で ある と いう 事 は 議論 の 余地 が 無い 。 

法 に よっ て 建て られ た 団体 は 法 で 款 教 を 擁護 し て いる 。 

宗教 は 復活 が 事実 で ある と 断 吉 す る 。 

法 的 に 、 復 活 は 可能 で ある 。 

法 か ら の 現実 逃避 は 難し い 。 

自然 の 法 の 外 で 普遍 の 調和 に 相反 する 感化 力 に よっ て 復活 が 可能 
で ある と 話す 事 は 、 無 秩序 の 聞 の 死 の 圭 は 命 の 権力 者 に 成 れ る と 話 
す 事 で ある 。 

書 魔 索 拝 者 と は 論争 する の で は な く 、 悪 魔 宗 拝 者 を 追い 越 そう 。 


復活 が 事実 で ある と 証 吉 する 物 は 宗教 だ なけ で は な い 。 

人 は 多数 の 復活 の 事例 を 集め られ る 。 

ある 復活 の 事実 が 画家 の グル ー ズ の 想像 力 を 刺激 し た 。 

画家 の グル ー ズ は 、 注 目 す る べき 絵画 で 、 あ る 復活 の 事実 を 再現 
大 2 

ある 不肖 の 息子 が 、 父 の 死 の 床 の 前 で 、 自 分 に 不都合 な 父 の 遺 吉 
書 を 没収 し 破っ た 。 

父 は 復活 し 、 立 ち 上 が り 、 息 子 を 呪い 、2 度 目 の 死に 戻っ た 。 

何人 か の 目撃 者 が 、 前 記 に 似 た 、19 世 紀 の 復 活 の 事実 を 証 吉 し て 
いる 。 

友人 が 、 死 ん だ 貴 後 の 人 の 信頼 を 裏切っ て 、 自 分 が 署名 し た 遺産 
の 証書 を 破っ た 。 

前 記 の 、 死 人 は 復活 し 、 死 人 が 選ん で いた 遺産 相続 人 の 権利 を 守 
る た め に 生き 続け た 。 

朋 前 記 の 、 因 を 犯 し た 友人 は 狂っ た 。 

前 記 の 、 復 活 し た 死人 は 思い や り 深 か っ た の で 友人 に 年 金 を 所 え 
だ 。 

ルカ に よる 福音 8 章 51 節 で 、 救 い 主 イエ ス が ヤ イ ロロ の 娘 を 復活 さ 
せ た 時 、 救 い 主 イ エス は ペトロ 、 ヤ コブ 、 使 徒 ヨ ルネ と いう 3 人 の 
信心 深 し 1 愛 愛 弟 子 だ け と 共に し 1 た 。 

マル コ に よる 福音 5 章 40 人 で 、 イ エス は 、 つ る さく 大 き な 声 で 泣 
いて いる 、 大 軍 を 外 に 出 し た 。 

ルカ に よる 福音 8 章 52 人 節 で 、 イ エス は 、「 少 女 ヤ イロ の 娘 は 死ん 
だ の で は な く 眠 っ て いる だ け で ある 」 と 話し た 。 

ルカ に よる 福音 8 章 51 委 の ヤ イ ロロ の 娘 の 父 、 母 、 ベ トロ 、 ヤ コ 
ブ 、 使 徒 ヨ 人 ルネ と いう 3 人 の 弟子 達 だ け の 前 で 、 イ エス は 死者 を 復 
活 さ せる 奇跡 を 起こ し た 。 

ルカ に よる 福音 8 章 51 委 の ヤ イ ロロ の 娘 の 父 、 母 、 ベ トロ 、 ヤ コ 
ブ 、 使 徒 ヨ ハネ は 、 確 信 と 願望 の 完全 な 魔術 の 輪 で ある 。 

ルカ に よる 福音 8 章 54 人 節 で 、 イ エス は 、 幼 子 ヤ イロ の 娘 の 手 を 取 
けり 、 突 然 、 ヤ イロ の 娘 を 引き 上 げ て 、 ヤ イロ の 娘 に 「 少 女 よ 。 私 は 
あな た に 半 う 。 起き な さい ! (復活 し な さい ! )」 と 叫ん だ 。 

疑 い 無 く 、 天 国 へ 向かう 決心 が つか な い 、 ヤ イロ の 娘 の 魂 は 、 肉 
体 の すぐ 近く に いた 。 

多分 、 ヤ イロ の 娘 の 魂 は 、 肉 体 の 若 さ と 美 し さ を 惜しん で いた 。 

ルカ に よる 福 音 8 章 54 節 で イエ ス が 叫ん だ 声 の 強い 調子 に 、 ヤ イ 
口 の 娘 の 魂 は 驚い た 。 

ルカ に よる 福音 8 章 54 節 の イエ ス の 叫び を 、 ひ ざま ずい て 希望 に 
揺れ 動い て いた 父 と 母 は 聞い て いた 。 

ルカ に よる 福音 8 章 55 節 で 、 ヤ イロ の 娘 の 魂 は 、 了 肉体 に 戻っ た 。 


ルカ に よる 福音 8 章 55 節 で 、 少 女 ヤ イロ の 娘 は 目 を 開け 復活 し 立 
大 下がっ つた だ 。 

ルカ に よる 福音 8 章 55 節 で 、 命 の 機能 が 吸収 と 再生 の 新しい 循環 
を 始め られ る 様 に 、 す ぐに 、 主 イエ ス は 食べ 物 を 少女 に 所 える 様 に 
命 信 し た 。 

列 王 記 下 4 章 34 節 か ら 35 節 で 、 預 吉 者 エリ シャ は 、 シ ュ ネ ム 、 
シュ ナミ の 娘 を 復活 させ た 。 

使徒 行 伝 20 章 で 、 使 徒 パ ウロ は ユ テ コ を 復活 させ た 。 

使徒 行 伝 9 章 で 、 ベ ペトロ は ドル カス 、 タ ビタ を 復活 させ た 。 

前 記 の 様 に 、 合 理 的 に 、 使 徒 行 伝 9 章 の ペトロ が ドル カス 、 タ ビ 
タ を 復活 させ た 実話 が 真実 で ある 事 は 疑 え な い 。 

ティ アナ の アボ ポロ ニウス も 復活 の 奇跡 を 起こ し た 様 で ある 。 

前 記 に 似 た 、 復 活 の 事実 を エリ ファ ス レヴ ィ は 目撃 し た 。 

し か し 、19 世 紀 以 降 の 大 衆 の 気質 が 、 復 活 の 事実 に つい て 、 エ リ 
ファ ス レヴ ィ を 用 心 深 く 沈 黙 さ せる 。 

奇跡 を 起こ し た 者 は 、 学 識 の 有る 大 察 の 手 に よっ て 、 冷た い 対 応 
を され る 。 

し か し 、 大 衆 は 「 地 球 は 回 っ て いる 」 事 を 妨害 で き な い )。 

大 斎 は ガリ レオ が 偉人 で ある 事 を 妨害 で き な い 。 

(大 衆 は 復活 が 事実 で ある 事 を 妨害 で き な い 。) 

死人 を 復活 させ る 事 は 、 磁 気 の 催眠 術 の 究極 の わざ で ある 。 

な ぜ な ら 、 死 人 を 復活 させ る に は 、 全 能 に 近い 共感 の 力 を 発揮 す 
る 必要 が 有る 。 

充血 、 室 息 、 パ ニッ ク 、 発 作 に よる 死 の 場合 は 、 死 人 の 復活 が 可 
能 で ある 。 

使徒 行 伝 20 章 で 、 使 徒 パ ウロ は ユ テ コ を 復活 させ た 。 

使徒 行 伝 20 章 9 館 で 、 ユ テコ は 3 階 か ら 落 ち た 。 

疑い 無く 、 ユ テコ は 体 の 内 部 が 重傷 で は な か っ た 。 

ユ テ コ は 窒息 か 衝撃 か 恐怖 で 死ん だ 。 

前 記 の 場合 は 、 使 徒 の 様 に 、 復 活 の 奇跡 を 起こ す の に 必要 で あ 
る 、 力 と 確信 を 自覚 し た 人 は 、 口 と 口 を 合わ せ て 息 を 吹き 込み 、 手 
と 手 を 合わ せ て 足 と 足 を 合わ せ て 温め る 必要 が 有る 。 

無知 な 大 軍 が 奇跡 と 呼ん で いる 復活 と いう 物 は 、 エ リヤ と 使徒 パ 
ウロ が 、 口 と 口 を 合わ せ て 息 を 吹き 込み 、 手 と 手 を 合わ せ て 足 と 足 
を 合わ せ て 温め 、 ヤ ハル ウェ か キリ スト の 名 前 を 唱え る 事 で ある 。 

復活 に は 、 死 人 の 手 を 取り 、 急 に 死人 の 体 を 起こ し て 、 大きな 声 
で 名 前 を 呼ぶ だ け で 、 時 に は 十分 で ある 。 

手 を 取り 急 に 起こ し て 大 き な 声 で 名 前 を 呼ぶ 方 法 は 失神 を 治せ 


る 。 
吉 葉 に 力 が 有る 共感 を 所 えら れ て いる 時 に は 、 雄 弁 と 呼ば れ て い 


る 物 を 所 有 し て いる 時 に は 、 手 を 取り 急 に 起こ し て 大 き な 声 で 名 前 
を 呼ぶ 方 法 で 、 雄 気 の 催眠 術 師 は 死人 を 復活 させ られ る 場合 が 有 
る 。 
死人 を 復活 させ た い 人 は 、 死 人 に 愛さ れ て いる か 、 死 人 に 敬 わ れ 
て いる 必要 が 有る 。 

死人 を 復活 させ た い 人 は 、 意 思 と 確信 を 急激 に 発し て 、 復 活 の 作 
業 を 行う 必要 が 有る 。 

死 と いう 大 いな る 慈しみ を 最初 に 知っ た 衝撃 で 、 死 人 を 復活 させ 
られ る だ け の 意思 と 確信 を 所 有する の は 、 難 し い 。 

大 軍 が 降 圭 術 と 呼ん で いる 物 は 、 復 活 と 、 共 通 点 が 無い 。 

少な く と も 、 降 霊 術 が 、 復 活 の 奇跡 を 起こ す 魔 術 の 力 の 応用 に よ 
る 、 完 全 に 死ん だ 者 の 魂 と の 現実 で の 交流 で ある 、 と は 疑わ し い 。 
光 の 降 圭 術 と 、 闇 の 降 圭 術 が 存在 する 。 

神 へ の 祈り と pantacle と 香 に よる 降 霊 術 と 、 呪 いと 神 へ の 冒 法 と 
血 に よる 降 圭 術 が 存在 する 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 光 の 降 霊 術 、 神 へ の 祈り に よる 降 霊 術 だ け を 
行っ た 。 

闇 の 降 霊 術 、 呪 いと 神 へ の 冒 と 血 に よる 降 霊 術 に 身 を 委ね な い 
様 に 忠告 する 。 

死者 の 想像 が 、 死 者 を 呼び 出し た 磁化 され た 人 に あら われ る の は 
確か で ある 。 

死者 が 、 あ の 世 の 神 秘 を 所 示し な い の は 確か で ある 。 

死者 は 、 死 者 を 知っ て いた 生 者 の 記憶 に 存在 する 形 で あら われ 


る 。 

疑い 無く 、 死 者 は 、 死 者 が 星 の 光 に 残し た 反映 に よっ て 、 あ ら わ 
れる 。 

死者 は 、 星 の 光 に 残留 し て いる 反映 に よっ て 、 あ ら わ れる 。 
死人 の 霊 は 質問 に 答え る 時 に 、 常 に 、 人 象徴 か 心象 や 印象 に よっ て 
答え る 。 

死人 の 圭 は 、 空 気 の 振 動 で ある 声 に よっ て 話さ な い 。 

前 記 は 、 十 分 に 理解 で きる 。 

な ぜ な ら 、 ど うし て 霊 が 話せ る で あろ うつ か? 霊 は 空気 の 振動 で 
ある 声 に よっ て 話せ な い ! ! 

どの よう な 手段 で 、 霊 は 、 明 ら か な 音 を 作れ る ほど 、 空 気 を 打っ 
て 震わせ られ る で あろ うか ? 霊 に は 、 明 ら か な 音 を 作れ る ほど 、 
空気 を 打っ て 震わせ られ る 手段 が 無い ! 

霊 の あら われ で 、 電 気 的 な 接触 を 経験 する 。 

霊 の 手 が 、 電 気 的 な 接触 を も た ら す 時 が 有る 。 

し か し 、 霊 に よる 電気 的 な 接触 は 、 完 全 に 主観 的 な 想像 上 の 物 で 
ある 。 


電気 的 な 接触 は 、 想 像 の 力 や 隠さ れ た 力 の 局所 的 な 充満 に よっ て 


の み 起 きる 。 
電気 的 な 接触 は 、 想 像 の 力 や 星 の 光 の 局所 的 な 充満 に よっ て の み 
起き る 。 


魔術 師 は 隠さ れ た 力 を 星 の 光 と 呼ん で いる 。 

前 記 の 証拠 に 、 霊 や 、 霊 の ふり を し た も の が 生 者 に 触れ た 時 に 、 
霊 や 、 霊 の ふり を し た も の に 生 者 は 触れ な い !。 

前 記 は 、 霊 の あら われ の 恐怖 の 特徴 の 1 つ で ある 。 

霊 が 実物 に 見 える 時 に 、 生 者 の 手 に 触感 を 感じ させ な いで 、 生 者 
の 手 に 何 物 も 感じ させ な いで 、 霊 の 体 に 見 える 物 は 生 者 の 手 を 通過 
する 。 

教会 史 に は 、 後 に 聖人 と 呼ば れ た 、Tremithonte の 司教 Spiridion 
が 、 あ る 旅人 の た め に 、 娘 の Irene が 預かり 隠し た 金 の 場所 を 娘 の 
Irene か ら 聞 く た め に 、 娘 の Irene の 霊 を 呼び 出し た 、 と 記さ れ て い 
る 。 
ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 、 死 ん だ 人 の 霊 と 呼ば れ て いる も の と 、 習 
慣 的 に 、 星 の 光 の 中 で 交流 し た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 知人 の 舘 頼 で きる 何人 か が 、 親 し か っ た 死ん 
だ 人 が 長年 、 会 い に 来 て くれ て いた 、 と 話し て いた 。 

著名 な 無神論 者 Sylvanus Marechal の 霊 が 、 未 亡 人 と 未亡人 の 友人 
の 1 人 に あら われ て 、 生 前 に 隠し 引き 出し に 隠し た 総額 1500 フ ラン 
に つい て 未亡人 に 教え た 。 

前 記 の 話 を 、 家 族 の 古い 友人 が エリ ファ ス レヴ ィ た ち に 話し て く 
れ た 。 

降 幸 術 に は 、 常 に 、 適 切な 動機 や 目的 が 有る べき で ある 。 

適切 な 動機 や 目的 が 無い 降 霊 術 は 、 闇 の 降 霊 術 で ある 。 

適切 な 動機 や 目的 が 無い 降 霊 術 は 、 知 が 無い 降 霊 術 で ある 。 

適切 な 動機 や 目的 が 無い 降 霊 術 は 、 健 康 と 理性 に と っ て 危険 で あ 


何 か 見 れ な いか と いう 好奇 心 だ け か ら の 降 圭 術 は 、 無 駄 な 苦労 に 
成り 易い 。 

超越 的 な 魔術 は 疑い と 幼子 の 様 な 無知 を 許さ な い 。 

魔術 は 疑い と 無知 を 許さ な い 。 

降 圭 術 の 許さ れる 動機 や 目的 は 、 愛 や 知 で ある 。 

降 圭 術 の 許さ れる 動機 や 目的 は 、 愛 や 知 の 探求 で ある 。 

知 に よる 降 震 術 よ り 、 愛 に よる 降雪 術 に 必要 な 道具 は 少な い 。 
全て の 点 で 、 知 に よる 降 震 術 より 、 愛 に よる 降 圭 術 は 簡単 で あ 


後記 は 、 愛 に よる 降 霊 術 の 方 法 で ある 。 


第 一 に 、 形 見 、 死 者 の 影響 が 残 罰 し て いそ うな が 死者 の 使用 品 を 用 
心して 集め る 必要 が 有る 。 

死者 が 住ん で いた 部 屋 と いっ た 死者 に ゆか り の 部 屋 を 用 意 す る 必 
要 が 有る 。 

死者 の 肖像 画 か 写真 を 、 白 い ヴ ェ ー ル で 覆い 、 死 者 に ゆか り の 部 
屋 に 置く 。 

死者 が 好む 様 な 花 で 死者 の 写真 を 囲む 。 

花 は 日 々 新しい 物 に 変え る 必要 が 有る 。 

死者 の 誕生 日 か 、 死 者 が 「 こ の 世 」 以 外 の 世界 で 神 に 祝福 され て 
いて 幸せ に され て いて も 思い 出 を 失う は ず が 無い と 降 霊 術 師 が 信じ 
られ る 、 死 者 と 降 霊 術 師 が 幸福 だ っ た 日 と いっ た 、 死 者 の 記念 日 を 
祝 つ 必要 が 有る 。 

死者 の 記念 日 に 降 幸 術 を 行う 必要 が 有 る 。 

死者 の 記念 日 の 降 寺 術 の た め に 、 14 日 間 の 用 意 が 必要 で ある 。 

14 日 間 、 降 圭 術 師 が 死者 に 要求 する 権利 が 有る 愛 の 証 を 、 降 寺 術 
師 は 他 者 に 与 える の を 節制 する 必要 が 有る 。 

14 日 間 、 厳 し く 性 的 禁欲 を 守る 必要 が 有る 。 

14 日 間 、 引 きこ も る 必要 が 有る 。 

14 日 間 、1 日 に 1 回 の 軽食 だ け を 食べ る 必要 が 有る 。 

14 日 間 、 夜 々 、 同 じ 時 刻 に 、 葬 式 用 の ラン プ か が 葬式 用 の ロウ ソ ク 
と いっ た 小さ な 明か り を 1 つ だ け 用 いて 、 引 きこ も る 必要 が 有る 。 

14 日 間 、 夜 々 、 同 じ 時 刻 か ら 1 時 間 、 明 か り を 背後 に 置い て 、 死 
者 の 写真 を 前 に 置い て 、 死 者 の 写真 の 白い ヴェ ー ル を 取っ て 、 沈 黙 
を 守っ て 、 死 者 の 写真 の 前 に 居 続 ける べき で ある 。 

14 日 間 、 夜 々 、 同 じ 時 刻 の 1 時 間 後 、 少 量 の 良い 香り の 香 を 部 屋 
に た き しめて か ら 、 後 ず さ っ て 部 屋 の 外 に 出る べき で ある 。 

降 土 術 を 行う 、 死 者 の 記念 日 の 朝 、 祭 日 で ある か の 様 に 、 降 寺 術 
師 は 身 を 飾る べき で ある 。 

死者 の 記念 日 の 朝 、 最 初 の 挨拶 を 他 者 に し な い 。 

死者 の 記念 日 の 朝 、 最初 の 挨拶 は 死者 に す る 。 

死者 の 記念 日 の 朝 、 パ ン 、 赤 ワイ ン 、 根 菜 か 果物 と いつ 食事 を 1 
回 だ け 食 べ る 。 

死者 の 記念 日 の 朝食 で は 、 テー ブル クロ ス の 色 は 白 で ある べき で 
ある 。 

死者 の 記念 日 の 朝食 で は 、 降 圭 術 師 と 死者 の 、2 人 分 の 食器 を 並 
べ る べき で ある 。 

死者 の 記念 日 の 朝食 で は 、 1 人 分 ) の パン を 肌 い て 、 死者 の た め 
に 、 と っ て お くべ き で ある 。 

死者 の 記念 日 の 朝食 で は 、 少 量 の ワイ ン を 死者 の た め の 杯 に 入れ 
る べき で ある 。 


死者 の 記念 日 の 朝 、 降 霊 術 を 行う 死者 に ゆか り の 部 屋 で 、 独 り 
で 、 白 い ヴ ェ ー ル で 覆っ た 死者 の 写真 の 前 で 、 食 事 を 食べ る 必要 が 
有る 。 

死者 の 記念 日 の 朝食 後 、 死 者 の バン と 死者 の 赤ワイン の 杯 以外 の 
全て の 物 を 片づけ る べき で ある 。 

死者 の バン と 死者 の 赤ワイン の 杯 を 、 死 者 の 写真 の 前 に く べき 
で ある 。 

死者 の 記念 日 の 夜 、 14 日 間 の 夜々 部 屋 に こも っ て いた 時 刻 と 同じ 
時 刻 に 、 沈 黙 を 守っ て 部 屋 に 行く 必要 が 有る 。 


償 杉 の 木 に 点火 する 。 

死者 の 名 前 を 呼び な が ら 、7 回 、 香 を 糸 杉 の 木 の 火 の 上 に 投げ 入 
れる 。 

ラン プ を 消す 。 


糸 杉 の 木 の 火 が 消え る まで 放っ て お く 。 
死者 の 記念 日 に 、 写 真 の 白い ヴェ ー ル を 取る な か れ 。 
糸 杉 の 木 の 火 が 消え た 時 に 、 熱 いう ち に 、 香 を 糸 杉 の 木 の 友 の 上 
に 置く 。 
死者 が 神 に 抱い て いた と 思わ れる 概念 を 思っ て 、 死 者 が 敬礼 し て 
いた 宗教 の 形式 で 、 神 に 祈る 。 
神 に 祈っ て いる 間 、 降 霊 術 師 は 死者 に 成り きる 必要 が 有る 。 
II 術 師 は 話す 必要 が 有る 。 

意味 、 死 者 が 信 じ て いた 様 に 、 降 霊 術 師 は 信じ る 必要 が 有 
8 
神 に 祈っ た 後 、15 分 間 、 沈 黙 を 守る 。 
死者 が 存在 し て いる か の 様 に 、 降 霊 術 師 は 死者 に 話す 必要 が 有 


る 。 
愛 を 籠 こ め て 、 確 信 を 持っ て 、 死 者 が あら われ る 様 に 、 死 者 に 祈 
る 。 
前 記 の 、 死 者 へ の 祈り を 、 両 手 で 顔 を 覆っ て 、 精 神 的 に 、 く けり 返 


E 選 

3 回 、 大 き な 声 で 死者 の 名 前 を 呼ぶ 。 
ひざ まず く 。 

何 分 間 か 、 両 目 を 閉じ る か 手 で 績 つ 。 
3 回 、 甘 く 優し い 声 で 死者 の 名 前 を 呼ぶ 。 
ゆっ くり 両目 を 開け る 。 


仮に 、 霊 が あら われ な か っ た ら 、 来 年 以降 、 降 圭 術 の 儀式 を くり 
返す 必要 が 有る 。 

も し 必要 で あれ ば 、3 年 後 ま で 年 々 降 霊 術 の 儀式 を くり 返す 必要 
が 有る 。 


3 年 後 まで 年 々 降 霊 術 の 儀式 を くり 返し た 時 、 圭 が あら われ る で 
あろ う 事 は 確か で ある 。 

年 々 くり 返す ほど 、 よ り 実 物 の 様 に は っ きり と 霊 は あら われ る で 
あ ろ つ 。 

愛 に よる 降 圭 術 より 、 知 と 理解 に よる 降 霊 術 は 儀式 が 多い 。 


有名 な 死人 に つい て の 、 知 に よる 降雪 術 の 場合 は 、21 日 間 、 死 人 
の 人 生 と 著作 に つい て 深く 考え る 必要 が 有る 。 

死人 の 霊 が あら われ る 時 の 姿 に つい て 考え を まとめ る 。 

死人 の 精神 と 精神 的 に 知 的 に 交流 する 。 

死人 の 答え を 想像 する 。 

死人 の 肖像 画 か 写真 を 携帯 する 。 

また は 、 少 な く と も 、 死 人 の 名 前 を 和 映 に つけ る 。 

14 日 間 、 菜 食 を 続け る 。 

14 日 後 か ら 7 日 間 、 断 食す る 。 

魔術 の 小 部 屋 を 建て る 必要 が 有る 。 

魔術 の 小 部 屋 に つい て は 、「 高 等 魔術 の 教理 」 の 13 章 で 話し た 。 
魔術 の 小 部 屋 を 常に 暗く し て お く 必 要 が 有る 。 

し か し 、 日 中 、 降 土 術 を 行う 場合 は 、 降 圭 術 を 行う 時 に 太陽 が 輝 
く 方 向 の 壁 に 、 小 さ な 開 閉 で きる 穴 を 開け て も 良い 。 

壁 の 穴 の 手前 に 、 三 角形 の プリ ズム を 買 く 。 

三角 形 の プリ ズム の 手前 に 、 水 で 満た し た 、 中 空 の 水晶 球 を 軒 


く 。 

夜間 、 降 霊 術 を 行う 場合 は 、 ひ と すじ の 光線 だ けが 出 て 祭壇 の 香 
の 煙 に あたる 様 に 、 魔 術 の ラン プ を 置く 。 

魔術 の ラン プ を 用 意 する 目的 は 、 実 体 的 な 外見 の 要素 を 魔術 の 代 
行者 に 与え る 事 で ある 。 

魔術 の ラン プ の 目的 は 、 可 能 な 限り 、 想 像 力 の 緊張 を 和らげ る 事 
で ある 。 

想像 力 の 緊張 が 、 夢 、 完 全 な 幻 に まで 高まる と 、 危 険 で ある 。 
前 記 か ら 、 後 記 は 、 理 解 し 易い で ある ろう 。 

プリ ズム で 分 散 し た 太陽 光線 や 、 魔 術 の ラン プ の 光線 は 、 渦 巻く 
変則 的 な 煙 に あたっ て 色々 な 色 で 彩り 、 完 全 な 映像 で は な く 、 不 完 
全 な 映像 を 創造 する 。 

小さ な の 上 に 載せ た 小さ な 器 を 、 清 め た 火 を つけ て 、 魔 術 の 小 
部 屋 の 中 央 に 置く べき で ある 。 

小さ な の 上 に 載せ た 小さ な 器 の すぐ 近く に 、 香 の 祭壇 を 置く べ 
き で ある 。 

降 霊 術 師 は 、 東 を 向い て 、 神 に 祈る 必要 が 有る 。 

西 を 向い て 、 人 の 霊 を 呼び 出す 必要 が 有る 。 


降 霊 術 師 は 、1 人 か 3 人 で ある 必要 が 有る 。 

降 幸 術 師 は 上 厳し く 沈 黙 を 守る 必要 が 有る 。 

降 圭 術 師 は 、 曜 日 に 対応 し た 衣 を まとう つう 必要 が 有る 。 

7 章 で 、 曜 日 に 対応 し た 衣 に つい て 話し た 。 

降 霊 術 師 は 、 バ ー ベ イン と 人 金 の 王冠 を か ぶる 必要 が 有る 。 

降 霊 術 師 は 、 降 霊 術 の 前 に 、 身 を 清め る べき で ある 。 

降 霊 術 師 の 下着 は 、 損 失 が 無い 傷 が 無い 新品 の 清潔 な 下着 で ある 
必要 が 有る 。 


知 に よる 降 霊 術 の 儀式 を 、 呼 び 出 し た い 霊 の 精神 に 合っ た 、 も し 
霊 が 生き て いた ら 霊 が 好み 正しい と 認め る 、 神 へ の 祈り で 、 始 め る 
べき で ある 。 

例え ば 、 ブ リジッド が 好 め 様 な 神 へ の 祈り を 唱え て 、 ヴ ォ ル テー 
ル の 霊 を 呼び 出す の は 不可 能 で ある 。 

古代 の 大 いな る 人 に は 、 哲 学者 クレ アン テス か オル フェ ウス の 神 
を た た える 詩 を 、 ピ タゴ ラス の 「 黄金 詩 訪 」 と 共に 、 神 へ の 祈り に 
用 いる と 良い か も し れ な い !。 

エリ ファ ス レヴ ィ が ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 を 呼び 出 し た 時 
は 、Patricius の 魔術 の 哲学 を 儀式 に 用 いた 。 

Patricius の 魔術 の 哲学 に は 、 ゾ ロア スタ ー の 考え が 入っ て いる 。 

Patricius の 魔術 の 哲学 に は 、 ヘ ル メ ス トリ ス メ ギ スト ス の 文書 が 
含ま れ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 を 呼び 出 し た 時 
は 、 ギ リ シ ャ 語 で 、 大 き な 声 で 、 テ ィ ア ナ の アボ ポロ ニウス の 「 ヌ ク 
テ メ ロ ン 」 を 唱え た 。 

後記 の 祈り を 、「 ヌ ク テ メ ロン 」 の 後に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 
ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 を 呼び 出し た 時 は 、 唱 えた 。 


全て の も の の 父 で ある 神 と 、 死 者 の 導き 手 で ある 、 三 重 に 大 いな 
る 者 で ある ヘル メス よ 、 共 に いて くだ さい 。 

Hephaistus の 息子 、 医 学 の 守護 神 、 ア スク レビ オス と 、 力 の 主 で 
ある 、 オ シリ ス よ 、 共 に いて くだ さい )。 

哲学 の 守護 神 、Arnebascenis と 、 再 び 、 詩 を 統治 する 、Imuthe の 
息子 、 ア スク レビ オス よ (、 共 に いて くだ さい )).…。 


アポ ロニ ウス ! アポ ロニ ウス ! アポ ロニ ウス ! 
あな た アポ ロニ ウス は 、Oromasdes の 息子 、 ゾ ロア スタ ー の 魔術 
を 教え る 。 


前 記 は 、 神 へ の 祈り で ある 。 


後記 の 、 カ バラ 的 な ソロ モン の 祈り を 、 へ ブラ イ 語 か 、 吉 が 知っ 
て いる 吉 語 で 、 ユ ダ ヤ 教 、 キ リス ト 教 を 敬礼 し て いた 霊 を 呼び 出す 
降 霊 術 に 、 用 いる べき で ある 。 


王国 の 力 よ 、 私 の 左足 の 下 と 右手 の 中 に 存在 する 様 に ! 

貯 光 と 永遠 性 よ 、 私 を 両 寺 で 連れ て 、 私 を 勝利 の 経路 に 導い て く 
だ さい ! 

思い や り と 正義 よ 、 私 の 命 の 、 つ り 合 いと 輝き で ある 様 に ! 

(自発 的 な ) 知 力 と 知 慮 よ 、 王 冠 を 私 に 弓 え て くだ さい ! 

王国 の 霊 達 よ 、 私 を 神殿 の 建物 全体 を 支え を て いる 2 つの 柱 の 間 に 
導い て くだ さい ! 

勝利 と 永遠 性 の 天使 達 よ 、 私 を 基礎 の 立方 体 の 石 の 上 で 強め て く 
だ さい ! 

お お っ 、GEDULAEL ! 

お お っ 、GEBURAEL ! 

お お っ 、 美 ! 

BINAEL よ 、 私 の 愛 で あ る 様 に ! 

HOCHMAEL の 霊 よ 、 私 の 光 で ある 様 に ! 

存在 し た い 様 に 存在 する 様 に 、 お お っ 、KETHERIEL よ ! 

Ischim よ 、 シ ャ ダイ の 名 前 に お いて 私 を 助け て くだ さい ! 

智 天 使 ケ ルビ ム よ 、 主 の 名 前 に お いて 私 の 力 で ある 様 に ! 

Beni- Elohim よ 、 人 息子 で ある イエ ス の 名 前 に お いて 、 軍 団 で ある 
神 の 力 に よっ て 、 私 の 兄弟 で ある 様 に ! 

神 よ 、 テ トラ グラ マト ン で ある ヤ ハ ウ ェ の 名 前 に お いて 私 の た め 
に 戦っ て くだ さい ! 

天使 よ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー で ある ヤ 八 ウェ の 名 前 に お い 
て 私 を 守っ て くだ さい ! 

天 使 セ ラフ ィ ム よ 、ELVOH の 名 前 に お いて 私 の 愛 を 清め て くだ 
さい 1 ! 

Hasmalim よ 、 神 と Shechinah の 訂 き で 私 を 照ら し て くだ さい ! 

Aralim よ 、 動 !\ て くだ さい ! 

座 天使 オフ ァ ニ ム よ 、 回 転 し 輝い て くだ さい ! 

(オフ ァ ニ ム は へ ブラ イ 語 で 車輪 を 意味 する 。) 

Hajoth a Kadosh よ 、 叫 び 、 話 し 、 叫 び 、 叩 ん で くだ さい | ! 

(Kadosh は へ ブ プライ 語 で Holy を 意味 する 。) 

聖なる か な 、 聖 な る か な 、 聖 な る か な 、 シ ャ ダイ 、 主 、 イ ョ ッ ド 
エヴァ 、EIEAZEREIE ! 

(ヨハ ルネ の 黙示 録 4 章 8 節 「 聖 な る か な 、 聖 な る か な 、 聖 な る か 
な 、」) 

ヤ 八 ウェ を た た えよ 、 ヤ ハル ウェ を た た えよ 、 ヤ 八 ウ ェ を た た え 


よ 。 
で ある 様 に 。 
で ある 様 に 。 


後 包 は 、 特 に 、 降 圭 術 で 、 覚 えて お くべ き で ある 。 
サタ ン 、 ベ ル ゼ ブ ブ 、 ア ドラ メレ ク と いっ た 名 前 は 、 霊 の 個体 で 
は な く 、 汚 れ た 霊 の 軍団 を 指す 。 
サタ ン と いう 名 前 は 汚れ た 雲 の 軍団 を 指す 。 
ベル ゼ プ ブ ププ ブ と いう 名 前 は 汚れ た 霊 の 軍団 を 指す 。 
マル コ に よる 福音 5 章 で 、 闇 の 土 、 汚 れ た 圭 は 「 我 々 の 名 前 は 軍 
団 で ある 。 な ぜ な ら 、 多 数 で ある 」 と 話し て いる 。 

多数 は 法 を 構成 する 。 
複数 は 法 を 構成 する 。 
地獄 の 進歩 は 、 本 物 の 進歩 と は 反対 方 向 に 行わ れる 。 
人 、 退 化 で ある 。 

霊 の 進歩 で 最も 進ん だ 人 は 、 最も 退化 し た 人 で ある 。 

霊 の 進歩 で 最も 進ん だ 人 は 、 知 性 が 最低 の 人 で ある 。 

霊 の 進歩 で 最も 進ん だ 人 は 、 最 も 弱い 人 で ある 。 
還 旧 の 折衝 お EET に じい 1G が ご 盾 に 導 
的 な 法 は 、 悪 人 の 霊 を 下 に 追い 払う 。 
嘘 で 、 自分 ) を 軍団 長 と 呼ん で いる 悪人 の 霊 は 、 最 も 無力 で ある 。 
嘘 で 、 自 分 を 軍団 長 と 呼ん で いる 悪人 の 霊 は 、 最 も 軽 さ れる 人 
の 

寺 の 軍団 に つい て 吉 つ と 、 悪 霊 の 軍団 は 、 未 知 の 、 目 に 見 えな 
い 、 国吉 生 お の のり DD 人 O 
い 、 理 解 に 失敗 し た 悪霊 を 打つ た め に 常に 腕 を 伸ばし て いる 軍団 長 
生ん 65)8。 

霊 の 軍団 は 、 軍 団長 と いう つよ り は 幻影 に に こ バア ル 、 ユ ピ テ ル と 
生計 さ べき お の の だ 
バア ル 、 ユ ピ テ ル と いっ た 曇 散 する べき 神 の 名 前 を 、 地 獄 で 口 く 
ち に する と 、 神 へ の 冒 法 に 成る 。 
し か し 、 悪 吉 の 軍団 長 は 、 悪 霊 が 頑固 な 邪悪 さ で 形 を 月 し た 、 神 
の 影 、 神 の 残 隊 に 過ぎ な 【 

霊 の 軍団 長 は 、 悪 霊 が 把 い て いる 、 神 の 影 、 神 の 残骸 に 過ぎ な 
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霊 の 軍団 長 は 存在 し な い 。 

霊 の 軍団 長 は 、 悪 霊 の 想像 に 残っ て いる 、 神 の 影 、 神 の 残骸 に 
hr 
悪霊 の 軍団 長 は 、 正 義 の 報復 、 真 実に よる 良心 の 叫 責 の 様 な も の 
で ある 。 


圧 し そう な 表情 か 、 い ら だ っ て いる 怒っ て いる 表情 で 、 呼 び 出 さ 
れ た 光 の 霊 が あら われ た 時 は 、 降 霊 術 師 は 光 の 霊 に 精神 的 に 、 つ ぐ 
な うつ 必要 が 有る 。 

光 の 霊 の 気分 を 害し て いる 物 を 捨て る 様 に 心がけ る 必要 が 有る 。 

90022 
が 有る 。 

後記 を 、 霊 に 去っ て も ら う 時 に 唱え る 。 


「 平和 が 、 あ な た と 共に ある 様 に ! 

私 は 、 あ な た を 苦し め る つも り は 無い 。 

あな た も 私 を 苦し め る な か れ 。 

私 は 自身 の 、 あ な た を 苦し め る 様 な 物 を 改善 する た め に 努力 する つ 
も り で ある 。 

私 は 、 あ な た と 共に 、 あ な た の た め に 、 祈 る し 、 こ れ か ら も 祈る つ 
も り で ある 。 

あな た も 、 私 と 共に 、 私 の た め に 、 祈 っ て くだ さい 。 

私 と あな た が 共に 起き る 復活 する 日 を 期待 し な が ら 、 あ な た の 大 い 
な る 眠り に 戻っ て くだ さい )。 

安らか に ! 

さよ うつ なら! 」 


本 章 の 終わ り で 、 好 奇 心 の 強い 人 の た め に 、 黒 魔術 の 降 寺 術 の 詳 
細 を いく つか 記す 必要 が 有る 。 

いく つか の 古書 で 、 テ ッ サ リア の 魔女 と ロー マ の 魔女 カニ ディ ア 
の 降 霊 術 の 実 中 方 法 が 記さ れ て いる 。 


穴 を 掘る 。 

穴 の 口 の 近く で 、 黒 い 羊 の 喉 の ど を 切る 。 

血 を 飲 の が ため に 存在 し て いる 充満 し て いる と 思わ れる psyllse と ラ 
ル ヴ ァ を 魔術 の 剣 で 追い 払 つ 。 

三重 の へ カテ ー と 冥界 の 神々 を 呼び 出す た め に 祈る 。 

3 回 、 呼び 出し た い 地獄 を さま よっ て いる と 思わ れる 霊 の 名 前 を 
呼ぶ 。 


中 世 の 黒 魔術 の 降 圭 術 師 は 墓 を 暴 い た 。 
以下 略 


すでに 話し た 様 に 、 ア ウ グ ス ティ ヌス は アプ レイ ウス が ロバ に 変 
身 し て か ら 人 の 姿 に 戻っ た か 推測 し た 。 

アウ グ ス テ ィ ヌ ス は 女神 キル ケ が オデ ュ ッ セ ウ ス の 戦友 を 「 豚 の 
群れ 」 に 変え た と いう 話 に 関心 が 有 っ た 。 

大 衆 の 考え で は 、 変 形 は 魔術 の 精 達 で ある 。 

前 記 に つい て 、 俗 世 の 女 王 で ある 世論 の 追従 者 で ある 、 大 衆 は 、 
完全 に 正しい わけ で は な いし 、 完 全 に 誠 っ て いる わけ で も な し り 。 
魔術 は 実際 に 物 の 性 質 を 変え る 。 

と いう より は 、 変 形 を 望む 達 道 者 の 意思 力 と 魅力 で 、 魔 術 は 思い 
通り に 物 の 外見 を 変え られ る 。 

吉 葉 は 物 の 形 を 創造 する 。 

癌 けが 無い 絶対 的 な 人 は 、 新 し い 名 前 を 學 知 の 物 に 与え る 事 で 、 
既知 の 物 を 名 前 が 表す 物 に 本 当 に 変え られ る 。 

吉 葉 と 確信 の 究極 の わざ は 、 物 の 外見 は 変え な いで 、 物 を 本 当 に 
変え る 事 で ある 。 

仮に に ティ アナ の アポ ロニ ウス が 、 一 杯 の 赤ワイン を 尼 子 達 に 所 
えて 、「 こ れ (、 一 杯 の 赤ワイン ) は 私 の 血 で ある 。 赤 ワイ ン が 私 の 
血 で ある 様 に 、 あ な た 達 は 、 こ の 杯 か ら 飲 む 様 に 。 私 の 命 を あな た 
達 の 心 の 中 に 永遠 に 存在 させ る た め に 」 と 話せ ば 、 
仮に 、 彼 の 知 の 子孫 が 、 何 世紀 も 通じ て 、 彼 の 吉 葉 を くり 返す 事 に 
よっ て 、 赤 ワイ ン を 彼 の 血 に 変え られ る と 、 信 じ れ ば 、 
仮に 、 彼 の 知 の 子孫 が 、 赤 ワイ ン を 、 赤 ワイ ン の 香り と 味 が する に 
も か か わら ず 、 彼 の 本 物 の 、 人 と し て の 、 生 き て いる 血 と し て 、 飲 
め ば 、 
人 は 、 祖 師 を 、 奇 跡 に よっ て 、 誘 惑 者 の うち 最も 成 呪 し た 者 と し 
て 、 魔 術 師 の うち 最も 力 が 有る 者 と し て 、 認 め る 必要 が 有る で あろ 
う 。 


人 は 、 祖 師 を 敬礼 する で あろ う 。 

(マタ イ に よる 福音 26 章 27 節 か ら 28 節 「 イ エス は 一 杯 の 赤ワイン 
を 弟子 達 に 与え て 『 皆 、 一 杯 の 赤ワイン か ら 飲 か な さい 。 な ぜ な 
ら 、 赤 ワイ ン は 私 イエ ス の 血 で ある 』 と 話し た 」) 

催眠 術 師 が 、 被 催眠 者 に と っ て の 、 水 の 味 を 変え られ る 事 は 良く 
知ら れ て いる 。 

も し 、 あ る 魔術 師 が 、 同 時 に 瞬時 に 、 大 軍 全 体 を 磁化 で きる ほど 
星 の 流体 に 命 信 で きる と 仮定 すれ ば 、 
さも な けれ ば 、 極 度 の 興奮 に よっ て 、 磁 気 の 催 眠 術 の 用 意 が で き て 
いる と 仮定 すれ ば 、 
ヨハ ルネ に よる 福音 2 章 の カナ で イエ ス が 水 を 赤ワイン に 変え た 奇跡 
で は な い が 、 似 た 奇跡 を 説明 で きる で あろ うっ う 。 

自然 の 普遍 の 魔術 が も た ら す 、 愛 の 魅力 は 、 和 区 く べき 物 で は な い 
か ? 自然 の 普遍 の 魔術 が も た ら す 、 愛 の 上 魅力 は 、 驚 くべ き 物 で あ 
る ! 

愛 の 魅力 は 人 と 物 を 実際 に 変え る の で は な いか ? 愛 の 魅力 は 人 
と 物 を 実際 に 変え る ! 

愛 は 、 世 界 を 変え る 誘惑 の 夢 で ある 。 

愛 は 、 世 界 を 変え る 誘惑 の 理想 で ある 。 

愛 は 、 全 て の も の を 音楽 と 香 に 変え る 。 

愛 は 、 全 て の も の を 陶酔 と 幸せ に 変え る 。 

最愛 の 存在 は 、 美 し く 、 良 く 、 高 尚 に 、 誠 り が 無い 様 に 、 光 を 放 
つ 様 に 、 健 康 と 幸せ を 放つ 様 に 、 愛 し て いる 人 に は 見 える 。 

愛着 の 夢 が 終わ っ た 時 に 、 人 は 雲 か ら 堕 ち た 様 に 思う 。 

愛らしい メリ ュ ジ ー ヌ に 取っ て 代わ っ た 、 恥 知ら ず な 魔女 に 愛想 
が 尽き る 。 

アキ レス や ネー レウス で ある と 調 解 さ せ た テ ル シ テ ス に 愛想 が 尽 
きる 。 

愛さ れ て いる 者 は 、 愛 し て くれ て いる 人 に 、 何 で も 信じ させ る 事 
が で き な い か ? 愛さ れ て いる 者 は 、 愛 し て くれ て いる 人 に 、 何 で 
も 信じ させ る 事 が で きる ! 

愛さ れ て いな い 者 は 、 愛 し て くれ な い 人 に 、 ど ん な 論理 や 正義 を 
浸透 させ る 事 が で きる で あろ うか ? 愛さ れ て いな い 者 は 、 愛 し て 
くれ な い 人 に 、 ど ん な 論理 や 正義 も 浸透 させ る 事 が で き な い | ! 

愛 は 神 の 聖霊 の 魔術 師 で ある 。 

愛着 の 終わ り は 悪人 の 霊 の 魔術 師 で ある 。 

愛 は 地上 に 天国 の 幻 を 創造 する 。 
愛着 の 終わ り は 地獄 の 幻 を 実現 する 。 
愛着 の 終わ り の 憎悪 は 、 愛 の 熱 竹 の 様 に 、 非 論理 的 で ある 。 

な ぜ な ら 、 愛 着 の 終わ り の 憎悪 は 、 熱 狂 的 で ある 。 


愛着 の 終わ り の 憎悪 は 、 自 身 に 致命 的 な 影 貫 下 に 有る 事 で ある 。 

前 記 か ら 、 賢 者 は 愛着 、 肉 欲 を 禁止 し て いる 。 

賢者 は 、 愛 着 、 肉 欲 が 理性 の 敵 で ある と 、 宣 吉 す る 。 

いけ な い 行 為 を する 人 の うつ ち 、 最 も 魅惑 的 な 人 で ある 、 愛 着 する 
人 を 、 覧 者 の うち 疑い 無く 理解 し な いで 圧 難 する 覧 者 を つら や お むべ 
き で あろ つか 、 あ われ むべ き で あろ つう か? 

愛着 が 理性 の 敵 で ある と 話す 賢者 は 、 人 を 愛し た 事 が 無い か 、 人 
を 愛す る 事 を 最早 やめ め た 人 で ある 、 と 吉 え る 。 

人 は 、 外 に 見 える 物 を 、 自 分 の 心 の 中 に 、 自 分 の 吉 葉 で 創造 す 
る 。 
自分 が 幸せ で ある と 値 じ る と 、 幸 せ で ある と 感じ る 。 
自分 が 尊重 し て いる 物 は 、 尊 重 の 大 き さ に 比例 し て 、 貴 重 で ある 
と 感じ る 。 

前 記 の 意味 で 、 魔 術 は 物 の 性 質 を 変え る 、 と 吉 え る 。 

オウ ィ デ ィ ウ ス の 「 変 身 物語 」 は 、 ア プレ イ ウ ス の 「 黄金 の ロ 
バ 」 の 様 に 、 真 理 の 例え 話 で ある 。 

生物 の 命 は 、 進 歩 的 な 変形 で ある 。 

生物 の 形 を 、 決 め た り 、 復 活 さ せ た り 、 長 く 保 持 し た り 、 す ぐに 
破壊 で きる 。 

も し 、 輪 廻 転生 の 考え が 正しい の で あれ ば 、 キ ルケ が 銀 微 で あ 
る 、 放 湯 は 、 実 際 に 物質 的 に 、 人 を 豚 の 群れ に 変え る 、 と 吉 え る か 
も し れ な い 。 

な ぜ な ら 、 輪 廻 転生 と いう 仮説 に よれ ば 、 悪 徳 へ の 報い は 、 悪 徳 
に 対応 する 動物 の 形 に 再び 堕落 する 事 で は な いか ? 

輸 廻 転生 は 、 諾 解 さ れ て いる 。 

輸 廻 転生 は 、 一 理 あ る 。 

動物 の 形 は 、 共 鳴 的 な 印象 を 、 人 の 、 星 の 体 に 伝え る 。 

百 慣 の 力 に よっ て 、 星 の 体 と 気質 は 作用 し 合う 。 

理解 力 の 有る 受容 的 な 温和 な 人 は 、 テ 羊 の 自発 的 で は な い 人 相 や 振 
る 舞い を 身 に つけ る 。 

忘 我 状態 の 学 の 有る ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ が 何 度 も 経験 し た 様 に 
催眠 状態 の 人 は 、 羊 の 人 相 の 人 で は な く 、 羊 に な っ た 人 を 見 る 場合 
が 有る 。 

前 記 の 神秘 を 表し て いる の は 、 預 吉 者 ダニ エル の カバ ラ の 書 、 ダ 
ニ エ ル 書 4 章 33 節 で 、 ネ プ カ ド ネ ザ ル 2 世 が 獣 に 変身 し た 例え 話 で あ 
る 。 
魔術 の 例え 話 に 共通 の 運命 の 様 に 、 ダ ニ エ ル 書 4 章 33 節 の ネプ カ 
ド ネ ザル 2 世 が 獣 に 変身 し た 例え 話 は 、 史 実 で ある と 詳 解 さ れ た 。 
前 記 の 様 に 、 実 際 に 、 人 を 動物 に 変え る 事 が で きる 。 
動物 を 人 に 変え る 事 が で きる 。 


植物 を 変え る 事 が で きる 。 

植物 の 力 を 変え る 事 が で き る 。 

植物 の 薬効 を 変え る 事 が で きる 。 

概念 的 な 性 質 を 鉱物 に 幻 える 事 が で きる 。 

前 記 の 、 全 て は 意思 の 問題 で ある 。 

人 は 思い 通り に 自身 を 目 に 見 えな い 様 に する 事 が で きる 。 

前 記 は 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 の 神秘 を 明らか に する 助け に 成る 。 

第 一 に 、 非 論理 的 で ある 、 原 因 の 無い 結果 が 有る 、 ま た は 、 原 因 
と 相反 する 結果 が 有る と いう 仮説 を 全て 自身 の 精神 か ら 取 り 除 こ 
つ 。 

後記 が 、 目 に 見 えな く 成 る の に 必要 な 3 つの 方 法 で ある 。 

光 と 自分 の 肉体 の 間 に 何ら か の 不透明 な 障害 物 が 存在 する か 、 自 
分 の 肉体 と 他人 の 肉眼 の 間 に 何ら か の 不透明 な 障害 物 が 存在 する 
か 、 他 人 が 視覚 を 利用 で き な い 様 に 、 他 人 の 肉眼 を 本 町 させ る 。 

他人 が 視覚 を 利用 で き な い 様 に 、 他 人 の 肉眼 を 柳 町 させ る 方 法 だ 
けが 、 魔 術 的 で ある 。 

夢中 で 良く 見 な いで 、 ぼ ん や り と 見 て いて 、 目 の 前 の 物 に ぶつ か 
る 、 と いう 事 が 無い か ? 夢中 で 良く 見 な いで 、 ぼ ん や り と 見 て い 
て 、 目 の 前 の 物 に ぶつ か る 、 と いう 事 が 有る ! 

マタ イ に よる 福音 13 章 13 節 で 大 いな る 祖 イ エス は 「『「( 私 イエ ス が 
例え 話 で 話す の は 、) 彼 ら ( 大 箇 ) が 、 見 て も 、 見 えな い 様 に する た め 
で ある (。 見 聞き し て も 、 大 衆 は 理解 し な い )」 と 話し て いる 。 

ヨハ ルネ に よる 福音 8 章 59 節 の 実話 で 、 神 殿 で 石 を 投げ られ 様 と し 
た 時 に 、 大 いな る 主 イ エス は 自分 を 見 えな くし て 、 神 殿 の 外 に 出 
計 。 

目 に 見 えな く 成 る 指輪 に つい て の 大 衆 の 魔術 書 の 詐欺 に つい て 、 
ここ で は 、 く り 返 す 必 要 が 無い 。 


中 略 


ギュ ゲス の 指輪 に つい て 真剣 に 記し て いる 書物 の 著者 は 、 イ アン 
プリ コス 、 ポ ルビ ピュ リオ ス 、 ア バ ノ の ピエ トロ だ け で ある 。 

イア ンプ ブリ コス 、 ポ ル ピ ュ リオ ス 、 ア バ ノ の ピエ トロ の 、 ギ ュ ゲ 
ス の 指輪 に つい て の 話 は 明らか に 例え 話 で ある 。 

ギュ ゲス の 指輪 に つい て の 象徴 や 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 に つい て の 記 
述 か ら 作 られ る 物 は 、 イ アン ブリ コス 、 ポ ル ピ ュ リオ ス 、 ア バ ノ の 
ピエ トロ が 、 本 当 は 、 大 いな る 魔術 の 秘密 に つい て 話し て いる 事 を 
証明 し て いる 。 

ギュ ゲス の 指輪 の 、 あ る 象徴 は 、 不 滅 の 存在 に お ける 、 調 和 の 普 
遍 の 動き 、 つ り 合 わ さ れ た 普 外 の 動き を 描い て いる 。 


ギュ ゲス の 指輪 の 、 別 の 象徴 は 、7 つ の 金属 の 混合 物 で 形成 する 
べき で ある 。 

後記 で 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 の 、7 つ の 金属 の 混合 物 で 形成 する べき 
で ある 、 別 の 象徴 を 詳細 に 記す 必要 が 有る 。 

ギュ ゲス の 指輪 に は 、 二 重 の 宝石 の 受け 座 と 、 上 トパーズ と エメ ラ 
ルド と いう 2 種類 の 宝石 群 が 有 る 。 

大 陽 の 象徴 と 共に 、 ト パー ズ を 星座 の 星 の 様 に ちり ば め る 。 

月 の 象徴 と 共に 、 エ メラ ルド を 星座 の 星 の 様 に ちり ば め る 。 

太陽 と 月 以外 の 5 つの 惑星 の 、 隠 され た 文字 を 指輪 の 内 側 に 記 


す 。 

太陽 と 月 以外 の 5 つの 惑星 の 、 知 られ て いる 、 惑 星 記号 を 指輪 の 
外側 に 記す 。 

太陽 と 月 以外 の 5 つの 惑星 の 、 隠 され た 文字 と 惑星 記号 を 、2 回 く 
けり 返 し て 、 相 互 に カバ ラ 的 に 対 に 成る 様 に 、 右 に 5 つ 圧 に 5 つ 記 す 。 

太陽 の 象徴 と 月 の 象徴 は 、7 惑 星 の 4 つ の 知 を 要約 し て いる 。 

前 記 の 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 の 、7 つ の 金属 の 混合 物 で 形成 する べき 
で ある 、 象 徴 の 形 は 、 魔 術 の 考え の 全て の 神秘 を 表す pantacle で あ 
る 。 
後記 は 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 の 隠さ れ た 意味 で ある 。 
全能 の うち 、 目 を 魅了 する 事 は 、 実 証 を 選 え る の が 難し い 物 の 1 
つ で ある 。 

目 を 魅了 する と いっ た 、 全 能 を 発揮 する に は 、 全 て の 知 を 所 有 す 
る 必要 が 有る し 、 全 て の 知 の 利用 方 法 を 知る 必要 が 有る 。 

史 了 と は 、 磁 気 に よ っ て 満た す 事 で ある 。 

史 了 と は 、 星 の 光 に よっ て 満た す 事 で ある 。 

魔術 師 が 、 自 分 を 見 る 事 を 大 雷 の 全て に 心 の 中 で 禁止 する と 、 魔 
術 師 は 自分 を 見 えな くさ せる 。 

前 記 の 様 に し て 、 魔 術 師 は 、 守 られ て いる 門 を 通り 、 魔 術 で 呆然 
と させ た 看守 の 前 で 、 宇 獄 を 去る 。 

前 記 の 時 に 、 看 守 は 奇妙 な 呆然 自 失 を 経験 する 。 

看守 は 、 夢 の 中 で 魔術 師 を 見 た か の 様 に 思い 出す が 、 魔 術 師 が 
去っ た 後に 成る まで 思い 出せ な い 。 

後記 の 、 力 に 、 自 分 を 見 えな くす る 秘密 は 有る 。 

光 が 肉 眼 に 到達 し て も 魂 の 目 で ある 想像 力 を 刺激 し な い 様 に す 
る 、 注意 を そら す 力 、 ま た は 、 注 意 を 麻痺 させ る 力 に 、 自 分 を 見 え 
な くす る 秘密 は 有る 。 

自分 を 見 えな くす る 力 を 発揮 する に は 、 突 然 の 力強い 行動 に 慣れ 
た 意思 、 精 神 の 大 いな る 落ち 着き 、 大 則 の 中 で 大 いな る 陽動 を 起こ 
すわ ざ 、 を 保有 する 必要 が 有る 。 

例え ば 、 そ うと する 人 々 に 追わ れ て いる 人 は 、 突 然 、 脇 道 に 入 


け (、 服 装 な ど を 変え て )、 す ぐに 道 を 戻り 、 完 全 に 落ち 着い て 、 
追っ て いる 人 々 に 向かっ て 前 進 す れ ば 、 ま た は 、 追 っ て いる 人 々 に 
混 ざ れ ば 、 自 分 を 見 えな く で きる で あろ っ つ 。 

1793 年 に 、 街 灯 の 柱 に 吊る そう と する 大 衆 に 追わ れ た 、 あ る 祭司 
は 、 有 道 に 送 げ ( 服装 な ど を 変え て )、 か が ん で 歩き 、 道 の 隅 す み 
に 寄り か か っ て 、 呆 然 と し て いる ふり を し た 。 

大 衆 は 祭司 の 横 を 通り 過ぎ た 。 

大 衆 は 祭司 を 見 な か っ た 、 と いつ より は 、 大 則 は 祭司 だ と 気づか 
な か っ た 。 

大 衆 は 目 に 入っ た 人 が 祭司 だ と は 思い も し な か っ た ! 

見 られ た い 人 は 必ず 注目 され る 。 

注目 され た く な い 人 は 自身 を 見 えな くす る 。 

本 物 の ギュ ゲス の 指輪 は 、 意 思 で ある 。 

意思 は 、 変 彗 させ る 魔術 の 杖 で ある 。 

意思 を 正確 な 強い 明確 な 吉 葉 に する と 、 意 思 は 魔術 的 な 吉 葉 を 創 
造 す る 。 

魔術 の 全能 の 吉 葉 は 、 形 を 創造 する 力 を 表す 吉 葉 で ある 。 

テト ラ グラ マト ン 、 ヤ ハウ ェ は 、 魔術 の 無 上 の 吉 葉 で あり 、「 で 
ある 様 に 」 を 意味 する 。 

も し ヤ ハ ウェ と いっ つ 豆 葉 を 変身 、 変 形 の 魔術 に 完全 な 知 に よっ て 
応用 すれ ば 、 事 実 と 常 旗 に か か わら ず 、 ヤ ハル ウェ と いう 吉 葉 は 全て 
の も の を 変え られ る 。 

キリ スト 教徒 の ミサ の 「 こ れ は 、~- で ある 」 を 意味 する 「hoc est 
- 」 と いう 吉 葉 は テト ラ グラ マト ン 、 ヤ ハウ ェ と いう つう 吉 葉 の 吉 い 換 
え 、 応 用 で ある 。 

ヤ ハ ウェ や 「hoc est - 」 と いう 簡潔 な 吉 葉 は 、 全 て の 変身 、 変 
形 の 魔術 に 対す る 、 完 全 な 、 目 に 見 えな い 、 驚 くべ き 、 明 確 な 断言 
で ある 。 

公会 議 は 、 和 驚異 を 表現 する た め に 、「 変 容 」 と いう 吉 葉 より 強い 
吾 葉 、 化 体 説 の 「 化 体 か た い 」 と いう 吉 葉 が 必要 で ある と 間断 し 
た 。 

全て の カバ リス ト は 、 へ プ ブライ 語 の 吉 葉 の ヤル ウェ 、AGLA、 エ 
ヘイ エ 、 ア ー メ ン が 変身 、 変 形 の 魔術 の 鍵 で ある と 考え た 。 

完全 に 理解 し て 話し た 場合 は 、 ラ テン 語 の 吉 葉 の 條 在 する ・ を 

意味 する 「est 」、「 で ある 様 に 」 を 意味 する 「sit」、「 で あれ 」 を 
意味 する 「esto」、「 成 れ 」 や 「 存 在 す る 様 に 成 れ 」 を 意味 する 
「fiat」 は 、 へ プ ブライ 語 の 吉 葉 の ヤ ハ ウェ 、AGLA、 エ ヘイ エ 、 ア ー 
メン と 同じ 力 が 有る 。 

後記 の 話 を 、 人 ハル ハンガリー 王女 エル ジェ ー ベ ト の 伝説 で 、M . de 
Montalembert は 真剣 に 記し て いる 。 


ある 日 、 人 ハンガリー 王女 エル ジェ ー ベ ト は 、( 聖 書 で イエ ス は 善 
行 を 隠す 様 に 話し て いる の で 、) 善 行 を 夫 の テューリンゲン 方 伯 
ルー ト ヴ ィ ヒ 4 世 に 隠 そ うと し て 、 貧 し い 人 に あげ よう と 運ん で い 
た パン を エプロ ン で 隠し て 、 夫 に バラ を 運ん で いる と 話し た 。 

夫 が エプロ ン を 取っ て みる と 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト の 
話し た 事 は 真実 で ある と わか っ た 。 

パン は バラ に 変わ っ て いた 。 

前 記 の 、 ハ ハンガリー 王女 エル ジェ ー ベ ト が パン を バラ に 変え た 話 
は 、 優美 な 魔術 の 象徴 的 な 話 で ある 。 

前 記 の 、 ハ ル ハンガリー 王女 エル ジェ ー ベ ト が バン を バラ に 変え た 話 
は 、 本 物 の 賢者 は 嘘 を つけ な い 事 を 意味 する 。 

前 記 の 、 ハ ハンガリー 王女 エル ジェ ー ベ ト が パン を バラ に 変え た 話 
は 、 知 の 吉 葉 が 物 の 形 を 変え る 事 を 意味 する 。 

前 記 の 、 ハ ハンガリー 王女 エル ジェ ー ベ ト が パン を バラ に 変え た 話 
は 、 形 と は 無関係 に 、 知 の 吉 葉 が 物 を 変え る 事 を 意味 する 。 

例え ば 、 ハ ルン ガリ ー 王 女 エ ル ジ ェ ー ベ ト の 様 に 善良 で 堅 還 な キリ 
スト 教徒 で あり 、 聖 告 の パン を 見 た 時 に 祭壇 の 上 に 本 当 の 人 体 で 救 
い 主 イエ ス が 実際 に 存在 する と 信じ て いた 、 夫 テューリンゲン 方 伯 
ルー ト ヴ ィ ヒ 4 世 が 、 な ぜ 、 パ ン が あら われ た 時 に エプロ ン の 中 に 
バラ が 実際 に 存在 する と 信じ な か っ た わけ が ある で あろ うか 2? 夫 
テューリンゲン 方 伯 ル ー ト ヴィ ヒ 4 世 は エプロ ン の 中 に バラ が 実際 
に 存在 する と 値 じ た ! 

委 い 無く 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト は 夫 に パン を 見 せ た 。 

し か し 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト が エプロ ン に 隠さ れ た 物 
は バラ で ある と 話し た た め 、 夫 は ハン ガリ ー 王 女 エ ル ジ ェ ー ベ ト が 
小さ な 嘘 も つく 事 が で き な い と 信じ て いた の で 、 夫 は バラ を 見 た と 
思い 込ん だ 。 

夫 は パン を バラ で ある と 錯覚 し た 。 

夫 が パン を バラ で ある と 錯覚 し た 事 が 、 ハ ン ガ リー 王女 エル 
ジェ ー ベ ト が パン を バラ に 変え た 奇跡 の 真相 で ある 。 

ある 伝説 に よれ ば 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 名 前 を 忘れ て し まっ た 、 
ある 「 神 の 様 な 者 」 は 、 四 旬 節 の 日 か 金曜 に 食べ 物 が 見 つか ら ず 、 
鶏 に 魚 に 成る 様 に 命 信 する と 、 鶏 は 魚 に 成っ た 。 

前 記 の 例え 話 は 説明 が 不要 で ある 。 

前 記 の 例え 話 は 後記 の Tremithonte の 司教 Spiridion の 美談 を 思い 
出さ せる 。 

Tremithonte の 司教 Spiridion は 、13 章 で 話し た 、 娘 Irene の 魂 を 呼 
び 出 し た 人 で ある 。 

ある 「 聖 金曜 日 」 に 、 旅 人 が 後に 聖人 と 呼ば れ た 司教 Spiridion の 
家 に 来 た 。 


その 了 頃 、 司 教 Spiridion は 真剣 に キリ スト 教 を 実践 し て いた た め 貧 
し か っ た 。 

キリ スト 教徒 と し て 断食 し て いた 、 司教 Spiridion は 、「 復活 祭 」 
の た め に 、 い くつ か の 塩漬け の ベー コン が 家 に 有る だ け だ っ た 。 

旅人 は 、 疲 れ に 圧倒 され 、 空 腹 で 人 錠 え て いた 。 

Spiridion は 旅人 に 肉 で ある ベー コン を 与え た 。 

(旅人 が 気兼ね し な い 様 に ) 思 いや り で Spiridion は 旅人 と 共に 肉 で 
ある ベー コン を 食べ た 。 

(旅人 が 気兼ね し な い 様 に ) 思 いや り で 旅人 と 共に 肉 で ある ベー コ 
ン を 食べ た 事 に よっ て 、 ユ ダ ヤ 教 徒 が 洛 れ て いる と 誤解 し て いる 肉 
を 、 悔 い 改 め の ご ち そ うに 変え た 。 

(旅人 が 気兼ね し な い 様 に ) 思 いや り で 旅人 と 共に 肉 で ある ベー コ 
ン を 食べ た 事 に よっ て 、 法 の 精神 に よっ て 、 物 質 的 な 法 を 超越 し 
た 。 

(旅人 が 気兼ね し な い 様 に ) 思 いや り で 旅人 と 共に 肉 で ある ベー コ 
ン を 食べ た 事 に よっ て 、Spiridion は 人 に 成っ た 神 イ エス の 本 物 の 弟 
子 、 学 の 有る 弟子 で ある 事 を 証明 し た 。 

人 に 成っ た 神 イ エス は 、 神 に 選ば れ た 者 を 、3 つ の 世界 の 自然 の 
王者 に する 。 


( 

自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 

自由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 師 の 領域 、 形 の 領域 。 
神 だ け の 楽園 、 圭 の 冥界 、 こ の 世界 。 

) 
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悪人 の 圭 の 魔術 師 の サバ ト 


再び 恐ろし い 数 15 に 戻っ た 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 に は 祭壇 の 上 に 王座 と し て 座る 奇形 の も の 
が 描か れ て いる 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 の 奇 形 の も の は 司教 守 を か ぶっ て いる 。 
タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 の 奇 形 の も の に は 角 が 有る 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 の 奇 形 の も の に は 女性 の 胸 と 男性 の 生殖 器 
官 が 有る 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 の 奇 形 の も の は キマ イラ で ある 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 の 奇 形 の も の は 奇形 の スフィンクス で あ 
る 。 


2 証人 5 ペコ ジロ の を の 生 に は 二 ま に 人 
が 読み 取れ る 。 

イエ ス 。 

15 章 で は 、 全 て の 恐怖 の 幻影 に 立ち 向かう 。 

全て の 神 統 系 譜 学 に お ける 竜 に 立ち 向かう 。 

古代 ペル シャ 人 の アー リマ ン に 立ち 向かう 。 

古代 エジプト 人 の ティ フォ ン に 立ち 向かう 。 

古代 ギリ シャ 人 の ピュ トン に 立ち 向かう 。 

古代 へ プラ イ 人 の 創世 記 の 古い 蛇 に 立ち 向かう 。 

想像 上 の 奇形 の も の に 立ち 向かう 。 

悪夢 に 立ち 向かう 。 

夢魔 に 立ち 向かう 。 

クロ ッ ク ミ テー ヌ に 立ち 向かう 。 

ガー ゴイ ル に 立ち 向かう 。 

中 世 の 大 いな る 獣 に 立ち 向かう 。 

前 記 の も の より 悪 で ある 後記 の も の に 立ち 向かう 。 

神殿 騎士 団 の バフ ォ メ ッ ト に 立ち 向かう 。 

錬金術 師 の あご ひげ が 有る 偶像 に 立ち 向かう 。 

メン デス の 淫ら な 神格 で ある メン デス の ヤギ に 立ち 向かう 。 

(ヤギ は メン デス で 神 の 生殖 力 の 象徴 で あっ た 。) 

サバ ト の ヤギ に 立ち 向かう 。 

本 書 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 最初 の 絵 、 タ ロッ ト の 15 ペ ー ジ 目 の 絵 
に は 、 和 恐ろしい 夜 の 皇帝 4 全て の 特徴 と 共に 正確 に 描か れ て い 


15 章 で は 、 大 衆 を 教え る た め に 話す 。 


le Comte de Mirville を 満足 させ る た め に 話す 。 

可 研究 * 家 の ボ ダ ン を 弁明 する た め に 話す 。 

神殿 騎士 団 を 迫害 し た 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 を 火 で 毅 し た 、 偽 の 
メー ソン を 破門 し た 、 教 会 の 大 いな る 栄光 の た め に 話す 。 

15 章 で は 、 隠 され た 知 の 劣悪 な 秘伝 伝授 者 で ある 悪人 の 寺 の 魔術 
師 、 大 いな る 秘密 の 冒 流 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 に つい て 大 胆 
に 正確 に 話す 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 大 得 を 不安 に させ る 象徴 が 表す も の 、 タ 
ロッ ト の 15 ペ ー ジ 目 に 描か れ て いる も の を 、 過 去 だ け で は な く 、 現 
在 、 そ し て 未来 も 、 神 と し て 敬礼 し て いる 。 

イエ ス 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 深い 確信 で は 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 は バフ ォ 
メッ ト を 敬礼 し て いた 。 

神殿 騎士 団員 は バフ ォ メ ッ ト を 敬礼 し て いた 。 

イエ ス 。 

2 本 の 角 の 間 で 燃え て いる た いま つ を 持っ た 、 王 座 に 座る 、 タ 

ロッ ト の 15 ペ ー ジ 目 に 描か れ て いる も の 、 バ フォ メッ ト を 敬礼 す 

る 、 集 会 サバ ト が 、 過 去 、 存 在 し た し 、 現 在 も 存在 する か も し れ な 
L 1。 

た だ し 、 バ フォ メッ ト を 敬礼 し て いた 人 達 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ 
の 様 に 、 タ ロッ ト の 15 ペ ー ジ 目 に 描か れ て いる も の は 悪魔 で は な 
い 、 バ フォ メッ ト は 悪魔 で は な い 、 と 考え て いる 。 

正反対 に 、 バ フォ メッ ト は 、 神 パー ン で ある 。 

タロ ッ 035 ニ 目 に 描か れ て いる も の は 、 神 パー ン で ある 。 

バフ ォ メ ッ ト は 、 哲 学 の 現代 の 学派 の 神 で ある 。 

バフ ォ メ ッ ト は 、 思 いや り 深 い 神 の 助け に よる 魔術 を 行っ た アレ 
クサ ンド リア 学派 と 、 神 秘 の 新 プ ラ ト ン 主義 者 の 、 神 で ある 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 に 描か れ て いる も の は 、 思 いや り 深 い 神 の 
助け に よる 魔術 を 行っ た アレ クサ ンド リア 学派 と 、 神 秘 の 新 プ ラ ト 
ン 主 義 者 の 、 神 で ある 。 

バフ ォ メ ッ ト は 、 ラ マル ティ ー ヌ と ビク ター カズ ン の 神 で ある 。 

バフ ォ メ ッ ト は 、 ス ピノ ザ と プラ トン の 神 で ある 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 に 描か れ て いる も の は 、 ス ピノ ザ と プラ ト 
ン の 神 で ある 。 

バフ ォ メ ッ ト は 、 最 初 の グノー シス 学派 の 神 で ある 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 に 描か れ て いる も の は 、 最 初 の グノー シス 
学派 の 神 で ある 。 

バフ ォ メ ッ ト は 、 キ リス ト へ の 反対 者 の 宗教 の 聖職 者 ども の キリ 
スト で ある 。 

前 記 の 、 大 香 が キリ スト を バフ ォ メ ッ ト と 斉 っ て 決め つけ る 事 


に 、 大 則 が キリ スト を 黒 魔術 の ヤギ と 誠 っ て こじ つけ る 事 に 、 古 代 
イン ド や 古代 エジプト や 古代 イス ラ エ ル で 様々 に 変形 され た 象徴 と 
考え を 知っ て いる 、 古 代 の 宗教 の 学徒 は 区 か な い 。 

和牛 、 犬 、 ヤ ギ は ヘル メス の 魔術 、 錬 金 術 の 3 つの 象徴 的 な 動物 で 
ある 。 

ヘル メス の 魔術 、 錬 金 術 は 古代 エジプト と 古代 イン ド の 全て の 口 
伝 を 要約 し て いる 。 

邊 は 、 土 、 ま た は 、 錬金術 師 の 塩 を 表す 。 

犬 は 、 ヘ ル マ ニ ビス 、 賢 者 の 水銀 、 流 体 、 風 、 水 を 表す 。 

ヤギ は 、 火 を 表す 、 と 同時 に 、 生 殖 の 象徴 で ある 。 

古代 イス ラ エ ル で は 、 清 い ヤ ギ と 汚れ た ヤギ と いう 2 頭 の ヤギ を 
清め た 。 

古代 イス ラ エ ル で は 、 清 \ ヤ ギ を 固 の つぐ な いと し て 神 に ささ げ 
た 。 

古代 イス ラ エ ル で は 、 つ ぐ な われ た 固 を 呪い に よっ て 負っ た 、 汚 
れ た ヤギ を 、 荒れ 野 で 自由 に し た 。 

前 記 は 、 不 思 議 な 習慣 だ が 、 深 い 象 徴 主 義 の 1 つ で ある 、 犠 牲 に 
よる 和解 と 、 自 由 に よる 罪 の つぐ な いで ある ! 

教会 の 全て の 教父 は 、 へ プラ イ 人 の 象徴 主義 と つなが けり が 有 っ 
3 

教会 の 全て の 教父 は 、 犠 牲 に 成っ た ヤギ に 、 他 人 の 因 の 形 を 診 代 
わり し た キリ スト の (十字 架 上 の ) 姿 を 認め た 。 

前 記 の 様 に 、 グ ノー シス 主義 者 は 、 象 徴 の 口伝 を 受け 継い で い 
て 、 自 由 へ の 解放 者 キリ スト に 、 ヤ ギ と いう 神秘 的 な 姿 を 与え た 。 
事実 、 全 て の カバ ラ と 全て の 魔術 を 、 犠牲 に 成っ た ヤギ の 神 の 教 
えと 、 使 者 の ヤギ の 神 の 教え に 、 分 ける 事 が で きる 。 

祭 滞 だ け の 聖 所 の 魔 稚 と 、 荒 れ 野 の 魔術 が 存在 する 。 

白 の 教会 と 、 黒 の 教会 が 存在 する 。 

公 の 集会 を 持つ 祭司 の 集団 と 、 サ バト と いう 集会 を 持つ 祭司 の 集 
団 が 存在 する 。 

本 書 「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 最初 の 絵 、 タ ロッ ト の 15 ペ ー ジ 目 の 絵 
で 表 さ れ た ヤギ は ひたい の 上 に 五 蘭 星 を 持っ て いる 。 

五 蘭 星 は ヤギ が 光 の 象徴 で ある 事 を 見 分 ける の に 十分 で ある 。 
ヤギ は 両方 の 手 で 親指 、 人 差し 指 、 中 指 を 伸ばし て 薬指 と 小指 を 
折り 曲げ て いる 隠さ れ た 学問 の 手振り を し て いる 。 

ヤギ は 右手 で 上 と 思い や り の 白い 月 を 指し 左手 で 下 と 厳し さ の 黒 
い 月 を 指し て いる 。 

前 記 の 象徴 は 思い や り と 正義 の 完全 な 一 致 を 表す 。 

クン ラー ト の 両性 具有 者 の 様 に 、 ヤ ギ の 一 方 の 腕 は 女性 らし く 他 
方 の 腕 は 男性 ら し し !。 


クン ラー ト の 両性 具有 者 の 特徴 を ヤギ の 特徴 に 組み 合わ せ た 。 
な ぜ な ら ク ン ラ ー ト の 布 性 具有 者 と ヤギ は 同じ 象徴 だ か ら で あ 


る 。 

2 本 の 角 の 間 で 燃え て いる 知 の た いま つ は 普 負 の つり 合い の 魔術 
の 光 で ある 。 

2 本 の 角 の 間 で 燃え て いる 知 の た いま つ は 、 こ の 世界 の も の の 上 
に 高め られ た 魂 の 象徴 で ある 。 

火 が た いま つ に 結び つい て いる 様 に 、 魂 は 、 こ の 世界 の も の に 結 
び つ いて いる 。 

動物 の 恐ろし い 頭 は 、 こ の 世界 の も の の 代行 者 だ けが 永遠 に 罰 を 
負う べき で ある 、 四 の 恐ろし さ を 表 す 。 

な ぜ な ら 殊 は 本 質 で は 無 感覚 で あり 、 魂 は 、 こ の 世界 の も の に 成 
る 事 に よっ て の み 苦 し お 事 が 可能 で ある 。 

生殖 器官 の 代わり で ある 、 ケ ー リ ユ ュ ケ イオ ン は 永遠 の 命 を 表す 。 

鱗 に 覆 わ れ た 腹 は 水 を 象徴 する 。 

鱗 に 覆 わ れ た 腹 の 上 の 円 は 大 気 で ある 。 

鱗 に 履 わ れ た 腹 の 上 の 円 より 更に 高み に 有る 羽 は 揮発 し 易い も の 


を 表す 。 
隠さ れ た 知 の 前 記 の スフィンクス の 2 つの 胸 と 両性 具有 者 の 腕 は 
人 性 を 表す 。 


地獄 の 聖 所 の 幻影 が 妻 散 到 消 し た の を 見 よ ! 

中 世 の 恐 怖 の スフィンクス が 見 抜か れ て 王座 か ら 投 げ 落 と され た 
の を 見 よ ! 
イザ ヤ 書 14 章 12 節 「 ど うし て ( 天 か ら ) 堕 ち て し まっ た の か ! ( 明 
け の 明星 ) ル シフ ェ ル ! 

全て の 古代 の 知 の 奇形 の 偶像 、 古 代 の 知 の 謎 、 古 代 の 知 の 夢 の 様 
に 、 恐 ろ る しい バフ ォ メ ッ ト は 無害 な 宗教 的 な 象徴 に 過ぎ な い 。 
どう し て 、 獣 を 統治 する 力 を 発揮 する 様 に 成っ た 人 が 獣 を 主 と し 
て 敬 礼 する で あろ つか 2? 獣 を 統治 する 力 を 発揮 する 様 に 成っ た 人 
は 獣 を 主として 敬礼 し な い ! 

人 の 名 誉 の た め に 、 人 が 犬 、 ヤ ギ 、 子 羊 、 作 上 を 主として 敬礼 し 
た 事 は 無い と 断 吉 する 。 

象徴 の 秩序 に お いて 、 ど うし て 、 ヤ ギ は 子羊 と 同じ で は な い 事 が 
あろ うつ か? 象徴 の 秩序 に お いて 、 ヤ ギ と 子羊 は 同じ で ある 。 
神聖 な 石 の 上 に 、 バ シレ イデ ー ス 派 の グノー シス 主義 者 の キリ ス 
ト 教徒 は 、 キ リス ト の 象徴 と し て 、 鳥 、 ラ イオ ン 、 牛 の 頭 を 持っ た 
蛇 と いっ た 、 様 々 な カバ ラ 的 な 動物 に よる 象徴 を 記し た 。 

た だ し 、 前 記 の 全て の 場合 に お いて 、 キ リス ト の 象 徴 は 、 常 に 同 
じ 、 光 の 属性 を 帯び る 。 

ヤギ の 特徴 を 持つ バフ ォ メ ッ ト で すら 、 サ タン の 架空 の 典型 と 混 


同 で き な い 様 に 、 五 蘭 星 と いう キリ スト の 象徴 、 光 の 象徴 を 持っ て 
いる 。 

偽 の キリ スト 教徒 の 間 に 日 々 あら われ る ( 偽 の ) マ ニ 教 の (善悪 二 元 
論 の ) 残 骸 と 戦う た め に 、 上 位 存在 と し て の 、 力 と し て の 、 サ タン 
は 存在 し な い 、 と 力説 する 。 

サタ ン は 全て の 斉 けり を 擬人 化し た も の で ある 。 

サタ ン は 全て の 悪 を 擬人 化し た も の で ある 。 

結果 と し て 、 サ タン は 弱 さ を 擬人 化し た も の で ある 。 

も し 人 が 神 は 存在 する 必要 が 有る 者 と し て 定め られ る の で あれ 
ば 、 人 は 神 の 敵 は 存在 し な い 必 要 が 有る 者 と し て 定め られ る の で は 
な いか ? も し 人 が 神 は 存在 する 必要 が 有る 者 と し て 定め られ る の 
で あれ ば 、 人 は 神 の 敵 は 存在 し な い 必 要 が 有る 者 と し て 定め られ 
る ! 

(へ プラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。) 

善 の 完全 背 定 は 、 悪 の 完全 否定 を 意味 する 。 

光 の 中 で は 、 影 は 目 に 見 える 物 で ある 。 

前 記 の 様 に 、 誠 っ て いる 霊 は 、 神 が 存在 性 と 真理 性 の 分 け 前 を 王 
えて いる 、 と いう 点 で は 正しい !。 

反映 で は な い 影 は 存在 し な い 。 

影 は 反映 で ある 。 

月 、 焼 光 、 星 々 の 無い 夜 は 存在 し な い 。 

も し 地獄 が 公正 、 適 切 、 正 当 で あれ ば 、 地 獄 は 正しい 。 

も し 悪人 の 霊 が 地獄 の 状態 に 有る 事 が 公正 、 適 切 、 正 当 で あれ 
ば 、 悪 人 の 霊 が 地獄 の 状態 に 有る 事 は 正しい 。 

神 を 実際 に 冒 済 で きた 人 は 存在 し な い 。 

神 へ の 醍 い 勝 手 な 想像 に 対し て 偽 辱 し た り 笑 いも の に し て も 、 神 
に は 届か な い 。 

( 偽 の ) マ ニ 教 (の 善悪 二 元 葵 ) と 呼ん で いる 物 に 対し て 、 巨 大 な 反 
論 に よっ て 、 黒 魔術 的 な 逸脱 で ある と いう 事 を 説明 する つも り で あ 
る 。 
( 偽 の ) マ ニ 教 (の 善悪 二 元 葵 ) は 、 ゾ ロア スタ ー の (2 つ 1 組 の ) 考 え 
へ の 斉 解 で ある 。 

( 偽 の ) マ ニ 教 (の 善悪 二元論 ) は 、 普 遍 の つり 合い の 2 つの 力 の 魔術 
の 法 へ の 調 解 で ある 。 

ゾロ アス ター の 2 つ 1 組 の 考え へ の 調 解 に よっ て 、2 つ の 力 へ の 課 
解 に よっ て 、 非 論理 的 な 思 か な 大 衆 は 、 二 次 的 で ある が 一 次 的 で あ 
る 神 に 敵対 する 、 反 対 の 神 、 神 の 反対 を 妄想 し た 。 

前 記 の 様 に 、 大 則 は 不純 な 2 つ 1 組 を 生ん だ 。 

大 衆 は 狂っ て 神 を 分 裂 さ せ た 。 

大 則 は ソロ モン の 六 蘭 星 を 三角 形 と 逆 三 角形 に 分 裂 さ せ た 。 


マニ 教 の 偽 の 信者 は 夜 の 三位一体 を 妄想 し た 。 

党派 心 の 強い 大 衆 が 悪 の 神 を 妄想 で ね つ 造 し た 。 

党派 心 の 強い 大 衆 が 妄想 で ね つ 造 し た 悪 の 神 は 大 衆 に 全て の 狂気 
と 因 を 妄想 させ た 。 

大 則 は 、 血 まみ れ の 生 費 を 、 党 派 心 の 強い 大 衆 が 妄想 で ね つ 造 し 
た 悪 の 神 に ささ げた 。 

奇形 の 偶像 崇拝 が 、 本 物 の 神 の 教え に 、 取 っ て 代わ っ た 。 

黒 魔術 は 、 本 物 の 達 道 者 の 超越 的 な 光 の 魔術 を 、 歪 め て 大 則 に 伝 
えた 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 、 グ ー ル 、 ス トリ ゲス の 、 恐 怖 の 秘密 の 集会 
が 、 洞穴 や 砂漠 で 行わ れ た 。 

すぐ に 、 和 狂気 は 狂乱 に 変わ る 。 

人 の 生 費 か ら 人 肉 の 共食い まで 後 一 歩 で ある 。 
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し か し 、 サ バト は 常に 夢 で あっ た 、 と いう わけ で は な い 。 

実際 に も 、 サ バト は 存在 し た 。 

秘密 の 夜 の 集会 サバ ト は 、 古 代 の 世界 の 儀式 を 行う た め に 、 現 在 
も 存在 する 。 

ある サバ ト は 、 宗 教 的 な 目的 や 社会 的 な 目的 を 持っ て いる 。 
別 の サバ ト は 、 酒 神祭 や 降 圭 術 と つなが り が 有る 。 

前 記 の 、2 つ の 観点 か ら 、 実 際 の サバ ト を 考え て 非難 し よう と 思 
つ 。 

光 の 魔術 の サバ ト が 存在 する 。 

闇 の 魔術 の サバ ト が 存在 する 。 

キリ スト 教 が 古代 の 儀式 の 公 で の 実践 を 禁止 し た 時 に 、 古 代 の 宗 
教 の 熱心 な 信者 は 、 古 代 の 款 教 の 神秘 の 儀式 の た め に 、 ひ そ か に 会 
う 様 に 追い 込ま れ た 。 

秘伝 伝授 者 が 、 古 代 の 宗教 の 集会 サバ ト の 、 長 を 務め た 。 

秘伝 伝授 者 は 、 す ぐに 、 多 様 な 宗教 の 中 で 、 正 統 派 的 習慣 を 確立 


た 。 
サバ ト の 正統 派 的 習慣 は 、 魔 術 の 真理 の 助け に よっ て 、 容 易 に 促 
進 さ れ た 。 


な ぜ な ら 、 禁 止 は 複数 の 意思 を 統一 する 。 

禁止 は 人 々 の 間 の 兄弟 愛 の きず な を まとめ る 。 

前 記 の 様 に し て 、 古 代 エ ジ プ ト の 女神 イシ ス の 神秘 、 ロ ー マ の 女 
神 ケ レス の 神秘 、 エ レ ウ シ ス の 祭 、 酒 神 バ ッ カ ス の 神秘 は 、 善 恨 な 
女神 の 神秘 、 最初 の ドル イド 教 と 組み 合わ され た 。 

通常 、 集 会 サバ ト は 、 水 星 と 木星 の 日 の 間 か 、 金 星 と 土星 の 日 の 


間 に 、 行 われ た 。 

サバ ト で 、 人 門 の 儀式 を 行っ た 。 

サバ ト で 、 神 秘 の 象徴 を 交換 し た 。 

サバ ト で 、 神 を た た える 象徴 的 な 歌 を 歌っ た 。 

サバ ト の 宴 の 円 卓 で 、 結 束 を 固め た 。 

サバ ト の 宴 の 円 卓 と 円 舞 で 、 連 続 的 に 、 魔 術 の 鎖 を 形成 し た 。 

長 で ある 秘伝 伝授 者 達 の 前 で 新た に 約束 し て 、 長 で ある 秘伝 伝授 
者 達 か ら 教 え を 受け た 後に 、 集 会 サバ ト を 解散 し た 。 

サバ ト へ の 入門 を 希望 する 修行 者 は 、 両 目 を 魔術 の マン ト で 履 わ 
れ て 、 魔 術 の マン ト で 完全 に 包ま れ て 、 サ バト に 、 導 か れる 、 と い 
う よ り は 、 運 ば れ て くる 。 

修行 者 は 、 無 数 の 火 の 中 、 不 安 に させ る 音 が 立て られ て いる 中 、 
導 か れる 、 と いつ より は 、 運 ば れ て くる 。 

修行 者 が 顔 か ら 魔 術 の マン ト を 外さ れる と 、 修 行者 は 、 地 獄 の 奇 
形 の も の に 包囲 され て いる 事 に 気づく 。 

修行 者 は 、 巨 大 な 恐ろし い ヤ ギ の 前 に いる 事 に 気づく 。 

修行 者 は 、 巨 大 な 恐ろし い ヤ ギ を 敬礼 する 様 に 命令 され る 。 

前 記 の 、 サ バト の 、 修 行者 へ の 全て の 儀式 は 、 修 行者 の 性 格 の 強 
さと 、 修 行者 の 祖師 へ の 信頼 を 試す 試練 で ある 。 

特に 、 ヤ ギ を 敬礼 する 、 最 後 の 試 績 は 、 決 定 的 で ある 。 

な ぜ な ら 、 ヤ ギ へ の 敬礼 は 、 一 見 、 修 行者 の 精神 に と っ て 、 屈 辱 
的 で 滑稽 こっ けい で ある 。 

修行 者 は 、 不 用 心 に 、 ヤ ギ の 尻 に 敬意 を 込め て 口づけ する 様 に 命 
念 さ れる 。 

も し 修行 者 が ヤギ の 尻 へ の 口づけ を 拒否 すれ ば 、 修 行者 は 、 魔 術 
の マン ト で 頭 を 包ま れ て 、 サ バト か ら 離 れ た 所 へ 、 修 行者 が めまい 
を 感じ た と 信じ る 様 な 息 く べき 速 さ で 、 運 ば れる 。 

も し 修行 者 が ヤギ の 尻 へ の 口づけ を 承認 すれ ば 、 修 行者 は 、 象 徴 
的 な 偶像 で ある ヤギ を 一 周 さ せら れる 。 

修行 者 は 、 い や らし い 物 で は な く 、 女 神 イ シス か 女神 マイ ア の 若 
い 優 美 な 女 祭司 の 顔 を 見 る 事 に 成る 。 

女 祭司 は 母 の 様 に 修行 者 を 歓迎 する 。 

修行 者 は サバ ト の 宴 に 受け 入れ られ る 。 

前 記 の 様 な 、 秘 密 の 愛 響 あい さん で ある 集会 サバ ト の 、 多 数 で 、 
食後 に 乱 交 が 有 っ た と 信じ る の は 用 心 す る 必要 が 有る 。 

同時 に 、 キ リス ト 教 の 最初 の 数 世紀 の 間 、 多 数 の グノー シス 主義 
者 が 秘密 集会 サバ ト を 実践 し た 事 が 知ら れ て いる 。 

感性 の 圧迫 と 禁欲 の 時 代 で あっ た キリ スト 教 の 最初 の 数 世紀 に 、 
肉欲 が 禁欲 に 抗議 し た 事 は 、 当 然 で あり 、 区 か な い 。 

し か し 、 大 宮 は 、 超 越 的 な 魔術 が 許し た 事 が 無い 不 品 行 に よっ 


て 、 超 越 的 な 魔術 を 疾 難 する な か れ 。 

イシ ス は 未亡人 に 成っ て も 貞 小 で ある 。 

汎 神 の 女神 ディ アナ は 処女 で ある 。 

ヘル マニ ビス は 、 両 性 具有 者 で 、 男 性 性 も 女性 性 も 満足 させ られ 
な い 。 

ヘル メス の 両性 具有 者 は 純潔 で ある 。 

ティ アナ の アボ ポロ ニウス は 快楽 の 誘惑 に 負け な か っ た 。 

ユリ アヌ ス 帝 は 上 厳し く 節 制 し た 人 で あっ た 。 

アレ クサ ンド リア 学派 の プロ ティ ノ ス は 禁欲 主義 者 で あっ た 。 

パラ ケル スス は 性 別 を 疑わ れる ほど 愚か な 肉欲 と は 無縁 の 人 で 
あっ た 。 

永遠 に 独身 を 革 わ せ た 希 望 の 無い 愛 の 後に 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル 
ス は 知 の 究極 の 秘密 を 秘伝 伝授 され た 。 

pantacle と タリ スマ ン を 身 に つけ て 罰 館 に 入っ た り 到 淫 する と 、 
pantacle と タリ スマ ン は 力 を 全て 失う と いう の が 、 魔 術 の 口伝 で あ 
る 。 

乱 交 の サバ ト を 、 本 物 の 達 道 者 の サバ ト と 考え る な か れ 。 

サバ ト と いう 吉 葉 に つい て は 、 あ る 人 は Sabasius と いう 名 前 に 由 
ウン 別 の 人 は 他 の 語源 を 想像 し て いる が 、 エ リ 

ァ ス レヴ ィ の 考え で は 、 最 も 簡潔 に 、 サ バト は 、 安 息 日 を 意味 す 

2 ペグ ライ 人生 の BC に 由 末 る 

な ぜ な ら 、 カ バラ の 秘密 の 値 心 深い 保管 者 で ある 、 へ プライ 人 
は 、 ほ ぼ 常 に 、 中 世 の 間 も 、 魔 術 の 大 いな る 祖師 で あっ た の は 確実 
で ある 。 

サバ ト は 、 カ バリ スト の 日 曜 、 カ バリ スト の 宗教 的 な 祭 の 日 、 と 
いつ より は 、 カ バリ スト の 定期 的 な 集会 の 夜 で あっ た 。 

神秘 に 包ま れ た 、 祭 サバ ト は 、 大 斎 の 恐怖 を 保護 手段 と し て 持っ 
て いた 。 

サバ ト は 恐怖 に よっ て 迫害 を 免れ た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト に つい て は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の サバ 
ト は 、 本 物 の 魔術 師 の サバ ト の 偽物 、 模 信 で あっ た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト は 、 思 者 を 食い 物 に する 有害 な 悪人 の 
集会 で あっ た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト で は 、 恐 ろ し い 儀 式 を 行い 、 憎 むべ き 
楽 を 調合 し た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト で は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 ど も や 魔女 ど 
も が 、 偽 の 予 吉 や 偽 の 占い の 名 声 を 助け る た め に 、 策略 を 用 意 し 、 
相互 に 教え 合っ た 。 

当時 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 ど も や 魔女 ども は 、 一 般 的 に 、 占 い 師 を 
職業 に し た 。 


当時 、 占 い 師 は 、 実 際 に 力 を 発揮 する 限り 儲かる 職業 で あっ た 。 
悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト は 、 正 統 派 的 習慣 、 正 統 派 的 儀式 を 持 
て な か が っ た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト で は 、 全 て の も の が 、 悪 人 の 霊 の 魔術 
師 ど も や 魔女 ども の 気 ま で れ と 、 大 箇 の 混乱 に 圧 右 さ れ て し まっ 
た 。 


中 略 


神殿 騎士 加 の バフ ォ メ ッ ト 、Baphomet と いう 名 前 は 、 カ バラ 的 
に 逆 に つづ る べき で あり 、TEM、OHP、AB と いう 3 つの ラテ ン 語 の 
略語 か ら 成 る 。 

UE 遍 の 平和 
の 神殿 の 父 意味 する 。 

論 お 1 ウロ の の 人 和 き た の e お 

別 の 人 に よれ ば 、 バ フォ メッ ト は ヤギ の 形 を し た 悪魔 で ある 。 

19 世 紀 に 、 絵 が 彫 ら れ た 箱 が 、 神 殿 騎 士 団 の 古い 集会 所 の 遺跡 
で 、 発 掘 さ れ た 。 

古物 研究 家 は 、 神 殿 騎 士 団 の 遺物 の 箱 に 彫 ら れ た 絵 が 、 バ フォ 
メッ ト の 様 な 絵 で ある と 気づい た 。 

神殿 騎士 団 の 遺物 の 宿 に 彫 ら れ た 絵 、 バ フォ メッ ト の 様 な 絵 は 、 
メン デス の ヤギ や クン ラー ト の 両性 具有 者 の 特徴 を 持っ て いた 。 

バフ ォ メ ッ ト の 様 な 絵 に は 、 あ ご ひげ が 有る 女性 の 体 が 描か れ て 
いる 。 

バフ ォ メ ッ ト の 様 な 絵 に は 、 一 方 の 手 に 太陽 を 、 他 方 の 手 に 月 

を 、 鎖 で つない で 持っ て いる 者 が 描か れ て いる 。 

バフ ォ メ ッ ト の 様 な 絵 の 、 あ ご ひげ が 有る 男らしい 頭 は 、 美 し い 
象徴 で ある 。 

バフ ォ メ ッ ト の 様 な 絵 で は 、 始 め る 創造 する 原理 を 、 考 え を 象徴 
する 頭 だ け に 帰し て いる 。 

バフ ォ メ ッ ト の 様 な 絵 で は 、 頭 は 精神 を 表す 。 

体 は 物質 を 表す 。 

人 の 形 に 鎖 で つなが れ た 、 自 然 が ( 心 を ) 傾 ける 、 太 陽 と 月 。 

自然 の 知 で ある 頭 。 

太陽 と 月 と 頭 は 大 い に 人 象徴 的 で ある 。 


中 略 
「 悪魔 は 嘘つき で ある 。 悪魔 の 父 ( で ある 悪人 ) が 嘘つき で ある 様 


に 」 


中 申 


コル ネリ ウス アグ リッ パ の (悪魔 へ の ) 大 いな る 呼称 は 、 意 味 不明 
な 吉 葉 の 維 列 で ある 。 

(悪魔 へ の ) 大 いな る 呼 移 の 、 意 味 を 理解 し て いる ふり は し な い 。 

多分 、( 悪 魔 へ の ) 大 いな る 呼 称 は 、 何 の 意味 も 持っ て いな い 。 

確実 に 、( 悪 魔 へ の ) 大 いな る 呼称 は 、 論 理 的 な 意味 を 持っ て いな 
し 1。 

な ぜ な ら 、 無 上 に 非 論理 的 で 存在 する と は 考え られ な い 悪 魔 を 呼 
び 出 す た め に 利用 する 吉 葉 が 論理 的 な 意味 を 持っ て いる は ず が 無 
し 1。 

前 記 の 理由 か ら 、 疑 い 無 く 、 ピ コ デラ ミラ ンド ラ は 「 最 も 学 が 
無い 理解 不能 な 吉 葉 ほど 、 黒 魔術 に 最も 有効 で 良い 」 と 断 吉 し て い 
る 。 


前 記 の 、 悪 魔 に つい て の 信念 を 、 教 会 の 大 則 は 、 悪 魔 払 いで 、 清 
め て し まっ た 。 

その た め 、 黒 魔術 と 導 の 王者 で ある 悪魔 は 、 ロ ー マ の カト リッ ク 
の 大 衆 の 本 当 に 生き て いる 恐怖 の ね つ 人 造物 と 吉 え る か も し れ な い )。 
黒 魔 術 と 悪魔 は せ 、 ロー マ の カト リッ ク の 大 崩 の 特別 な 特徴 的 な 
(架空 の ) 作 品 と 吉 え る か も し れ な い )。 

な ぜ な ら 、 人 祭司 が 神 を 創造 し た わけ で は な いし)。 

聖職 者 が 神 を 創造 し た わけ で は な い 。 

神 は 創造 され た 者 で は な い !。 

その た め 、 本 物 の カト リッ ク は 、 心 の 底 か ら 、 悪 魔 の 否定 と いう 
「 大 いな る 務め 」 を 清め て 復活 させ る 事 に 、 良 い 意 味 で と ら わ れ て 
いる 。 

悪 魔 の 否定 と いう つ 「 大 いな る 務め 」 は 、 公 の 儀式 の 実践 を 、 金 に 
変え る 、 覧 者 の 石 で ある 。 

賊 の 俗語 で は 、 有 害 な 悪人 ども は 、 悪 魔 を パン 屋 と 呼ん で いる 。 
エリ ファ ス レヴ ィ と いっ た 神 の 聖霊 の 魔術 師 の 願い は 、 ま た 、 神 
の 聖霊 の 魔術 師 の 立場 か ら で は な く 、 最 初 の 教育 と 最初 の 感動 を 受 
けた 恩 が 有る キリ スト 教 と 教会 に 映 を ささ げた 舘 者 と し て 話す と 、 
全て の 正しい 人 の 願い は 、 倫理 道 徳 の 代行 者 で ある 、 無 上 の 徳 の 代 
表 者 で ある 、 人 々 が 、 サ タン 、 悪 魔 と いう 幻影 を 、 パ ン 屋 と 呼ば な 
い 様 に する 事 で ある 。 

(イエ ス は パン を 清め た 。) 


エリ ファ ス レヴ ィ の 意図 を 評価 し て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 、 献 
身 的 な 意図 と 信心 の 誠実 さ に よっ て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 願い の 大 
胆 さ を 許し て も ら え ます か ? 


以下 略 
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呪い の 業 と 呪文 


特に 、 悪 人 の 圭 の 魔術 師 が 汚れ た 霊 を 呼び 出し て 探求 し た 物 は 、 
本 物 の 達 道 者 が 所 有する 、 磯 気 の 力 で あっ た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 恥 じ る べき 悪用 を する た め だ け に 、 磯 気 の 
力 を 望ん だ 。 

悪人 の 吉 の 魔術 師 の 思 か さ は 、 邪 悪 な 軸 か さ で あっ た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の 、 主 な 目的 の 1 つ は 、 呪 い の 力 、 ま た は 、 害 
を 与え る 感化 力 で あっ た 。 

「 高等 魔術 の 教理 」 で 、 呪 い に つ いて の 考え と 、 呪 い が 危 険 な 現 
実 の 力 で ある と 思わ れる 事 を 、 すでに 話 し た 。 

本 物 の 魔術 師 は 、 儀 式 無し で 呪っ 事 が で きる 。 

本 物 の 魔術 師 は 、 非 難 す る だ け で 、 丘 難し た 相手 を 、 罰 する 必要 
が 有る と 考え る 相手 を 、 呪 つ 事 が で きる 。 

本 物 の 魔術 師 は 、 許 し て も 、 本 物 の 魔術 師 に 悪い 事 を し た 人 を 、 


呪っ 事 に 成る 。 

秘伝 伝授 者 の 敵 は 、 悪 事 の 浪 を 受け な いで 、 や り けり 過ごす 事 は で き 
な し 1。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 人 に K 到 命 的 な 法 の 多数 の 実例 を 見 て き 
た 。 

狗 教 者 の 毅 害 者 は 、 常 に 、 み じ め に 死ぬ 。 

達 道 者 は 知 の 狗 教 者 で ある 。 


神意 は 、 達 道 者 を 嫌う 人 を 嫌う つ 、 様 に 見 受け られ る 。 

神 は 、 達 道 者 を 嫌う 人 を 嫌 つ 。 

神意 は 、 達 道 者 を 殺す 人 を 級 す 、 様 に 見 受け られ る 。 

神 は 、 達 道 者 を 級 す 人 を 級 す 。 

「 さ ま よ える ユダ ヤ 人 」 の 伝説 は 、 神 は 、 達 道 者 を 嫌う 人 を 嫌っ 
と いう 秘密 の 、 普 及 し て いる 詩 的 な 作品 で ある 。 

賢者 イエ ス を 害する へ ブラ イ 民 族 の 大 衆 は 賢者 イエ ス を 追い 立て 
た 。 

イエ ス が 少し の 間 、 休 みた いと 望ん だ 時 に 、 へ プ ブライ 人 の 大 衆 は 
イエ ス に 「( 休 む な !) 歩き 続け ろ ! 」 と 命 念 し た 。 

へ ブラ イ 人 の 大 衆 が イエ ス に 「 休 む な ! 歩き 続け ろ ! 」 と 責め 
立て た 結果 、 何 が 起き た か ? 

世界 中 の 大 衆 が へ ブラ イ 人 に 「 どこ か の 国 に 安住 する な ! どこ 
か 別 の 国 へ 行け ! 」 と 責め 立て て いる 。 

へ ブライ 人 へ の 具体 的 な 迫害 で ある 。 

何 世 紀 に も わた っ て 大 押 は へ ブラ イ 人 に 「 どこ か の 国 に 安住 する 


な ! どこ か が 別 の 国 へ 行け ! 」 と 叫ん で いる 。 

何 世紀 に も わた っ て へ ブラ イ 人 は 思い や けり も 安息 も 見 つけ られ な 
いで いた 。 

ある 学 の 有る 男性 は 、 思 いや り 深 か っ た の で 、 激 し く 情 熱 的 に 、 
妻 を 愛し て いた 。 

ある 学 の 有る 男性 は 、 妻 を 盲信 的 に た た えて いた 。 

ある 学 の 有る 男性 は 、 妻 を 全面 的 に 信じ て いた 。 

ある 学 の 有る 男性 の 妻 は 、 自 分 の 美 し さ と 理解 力 に つ ぬ ぼれ て い 
た 。 

妻 は 、 あ る 学 の 有る 男性 の 超越 性 に 既 始 する 様 に 成っ た 。 

妻 は 、 あ る 学 の 有る 男性 を 憎み 始め た 。 

し ば らく する と 、 妻 は 、 老 いぼ れ た 醒 い 叫 か な 不道徳 な 男 と 一 緒 
に 成っ て 、 あ る 学 の 有る 男性 を 捨て た 。 

ある 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 が 、 老 いぼ ば れ た 醍 い 思 か な 不道徳 な 
男 と 一 緒 に 成っ た 事 は 、 妻 へ の 天罰 の 始ま り に 過ぎ な か っ た 。 

ある 学 の 有る 男性 は 「 私 は 、 お 前 に 与え た 理解 力 と 美 し さ を 取り 

返す 」 と 自分 を 捨て た 妻 に 話し た 。 

1 年 後 、 あ る 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 は 、 知 人 が 気づか な い ほ ど 
容姿 が 変わ っ て し まっ た 。 

ある 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 は 、 痩 せこ け 、 老 いぼ れ た 醍 い 愚か 
な 不道徳 な 男 を 容姿 に 反映 する 様 に 成っ た 。 

3 年 後 、 あ る 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 は 醒 く 成っ た 。 

7 年 後 、 あ る 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 は 狂っ た 。 

前 記 は 、19 世 紀 に 起こ っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 あ る 学 の 有る 男性 と 、 あ る 学 の 有る 男性 を 

本 物 の 魔術 師 は 、 熟練 の 医師 の 様 に 、 宣 告 する 。 

一 度 、 本 物 の 魔術 師 が 因 人 に 対し て 宣告 し た ら 、 因 人 は 魔術 師 の 
宣告 を 不服 と し て 上 訴 で き な い )。 

本 物 の 魔術 師 は 、 呪 つの に 、 儀 式 も 降 霊 術 も 必要 無い 。 

本 物 の 魔術 師 は 、 呪 いた い 相 手 と 、 同 じ テ ー ブ ル で 食事 を する の 
を 控え る だ け で 良い 。 

も し 本 物 の 魔術 師 が 呪い た い 相手 と 同じ テー ブル で 食事 を する 必 
要 に 人 迫 ら れ た 場合 は 、 本 物 の 魔術 師 は 、 呪 いた い 相手 か ら 塩 を 受け 
取っ た り 、 呪 いた い 相 手 へ 塩 を 所 えな けれ ば 良い 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の 呪い は 、 星 の 光 の 流れ に よる 、 実 際 の 毒殺 に 
例え られ る か も し れ な し !。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 意 思 が 物質 的 に 離れ て いて も 有毒 に 成る ま 
SC 、 儀式 に よっ て 意思 を 高め る 必要 が 有る 。 

た だ し 、「 高 等 魔術 の 教理 」 で 、 す で に 話し た 様 に 、 悪 人 の 霊 の 


魔術 師 は 、 自 分 の 有毒 な 意思 で 、 自 爆 す る 場合 が 多い 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 分 の 有毒 な 意思 と いう 地獄 の 機械 仕掛 け 
で 、 自 爆 し て 、 最 初 の 犠牲 者 に 成る 場合 が 多い 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の 、 因 に 成る 呪い の 儀式 を 、 い くつ か に 特徴 で 
分 ける 。 

心臓 の 呪い は 、 呪 いた い 相手 の 髪の毛 か 衣服 を 入手 する 。 

呪い た い 相 手 を 象徴 し て いる と 思う 動物 を 選ぶ 。 

呪い た い 相 手 の 髪 の 毛 か 衣服 に よっ て 、 動 物 と 呪い た い 相手 に 磁 
気 的 な つなが けり を 作る 。 

呪い た い 相手 の 名 前 を 動物 に 后 える 。 

魔術 の 短剣 で 、 一 撃 で 、 動 物 を 殺す 。 

動物 の 胸 を 切り 開き 、 動 物 の 心臓 を 切り 取る 。 

動物 の 心臓 が まだ 動 !\ て いる うち に 、 呪 いた い 相 手 と 磁 化 さ れ た 
物 で 、 動 物 の 心臓 を 包む お 。 

3 日 間 、1 時 間 ご と に 、 呪 いた い 相手 の 名 前 と 呪い の 吉 葉 を 唱え な 
が ら 、 釘 くぎ か 赤熱 し た 針 は りか 長い 下 と げ を 動物 の 心臓 に 打ち 込 
む 。 

呪い を か けた 人 は 、 動 物 の 心臓 を 苦し め た 分 だ け 、 呪 われ た 人 の 
心臓 が 苦し お と 思い 込む 。 

また 、 動 物 の 心臓 を 苦し め た 分 だ け 、 呪 われ た 人 の 心臓 が 苦し お 
場合 が 有る 。 

呪 わ れ た 人 は 、 衰 弱 し て 、 や が て 、 未 知 の 病 で 死ぬ 。 

いな か で 利用 され て いる 、 別 の 、 心 臓 の 呪い は 、 土 星 の 香 に よっ 
て 、 悪 い 霊 の 呼び 出し に よっ て 、 憎しみ の 作業 の た め に 、 釘 くぎ を 
汚す 。 

呪い た い 相手 の 足跡 を 辿 た どる 。 

土 か 砂 の 上 の 、 辿 た どれ る 限り 全て の 、 呪 いた い 相 手 の 足 跡 に 、 
十字 に 成る 様 に 、 釘 くぎ を 打つ 。 

心臓 の 呪い より 憎 び お べき 、 ヒ キ ガ エル に よる 呪い は 、 大 き な ヒ キ 
ガエル を 選ぶ 。 

ヒキ ガエル に 洗礼 を する 。 

呪い た い 相 手 の 名 前 を ヒキ ガエル に 上 え る 。 

呪い の 吉 葉 を 、 唱 えな が ら 、 ミ サ で 清め た パン に 記す 。 

呪い の 吉 葉 が 記さ れ た パン を ヒキ ガエル に 飲み 込ま せる 。 

呪い た い 相手 と 磯 化 さ れ た 物 で 、 ヒ キ ガ エル を 包み 、 呪 い を か け 
る 人 が 吐 つ ば を 吐き か けた 呪い た い 相手 の 髪の毛 で 旨 る 。 

呪い た い 相手 の 家 の 門 の 境界 に 、 ま た は 、 呪 いた い 相 手 が 日 々 通 
る 必要 が 有る 場所 に 、 ヒ キ ガ エル を 埋め る 。 

呪い に よっ て 、 ヒ キ ガ エル の 肉体 を 操作 し て いた 霊 の うち 四 大 元 
素 の 霊 が 夢魔 や 吸血 鬼 に 成り 、 呪 われ た 人 の 夢 に あら われ る 。 


呪い を か けた 人 に 呪い を 返す まで 、 ヒ キ ガ エル に よる 呪い は 続 


後記 は 、 ロ ウ 人 形 に よる 呪い で ある 。 

中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 神 へ の 冒 流 に よっ て 師 を 喜ば せる た 
め に 、 洗 礼 の 油 や ミサ で 清め た パン の 雄 を 、 少 量 の ロウ と 混ぜ て 、 
汚れ た ロウ を 作っ た 。 

背 教 者 の 聖職 者 は 教会 の 宝 を 悪人 の 霊 の 魔術 師 に 贈る 事 を 欠か さ 
な か っ た 。 

可能 な 限り 、 呪 いた い 相 手 に 似せ て 、 汚 れ た ロウ で 、 ロ ウ 人 形 を 
作る 。 

呪い た い 相手 が まとっ て いる 衣服 と 同じ 衣服 を ロウ 人 形 に ま と わ 
せる 。 

呪い た い 相手 が 受け た 洗礼 と いっ た 秘跡 を ロウ 人 形 に 施す 。 

呪い の 言葉 を 唱え て 、 ロ ウ 人 形 の 頭 を 呪う 。 

共感 に よっ て 、 呪 い が 、 呪 いた い 相手 に 到達 し て 苦し め る 様 に 、 
日 々 ロウ 人 形 を 苦し め る 想像 を する 。 

も し 呪い た い 相 手 の 髪の毛 、 血 、 歯 、 特 に 歯 を 入手 で きれ ば 、 ロ 
ウ 人 形 に よる 呪い は 、 よ り 確 か に 成る 。 

前 記 は 、「 あ な た は 私 に 対し て 歯 を 持っ て いる 」 と いつ 、 こ と わ 
ざ の 由来 で ある 。 

邪 視 に よる 呪い が 存在 する 。 

イタ リア で 那 視 は イエ ッ タ トゥ ー ラ と 呼ば れ て いる 。 

内 戦 の 時 に 、 あ る 店 主 が 、 あ る 隣人 を 誤っ て 告発 し た 。 

ある 隣人 は 、 拘 留 さ れ た 後 で 自由 に 成っ た が 、 地 位 を 失っ た 。 

ある 隣人 の 報復 は 、 あ る 店 主 の 店 を 日 々 2 回 、 通 る 事 だ け で あっ 
た 。 

ある 隣人 は 、 あ る 店 主 の 店 を 凝視 し 、 挨 拶 し 、 去 っ た 。 

し ば らく する と 、 あ る 店 主 は 、 那 視 に 耐え られ な く 成 っ た 。 

ある 店 主 は 、 赤字 覚悟 で 店 の 商品 を 売り 払い 、 引 っ 越し し た 。 

吉 で 吉 う と 、 あ る 店 主 は 、 没 落し た 。 

脅迫 は 、 現 実 の 呪い で ある 。 

な ぜ な ら 、 脅 迫 は 、 想 像 力 に 力強く 作用 する 。 

特に 、 脅 迫 さ れ て いる 人 が 隠さ れ た 無限 の 力 を 信じ 易い 場合 に 
は 、 脅 迫 は 想像 力 に 力強く 作用 する 。 

地獄 と いう 恐ろし いい 脅迫 は 、 何 世紀 に も わた る 人 へ の 呪い で あ 


地獄 と いう 箇 迫 は 、 全て の 悪徳 と 悪行 を 混ぜ た 物 よ り 、 悪 夢 、 口 
に する の も 恐 ろ し い 病 、 激 し い 狂 気 を 則 和 し た 。 

中 世 の ヘ ル メ ス ( の 美術 家 が 、 聖 堂 の 門 の 、 信 じ ら れ な い 前 代 未 聞 
の 奇形 の も の の 彫像 に よっ て 、 表現 し た 物 は 、 地獄 と いう 牧 き 迫 で あ 


る 。 

た だ し 、 無 意味 な 辿 の 場合 は 、 ま た は 、 脅 迫 さ れ た 人 の 道理 的 

誇り を 踏み に じ っ て し まい 脅迫 され た 人 が 反抗 する 場合 は 、 ま た 
は 、 脅迫 が 失敗 し て 清 積 な 場合 は 、 脅 迫 と いう 呪い は 、 脅 迫 し た 、 
呪い を か けた 人 の 意図 と 全く 正反対 の 結果 を も た ら す 。 

天国 の 威信 を 傷つけ る 人 は 地獄 に 堕ち る 。 

「 つり 合い は 動き と 命 の 法 で ある 」 と 論理 的 な 人 に 話し た い 。 

「 倫理 道徳 の つり 合い で ある 、 精 神 の つり 合い で ある 、 自 由 は 、 
真理 と 虚偽 の 、 永 遠 の 不変 の 区 別に 基づい て いる 」 と 論理 的 な 人 に 
話し た い 。 

「 倫理 道徳 の つり 合い で ある 、 精 神 の つり 合い で ある 、 自 由 は 、 
善 と 悪 の 、 永 遠 の 不変 の 区 別に 基づい て いる 」 と 論理 的 な 人 に 話し 
た い 。 

「 神 が 人 に 自由 意思 を 提 え た た め 、 人 に は 自由 意思 が 有る の で 、 
行動 に よっ て 自分 を 真理 と 善 の 王国 の 中 に 置く か 、 無 駄 な 労苦 を 意 
味 す る "シシ ュ フ ォ ス の 岩 』 の 神話 の 様 に 、 虚 偽 と 悪 に よる 混乱 の 
中 に 再び 堕落 し て 永遠 に その まま に 成る 」 と 論理 的 な 人 に 教え た 
い 。 

前 記 の 、 考 え を 論理 的 な 人 は 理解 する で あろ うつ 。 

も し 真理 と 善 を 天国 と 呼ぶ な ら ば 、 も し 虚偽 と 悪 を 地獄 と 呼ぶ な 
ら ば 、 論 理 的 な 人 は 自分 の 天国 を 合 じ る で あろ う 。 

神 の 理想 が 、 静 か に 、 完 全 に 、 怒 りや 人 憩 辱 を 近づけ な いで 、 地 獄 
を 統治 し て いる 事 を 信じ る で あろ うっ 。 

な ぜ な ら 、 後 記 の 様 に 、 論 理 的 な 人 は 理解 する で あろ う 。 

仮に 原理 的 に は 自由 の 様 に 、 地獄 は 永遠 の 物 で も 、 実 際 に は 、 地 
獄 は 魂 の 一 時 的 な 苦し み に 過ぎ な い 。 

な ぜ な ら 、 地 獄 は 罪 の つぐ な いで ある 。 

有 非 の つ ぐ な いと いう 概念 は 、 悪 の つぐ な いと 悪 の 破棄 と いう 概念 
を 、 必 要 な 前 提 と する 。 

前 記 を 、 神 の 教え を 教え る 意図 で 、 話 し た わけ で は な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 、( 公 の 祭司 と し て 、) 神 の 教え を 教え る 権 
利 は 無い 。 

前 記 を 、 あ の 世 へ の 怖 に よる 良心 に よる 呪い を 、 倫理 道 徳 的 に 

精神 的 に 論理 的 に 治す た め に 、 話 し た 。 

後記 で 、 他 人 の 半 り に よる 有害 な 感化 力 を 免れ る 方 法 に つい て 話 
す 。 

第 一 に 、 論 理 的 で 正しく 在 る 事 で ある 。 

他人 が 怒る 機会 や 理由 を 与え な い 事 で ある 。 

大 い に 、 合法 的 な 義 慣 を 恐れ る べき で ある 。 

自分 の 過失 を 速やか に 認め 、 つ ぐ な いな さい 。 


_ 目 分 ) の 過失 を 認め 、 つぐ な っ た 後 で も 、 他人 が 怒り 続 け て いる 場 
合 、 他人 の 絶 け の 源 は 他人 の 悪徳 で あ る 。 

他人 の 怒り の 源 で ある 悪徳 を 知り な さい 。 

他人 の 怒り の 源 で ある 悪徳 と は 正反対 の 、 徳 の 磯 気 の 流 れ に 、 自 

分 を 強く 結び つけ な さい 。 

前 記 で 、 他 人 の 怒り に よる 呪い は 、 あ な た に 対し て 、 力 を 持た な 
く 成 る で あろ うつ 。 

身 に つけ た 衣服 は 、 手 放す 前 に 、 用 心して 洗い な さい 。 

さも な けれ ば 、 身 に つけ た 衣服 は 、 燃 や し な さい 。 

中 古 の 衣服 は 、 水 、 硫 黄 、 カ ン フ ル 、 乳 香 、 龍 光 香 で 清め な さ 
【L 1。 

呪い に 対抗 する 大 いな る 方 法 は 、 呪 い を 恐れ な い 事 で ある 。 

呪い は 、 伝 染 病 の 様 に 作用 する 。 

伝染 病 が 伝染 する 時 は 、 最 初 に 、 恐 怖 に 衣 わ れる 。 

呪い と いっ た 災い を 恐れ な い 秘 訣 は 、 呪 いと いっ た 災い に つい て 
考え な い 事 で ある 。 

呪い に つい て 考え な い 事 、 と いう つ 助 吉 は 完全 に 私 利 私 欲 で は な 
【L 1。 
な ぜ な ら 、 呪 いと いっ た 魔術 に つい て の 本 の 著者 で ある エリ ファ 
ス レヴ ィ が 、 呪 い に つ いて 考え な い 事 、 と いう 助 吉 を 提 え て いる 。 
神経 質 な 大 軍 、 意 思 の 弱い 大 家 、 軽 々 し く 信 じ 込 む 大 則 、 興 奮 し 
易い 大 軍 、 迷 信 家 、 用 心 が 足り な い 大 則 、 力 が 無い 意思 が 無い 大 則 
は 、 呪 いと いっ た 魔術 に つい て の 書物 を 読む な か れ 、 と 力説 する 。 
前 記 の 、 大 箇 は 、 呪 いと いっ た 魔術 に つい て の 書物 を 開い て いる 
場合 は 、 呪 いと いっ た 魔術 に つい て の 書物 を 閉じ な さい 。 

前 記 の 、 大 香 は 、 呪 いと いっ た 隠さ れ た 知 に つい て の 話 を 、 聞 か 
な い 様 に し な さい 。 

前 記 の 、 大 衆 は 、 呪 い を 笑い も の に し な さい し )。 

前 記 の 、 大 衆 は 、 呪 い を 信じ る な か れ 。 

ムー ドン の 優れ た 教区 司祭 で ある 、 大 いな る パン タグ リュ エル 物 
語 の 著者 の 魔術 師 ラ ブ プレー が 話し て いる 様 に 、「 水 を 飲み な さ 
いい 」。 

思 者 で ある 大 則 が 呪い を 恐れ る 原因 を 重視 し た 後 は 、 覧 者 に つい 
て の 番 で ある 。 

運命 が 原因 で ある 場合 を 除い て 、 賢 者 は 、 呪 い を 恐れ る 必要 が 無 


し 1。 
た だ し 、 賢 者 は 祭司 で ある 。 
覧 者 は 医者 で ある 。 


だ か ら 、 賢 者 は 呪い を 治す 様 に 求め られ る か も し れ な い 。 
後記 は 、 呪 い を 治す 方 法 で ある 。 


賢者 は 、 呪 われ た 人 に 、 呪 い を か けた 人 へ 、 善 行 を 施す 様 に 説得 
する 必要 が 有る 。 

賢者 は 、 呪 われ た 人 に 、 呪 い を か けた 人 が 拒絶 で き な い 善行 を 施 
させ る 必要 が 有る 。 

賢者 は 、 呪 われ た 人 に 、 呪 い を か けた 人 と 、 下 接 的 に 、 ま た は 、 
間接 的 に 、 塩 を や り 取り する 様 に 導く 必要 が 有る 。 

ヒキ ガエル に よる 呪い で 、 呪 われ た と 信じ て いる 人 は 、 生 き て い 
る ヒキ ガエル を 角 の 箱 に 入れ て 持ち 運ぶ 必要 が 有る 。 

心臓 の 呪い を 治す に は 、 呪 われ た 人 は 、 セ ー ジ と オニ オン で 味 付 
けし た 子羊 の 心臓 を 食べ て 、 金 星 の タ リス マン か 月 の タリ スマ ン と 
カン フル と 塩 を 入れ た 袋 を 持ち 運ぶ 必要 が 有る 。 

ロウ 人 形 に よる 呪い を 治す に は 、 呪 い の ロ ウ 人 形 よ り 呪 われ た 人 
に 可能 な 限り 似 た ロウ 人 形 を 作る 必要 が 有る 。 

7 つの タリ スマ ン を 、 呪 い を 解く ロウ 人 形 の 首 に か ける 必要 が 有 
る 。 
五 蘭 星 を 表す 大 いな る pantacle の 中 央 に 、 呪 い を 解く ロウ 人 形 を 
置く 必要 が 有る 。 

7 日 間 、 日 々 、 四 大 元素 の 霊 の 感化 力 を そら す た め に 4 章 の 神 の 四 
大 要素 の 呼び 出し 、 神 の 四 大 元素 の 呼び 出し を 唱え た 後 で 、 油 と 八 
ル サ ム を 混ぜ た 物 を 、 呪 い を 解く ロウ 人 形 に 軽く すり 込む 必要 が 有 


第 7 日 目 に 、 清 め た 火 で 、 呪 い を 解く ロウ 人 形 を 燃やす 必要 が 有 


前 記 で 、 呪 い の ロ ウ 人 形 は 全て の 力 を 失う で あろ う 事 は 確実 な の 
で 呪 わ れ た 人 は 安心 し て 良い 。 

パラ ケル スス の 共感 に よる 医術 に つい て は 、 す で に 話し た 。 

パラ ケル スス は 、 ロ ウ 人 形 の 手足 に 治療 を 施し (て 、 実 際 の 患者 
の 肉体 の 手足 を 治し ) た 。 

パラ ケル スス は 、 傷 を 治す た め に 、 傷 か ら 出血 し た 血 を 手術 し 
た 。 

パラ ケル スス の 共感 に よる 医術 で あれ ば 、 劇薬 を 利用 で きた 。 

その た め 、 パ ラケル スス の 主 な 特効薬 は 、 猛 毒 の 塩化 第 二 水 銀 と 
硫酸 で あっ た 。 

ホメ オ パ シ ー は 、 パ ラケル スス の 論理 へ の 回 帰 で ある と 信じ て い 


る 。 

ホメ オバ シー は 、 パ ラケル スス の 知 の 実践 へ の 回 帰 で ある と 信じ 
て いる 。 

前 記 を 、 隠 され た 薬 だ け に ささ げた 特別 な 論文 で 、 話 す つ も り で 
ある 。 
子 の 未来 を 決め つけ る 親 に よる 契約 は 、 い くら 強く 非難 し て も し 


過ぎ る 事 は 無い 、 呪 いで ある 。 

例え ば 、 白 衣 に ささ げ ら れ た 子 (、 修 道 会 に 入れ られ た 子 ) が 、 幸 
せ に 成る 事 は 、 ほ と ん ど 無 い 。 

(修道 会 に 入れ られ る と いっ た ) 独 身 生活 に ささ げ ら れ た 子 は 、 普 
通 、 放 湯 に 陥る か 、 自 暴 自 棄 に 成っ て 狂う 。 

人 が 、 運 命 を ね じ 曲 げ る の は 許さ れ な い !。 

まし て や 、 人 が 、 自 由 の 正当 な 行使 を 束縛 する の は 許さ れ な い 。 
16 章 の 補足 と し て 、 マ ンド ラ ゴ ラ と 人 人 造 人 間 に つ いて 少し 話す 。 
いく つか の 魔術 書 で は 、 マ ンド ラ ゴ ラ や 人 人 造 人 間 を 、 呪 い の ロ ウ 
人 形 と 混同 し て いる 。 

自然 の 、 マ ンド ラ ゴ ラ は 、 根 が 、 多 か れ 少 な か れ 、 人 の 形 か 男性 
器 の 形 を し て いる 。 

マン ドラ ゴ ラ は 、 麻 薬 に 成る 。 

古代 人 は 、 マ ンド ラ ゴ ラ に 既 薬 の 力 が 有る 、 と 考え た 。 

テッ サリ ア の 魔女 は 、 既 薬 を 作る た め に 、 マ ンド ラ ゴ ラ を 探し 求 
め た 。 

マン ドラ ゴ ラ は 、 人 の 、 地 上 に お ける 源 の 、 へ その 緒 の 様 な 跡 で 
あろ うつ うか? 

マン ドラ ゴ ラ は 、 人 の 、 地 上 に お ける 源 の 、 へ その 緒 の 様 な 跡 で 
ある 、 と は 真剣 に 断 吉 は し な いい)。 

し か し 、 人 が 、 地 の 泥 か ら あ ら わ れ た の は 、 確 実 で ある 。 

( 泥 は 土 と 水 の 混合 物 で ある 。) 

人 の 最初 の 形 は 、( マ ンド ラ ゴ ラ の 様 な 、) 人 の 粗い 形 で あっ た に 
違い な い 。 

前 記 は 、 自 然 の 類推 可能 性 に よっ て 、 少 な く と も 1 つの 可能 性 と 
し て 、 必 然 的 に 許さ れる 。 

前 記 の 場合 、 最 初 の 人 は 、 巨 人 の 、 感 覚 が 有る マン ドラ ゴ ラ の 様 
な 一 族 で あっ た 。 

最初 の 人 は 、 太 陽 に よっ て 動か され て いた 。 

最初 の 人 は 、 根 を 土 か ら 引き 離し た マン ドラ ゴ ラ の 様 な 者 で あっ 
宏 

前 記 の 仮定 は 、 第 一 原因 で ある 神 の 、 創 造 す る 意思 と 神意 の 協力 
を 、 積 極 的 に 前 提 と する 。 

第 一 原因 を 神 と 呼ぶ の は 理 に か な っ て いる 。 

前 記 の 考え に よっ て 、 あ る 錬金術 師 は 、 マ ンド ラ ゴ ラ を 育て た 。 
ある 錬金術 師 は 、 マ ンド ラ ゴ ラ の 根 を 人 間 化 する た め に 、 マ ンド 
ラ ゴ ラ に よる 女性 無し の 人 造 人 間 を 創造 する た め に 、 豊 か な 土 と 太 
陽 に よっ て 、 マ ンド ラ ゴ ラ に よる 人 人 造 人 間 の 創造 を 試み た 。 

別 の 錬金術 師 は 、 人 を 動物 の 総合 で ある と 考え た 。 

別 の 錬金術 師 は 、 マ ンド ラ ゴ ラ に よる 人 人 造 人 間 の 創造 を あき ら め 


た 。 

別 の 錬金術 師 は 、 あ る 動物 を 別 の 種類 の 動物 と 交配 させ (て 人 人 造 
人 間 の 創造 を 試み ) た 。 

別 の 錬金術 師 は 、 人 の 精液 と いう 種 を 、 動 物 と いう 土 に まい (て 
人 人 造 人 間 の 創造 を 試み ) た 。 
別 の 錬金術 師 は 、 人 人 造 人 間 で は な い 動 物 の 雑種 と 恥じ る べき 因 を 
創造 する だ け に 終わ っ た 。 
他 の 錬金術 師 は 、 電 気 の 機械 に よっ て 人 人造 人 間 の 創造 を 試み た 。 
アル ベル トゥ ス マグ ヌス が 創造 し た 知 的 な 人 造 人 間 を 、 ト マス 
アク イィ ナス は 杖 の 一 撃 で 破壊 し た 、 な ぜ な ら 、 ア ルベル トゥ ス マグ 
ヌス の 人 人 造 人 間 の 答え に トマ ス アク ィ ナ ス は 迷惑 し た 、 と いう 話 が 
存在 する 。 

前 記 の 話 は 、 例 え 話 で ある 。 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 人 人 造 人 間 は 、 最 初 の スコ ラ 哲 学 の 例え 
で ある 。 

トマ ス アク イィ ナス は 神学 大 全 で 最初 の スコ ラ 哲 学 を 破壊 し た 。 
トマ ス アク ィ ナ ス は 大 胆 な 変革 者 で ある 。 

トマ ス アク ィ ナ ス は 、 専 制 的 な 神 と いう 概念 の 代わ り に 、 神 の 絶 
対 的 な 法 と いう 概念 を も た ら し た 。 

トマ ス アク ィ ナ ス は 「 神 が 望む から 正 し い の で は な く 、 正 し いか 
ら 神 が 望む お 」 と いう 吉 葉 を 話し て 、 専 制 的 な 神 と いう 概念 で は な 
く 、 神 の 絶対 的 な 法 と いう 概念 を も た ら し た 。 

古代 人 の 本 物 の 人 造 人 間 の 秘密 は 隠さ れ て いた 。 

メス メル は 人 人 造 人 間 の 秘密 を 大 胆 に 明か し た 。 

人 人 造 人 間 の 秘密 と は 、 四 大 元素 の 圭 の 助け に よっ て 、 魔 術 師 の 意 
思 を 他 の 肉体 に 拡張 する 事 で あっ た 。 

現代 的 に 吉 う と 、 わ か り 易 く 吉 うと 、 四 大 元素 の 霊 の 助け に よっ 
て 、 魔 術 師 の 意思 を 他 の 肉体 に 拡張 する 事 と は 、 磁 気 の 催眠 術 の 被 
催眠 者 と いっ た も の に 磁気 を 受容 させ る 事 で ある 。 
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星々 の 文字 


地獄 に 最早 、 用 は 無い 。 

黒 魔術 の 地下 室 を 超え た 後に 、 日 の 光 に 戻り 、 自 由 に 新鮮 な 空気 
を 吸 つ 。 
マタ イ に よる 福音 16 章 23 節 「 退 け サ タン ! 」 

サタ ン を 否定 する ! 

サタ ン の 虚飾 を 拒絶 する ! 

サタ ン の わざ を 否定 する ! 

サタ ン の 醒 さ を 拒絶 する ! 

サタ ン の 劣悪 さ を 拒絶 する ! 

サタ ン の 無 価値 を 拒絶 する ! 

サタ ン の 詐欺 を 拒絶 する ! 

ルカ に よる 福音 10 章 18 節 で 、 大 いな る 祖 イ エス は 「 私 は サタ ン が 
雷 の 様 に 天 か ら 叶 ち る の を 見 た 」 と 話し て いる 。 

キリ スト 教 の 伝説 で は 、 サ タン は 、 改 心して 、 サ タン と いう 竜 の 
頭 を 聖母 マリ ア の 足 の 下 に 優し く 軸 く 。 

サタ ン は 無知 と 未 解明 の 例え で ある 。 

サタ ン と は 、 導 論理 的 な 物 、 盲 信 、 狂 信 で ある 。 

サタ ン と は 、 宗 教 裁 刻 、 款 教 裁 刻 の 地獄 で ある 。 

サタ ン と は 、 約 8 千 人 を 毅 し た スペ イン の 宗教 裁 鹿 所 の 長官 トル 
ケ マ ダ の 神 、 史 上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世 の 神 で ある 。 
サタ ン は 、 幼 子 の 遊戯 に 成っ た 。 

サタ ン の 行き つく 先 は 道 化 人 形 の 隣 で ある 。 

サタ ン は 、 異 質 な 劇 の 珍妙 な 役者 に 過ぎ な い 。 

サタ ン は 、 宗 教 を 過 か た る 売買 の 業界 の 、 教 育 の 手段 に 過ぎ な 
し い !。 

タロ ッ ト の 16 ペ ー ジ 目 の 絵 は サタ ン の 神殿 の 没落 を 表す 。 

タロ ッ ト の 17 ペ ー ジ 目 の 上 に 大 いな る 優美 な 象徴 が 見 つか る 。 
タロ ッ ト の 17 ペ ー ジ 目 に は 裸 の 女性 、 若 々 し い 神 の 処女 が 描か れ 


て いる 。 
女神 は 金 の 水差し と 銀 の 水差し か ら 普遍 の 命 の 精 週 を 地 の 上 に 注 
いで いる 。 


女神 の 近く に は 花 の 咲い た 低木 が 有る 。 

プシ ュ ケ の 蝶 が 花 の 咲い た 低木 の 上 で 休ん で いる 。 
女神 の 上 に は 八 蘭 星 が 輝い て いる 。 

八 蘭 星 の まわ り に 7 つの 星 が 有 る 。 
「 私 は 永遠 の 命 を 信じ る ! 」 


「 私 は 永遠 の 命 を 信じ る ! 」 は 、 キ リス ト 教 の 教え の 究極 で あ 


私 は 永遠 の 命 を 信じ る ! 」 と 話す だ け で 、 舘 仰 の 告白 に 成る 。 

古代 人 は 、 星 々 と いう 無数 の 光 に 満ち た 天空 の 静か な 安らか な 広 
が り と 、 地 上 の 騒乱 と 導 を 比較 し た 。 

そし て 、 古 代 人 は 、 星 の 光 と いう つう 金 の 文字 で 記さ れ た 、 天 空 と い 
う 美 し い 書 物 の 中 に 、 運 命 の 謎 の 究極 の 吉 葉 が 見 つか る と 信じ た 。 

想像 の 中 で 、 古 代 人 は 、 天 空 と いう 神 の 書物 の 、 星 々 と いう 輝く 
点 の 間 に 調 和 さ せる 線 を 記し た 。 

カル デア の 羊 飼 い が 記 し た 最初 の 星座 が 、 カ バラ の アル ファ ベッ 
ト で ある へ ブライ 文字 に 成っ た 、 と 吉 わ れ て いる 。 

星々 の 文字 が 源 で ある へ ブラ イ 文 字 と いっ た アル ファ ベッ ト は 、 
最初 は 線 で 表 さ れ た 。 

そし て 、 星 々 の 文字 が 源 で ある へ プラ イ 文 字 と いっ た アル ファ 
ベッ ト は 、 象 形 文字 的 な 形 を まとっ た 。 

アル ファ ベッ ト の 文字 に つい て の 非常 に 興味 洒 い 論 文 の 著者 M . 
Moreau de Dammartin に よれ ば 、 星 々 の 文字 が 源 で ある へ ブラ イ 文 
字 と いっ た アル ファ ベッ ト に よっ て 、 古 代 の 魔術 師 は タロ ッ ト の 符 
を 決め た 。 

タロ ッ ト は 本 来 、 祭 司 の 書物 で ある 。 

タロ ッ ト は 最初 の 書物 で ある 。 

M . Moreau de Dammartin の 考え で は 、 十 二 支 の 子 ね 、 へ ブラ イ 
文字 の RC アレ フ ) 0 2 ) を 、 タ ロッ ト の 1 ペー 
十二支 の 子 ね 、 ヘ プ ラ イ 文 字 の RC ア レプ )、 ギリ シャ 文字 の A( ア 
ルフ ァ ) と いっ た 形 の 源 は 、 東 半球 の 象徴 で ある 天 の 魚 で ある 人 魚 座 

の 近く に 有る 、 鶴 つる 座 で ある 。 

十二支 の 量 、 へ ヘブライ 文 字 の ュ ( ベ ト )、 ラ テン 文字 の B は 、 タ ロッ 
ト の 2 ペー ジ 目 の 女性 の 法王 ヨハ ン ナ また は 女神 ユノ ー に 対応 す 
る 。 

十二支 の 旭 、 へ プラ イ 文 字 の ュ ( ベ ト )、 ラ テン 文字 の B と いっ た 形 
の 源 は 、 牡 羊 座 の 頭 で あ る 。 

十二支 の 寅 、 へ ブライ 文字 の 1( ギ メル )、 ラ テン 文字 の G を 、 タ 
ロッ ト の 3 ペー ジ 目 で は 、 女 帝 で 表す 。 

( 寅 は 矢 の 象形 文字 で ある と 吉 わ れ て いる 。) 

十二支 の 寅 、 へ ブラ イ 文 字 の ュ ( ギ メル )、 ラ テン 文字 の G と いっ た 
形 の 源 は 、 大 熊 座 (の 北斗 七星 ) で ある 。 

ど 。 

1 回 以上 、 名 前 を 挙げ た 、 カ バリ スト の ガ フ ァ レ ル は 、 全 て の 星 
座 が へ ブラ イ 文 字 の 形 を し て いる 、 平 面 天体 図 を 作っ た 。 


し か し 、 ガ ファ レル の 平面 天体 図 の 星座 の 形 に は 根拠 が 無い 場合 
が 多い 。 

例え ば 、 ガ ファ レル の 平面 天体 較 で 、 単 一 の 星 を 1( ヴ ァ ウ ) や {( ザ 
イン ) で は な く T( ダ レト ) で 表す 理由 を 理解 で き な い り 。 

例え ば 、 ガ ファ レル の 平面 天体 還 で 、4 つ の 星 の ま と まり を ni( タ 
ウ )、 ま た は 、T( ケ ト )、 ま た は 、N( ア レフ ) で は な く n( ヘ ー) で 表す 
理由 を 理解 で き な い )。 

前 記 の 理由 か ら 、 ガ ファ レル の 平面 天体 図 を 本 書 「 高等 魔術 の 祭 
儀 に 記す の を 思い と ど ま っ た 。 

さら に 、 ガ ファ レル の 平面 天体 図 は 稀 襲 本 で は な い 。 

世界 の 宗教 と 迷信 に つい て の Montfaucon の 作品 に 、 ガ ファ レル の 
平面 天体 図 は 含ま れ て いる 。 

神秘 主義 者 Eckartshausen の 魔術 に つい て の 論文 に 、 ガ ファ レル の 
平面 天体 図 は 含ま れ て いる 。 

学者 達 は 最初 の アル ファ ベッ ト の 文字 の 形 に つい て 意見 が 一 致し 
て いな し い 。 

ゴシック の 原 物 が 失わ れ た の は 残念 で ある 、 イ タリ ア の タロ ッ ト 
は 、22 枚 の 大 アル カナ が 、 0 alphabet と し て 知ら れ て いる バ 
ビ ロ ン 捕 囚 後 の ヘ へ ブラ イ 文 字 と 、 絵 、 形 が 同じ で ある 。 

し か し 、 イ タリ ア の タロ ッ に 松 、 形 が 異な る 、 古 ! い タロット 
の 断片 が 存在 する 。 

調査 に つい て は 推測 する べき で は な い 。 

新しい 決定 的 な 発見 を 待っ て 、 痢 断 を 保留 する 。 

星々 の アル ファ ベッ ト に つい て は 、 想 像 で 任意 の 形 を と る 様 に 見 
える 雲 の 形 の 様 に 、 直 感 的 な 物 で ある と 信じ て いる 。 

星 の ま と まり は 、 土 占い の 点 の まとまり の 様 な 物 で ある 、 ま た 
は 、 カ ー ド 占い の カー ド の まとまり の 様 な 物 で ある 。 

星々 は 磁気 の 自己 催眠 の た め の 名 目 で ある 。 

星々 は 自然 の 直 感 を 固定 し て 決定 する た め の 道 具 で ある 。 

前 記 の 様 に し て 、 神 秘 の 象徴 タロ ッ ト を 知っ て いる カバ リス ト 
は 、 た だ の 羊 飼い が 気づか な い 、 星 々 の 中 の 象徴 に 気づく 。 

し か し 、 羊 飼い は 、 カ バリ スト が 見 逃す 、 組 み 合 わせ に 気づく 。 

いな か の 大 箇 は 、 オ リオ ン 座 を 、 オ リオ ン の 帯 と 剣 と 見 る 代わ り 
に 、 熊 手 と 見 る 。 
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カバ リス ト は 、 オ リオ ン 座 を 、 エ ゼ キ エル の 神秘 の 全て と 見 る 。 

3 組 の 3 つ 1 組 と いっ た 10 の セ フ ィ ロ ト 。 

4 つの 星々 に より 形成 され て いる 中 央 の 三角 形 。 

並ん で いる 3 つの 星 に よる ?( イ ョ ッ ド )。 

ベレ シー ト 、 創 世 記 の 神秘 を 一 緒 に 成っ て 表す 2 つの 形 。 

メル カバ ー、 戦 車 の 車輪 に 成っ て 神 の 戦車 を 完成 する 4 つの 
星々 。 

カバ リス ト は 、 オ リオ ン 座 を 、 大 き な 逆 さ の 1T( ダ レト ) の 中 の 、 
?( イ ヨッ ド ) の 上 の :( ギ メル ) と 見 る 。 

カバ リス ト は 、 オ リオ ン 座 を 、 善 が 最終 的 に 勝利 する 、 善 と 悪 の 
戦い の 象徴 と 見 る 。 

事実 、*( イ ヨッ ド ) の 上 の :( ギ メル ) は 、 統 一 が も た ら す 3 つ 1 組 で あ 
る 。 

?( イ ヨッ ド ) の 上 の ( ギ メ ル ) は 、 神 の 吉 葉 イエ ス の 表れ で ある 。 

逆さ の T( ダ レト ) は 、 自 己 増 殖 し た 悪 の 2 つ 1 組 を 含む 3 つ 1 組 で あ 
る 。 

前 記 の 様 に 考え る と 、 カ バリ スト は 、 オ リオ ン 座 を 、 天 使 ミ カエ 
ル と 竜 の 戦い と 見 る 。 

前 記 の 様 に 理解 する と 、 カ バリ スト は 、 オ リオ ン 座 の あら われ 
を 、 勝 利 と 幸せ の 先 触 れ と 見 る 。 

天空 の 凝視 は 想像 力 を 強め る 。 

天空 は 人 の 思考 に 応 こ た えて くれ る 。 

天空 の 最初 の 観察 者 が 、 星 か ら 星 へ 心 の 中 で 引い いた 線 が 、 幾 何 学 
の 最初 の 概念 を 人 に 上 提 えた に 違い な い )。 

天空 を 見 る 人 の 魂 が 乱れ て いる か 安 ら い で いる か に 応じ て 、 星 々 
は 脅威 的 に 燃え る か 希望 に 輝く 。 

天空 は 人 の 魂 の 鏡 で ある 。 

人 は 象徴 を 星々 の 中 に 読み 取っ て いる つも り で ある が 、 実 際 は 、 
人 は 印象 を 自分 自身 の 中 に 読み 取っ て いる 。 


ガ フ ァ レ ル は 、 天 空 と いう 書物 に よる 予 吉 を 国々 の 運命 に 応用 し 
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ガ フ ァ レ ル は 「 古代 人 が 悪 の 前 兆 の 象徴 の 全て を 天空 の 北 の 領域 
に 配置 し た の に は 意味 が 有る 」 と 話し て いる 。 

全て の 時 代 の 、 不 運 は 、 北 か ら 来 て 、 南 に 侵入 し て 、 地 上 に 広 ま 
る 。 
後記 の 様 に 、 ガ ファ レル は 話し て いる 。「 前記 の 理由 か ら 、 

「 古代 人 は 、 天 空 の 北 の 部 分 で 、 大 態 座 と 小熊 座 と いう 2 つの 熊 の 
近く に 、 竜 座 と いう 蛇 ま た は 竜 を 配置 し た 。 

な ぜ な ら 、 熊 、 蛇 と いっ た 動物 は 、 暴 虐 、 強 奪 、 全 て の 迫害 の 象徴 
で ある 。 

事実 、 歴 史 を 見 る と 、 全 て の 大 いな る 破壊 は 北 か ら 起 こる の が 見 ら 
れる 。 

ネプ カド ネ ザ ル 2 世 や Salmanasor に よっ て 、 そ その か され た 、 ア ッ 
シリ ア 人 や カル デア 人 は 、 世界 で 無 上 に 輝かしい 無 上 に 神聖 な エル 
サレ ム 神 殿 と 町 エル サレ ム を 破壊 し 、 神 が 特別 に 神 を 父 と 呼ば せ て 
保護 し て きた へ ブラ イ 人 を 完全 に 権力 の 座 か ら 引 き 下 ろ し て 、 破 壊 
は 北 か ら 起こ る と いう 真理 を 豊富 に 表し た 。 

も うつ 1 つの エル サレ ム と 吉 え る 、 祝 福 さ れ た ロー マ は 、 時 折 、 悪 の 
北 の 民 族 の 暴力 を 経験 し て きた 。 

ロー マ は 、 西 ゴー ト 族 の 王 ア ラリ ッ ク 1 世 、 ヴ ァ ン ダル 族 と アラ ン 
族 の 王 ガ イセ リッ ク 、 フ ン 族 の 王 ア ッ テ ィ ラ 、 ゴ ー ト 族 の 他 の 諸 

王 、 フ ン 族 の 他 の 諸王 、 ヴ ァ ン ダル 族 の 他 の 諸王 、 ア ラン 族 の 諸王 
が 、 残 虐 で 、 ロ ー マ の 祭壇 を 破壊 し 、 ロ ー マ の 誇る 建物 を 塔 が 基礎 
に 成る まで 破壊 する の を 見 た .…『……。 

空 の 書物 の 秘密 の 中 に 、 北 の 側 に 、 不 運 を 読み 取れ る 。 
な ぜ な ら 、『 北 は 全て の 悪 を 広め る 』、『 北 は 全て の 不運 を 広め 
る 』、『 北 は 全て の 災い を 広め る 』。『 北 は 全て の 不運 を 広め る 』 
の 『 広 め る 』 を 意味 する ラテ ン 語 pandetunr は 、 へ プラ イ 語 の in5n 
と いう 吉 葉 を ラテ ン 語 に 訳し た 物 で ある 。 

へ プラ イ 語 の in5n に は 『 広 め る 』 と いう 意味 と 『 表 す 』 と いう 意 
味 や 『 記 す 』 と いう 意味 が 有る 。 

『 北 は 全て の 不運 を 広め る 』 と いう 予 喜 は 『 北 は 全て の 不運 を 表 
す 』 や 『 北 は 全て の 不運 を 記す 』 と いう 意味 に も 解釈 で きる 。 

『 世 界 の 全て の 不運 は 北 の 天 空 に 記さ れ て いる 』」 


前 記 の 様 に 、 ガ ファ レル の 吉 葉 の 一 部 を 長 々 と 書き 写し た 。 

な ぜ な ら 、 ガ ファ レル の 「『 北 は 全て の 不運 を 広め る 」 と いう 衣 葉 
は 19 世 紅 の ヨー ロッ パ に 応用 で きる 。 

再び 、 北 (の 、 ロ シア ) は ヨー ロッ パ を 脅 お び や か し て いる 様 に 思 


われ る 。 

※ 前 記 は 、 ロ シア と ヨー ロッ パ の 戦い で ある 、 ク リ ミ ア 戦争 の 前 
に 書か れ た 。 

し か し 、 南 の 太陽 が 北 の 乾 し も を 溶かす の は 運命 で ある 。 

南 の 大 陽 の 光 が あ ら わ れる と 、 北 の 間 は 自然 と 消え る 。 

「 北 は 全て の 不運 を 広め ゆる 。 し か し 、 南 の 太陽 が 北 の 一 し も を 溶 
か す 。 南 の 太陽 の 光 が あ ら わ れる と 、 北 の 闇 は 自然 と 消え る 」 と い 
う の が 、 予 吉 の 最終 的 な 吉 葉 で ある 。 

「 北 は 全て の 不運 を 広め ゆる 。 し か し 、 南 の 太陽 が 北 の 本 し も を 溶 
か す 。 南 の 太陽 の 光 が あ ら わ れる と 、 北 の 闇 は 自然 と 消え る 」 と い 
う の が 、 未 来 の 秘密 で ある 。 

ガ フ ァ レ ル は 、 星 々 に 記さ れ た 、 い くつ か の 予 吉 を 話し て いる 。 

例え ば 、 オ スマ ン 錠 国 の 衰退 の 進行 で ある 。 

し か し 、 す で に 話し た 様 に 、 ガ ファ レル の 平面 天体 図 の 星座 の 形 
に は 根拠 が 無い 。 

ガ フ ァ レ ル は 、 へ プラ イ 人 の カバ リス ト の ラビ の Chomer か ら 
星々 に よる 予 吉 を 教わっ た と 話し て いる が 、Chomer の 考え を 正 し 
く 理 解 で きた と は ガ フ ァ レ ル 自 身 が 級 め て は いな い 。 

後記 は 、 古 代 の 占星 術 師 に よる 、 黄 道 12 星 座 と 、 悪 の 圭 の 名 前 、 
また は 、 善 の 寺 の 名 前 の 対応 の 一 覧 で ある 。 

黄道 12 星 座 と いう 象徴 は 多様 な 天空 の 感化 力 と 対応 し て いる の は 
知ら れ て いる 。 

結果 と し て 、 黄 道 12 星 座 は 、 善 の 1 年 間 の 選択 、 ま た は 、 悪 の 1 年 
間 の 選択 を 意味 する 。 

後記 は 、 黄 道 12 星 座 、 悪 の 報 の 名 前 、 善 の 霊 の 名 前 の 対応 の 一 覧 
で ある 。 


特 羊 座 、SATAARAN、 Sarahiel。 
牡 牛 座 、BAGDAL、 Araziel。 
双子 座 、SAGRAS、 Saraiel。 
船上 座 、RAHDAR、Phakiel。 
獅子 座 、SAGHAM、 Seratiel。 
乙女 座 、IADARA、Schaltiel。 
天 笠 座 、GRASGARBEN、Hadakiel。 
由 さ そり 座 、RIEHOL、Saissaiel。 
射手 座 、VHNORI、Saritaiel。 
山羊 座 、SAGDALON、Semakiel。 
水 冶 座 、ARCHER、Ssakmakiel。 
魚 座 、RASAMASA、 Vacabiel。 
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天 室 を 読み 取る つも り で ある 賢者 は 、 月 の 日 を 観察 する 必要 が 有 


月 の 日 の 感化 力 は 占星 術 で は 非常 に 大 きい 。 

月 は 地球 の 磁気 の 流体 を 連続 的 に 引き 寄せ 兵 し り ぞ ける 。 

月 は 海 の 満ち 引き を も た ら す 。 

魔術 師 は 、 月 の 日 、 月 の 形 を 熟知 する 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 、 月 の 日 時 、 月 の 形 の 区 別 が 可能 で ある 必要 が 有る 。 
新 月 は 、 全 て の 魔術 の 作業 を 始め る の に 適し て いる 。 

最初 の 半月 、 上 強 の 月 か ら 満 月 まで の 月 の 感化 力 は 温 あ た た か 


満月 か ら 下 弦 の 月 まで の 月 の 感化 力 は 乾 か わ か す 。 

下 強 の 月 か ら 次 の 新 月 の 前 まで の 月 の 感化 力 は 冷た い 。 

後記 は 、 タ ロッ ト の 22 枚 の 大 アル カナ と 7? 惑星 の 象徴 に よる 29 日 
月 の 日 の 特別 な 吉 葉 で ある 。 


1。 

魔術 師 。 

月 の 第 1 日 は 、 月 自体 が 創造 され た 日 で ある 。 

月 の 第 1 日 は 、 創 世 記 の 第 4 日 で ある 。 

月 の 第 1 日 は 、 精 神 的 な 作業 に ささ げ ら れ て いる 。 
月 の 第 1 日 は 、 時 機 が 適切 な 変革 に 適し て いる 。 


2 

女性 の 法王 ヨハ ン ナ また は 隠さ れ た 知 。 

月 の 第 2 日 の 霊 は Enediel で ある 。 

月 の 第 2 日 は 、 創 世 記 の 第 5 日 で ある 。 

な ぜ な ら 、 創 世 記 の 第 4 日 に 月 は 創造 され た 。 
創世 記 の 第 5 日 は 、 鳥 と 魚 が 創 造 さ れ た 日 で ある 。 

島 と 魚 は 、 魔 術 の 類推 可能 性 の 、 生 き て いる 象徴 で ある 。 
鳥 と 魚 は 、 ヘ ル メ ス の 普遍 の 考え の 、 生 き て いる 象徴 で ある 。 
創世 記 の 第 5 日 に 、 神 の 吉 葉 の 形成 に よっ て 、 鳥 が 風 に 、 魚 が 水 
満ち た 。 

風 と 水 は 、 賢 者 の 水銀 の 、 四 大 元素 的 な 象徴 で ある 。 
風 と 水 は 、 知 と 吉 葉 の 、 四 大 元素 的 な 象徴 で ある 。 

月 の 第 2 日 は 、 交 示 、 秘 伝 伝授 、 知 の 大 いな る 発見 に 適し て い 


oO 


3。 
天 の 母 また は 女帝 。 
月 の 第 3 日 、 創 世 記 の 第 6 日 は 、 人 が 創造 され た 日 で ある 。 


創世 記 の 第 6 日 は 月 の 第 3 日 な の で 、 数 3 と 結び つけ て 月 を 表す 時 
に は 、 カ バラ で は 、 月 を 母 と 呼ん で いる 。 

月 の 第 3 日 は 、 彼 殖 、 創 造 に 適し て いる 。 

月 の 第 3 日 は 、 一 般 的 に 、 肉 体 的 な 創造 、 ま た は 、 精 神 的 な 創造 
の 全て に 適し て いる 。 


4。 
皇帝 また は 統治 者 。 

月 の 第 4 日 は 、 破 壊 を も た ら す 。 

月 の 第 4 日 は 、 正 し い 人 アベ ル を 角 し た カイ ン の 誕生 日 で ある 。 
月 の 第 4 日 は 、 良 い 意味 で 不 公平 な 圧 制 的 な 作業 に 適し て いる 。 


5。 

法王 また は 秘 儀 祭司 。 

月 の 第 5 日 は 、 幸 運 な 日 で ある 。 

月 の 第 5 日 は 、 正 し い 人 アベ ル の 誕生 日 で ある 。 


6。 
忘 人 また は 自由 。 

月 の 第 6 日 は 、 誇 り の 日 で ある 。 

月 の 第 6 日 は 、 レ メ ク の 誕生 日 で ある 。 

創世 記 4 章 23 節 か ら 24 節 で 、 レ メ ク は 姦 達 に 「 私 は 私 を 傷つけ た 
人 を 殺し 、 私 を 傷つけ た 若い 人 を 級 す 。 も し カイ ン の た め の 報 復 が 
7 倍 で あれ ば 、 レ メ ク の た め の 報 復 は 77 僅 で ある 」 と 話し て いる 。 

月 の 第 6 日 は 、 反 逆 に 適し て いる 。 


7。 
戦車 。 

月 の 第 7 日 は 、 自 分 の 名 前 を イス ラ エ ル の 7 つの 神 の 町 の 最初 の 1 
つ に 上 えた 、 へ ブロ ン の 誕生 日 で ある 。 

月 の 第 7 日 は 、 宗 教 、 祈 り 、 成 功 の 日 で ある 。 


8。 

正義 の 女神 。 

月 の 第 8 日 は 、 正 し い 人 アベ ル が 級 さ れ た 日 で ある 。 
月 の 第 8 日 は 、 罪 を つぐ な う 日 で ある 。 


9。 
長老 また は 隠者 。 
月 の 第 9 日 は 、 創 世 記 5 音 27 節 の 969 歳 まで 生き た メト シェ ラ の 誕 


生日 で ある 。 
月 の 第 9 日 は 、 子 孫 へ の 祝福 の 日 で ある 。 


10。 

エ ゼ キ エ ル の 運命 の 車輪 。 

月 の 第 10 日 は 、 獣 の 様 に 成っ た 、 ネ プ カ ド ネ ザ ル 2 世 の 誕 生日 で 
ある 。 

獣 の 統治 。 

月 の 第 10 日 は 、 悪 に 致命 的 な 日 で ある 。 


11。 

強 さ 。 

月 の 第 11 日 は 、 ノア の 誕生 日 で ある 。 

夢 と いっ た 、 月 の 第 11 日 に 見 た 物 は 人 を 惑わ せる 。 

月 の 第 11 日 に 生ま れ た 子 に は 、 月 の 第 11 日 は 、 健 康 と 長命 の 日 の 
1 つ で ある 。 


12。 

犠牲 者 また は 吊る され た 男 。 

月 の 第 12 日 は 、 預 吉 者 サム エル の 誕生 日 で ある 。 

月 の 第 12 日 は 、 預 吉 、 予 喜 、 カ バラ の 日 で ある 。 

月 の 第 12 日 は 、「 大 いな る 務め 」 の 成就 に 適し て いる 。 


13。 

死 の 女性 。 

月 の 第 13 日 は 、 八 ム の 呪 わ れ た 子 、 カ ナン 人 の 祖 、 カ ナン の 誕生 
日 で ある 。 

月 の 第 13 日 は 、 破 壊 を も た ら す 日 で ある 。 

月 の 第 13 日 は 、 悪 に 致命 的 な 日 で ある 。 


14。 

節制 の 天使 。 

月 の 第 14 日 は 、 ノ ア へ の 祝福 の 日 で ある 。 

ウリ エル の 位階 の 天使 カシ エル が 月 の 第 14 日 を 統治 し て いる 。 

( 

ウリ エル は へ プラ イ 語 で 「 神 の 光 」 を 意味 する 。 

カシ エル は へ ブライ 語 で 「 神 の 速 さ 」 ま た は 「 神 は 私 の 怒り 」 を 
意味 する 。 

) 


15。 

ティ フォ ン ま た は 悪魔 。 

月 の 第 15 日 は 、 奴 隷 の 子 で ある 、 イ シュ マエ ル の 誕生 日 で ある 。 
(イシ ュ マ エル は へ プ ブライ 語 で 「 神 は 聞く 」 を 意味 する 。) 

月 の 第 15 日 は 、 排 兵 と 追放 の 日 で ある 。 


16。 

打 た れ た 塔 。 

月 の 第 16 日 は 、 ヤコブ と エサ ウ の 誕生 日 で ある 。 

月 の 第 16 日 は 、 ヤコブ が 長子 に 成る 予定 の 運命 の 日 で ある 。 

月 の 第 16 日 は 、 エサ ウ が 長子 の 地位 を 失 つ 予定 の 運命 の 日 で あ 
る 。 


は 

光輝 く 星 。 

創世 記 19 章 の 、 天 か ら の 火 が ソドム と ゴモラ を 燃やす 。 
月 の 第 17 日 は 、 善 人 を 救い 、 悪 人 を 破滅 させ る 日 で ある 。 
月 の 第 17 日 が 土曜 で ある と 、 悪 人 に と っ て 危険 で ある 。 
装 さ そり 座 が 統治 し て いる 。 


18。 

月 。 

月 の 第 18 日 は 、 イ サク の 誕生 日 で ある 。 

アプ ラ ハ ム の 妻 サ ラ の 勝利 。 

月 の 第 18 日 は 、 夫 婦 の 愛 と 善き 希望 の 日 で ある 。 


19。 

犬 陽 。 

月 の 第 19 日 は 、 エジプト の 王 フ ァ ラ オ の 誕生 日 で ある 。 

月 の 第 19 日 は 、 権 力 者 の 罪 に 応じ て 、 地 上 の 権力 者 に 致命 的 な 日 
で ある 。 

月 の 第 19 日 は 、 王 の 功徳 に 応じ て 、 地 の 王者 に 利益 を も た ら す 日 
で ある 。 


20。 

審 草 。 

月 の 第 20 日 は 、3 日 後に 巨大 な 魚の 口 か ら 救 われ た 、 神 の 審 鹿 の 
仲介 者 で ある 、 預 吉 者 ヨナ の 誕生 日 で ある 。 

月 の 第 20 日 は 、 神 の 記 示 に 適し て いる 。 


21。 

世界 。 

月 の 第 21 日 は 、 こ の 世 の 王 で ある 、 サ ウル の 誕生 日 で ある 。 
精神 と 理性 に は 危 つ い 。 


22。 

土星 の 感化 。 

月 の 第 22 日 は 、 ヨ プ の 誕生 日 で ある 。 
月 の 第 22 日 は 、 試 練 と 労苦 の 日 で ある 。 


23。 

金星 の 感化 。 

月 の 第 23 日 は 、 母 の 死 の 代わ り に 生ま れ た 、 ベ ニヤ ミン の 読 生日 
で ある 。 

月 の 第 23 日 は 、 選 択 と 思い や り の 日 で ある 。 


24。 
木星 の 感化 。 
月 の 第 24 日 は 、 ヤ ベ ペ テ の 誕生 日 で ある 。 


25。 

水星 の 感化 。 

エジプト の 十 の 災い の うち 、 エ ジ プ ト 人 と エジプト 人 の 動物 の 初 
子 を 級 し た 、 第 10 の 災い 。 


26。 

火星 の 感化 。 

へ プラ イ 人 の 出 エ ジ プ ト と いう 救い と 、 紅 海 を 渡っ た へ プラ イ 
。 


27。 
月 の 女神 ディ アナ また は へ カテ ー の 感化 。 
ユダ マカ バイ の 輝かしい 勝利 。 


28。 

大 陽 の 感化 。 

士 師 記 16 章 3 人 節 で 、 サ ム ソ ン は ガザ の 門 を 運び 去っ た 。 
月 の 第 28 日 は 、 強 さと 救い 、 解 放 の 日 で ある 。 


29。 


タロ ッ ト の 愚者 。 
月 の 第 29 日 は 、 全 て の 物 が 失敗 する 日 で ある 。 


前 記 の 、John Belot 達 が へ ブ プライ 人 の カバ リス ト か ら 取 り 入 れ た 
月 の 日 の ラビ の 豆 葉 の 一 覧 か ら 、 古 代 の 達 道 者 達 は 、 結 果 か ら 原 因 
へ 、 事 実 か ら 仮 定 で きる 感化 力 へ 、 麟 断 し た が 、 隠 され た 知 の 論理 
の 完全 な 範囲 内 で ある 事 が 理解 で きる で あろ っ う 。 

タロ ッ ト の 普 負 の アル ファ ベッ ト を 形成 する 大 アル カナ と いう 22 
の 鍵 に は 多様 な 意味 が 含ま れ て いる 事 と 、 共 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ 
の 説 が 真理 で ある 事 が 理解 で きる で あろ っ つ 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 説 で は 、 トート 、 エ ノ ク 、 カ ドモ ス の 象徴 の 
書物 タロ ッ ト に 、 カ バラ と 魔術 の 全て の 秘密 、 古 代 の 世界 の 全て の 
神秘 、 祖師 達 の 全て の 知 、 古 代 の 全て の 歴史 的 な 口伝 が 含ま れ て い 
る 


_ 名 前 の 文字 で の 占い に よる 、 天 の 星 占い を 行う 簡単 な 方 法 を 話 そ 
つ 。 

ガ フ ァ レ ル の 星 占 い の 考え と 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 星 占い の 考え 
を 、 合 わせ た 、 星 占い で ある 。 

ガ フ ァ レ ル と エリ ファ ス レヴ ィ の 星 占い は 征 く べき 厳密 な 深い 結 
果 を も た ら す 。 

0 1 カー ド を 用 意 する 。 

占い た いも の の 名 前 で 黒い カー ド を 切り 抜 く 。 

占星 術 師 の 目 か ら 離れ る ほど 先 太り の 円 筒 の 先 に 黒い カー ド を つ 
ける 。 

黒い カー ド が つい た 円 筒 で 、 東 、 南 、 西 、 北 の 順に 夜 に 星 を 見 


占い た いも の の 名 前 で 切り 抜か れ た 部 分 に 見 えた 星々 を へ ブラ イ 
文字 の 形 で 全て 記録 する 。 

東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の へ ブラ イ 文 字 を へ ブラ イ 数 字 と 
し て 数 に 変え る 。 

(へ ブラ イ 数 字 で は 数 を へ プラ イ 文 字 で 表す 。) 

東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の へ ブラ イ 文 字 の 数 を 合計 する 。 
前 記 を 、 東 西南 北 で 、 く りか えす 。 

前 記 で 、 東 西南 北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の へ プラ イ 文 字 の 数 の 合 
計 を 計算 で きた 。 

東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の へ ブラ イ 文 字 の 数 の 合計 を 、 占 
いた いも の の 名 前 の 数 の 合計 と 足す 。 

東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の へ ブ プライ 文字 の 数 と 占い た いも 
の の 名 前 の 数 の 合計 を へ ヘブライ 数 字 と し て へ プラ イ 文 字 に 変え る 。 
前 記 を 、 東 西南 北 で 、 く けり 返 す 。 


前 記 で 、 東 西南 北 の 加 方 位 で 見 えた 星々 を 記録 で き て いる は ず で 

る 。 

平面 天体 図 で 、 東 西南 北 の 間 方 位 で 見 えた 星々 の 名 前 を 見 つけ 
る 。 

東西 南北 の 損 方 位 で 見 えた 星々 を 、 星 の 大 き さ と 明る さ で 、 分 け 


東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の うち 、 最 も 輝い て いる 星 を 、 占 
星 術 の 北極 星 と し て 選ぶ 。 

エジプト の 平面 天体 較 で 、 星 を 統治 し て いる 霊 の 名 前 と 姿 を 見 つ 
ける 。 

エジプト の 平面 天体 図 は 、 デ ュ ピ ュ イ の 大 作 の 図表 集 の 中 に 見 つ 
か る 。 

前 記 で 、 占 いた いも の の 名 前 で 切り 抜か れ た 部 分 に 見 えた 幸運 や 
不運 の 象徴 で ある 星々 と 星々 の 感化 力 を 知る で あろ うつ 。 

幼子 の 時 の 運命 の 名 前 は 、 東 に 記さ れ て いる 。 

若い 大 人 の 時 の 運命 の 名 前 は 、 南 に 記さ れ て いる 。 

熟し た 大 人 の 時 の 運命 の 名 前 は 、 西 に 記さ れ て いる 。 

長老 の 時 の 運命 の 名 前 は 、 北 に 記さ れ て いる 。 

ー 生 を 通じ た 運命 の 名 前 は 、 星 々 か ら 、 星 々 の へ ブラ イ 文 字 の 数 
と 名 前 の 数 の 合計 か ら 、 得 られ る 。 

ガ フ ァ レ ル と エリ ファ ス レヴ ィ の 星 占 い は 、 簡潔 で 、 易 し く 、 少 
し の 計算 が 必要 な だ け で ある 。 

ガ フ ァ レ ル と エリ ファ ス レヴ イィ の 星 占い は 、 最 古 の 星 占い に 通じ 
て いる 。 

ガ フ ァ レ ル と エリ ファ ス レヴ ィ の 星 占 い は 、 明 ら か に 、 原 初 の 祖 
師 の 魔術 で ある 。 

前 記 を 、 ガ ファ レル と ラビ の Chomer の 書物 を 研究 する 事 に よっ 
て 理解 で きる で あろ っ つ 。 

古代 の へ ブラ イ 人 の カバ リス ト は 、 名 前 の 文字 で の 占い に よる 、 
星 占 い を 実践 し た 。 

前 記 を 、 ラ ビ の Chomer、 ラ ビ の Kapol、 ラ ビ の Abjudan と いっ た 
カバ ラ の 達 道 者 達 が 保存 し て きた 記録 が 証明 し て いる 。 

預 吉 者 達 が 様々 な 国々 に 対し て 話し た 脅威 的 な 預 吉 は 、 天 球 と 地 
球 の 永遠 の 対応 で 、 国 々 の 上 に 見 つか っ た 、 星 々 の 文字 に 基づい て 
いる 。 

前 記 か ら 、 ギ リ シ ャ の 天空 に 、 ギ リ シ ャ を 意味 する へ プラ イ 語 
ワン 、YaVaN、1? ま た は が 記さ れ た 。 

ギリ シャ を 意味 する へ プラ イ 語 ヤ ワ ン を 、 NN 
に 変え て 、 「 破壊 され た 」 ヽ 「 荒廃 し た 」 を 意 味 す る へ ヘブライ 語 
ラブ 、KhaRaV、KhaRaB、 ュ Tn と いう 言葉 を 得 た 。 


前 記 か ら 、12 周 期 後 に ギリ シャ は 破壊 され て 荒廃 する と 推測 さ 
た 。 
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後記 の 形 の 、11 の 星々 を 、 カ バリ スト 達 は 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル 2 世 
が エル サレ ム と エル サレ ム 神 殿 を 略奪 する 少し 前 に 、 エ ル サ レ ム 神 
殿 の 上 に 認め た 。 


率 基 其 其 其 基 率 着 
- 率 
率 率 

前 記 の 、11 の 星々 を 、hn? め an と いう 吉 葉 が 含ん で いた 。 

hy と いう つう 吉 葉 は 、 南 か ら 西 へ 記さ れ た 。 

nn と いう つう 吉 葉 は 、 思 いや り 無 く 見 捨て られ る 事 を 意味 する 。 

Da と いう 吉 葉 は 、 へ ブラ イ 数 字 と し て 数 に 変え て 、 合 計 す る 
と 、423 に 成る 。 

423 は 、 エル サレ ム 神 殿 の 存続 の 期間 で ある 。 

ュ ]、Roev、Roeb と いう 3 文字 に 含ま れる 4 つの 星々 の 形 で 、 ベ ル 
シャ の 国々 と アッ シリ ア は 滅亡 を 予 吉 され た 。 

ベル シャ の 国々 と アッ シリ ア の 致命 的 な 期間 は 208 年 間 で あっ 
た 。 コ ]、Roev、Roeb を 、 へ プラ イ 数 字 と し て 数 に 変え て 、 合 計 す 
る と 、208 に 成る 。 

4 つの 星々 が カバ リス ト の ラビ ピ 達 に アレ クサ ンダ ー の 国 の 没落 と 
分 裂 の 期間 を 予 震 し た 。 

Tm5、Parad と いつ う 吉 葉 が 、4 つ の 星々 を 含ん で いた 。 
5、Parad と いつ 吉 葉 は 、 分 像 を 意味 する 。 
Tm5、Parad と いう 吉 葉 を 、 へ ブラ イ 数 字 と し て 数 に 変え て 、 合 計 
する と 、284 に 成る 。 

284 は 、 根 か ら 枝 まで の 、 ア レク サン ダー の 国 の 存続 期間 で あ 
る 。 

ラビ の Chomer に よれ ば 、4 つ の 星々 が 前 も っ て コン スタ ン テ ィ 
ノー プル で の 、 オ スマ ン 音 国 の 運命 を 予定 し 予 吉 し た 。 

rK つ 、 カ アー と いう 吉 葉 が 、4 つ の 星々 を 含ん で いた 。 

K っ つ 、 カ アー と いう 吉 葉 は 、「 弱 まる 」、「 終 わり に 近づく 」 を 


意味 する 。 

rK つ 、 カ アー と いう つう 吉 葉 の うち 、N、 ア レフ と いつ 文字 が 強く 輝い 
て 、 首 都 コ ンス タン ティ ノー プル を 表し 、 へ ブラ イ 数 字 と し て 1 で 
は な く 千 を 表し た 。 

nrN つ 、 カ アー と いう つう 斉 葉 は 、KN、 ア レフ を 1 で は な く 千 と し て 、 へ 
ブラ イ 数 字 と し て 数 に 変え て 、 合 計 す る と 、1025 に 成る 。 

メフメト 2 世 が コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル を 奪取 し た 時 点 か ら 、 
1025、 数 える 必要 が 有る 。 

1025 と いう 事 は 、 コ ンス タン ティ ノー プル を 首都 と する イス ラム 
教 の 弱まっ た 国 が 数 世紀 、 存 続 し て 持ち こたえ る 計算 で ある 。 

19 世 紀 に 、 ヨ ー ロ ッ パ の 連合 の 全て が 、 コ ンス タン ティ ノー プル 
を 首都 と する イス ラム 教 の 国 を 支え た 。 

ダニ エル 書 5 章 で 、 ベ ル シ ャ ザル は 、 酒 に 酔っ て いた 時 に 、 た い 
まつ の 光 に よっ て 、 宮 殿 の 壁 の 上 に 「 メ ネ メ ネ テ ケ ル ウパ ル シ 
ン 」、「 メ ネ テ ケ ル ベレ ス 」、「 数 えら れ た 。 量 られ た 。 分 けら 
れ た 」 と 記さ れる の を 見 た 。 

ダニ エル 書 5 章 で 、 ベ ル シ ャ ザル は 、 ラ ビ の 占い で の 下 感 と 同じ 
胡 感 で で 、「 メ ネ メ ネ テ ケ ル ウパ ル シ ン 」、「 メ ネ テ ケ ル ベレ 
ス 」、「 数 えら れ た 。 量 られ た 。 分 けら れ た 」 と 記さ れる の を 見 
た 。 

疑 い 無く 、 へ ブラ イ 人 の 占星 術 師 が ベル シャ ザル に 星々 か ら 読 
取る 秘伝 を 伝授 し て いた 。 

ベル シャ ザル は 天空 の 星々 か ら 読 み 取る 様 に 、 無 意識 に 下 感 的 
に 、 夜 の 宴 の ラン プ か ら 読み 取っ た 。 

ベル シャ ザル は 、 想 像 の 中 で 、「 メ ネ メ ネ テ ケ ル ウパ ル シ 
ン 」、「 メ ネ テ ケ ル ペレ ス 」、「 数 えら れ た 。 量 られ た 。 分 けら 
れ た 」 と いう 3 つの 言葉 を 形成 し た 。 

すぐ に 、「 メ ネ メ ネ テ ケ ル ウパ ル シ ン 」、「 メ ネ テ ケ ル ペレ 
ス 」、「 数 えら れ た 。 量 られ た 。 分 けら れ た 」 と いう 3 つの 言葉 
は 、 想 像 力 に よっ て 、 ベ ル シ ャ ザル の 目 に 焼き つい て 消え な く 成 っ 
た 。 

そし て 、 ベ ル シ ャ ザル の 目 に は 、 宴 の 全て の 光 は 印象 が 薄く 成っ 
計 。 

「 サ ル ダ ナ パー ル の 死 」 の 様 な 終わ り を 、 町 バビ ロン が 敵 に 包囲 
され て いる の に 放 湯 に 身 を 任せ た ベル シャ ザル 王 に 、 予 音 す る の は 
容易 で あっ た 。 

結論 する と 、 す で に 話し た 様 に 、 く り 返 す と 、 磁 気 の 直 感 だ けが 
全て の カバ ラ 的 な 占星 術 的 な 計算 に : 意味 と 実現 を 所 える 。 

頁 感 無し で 、 霊感 無し で 、 冷 め た 好奇 心 で 、 強 い 意 思 無 し で 、 占 
星 術 を 行っ た 場合 は 、 幼 稚 な 場当たり 的 な 完全 に ま ぐれ な 物 と 成 
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ほれ 楽 と 友 気 の 催眠 


誘惑 術 の 国 テ ッ サ リア に 挑 も う 。 

テッ サリ ア で アプ レイ ウス は 、 オ デュ ッ セ ウス の 戦友 の 様 に 、 惑 
わ さ れ て 、 口 バ へ の 変身 と いう 、 恥 じ る べき 変 を し た 。 

テッ サリ ア で は 、 飛 上 ぶ 鳥 、 革 の 中 で 羽 を うな ら せ て いる 昆 中 、 
木 、 花 と いっ た 全て が 魔術 的 で ある 。 

テッ サリ ア で は 、 月 光 の 下 で 、 ほ れ 薬 と いう 毒 が 作ら れる 。 

テッ サリ ア で は 、 ス トリ ゲス に よっ て 、 女 神 カ リ テ ス の 様 な 若 さ 
と 美 し さ を スト リ ゲ ス に 后 え る 呪文 が 作ら れる 。 

お お っ ! 若い 人 達 よ ! 用 心 し な さい ! 

事実 、 口 伝 を 信頼 し て 良い の で あれ ば 、 特 に 、 テ ッ サ リア で 、 理 
性 を 毒 す る 技 、 ほ れ 薬 の 技 は 、 開 発 さ れ て 開花 し た 。 

磯 気 は 、 ほ れ 楽 の 最 重 要 な 役割 を 務め る 。 

催眠 は 、 ほ れ 楽 の 最 重 要 な 役割 を 務め る 。 

な ぜ な ら 、 刺 激 性 植物 また は 麻酔 性 植物 や 、 魅 惑 の 有害 動物 性 物 
質 の 、 全 て の 力 は 、 誘 惑 術 の 儀式 か ら 得 られ る 。 

誘惑 術 の 儀式 と は 、 ほ れ 薬 や 飲み 薬 を 用 意 す る 時 に 、 悪 人 の 霊 の 
魔術 師 が 行っ た 犠牲 や 話し た 吉 葉 で ある 。 

刺激 性 物質 や 、 焼 リン を 多く 含む 物質 は 、 自 然 の 、 ほ れ 薬 で あ 
る 。 

神経 系 に 強く 作用 する 物質 は 全て 性 欲 を 強め る で あろ うつ 。 

熱 便 の 忍耐 強い 意思 を 持つ 人 が 、 神 経 系 に 強く 作用 する 物質 の 自 
然 な 、 ほ れ 薬 と し て の 性 質 を 導き 感化 を 与え る 方 法 を 知れ ば 、 自 分 
の 利益 の た め に 他人 の 性 欲 を 利用 で きる し 、 独 立 し た 他人 を 自分 の 
快楽 の 道具 に す ぐに 変え られ る で あろ うつ 。 

ほれ 薬 の 感化 か ら 身 を 守る 必要 が 有る 。 

18 章 を 書く エリ ファ ス レヴ ィ の 目的 は 、 武 器 を 弱者 に 与え る 事 
で ある 。 

後記 は 、 敵 の 手段 で ある 。 

ほれ られ た い 男 性 は 、 故 意 に 女性 の 目 に 留まり 、 故 意 に 自身 を 女 
性 の 想像 に 廊 め させ る 必要 が 有る 。 

故意 に 異性 の 目 に 留まり 、 故 意 に 自身 を 異性 の 想像 に 留め させ 
る 、 と いう 背徳 の 手段 は 、 女 性 に は 不要 な 手段 と 仮定 すれ ば 、 男 性 
だ け に 当て は まる 。 

ほれ られ た し 1 男性 は 、 女性 に 、 敬意 、 党 区 き ヽ 恐怖 、 他 に 無い の で 
あれ ば 不快 を 抱か せる 必要 が 有る 。 

何と し て も 、 ほ れ ら れ た い 男 性 は 、 自 身 を 女性 の 目 に 普通 の 男性 


で は な い 様 に 見 えさ せる 必要 が 有る 。 

ほれ られ た い 男 性 は 、 女 性 の 意 に 反し て も 、 女 性 の 記憶 、 思 考 、 
夢 に あら われ る 様 に する 必要 が 有る 。 

小説 「 ク ラリ ッ サ 」 で 、 ラ ヴ レ ー ス と いっ た 人 は 、 ク ラリ ッ サ と 
いっ た 人 が 受容 する 理想 で は な い )。 

し か し 、 女 性 は 、 括 難 する た め に 、 絶 え 間 無く 背徳 な 男性 に つい 
て 思考 する 。 

女性 は 、 背 徳 な 男性 に よる 犠牲 者 で ある 女性 達 を 思い や っ て 、 絶 
え 間 無く 背徳 な 男性 に つい て 思考 する 。 

女性 は 、 背 徳 な 男性 が 改心 し て 悔い 改め る 事 を 望ん で 、 絶 え 問 無 
背徳 な 男性 に つい て 思考 する 。 

次 に 、 女 性 は 、 献 肌 と 、 ゆ る し に よっ て 、 背 徳 な 男性 が 改心 する 
事 を 求め る 。 

や が て 、 秘 密 の うぬぼれ が 女性 に 「 ラ ヴ レ ー ス と いっ た 背徳 な 男 
性 の 愛 を 引き つけ る 事 が で きた ら 、 何 と 偉大 で あろ うつ ! 」 と ささ や 


秘密 の うぬぼれ が 女性 に 「 ラ ヴ レ ー ス と いっ た 背徳 な 男性 を 愛す 
る 事 が で きた ら 、 何 と 偉大 で あろ うつ ! 」 と ささ や く 。 

秘密 の うぬぼれ が 女性 に 「 ラ ヴ レ ー ス と いっ た 背徳 な 男性 を 我慢 
する 事 が で きた ら 、 何 と 偉大 で あろ う ! 」 と ささ や く 。 

そし て 、 見 な さい ! クラ リッ サ と いっ た 女性 は 、 ラ ヴ レ ー ス と 
いっ た 背徳 な 男性 を 愛し て し まっ て いる 事 に 驚く ! 

女性 は 自分 を と が め る 。 

女性 は 自分 を 恥じ 赤面 する 。 

何 度 も 、 女 性 は 背徳 な 男性 へ の 愛 を 絶つ が 、 さ ら に 何 度 も 、 女 性 
は 背徳 な 男性 を 愛し て し まう っ 。 

最後 に は 、 女 性 は 背徳 な 男性 に 抵抗 し な く 成る 。 

現代 の 神秘 主義 が 描く 様 に 、 仮 に 、 天 使 が 女性 で あれ ば 、 実 に 、 
神 ヤ 人 ルウ ェ は 賢明 で 用 心 深 い 父 と し て 悪魔 サタ ン を 天 か ら 追 放す る 
と いう 行動 を し た 。 

いけ な い 男 性 で ある と 思っ て 、 ほ れ た 男性 が 堅苦しい だ け の 男性 
で ある と わか る 事 は 、 優 し い 女性 の うぬぼれ へ の 重い 詐欺 で ある 。 

天使 の 様 な 女性 は 「 (悪魔 で ある か の 様 に 、 い け な い 男性 と 思 
せ て お いて 、) あ な た は 吉 魔 (で ある か の 様 な 、 い け な い 男性 ) で は な 
い の ね ! 」 と 話し 軽 蔵 し て 、 い け な い 男性 で ある と 記 解 させ た 男性 
を 捨て る 。 

も し 男性 が 天使 の 様 な 女性 を 誘 惑 し た い の で あれ ば 、 男 性 は 可能 
な 限り 上 手 に 吉 魔 (で ある か の 様 な 、 い け な い 男性 ) の ふり を し な さ 
し 1。 

女性 は 、 堅 苦し い だ け の 男性 に は 、 何 も 許さ な い 。 


女性 は 「 男性 は 、 ど ん な 事 を 女性 に する の か し ら ? 」 と 話す 。 
女性 は 「 男 性 は 、 女 性 は 用 心 が だ 足り な いと 思っ て いる の か し 

ら ? 」 と 話す 。 

いけ な い 男 性 に は 、 全 て が 許さ れる 。 

女性 は 「 い け な い 男性 に 何 を 期待 すれ ば 良い の ? いけ な い 男 性 
に は 何 も 期待 し な いわ ! 」 と 話す 。 

堅苦しい だ け の 男性 は 、 男 性 が 誘惑 し た いと は 思わ な い 様 な 女性 


に だ け 、 も て る 。 
堅苦しい だ け の 男性 は 、 男 性 が 誘惑 し た いと 思う 様 な 女性 に は 、 
も て な いし!)。 


例外 無く 、 女 性 は 、 い け な い 男性 に 、 ほ れる 。 

正反対 に 、 男 性 は 、 天 使 の 様 な 女性 に 、 ほ れる 。 

女性 は 、 い け な い 男性 に 、 ほ れる が 、 男 性 は 、 天 使 の 様 な 女性 
に 、 ほ れる 、 と いう 自然 の 傾向 は 、 清 碗 で ある 事 を 、 女 性 の オ 能 に 
し た 。 

清 寺 で ある 事 は 、 女 性 の 無 上 の 自然 な 態 で ある 。 

ロン ドン の 学 の 有る 優し い 名 医 の 1 人 が 、 相 談 者 の 男性 の 1 人 が 去 
年 、 相 談 し た 事 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ に 教え て くれ た 。 

著名 な 侯爵 婦人 の 家 を 去っ た 後に 、 相 談 者 の 男性 は 「 ooo 侯 爵 夫 
人 か ら 不 思 議 な 挨拶 を され まし た 」 と 医者 に 相談 し た 。 

侯 夫 人 は 、 相 談 者 の 男性 の 顔 を 真っ 租 ぐ に 見 な が ら 、「 あ な 
た 、 恐 ろ し い 目 つき を し て も 私 は 、 た じ ろ ぎ ませ ん わ 。 そ れ に し て 
も 、 あ な た の 目 は サタ ン の 目 み た い だ わ 」 と 話し た 。 

医者 は 笑い な が ら 相 談 者 に 「 え えと 、 あ な た は 、 も ちろ ん 、 腕 を 
侯 呈 夫人 の 首 に まわ し て 、 侯 爵 夫 人 を 抱い た ん で し ょ う ? 」 と 話し 
寺 。 

相談 者 の 男性 は 医者 に 「 ま さか 。 侯 変 夫人 の 不意 打ち に 圧倒 され 
て し まい まし た 」 と 話し た 。 

医者 は 相談 者 の 男性 に 「 再 び 侯 上 夫 人 の 家 を 訪れ る 際 は 注意 し な 
さい ! あな た は 侯 上 夫 人 を 深く 失望 させ た か も し れ な い ! 」 と 話 


し た 。 
普通 、 死 刑 執行 人 の 仕事 は 、 父 か ら 息 子 へ 引き 継が れる 、 と 吉 わ 
れ て いる 。 


死刑 執行 和信 に は 息子 が いる の か ? 

疑い 無く 、 死 刑 執行 人 に は 息子 が いる ! 

な ぜ な ら 、 死 刑 執行 人 は 妻 を 手 に 入れ る 。 

嫌 わ れ て いた マラ ー に は 、 マ ラー を 優し く 愛 する 恋人 が いた 。 
マラ ー に 忘 人 が いた の は 、 マ ラー が 人 々 を 震え 上 が ら せ た か ら で 


る 。 
愛 は 本 物 の 幻 と 吉 え る か も し れ な い 。 


特に 、 女 性 に は 愛 は 本 物 の 師 と 吉 え る か も し れ な い 。 
打算 に 欠け た 動機 の た め に 、 愛 は 非合理 的 な も の を 選ぶ 場合 が 有 


女性 は 、 い け な い 男性 の た め に 嘘 を つく ! 何 て 恐ろし い ! 
ああ っ ! 
し か し 、 恐 ろ る し く て も 、 な ぜ 恐 ろ し い 事 を し て は いけ な いい のか? 
時 に は 軽い 因 を 犯す 事 は 楽し い に 違 いな い ! 
女性 に つい て の 超越 的 な 知 を 得 た ら 、 女 性 の 気 を 引く 別 の 手段 を 
と る 事 が で きる 様 に 成る 。 
女性 で 気 を も まな い 様 に し な さい し いり 。 
女性 の うぬぼれ を 辱め る た め に 、 女 性 を 幼子 の 様 に 扱い な さい 。 
女性 の ご 機嫌 取り を 笑い も の に し な さい しり 。 
前 記 で 、 男 性 の 役 と 女性 の 役 は 逆 に 成る 。 
女性 は 、 男 性 を 誘 惑 する た め に 、 最 大 限 の 努力 を する で あろ う 。 
女性 は 、 女 性 が 隠し て いた 秘密 を 、 男 性 に 明か す で あ ろう 。 
女性 は 、「 女 性 同士 みた い に 、 親 友 み た い に 、 あ な た に つい て 心 
配 は いら な いわ ね 、 あ な た は 私 に と っ て は 男性 で は な いも の 」 など 
と 話し て (、 嘘 を つい て )、 男 性 の 前 で 、 服 を 着 た り 脱い だ りす る で 
あろ うつ 。 
そし て 、 女 性 は 、 男 性 の 表情 を 観察 する 。 
し 男性 の 表情 が 冷静 で あれ ば 、 女 性 は 慣 い きど お り を 感じ る で 
あろ うつ う 。 
女性 は 、 何 ら か の 口実 を も うけ て 、 男 性 に 近づく で あろ う 。 
女性 は 、 男 性 に 、 髪 を 通り すがり に 軽く か すめ る で あろ うっ う 。 
女性 は 、 服 を ずら し て 胸元 を 見 せる で あろ う 。 
前 記 の 場合 に 、 性 欲 か ら で は な く 、 好 奇 心から 、 じ ら さ れ て 我慢 
SA 女性 は 男性 に 大 胆 に 攻め る 時 が 有る 。 
ん な 気質 で も 、 本 物 の 魔術 師 に は 、 い け な い 男性 で 在り 女性 を 
2 生還 DO ほれ 薬 と 女性 の 気 を 引く 技 は 不要 で ある 。 
本 物 の 魔術 師 は 、 い け な い 男性 で 在り 、 女 性 を 幼子 扱い する だ け 
で 十分 で ある 。 
本 物 の 魔術 師 は 、 女 性 を 喜ば せる 吉 葉 、 磁 気 の 呼吸 、 軽 い 官能 化 
な 接触 を 、 偽 善 を 装っ て 、 無 意識 に 用 いる 。 
ほれ 薬 と いっ た 飲み 薬 に 頼る 人 は 、 老 いぼ ば れ た 人 、 知 が 無い 人 、 
醍 悪 な 人 、 無 能 な 人 で ある 。 
実際 、 どこ で 、 ほ れ 薬 は 役に立つ の か ? ほれ 薬 は 無駄 で ある ! 
誰 で も 、 本 物 の 男性 は 常に 思い 通り に 女性 に 愛さ れる 手段 を 持っ 
て いる 。 
他 の 男性 で 心 が 占 し め ら れ て いる 女性 を 奪 お うと し な い 限 けり 、 本 
物 の 男性 は 常に 思い 通り に 女性 に 愛さ れる 手段 を 持っ て いる 。 


油 月 の 無 上 の 至福 の 最 中 の 愛 に 満ち た 結婚 を し た 若い 女性 を 日 説 
く の は 大 間違い で ある 。 

ラヴ レー ス に よっ て 、 ま た は 、 愛 に よっ て 苦し ん だ た め に 、 心 を 
固め た クラ リッ サ を 口説 く の は 大 間違い で ある 。 

ほれ 薬 に つい て の 黒 魔術 の 汚れ た 淫ら な 混ぜ 物 を 話す つも り は 無 
し 1。 

ロー マ の 魔女 Canidia が 煮 た 物 と は 無縁 で ある 。 

ホラ ティ ウス の 「 エエ ポー デス 」 に 、 憎 むべ き ロ ー マ の 魔女 
Canidia が 調合 し た 、 ほ れ 薬 と いっ た 毒 が 記さ れ て いる 。 

ウェ ル ギ リ ウス の 「 牧 歌 」 と テオ クリ トス の 「 牧 歌 」 に 、 ほ れ 薬 
と いっ た 誘惑 術 、 誘 惑 術 の た め の 生 費 と いっ た 儀式 、 悪 人 の 霊 の 魔 
術 の 作業 が 記さ れ て いる 。 

「Tittle Albert」 と いっ た 魔術 書 に 記さ れ て いる 、 ほ れ 薬 の 処方 せ 
ん を 記す 必要 は 無い で あろ う 。 

ほれ 薬 と いっ た 誘惑 術 の 実践 は 、 磯 気 の 催 眠 か 、 有 毒 な 魔術 に つ 
な が る 。 

ほれ 薬 と いっ た 誘惑 術 の 実践 は 、 思 行か 、 犯 卓 に つなが る 。 

ほれ 薬 と いっ た 精神 を 弱め 理性 を 妨げ る 飲み 薬 は 悪意 の 力 を 助長 
する 。 

カリ グラ の 妻 カ か カエ ソ ニア は 、 ほ れ 薬 で カリ グラ の 狂っ た 性 欲 を 引 
き 留 め た と 吉 わ れ て いる 。 

青酸 は 思考 に と っ て の 恐る し し 1 毒 で ある 。 

青酸 と いっ た アー モン ド 臭 の する 抽出 物 に 用 心 す る べき で ある 。 

特に 、 ア ー モ ンド 臭 の する 物 の 脳 へ の 作用 が 龍 光 香 に よっ て 助長 
され る 時 は 、1laurel -- almond、 AP アー モン ド の 
せっ けん 、 液体 の アー モン ド 、 ア ー モ ンド 臭 の 強い 香 を 寝室 に 軸 く 
な か れ 。 

知力 を 弱め る ほど 、 義 理性 的 な 肉欲 の 力 は 強まる 。 

ほれ 薬 に よっ て 悪人 が 抱か せ た い 性 欲 を 催し た 状態 と は 、 知 力 の 
麻痺 状態 で ある 。 

ほれ 薬 に よっ て 悪人 が 抱か せ た い 性 欲 を 催し た 状態 と は 、 精 神 が 
性 欲 に と ら わ れ た 恥じ る べき 状態 で ある 。 

奴隷 を 弱め る ほど 、 奴 隷 は 自由 に 成る 力 が 弱まる 。 

アプ レイ ウス の 「 黄 金 の ロバ 」 の 魔女 の 本 当 の 秘密 、 キ ルケ の 飲 
み 物 は 、 知 力 な ど を 弱め る 毒 で あっ た 。 

喫煙 と いっ た 、 た ば この 使用 は 、 知 力 を 麻痺 させ る 、 ほ れ 薬 や 脳 
へ の 毒 を 助け る 危険 性 が 有る 。 

知ら れ て いる 様 に 、 青 酸 の 様 に 、 た ば この ニコ チン は < 到 命 的 で あ 
る 。 

た ば この ニコ チン は 、 ア ー モ ンド の 青酸 より 、 量 が 多い 


他人 が 、 あ る 人 の 意思 を 同化 する と 、 一 連 の 人 々 の 運命 が 全て 変 
わる 時 が 有る 。 

その た め 、 前 記 の た め 、 他 人 と の 交際 に 気 を つけ る べき な の は 、 
清 い 雰囲気 と 汚れ た 雰囲気 を 見 分 けら れる 様 に 学ぶ の は 、 自 分 の た 
め だ け で は な く 他 人 の た めで ある 。 

な ぜ な ら 、 本 物 の 、 ほ れ 薬 は 目 に 見 えな い 。 

本 物 の 、 ほ れ 薬 の 危険 性 は 目 に 見 えな いり 。 

本 物 の 、 ほ れ 薬 は 、 命 が 放つ 光 の 流れ で ある 。 

本 物 の 、 ほ れ 薬 は 、 星 の 光 で ある 。 

星 の 光 に よっ て 、 男 性 の 心 と 女性 の 心 は 解け 合っ て 、 や り 取 り し 
て 、 星 の 光 は 、 引 き 寄 せ と 共 感 を も た ら す 。 

星 の 光 は 、 磁 気 の 実験 の 様 に 、 疑 つう 余地 が 無い 。 

教会 史 に 、 大 異端 者 Marcos が 息 を 吹き か け て 女性 の 理性 を 失わ せ 
た 、 と 記さ れ て いる 。 

ある 勇 池 な キリ スト 教徒 の 女性 が 先 に 異端 者 Marcos に 息 を 吹き か 
け て 「 神 が 、 お 前 を 裁く 様 に ! 」 と 話し て 異端 者 Marcos の 力 を 失わ 
せ た 。 

教区 司祭 ゴー フリ ディ は 、 魔 術 師 と し て 燃やさ れ て 級 さ れ た 。 

ゴー フリ ディ は 、 息 で 女性 を 誘 惑 し た 、 と 自認 し た 。 

イエ ズ ス 会 土 で ある 悪名 高い ジラ ー ル 神父 に 憎 悔 ざ ん げ し て いた 
カ デ ィ エ ー ル 嬢 は 、 ジ ラー ル 神 父 が 息 を 吹き か け て カ デ ィ エ ー ル の 
自制 心 を 失わ せ た と 吉 い 訳し て 、 ジ ラー ル 神 父 を 告発 し た 。 

カ デ ィ エ ー ル の 吉 い 訳 は 、 ジ ラー ル 神 父 に 対す る カ デ ィ エ ー ル の 
告発 の 恐ろし いい 非合理 的 な 性 質 を 最小 に 抑 える た め に 必要 で あっ 
た 。 

ジラ ー ル 神父 の 有 晶 の 証明 は 不 十分 で ある 。 

し か し 、 故 意 に し ろ 無 意識 に し ろ 、 ジ ラー ル 神 父 は カ デ ィ エ ー ル 
に 恥ず か し い 強 い 性 欲 を 抱か せ た 。 

後記 は 、 ド ン カル メ の 「 霊 の あら われ に つい て 」 に 記さ れ て い 


る 。 

Ranfaing 嫌 は 、16oo 年 に 未亡人 に 成っ た 。 

ポア ロ と いう 医者 が 、Ranfaing に 求婚 し た 。 

ポア ロロ は 、 求 婚 を 聞き 入れ て も ら え な か っ た の で 、Ranfaing に 、 
ほれ 薬 を 飲ま せ た 。 

Ranfaing は 、 ほ れ 薬 が 原因 で 健康 が 大 きく 乱れ て 、 悪 霊 に 濾 依 さ 
れ た と 信じ る まで に 成っ た 。 

医者 達 は 、 困 惑 し て 、Ranfaing に 教会 の 悪魔 払い を すす め た 。 

後記 は 、 トゥ ー ル の 司教 M . de Porcelets の 命 に よる 、Ranfaing 
の 悪魔 払い 師 で ある 。 

ロレ ー ヌ の 公 箇 の 国家 顧問 、 神 学 博士 M . Viardin、 あ る イエ ズ 


会 士 、 あ る カプ チン 修道 会 士 。 

た だ し 、 長 期 の 悪魔 払い の 儀式 中 に 、 ナ ン シ ー の ほぼ 全て の 聖職 
者 、 ト ゥ ー ル の 司教 M . de Porcelets 閣 下 、 ト リポ リ の 司教 、 ス ト 
ラス ブー ル の 付属 司教 、 信 心 深 いい キリスト教徒 の 王 の 下 で 旧 コ ンス 
タン ティ ノー ブル 駐在 大 使 で あっ た オラ トリ オ 会 の 司祭 M . de 
Nancy、 ヴ ェ ル ダン の 司教 ロレ ー ヌ の シャ ルル 、 助 手 と し て 特別 に 
代表 に 選ば れ た 2 人 の ソル ボン ヌ 大 学 の 博士 は 、 へ ブラ イ 語 、 ギ リ 
シャ 語 、 ラ テン 語 で 、Ranfaing に 悪魔 払い を し た 。 

Ranfaing 自 身 は (、 フ ラン ス 語 以外 は 、) ラ テン 語 す ら 読め な か っ 
た が 、Ranfaing は 常に 適切 に 悪魔 払い 師 に 答え た 。 

へ ブラ イ 語 の 学識 が 有る M . Nicholas de Harlay は 、Ranfaing 嬢 
が 本 当 に 混 依 さ れ た と 認め た 。 

M . Nicholas de Harlay と いっ た 多数 の 人 々 の 証 吉 で は 、 悪 魔 払 
い 師 が 吉 葉 を 発音 し な いで 大 を 動か す だ け で 、Ranfaing は 答え られ 
た 。 

ソル ボン ヌ 大 学 の 博士 ガル ニ エ 先 生 は 、 へ プライ 語 で 数 回 、 
Ranfaing に 命令 し た 。 

Ranfaing は 、 明 確 に 答え た 。 

た だ し 、Ranfaing は 、 普 通 の 吉 語 で 話す 様 に 契約 で 縛ら れ て いる 
と 話し て 、 フラ ンス 語 で 倫 え た 。 

Ranfaing の 悪霊 は 「 私 が 、 お 前 の 話し て いる 事 を 理解 し て いる の 
を 見 せる だ け で 私 に は 十分 ) で は な いか ? 」 と 話し た 。 

ソル ボン ヌ 大 学 の 博士 ガルニエ は 、 ギ リ シ ャ 語 で Ranfaing に 話し 
GUNS8 に 、 故意 で は な く 、 名 詞 か 形容 詞 の 格 を 取り 違え た 。 

霊 に 旨 依 され た 女性 Ranfaing と いう より は 悪霊 は 「 お 前 、 間 違 
科 と 話し た 。 

ソル ボン ヌ 大 学 の 博士 ガル ニ エ は 、 ギ リ シ ャ 語 で Ranfaing に 「 私 
の 斉 り を 指摘 し な さい 」 と 話し た 。 

悪霊 は 「 俺 が 『 お 前 、 間 違え た な 』 と 話し た だ け で 満足 し な 。 俺 
は 、 お 前 に 、 こ れ 以 上 、 教 える つも り は 無い 」 と 答え た 。 

ソル ボン ヌ 大 学 の 博士 ガル ニ エ は 、 ギ リ シ ャ 語 で Ranfaing に 「 
る 様 に 」 と 命 金 し た 。 

悪霊 は 「 お 前 が 俺 に 黙れ と 命令 し て も 、 俺 は 黙る つも り は 無い 」 
と 答え た 。 

前 記 の 、Ranfaing は 、 ほ れ 薬 を 飲ま され た 結果 と し て 理性 を 失う 
異常 を きた し て 忘 我 状 態 と 洛 依 状 態 に まで 成っ た 注目 する べき 例 で 
ある 。 

Ranfaing に 、 ほ れ 薬 を 飲ま せ た ポ アロ と いう 男 は 、 自 分 は 魔術 師 
で ある と 信じ て いた 。 

前 記 の 、Ranfaing の 例 は 、 後 記 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 説明 する 


より 良く 証明 し て いる 。 

忌 意思 思 と 想像 は 全 邊 E で 相互 に 作用 し 合っ つ 。 

忘 我 状態 の 人 また は 催眠 状態 の 人 に は 、 吉 語 の 知識 が 無く て も 、 
思考 か ら 読 み 取 っ て 話す 吉 葉 の 意味 を 理解 する 、 不 思 議 な 直感 的 理 
解 が 存在 する 。 

ドン カル メ の 話 の 証人 の 正直 さ を 医 わ な い 。 

学者 達 が 、 悪 霊 が 、Ranfaing の 知ら な い 吉 語 に 答え る 時 に 「 普 通 
の 吉 語 で 話す 様 に 契約 で 纏 ら れ て いる 」 と 話し て フラ ンス 語 で 答え 
て 、 と ぼけ た 点 を 見 過ごし た 事 に 驚く ば か り で ある 。 

仮に 、 学 者 達 の 話し 相手 が 学者 達 が 考え て いる 様 な 悪霊 で ある な 
ら ば 、 悪 霊 は ギリ シャ 語 を 理解 し ギリ シャ 語 を 話し て 答え た で あろ 


つ 。 

仮に 、 者 連 が 考え て し 1 る 欄 に 時 学識 の 有る 皮肉 な 圭 で ある 
な ら ば 、 悪 霊 に は ギリ シャ 語 寺 本 の 析 只 に 重厚 だ あら 
た で あろ う 。 


後記 の 様 に 、「 霊 の あら われ に つい て 」 で 、 ド ン カル メ は 話し て 
いる 。 

悪魔 払い 師 達 は 、 長 い 一 連 の 狗 独 な 質問 と 不 真面目 な 命 久 を し 
た 。 

常に 忘 我 状 態 、 催 眠 状 態 で あっ た Ranfaing は 、 一 連 の 狂 猫 な 質問 
と 不 下面 目 命 信 に 、 多かれ 少な か れ 、 適 切 に 答え た 。 

神父 ドン カル メ が M . de Mirville と 同じ 、 悪 魔 が 存在 する と いう 

誠 っ た 人 論 を 導い て し まっ た の は 吉 う まで も な い 。 

Ranfaing の 現象 は 学者 達 の 理解 を 超え て いた の で 、 学 者 達 は 全て 
を 地獄 の 悪魔 の せい に し た 。 

何と いう 結論 ! 

Ranfaing の 出来 事 の 深刻 な 所 は 、Ranfaing に 、 ほ れ 薬 を 飲ま せ た 
医師 ポア ロ が 、 魔 術 師 と し て 丘 難 され て 、 他 の 全て の 人 々 の 様 に 、 
反 問 で 魔術 師 で ある と 自白 させ られ て 、 燃 や され て 級 さ れ た 事 で あ 
る 


仮に 、 ポ アロ が 、 何 ら か の 飲み 薬 を 飲ま せ て 、Ranfaing の 理性 を 
本 当 に 誘惑 し た の で あれ ば 、 ポ アロ は 毒 級 犯 と し て 罰 を 受け る の が 
適切 で あろ うつ 。 

前 記 が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 吉 え る 事 で ある 。 

最も 恐ろし い 、 ほれ 薬 は 、 話 っ た 信心 に よる 神秘 主義 的 な 興奮 で 
ある 。 

「 聖 アン トニ ウス の 誘惑 」 の 夢魔 や 、St Theresa と St Angela de 
Folisny の 苦し み に 等 し い 汚れ た 淫ら な 混ぜ 物 が 存在 する で あろ う 
か ? 「 聖 アン トニ ウス の 誘惑 」 の 夢魔 や 、St Theresa と St Angela 
de Folisny の 苦し み に 等 し い 汚れ た 淫ら な 混ぜ 物 は 存在 し な い ! 


St Angela de Folisny は 、 赤 熱し た 鉄 を も て あま し た 肉体 に 当て 
て 、 物 質 的 な 火 が 隠さ れ た 情熱 を 冷や す 事 を 見 つけ た 。 

何 て 激しい 力 で 、 自 然 は 、 女 性 が 反 え た 肉欲 、 女 性 が 憎悪 を つの 
ら せ て 思い つめ 続け た 肉欲 を 求め て 、 叫 び 声 を 上 げ る の か ! 
Magdalen Bavan、de la Palud、 カ ディ エー ル の 、 呪 われ た ふり 
は 、 神 秘 主義 か ら 始 まっ た 。 

恐れ 過ぎ る と 逃れ られ な く な る 。 

円 の 中 で は 、 あ る 点 か ら 遠 ざ ご か る 2 つの 曲線 を た どる と 、2 つ の 曲 
線 は 近づい て 衝突 する 。 

ロレ ー ヌ の 裁 剤 官 ニ コラ ス レミ ー は 、 魔 女 で ある と し て 800 人 の 
女性 を 生き た まま 燃やし て 級 し た 。 

ニコ ラス レミ ー は 、 い た る 所 に 魔術 を 見 た 。 

ニコ ラス レミ ー が 何で も 魔術 に 結び つけ る の は 、 ニ コラ ス レ 
ミー の 固定 観念 で あっ た 。 

ニコ ラス レミ ー が 何で も 魔術 に 結び つけ る の は 、 ニ コラ ス レ 
ミー の 狂気 で あっ た 。 

ニコ ラス レミ ー は 魔術 師 と 戦っ 様 に 十字 軍 を 説教 し た か っ た 。 
ニコ ラス レミ ー の 自説 で は 、 ヨ ー ロ ッ パ は 魔術 師 で 、 あ ふれ て い 
た 。 

ニコ ラス レミ ー は 、 世 界 中 の 全て の 人 が 魔術 師 で 有 則 で ある と 主 
張 し た が 、 了 取り上げ て も ら え ず 、 自 暴 自 棄 に 成っ て 、 ニ コラ ス レ 
ミー 自身 が 魔術 師 で ある と 告白 する まで に 成っ た 。 

ニコ ラス レミ ー は 、 ニ コラ ス レミ ー 自 身 が 魔術 師 で ある と 告白 
し た の で 、 燃 や され て 死ん だ 。 

邪悪 な 感化 力 か ら 身 を 守る た め の 第 一 条件 は 、 想 像 で 興奮 し な い 
事 で ある 。 

多かれ 少な か れ 、 興 奮 し 易い 人 は 狂っ て いる 。 

狂気 に よっ て 、 狂 人 を 支配 で き て し まっ う 。 

幼稚 な 恐怖 と 無 際限 の 欲望 を 超越 し な さい 。 

無 上 の 知 を 信じ な さい 。 

無 上 の 知 が 存在 する 事 を 信じ な さい 。 

無 上 の 知 を 知る 手段 と し て 理解 力 を あな た に 所 えて いる 、 無 上 の 
知 は 、 あ な た の 知性 、 理 性 を 陥れ る は ず が 無い 事 を 確 依 し な さい 。 
あな た の 周り で 、 い た る 所 で 、 原 因 と 結果 が つり 合っ て いる の を 
見 る 事 が で きる 。 

理解 力 に よっ て 、 人 の 力 の 範囲 で 、 原 因 を 傾け られ て 変え られ る 
の を 見 つけ る 事 が で きる 。 

要する に 、 善 は 悪 よ り 強 い の を 見 つけ る 事 が で き る 。 

善 は 悪 よ り 優 れ て いる の を 見 つけ る 事 が で きる 。 

有限 の 中 で 論理 が 存在 する 事 を 見 な が ら 、 な せ 無 限 の 中 で 無限 の 


非 論理 的 な も の が 存在 する と 誠 っ て 推測 する の か ? 

誰 に 対し て も 、 真 理 は 隠さ れ て いな い 。 

真実 は 隠さ れ て いな い 。 

神 を 神 の 作品 の 中 に 見 る 事 が で きる 。 

神 を 神 の 業 わ ざ に 見 る 事 が で きる 。 

全て の 存在 に 対し て 、 神 は 自然 に 反する も の を 求め な い 。 

な ぜ な ら 、 神 は 自然 の 創造 主 で ある 。 

神 が 自 然 を 創造 し た 。 

信心 と は 信頼 で ある 。 

信心 と は 確信 で ある 。 

信頼 し な さい 。 

確 依 し な さい 。 

論理 を 中 傷 す る 人 を 信頼 する な か れ 。 

論理 を 中 傷 す る 人 を 信じ る な か れ 。 

な ぜ な ら 、 論 理 を 中 傷 す る 人 は 、 愚 者 か 、 詐 欺 師 で ある 。 

永遠 の 論理 を 依頼 し な さい 。 

永遠 の 論理 を 確 合 し な さい 。 

永遠 の 論理 は 神 の 吉 葉 で ある 。 

永遠 の 論理 は 神 の 吉 葉 イエ ス で ある 。 

永遠 の 論理 、 神 の 吉 葉 、 イ エス は 、 太 陽 の 様 に 差し 出さ れ た 、 こ 
の 世に 生ま れる 全て の 被 造物 で ある 人 の 直感 を 照ら す 、 本 物 の 光 で 
ある 。 

も し 絶対 の 論理 を 信じ れ ば 、 何 物 よ り も 、 も し 真理 と 正義 を 所 め 
ば 、 何 も の も 恐れ る 理由 が 無く 成る で あろ う 。 

何 も の も 索 れ な く 成 る で あろ つ 。 

愛す る に 値する も の だ け を 愛す る で あろ うつ 。 

愛さ れる に 値する も の だ け を 愛す る で あろ うつ 。 

自然 な 善人 の 光 は 無意識 に 悪人 の 光 を 兵 し り ぞ ける で あろ う 。 
な ぜ な ら 、 人 の 意思 は 人 の 光 を 統治 し て いる 。 

前 記 の 様 に 、 混 入 さ れる か も し れ な い 、 有毒 な も の が 善人 の 知性 
を 侵す 事 は 無い で あろ うつ 。 

実に 、 病 気 は 、 善 人 を 病気 に する か も し れ な い が 、 善 人 を 因 _ 人 に 
する 事 は 無い 。 

女性 が 興 稚 し 易い 者 に 成る 最大 の 原因 は 軟弱 な 偽善 的 な 教育 に 有 


る 。 
も し 女性 が 鍛錬 し て いれ ば 、 も し 女性 が 俗 世 の 問題 を あり の まま 
に 十分 に 教え られ れ ば 、 女 性 は 気まぐれ を 最小 に 抑 える で あろ っ つ 。 
結果 的 に 、 女 性 は 邪悪 な 傾向 に 動か され 難い で あろ っ うつ 。 
弱 さ は 悪徳 と 同調 する 。 
な ぜ な ら 、 悪 徳 は 弱 さ で ある 。 


悪徳 は 強 さ の 仮面 を か ぶっ た 弱 さ で ある 。 

狂気 は 恐怖 で 理性 を 抑 える 。 

全て の も の に つい て 、 狂 気 は 嘘 の 誇張 を 喜ぶ 

第 一 に 、 あ な た の 病 ん だ 知性 を 治し な さい 。 

呪い の 原因 、 ほ れ 薬 の 毒 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の 力 の 源 は 、 あ な た 
の 病 ん だ 知性 に 有る 。 

麻薬 混入 と いっ た 薬物 混入 は 、 医 者 と 法 の 問題 で ある 。 

し か し 、 人 は 、 今 も 薬物 混入 は 昔 以 上 に 行わ れ て いる と は 思わ な 
し 1。 

ラヴ レー ス の 様 な 背徳 な 男性 達 は 、 親 切な 言動 に に っ て の み 、 ク 
ラリ ッ サ の 様 な 女性 達 の 知力 を 麻痺 させ る 。 

中 世 の 様 に 、 仮 面 の 男 ど も に よる 誘拐 や 地下 手 へ の 監禁 の 様 に 、 
飲み 薬 の 混入 は 過去 の 物 と 成っ た 。 

薬物 混入 を 「the Confessional of the Black Penitents 」、「 黒い 憶 
悔 ざ ん げ 者 の 民 悔 ざん げ 室 」 と 小説 「 ユ ー ド ルフ ォ の 秘密 」 の ユー 
ドル フォ 城 の 残骸 に まで 追い 払う 必要 が 有る 。 
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太陽 の 熟達 


タロ ッ ト で 太陽 の 象徴 が 描か れ て いる 数 19 に 至っ た 。 

19 は 、 ピ タゴ ラス の 10 つ 1 組 と 、3 つ 1 組 を 3 つ 1 組 で 増やし た 、3 
組 の 3 つ 1 組 で ある 。 

19 は 、 絶 対 に 応用 し た 知 を 表す 。 

19 は 、 神 に 応用 し た 知 を 表す 。 

19 章 で は 絶対 に つい て 記す 。 

無限 の 中 の 絶対 の 探求 、 神 の 中 の 絶対 の 探求 、 無 際限 の 中 の 絶対 
の 探求 、 有 限 の 中 の 絶対 の 探求 、 絶 対 の 探求 は 、 賢 者 の 「 大 いな る 
務め 」 で ある 。 

ヘル メス は 、 絶 対 の 探求 を 、「 太 陽 の 作業 」 と 呼ん だ 。 

本 物 の 宗教 の 不動 の 基礎 の 探求 、 本 物 の 信心 の 不動 の 基礎 の 探 
求 、 哲 学 の 不動 の 基礎 の 探求 、 真 理 の 不動 の 基礎 の 探求 、 錬 金 の 不 
動 の 基礎 の 探求 、 不 動 の 基礎 の 探求 は 、 ヘル メス の 秘密 の 全て で あ 
る 。 
不動 の 基礎 と は 、 覧 者 の 石 で ある 。 
賢者 の 石 は 唯一 で あり 全て で ある 。 

分 析 に よっ て 、 賢 者 の 石 は 、 粉 々 に 分 けら れる 。 

総合 に よっ て 、 賢 者 の 石 は 、 建 て 長 さ れる 。 

分 析 中 は 、 賢 者 の 石 は 、 粉 で ある 。 

分 析 中 は 、 賢 者 の 石 は 、 卑 金属 を 金 に 変え る 錬 金 で 溶け て いる 卑 
金属 に 投入 する 賢者 の 石 の 粉 で ある 。 

分 析 前 と 総合 中 は 、 賢 者 の 石 は 、 石 で ある 。 

錬金術 師 達 は 「 覧 者 の 石 を 大 気 に さ ら す な か れ 」、「 賢 者 の 石 を 
大 衆 の 目 に さら す な か れ 」 と 話し て いる 。 

賢者 の 石 を 、 隠 す 必 要 が 有る 。 

賢者 の 石 を 、 研 究 室 の 、 無 上 の 秘密 の 容器 の 中 に 用 心して 保管 す 
る 必要 が 有る 。 

賢者 の 石 が 有る 研究 室 の 鍵 を 常に 映 に つけ る 必要 が 有る 。 

大 いな る 秘密 を 所 有する 人 は 、 全 て の 権力 者 を 超越 し た 、 本 物 の 
王者 で ある 。 

な ぜ な ら 、 大 いな る 秘密 を 所 有する 人 、 本 物 の 王者 は 、 全 て の 恐 
怖 を 近づけ な いり 。 

大 いな る 秘密 を 所 有する 人 、 本 物 の 王者 は 、 全 て の 空虚 な 希望 を 
近づけ な い 。 

宝石 の 様 な 賢者 の 石 の 一 断片 だ け で 、 神 の 粉 の 様 な 賢者 の 石 の 粉 
の 一 粒 だ け で 、 魂 や 肉体 の 全て の 病気 を 治せ る 。 


マタ イ に よる 福音 11 章 15 節 で 主 イ エス は 「 耳 の 有る 者 は 、 聞 け 」 
と 話し て いる 。 

塩 、 硫 黄 、 水 銀 は 、 補 助 的 な 元素 に 過ぎ な い 。 

塩 、 硫 黄 、 水 銀 は 、 補 助 的 な 要素 に 過ぎ な い 。 

塩 、 硫 黄 、 水銀 は 、「 大 作業 」 の 受容 的 な 道具 で ある 。 

すでに 話し た 様 に 、 全 て は パラ ケル スス が 話し て いる 精神 的 な 磁 
石 に か か っ て いる 。 

「 大 作業 」 の 全て は 溶け て いる 卑 金属 へ の 覧 者 の 石 の 粉 の 投入 に 
か か っ て いる 。 

唯一 の 吉 葉 の 、 実 践 的 な 実現 可能 な 知 が 、 溶 け て いる 卑 金属 へ の 
賢者 の 石 の 粉 の 投入 を 完全 に 果たす 。 

要 な 作業 は 、 昇 華 で ある 。 

ジャ ー ビ ル イブ ン 人 ハイ ヤー ン に よれ ば 、 昇 華 と は 、 乾 いて いる 
も の を 火 に よっ て 高め て 、 ふ さわ し い 容 器 に 定着 させ る 事 で ある 。 

大 いな る 吉 葉 を 理解 し た い 人 は 、 大 いな る 秘密 を 所 有 し た い 人 
は 、「 高 等 魔術 の 教理 」 の 原理 を 学ん だ 後に 、 錬 金 術 師 の 哲学 を 用 
心して 読み 取る べき で ある 。 

そう すれ ば 、 他 の 達 道 者 が 到達 し た 様 に 、 疑 い 無く 、 秘 伝 伝授 に 
到達 する で あろ っ つ 。 

た だ し 、 錬金術 師 の 例え 話 を 理解 する 鍵 と し て 、「 エ メラ ルド 
板 」 に 記さ れ て いる 、「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 
下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」 と いう ヘル メス の 唯一 の 
考え を 理解 する 必要 が 有る 。 

そし て 、 知 を 分 類する た め に 、 作 用 を 傾け る た め に 、 タ ロッ ト の 
カバ ラ の アル ファ ベッ ト で ある 大 アル カナ で 表 さ れ て いる 順序 を た 
どる 必要 が 有る 。 

本 書 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 22 章 で 、 タ ロッ ト の 大 アル カナ の 完全 
な 説明 を 所 え る つも り で ある 。 

パラ ケル スス の 「 化 学 の 道 ま た は 手引 き 」 は 、 大 いな る 秘密 の 神 
秘 が 記さ れ て いる 、 実 証 的 な 自然 科学 の 全て の 神秘 と 無 上 の 秘密 の 
カバ ラ が 記さ れ て いる 、 人 金銭 で は 買え な い 無 上 の 稀 赤 本 で ある 。 

バチ カン 図書 館 に 、 パ ラケル スス の 「 化 学 の 道 ま た は 手引 き 」 の 
唯一 の 手書き の 原本 が 保管 され て いる 。 

Sendivogius は 、 パ ラケル スス の 「 化学 の 道 ま た は 手引 き 」 の 写本 
を 作っ た 。 

ツ ォ ー デ ィ 男 は 「 燃 える 星 」 で 錬金術 の 教理 問答 集 を 記す 際 
に 、 パ ラケル スス の 「 化 学 の 道 ま た は 手引 き 」 の Sendivosius に よる 
写本 を 利用 し た 。 

ツ ォ ー デ ィ 男 上 の 「 燃 える 星 」 の 錬金術 の 教理 問答 集 を 、 教 養 の 
有る カバ リス ト に 、 パ ラケル スス の 「 化 学 の 道 ま た は 手引 き 」 の 代 


わり と し て 、 す すめ る 。 

ツ ォ ー デ ィ 男 上 の 「 燃 える 星 」 の 錬金術 の 教理 問答 集 で は 、 大 作 
業 の 全て の 絶対 必要 な 原理 が 、 明 確 な 形 で 、 完 全 な 形 で 、 説 明 さ れ 
て いる 。 

も し 、 ツ ォ ー デ ィ 男 の 「 燃 える 星 」 の 錬金術 の 教理 問答 集 を 学 
ん で 、 絶 対 の 真理 に 到達 で き な い 人 は 、 隠 され た 学問 の 理解 力 が 完 
全 に 欠け て いる 人 に 違い な い 。 

注釈 と し て 、 い くつ か の 吉 葉 で 、 大 作業 を 要約 し た 分 析 を 与え よ 
つ 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 自然 科 学 の 大 いな る 地 敬 する べき 錬 金 
術 師 で ある 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 『 金 を 作る 前 に 、 金 を 作れ る 様 に 成る 前 
に 、 金 を 所 有する 必要 が 有る 」 と 話し て いる 。 

人 は 、 無 か ら は 何 も 作 れ な い 。 

富 は 、 作 る 物 で は な い 。 

富 は 、 増 や す 物 で ある 。 

知 の 探求 者 は 、 達 道 者 が 不 自然 な 奇跡 を 求め て いな い 事 を 、 十 分 
に 理解 し な さい 。 

自然 科学 と いっ た 他 の 現実 的 な 学問 の 様 に 、 錬 金 術 は 、 数 学 的 に 
実証 可能 で ある 。 

正しく 作動 する 方 程 式 と 同じ くら い 、 金 術 の 物質 的 な 結果 は 正 
確 で ある 。 

錬金術 の 金 は 、 本 物 の 考え 、 影 の 無い 光 、 嘘 の 無い 真理 、 だ け で 
は な い 。 

錬金術 の 金 は 、 本 物 の 考え 、 影 の 無い 光 、 嘘 の 無い 真理 で も あ 


錬金術 の 金 は 、 物 質 的 な 、 実 際 の 、 土 の 鉱脈 で 見 つか る 最も 貴重 
な 物 、 純 金 で も ある 。 

し か し 、 水 銀 の 家 の 中 に 、 生 き て いる 黄金 、 生 き て いる 硫黄 また 
は 本 物 の 錬金術 師 の 火 を 探求 する 必要 が 有る 。 

本 物 の 錬金術 師 の 火 は 風 で 生き て いる 。 

本 物 の 錬金術 師 の 火 の 引 き 寄 せる 力 と 展開 させ る 力 を 説明 する に 
は 、 雷 に 例え る の が 最適 で ある 。 


最初 は 、 雷 は 、 乾 いた 地上 の 発散 物 で ある 。 

雷 は 、 湿 っ た 蒸気 と 結合 し て いる 。 

次 に 、 雷 は 、 雷 の 上 昇 す る 力 で 、 火 の 様 な 性 質 を 帯び て 、 雷 に 付 
き 物 で ある 湿気 に 作用 する 。 

雷 は 、 湿 気 を 引き 寄せ て 雷 の 火 の 様 な 性 質 に 変え る 。 

後に 、 雷 は 、 雷 の 固定 され る 性 質 に 似 た 、 固 定 さ れ た 物 の 性 質 に 


引き 寄せ られ て 、 速 や か に 地 に 降下 する 。 


前 記 の 、 吉 葉 は 謎 で ある が 意味 は 明確 で ある 吉 葉 は 、 硫 黄 が 結実 
させ た 、 塩 の 王者 と 変革 者 に 成っ た 、 錬 金 術 師 の 水銀 に よっ て 、 錬 
金 術 師 が 理解 する 物 を 隠さ な いで 表し て いる 。 

本 物 の 錬金術 師 の 火 、 十 、 水 銀 と は 、AZOTH、 普 記 の マグ ネ シ 
ア 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 、 命 の 光 、 霊 の 力 が 徹 殖 させ た 
も の 、 知 の 力 が 役 殖 させ た も の 、 神 の 火 に 似 て いる の で 硫黄 に 例え 
て いる も の で ある 。 

塩 と は 物質 で ある 。 

物質 的 な も の は 全て 塩 を 含ん で いる 。 

硫黄 と 水銀 を 協力 させ た 作用 に よっ て 、 塩 を 純金 に 変え る 事 が で 
きる 。 

速い 時 に は 、 一 瞬 で 、 ま た は 、1 時 間 で 、 苦 も 無く 、 ほ と ん ど 無 
料 で 、 錬 金 で きる 。 

大 気 中 の 仲介 する も の (で ある 星 の 光 ) の 傾向 が 逆風 の 時 に は 、 錬 
金 に 、 何 日 も 、 何 か 月 も 、 何 年 も か か る 。 

すでに 話し た 様 に 、2 つ の 超自然 的 な 法 が 存在 する 。 

2 つの 自然 の 法 が 存在 する 。 

2 つの 力 が 存在 する 。 

2 つの 力 は 、 相 互 に 対立 し て 、 つ り 合 っ て 調和 し て 、 も の の 普 衣 
の つり 合い を も た らし て いる 。 

2 つの 力 は 、 固 定 と 運動 で ある 。 

2 つの 力 、 固 定 と 運動 は 、 哲 学 に お ける 真理 と 発見 に 対応 し て い 
る 。 
2 つの 力 、 固 定 と 運動 は 、 神 の 概念 に お ける 必然 と 自由 に 対応 し 
て いる 。 

必然 と 自由 は 、 神 の 性 質 で ある 。 

錬金術 師 は 、 重 み が 有 る 物 に 、 中 心 の 静止 と 不動 に 向かう 傾向 が 
有る 物 に 、 固 定 さ れ た 物 と いう 名 前 を え た 。 

錬金術 師 は 、 自 然 に 容易 に 運動 の 法 に 従 つう 物 を 、 気 化し 易い 物 と 
呼ん だ 。 

錬金術 師 は 、 分 析 に よっ て 、 賢 者 の 石 を 粉々 に 分 ける 。 

分 析 と は 、 固 定 さ れ た 物 の 気化 で ある 。 

錬金術 師 は 、 総 合 に よっ て 、 賢 者 の 石 を 建て 衣 す 。 

総合 と は 、 気 化し 易い 物 の 固定 で ある 。 

錬金術 師 は 、 固 定 さ れ た 物 を 、 覧 者 の 塩 と 呼ん で いる 。 

錬金術 師 は 、 秘 密 の 作用 に よっ て 傾け られ た 命 の 光 、 秘 密 の 作用 
に よっ て 全能 に 成っ た 命 の 光 を 、 硫 化 水銀 と 呼ん で いる 。 

錬金術 師 は 、 硫 化 水銀 を 、 賢 者 の 塩 に 応用 し て 、 気 化し 易い 物 を 


固定 する 。 

(硫化 水銀 は 硫黄 が 水銀 と 結合 し た も の で ある 。) 

前 記 の 方 法 で 、 錬 金 術 師 は 、 全 て の 自然 を 所 有する 。 

賢者 の 石 は 、 塩 が 有る 所 で 見 つか る 。 

吉 い 換え る と 、「 大 作業 」 と 無縁 な 物質 は 存在 し な い 。 

「 大 いな る 務め 」 と 無縁 な 者 は 存在 し な い 。 

全て の 者 は 「 大 いな る 務め 」 に 関係 する 。 

劣っ て 見 える も の を 人 金 に 変え られ る 。 

前 記 は 、 正 し い 。 

すでに 話し た 様 に 、 全 て の も の は 、 基 礎 の 塩 を 含ん で いる 。 
基礎 の 塩 を 、 立 方 体 の 石 に よっ て 人 徴 的 に 表し て いる 。 

タロ ッ ト の 22 の 鍵 を 要約 し た バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス の 12 
の 鍵 の 前 の 象徴 的 な 普通 の 絵 で は 、 基 礎 の 塩 を 、 立 方 体 の 石 で 描い 
て いる 。 

全て の も の か ら 、 全 て の も の の 中 に 隠さ れ て いる 、 純 粋 な 塩 を 抽 
出す る 方 法 を 知る 事 は 、 賢 者 の 石 の 秘密 を 所 有する 事 で ある 。 
賢者 の 石 は 、 塩 の 石 で ある 。 

オド 、 ま た は 、 普 遍 の 星 の 光 は 、 覧 者 の 石 、 塩 の 石 を 、 粉 々 に 分 
けた り 、 建 て 青 す 。 

賢者 の 石 、 塩 の 石 は 、 唯 一 で あり 全て で ある 。 

な ぜ な ら 、 普 通 の 塩 の 様 に 、 賢 者 の 石 、 塩 の 石 を 分 ける 事 が で き 
る 。 
普通 の 塩 の 様 に 、 賢 者 の 石 、 塩 の 石 を 他 の も の と 混ぜ る 事 が で き 


分 析 に よっ て 得 ら れ た 、 覧 者 の 石 の 粉 は 、 普 遍 の 塩化 第 二 水銀 と 
吉 え る か も し れ な い 。 

(塩化 第 二 水 銀 は 劇 楽 で ある 。 ) 

総合 に よっ て 建て 直さ れ た 、 覧 者 の 石 は 、 古 代 人 が 万 能 薬 と 呼ん 
だ も の で ある 。 

な ぜ な ら 、 覧 者 の 石 は 、 魂 や 肉体 の 全て の 病気 を 治す 。 

賢者 の 石 は 、 全 て の 自然 へ の 楽 と 吉 え る 。 

神 の 秘伝 伝授 に よっ て 、 普遍 の 代行 者 の 力 を 操作 で きる 人 は 、 賢 
者 の 石 を 常に 手中 に する 。 

な ぜ な ら 、 覧 者 の 石 の 抽出 は 、 溶 け て いる 卑 金属 へ の 賢者 の 石 の 
粉 の 投入 や 金属 か ら 金 を も つけ る 事 と 異な り 、 簡 潔 で 容易 で ある 。 

昇華 中 の 賢者 の 石 を 大 気 に さ ら す な か れ 。 

大 気 は 、 昇 華中 の 賢者 の 石 を 分 解 し て 、 賢 者 の 石 の 力 を 失わ せ 
る 。 
さら に 、 賢者 の 石 の 蒸気 を 吸 つ と 危 陸 で ある 。 
賢者 は 、 賢 者 の 石 の 自然 の 外皮 で 、 賢 者 の 石 を 保管 する 。 


賢者 は 、 賢 者 の 意思 の 力 だ け で 、 賢 者 の 石 を 抽出 で きる 事 を 知っ 
て いる 。 

賢者 は 、 普 遍 の 代行 者 を カバ リス ト が 外皮 と 呼ん で いる 物 に 応用 
する だ け で 、 賢 者 の 石 を 抽出 で きる 事 を 知っ て いる 。 

前 記 の 、 思 慮 の 法 を 象徴 的 に 表す た め に 、 エ ジ プ ト の 賢者 は 、 へ 
ル マ ニ ビス と し て 擬人 化し た 、 賢 者 の 水銀 を 、 犬 の 頭 で 表 し た 。 
賢者 は 、 神 殿 騎 士 団 の バフ ォ メ ッ ト 、 ま た は 、 サ バト の 王子 、 安 
息 日 の 王子 と し て 擬人 化し た 、 賢 者 の 硫黄 を 、 ヤ ギ の 頭 で 表 し た 。 
ヤギ の 頭 は 、 中 世 の 秘 密 結 社 に 、 汚 名 を 着せ た 。 

鉱物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 は 鉱物 だ け で ある 。 

し か し 、 鉱 物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 と は 、 金 属 で は な い 。 
鉱物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 と は 、 人 金属 化し た 塩 で ある 。 
錬金術 師 は 、 鉱 物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 、 金 属 化 し た 塩 
を 、 果 実に 似 て いる の で 、 植 物 と 呼ん で いる 。 

また 、 錬金術 師 は 、 鉱 物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 、 金 属 化 し 
た 塩 を 、 一 種 の 乳 と 血 を も た ら す の で 、 動 物 と 呼ん で いる 。 

鉱物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 、 金 属 化 し た 塩 だ けが 、 火 を 含 
ん で いる 。 

火 に よっ て 、 鉱 物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 、 金 属 化 し た 塩 を 
分 解す る 必要 が 有る 。 
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奇跡 を 起こ す も の 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 奇 跡 と は 、 原 因 が 例外 的 で ある 自然 な 結果 
で ある 、 と 定義 し た 。 

肉体 に お ける 奇跡 と は 、 人 の 意思 が 肉体 に 赴 接 的 に 作用 する 事 、 
また は 、 少 な く と も 、 人 の 意思 が 肉体 に 目 に 見 えな い 手 段 で 作用 す 
る 事 で ある 。 

精神 に お ける 奇跡 と は 、 一 瞬 ま た は 一定 時 間 内 で 他人 の 意思 や 知 
に 感化 を 与え て 、 他 人 の 思考 を 操作 で きる 事 、 他 人 の 固い 決意 を 変 
えれ る 事 、 他 人 の 激しい 肉欲 を し びれ させ れる 事 で ある 。 

大 雷 は 、 奇 跡 が 、 原 因 の 無い 結果 で ある 、 と 斉 解 し て いる 。 

大 は 、 奇 跡 が 、 自 然 の 矛盾 で ある 、 と 記 解 し て いる 。 

大 衆 は 、 奇 跡 が 、 神 の 気まぐれ で ある 、 と 斉 解 し て いる 。 

大 衆 は 、 原 因 の 無い 結果 、 自 然 の 矛盾 、 神 の 気 ま で れ の うち の 1 
つ だ け で も 普遍 の 調和 を 破壊 し て 、 世 界 を 混乱 に 陥れ る 、 と 理解 し 
て いな い 。 

神 に すら 不可 能 な 奇跡 が 存在 する 。 

神 に すら 不可 能 な 奇跡 と は 、 非 論理 的 な 奇 上 跡 で ある 。 

仮に 、 一 瞬 で も 、 神 が 非 論理 的 で あれ ば 、 次 の 瞬間 に 、 神 か 世界 
は 存在 し な く 成 る で あろ うつ 。 

神 と いつ 審 章 者 に 、 原 因 と つり 合わ な い 結 果 や 、 原 因 の 無い 結果 
を 期待 する 事 は 、 神 へ の 冒 流 と 吉 え る 。 

原因 と つり 合わ な い 結 果 や 、 原 因 の 無い 結果 を 期待 する 事 は 、 虚 
無 に 身投げ する 事 で ある 。 

神 は 、 神 の 作品 に よっ て 、 働 きか ける 。 

天 で は 、 神 は 、 天 使 に よっ て 、 働 きか ける 。 

地上 で は 、 神 は 、 人 に よっ て 、 働 きか ける 。 

前 記 の 様 に 、 天 使 の 力 の 範囲 内 で 、 天 使 は 、 神 に 可能 な 全て の 事 


を 成就 で きる 。 
人 の 力 の 範囲 内 で 、 人 は 、 全 能 で ある 神 と 同様 に 、 物 事 を 処理 で 
きる 。 


人 が 理解 し て いる 神 と は 、 思 いや り が 創造 し た 神 で ある 。 

人 が 理解 し て いる 神 と は 、 人 性 が 創造 し た 神 で ある 。 

人 は 、 神 が 、 神 の 像 に か た どっ て 人 を 創造 し た と 考え て いる 。 
(創世 記 1 章 27 節 「 神 は 神 の 像 に か た どっ て 人 を 創造 し た 」) 

な ぜ な ら 、 人 は 、 人 の 像 に か た どっ て 神 を 創造 し た 、 と 吉 え る 。 
人 の 領域 は 、 地 上 の 肉体 的 な 目 に 見 える 物 で ある 、 と 吉 え る 。 
も し 人 が 恒星 や 惑星 と いっ た 星々 を 統治 で き な く て も 、 少 な く と 


も 、 人 は 星々 の 軌道 と 距離 を 計算 し て 、 人 の 意思 を 星々 の 感化 力 に 
結び つけ る 事 が で きる 。 

人 は 大 気 を 変え る 事 が で きる 。 

人 は 、 あ る 程度 まで 季節 に 働き か ける 事 が で きる 。 

人 は 、 隣 人 を 治し た り 傷 つけ る 事 が で きる 。 

人 は 、 命 を 維持 し た り 死 を 与え る 事 が で きる 。 

命 の 維持 に は 、 復活 が 含ま れる 。 

いく つか の 場合 に は 復活 が 可能 で ある 事 は 、 す で に 確証 し た 。 

絶対 の 論理 と 絶対 の 意思 は 、 人 が 到達 で きる 様 に 、 神 が 人 に え 
た 、 無 上 の 大 いな る 力 で ある 。 

絶対 の 責 理 と 旨 対 の 意思 と いう 力 に よっ て 、 達 道 者 は 、 奇 跡 と い 
つう 名 前 で 大 衆 が 驚 く 事 を 、 実 現す る 。 

第 一 に 、 奇 跡 を 起こ す 人 は 、 意 思 が 完全 に 清らか で ある 、 必 要 が 
有る 。 

第 二 に 、 奇 跡 を 起こ す 人 に は 、 奇 跡 を 起こ す の に 適し た 流れ と 、 
無限 の 確信 が 、 必 要 で ある 。 

何 も の も 恐れ ず 、 何 も の も 肉欲 で 望ま な い 人 は 、 全 て の も の の 王 
者 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 4 章 の 、 神 の 子 イ エス が 荒れ 野 で 汚れ た 幸 に 3 回 
勝利 する と 天使 が イエ ス に 仕え た と いう 、 象徴 的 な 美しい 話 の 意味 
は 、「 何 も の も 恐れ ず 、 何 も の も 肉欲 で 望 まな い 人 は 、 全 て の も の 
の 王者 で ある 」 と いう つう 事 で ある 。 

論理 的 な 自由 意思 は 、 地 上 の 全て の も の を 圧倒 する 。 

覧 者 が 「 私 は 望む お 」 と 話す 時 、 神 も 、 そ れ を 望ん で いる 。 

賢者 が 命 信 する 全て の 事 は 実現 する 。 

医者 の 知 と 確 合 が 、 医 者 が 処方 する 薬 の 力 を 形成 する 。 

奇跡 だ けが 現実 の 有効 な 治療 で ある 。 

奇跡 だ けが 現実 の 有効 な 薬 で ある 。 

前 記 の 様 に 、 隠 され た 治療 法 は 、 大 則 の 治療 法 と 異な る 。 

隠さ れ た 治療 法 で は 、 主 に 、 吉 葉 と 息 を 利用 する 。 

隠さ れ た 治療 法 で は 、 意 思 に よっ て 、 力 を 水 、 オ リー プ オ イル 、 
赤ワイン 、 カ ン フ ル 、 塩 に 与え る 。 

ホメ オ パ シ ー の 水 は 、 確 合 に よっ て 作用 する 、 磁 化 さ れ た 魔術 が 
か けら れ た 水 で ある 。 

水 に 加え られ た 、 極 小 の 量 の 、 動 くも の は 、 医 者 の 意思 の 実現 、 
表れ で ある 。 

(プラ シー ポ ボ 効 果 の 様 に 、) 大 則 が 、 は っ た けり と 呼ん で いる 、 確信 
させ る 事 は 、 確 信 を 抱か せ て 確 合 の 輪 を 形成 する 十分 な 技量 が 有 れ 
ば 、 医 術 で 現実 の 成功 を も た ら す 大 いな る 手段 に 成る 。 

医術 で は 、 特 に 、 確 信 が 救う 。 


ほとん どの 村 に は 隠さ れ た 薬 の 薬師 が いる 。 

隠さ れ た 薬 の 薬師 は 、 ほ と ん ど 全 て の 場所 に いる 。 

隠さ れ た 薬 の 薬師 は 、 常 に 、 公 認 の 医者 より 、 比 較 に 成ら な い ほ 
ど 成功 し て いる 。 

隠さ れ た 薬 の 薬師 が 処方 する 薬 は 、 不 思 議 また は 非 論理 的 な 場合 
が 有る 。 

隠 され た 薬 は 不思議 ま た は 非 衣 渦 理 的 な 方 ほう が 良 く 効 く 。 

な ぜ な ら 、 隠さ れ た 薬 は 不思議 また は 非 軟 理 的 な 方 ほう が 、 楽師 
と 患者 の 確信 を より 求め て 実現 する 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 知人 に 老 商 人 が いた 。 

老 商 人 は 奇人 で あっ た 。 

老 商人 は 気 高 い 宗教 的 な 感情 を 持っ て いた 。 

老 商 人 は 、 フ ラン ス の 、 あ る 県 で 、 商 売 を 引退 し た 後 、 キ リス ト 
教 的 な 思い や りか ら 、 無 料 で 、 隠 され た 医術 を 始め た 。 

商人 で あっ た 、 隠 され た 医者 の 特効薬 は 、 オ リー プ ブ オ イル 、 息 、 
祈り だ け で あっ た 。 

隠さ れ た 医者 は 違法 な 医療 行為 を し た と し て 訴え られ た 。 

し か し 、 そ れ で 、 隠 され た 医者 が 約 5 年 間 で 1 万 人 を 治 し た 事 が 公 
に 証明 され た 。 

また 、 隠 され た 医者 を 信頼 する 人 々 の 数 が 当該 する 地方 の 全て の 
医者 を 脅かす 割合 で 増え て いた 事 が 公 に 証明 され た 。 

ル マン の 、 貧 し い 修 道 女 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス は 、 少 し 狂っ て い 
る と 思わ れ て いた が 、 独 自 に 考え 出し た 飲み 薬 と 湿布 薬 に よっ て 、 
地方 一 帯 の 全て の 病人 を 治 し た 。 

飲み 薬 は 体内 に 飲み 込ま れ て 、 湿 布 薬 は 体外 に は られ て 、 病 気 
は 、 普 馬 の 万 能 薬 で ある ジェ ー ン フラ ン シ ス の 飲み 薬 か 湿布 薬 か ら 
逃げ られ な か っ た 。 

湿布 薬 は 湿布 薬 を は る 必要 が 有る 場所 の 肌 に だ け 、 は けり つい た 。 

湿布 薬 は 湿布 薬 を は る 必要 が 無い 場所 の 肌 に は 、 は りつ か な い 
で 、 自 然 と 、 め くれ て 、 は が れ 落 ち た 。 

善き 修道 女 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス は 、 湿 布 薬 が 、 湿 布 薬 を は る 必要 
が 無い 場所 の 肌 に は 、 は けり つか な いで 、 自 然 と 、 め くれ て 、 は が れ 
落ち る 、 と 主張 し た 。 

ジェ ー ン フラ ン シ ス の 患者 達 は 、 湿 布 薬 が 、 湿 布 薬 を は る 必要 が 
無い 場所 の 肌 に は 、 は りつ か な いで 、 自 然 と 、 め くれ て 、 は が れ 落 
ちる 、 と 証 吉 し た 。 

奇跡 を 起こ し た 人 ジェ ー ン フラ ン シ ス も 違法 な 医療 行為 を し た と 
し て 訴え られ た 。 

な ぜ な ら 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス は 、 地 方 一 帯 の 全て の 医者 の 仕事 
を 奪っ て し まっ た 。 


ジェ ー ン フラ ン シ ス は 修道 院 に 閉じ 込め られ た 。 

し か し 、 す ぐに 、 週 に 1 日 以上 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス を 修道 院 の 
外 に 出す 事 に 成っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 修 道 女 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス の 外出 日 に 、 
ジェ ー ン フラ ン シ ス に 病気 を 診 て も ら う ため に 、 地 方 の 人 々 が 
ジェ ー ン フラ ン シ ス を 囲ん で いる の を 見 た 事 が 有る 。 

夜通し 旅 を し て 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス を 訪ね た 人 々 が いた 。 

ジェ ー ン フラ ン シ ス の 診察 の 番 を 待っ て 、 修 道 院 の 門 で 横 に 成っ 
て いた 人 々 が いた 。 

ジェ ー ン フラ ン シ ス の 飲み 薬 と 湿布 薬 を 受け 取る まで 、 地 面 に 横 
に 成っ て いた 人 々 が いた 。 

どの 病気 に 対し て も ジェ ー ン フラ ン シ ス の 飲み 薬 と 湿布 薬 は 同じ 
で あっ た 。 

ジェ ー ン フラ ン シ ス に と っ て 患者 の 病気 を 知る 事 は 不要 に 思わ れ 
Fa 内 

し か し 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス は 、 常 に 、 丘 常に 用 心して 、 患 者 の 
話 を 聴い た 。 

ジェ ー ン フラ ン シ ス は 、 病 気 の 性 質 を 聴い た 後 で の み 、 特 効 薬 で 
ある 飲み 薬 と 湿布 薬 を 渡し た 。 

病気 に つい て 聴い て 、 医 者 と 患者 の 意思 を 導く 事 は 、 魔 術 的 な 秘 
訣 で ある 。 

(医者 と 患者 の ) 意 思 を 導く 事 は 、 病 気 に 特 化 し た 力 を 薬 に 与え 
た 。 

薬 自体 に は 力 が 無い 。 

意思 が 力 を 薬 に 提 え る 。 

ジェ ー ン フラ ン シ ス の 飲み 薬 は 、 香 辛 科 で 味つけ し た 、 赤 ワイ ン 
な どの 蒸留 酒 ブ ラン デー を 苦い 薬草 の 汁 に 混ぜ た 物 で ある 。 

ジェ ー ン フラ ン シ ス の 湿布 は 、 蛇 の 毒 な ど へ の 解毒 薬 テリ アカ 
と 色 や 匂い が 似 て いた 。 

( 蛇 の 毒 な ど へ の 解毒 薬 テ リア カ は 薬 を ハチ ミツ に 混ぜ た 物 で あ 
る 。) 

多分 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス の 湿布 薬 は 、 薬 を ブル ゴー ニュ の 樹脂 
に 混ぜ た 物 で ある 。 

し か し 、 ど ん な 物質 で あろ うと も 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス の 飲み 薬 
と 湿布 薬 は 奇跡 を 起こ し た の で ある 。 

ジェ ー ン フラ ン シ ス の 地方 一 帯 の 人 々 は 、 修 道 女 ジ ェ ー ン フラ 
ン シ ス の 奇跡 を 疑 つう 人 に 、 怒 る で あろ っ つ 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 パ リ の 近く で 、 病 人 を 治す 奇跡 を 起こ し た 
老 庭 師 を 知っ て いた 。 

老 庭 師 は 使徒 ヨ 人 ルネ の 全て の 楽 草 の 汁 を 薬 瓶 に つめ て いた 。 


老 庭 師 は 使徒 ヨ 人 ルネ の 薬草 の 汁 で 病人 を 治し た 。 

し か し 、 老 庭師 に は 、 懐 疑 者 、 無 神 論者 、 不 舘 心 者 の 兄弟 が い 
た 。 

懐疑 者 、 無 神 論者 、 不 信心 者 の 兄弟 は 、 魔 術 師 の 老 庭 師 を 笑い も 
の に し た 。 

貧し い 老 庭師 は 、 懐 疑 者 、 無 神 論者 、 不 信心 者 の 兄弟 に 笑い も の 
に され て 圧倒 され て し まっ た 。 

老 庭 師 は 、 自 身 を 疑い 始め て し まっ た 。 

老 庭 師 は 、 病 人 を 治す 奇跡 を 全く 起こ せな く 成 っ た 。 

病人 は 、 老 庭師 を 疑う 様 に 成っ た 。 

病人 を 治す 奇跡 を 起こ し て いた 老 庭 師 は 、 悪 口 を 吉 わ れ て 絶望 し 
て 、 手 っ て 死ん で し まっ た 。 

Vibraie の 教区 司祭 Abbe Thiers の 興味 深い 「 迷 信 に つい て 」 に 、 
ある 女性 の 話 が 記さ れ て いる 。 

ある 女性 は 、 目 の 、 重 い 炎 症 に 苦し ん で いた 。 

ある 女性 の 目 の 炎 症 は 突然 、 不 思 議 な 方 法 で 治っ た 。 

ある 女性 は 魔術 に 頼っ た 事 を ある 祭司 に 告白 し た 。 

ある 女性 は 、 タ リス マン を ある 聖職 者 に 長い 間 し つこ く 求 め た 。 
な ぜ な ら 、 あ る 女性 は 、 あ る 聖職 者 が 魔術 師 で ある と 思っ た 。 
つい に 、 あ る 右 職 者 は 羊 皮 低 の 巻物 を ある 女性 に 渡し て 、 新 鮮 な 
水 で 日 に 3 回 、 目 を 洗う 様 に すす め た 。 

ある 祭司 は 、 あ る 女性 に 羊 皮 低 の 巻物 を 手放さ せ た 。 

羊 皮 低 の 巻物 に は 「 悪 魔 よ 、 彼 女 の 目 を 取り 出し て 、 空 いた 場所 
に 拝 港 物 を 満た し な さい 」 と いう 吉 葉 が 記さ れ て いた 。 

ある 祭司 が 、 あ る 女性 に 羊皮紙 の 巻物 の 吉 葉 を 訳し て 伝え る と 、 
ある 女性 は 区 い た 。 

し か し 、 あ る 女性 は 治っ た の で ある 。 

息 は 、 隠 され た 医術 の 最 重 要 な 実践 の 1 つ で ある 。 

な ぜ な ら 、 息 は 、 命 を 伝え る 完全 な 象徴 で ある 。 

事実 、 生 気づけ る と は 、 何 も の か に 息 を 吹き 込む 事 を 意味 する 。 
ヘル メス の 唯一 の 考え に よっ て 、 知 っ て いる 通り 、 も の の 力 が 吉 
葉 を 創造 し た 。 

概念 と 吉 葉 の 間 に は 正確 な つり 合い が 存在 する 。 

概念 と 吉 葉 は つり 合っ て いる 。 

吉 葉 は 概念 の 最初 の 形 で ある 。 

吉 葉 は 概念 の 吉 葉 の 上 で の 実現 で ある 。 

温か い 息 や 冷た い 息 は 引き 寄せ た けり 兵 し り ぞ ける 。 

温か い 息 は 陽 電 気 に 対応 する 。 

冷た い 人 息 は 電気 に 対応 する 。 

電気 的 な 神経 質 な 動物 は 冷た い 息 を 嫌がる 。 


親 し さ が し つこ い 猫 に 試し に 冷た い 息 を 吹き か ける と 嫌がる で あ 
ろう つ 。 

ライ オン や ぜ や 虎 を 、 じ っ と 見 つめ て 冷た い 息 を 顔 に 吹き か ける 事 に 
よっ て 、 驚 か せ て 退 し り ぞ ける 事 が で きる で あろ っ うつ 。 

長い 温か い 息 は 、 血 の 循環 を 回 復 す る 。 

温か い 息 は 、 リ ュー マチ 、 痛 風 の 痛み を 治す 。 

温か い 息 は 、 体液 の 調和 を 回 復 す る 。 

温か い 息 は 、 疲 労 、 だ る さ を 雲 散 邑 消 させ る 。 

気に入っ て いる 善い 人 の 温か い 息 は 、 普 旭 の 鎮静 薬 と し て 作用 す 
る 。 

冷た い 息 は 、 充 血 や 流体 の 蓄積 が も た ら す 痛み を 和らげ る 。 

人 の 器官 の 両極 性 に 従っ て 、 一 方 の 極 の 器官 と 他方 の 極 の 器官 で 
正反対 と 成る 息 を 吹き か け て 、 対 極 の 磯 気 が 治す 様 に 、 温 か い 息 と 
冷た い 息 を 互い 違い に 用 いる 必要 が 有る 。 

前 記 か ら 、 片 目 だ け 炎症 し た 目 を 治す に は 、 温 か い 息 を 炎症 し て 
いな い 目 に 優し く 吹 きか け 、 冷 た い 息 を 炎症 し た 目 に 温か い 息 と 同 
じ 様 に つり 合う 様 に 吹き か ける 必要 が 有る 。 

磁気 の 催眠 術 の 、 遅 い 温か い 手 の 動き と 、 速 い 冷 た い 手 の 動き 
は 、 温 か い 息 と 、 冷 た い 息 と 、 同 じ 結 果 を も た ら す 。 

遅い 温か い 手 の 動き と 、 速 い 冷 た い 手 の 動き は 、 内 的 な 空気 の 放 
射 に よる 、 本 物 の 息 で ある 。 

内 的 な 空気 は 、 命 の 光 で 、 青 い 焼 りん 光 を 放つ 。 

遅い 温か い 手 の 動き は 、 温 か い 息 に 対応 する 。 

遅い 温か い 手 の 動き と 、 温 か い 息 は 、 精 神 を 鼓舞 し 奮い立た せ 
る 。 

速い 冷た い 手 の 動き は 、 冷 た い 息 に 対応 する 。 

速い 冷た い 手 の 動き と 、 冷 た い 息 に は 、 分 散 さ せる 性 質 が 有る 。 

速い 冷た い 手 の 動き と 、 冷 た い 息 は 、 充 血 に 向かう 傾向 を 中 和 す 
る 。 
遅い 温か い 手 の 動き と 、 温 か い 息 は 、 圧 か ら 右 へ 、 右 か ら 左 へ 、 
下 か ら 上 へ 、 動 か すべ き で ある 。 

速い 冷た い 手 の 動き と 、 冷 た い 息 は 、 上 か ら 下 へ 、 動 か す と 、 よ 
!) 効果 的 で ある 。 

人 は 口 と 上 鼻 だ け で 呼吸 し て いる わけ で は な いり!。 

人 は 口 と 鼻 以 外 で も 呼吸 し て いる 。 

人 の 体 の 普遍 の 流体 の 透過 性 は 、 本 物 の 呼吸 器官 で ある 。 

人 の 体 の 普遍 の 流体 の 透過 性 は 、 不 十分 で ある が 、 命 と 健康 に 役 
つう 。 

指先 は 、 神 経 の 終端 で ある 。 

人 は 思い 通り に 、 指 先 で 星 の 光 を 放射 し た り 引 き 寄 せる 事 が で き 


接触 を 伴わ な い 手 の 動き は 、 簡 潔 な 軽い 息 で ある 、 と 吉 え る 。 
接触 は 、 手 の 動き と 、 息 に 、 共 感 と 、 つ り 合 い の と れ た 印象 を 王 
える 。 

接触 は 、 催 眠 術 の 初期 の 段階 の 妄想 を 防ぐ の に 良い 。 

接触 は 、 催 眠 術 の 初期 の 段階 の 妄想 を 防ぐ の に 必要 で ある 。 

な ぜ な ら 、 接 触 は 、 体 の 現実 の 交流 に よっ て 、 脳 に 忠告 し て 、 さ 
ま よ っ て いる 想像 を 現実 に 呼び 戻す 。 

し か し 、 目 的 が 磁気 の 催眠 術 を か ける だ け で あれ ば 、 接 触 は 長 過 
ぎる な か れ 。 

目的 が 、 磁 気 の 催 眠 術 と いう より は むし ろ 、 復活 の 儀式 や マッ 
サー ジ で あれ ば 、 長 い 接 触 は 役立つ 、 と 吉 え る 。 

キリ スト 教徒 が 最も 曳 散 する 本 、 聖 書か ら の 復活 の 儀式 の いく つ 
か の 手 本 を 、 す で に 記し た 。 

大 衆 が 復活 と 呼ん で いる 様 に 、 復 活 の 儀式 は 、 治 せな い 様 に 見 え 
る 家 睡 状態 の 治療 法 で ある 。 

現在 で も 東 で は マッ サー ジ を 大 い に 頼 り に し て いる 。 

東 で は 公 箇 浴 場 で マッ サー ジ は 行わ れ て いる 。 

マッ サー ジ は 、 摩 擦 、 牽 引 、 圧 迫 の 体系 で ある 。 

マッ サー ジ は 、 器 官 全 て に 、 筋 肉 全 て に 、 ゆ っ くり 行わ れる 。 
マッ サー ジ は 、 力 の 調和 を 回 復 す る 。 

マッ サー ジ は 、 完 全 に 休ん だ 様 な 感じ と 、 十 分 な 良い 感じ を も た 
ら す 。 

マッ サー ジ は 、 動 き と 力 が 回 復 し た 感じ を も た ら す 。 

隠さ れ た 医者 の 力 の 全て は 、 自 分 の 意思 の 自覚 に 存在 する 。 
隠さ れ た 医者 の わざ の 全て は 、 患 者 に 確信 さ せる 事 に 存在 する 。 
マタ イ に よる 福音 17 章 20 侵 で 主 イ エス は 「 確信 が 有 れ ば 、 不 可能 
は 無い 」 と 話し て いる 。 

隠さ れ た 医者 は 、 表 情 、 声 、 身 振り 手振り で 、 患 者 を 統治 する 必 
要 が 有る 。 

隠さ れ た 医者 は 、 父 の 様 な 思い や り で 、 確信 を 患者 に 抱か せる 必 
要 が 有る 。 

隠さ れ た 医者 は 、 適 切な 陽気 な 会 話 で 、 患 者 を 陽気 に させ る 必要 
が 有る 。 

ラブ レー は 、 本 人 が 思っ て いる より も 大 魔術 師 で あっ た 。 

ラブ レー は 、 ラ ブ プレー の 「 パ ンタ グリ ュ エ ル 物 語 」 の 様 な 笑わ せ 
る 物 を 、 特 効 薬 、 万 能 薬 に し て いた 。 

ラブ レー は 、 患 者 を 笑わ せ た 。 

ラブ レー が 、 患 者 を 笑わ せ た 後に 薬 を 渡し た 結果 、 患 者 を 笑わ せ 
た 後に 薬 を 渡し た 方 ほう つが より 良く 成っ た 。 


ラブ レー は 、 笑 わせ る 事 で 、 医 者 の ラブ レー と 患者 の 間 に 磁 気 の 
共感 を 確立 し た 。 

笑わ せる 事 に よる 磁気 の 共感 に よ に っ て 、 ラ ブレ ー は 、 ラ ブレ ー の 
確信 と 陽気 を 患者 に 伝え た 。 

ラブ レー は 、 ラ ブレ ー の 本 の 序文 で 、 患 者 を 「 私 の 名 高い 客 」 と 
呼ん で 、 患 者 を 喜ば せ た 。 

ラブ レー は 、 本 を 患者 に ささ げた 。 

ラブ レー の 「 ガ ル ガ ン チュ ア 物 語 」 と 「 パ ンタ グリ ュ エ ル 物 語 」 
は 、 宗 教 対立 や 内 戦 の 時 代 に 、 全 て の 医者 が 誇っ て いる より 、 黒 胆 
汁 の 憂鬱 、 狂 気 に 向かう 傾向 、 黒 胆汁 の 憂鬱 な 陰気 な 気まぐれ を 治 
し た と 確信 し て いる 。 

隠さ れ た 薬 の 精髄 は 共感 で ある 。 

医者 と 患者 の 間 に 、 相 互 の 愛情 、 ま た は 、 少 な く と も 、 本 物 の 善 
意 が 必要 で ある 。 

飲み 薬 の 本 来 の 力 は 非常 に 小さ い 。 

医者 と 患者 の 合意 に よっ て 、 楽 は 薬 に 成る 。 

医者 と 患者 の 合意 が 、 薬 の 力 を 形成 する 。 

ホメ オ パ シ ー で は 、 薬 を 用 いな い が 、 不 都合 は 生じ な しい!。 

塩 か カン フル を 混ぜ た 、 オ リー プ オ イル と 赤ワイン で 、 病 気 を 治 
せる 。 

ルカ に よる 福音 10 章 34 節 の 「 善き サマ リア 人 の 例え 」 で 、 オ リー 
ブ オ イル と 赤ワイン は 、 マ ッ サ ー ジ の た め の 主 な 薬 、 ま た は 、 痛 み 
を 和らげ る 主 な 外用 薬 で ある 。 

オリ ー ブ オ イル と 赤ワイン は 、 ル カ に よる 福音 10 章 34 節 の 「 善き 
サマ リア 人 」 の 慰め に 、 形 を 所 え て いる 。 

預 吉 者 で ある 使徒 ヨ 人 ルネ は 、 最 後 の 災 い を 記す 前 に 、 希 望 を 残す 
た め に 、 多 数 の 傷つく 者 へ の 救い を 残す た め に 、 報 復 す る 力 で ある 
神 の 聖霊 に オリ ー プ オイ ル と 赤ワイン を 損なわ な い 様 に 祈っ て 、 ヨ 
八 ネ の 環 示 録 6 章 6 人 で 「 オ リー プ オ イル と 赤ワイン を 損なう な か 
れ 」 と 記し て いる 。 

「 病 者 へ の 塗 油 」 と 呼ば れる 物 は 、 主 イエ ス の 口伝 で ある マル コ 
に よる 福音 6 章 13 節 と 、 ヤ コブ の 手紙 5 章 14 節 か ら 15 節 で 記さ れ て 
いる 、 最 初 の 数 世紀 の キリ スト 教徒 と 、 使 徒 ヤ コブ の 精神 、 知 の 持 
ち 主 の 、 医 術 の 純粋 な 簡潔 な 実践 で ある 。 

世界 中 の 舘 心 深い 者 へ の 、 ヤ コ プ の 手紙 5 章 14 節 で 「 あな た た ち 
の 中 で 病気 の 人 は 、 教 会 の 長老 の 祭司 を 呼ん で 、 主 の 名 前 に お いて 
オリ ー プ ブ オ イル を 塗っ て も らい 祈っ て も らい な さい 」 と いう 教え が 
記さ れ て いる 。 

「 病 者 へ の 塗 油 」 と いう 神 の 治療 の 知 は 徐々 に 失わ れ た 。 

「 病 者 へ の 塗 油 」 は 死ぬ 用 意 と し て 必要 な 宗教 的 な 形式 的 な 儀式 


と 謀 解 され る 様 に 成っ た 。 

清め の られ た オリ ー プ オイ ル の 奇跡 の 力 は 、 口 伝 の 教え に よっ て 、 
記録 か ら 完 全 に は 消さ れ な か っ た 。 

オリ ー ブ オ イル の 奇跡 の 話 は 、「 病 者 へ の 塗 油 」 に つい て の 教理 
問答 集 の 一 部 に 、 残 され て いる 。 

最初 の 数 世紀 の キリ スト 教徒 の 間 で は 、 確 合 と 思い や り が 、 無 上 
治す 力 で あっ た 。 

肉体 の 病気 の 原因 の 多数 は 、 心 の 病気 で ある 。 

人 は 魂 を 走 す 事 か ら 始め る 必要 が 有る 。 

人 は 殊 を 治す 事 か ら 始 め る 必要 が 有る 。 

魂 を 去 せ ば 、 肉 体 も 速やか に 治せ る で あろ う 。 

魂 を 治せ ば 、 肉 体 も 速やか に 治せ る で あろ う 。 
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預 吉 者 の 知 


21 章 で は 、 予 詩 に つい て 話す 。 

広い 意味 で 、「 予 喜 」 を 意味 する 「 divination 」 と いう 吉 葉 の 語 
源 が 「 神 の 」 を 意味 する 「divine 」 で ある 、 と いい 文法 的 な 意味 に 
よっ て 、 予 喜 と は 、 神 の 力 を 発揮 する 事 で ある 。 

予言 と は 、 神 の 知 の 実現 で ある 。 

予 吉 は 魔術 師 の 祭司 と し て の 固有 の 能力 で ある 。 

し か し 、 大 衆 の 意見 で は 、 狭 い 意 味 で 、 予 訓 と は 、 隠 され た 物 の 
知 で ある 。 

人 の 秘密 の 思考 を 知る 。 

過去 と 未来 の 神秘 を 見 通す 。 

原因 の 正確 な 知 に よっ て 結果 の 正確 な 啓示 を 各 時 代 ご と に 引き 出 


す 。 

人 の 秘密 の 思考 を 知る 事 、 過 去 と 未来 の 神秘 を 見 通す 事 、 原 因 の 
知 に よっ て 結果 を 引き 出す 事 が 、 普 遍 的 に 、 予 訓 と 呼ば れ て いる 物 
で ある 。 

自然 の 全て の 神秘 の 中 で 、 人 の 心 は 無 上 に 深い 。 

し か し 、 上 自然 は 人 の 心 を 到達 不可 能 な 深 さ に は し な か っ た 。 

自然 は 人 の 心 を 到達 可能 な 深 さ に し て いる 。 

自然 は 自然 の 全て の 神秘 を 到達 可能 な 深 さ に し て いる 。 

最深 の 偽装 に も か か わら ず 、 熟 練 の 処世 術 に も か か わら ず 、 自 然 
は 、 人 の 心 を 突き 止め て 、 体 の 形 、 有 眼光 、 動 き 、 態 度 、 声 で 、 人 の 
心 を 明らか に する 多数 の 証拠 を 明か す 。 

吉 練 の 秘伝 伝授 者 に は 、 体 の 形 、 眼 光 、 動 き 、 態 度 、 声 と いっ た 
人 の 心 を 明らか に する 証拠 は 不要 で ある 。 

熟 績 の 秘伝 伝授 者 は 、 光 の 中 か ら 、 真 理 を 読み 取る 。 

熱 練 の 秘伝 伝授 者 は 、 星 の 光 の 中 か ら 、 真 理 を 読み 取る 。 

熟練 の 秘伝 伝授 者 は 、 印 象 だ け で 人 の 全体 像 を 知れ る 印象 に 気 づ 
Se 
難 練 の 秘伝 伝授 者 は 、 一 目 で 、 人 の 心 を 見 通す 。 
熟練 の 秘伝 伝授 者 は 、 知 り 過 ぎ て 、 悪 人 の 恐怖 や 憎悪 を 取り 除く 
た め に 、 無 知 な ふり を する 事 す ら 有 る 。 

心 に や まし い 所 が 有る 人 は 、 常 に 、 三 難 さ れ て いる の で は 疑わ れ 
て いる の で は と 思考 する 。 

心 に や まし い 所 が 有る 人 は 、 集 団 に 対す る 軽い 皮肉 の 中 に 、 自 分 
に 対す る 皮肉 を 衣 認 する 。 

心 に や まし い 所 が 有る 人 は 、 集 団 に 対す る 皮肉 を 、 自 分 に 対す る 


皮肉 で ある と 当て は め る 。 

そし て 、 心 に や まし い 所 が 有る 人 は 、 自 分 に 対す る 中 傷 で ある と 
大 き な 声 で 叫 点 。 

大 衆 は 、 常 に 疑い 深い が 、 自 分 で も 気づい て いる ほど 好奇 心 が 強 
し い !。 

大 到 は 、 魔 術 師 に 対し て 、 例 え 話 の サタ ン 、 ま た は 、 質 問 し て 試 
す 記 者 に 似 て いる 。 

大 則 は 、 常 に 頑 迷 で あ る 。 

大 則 は 、 常 に 弱い 。 

特に 、 大 箇 が 恐れ る 事 は 、 自 分 が 間違っ て いる の を 気づく 事 、 自 
分 が 間違っ て いる の を 気づか れる 事 で ある 。 

過去 は 、 大 軍 の 落ち 着き を 乱す 。 

未来 は 、 大 斎 を 妃 れ させ る 。 

未来 は 、 大 軍 を 悩ま せる 。 

大 衆 は 、 自 分 に 妥協 し よう と する 。 

大 則 は 、 自 分 が 良い 立場 に いる 徳 の 高い 人 間 で ある と 信じ 込 も う 
と する 。 

大 則 の 生き 方 は 、 善 い 願望 と 悪い 習慣 の 永遠 の 戦い で ある 。 

大 則 は 、 現 代 の 堕落 を 自分 が 経験 する 必要 が 有る 不可 避 な 物 と し 
て 全て 受け 入れ て 、 自分 が アリ ステ ィ ッ ポス や ホラ ティ ウス の 様 な 
哲学 者 で ある と 思い 込む 。 

大 衆 は 、 哲 学 的 な 娯楽 で 、 心 を 紛らわす 。 

大 衆 は 、 自 分 が 、 民 が 人 錠 え て いた 時 の ウェ ッ レ ス の 様 な 、 ま た 
は 、「 トリ マル キオ の 響 宴 」 の 食客 の 様 な 他人 の 金銭 で 私 腹 を 肥 や 
す だ け の 人 で は な いと 思い 込む ひ た め に 、 マ エケ ナス の 保護 する 笑顔 
を 自分 の 物 に する 。 

常に 、 大 衆 は 金銭 目的 で ある 。 

善行 で すら 、 大 衆 に は 金銭 目的 で ある 。 

大 則 は 、 公 の 慈善 団体 に 寄付 する と 決め て も 、 利 益 を 得る た め に 
寄付 を 延期 する 。 

前 記 の 典型 は 、 一 個人 の 話 で は な く 、 人 の 一 分 類 の 全員 の 話 で あ 
る 。 
前 記 の 、 大 軍 と 、 特 に 19 世 紀 以 降 で は 、 魔 術 師 は 頻 向 に 接触 する 
事 に 成る 。 

魔術 師 よ 、 大 衆 を 疑っ て 、 大 衆 の 模範 を 模 信 し な さい り 。 

な ぜ な ら 、 常 に 、 大 衆 は 、 魔 術 師 の 危険 な 友人 、 魔 術 師 の 危険 な 


英 で あろ つ 。 
予 斉 の 公 で の 実践 、 占 い は 、 現 代 で は 、 本 物 の 達 道 者 に は 、 ふ さ 
わし く な い 。 


な ぜ な ら 、 繁 に 、 現 代 の 占い 師 は 、 客 を 引き 留め る た め に 、 大 


家 を 驚か せる た め に 、 手 品 を する 様 に 追い 込ま れ た り 、 区 くべ き 実 
績 を 見 せる 様 に 追い 込ま れる で あろ う 。 

常に 、 公 認 の 偽 の 占い 師 は 、 秘 密 の 情報 源 、 秘 密 の 探偵 を 持っ て 
いる 。 

探偵 は 、 相 談 者 の 私 生活 や 首 慣 を 、 偽 の 占い 師 に 教え る 。 

占 つ 小 部 屋 と 控え 室 の 間 の 信号 、 合 図 、 暗 号 は 確立 され て いる 。 
初め て 訪れ た の で 情報 が 不明 の 相談 者 は 、 番 号 札 を 受け 取る 事 に 
成る 。 

初め て 訪れ た の で 情報 が 不明 の 相談 者 は 、 別 の 日 に 占 わ れる 事 に 
っ ) 


探偵 は 、 初 め て 訪れ た の で 情報 が 不明 の 相談 者 を 、 尾 行 する 。 
探偵 は 、 守 衛 、 隣 人 、 従 業 員 な どか ら 情 報 を 集め る 。 

詐欺 師 で ある 偽 の 占い 師 は 、 探 偵 か ら の 情報 で 、 単 純 な 精神 の 持 
ち 主 を 驚か せ て 、 届 敬 され る 事 に 成る 。 

本 物 の 知 と 、 本 物 の 予 吉 、 本 物 の 占い こ ぞ 加 散 され る べき で あ 
る 。 

未来 の (結果 の ) 予 詩 は 、 あ る 意味 で 、 原 因 が 結果 の 実現 を 含ん で 
いる 場合 に の み 、 可 能 で ある 。 

魂 は 、 全 神経 に よっ て 、 星 の 光 の 輪 を 調べ る 。 

星 の 光 は 人 に 感化 を 司 え る 。 

星 の 光 は 人 か ら 感 化 を 与え られ る 。 

予 震 者 の 魂 は 、 直 感 だ け で 、 人 が 身 の 周り に 引き 起こ し た 全て の 
愛憎 を 理解 で きる 。 

人 は 、 自 分 の 周囲 に 愛憎 を 引き 起こ し て いる 。 

星 の 光 は 、 人 が 自分 の 周囲 に 引き 起こ し た 愛憎 を 記憶 する 。 

予 吉 者 の 魂 は 、 人 の 思考 の 中 か ら 、 人 の 意思 を 読み 取る 事 が で き 
る 。 

予 吉 者 の 魂 は 、 人 が 出会う で あろ うつ 障 害 を 予見 で きる 。 

予 吉 者 の 魂 は 、 激 し い 死 が 人 を 待っ て いる 場合 は 、 予 見 で きる 。 
し か し 、 実 に 、 予 吉 者 の 魂 は 、 予 吉 者 が 策略 と し て 予 吉 の 実現 を 
用 意 し な い 場 合 は 、 占 っ た 後 の 人 の 秘密 の 自発 的 な 気まぐれ な 決意 
を 予見 で き な い 。 

予 吉 者 の 魂 は 、 予 吉 者 が 策略 と し て 予 喜 の 実現 を 用 意 し た 場合 
は 、 占 っ た 後 の 人 の 秘密 の 自発 的 な 気まぐれ な 決意 を 予見 で きる 。 
例え ば 、 後 記 の 様 に 、 占 い 師 は 、 夫 を 手 に 入れ た い 盛 り を 過ぎ た 
女性 に 話す 。 

今日 の 晩 か 、 明 日 の 晩 に 、 あ る 場所 に 行く か 、 あ る 見 せ 物 を 観 に 
行け ば 、 好 み の 男 性 に 会 う で あろ う 。 

男性 は 、 あ な た を 見 て 、 運 命 の 不思議 な 組み 合わ せ に よっ て 、 結 
自 で きる で あろ うっ つ 。 


夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 今日 の 晩 か 、 明 日 の 晩 に 、 あ る 場所 に 
行く か 、 あ る 見 せ 物 を 観 に 行く で あろ うっ 。 

夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 好 み の 男 性 を 見 つけ て 、 占 い 師 が 話し 
た 事 を 信じ る で あろ うっ 。 

夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 結 婚 を 期待 する で あろ う 。 

結婚 で き な く て も 、 夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 占 い 師 の せい に は 
し な いで あろ っ う 。 

な ぜ な ら 、 夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 別 の 幻想 へ の 機会 を あき ら 


る 。 

夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 妨 耐 強く 、 占 い 師 に 再び 相談 する で あ 
ろう つ 。 

すでに 話し た 様 に 、 星 の 光 は 、 予 喜 の 大 いな る 本 で ある 。 

星 の 光 の 中 か ら 読 み 取 る 能力 は 、 先 天 的 な 物 か 、 後 天 的 に 獲得 し 
た 物 で ある 。 

前 記 か ら 、 先 天 的 な 予見 者 と 、 秘 伝 伝授 され た 後天 的 な 予見 者 と 
いう 、2 種 類 の 予見 者 が 存在 する 。 

学者 や 思索 家 よ り 、 細 子 、 無 学 な 人 、 羊 飼い 、 愚 者 に は 先天 的 な 
予 喜 の オ 能 が 有る 。 

羊 飼い の ダビ デ は 、 カ バリ スト と 魔術 師 の 王 ソ ロモ ン の 様 な 、 預 
吉 者 に 成っ た 。 

先天 的 な 貴 感 は 、 知 に よる 下 感 と 同じ くら い 正 確 な 時 が 有る 。 

理論 家 で ある ほど 、 星 の 光 を 見 通す 力 が 小さ い 。 

催眠 状態 は 、 下 感 だ け の 状態 で ある 。 

被 催眠 者 に は 知 に よる 予見 者 の 導き が 必要 で ある 。 

知 に よる 予見 者 が 催眠 を 導く 必要 が 有る 。 

懐疑 者 と 理論 家 は 被 催眠 者 を 謀 ら せ 迷 わり せる だ け で ある 。 

懐疑 者 と 理論 家 は 催眠 を 謀 ら せ 迷 わせ る だ け で ある 。 

忘 我 状態 で の み 予 見 は 起こ る 。 

忘 我 状態 で の み 予 吉 は 起こ る 。 

忘 我 状態 に 到達 する に は 、 思 考 を 引き つけ る か 眠ら せ て 、 疑 いと 
幻覚 が 起き な い 様 に する 必要 が 有る 。 

予 吉 の 手段 は 、 精 神 的 な 内 的 な 光 に だ け 集 中 で きる 様 に 、 自 分 に 
催眠 を か ける 事 と 、 物 質 的 な 外 的 な 光 か ら 意 識 を 逸 て ちら す 事 だ け で 
ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス は 、 羊 毛 の マン ト で 自 
分 を 完全 に 覆っ て 、 へ そ を 見 つめ た 。 

デュ ポテ の 魔法 の 鏡 は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 手段 と 似 て い 
る 。 
水 占 いと 、 磨 いて 黒く し た 親指 の 爪 を 鏡 に する 予見 は 、 魔 法 の 鏡 
の 変種 で ある 。 


理 と 儀式 は 思考 を 麻痺 させ る 。 

理 と 儀式 は 忘 我 状態 に させ る 。 

水 と 黒色 は 目 に 見 える 物質 的 な 光線 を 吸収 する 。 

目 が くら み 、 精 神 的 混乱 が 起き る 。 

そし て 、 先天 的 な 力 が 有る 人 や 後天 的 な 知 に 導 か れ た 人 に 、 下 感 
が あら われ る 。 

土 占い と カー ド 占 い は 、 水 占い と 同じ 結果 に 至る 、 他 の 手段 で あ 
る 。 
象徴 と 数 の 組み 合わ せ は 、 運 で ある と 同時 に 必然 で ある 。 
象徴 と 数 の 組み 合わ せ は 、 銀 微 と 数 の 組み 合わ せ を 口実 と し て 想 
像 力 が 現実 を 読み 取る の に 十分 で ある 、 運 命 の めぐ り 合 わせ と の 類 
推 可 能 性 を も た ら す 。 

好奇 心 が 強 い ほ ど 、 見 た い 欲 望 は 強い 。 

直感 を 倍 じ る ほど 、 予 見 は 明確 に 成る 。 

根拠 無し に 土 占 い の 点 と 点 を 結び つけ る 事 や 、 ふ ざけ て カー ド を 
並べ る 事 は 、 幼 子 の 様 に ふざけ る 事 で ある 。 

知 で くじ を 磯 化 し て 確信 で く じ ( の 心 ) を 傾け た 時 に だ け 、 く じ は 
神託 と 成る 。 

全て の 神託 の 中 で 、 タ ロッ ト が 最も 区 く 答え を も た ら す 。 

な ぜ な ら 、 カ バラ の 普遍 の 鍵 で ある タロ ッ ト の 全て の 可能 な 組み 
合わ せ は 、 知 の 神託 、 真 理 の 神託 を 答え と し て も た ら す 。 

タロ ッ ト は 、 古 代 の 祭司 マギ の 比類 無き 書物 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 最 初 の 聖書 で ある 。 

前 記 を 、22 章 で 証明 する つも り で ある 。 

お みく じ の 様 に 、 初 期 の キリ スト 教徒 が 、 運 任せ で 聖書 の ペー ジ 
を 選ん で 、 思 い 浮 か べ て いた 数 で 聖書 の 一 文 を 選ん で 、 聖 書 に 相談 
し た 様 に 、 古 代 人 は タロ ッ ト に 相談 し た 。 

ル ノ ル マン 嬢 は 、18 世 紀 後 半 か ら 19 世 紀 前 半 の 著名 な 占い 師 で あ 
る 。 
ル ノ ル マン は 、 タ ロッ ト の 知 に 通じ て いな か っ た 。 

ル ノ ル マン は 、 エ ッ テ ィ ラ が 改悪 し た タロ ッ ト だ け を 知っ て い 


『/e 由 
エッ ティ ラ の タロ ッ ト の 説明 は 、 光 の 上 に 影 を 投じ た 代物 で あっ 
計 。 


ル ノ ル マン は 、 天 の 高等 な 魔術 も カバ ラ も 知ら な か っ た 。 

ル ノ ル マン の 頭 の 中 は 、 誠 っ た 体系 の 知識 で 占め られ て いた 。 

ル ノ ル マン は 、 先 天 的 な 條 感 を 持っ て いた 。 

ル ノ ル マン の 直感 が 、 ル ノル マン を あざ むく 事 は 稀 だ っ た 。 

ル ノ ル マン が 残し た 作品 は 、 古 典 の 引用 で 飾ら れ た 正統 主義 の 戯 
喜 で ある 。 


し か し 、 相 談 者 の 存在 と 磁気 が 霊感 を 授け た ル ノ ル マン の 神託 は 
区 く べき 物 で あっ た 。 

ル ノ ル マン は 、 女 性 らし い 自 然 な 愛情 の 代わ り に 、 想 像 し 過ぎ 
る 、 精 神 が 定 ま ら な い 女 性 で あっ た 。 

ル ノ ル マン は 、Sayne 島 の 古代 の ドル イド の 女 祭 司 の 様 に 、 処 女 
と し て 、 生 き て 死ん だ 。 

仮に 、 自 然 が 美 を ル ノ ル マン に 所 えて いれ ば 、 古 代 で あれ ば 、 容 
易 に 、 ル ノル マン は メリ ュ ジ ー ヌ や Velleda の 役 を 務め た で あろ っ つ 。 

予 喜 の 実践 で 、 儀 式 が 多い ほど 、 予 吉 者 の 想像 力 と 相談 者 の 想像 
力 は 強まる 。 

前 記 か ら 、 神 の 四 大 要素 の 呼び 出し 、 神 の 四 大 元素 の 呼び 出し 、 
ソロ モン の 祈り 、 悪 人 の 霊 を 追い 払う 魔術 の 剣 を 、 成 功 さ せる た め 
に 、 予 吉 の 儀式 に 用 いて も 良い 。 

予 吉 を 実践 する 日 の 霊 や 時 間 の 霊 を 呼び 出し て 、 霊 に 対応 する 香 
を 霊 に ささ げ る べき で ある 。 

そし て 、 ど の 動物 に 共感 する か 、 ど の 動物 に 反感 を 覚え る か 、 ど 
の 花 が 好き か 、 ど の 色 が 好き か 相談 者 に 質問 し て 、 相 談 者 と の 磁気 
の 催眠 に 入り 、 相 談 者 と 貴 感 を 一 致 さ せる べき で ある 。 

花 、 色 、 動 物 は 、 カ バラ の 7 つの 霊 へ の 類推 に 結び つき 分 けら れ 


青 を 好き な 人 は 理想 家 で 空想 家 、 夢 想 家 で ある 。 

赤 を 好き な 人 は 感覚 的 で 情熱 的 で ある 。 

黄色 を 好き な 人 は 奇人 で 移り 気 で ある 。 

緑色 を 好き な 人 は 営業 向き で 悪 知恵 が 働く 。 

黒 を 好き な 人 は 土星 か ら 感 化 を 所 えら れる 。 

バラ 色 は 金星 の 色 で ある 。 

だ 。 

馬 を 好き な 人 は 勤勉 で 気高く 従順 で 優し い 。 

犬 を 好き な 人 は 愛 情 が 深 く 忠実 で あ る 。 

猫 を 好き な 人 は 自立 し て いて 道徳 的 に 束縛 され ず 自 由 で ある 。 
率直 な 人 は クモ を 嫌う 。 

気 高 い 人 は 蛇 に 反感 を 覚え る 。 

正直 で 選 え り 好 みす る 人 は ネズ ミ を 大 目 に 見 れ な い 。 


好色 な 人 は ヒキ ガエル を 嫌う つ 。 
な ぜ な ら 、 ヒ キ ガ エル は 冷た く 、 さ び し く 不気味 で 、 み じ め に 感 
じ る 。 


花 に は 動物 や 色 と 類 推 可能 な 共感 が 有る 。 

魔術 は 普遍 の 類推 の 知 で ある 。 

人 の 1 つの 好み だ け で 、 人 の 1 つの 傾向 だ け で 、 人 の 全て を 見 抜く 
事 が で きる 。 


ジョ ル ジ ュ キュ ヴィ エ の 比較 解剖 学 の 、 精 神 の 領域 の 現象 へ の 応 
用 で ある 。 

顔 と 体 の 人 相 学 、 眉 まゆ の 上 の 額 ひ た い の し わ 、 手 の 線 は 貴重 な 
表れ を 魔術 師 に も た ら す 。 

人 相 学 と 手相 占い は 別々 の 学問 に 成っ た 。 

Goglenius、 Belot、Romphile、Indagine、Taisnier は 、 績 粋 な 経験 
と 推測 で 、 手 相 と 人 相 を 比較 し て 調査 し て 、 人 相 学 と 手相 占い を 1 
つの 考え に 統一 し た 。 

Taisnier が 書い た 作品 は 無 上 に 重要 で 完全 で ある 。 

Taisnier は Goglenius、Belot、Romphile、Indagine の 観察 と 推測 を 
結び つけ 評論 し た 。 

19 世 紀 の 研 究 者 ダル ペン ティ ー 二 は 、 人 の 性 格 と 手 の 形 の 全体 や 
細部 の 間 に 現 実に 存在 する 類推 に 注目 し て 、 新 し し 1 段階 の 確実 性 を 
手相 占い に 与え た 。 

独創 性 と 技術 が 豊か な 美術 家 、 文 学者 で ある Desbarrolles は 手相 
占い を さら に 発展 させ た 。 

弟子 は 祖師 を 超え た 。Desbarrolles は ダル ペン ティ ー 二 を 超え 
だ 。 

大 いな る 小説 家 ア レク サン ドル デュ マ は 、 世 界 市 民 的 な 小説 の 中 
で 、 ア レク サン ドル デュ マ の 周囲 の 旅人 の 1 人 と し て 記し て 、 愛 想 
の 良い 気 高 い Desbarrolles を 喜ば せ た 。 

すでに 、 大 衆 は 、Desbarrolles が 手相 占い の 本 物 の 魔術 師 で あ 
る 、 と 話し て いる 。 

予 吉 者 は 、 相 談 者 が 習慣 的 に 見 る 夢 に つい て 質問 する べき で あ 


夢 は 、 内 的 な 生き 方 と 外 的 な 生き 方 の 反映 で ある 。 

古代 の 操 学 者 は 夢 に 大 い に 注 意 し た 。 

祖 は 夢 を 確実 な 所 示 で ある と 考え た 。 

夢 の 中 で 宗教 的 な 記 示 の 多数 は 与え られ た 。 

地獄 の 奇形 の 存在 は 、 キ リス ト 教 の 悪夢 で ある 。 

「Smarra 」 の 著者 が 覧 明 に 気づい た 様 に 、 も し 夢 の 中 で 人 が 地獄 
の 奇形 の 存在 を 見 な か っ た の で あれ ば 、 地 獄 の 奇形 の 存在 を 描け な 
か っ た で あろ っ う 。 

絶え ず 奇 形 の も の を 想像 に 反映 する 人 を 用 心 す る べき で ある 。 

SO 

較 注 人 に に 科 に だ ので お 7 隊 。 四 所 直人 の 
良く 知る 必要 が 有る 。 

血 、 快 楽 、 光 の 夢 は 多 血 質 を 表す 。 

水 、 泥 、 雨 、 涙 の 夢 は 粘液 質 を 表す 。 


夜 の 火 、 暗 間 、 恐 怖 、 霊 の 夢 は ( 黄 ) 胆 汁 質 や 黒 胆汁 抽 、 憂 鬱 質 を 
表す 。 
シュ ネ シ オ ス は 、 最 初 の 数 世紀 の 大 いな る キリ スト 教 の 司教 で あ 


シュ ネ シ オ ス は 、 美 し い 純粋 な ヒュ パテ ィ ア の 人 子 で ある 。 

キリ スト 教 の 狂信 者 ども が ヒュ パテ ィ ア を 殺し た 。 

ヒュ パテ ィ ア は アレ クサ ンド リア 学派 の 栄光 に 満ち た 中 心 人 物 で 
あっ た 。 

キリ スト 教 は アレ クサ ンド リア 学派 の 遺産 を 受け 継い だ 。 

シュ ネ シ オ ス は 、 ピ ンダ ロス や カリ マコ ス の 様 な 、 叙 情 詩人 で あ 
る 。 

シュ ネ シ オ ス は 、 人 43 

シュ ネ シ オ ス は 、Tremithonte の Spiridion の 様 な 、 キ リス ト 教 徒 
で ある 。 

シュ ネ シ オ ス は 、 夢 に つい て の 論文 を 私 達 に 残し た 。 

カル ダー ノ は シュ ネ シ オ ス の 夢 に つい て の 論文 の 注釈 書 を 書い 
た 。 

前 記 の 、 精 神 の 大 いな る 研究 に 大 軍 は 関心 を 持た な い 。 

な ぜ な ら 、 連 続 する 狂信 が 、 俗 世 の 大 加 に 、 知 と 宗教 の 合理 主義 
を 失望 させ た 。 

使徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は エフ ェ ソ ス の 大 則 が トリ ス メ ギ 
スト ス の 本 を 燃やす の を 止め な か っ た 。 

642 年 順に イス ラム 教徒 の ウマ ル イブ ン ハッ ター ブ は コー ラン を 
原本 に する た め に アレ クサ ンド リア の 図書 館 を 破壊 し て トリ ス メ ギ 
スト ス の 弟子 の 本 や 使徒 パウ ロ の 弟子 の 本 を 燃やし た 。 

お お っ ! 迫害 者 ども ! 

お お っ ! 放火 者 ども ! 

お お っ ! 笑い も の に する 者 ども ! 

いつ 、 お 前 た ち は 暗 闇 と 破壊 の 業 を や め る の か ? 

トリ テ ミ ウ ス は 、 キ リス ト 教 時 代 の 大 いな る 魔術 師 で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 ベ べ ベネディクト 派 の 修道 院 の 疾 難 の 余地 が 無い 修 
道 院長 で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 学 の 有る 神学 者 で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ の 祖師 で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 正 し く 評 価 さ れ て いな い 計 けり 知れ な い ほ ど 貴 重 
な 作品 群 を 残し た 。 

トリ テ ミ ウ ス は 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 と いう 書物 を 残し 
た 。 

トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 は 、 新 旧 の 全て の 予 
吉 の 鍵 で ある 。 


トリ テ ミ ウ ス の 「『 七 つの 第 二 原因 に つい て 」 は 、 未 来 の 大 いな る 
出来 事 を 全て 予見 する 、 数 学 的 、 歴 史 的 、 イ ザヤ と エレ ミヤ を 超越 
する 簡潔 な 方 法 で ある 。 

「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 で 、 ト リ テ ミ ウス は 、 歴史 の 哲学 の 
概要 を 記し て いる 。 

「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 で 、 ト リ テ ミ ウス は 、 全 世界 と いう 
存在 を カバ ラ の 7 つの 霊 に 分 担 さ せ て いる 。 

7 つの 霊 が 世界 を 担っ て いる 事 は 、 ヨ ハネ の 上 黙 示 録 の 7 人 の 天使 に 
つい て の 大 いな る 広範 囲 に わた る 解釈 で ある 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 の 7 人 の 天使 は 、 吉 葉 と 吉 葉 の 実現 を 地 に あふ れ 
させ る た め に 、 ラ ッ パ や 杯 と 共に 、 連 続 し て あら われ る 。 

各 天 使 が 統治 する 期間 は 354 年 と 4 か 月 で ある 。 

世界 が 創造 され た 年 の 3 月 13 日 か ら オ リフ ィ エ ル が 世界 を 統治 し 
だ 

オリ フィ エル は 土星 の 天使 で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、3 月 13 日 に 世界 が 創造 され た 、 と 話し て いる 。 

原始 的 な 暗闇 の 時 代 で あっ た 。 

創世 紀元 354 年 6 月 24 日 か ら ア ナ エ ル が 世界 を 統治 し た 。 

アナ エル は 人 金星 の 天使 で ある 。 

愛 が 人 の 教師 に 成り 始め た 時 代 で あっ た 。 

愛 は 家族 を 創造 し た 。 

家族 の 形成 は 群落 の 形成 や 原始 的 な 都市 の 形成 を 導い た 。 

最初 の 文明 の 発 者 は 、 愛 が 霊感 を 与え た 詩人 で あっ た 。 

や が て 、 詩 に よる 心 の 高まり が 、 宗 教 、 狂 信 、 放 湯 を も た らし 
た 。 

結果 と し て 、 放 湯 は 、 大 洪水 を も た らし た 。 

創世 紀元 708 年 10 月 24 日 まで 大 洪水 は 続い た 。 

創世 紀元 708 年 10 月 25 日 か ら ザ カリ エル が 世界 を 統治 し た 。 

ザ カ リエ ル は 木星 の 天使 で ある 。 

ザ カ リエ ル の 導き の 下 で 、 人 は 、 知 り 始 め た 。 

人 は 、 土 地 や 住居 の 所 有 を 獲得 する た め に 戦い 始め た 。 

都市 の 建設 と 国々 の 境界 の 時 代 で あっ た 。 

都市 の 建設 と 国々 の 境界 の 結果 は 、 文 明 化 と 戦い で あっ た 。 

創世 紀元 1063 年 2 月 24 日 か ら ラ ファ エル が 世界 を 統治 し た 。 

創世 紀元 1063 年 2 月 24 日 か ら 交 流 、 交 渉 、 買 易 、 商 業 の 必要 性 が 
感じ られ る 様 に 成っ た 。 

ラフ ァ エ ル は 水星 の 天使 で ある 。 

ラフ ァ エ ル は 学問 、 吉 葉 、 聡 明 さ 、 勤 和 さ の 天使 で ある 。 

文字 が 発明 され た 。 

最初 の 文字 は 普遍 の 象形 文字 で ある 。 


最初 の 文字 の 記念 碑 と し て 、 最 初 の 文字 は エノク の 書 タ ロッ ト に 
保存 され て いる 。 

カド モス 、 トート 、 パ ラメ デス は エノク で ある 。 

後に に ソロ モン は タロ ッ ト を カバ ラ の 小 鍵 に 選ん だ 。 

タロ ッ ト は 、 テ ラフ ィ ム 、 ウ リム と トン ミ ム の 神秘 の 書 で ある 。 
タロ ッ ト は 、「 光輝 の 書 」 の 原初 の 創世 記 で ある 。 
ギヨーム ポス テル は タロ ッ ト を エノク の 創世 記 と 呼ん だ 。 
タロ ッ ト は 、 エ ゼ キ エル の 神秘 の 車輪 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 カ バリ スト の ROTA で ある 。 

ベ ペル シャ の 祭司 マギ と ジプシー の タロ ッ ト で ある 。 
技術 が 発明 され た 。 

初め て 航海 が 試み られ た 。 

関係 が 広がっ た 。 

欲望 が 増し た 。 

創世 紀元 1417 年 6 月 26 日 か ら サ マエ ル が 世界 を 統治 し た 。 
サマ エル は 火星 の 天使 で ある 。 

俗 世 の 堕落 の 時 代 で あっ た 。 

俗 世 の 大 洪水 の 時 代 で あっ た 。 

長期 の 了 迷 状態 で あっ た 。 

創世 紀元 1771 年 3 月 28 日 か ら ガ プリ エル が 世界 を 統治 し た 。 
ガブ プリ エル は 月 の 天使 で ある 。 

ガブ リエ ル の 下 で 、 世 界 は 生ま れ 変 わる た め に 奮闘 し た 。 
ノア の 家族 が 増え た 。 

ノア の 家族 は 地上 の 全て に 再び 住ん だ 。 
バベル の 塔 の 混乱 が 起き た 。 

創世 紀元 2126 年 2 月 24 日 か ら ミ カエ ル が 世界 を 統治 し た 。 
ミカ エル は 太陽 の 天使 で ある 。 

最初 の 支配 の 源 の 原因 に 違い な い 時 代 で ある 。 

ニム ロ デ の 子孫 の 国 が 起き た 。 

学問 と 宗教 が 生ま れ た 。 

圧 制 と 自由 の 間 の 最初 の 戦い が 起き た 。 

前 記 の 、 興 味 深い 研究 を 、 トリ テ ミ ウ ス は 、 世 界 が 創造 され た 年 
か ら 1879 年 11 月 まで 進め た 。 

人 は 時 代 に 対応 する 堕落 を くり 返 す 。 

愛 と 詩 に よっ て 文明 が 新た に 生ま れる 。 
家族 が 国 を 建て 赴 す 。 

交流 、 交 渉 、 買 易 、 商業 が 国 を 大 きく する 。 
戦い が 国 を 破壊 する 。 

普遍 な 進歩 的 な 文明 化 が 国 を 直 す 。 

大 きい 国 が 小さ い 国 を 同化 する 。 


前 記 が 、 歴 史 の 総合 で ある 。 

前 記 の 観点 か ら 、 ト リ テ ミ ウス の 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 
は 、 ボ シュ エ の 作品 より 、 広 範囲 で あり 、 独 立 し て いる 。 

トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 は 、 歴 史 の 哲学 の 絶 
対 的 な 鍵 で ある 。 

「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 で トリ テ ミ ウ ス は 1879 年 11 月 まで 
予 計 し て いる 。 

1879 年 11 月 は ミカ エル が 統治 し て いる 時 代 で ある 。 

3 世紀 半 の 苦し み と 、3 世 紀 半 の 希望 に よっ て 用 意 さ れ た 、 新 し い 
普遍 の 王国 の 建設 。 

3 世紀 半 の 希望 は 、16 世 紀 、17 世 紀 、18 世 紀 、19 世 紀 の 前 半 の 、 
月 の 黄 質 と 期待 と 、 一 致す る 。 

3 世紀 半 の 苦し み は 、11 世 紀 の 後 半 、12 世 紀 、13 世 紀 、14 世 紀 
の 、 試 練 、 無 知 、 苦 し み 、 全 て の 自然 の 罰 と 、 一 致す る 。 

トリ テ ミ ウ ス の 予 喜 に よれ ば 、1855 年 か ら 24 年 後 の 、1879 年 
に 、 普 遍 の 国 が 建設 され る 。 

普遍 の 国 は 、 平 和 を 世界 に も た ら す 。 

普遍 の 国 は 、 政 治 的 で あり 宗教 的 で ある 。 

普遍 の 国 は 、 現 代 の 俗 世 の 大 則 が 関心 を 持っ て いる 全て の 問題 を 
解決 する 。 

普遍 の 国 は 、354 年 と 4 か 月 、 存 続 する 。 

その 後 、 オ リフ ィ エ ル が 世界 を 統治 する 。 
沈黙 と 夜 の 時 代 に 成る 。 

普遍 の 国 は 、 太 陽 の 統治 の 下 に 在 る 。 

普遍 の 国 は 、 東 の 鍵 を 持つ 人 の 物 と 成る 。 

全 世 界 の 権力 者 た ち が 、 東 の 鍵 を 獲得 する た め に 争っ て いる 。 
上 の 王国 群 で は 、 知 と 行動 が 太陽 を 統治 する 力 で ある 。 

現在 、 知 と 命 を 先導 する 国 が 、 東 の 鍵 を 所 有 し て 、 普 遍 の 王国 を 
確立 する で あろ っ つう 。 

普遍 の 王国 を 建て る に は 、 普 遍 の 王国 を 建て る 前 に 、 人 に 成っ た 
神 イ エス の 十字 架 と 狗 教 に 似 た 、 十 字 架 と 狗 教 に 耐え る 必要 が 有る 


で あろ っ つ 。 
し か し 、 生 死 を 問わ ず 、 普 遍 の 王国 を 建て る 国 の 精神 は 国々 を 圧 
倒す る で あろ うつ 。 


1855 年 か ら 24 年 後 、1879 年 に 、 全 て の 人 が 、 常 に 勝利 者 で ある 
が 死 か ら 奇 跡 的 に 復活 し た フラ ンス の 旗 を 認め て 後に 続く で あろ 
つ 。 

フラ ンス が 普遍 の 王国 を 建て る 事 が 、 ト リ テ ミ ウス の 予 喜 で あ 


る 。 
エリ ファ ス レヴ ィ の 先見 は 、 フ ラン ス が 普 負 の 王国 を 建て る 、 と 


いう トリ テ ミ ウ ス の 予言 を 確認 する 。 
フラ ンス が 普遍 の 王国 を 建て る 事 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 希望 に 
基づい て いる 。 
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作業 の 終わ り に 到達 し た 。 

作業 の 終わ り に 、 普 遍 の 鍵 タ ロッ ト を 上 与え 究極 の 吉 葉 を 話す 必要 
が 有る 。 

魔術 の 作業 の 普 角 の 鍵 タ ロッ ト は 、 全 て の 古代 の 宗教 の 考え の 鍵 
で ある 。 

タロ ッ ト は 、 カ バラ と 聖書 の 鍵 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 ソ ロモ ン の 小 鍵 で ある 。 

ソロ モン の 小 鍵 は 、 失 われ た と 何 世 紅 に も わた っ て 考え られ て い 
た が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 復活 させ た 。 

タロ ッ ト で 、 古 代 の 世界 の 聖 遺 物 収 納 所 を 開く 事 が で きる 。 
タロ ッ ト で 、 死 ん だ 者 に 話さ せる 事 が で きる 。 

タロ ッ ト で 、 過 去 の 記念 碑 を 過去 の 煙 か し さ の まま 見 る 事 が で き 
る 。 
タロ ッ ト で 、 ス フィ ンク ス の 謎 を 理解 で きる 。 

タロ ッ ト で 、 全 て の 祭司 だ け の 聖 所 を 見 通す 事 が で き る 。 

古代 人 は 、 鍵 タロ ッ ト の 使用 を 、 大 祭司 に だ け 許 し た 。 

古代 人 は 、 タ ロッ ト の 秘密 を 、 秘 伝 伝授 者 の 選ば れ た 者 に だ け 明 
か し た 。 

タロ ッ ト は 鍵 で ある 。 

タロ ッ ト の 22 枚 の 大 アル カナ は 、 象 形 文字 と 数 で ある アル ファ 
ベッ ト で ある 。 

タロ ッ ト の 22 枚 の 大 アル カナ は 、 絵 と 数 で 、 一 連 の 普遍 の 絶対 の 
概念 を 表す 。 

タロ ッ ト の 4 組 の 10 つ 1 組 の 小 ア ルカ ナ は 、10 の 数 の 段階 を 、4 つ 
の 象徴 で 増やし た 物 で ある 。 

タロ ッ ト の 22 枚 の 大 アル カナ は 、10 の 数 の 段階 を 、 黄 道 12 星 座 
を 表す 12 の 絵 と 結び つけ た 物 で ある 。 

タロ ッ ト の 黄道 12 星 座 を 表す 12 枚 の 絵 の う ち 牡 牛 座 、 水 靖 座 、 獅 
子 座 な ど を 表す 4 枚 の 絵 は 、 東 西南 北 の 4 つ の 霊 を 同時 に 表す 。 

メン フィ ス と テー バイ の 神秘 で は 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と い 
う ス フィ ンク ス の 4 つの 形 が 、 象 徴 的 な 4 つ 1 組 を 表す 。 

和牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ は 、 古 代 の 世界 の 四 大 元素 と 対応 し て い 
る 。 
水瓶 座 ま た は 人 が 持つ 杯 は 水 を 表す 。 

天 の ワ シ の 頭 の 周り の 光輪 また は 輪 は 風 を 表す 。 
火 を 強め る 木 の 棒 は 火 を 表す 。 


地 と 太陽 の 熱 で 実 を 結ぶ 木 の 棒 は 火 を 表す 。 

ライ オン が 象徴 で ある 王者 の 王 科 は 火 を 表す 。 

ライ オン は 王者 の 象徴 で ある 。 

ミト ラス の 剣 は 土 を 表す 。 

毎年 ミト ラス は 神 の 牡 牛 を 犠牲 に し て 、 牡 牛 の 血 と 共に 、 地 の 全 
て の 果実 を 増やす 生気 を 土 に 注ぐ 。 

棒 、 杯 、 剣 、 輪 と いう (タロ ッ ト の )4 つ の 象徴 は 、 類 推 可能 な 概念 
と 共に 、 全 て の 祭司 だ け の 聖 所 の 、 隠 され た 1 つの 吉 葉 ヤル ハウ ェ 、 
イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー を 説明 する 。 

酒 神 バ ッ カ ス の 祭司 は イ ョ ッ ド エヴァ に 熱狂 し た 時 の 陶酔 の 中 で 
ヤ ハ ウェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー と いう 詩 葉 を 見 抜い た 様 に 思 
われ る 。 

神秘 の 吉 葉 ヤ 人 ハウ ェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー の 意味 は 何 か ? 

ヤ 八 ウェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー は 、 母 語 で ある 最初 の 文字 
へ ブラ イ 文 字 の 、4 文 字 に よる 神 の 名 前 で ある 。 

イ ヨ ョ ッ ド は 、 つ る 植物 ぶどう の 木 の 象 徴 、 ま た は 、 ノア の 父性 の 
王 巻 の 象徴 で ある 。 

ー は 、 神 酒 を 地 に 注ぐ 杯 の 象徴 、 母 性 の 杯 の 象徴 で ある 。 
ヴァ ウ は 、2 つ を 結ぶ 。 

古代 イン ド 人 は 、 大 いな る 神秘 の 、 男 性 器 と 女性 器 で 、 ヴ ァ ウ を 
所 いた 。 

イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ は 、 神 の 吉 葉 ヤ 人 ウェ の 中 の 、3 つ 1 組 の 三 
重 の 象徴 で ある 。 

母性 の 杯 の 象徴 で ある 文字 ヘー が 、 自 然 と 女性 の 多 産 性 を 表す た 
め に 、 再 びあ ら わ れる 。 

ヘー が 、 原 因 か ら 結 果 へ 降り て 結果 か ら 原 因 へ 昇る 進歩 的 な 類推 
可能 性 と 普通 の 考え を 明確 に 表す た め に 、 再 びあ ら わ れる 。 

神 の 吉 葉 ヤ 人 ルウ ェ は 発音 され な か っ た 。 

古代 ヘ へ ブライ 人 は 、 神 の 名 前 ヤ 人 ウェ を 、 書 いた が 、 読 み 上 げ な 
が か がら だ 。 

学 の 有る ガ フ ァ レ ル は 、 へ ブラ イ 人 の テラ フィ ム が 、 へ プ ブライ 人 
の ウリ ム と トン ミ ム の 神託 へ の 相談 で 用 いた 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 
ワシ と いう 4 つの カバ ラ 的 な 動物 の 象徴 で ある と 考え た 。 

スフィンクス や 契約 の 箱 の 智 天使 ケル ビ ム は 、 牛 、 人 、 ラ イオ 
ン 、 ワ シ と いう 4 つの カバ ラ 的 な 動物 の 象 微 を 要約 し て いる 。 

士 師 記 18 章 17 節 で 奪わ れ た ミカ の テラ フィ ム に つい て 、 ガ ファ レ 
ル は アレ クサ ンド リア の フィ ロン の 興味 深い 一 節 を 話し て いる 。 

士 師 記 18 章 17 節 で 奪わ れ た ミカ の テラ フィ ム に つい て の 、 ア レク 
サン ドリ ア の フィ ロン の 話 は 、 タ ロッ ト の 古代 の 祭司 だ け の 起源 を 
完全 に 明らか に し て いる 。 


後記 の 様 に 、 ガ ファ レル は 説明 し て いる 。 


「 へ プラ イ 人 の 哲学 者 で ある アレ クサ ンド リア の フィ ロン は 、 エ 了 
記 の 17 章 5 節 の 隠さ れ た 歴史 に つい て 話し て 、『 ミ カ は 、 若 い 少 年 
の 3 つの 像 、 若 い 牛 の 3 つの 像 、 ラ イオ ン の 3 つの 像 、 ワ シ の 1 つの 
像 、 意 の 1 つの 像 、 人 上 ト の 1 つの 像 を 、 純 金 と 純銀 で 造っ た 』 と 話し 
て いる 。 

も し 誰か が 妻 に つい て の 秘密 を ミカ に 見 抜く 様 に 相談 し た ら 、 ミ カ 
は ハト の 像 に 相談 し た 。 

子 に つい て は 、 ミカ は 、 若い 少 年 の 像 に 相談 し た 。 
健康 に つい て は 、 ミ カ は 、 ワ シ の 像 に 相談 し た 。 

強 さ と 力 に つい て は 、 ミ カ は 、 ラ イオ ン の 像 に 相談 し た 。 

多 産 能力 、 豊 本 に つい て は 、 ミ カ は 、 ケ ルプ の 像 、 牛 の 像 に 相談 し 
た 。 

(エリ ファ ス レヴ ィ の 『 魔術 の 歴史 』『 へ プライ 語 で ケル ブ 、 ケ ル 
ビ ム は 和牛 を 意味 する 』) 

寿命 p に つい て は 、 ミカ は 、 童 の 像 に 相談 し た 」 


ガ フ ァ レ ル は 軽視 し た が 、 ア レク サン ドリ ア の フィ ロン が 明らか 
に し た 話 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ に は 、 最 高 に 重要 で ある 。 

アレ クサ ンド リア の フィ ロン の 話 の 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ は 
4 つ 1 組 の 鍵 で ある 。 

アレ クサ ンド リア の フィ ロン の 話 の 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と 
いう 4 つの 象徴 的 な 動物 は 、 前 の ペー ジ の 愚者 が 数 字 を 持た な い の 
で 、21 の 数 を 持つ 場合 が 有る 、 タ ロッ ト の 22 ペ ー ジ 目 の 絵 に 描か れ 
て いる 。 

前 の ペー ジ の 愚者 が 数 字 を 持た な い の で 、21 の 数 を 持つ 場合 が 有 
る 、 タ ロッ ト の 22 ペ ー ジ 目 は 、3 組 目 の 7 つ 1 組 と し て 、3 組 の 7 つ 1 
組 を 重ね 合わ せ て 表し て 、 タ ロッ ト の 全て の 象徴 を くり 返し て 要約 
し て いる 。 

また 、 ア レク サン ドリ ア の フィ ロン の 話 の 、 銀 の 人 ルト と 金 の 竜 
は 、 色 の 対立 を 表す 。 

寿命 を 表す た め に 、 ア レク サン ドリ ア の フィ ロン の 話 の 、 竜 また 
は 蛇 が 形成 する 輪 ま た は ROTA。 

そし て 、 タ ロッ ト に よる カバ ラ 的 な 占い 。 

後に に 、 エジプト 人 の ジプシー は タロ ッ ト に よる カバ ラ 的 な 占い を 
実践 し た 。 

エッ ティ ラ は 、 ジ プシ ー の 秘密 を 推測 し て 不 完全 に 復活 させ た 。 

聖書 で 大 祭司 は 、 ケ ルビ ム 、 ま た は 、 牛 の 頭 と ワシ の 細 を 持っ た 

スフィンクス に 囲ま れ た 契約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 の 上 の 、 主 に 


相談 し た 。 

大 祭司 は 主 に 、 テ ラフ ィ ム の 助け に よっ て 、 ウ リム と トン ミ ム の 
助け に よっ て 、 エ フォ ド に よっ て 、 相 談 し た 。 

エフ ォ ド は 12 の 数 の 魔 方 陣 で ある 。 エ フォ ド は 吉 葉 が 記さ れ て い 
る 12 個 の 宝石 に よる 魔 方 陣 で ある 。 

テラ フィ ム は へ プラ イ 語 で 象徴 を 意味 する 。 

ウリ ム と トン ミ ム は 、 上 と 下 、 東 と 西 、「 は い 」 と 「 い いえ 」 で 
ある 。 

ウリ ム と トン ミ ム は 、 神 殿 の 2 つの 柱 、 ボ アズ と ヤキ ン に 対応 し 
て いる 。 

大 祭司 が 神託 に 相談 し た い 時 は 、 大 祭司 は 、 テ ラフ ィ ム 、 ま た 
は 、 ラ イオ ン と いっ た イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー の 象徴 が 記さ れ た 
金 の 板 、 を 抽選 で 複数 引い て 、 理 性 が 有る 人 の 周り 、 ま た は 、 エ 
フォ ド の 周り に 3 つ 1 組 で 並べ る 。 

理性 が 有る 人 の 周り 、 エ フォ ド の 周り 、 エ フォ ド の 小さ い 鎖 の 留 
め 金 で ある 2 つの オニ キス の 間 に 並 べ る 。 

エフ ォ ド の 鎖 の 留め 金 の 、 右 の オニ キス は 、 思 いや けり 、 寛 大 を 表 


エフ ォ ド の 鎖 の 留め 金 の 、 左 の オニ キス は 、 央 し さ 、 力 に 対応 し 
て いて 、 正 義 、 和 怒り を 表す 。 

例え ば 、 ラ イオ ン の 象徴 が ユダ 族 と 記さ れ て いる 石 の 左側 に 有 っ 
た 場合 は 、 大 祭司 は 神託 を 「 主 で ある 神 の 杖 は ユダ 族 に 対し て 怒っ 
て いる 」 と 読み 取る で あろ っ つ 。 

人 や 杯 の テラ フィ ム が ベニ ヤミ ン 族 と 記さ れ て いる 石 の 近く の 左 
側 に 有 っ た 場合 は 、 大 祭司 は 「 主 で ある 神 の 思い や り は 、 神 、 神 の 
思い や り を 冒 流 する ベニ ヤミ ン 族 の 因 を 嫌っ て いる 。 神 は 、 神 の 怒 
けり の 杯 の 、 神 の 始 り を ベニ ヤミ ン 族 の 上 に 注ぐ で ある ろう 」 と 読み 取 
る で あろ っ つ 。 

な ど 。 

イス ラ エ ル で 王者 で ある 祭司 が 姿 を 隠し た 時 、 

人 に 成っ た 神 の 吉 葉 イエ ス の 前 で 全て の 神託 が 沈黙 し た 時 、 
評 章 の 良い 優し い 覧 者 達 の 口 に よっ て 、 神 の 吉 葉 が 話し た 時 、 
契約 の 箱 が 失わ れ た 時 、 

祭司 だ け の 聖 所 が 大 箇 の 目 に さら され た 時 、 
神殿 が 破壊 され た 時 、 

エフ ォ ド と テラ フィ ム の 神秘 は 、 金 や 宝石 の 上 に 記さ れ な く 成 っ 
だ 。 

何人 か の 学 の 有る カバ リス ト が 、 エ フォ ド と テラ フィ ム の 神秘 
を 、 象 中 、 羊 皮 移 、 金 や 銀 で めっき し た 銅 の 上 に 、 記 し た 、 と いう 
より は むしろ 、 描 いた 。 


そし て 、 エ フォ ド と テラ フィ ム の 神秘 は 、 カ ー ド の 上 に 描か れ 
だ 

常に 、 公 の 教会 は 、 教 会 の 神秘 へ の 危険 な 鍵 を 含ん で いる と 、 タ 
ロッ ト や トラ ンプ と いっ た カー ド を 那 推 し た 。 

カー ド か ら 、 タ ロッ ト は 生ま れ た 。 

学 の 有る クー ル ド ジェ ブラ ン は 、 象 徴 と 数 の 知 で 、 タ ロッ ト が 
古代 か ら 存 在 す る 事 を 明らか に し た 。 

そし て 、 後 に 、 タ ロッ ト が 古代 か ら 存 在 す る 事 は 、 エ ッ テ ィ ラ の 
疑わ し い 推 測 と 妨 耐 強い 研究 を 鍛え た 。 

「 原始 世界 」 の 第 8 巻 で 、 ク ー ル ド ジェ ブラ ン は 、 タ ロッ ト の 22 
の 鍵 、 棒 の 1、 杯 の 1、 合 の 1、 輪 の 1 の 絵 を も た らし た 。 

クー ル ド ジェ ブラ ン は 、 古 代 の 全て の 象徴 と の 、 タ ロッ ト の 完 
全 な 類推 可能 性 を 実証 し た 。 

し か し 、 ク ー ル ド ジェ ブラ ン は 、 タ ロッ ト を 説明 し よう と 試み 
て 、 必 然 的 に 、 道 を 外れ て し まっ た 。 

な ぜ な ら 、 ク ー ル ド ジェ ブラン は 、 普 負 の 神 の テト ラ グラ マト 
ン 、 ヤ 八 ウ ェ 、 イ ヨッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー を 、 タ ロッ ト の 起点 に し 
な か っ た 。 

酒 神 バ ッ カ ス 祭 の イ ョ ッ ド エヴァ 。 

祭司 だ け の 聖 所 の イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー。 

カバ ラ の ヤ ハ ウ ェ 。 

エッ ティ ラ ま た は アリ エッ ト は 、 自 説 の タロ ッ ト 占 いと 、 自 説 の 
タロ ッ ト 占 いで 得 ら れる 物質 的 な 利益 に 、 完 全 に 夢中 に 成っ た 。 

アリ エッ ト は 、 元 は 理髪 師 で あっ た 。 

アリ エッ ト は 、 フ ラン ス 語 の 学 が 無かっ た 。 

アリ エッ ト は 、 フ ラン ス 語 を 正しく 書く 学 す ら 無かっ た 。 

アリ エッ ト は 、 トート の 書 タ ロッ ト を 、 改 良し て 自分 の 物 に し た 
と 主張 し た (が 、 実 際 に は 、 改 悪し た )。 

後記 の 、 思 直 な 広告 が 、 現 在 は 希少 に 成っ た アリ エッ ト の タロ ッ 
ト の 28 番 目 の 、 棒 の 8 に は 記さ れ て いる 。 


「 エッ ティ ラ 。 
代数 学 の 教師 、 古 代 の トー ト の 書 タ ロッ ト の 近代 の 斉 け の 修正 者 。 
パリ の Rue de TOseille の 48 番 、 在 住 


エッ ティ ラ が 斉 り と 思っ た 物 を 修正 し な い 方 ほう が 確実 に 良かっ 
た の で ある 。 

エッ ティ ラ の 本 は 、 ク ー ル ド ジェ ブラ ン が 発見 し た 古代 の 書 タ 
ロッ ト を 、 大 則 の 低俗 な 悪人 の 霊 の 魔術 と カー ド 占 い の 領 域 に ま 
で 、 お と し め た 。 


「 証 明 し 過ぎ よう と する 人 は 何 も 証 明 で き な い 」 

エッ ティ ラ は 、「 証 明 し 過ぎ よう と する 人 は 何 も 証 明 で き な い 」 
と いう 古代 の 論理 の 吉 葉 の 、 実 例 で ある 。 

エッ ティ ラ の 読む お に た えな い 本 の 、 い くつ か の 希少 な 吉 葉 に 見 ら 
れる 様 に 、 エ ッ テ ィ ラ の 努力 は 、 エ ッ テ ィ ラ を ある 程度 の カバ ラ の 
知識 に 導い た 。 

エッ ティ ラ と 同じ 時 代 の 、 本 物 の 秘伝 伝授 者 は 、 タ ロッ ト の 秘密 
を 所 有 ほ し て いた 。 

薔薇 十字 団員 は 、 タ ロッ ト の 秘密 を 所 有 し て いた 。 

例え ば 、 分 類 が タロ ッ ト で ある ルイ クロ ー ド ド サン マル タン の 
「Natural Table 」 が 証明 し て いる 様 に 、 本 物 の タロ ッ ト を 所 有 し て 
いた 、 マ ル テ ィ ニ スト は 、 タ ロッ ト の 秘密 を 所 有 し て いた 。 

後記 は 、 薔 薇 十字 団 の 敵 が 記し た 物 で ある 。 


「 薔薇 十字 団 は 、 現 在 ま た は 未来 の 他 の 書物 の 全て を 学ぶ 事 が で き 
る 書物 (、 タ ロッ ト ) を 所 有 し て いる 、 と 主張 し て いる 。 
現在 また は 未来 の 他 の 書物 の 全て を 学ぶ 事 が で きる 書物 (、 タ ロッ 
ト ) が 、 薔 薇 十字 団 の 論理 で ある 。 
分 析 能 力 に よっ て 、 抽 出 に よっ て 、 一 種 の 知 の 世界 の 形成 に よっ 
て 、 全 て の 可能 な 存在 の 創造 に よっ て 、 現 在 ま た は 未来 の 他 の 書物 
の 全て を 学ぶ 事 が で きる 書物 (、 タ ロッ ト ) の 中 に 、 存 在 する 全て の 
も の の 原型 を 見 つけ る 事 が で きる 。 

哲学 的 な 神 知 学 的 な 小宇宙 的 な カー ド ( で ある 、 タ ロッ ト ) を 見 な さ 
いい 」 

(「 好 奇 心 が 強い 人 々 の た め に 、 め くり 上 げ ら れ た ヴェ ー ル 」 の 
著者 に よる 「 カ トリ ッ ク 、 宗 教 と 王 に 対す る 秘密 結社 で ある 薔薇 十 
字 団 」 。 パ リ 。Crapard。1792 年 。) 


本 物 の 秘伝 伝授 者 は 、 無 上 に 大 いな る 神秘 と 共に 、 タ ロッ ト の 秘 
密 を 所 有 し て いた 。 

本 物 の 秘伝 伝授 者 は 、 エ ッ テ ィ ラ の 斉 り に 対す る 抗議 を 用 心して 
や め た 。 

本 物 の 秘伝 伝授 者 は 、 本 物 の ソロ モン の 小 鍵 タロ ッ ト の 秘密 を 明 
ら か に する 代わ り に 、 麻 けり を 自覚 させ る た め に エッ ティ ラ を 放っ て 
お いた 。 

前 記 か ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 古 代 の 世界 の 全て の 教え と 全て 
の 哲学 の 鍵 タロ ッ ト を 、 損 失 の 無い まま で 、 未 知 の まま で 、 発 見 し 
て も 、 深 く は 和 区 か な か っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は タロ ッ ト が 鍵 で ある と 話し た 。 

タロ ッ ト は 本 当 に 鍵 の 形 を し て いる 。 


鍵 タ ロッ ト の 輪 は 、4 組 の 10 つ 1 組 の 小 ア ルカ ナ の 輪 で ある 。 

鍵 タロ ッ ト の 胴体 は 、22 文 字 の も の さ し で ある 。 

鍵 タ ロッ ト の 胴体 は 、22 文 字 の へ ブラ イ 文 字 と 1 対 1 対応 で ある 、 
22 枚 の 大 アル カナ で ある 。 

鍵 タロ ッ ト の 歯 は 、3 つ 1 組 の 3 段階 で ある 。 

「 創世 か ら 隠 され た も の の 鍵 」 で 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 タ ロッ 
ト は 鍵 で ある 、 と 話し て いる 。 

後記 の 様 に 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 秘伝 伝授 者 だ けが 知っ て い 
る 、ROTA と 読め る 、 鍵 タロ ッ ト の 隠さ れ た 名 前 を 示し た 。 


ROTA は 、 エ ゼ キ エル の 車輪 を 意味 する 。 

ROTA は 、TAROT、 タ ロッ ト を 意味 する 。 

ROTA は 、 錬金術 師 の Azoth と 同義 語 で ある 。 

TAROT、 タ ロッ ト は 、 考 えと 自然 の 絶対 を カバ ラ 的 に 表し た 吉 葉 


で ある 。 
TAROT、 タ ロッ ト は 、 ギ リ シ ャ 語 と へ ブラ イ 語 の キリ スト の 組み 


合わ せ 文 字 の 文字 で 形成 され て いる 。 

TAROT、 タ ロッ ト は 、 ラ テン 文字 の R ま た は ギリ シャ 文字 の P 
が 、 ヨ ハネ の 黙示 録 の 最初 と 最後 、 ア ルフ ァ と オメ ガ の 間 に 存 在 す 
る 


十字 の 象徴 で ある 神 の タウ が 、TAROT、 タ ロッ ト と いう 吾 葉 全体 
を 包ん で いる 。 

すでに 話 し た 様 に 。 

タロ ッ ト 無 し で は 、 古 代 人 の 魔術 は 閉ざさ れ た 書物 で ある 。 

タロ ッ ト 無 し で は 、 カ バラ の 大 いな る 神秘 を 見 通す 事 は 不可 能 で 
ある 。 

タロ ッ ト だ けが 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ と パラ ケル スス の 魔 方 
陣 の 意味 を 教え る 。 

タロ ッ ト の 鍵 で 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ と パラ ケル スス の 魔 方 
陣 を 形成 し て 集め られ た 象 微 を 読み 取る と 、 確 信 さ せら れる 様 に 。 
後記 は 、 パ ラケル スス の 7 惑星 の 霊 の 魔 方 陣 で ある 。 


パラ ケル スス の 魔 方 陣 の 縦 か 横 か 対角線 の 列 の 数 を 合計 する と 、 
常に 、 惑 星 の 象 徴 的 な 数 を 手 に 入れ られ る 。 
そし て 、 パ ラケル スス の 魔 方 陣 の 縦 か 横 か 対角線 の 列 の 数 の 合 
の 、 説 明 を 、 タ ロッ ト の 象徴 で 見 つけ る 。 
そし て 、 パ ラケル スス の 魔 方 陣 の 縦 か 横 か 対角線 の 列 の 数 の 合 
で 、 三 角形 、 正 方 形 、 十 字形 を 形成 し て 、 全 て の 意味 を 、 タ ロッ ト 


で 見 つけ る 。 

そう すれ ば 、7 惑 星 の 人 象徴 の 下 で 、 と いう より は お むしろ 、 人 生 の 
全て の 出来 事 に 対す る 天 ま た は 人 の 感化 力 を 7 惑星 の 震 と し て 擬人 
化し た 象徴 の 下 で 、 パ ラケル スス と いっ た 古代 人 が 隠し た 全て の 象 
徴 と 神秘 を 完全 に 深く 知る で あろ つ 。 

すでに 話し た 様 こ 、 タ ロッ ト の (大 アル カナ の )22 の 鍵 は 、 最初 の 
カバ ラ 的 な アル ファ ベッ ト で ある へ プ ブライ 文字 の 22 文 字 で ある 。 

後記 は 、 何 人 か の へ ブラ イ 人 の カバ リス ト に よる タロ ッ ト の 大 ア 
ルカ ナ の 一 般 と は 異な る 説明 で ある 。 


アレ フ 

存在 、 精 神 、 人 、 神 。 

理解 可能 な も の 。 

唯一 性 、 数 の 母 、 第 一 質 料 。 

魔術 師 の 姿 で 全て の 前 記 の 概念 は 象徴 的 に 表 さ れる 。 
魔術 師 の 胴体 と 腕 は 文字 アレ フ (N) の 形 に 成っ て いる 。 
魔術 師 の 頭 の まわ り に は s の 形 の 後 光 が 存 在 する 。 
の 形 は 命 と 普 包 の 聖霊 の 象徴 で ある 。 
魔術 師 の 前 に は 剣 、 杯 、pantacle が 存在 する 。 

魔術 師 は 奇跡 の 杖 を 天 に 向かっ て か か げ て いる 。 
魔術 師 は アポ ロン や メル クリ ウス の 様 に 若い 姿 の 巻き 毛 で ある 。 
魔術 師 の 口元 に は 確 儲 の 笑み が つか ん で いる 。 
魔術 師 の 目 に は 知力 が 見 える 。 


ベト 

神 と 人 の 家 、 祭 司 だ け の 聖 所 、 法 、 グ ノー シス 、 カ バラ 、 隠 され 
た 教会 、2 つ 1 組 、 妻 、 母 。 

女性 の 法王 が タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 描か れ て いる 。 

法王 の 三重 の 王冠 を か ぶっ て いる 女性 が タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に 
は 描か れ て いる 。 

女性 の 法王 は 月 と イシ ス の 角 を か ぶっ て いる 。 

女性 の 法王 の 頭 は マン ト で 隠さ れ て いる 。 

女性 の 法王 の 胸 の 上 に は 太陽 の 十字 が 存在 する 。 

女性 の 法王 は ひざ の 上 に 本 を 持っ て いる 。 

女性 の 法王 は 本 を マン ト で 隠し て いる 。 

女性 の 法王 ヨハ ン ナ の 歴史 を 偽っ た プロ テス タン ト の 作者 は 結果 
は さて お き 論 文 の た め に タロ ッ ト の 女性 の 法王 また は 女性 の 祭司 の 
王者 の 2 枚 の 好奇 心 を そそ る 古代 の 絵 に 出会い 利用 し た 。 

前 記 の 2 枚 の 絵 は イ シス の 全て の 特性 を 女性 の 法王 に 帰し て い 
る 。 


前 記 の 2 枚 の 絵 の 一 方 の 絵 に は 息子 の ホル ス を 持ち 抱い て いる イ 
シス が 描か れ て いる 。 

前 記 の 2 枚 の 絵 の 他 方 の 絵 に は 女性 の 祭司 が 描か れ て いる 。 

女性 の 祭司 は 細長 い 髪 を し て いる 。 

女性 の 祭司 は 2 つ 1 組 の 2 つの 柱 の 間 に イ ス に 座っ て いる 。 

女性 の 祭司 は 脚 の 上 に 4 つの 光線 の 太陽 の 十字 を 持っ て いる 。 

女性 の 祭司 は 一 方 の 手 に 本 を 買い て いる 。 

女性 の 祭司 は 他方 の 手 で 神秘 を 表す た め に 親指 、 人 差し 指 、 中 指 
を 伸ばし て 薬指 と 小指 を 折り 曲げ る 祭司 の 秘伝 の 合図 を し て いる 。 

女性 の 祭司 は 頭 の 後ろ る に ヴェ ー ル が 有る 。 

女性 の 祭司 の イス の 損 面 に は 海 の 上 の 蓮華 が 描か れ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 タ ロッ ト の 2 ペー ジ 目 の 絵 と いう 古代 の 象 
徴 の 中 に 、 学 者 が 歴史 を 偽っ た 、 女 性 の 法王 ヨハ ン ナ し か 見 えな 
か っ た 、 失 敗 し た 学者 に 強い あわ れ み を 覚え る 。 


ギ メ ル 

吉 葉 、3 つ 1 組 、 充 満 、 豊 か さ 、 自 然 、3 つ の 世界 の 中 で の 生成 。 

タロ ッ ト の 3 ペー ジ 目 に は 女帝 が 描か れ て いる 。 

女帝 は 田 を 持っ て いる 。 

女帝 は 王冠 を か ぶっ て いる 。 

女帝 は 王座 に 座っ て いる 。 

女帝 は 地球 を の せ た 王 巻 を か か げ て いる 。 

女帝 の 象徴 は リ シ で ある 。 

ワシ は 魂 と 命 の 象徴 で ある 。 

女 帯 は ロー マ の 愛 の 女神 ウェ ヌス と ギリ シャ の 天 の 女 神 ウ ラニ 
ア 、「 天 の 愛 ( ウ ツェ ヌ ス ウラ ニア ) 」 で ある 。 

(' 響 宴 」 に 、『 天 の 愛 」 を 意味 する "ウェ ヌス ウラ ニア 、 

「 アフロディーテ ウラ ニア 」 と 、 肉 欲 で ある 「 大 則 の 愛 」 を 意味 す 
る ウェ メス バジ デモ ス 」、「 ア フロ ディ イー テ パッ デモ ス 』 と 1 
う 区 別 が 記さ れ て いる 。) 

ヨハ ルネ の 庄 示 録 12 章 1 節 で 使徒 ヨハ ネ は 女帝 を 太陽 の 衣 を 着 て 12 
の 星 の 王 冠 を か ぶり 月 を 足 の 下 に し て いる 女性 と し て 表し た 。 

女 は 3 つ 1 組 の 神秘 の 精髄 、 圭 性 、 不 死 、 天 の 女王 で ある 。 


ダレ ウト 

東 の 門 ま た は 統治 、 入 門 、 力 、 テ トラ グラ マト ン 、 ヤ ハル ウェ 、4 
つ 1 組 、 立 方 体 の 石 、 立 方 体 の 石 の 基礎 。 

タロ ッ ト の 4 ペー ジ 目 に は 皇帝 が 描か れ て いる 。 

皇帝 の 胴体 は 直角 三角 形 を 表す 。 

皇帝 の 脚 は 十字 に 交差 し て いる 。 


十字 は 錬金術 師 の 錬 金 旬 の 象徴 で ある 。 


へ ヘー 

Eh、 実 証 、 教 授 、 法 、 象徴 、 哲 学 、 款 教 。 

タロ ッ ト の 5 ペー ジ 目 に は 法王 また は 大 祭司 イエ ス 、 秘 儀 祭 司 が 
描か れ て いる 。 

より 近代 の タロ ッ ト で は タロ ッ ト の 5 ペー ジ 目 に は ユピテル が 措 
か れ て いる 。 

大 祭司 イエ ス は ソロ モン の 2 つの 柱 の 間 に 座 っ て いる 。 

秘 儀 祭司 は ヘル メス の 2 つの 柱 の 間 に 座 っ て いる 。 

大 祭司 イエ ス は 一 方 の 手 で 親指 、 人 差し 指 、 中 指 を 伸ばし て 薬指 
と 小指 を 折り 曲げ る 祭司 の 秘伝 の 合図 を し て いる 。 

大 祭司 イエ ス は 横木 が 三角 形 を 形成 し て いる 三重 十字 架 に 寄り か 
か っ て いる 。 

2 人 の 祭司 が 大 祭司 イエ ス の 前 に ひざ まず いて いる 。 

2 つの 柱 の 柱頭 の 下 に いて 、2 人 の 祭司 の 頭 の 上 に いる 、 

大 祭司 イエ ス は 5 つ 1 組 の 中 心 で あり 、 神 の 五 蘭 星 を 表し 、 五 蘭 星 
の 完全 な 意味 を も た らし て いる 。 

実に 、2 つ の 柱 は 必然 また は 法 で あり 、2 人 の 祭司 の 頭 は 自由 また 
は 行動 で ある 。 

右 の 柱 か ら 右 の 祭司 の 頭 へ 1 つの 線 を 描く 事 が 可能 で あり 、 左 の 
柱 か ら を の 祭司 の 頭 へ 1 つの 線 を 描く 事 が 可能 で あり 、 右 の 柱 か ら 2 
人 の 祭司 の 頭 へ 2 つの 線 を 描く 事 が 可能 で あり 、 左 の 柱 か ら 2 人 の 祭 
司 の 頭 へ 2 つの 線 を 描く 事 が 可能 で ある 。 

前 記 の 様 に 正方 形 と 十字 で 分 ) 割 され た 4 つの 三 角形 が 得 られ る 。 
十字 の 中 央 に 大 祭司 イエ ス 、 秘 儀 祭司 が いて 、 仮 に 真理 、 栄 光 、 
光 の も の を 次 の 様 に 例え られ る の で あれ ば 、 巣 の 中 心 に いる 庭 の ク 

モ の 様 で ある と 吉 え る 。 


ヴァ ウ 

順序 、 織 り 交 ざっ た も の 、 男 性 器 、 も つれ 、 結 合 、 抱 く 、 戦 い 、 
相対 する も の 、 組 合せ 、 つ り 合 い 。 

タロ ッ ト の 6 ペー ジ 目 に は 悪徳 の 女性 と 徳 の 女性 の 間 の 男性 が 措 
か れ て いる 。 

男性 の 頭上 に は 真理 の 大 陽 が 輝い て いて 、 真 理 の 大 陽 の 中 に は 愛 
の 神 エ ロス が いて 、 愛 の 神 エ ロス は 弓 を 引い て 矢 で 悪徳 の 女性 を お 
ど し て いる 。 

10 の セ フ ィ ロ ト の 秩序 で は 、 タ ロッ ト の 6 ペー ジ 目 の 象徴 は ティ 
フェ レト に 対応 する 。 

ティ フェ レト は 理想 と 美 で ある 。 


数 6 は 絶対 の 育 定 と 絶対 の 否定 と いう 2 つの 3 つ 1 組 の 相対 する も の 
を 表す 。 

前 記 の 理由 か ら 6 は 苦労 と 自由 の 数 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 6 は 倫理 道徳 的 な 美 と 栄光 に 結び つく 。 


THE CHARTOT OF HEENIRR。 
Seoex7 婦 ey の 妙 e zo 


武器 、 剣 、 智 天使 ケル プ の 火 の 合 、 神 の 7 つ 1 組 、 勝 利 、 王 者 、 祭 
司 。 

タロ ッ ト の 7 ペー ジ 目 に は 立方 体 の 戦車 が 描か れ て いる 。 
戦車 に は 4 つの 柱 が 有る 。 

戦車 に は 空色 の 星 の 天幕 が か か っ て いる 。 

戦車 の 中 に は 、4 つ の 柱 の 間 に は 、3 つ の 光 を 放つ 金 の 五 蘭 星 が 飾 
られ た 円 の 王冠 を か ぶっ た 勝利 者 が いる 。 

勝利 者 の 胸 の 上 に は 3 つの 重ね 合わ せ た 正 方 形 が 有る 。 

勝利 者 の 左右 の 忌 の 上 に は 、 王 者 の 犠牲 を ささ げ る 者 の ウリ ム と 
トン ミ ム 、 寛 大 、 思 いや り と 上 厳し さ を 意味 する 2 つの 三日月 が 有 


勝利 者 の 一 方 の 手 に は 球体 、 正 方 形 、 三 角形 を の せ た 王 協 が 有 


勝利 者 の 態度 は 誇り を 持ち 平静 で ある 。 

戦車 に は 白い スフィンクス と 黒い スフィンクス の 下部 が つなが れ 
て る 。 

白い スフィンクス と 黒い スフィンクス は 正反対 の 方 向 へ 戦車 を 引 
いて いる 。 

し か し 、 黒 い ス フィ ンク ス は 頭 を 白い スフィンクス の 方 へ 向け て 
いる の で 白い スフィンクス と 黒い スフィンクス は 同じ 方 向 を 見 て い 
る 。 

05 邊 昌 介 の 人 ま 。  「 ー を 飛ぶ 球体 を の せ た イ 
ンド の 男性 器 と 女性 器 が 有る 。 

ファ ス レヴ ィ が 再生 させ た タロ ッ ト の 7 ペー ジ 目 は 全て の タ 

ロッ ト の 小 鍵 の 中 で 直ら く 最も 美しく 完全 で ある 。 


ヘ ト 

天 笠 、 引 き 寄 せる 事 と し り ぞ ける 事 、 命 、 恐 怖 、 約 束 、 脅 迫 。 

タロ ッ ト の 8 ペー ジ 目 に は 剣 と 天 程 を 持っ た 正義 の 女神 が 描か れ 
て いる 。 


テト 
療 、 悪 へ の 憎悪 、 倫 理 道徳 、 覧 明 さ 。 
タロ ッ ト の 9 ペー ジ 目 に は 賢者 が 描か れ て いる 。 
賢者 は 杖 に 寄り か か っ て いる 。 
賢者 は 前 に ラン プ を 持っ て いる 。 
賢者 は マン ト で 完全 に 履い 隠さ れ て いる 。 
タロ ッ ト の 9 ペー ジ 目 の 名 前 は 隠者 また は オリ エン ト の マン ト の 
フー ド の た め に カプ チン 会 修道 者 で ある 。 
し か し 、 タ ロッ ト の 9 ペー ジ 目 の 本 当 の 名 前 は 思 庵 で ある 。 


タロ ッ ト の 8 ペー ジ 目 の 正義 、 タ ロッ ト の 9 ペー ジ 目 の 思 鹿 、 タ 
ロッ ト の 11 ペ ー ジ 目 の 勇 気 、 タ ロッ ト の 14 ペ ー ジ 目 の 節 制 と いう 
クー ル ド ジェ ブラ ン と エッ ティ ラ に は 不 完全 に 思わ れ た 4 つの 枢 要 

徳 が 完全 に そろ うつ 。 


イ ョ ヨッ ド 

原理 、 表れ 、 賛 美 、 男 性 らし いい 栄光 、 男 性 器 、 男 性 らし い 繁 殖 
力 、 父 で ある 神 の 王 多 。 

タロ ッ ト の 10 ペ ー ジ 目 に は 運命 の 車輪 が 描か れ て いる 。 

タロ ッ ト の 10 ペ ー ジ 目 に は エ ゼ キ エ ル の 宇宙 の 創造 の 車輪 が 描か 
れ て いる 。 

運命 の 車輪 の 右 を ヘル マニ ビス が 昇っ て いる 。 

運命 の 車輪 の 圧 を ティ フォ ン が 降り て いる 。 

運命 の 車輪 の 上 で スフィンクス が つり 合わ せ て いる 。 
スフィンクス は ライ オン の 爪 の 間 で 剣 を 持っ て いる 。 

タロ ッ ト の 10 ペ ー ジ 目 は 見 事 な 象 徴 で ある 。 

エッ ティ ラ の 自説 の カバ ラ の 象徴 の 特性 の た め に 、 エ ッ テ ィ ラ は 
ヘル マニ ビス を ネズ ミ に 、 テ ィ フ ォ ン を オオ カミ に 、 ス フィ ンク ス 
を サル に 変え て タロ ッ ト の 10 ペ ー ジ 目 の 絵 を 台無し に し た 。 


カフ 

把握 し 保有 する 行動 の 手 。 

タロ ッ ト の 11 ペ ー ジ 目 の 名 前 は 強 さ で ある 。 

タロ ッ ト の 11 ペ ー ジ 目 に は 女性 が 描か れ て いる 。 

女性 は 命 の s の 形 の 王冠 を か ぶっ て いる 。 

女性 は 、 お だ や か に 力 無し に 、 激 し い ラ イオ ン の あご を 閉ざし て 
いる 。 


ラメ ド 

見 本 、 教 授 、 公 の 教え 。 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 に は 片 脚 で 吊る され た 男 が 描か れ て いる 。 
吊る され た 男 は 両手 を 後ろ る で し ば られ て いる 。 

吊る され た 男 の 胴体 は 逆さ の 三角 形 を し て いる 。 

吊る され た 男 の 両 脚 は 十字 に 交差 し て いる 。 

吊る され た 男 の 体 は 三角 形 の 上 の 十字 の 形 を し て いる 。 

絞 首 名 は へ プラ イ 文 字 の タウ ①) の 形 を し て いる 。 

絞 首 台 の 2 本 の 木 は 各々 6 本 の 枝 が 切り 取ら れ て いる 。 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 は 犠牲 と 終え た 務め の 象徴 で ある 。 


メ ム 


木星 と 火星 の 天 、 統 治 と 力 、 新 生ま た は 改心 、 創 造 と 破壊 

タロ ッ ト の 13 ペ ー ジ 目 に は 死 の 女性 が 描か れ て いる 。 

死 の 女性 は 人 が 成長 し て いる 牧草 地 で 王冠 を か ぶっ て いる 人 の 頭 
を 収穫 し て いる 。 


メン 
太陽 の 天 、 傾 向 、 季 節 、 動 き 、 常 に 新しい が 常に 同じ で ある 命 の 
移り 変わ り 。 


タロ ッ ト の 14 ペ ー ジ 目 の 名 前 は 節制 で ある 。 

タロ ッ ト の 14 ペ ー ジ 目 に は 天使 が 描か れ て いる 。 

天使 は ひたい の 上 に 太陽 の 象徴 を 脆 に つけ て いる 。 

天使 は 胸 の 上 に 7 つ 1 組 を 表す 正方 形 と 三角 形 を 身 に つけ て いる 。 

天使 は 命 の エリ クサ ー を 構成 する 金 と 光 と いう 2 つの 要素 を 一 方 
の 聖杯 か ら 別 の 聖杯 へ 注い で いる 。 


サメ ク 

水星 の 天 、 隠 され た 自然 科学 、 魔 術 、 商業 、 雄 弁 、 神 秘 、 倫理 道 
徳 的 な 力 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 に は 全て の 汎 神 の 属性 を 持つ 悪魔 、 メ ン デ 
ス の ヤギ 、 神 殿 騎 士 田 の バフ ォ メ ッ ト が 描か れ て いる 。 

タロ ッ ト の 15 ペ ー ジ 目 は エッ ティ ラ が 正しく 理解 し 正しく 説明 し 
た 唯一 の 象徴 で ある 。 


アイ ン 

月 の 天 、 変 化 、 転 覆 、 移 り 変わ り 、 弱 み 。 

タロ ッ ト の 16 ペ ー ジ 目 に は 多分 バベル の 塔 で あろ う 、 二 に 打 た れ 
た 塔 が 描か れ て いる 。 

多分 ニム ハロ デ と ニム ロ デ の 偽 の 預 吉 者 また は 偽 の 祭司 と いう 、2 
人 の 人 が 廃 壇 の 頂上 か ら 真っ 送 さま に 落ち て いる 。 

堕ち て いる 2 人 の つう ちの 1 人 は 完全 に へ プラ イ 文 字 ア イン ( め ⑰ の 形 
を し て いる 。 


ジラ 中 
魂 の 天 、 思考 の 流出 、 形 の 上 に お ける 概念 の 倫理 道徳 的 な 影響 
不死 。 


タロ ッ ト の 17 ペ ー ジ 目 の 名 前 は 燃え る 星 と 永遠 の 若 さ で ある 。 
タロ ッ ト の 17 ペ ー ジ 目 の 絵 に つい て は 、 す で に 話し た 通り で あ 
る 。 


ツァ ー デ 


四 大 元素 、 見 える 世界 、 反 射 し た 光 、 こ の 世界 の も の の 形 、 銀 
上 


で さ 


タロ ッ ト の 18 ペ ー ジ 目 に は 月 が 描か れ て いる 。 

し ずく が 有る 。 

ザリガニ が 水 の 中 か ら 地 へ 昇っ て いる 。 

2 つの 塔 の 基礎 に 鎖 で つなが れ た 犬 と オオ カミ が 月 に 向かっ て ほ 
えて いる 。 

血 の 点 在 する 1 つの 経路 が 地平 線 に 消え て いる 。 


クオ ォ フ 

合成 し た も の 、 頭 、 頂 点 、 天 の 王 。 

タロ ッ ト の 19 ペ ー ジ 目 に は 光 を 放つ 大 陽 、 要 寒 化 さ れ た 囲い の 中 
で 手 を と り 合 う 2 人 の 裸 の 幼子 が 描か れ て いる 。 

タロ ッ ト の 19 ペ ー ジ 目 の 別 の 絵 に は 運命 の 余 を ほど いて いる 運命 
の 女神 が 描か れ て いる 。 

タロ ッ ト の 19 ペ ー ジ 目 の 別 の 絵 に は 白い 馬 に 乗り 深紅 の 旗 を 見 せ 
て いる 1 人 の 裸 の 幼子 が 描か れ て いる 。 


レシ ュ 

植物 の 原理 、 地 の 生殖 力 の 徳 、 永 遠 の 命 。 

タロ ッ ト の 20 ペ ー ジ 目 の 名 前 は 審 志 で ある 。 

神 の 聖霊 が ラッ パ を 吹い て いる 。 

死者 が 墓 か ら 復 活 し て いる 。 

か つて 死ん だ が 生き て いる 人 は 男性 、 女 性 、 幼 子 で ある 。 
男性 、 女 性 、 幼 子 は 人 の 命 の 3 つ 1 組 で ある 。 


シュ イン 

敏感 な 原理 、 肉 、 永 遠 の 命 。 

タロ ッ ト の 21 ペ ー ジ 目 に は 愚者 の 外見 を し た 男性 が 描か れ て い 
る 。 
男性 は 目的 無し に さま よっ て いる 。 
男性 は 恐らく 軸 か さと 悪徳 に 満ち た 、 ず だ 袋 を 負っ て いる 。 
男性 の 乱れ た 衣服 に は 男性 の 恥部 が 見 つか る 。 
虎 が 男性 を 噛ん で いる 。 男性 は 虎 を 免れ る 方 法 や 自身 を 守る 方 法 
を 知ら な い 。 


タウ 
小宇宙 、 全 て の 中 で の 全て の 要約 。 
タロ ッ ト の 22 ペ ー ジ 目 に は ケ テ ル 、 カ バラ の 王冠 が 描か れ て い 


oO 


牛 、 人 、 ワ シ 、 ラ イオ ン と いう 4 つの 神秘 の 動物 の 間 に 王 冠 が 存 
在 する 。 
王冠 の 中 央 で 真理 の 女性 が 各々 の 手 に 1 つの 杖 を 持っ て いる 。 


前 記 が 、 タ ロッ ト の 22 の 鍵 と 数 の 説明 で ある 。 

前 記 か ら 、 魔 術 師 また は 1 の 鍵 は 、3 つ の 世界 に お ける 、 第 一 原理 
で ある 神 に お ける 、 棒 の 1、 杯 の 1、 合 の 1、 輪 の 1 の 四 重 の 進歩 的 な 

意味 を 説明 する 。 

フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 1、 ま た は 、 輪 の 1 は 、 世 界 の 殊 、 
地 の 魂 、 星 の 光 で ある 。 

剣 の 1 は 、 戦 闘 的 な 各 で ある 。 

杯 の 1 は 、 思 いや り 深 い 知 で ある 。 

棒 の 1 は 、 創 造 す る 知 で ある 。 

棒 の 1、 杯 の 1、 剣 の 1、 輪 の 1 は 、 運 動 の 原理 、 進 歩 の 原理 、 豊 稼 
の 原理 また は 多 産 の 原理 、 力 の 原理 で ある 。 

タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の うち の 1 枚 と 大 アル カナ の うち の 1 枚 の 組 
み 合 わせ を 、 タ ロッ ト の 大 アル カナ で 解釈 する と 、 タ ロッ ト の 象 微 
の 哲学 的 な 管 示 と 宗教 的 な 訪 示 を 補完 で きる 。 

56 枚 の タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の うち の 1 枚 と 22 枚 の 大 アル カナ を 
組み 合わ せる 事 が で きる 。 

56 枚 の タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の うち の 1 枚 と 22 枚 の 大 アル カナ の 
ー 連 の 組み 合わ せ は 、 管 示 の 驚く べき 結論 と 、 光 の 驚く べき 結論 を 
も た ら す 。 

タロ ッ ト は 、 哲 学 的 な 機械 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 精 神 の 主導 権 と 自由 を 残し つつ 、 精 神 が 道 を 外れ な 
い 様 に 引き 留め る 。 

タロ ッ ト は 、 絶 対 に 対し て 応用 し た 数 学 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 神 に 対し て 応用 し た 数 学 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 実 際 に 存在 する も の と 概念 の 嬉 合 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 肌 の 欄 に 記 な が 証 才 の $ の めぐ り 合 わせ で あ 
Se。 

多分 、 タ ロッ ト は 、 人 の 天 オ の 無 上 に 単純 で 大 いな る 概念 で 
る 。 

多分 、 タ ロッ ト は 、 人 の 精神 の 無 上 に 単純 で 大 いな る 概念 で 
る 。 

タロ ッ ト の 象 微 を 読み 取る 方 法 は 、 タ ロッ ト を 同じ 数 が 対立 する 
様 に 正方 形 か 三角 形 に 並べ て 、 対 立 し て いる ペー ジ 群 を 対立 し て い 
な い ペ ー ジ で 調和 、 一 致 さ せる 事 で ある 。 

そう すれ ば 、 住 意 の 順序 で 、 常 に 、 タ ロッ ト の 4 つの 象徴 が 絶対 


を 表し 、 タ ロッ ト の 第 5 の 象徴 が 4 つの 象 微 を 説明 する 。 

そう すれ ば 、 住 意 の 順序 で 、 常 に 、 タ ロッ ト の 4 つの 象徴 が 神 を 
表し 、 タ ロッ ト の 第 5 の 象徴 が 4 つの 象 微 を 説明 する 。 

前 記 の 様 に 、 五 蘭 星 は 、 全 て の 魔術 の 問題 を 解決 する 。 

そし て 、 調 和 さ せる 一 致 さ せる 統一 が 、 全 て の 対立 を 説明 する 。 
第 5 の 象徴 が 4 つの 象徴 を 説明 する 様 に 並べ る と 、 タ ロッ ト は 本 物 
の 神託 と 成る 。 

そし て 、 タ ロッ ト は 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス の 人 人 造 人 間 、 最 初 
の スコ ラ 哲 学 よ り 、 正 確 で 誠 り 無く 、 全 て の 可能 な 質問 に 答え る 。 
タロ ッ ト だ け を 持っ た 閉じ 込め られ た 人 が 、 も し タロ ッ ト を 利用 
する 方 法 を 知っ て いれ ば 、 数 年 で 普 角 の 知 に 通じ て 、 比類 無 き 学 と 
無尽 蔵 の 雄弁 で 全て の も の に つい て 話す 事 が で きる で あろ うっ う 。 
事実 、 車 輪 タ ロッ ト は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 雄弁 家 の わ ざと 
大 いな る わざ の 本 物 の 鍵 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 影 を 光 に 変え る 本 物 の 秘密 で ある 。 

タロ ッ ト は 、「 大 いな る 務め 」 の 全て の 秘密 の 第 一 に 無 上 に 重要 
な 物 で ある 。 

象徴 の 普遍 の 鍵 タ ロッ ト は 、 古 代 イ ンド 、 古 代 エ ジ プ ト 、 古 代 イ 
スラ エル の 全て の 象徴 を 光 で 照ら す 。 

ヨハ ネ の 上 黙 示 録 は カバ ラ 的 な 本 で ある 。 

使徒 ヨ 八 は 、 ウ リム と トン ミ ム 、 テ ラフ ィ ム 、 エ フォ ド の 数 
で 、 上 厳 密 に 、 ヨ ルネ の 睦 示 録 の 意味 を 表し て いる 。 

タロ ッ ト は 、 ヨ ハ ネ の 黙示 録 の 全て を 要約 し 補完 する 。 

タロ ッ ト は 、 古 代 の 祭司 だ け の 聖 所 の 神秘 を 明か す 。 

初め て 、 タ ロッ ト は 、 へ プラ イ 人 の 儀式 に お ける も の の 意味 を 理 
和解 可能 に する 。 

契約 の 箱 を 覆っ て いる 王冠 を か ぶっ て いる 智 天 使 ケ ルビ ム が 支え 
て いる 契約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 と 、 前 の ペー ジ の 思 者 が 数 字 を 
EE が 有る タロ ッ ト の 22 ペ ー ジ 目 の 象 微 

、 同 じ で ある 事 に 気づか な い 人 が いる で あろ うか 2 契約 の 箱 を 

導く うに 天使 ケル ビ ム が 支え て いる 契約 の 
箱 の ふた で ある 金 の 板 と 、 前 の ペー ジ の 愚者 が 数 字 を 持た な い の で 
21 の 数 を 持つ 場合 が 有る タロ ッ ト の 22 ペ ー ジ 目 の 象 徴 は 、 同 じ で あ 
る ! 


契約 の 宿 は 、 全 て の カバ ラ の 考え の 、 象 徴 的 な 総合 で ある 。 
契約 の の 中 の 、 ア ー モ ンド の 花 が 咲い た アー ロン の 杖 は 、 棒 、 
イ ヨ ョ ッ ド で ある 。 


契約 の 箱 の 中 の 、 マ ナ の 容器 で ある 金 の つぼ は 、 杯 、 ヘ ー で あ 


る 。 
契約 の 箱 の 中 の 、 十 戒 と いう 法 の 2 枚 の 石板 は 、 正 義 の 剣 、 ヴ ァ 


ウ で ある 。 

契約 の 箱 の 中 の 、 金 の つぼ の 中 の 、 マ ナ は 、 輪 、 ヘ ー で ある 。 
契約 の 宿 の 中 の 、 ア ー モ ンド の 花 が 咲い た アー ロン の 杖 、 金 の つ 
ぼ 、 十 戒 、 マ ナ は 、 神 の テト ラ グラ マト ン 、 ヤ ハウ ェ 、 イ ヨッ ド 
ヘー ヴァ ウ ヘー で ある 。 

学 の 有る ガ フ ァ レ ル は 、 契 約 の 箱 の ケル ビ ム と 牛 の 類 推 を 証明 し 
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し か し 、 ガ ファ レル は 、 契 約 の 条 の ケル ビ ム は 2 頭 で は な く 4 頭 で 
ある 、 と 気づか な か っ た 。 

出 エ ジ プ ト 記 25 章 18 節 か ら 19 節 に 、2 頭 の ケル ビ ム を 契約 の 箱 の 
両端 に 、 と 記さ れ て いる 。 

し か し 、 出 エジプト 記 の 注釈 者 の 多数 は 、 契 約 の 宿 の ケル ビ ム は 
頭 で あ る と 斉 解 し て いる 。 

後記 の 様 に 、 出 エジプト 記 25 章 18 節 か ら 19 節 を 読み 取る べき で 
ある 。 


「 2 頭 の 牛 ま た は 2 頭 の スフィンクス を 契約 の 箱 の 両端 に 金 で 造り な 
さい 。 

一 方 の 牛 ま た は スフィンクス を 一方 向 へ 向け 、 他 方 の 牛 ま た は ス 
フィ ンク ス を 別 方 向 へ 向け な さい 」 


ケル ビ ム また は スフィンクス は 、 契 約 の 箱 の 両端 に 2 頭 ず つい 


ga 
4 頭 の ケル ビ ム は 、 身 代わ り に よる 救い の 思い や けり の 座 の 、 四 隅 
を 向い て いた 。 


頭 の ケル ビ ム は 、 身 代わ り に よる 救い の 思い や り の 座 を 、 ア ー 
チ 型 に 丸め た 細 で 覆っ て 、 契 約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 の 王冠 に 影 
を 投じ て いた 。 

4 頭 の ケル ビ ム は 、 契 約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 を 、 診 で 支え て 
いた 。 

一 方 の 端 の ケル ビ ム と 対 の 他方 の 端 の ケル ビ ム は 、 開 口 部 で 相互 
に 見 つめ 合い つつ 、 契 約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 の 上 の 神 を 見 て い 
た 。 

(後記 の 絵 を 参照 し て くだ さい 。) 


契約 の 箱 の 3 つの 部 分 また は 3 つの 段階 は カバ ラ の 3 つの 世界 で 
ある アテ ィ ル ト 、 イ エ ェ エ ツ ィ ラー、 ベ リア ー を 表す 。 

契約 の 箱 の 土台 に は 、 神 殿 の 2 つの 柱 で ある ボア ズ と ヤキ ン に 対 
応 し て いる 2 本 の さ お の 4 つの 輪 が 付け られ て いる 。 

契約 の 箱 自体 は 、4 頭 の スフィンクス 、4 頭 の ケル ビ ム に 囲ま れ て 
いる 。 

契約 の の ふた で ある 金 の 板 に は 、4 頭 の ケル ビ ム の 細 が 影 を 投 
じ て い る 。 

錬金術 の 達 道 者 の 用 語 を 用 いる と 、 契 約 の 箱 の 土台 は 、 塩 の 王国 
を 表す 。 

契約 の 箱 自体 は 、 水 銀 ま た は Azoth の 王国 を 表す 。 

契約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 は 、 硫 黄 ま た は 火 の 王国 を 表す 。 

へ ブラ イ 人 の 儀式 の 、 そ の 他 の 物 も 象徴 で ある 。 

し か し 、 へ ブライ 人 の 儀式 の 、 そ の 他 の 物 を 記し て 説明 する に は 
専門 の 書物 を 記す 必要 が 有る で あろ っ うつ 。 

神 と 人 と 万 物 の 対応 に つい て の 「Natural Table 」 で 、 ル イ ク 
ロー ド ド サン マル タン は 、 タ ロッ ト の 分 類 に 従っ た 。 

「 Natural Table 」 で 、 ル イ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 タ ロッ 
ト の 22 の 鍵 に つい て 補完 し た 神秘 の 注釈 を も た らし て いる 。 

し か し 、 ル イ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 用 心して 、 タ ロッ ト 
に つい て 話さ ず 、 タ ロッ ト の 絵 も 明か さなか っ た 。 

ギヨーム ポス テル も 、 用 心して 、 ギ ヨー ム ポス テル の 秘密 の 鍵 
の 図 の 中 で の み タ ロッ ト と いう 名 前 を 用 いて 、 ギ ヨー ム ポス テル の 
本 の 他 の 部 分 で は タロ ッ ト で は な く エ ノ ク の 創世 記 と いう 名 前 を 用 
いた 。 

エノク は 、 最 初 の 聖書 タカ ロッ ト の 作者 で ある 。 

エノク は 、 古 代 エ ジ プ ト 人 が トー ト と 呼ん で いる 人 、 フ ェ ニ キア 
人 が カド モス と 呼ん で いる 人 、 古 代 ギ リ シ ャ 人 が パラ メデ ス と 呼ん 
で いる 人 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 タ ロッ ト の 鍵 で ある 16 世 紅 の メダ ル を 、 
父 く べき 方 法 で 入手 し た 事 が 有る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 、 タ ロッ ト の 鍵 で ある 16 世 紀 の メ ダル に 
つい て 話す べき か どう か 、 わ か ら な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 、 神 の 様 な パラ ケル スス が 夢 の 中 で タロ ッ 
ト の 鍵 で ある 16 世 紀 の メ ダル が 置か れ て いる 場所 を エリ ファ ス レ 
ヴィ に 見 せ た 事 を 話す べき か どう つか 、 わ か ら な しい)。 

と に か く 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 タ ロッ ト の 鍵 で ある 16 世 紀 の 
メダ ル を 所 有 し て いる 。 

タロ ッ ト の 鍵 で ある 16 世 紀 の メ ダル の 一 方 の 面 に は 、 魔 術 師 が 措 
か れ て いる 。 


魔術 師 は 、16 世 紀 の ド イツ の 衣服 を 着 て いる 。 

魔術 師 は 、 一 方 の 手 で 帯 を 持っ て いる 。 

魔術 師 は 、 他 方 の 手 で 五 蘭 星 を 持っ て いる 。 

魔術 師 の 前 に は テー ブル が 有る 。 

テー ブル の 上 に は 開か れ た 本 、10 枚 の フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ 
エエ また は タリ スマ ン 、 閉 ざさ れ た コイ ン 入 れ の 袋 が 有る 。 

10 枚 の フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ ま た は タリ スマ ン は 、 開 か れ 
た 本 と 閉ざさ れ た 袋 の 間 に 有 る 。 

10 枚 の フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ ま た は タリ スマ ン の つう ち 、6 
枚 は 3 枚 1 組 の 2 つの 線 に 、4 枚 は 正方 形 に 、 並 ん で いる 。 
テー ブル の 脚 は 、2 つ の ni、 ヘ ー を 形成 し て いる 。 

魔術 師 の 脚 は 、2 つ の 逆さ の ]、 レ シュ を 形成 し て いる 。 

後記 の 様 に 、 タ ロッ ト の 鍵 で ある 16 世 紀 の メ ダル の 他方 の 面 に 
は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 文字 が 、 魔 方 陣 の 形 に 並ん で いる 。 
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V と N が 重複 し て いる の で 、22 種 類 の 文字 の アル ファ ベッ ト だ け 


が 並ん で いる 。 

22 種 類 の 文字 の アル ファ ベッ ト が 、4 組 の 5 つ 1 組 と 、 基 礎 と 鍵 で 
ある XVZN と 4 つ 1 組 に 並ん で いる 。 

XVZN と いう 最後 の 4 文字 は 、2 つ 1 組 と 3 つ 1 組 の 組み 合わ せ で あ 


る 。 

XVZN は 、 カバ ラ の 様 に 、 へ プラ イ 文 字 の 様 に 、 右 か ら 左 へ 読む 
と 、NZVX、NZIT、AZOT、AZOT、Azoth を 形成 する 。 

N は 文字 の 形 が へ ブラ イ 文 字 の K、 ア レフ で ある 。 

Z は その まま で ある 。 

V に 相当 する へ プラ イ 文 字 は 1、、 ヴ ァ ウ で ある 。 

1、 ヴ ァ ウ を 、O、 オ と 発音 する 場合 が 有る 。 

V、]、 ヴ ァ ウ は O、 オ で ある 。 

X は 文字 の 形 が 十字 で ある 古代 の へ ヘブライ 文 字 の タウ で ある 。 

X は T で ある 。 

パラ ケル スス に ふさ わし い 16 世 紀 の 不 思 議 な メダ ル は 、 タ ロッ ト 
を 説明 する 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 タ ロッ ト の 鍵 で ある 16 世 紅 の メダ ル を 、 
興味 の 有る 人 に 見 せよ う 。 

AZOT と いう 4 つ 1 組 の 吉 葉 が 、4 組 の 5 つ 1 組 、1 か ら 20 ま で を 要約 
し て いる 。 

AZOT は 、n ロ iny、 ヤ ハル ウェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー に 対応 し て 
いる 。 

AZOT は 、INRI に 対応 し て いる 。 

AZOT は 、 カ バラ の 全て の 神秘 を 含ん で いる 。 

タロ ッ ト は 、 学 問 的 に 重要 で ある 。 

これ 以上 、 タ ロッ ト を 改変 し な い の が 望ま し し !。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 帝 国 図 書館 に 保存 され て いる 古代 の タロ ッ 
ト を 調査 し て 、 全 て の タロ ッ ト の 絵 を 集め て 、22 章 で 記 し た 。 
行う べき 重要 な 務め が 未だ 残っ て いる 。 

それ は 、 タ ロッ ト の 完全 な 良く 考え られ た 見 本 を 描い て 公表 する 
事 で ある 。 

前 記 の 務め に 、 多 分 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 着 手 す る で あろ う 。 
タロ ッ ト の 名 残 は 、 全 て の 国 で 見 つか る 。 
すでに 話し た 様 に 、 多 分 、 イ タリ ア の タロ ッ ト が 、 最 も 舘 頼 で き 
て 、 最 も 良く 保存 され て いる 。 

た だ し 、 貴 重 な ス ペイ ン の タロ ッ ト で 、 イ タリ ア の タロ ッ ト を 補 
完 で きる で あろ っ つ 。 

例え ば 、「Naibi 」 と いう タロ ッ ト の 杯 の 2 は 完全 に エジプト 的 で 
ある 。 

「Naibi」 と いつ タロ ッ ト の 杯 の 2 に は 、 牛 の 上 に 乗せ られ た 、 


取っ 手 が 島 の トキ で ある 、2 つ の 古代 の つぼ が 描か れ て いる 。 

フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 4 に は 、 中 央 に ユニ コー ン が 描か 
れ て いる 。 

杯 の 3 に は 、1 つ の つぼ か ら 現 れ て いる イシ ス と 、2 つ の つぼ か ら 
それ ぞ れ 現れ て いる 2 羽 の トキ が 描か れ て いる 。 

一 方 の トキ は 女神 イシ ス へ の 王冠 を 保持 し て いる 。 

他方 の トキ は 蓮華 を 保持 し て イシ ス が 受け 取る 様 に ささ げ て いる 
様 に 見 える 。 

棒 の 1、 杯 の 1、 剣 の 1、 輪 の 1 に は 、 祭 司 の 神 の 蛇 が 描か れ て い 
る 。 

いく つか の タロ ッ ト で は 、 フ ラン ス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 4 の 中 
央 に 、 象 徴 的 な ユニ コー ン の 代わ り に 、 ソ ロモ ン の 封印 、 六 蘭 星 が 
描か れ て いる 。 

ドイ ツ の タロ ッ ト は 大 きく 改変 され て いる 。 

ドイ ツ の タロ ッ ト に は 、 鍵 の 数 、 以 外 、 保 存 さ れ て いな い 。 

ドイ ツ の タロ ッ ト は 、 タ ロッ ト の 原初 の 絵 が 、 奇 形 の 絵 や パン タ 
グリ ュ エ ル の 様 な 絵 に 押し の けら れ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 あ る 中 国 の タロ ッ ト を 持っ て いる 。 

帝国 図書 館 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 持っ て いる 物 に 似 た 、 複 数 の 
中 国 の タロ ッ ト を 持っ て いる 。 

M . Paul Boiteau は 、 ト ラン プ に つい て の 注目 する べき 作品 で 、 
タロ ッ ト の 見 事 に 考え られ た 見 本 を いく つか 記し て いる 。 

中 国 の タロ ッ ト は 、 い くつ か の 古代 の 絵 を 保存 し て いる 。 

中 国 の タロ ッ ト の コイ ン と 剣 は 明確 に 見 分 けら れる 。 

し か し 、 中 国 の タロ ッ ト の 棒 と 杯 を 見 つけ る の は 難し いで あろ 
つ 。 

グノー シス 主義 と マニ 教 の 時 代 に 、 教 会 は 、 タ ロッ ト を 失い 、 神 
の 「 ヨ ハネ の 黙示 録 」 の 意味 を 見 失っ た 。 

カバ ラ の 書 で ある ヨハ ネ の 黙示 録 の 7 つの 封 El が 7 つの pantacle で 
ある 事 は 理解 され な く 成 っ た 。 

後記 は 、 ヨ ハネ の 上 黙示録 の 7 つの 封印 で ある 7 つの pantacle で あ 
る 。 


ApocArypTro Kry。 < | 
77e 9ece Seo/s の 7 7o2 が 。 N | 


前 記 の 、 ヨ ハネ の 黙示 録 の 7 つの 封印 で ある 7 つの pantacle は 、 タ 
ロッ ト の 数 、 文 字 、 絵 に よる 類推 で 説明 で きる 。 

唯一 の 宗教 の 普遍 の 口伝 は 、 大 衆 の 教会 で は 一 時 的 に 破壊 され 
た 。 
暗黒 と 疑惑 が 地上 の 全て に 広がっ た 。 

し ば らく の 間 、 無 知 な 人 の 目 に は 、 本 物 の カト リッ ク 、 普 遍 の 管 


示 は 消滅 し た 様 に 見 えた 。 

カバ ラ の 文字 タロ ッ ト に よる ヨハ ネ の 黙示 録 の 説明 は 、 全 く 新 し 
い 世 示 で あろ う 。 

た だ し 、 何 人 か の 優れ た 魔術 師 は 、 タ ロッ ト に よる ヨハ ルネ の 黙示 
録 の 説明 を 先見 し て いた 。 

M . Augustin Chaho は 、 タ ロッ ト に よる ヨハ ネ の 黙示 録 の 説明 を 
先見 し て いた 魔術 師 の 1 人 で ある 。 

後記 の 様 に 、M . Augustin Chaho は 話し て いる 。 


「 ヨ 八 ネ の 黙示 録 と いう 詩 は 、 若 い 福 音 書 の 作者 で ある 使徒 ヨハ ネ 
に お ける 完全 な 体系 と 、 使 徒 ヨ 人 ルネ が 独自 に 開発 し た 口伝 を 前 提 と 
し て いる 。 

使徒 ヨ 八 表 は 、 ヨ ハネ の 黙示 録 を 、 幻 視 の 形 で 記し て いる 。 
使徒 ヨハ ネ は 、 詩 と いう 輝く 構造 で 、 アフ リカ の 文明 の 全て の 学 と 
全 思 考 を 束ね て いる 。 

霊感 を 受け た 詩人 で ある 使徒 ヨ 人 ルネ は 、 一 連 の 支配 的 な 出来 事 に 触 
れ て いる 。 

使徒 ヨネ は 、 大 洪水 か ら 大 洪水 へ の 社会 の 歴史 の 概要 、 未 来 の 社 
会 の 歴史 の 概要 を 大 胆 に 描い て いる 。 

使徒 ヨネ が 明か し て いる 真理 は 、 遠 い 広範 囲 の 未来 か ら の 、 予 吉 
で ある 。 

使徒 ヨネ は 、 鳴 けり 響く 予 吉 の 反響 で ある 。 

使徒 ヨ 人 ルネ は 、 叫 び 声 で ある 。 

使徒 ヨネ は 、 荒 れ 野 の 調和 を 歌う 声 で ある 。 

ヨハ ルネ は 、 光 の 経路 を 用 意 す る 声 で ある 。 

すぐ に 、 使 徒 ヨ ハネ の 吉 葉 は 、 知 へ の 精通 を 広め る 。 

使徒 ヨハ ネ の 吉 葉 は 、 信 心 を 従え る 。 

な ぜ な ら 、 使 徒 ヨ 人 ルネ は 、 神 の 吉 葉 イエ ス を 野生 の 国々 に も た ら 
す 。 
使徒 ヨハ ネ は 、 未 来 の 文明 に 敬礼 させ る た め に 、 大 陽 の 初子 、 長 
子 、 長 男 で ある イエ ス を 明か す 。 

4 つの 時 代 の 理論 が ゾロ アス ター の 本 や 聖書 で 見 つか る 様 に 、4 つ の 
時 代 の 理論 が ヨハ ルネ の 上 黙 示 録 で 見 つか る 。 

第 4 の 時 代 の 終わ り に 、 最 初 の 連合 が 徐々 に 建て 租 さ れる 事 と 、 暴 
君 の 支配 と 誤 け の 束縛 か ら 自 由 に 成っ た 人 々 の 間 で 、 神 の 統治 が 
徐々 に 建て 租 さ れる 事 が 、 明 確 に 予言 され て いる 。 

大 洪水 の 再来 は 、 最 初 は 、 遠 く か ら 、 時 の 終わ り ま で 、 あ ら わ れ 


に 。 便 
大 洪水 と 大 洪水 の 期間 が 記さ れ て いる 。 


新しい 世界 が 波 か ら 、 あ ら わ れる 。 

新しい 世界 が 、 全 て の 美 の まま に 、 天 の 下 で 広がる 。 

ーー 時 (、 千 年 間 )、 天 使 が 、 大 いな る 蛇 を 縛っ て 、 底 無し の 淵 の 深み 
に 投げ 入れ る 。 

最終 的 に 、 神 の 吉 葉 イエ ス が 予 吉 し た 、 時 代 の 夜明け が 来る 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 の 1 章 で 、 神 の 吉 葉 イエ ス は 、 使 徒 ヨ 人 ルネ の 前 に あ 
ら わ れる 。 


『 人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 頭 と 髪 は 羊毛 の 様 に 雪 の 様 に 白かっ 
た 。 

人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 目 は 火 の 様 で あっ た 。 

人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 脚 は で 精錬 され た か の 様 な 真 倫 の 様 で 
あっ た 。 

( 真 答 、 黄 銅 は 金 の 代わ り で ある 。) 

人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 声 は 大 水 の 轟 と どろ き の 様 で あっ た 。 
人 の 子 イ エス の 様 な 人 は 、 右 手 に 7 つの 星 を 持っ て いた 。 

人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 口 か ら 鋭い 両 功 の 剣 が 出 て いた 。 

人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 顔 は 強 さ で 輝く 太陽 の 様 で あっ た 』 


人 の 子 イ エス は 、 ア フラ マズ ダー、 オ シリ ス 、Chourien、 子 羊 、 キ 
リス ト 、 ダ ニ エ ル 書 7 章 9 節 の 『 日 の 老い た る 者 』、 ダ ニ エ ル が た た 
えた 時 と 川 の 人 で ある 。 

( 

アフ ラ は 強い 者 、 主 を 意味 する 。 

マズ ダー は 知 を 意味 する 。 

) 

人 の 子 イ エス は 、 最 初 で あり 最後 で ある 。 

人 の 子 イ エス は 、 過 去 に 存在 し た 者 で ある 。 

人 の 子 イ エス は 、 現在 も 未来 も 存在 し て いる 者 で ある 。 

人 の 子 イ エス は 、 ア ルフ ァ で あり オメ ガ で ある 。 

人 の 子 イ エス は 、 最 初 で あり 最後 で ある 。 

人 の 子 イ エス は 、 神 秘 の 鍵 を 両手 に 持っ て いる 。 

人 の 子 イ エス は 、 中 心 の 火 の 、 大 いな る 底無し の 淵 を 開く 。 

中 心 の 火 の 、 大 いな る 底無し の 淵 で 、 暗 聞 の 天 墓 の 下 で 、 死 の 女性 
は 眠る 。 

中 心 の 火 の 、 大 いな る 底無し の 淵 で 、 時 代 の 目覚 め を 待っ て 、 大 い 
な る 蛇 は 眠る 」 


M . Augustin Chaho は 、 ヨ ハネ の 黙示 録 と ダニ エル 書 を 結び つけ 


て いる 。 

ダニ エル 書 で は 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう スフィンクス の 
4 つの 形 を 、 歴 史 の 主 な 期間 に 応用 し て いる 。 

ダニ エル 書 で は 、 人 に 成っ た 太陽 、 神 の 吉 葉 イエ ス に 成っ た 光 
が 、 幻 視 者 ダニ エル を 慰め て 、 幻 視 者 ダニ エル に 教え て いる 。 


「 ダ ニ エ ル 書 7 章 で 、 預 吉 者 ダニ エル は 、 天 の 四方 か ら の 風 が 大 海 
を か きた て て いる 、 幻 を 見 た 。 

そし て 、 形 が 互い に 異な る 、4 つ の 大 き な 獣 が 海 の 深 みか ら 、 あ ら 
われ た 。 

1 つの 時 と 、2 つ の 時 と 、 半 時 の 間 、 地 上 の 全て の も の の 統治 が 4 つ 
の 獣 に 選 え られ た 。 

1 つの 時 と 、2 つ の 時 と 、 半 時 の 間 、 地 上 の 全て の も の の 統治 を 避 え 
られ た 者 は 、 海 か ら 、 あ ら わ れ た 4 つの 獣 で ある 。 

第 1 の 獣 は 、 預 吉 者 達 の 、 太 陽 の 民 の 象徴 で ある 。 

第 1 の 獣 は 、 ア フリ カ か ら 、 あ ら わ れ た 。 

第 1 の 獣 は 、 ラ イオ ン に 似 て いて 、 ワ シ の 細 を 持っ て いた 。 

人 の 心 が 、 第 1 の 獣 に 幻 え られ た 。 

第 2 の 獣 は 、 北 の 征服 者 の 象徴 で ある 。 

第 2 の 獣 は 、 鉄 で 第 2 の 時 代 を 統治 し た 。 

第 2 の 獣 は 、 ク マ に 似 て いた 。 

第 2 の 獣 が 口 の 歯 の 間 に く わ え て いた 3 本 の 助 骨 は 、3 つ の 征服 者 の 
大 き な 家 系 の 象徴 で ある 。 

『 起 き な さ い 。 多 数 の 肉 を 食べ な さい 』 と 第 2 の 獣 に 話す 声 が 有 っ 
た 。 

第 4 の 獣 が あら われ た 後に 、 複 数 の 王座 が 建て られ て 、『 日 の 老い 
た る 者 』、 預 吉 者 達 の キリ スト 、 第 1 の 時 代 の 子羊 が あら われ た 。 
『 日 の 老い た る 者 』 の 、 診 は 輝く 白 で あっ た 。 

『 日 の 老い た る 者 』 の 、 頭 は 光 を 放っ て いた 。 

『 日 の 老い た る 者 』 の 、 王 座 は 生き て いる 火 で 出来 て いた 。 

『 日 の 老い た る 者 』 の 王座 が 乗っ て いる 車輪 は 燃え る 火 で あっ た 。 
『 日 の 老い た る 者 』 の 顔 は 、 速 い 火 の 輝き で あっ た 。 

『 日 の 老い た る 者 』 の 周り で 、 天 使 の 軍団 また は 星 が 輝 いて いた 。 
審 鹿 を 行う 者 が 席 に つき 、 例 え 話 の 数 々 の 書 が 開か れ た 。 
新しい キリ スト が 、 天 の 雲 に 乗っ て 来 て 、『 日 の 老い た る 者 』 の 元 
に 来 た 。 

『 日 の 老い た る 者 』 は 、 権 力 、 栄 光 、 王 国 を 人 の 子 イ エス の 様 な 者 
に 提 え た 。 

『 日 の 老い た る 者 』 は 、 全 て の 民 、 全 て の 支族 、 全 て の 吉 語 の 人 々 
を 人 の 子 イ エス の 様 な 者 に 仕え させ た 。 


ダニ エル は 、 そ ば に 立っ て いる 者 の 1 人 に 近づい て 、 全 て の 幻 の 真 
意 を た ず ね た 。 

する と 、 和 後記 の 様 に 、 幻 を 解き 明か し て くれ た 。 

4 つの 獣 は 連続 し て 地上 を 統治 する 4 つの 権力 で ある 」 


続け て 、M . Chaho は 、 ほ と ん ど 全 て の 了 罰 典 で 類似 し た 象徴 に つ 
いて 説明 し て いる 。 
M . Chaho が 気づい て 話し て いる 事 は 注目 に 値する 。 


「 全 て の 原初 の 吉 葉 で は 、 物 質 的 な 対応 と 精神 的 な 関連 、 物 質 的 な 
も の と 精神 的 な も の の 類推 的 な 対応 を 同じ 根源 の 上 に 確立 し て い 
る 。 

吉 葉 は 物質 的 な 意味 と 精神 的 な 意味 を も た ら す 。 

物質 的 な 意味 と 精神 的 な 意味 を も た ら す 、 生 き て いる 吉 葉 は 、 詩 葉 
の 創造 者 で ある 人 に お いて 簡潔 で あり 自然 で ある ほど 、 完 全 で あり 
正しい !。 

預 吉 者 が 、 同 じ も の を 、 太 陽 、 昼 、 光 、 真 理 と 表現 する の は 、 例 え 
で は な く 、 本 当 に 類推 的 な 関連 また は 対応 が 存在 する の で ある 。 
預 吉 者 が 、 白 日 を 、 昼 、 光 、 真 理 と 表現 する の は 、 例 え で は な く 、 
本 当 に 類推 的 な 関連 また は 対応 が 存在 する の で ある 。 

預 吉 者 が 、 子 羊 を 、 太 陽 、 昼 、 光 、 真 理 と 表現 する の は 、 例 え で は 
な く 、 本 当 に 類推 的 な 関連 また は 対応 が 存在 する の で ある 。 

預 吉 者 が 、 太 陽 を 、 子 羊 、 キ リス ト と 表現 する の は 、 例 え で は な 
く 、 本 当 に 類推 的 な 関連 また は 対応 が 存在 する の で ある 。 

預 吉 者 が 、 真 理 、 光 、 文 明 を 、 太 陽 と 表現 する の は 、 例 え で は な 
く 、 本 当 に 類推 的 な 関連 また は 対応 が 存在 する の で ある 。 

前 記 の 様 に 、 預 吉 者 が 表現 する の は 、 例 え で は な く 、 本 当 に 、 霊 感 
が 預 吉 者 に 表し て 把握 させ た 、 類 推 的 な 関連 また は 対応 が 存在 する 
の で ある 。 

し か し 、 夜 の 子 が 、 統 一 無く 、 学 無く 、 太 陽 、 昼 、 光 、 真 理 、 子 羊 
と 話し た 時 、 最 初 の 神 の 吉 葉 が 明確 に 表し た 、 覧 明 な 類推 的 な 関連 
また は 対応 は 、 薄 まっ て 姿 を 隠す 。 

単純 な 解釈 は 、 子 羊 や 太陽 を 、 象 徴 的 な 存在 、 象徴 に 変え て し ま 


つ 。 

事実 、 ケ ルト 語 で 、 象 徴 と いう 吉 葉 は 、 吉 葉 に よる 思想 の 伝達 の 変 
化 、 解 釈 を 意味 する 。 

前 記 は 、 全 て の 未開 の 、 宇 宙 の 創造 の 吉 葉 に 当て は まる 。 

預 吉 者 達 は 、 糧 、 食 べ 物 、 食 べ 物 に よる 養育 と 、 教 育 を 表現 する た 
め に 、 同 じ 霊 感 を 与え る 根源 の 吉 葉 を 用 いて いる 。 

真理 の 知 は 、 魂 の 得 で は な いか ? 真理 の 知 は 、 魂 の 糧 で ある ! 


エ ゼ キ エ ル 書 3 章 2 節 で 、 預 吉 者 エ ゼ キ エ ル は 巻物 を 食べ て いる 。 
ヨハ ルネ の 黙示 録 10 章 10 節 で 、 使 徒 ヨ 人 ルネ は 天使 か ら 小 さい 巻物 を 受 
け 取 っ て 糧 と し て 食べ て いる 。 

『 ギ ュ ル ヴィ た ぶら か し 』 で 、 ス ウェ ー デ ン 王 ギュ ル ヴ ィ は アー ス 
神族 の 力 を 知る た め に 『 旅 路 に 疲れ た 者 』 を 意味 する ガン グレ リ と 
名 の っ て アス ガル ド を 訪れ よう と し た 。 

察 和 し た アー ス 神 族 は 魔術 で ギュ ル ヴ ィ に 幻 を 見 せ た 。 

幻 の 中 で 、 最 高 神 オ ー デ ィ ン は ギュ ル ヴ ィ を アス ガル ド の ヴァ ル ハ 八 
ラ に 招い て ハー ル と いう 別名 を 名 の っ て あら われ て 食事 を ギュ ル 
ヴィ に 所 えて ギュ ル ヴ ィ と 問答 し て ギュ ル ヴ ィ に 教え た 。 

(ハー ル 、Har、Harr は High を 意味 する 。) 

マタ イ に よる 福音 15 章 34 節 か ら 38 節 で 、 福 音 書 の 作者 達 、 使 徒 達 
は 、 イ エス が 7 つの パン を 増殖 させ る 奇跡 を 起こ し た 、 と 話し て い 
る 。 
ヨハ ルネ に よる 福音 6 章 51 節 の 『 生 き て いる パン 』 で ある 、 イ エス に 
成っ た 太陽 は 、 マ タイ に よる 福音 26 章 26 節 の 最後 の 晩 維 で 、 パ ン を 
弟子 達 に 食べ させ る た め に 所 えて 、『 こ れ ( で ある パン ) は 、 私 の 体 
で ある 』 と 話し て いる 。 

多数 の 類似 の 話 は 、 同 じ 象 徴 の くり 返し で ある 。 

魂 の 命 は 、 糧 が 真理 で ある 。 

真理 は 、 永 遠 に 減ら な いで 、 分 けれ ば 分 ける ほど 増え る 」 


「 愛 国 心 に よる 気 高 い 感情 で 高揚 し た 、 計 リ り 知れ な い 変 革 の 理想 に 
目 が くら ん だ 、 独 けり の 、 隠 され た も の の 世 示 者 が あら われ て 、 発 見 
し た 知 を 、 最 も 簡単 な 基本 の 概念 を 知ら な い 、 粗 野 な 無知 な 大 香 

に 、 広 め よ うと し た と する 。 

そし て 、 例 えば 、 啓 示 者 が 、 地球 は 回 転 し て いて 、 地 球 は 卵 に 似 た 
形 を し て いる 、 と 話し た と する 。 

学 の 無い 大 雷 は 、 刻 示 を 信じ る 以外 に 、 ど ん な 手段 を 持っ て いる で 
あろ つか ? 学 の 無い 大 衆 は 、 啓 示 を 信じ る し か な い ! ! 

記 示 の 様 な 性 質 の 全て の も の は 、 無 知 な 大 崇 に は 、 天 か ら の 教え に 
成っ て 、 信 じ る も の に 成る 事 は 明らか で は な いか ? 背 示 の 様 な 性 
質 の 全て の も の は 、 無 知 な 大 雷 に は 、 天 か ら の 教え に 成っ て 、 信 じ 
る も の に 成る 事 は 明らか で ある ! 

賢明 な 例え 話 と いう ヴェ ー ル は 神話 に 成る の に 十分 で は な いか ? 

賢明 な 例え 話 と いう ヴェ ー ル は 神話 に 成る の に 十分 で ある ! 

予 吉 者 の 学校 で は 、 地 球 を 、 紙 製 ま た は 木製 の 卵 で 、 表 し て いた 。 
そし て 、『 こ の 卵 は 何で すか ? 』 と 予 吉 者 の 幼子 の 様 な 者 に た ず ね 
た ら 、 予 言 者 の 幼子 の 様 な 者 は "『 こ れ は 、 地 球 で す 』 と 答え る 様 に 
成っ て いた 。 


予 吉 者 の 子 達 と 、 無 知 な 大 則 は 、『 地 球 が 卵 で ある 』 と 聞い て 、 予 
吉 者 の 幼子 の 後に 続い て 、『 世界 は 卵 で ある 』 と くり 返し た 。 

し か し 、 無 知 な 大 衆 は 、『 世 界 は 卵 で ある 』 と いう 吉 葉 に よっ て 、 
EE 

予 吉 者 は 、 界 は 卵 で ある 』 と いう つう 吉 葉 に よっ て 、 地 理 的 な 世 
すす で nH 

事実 、 卵 が 例え 、 象 徴 、 吉 葉 に よる 表し 方 に 過ぎ な い 事 を 表す た め 
に 、 古 代 エ ジ プ ト の 祭司 は 、 卵 を 唇 の 上 に 置い て 、 精 神 、 知 、 ク ネ 
フ を 表し た 。 

( ク ネ フ は 、 有 細 の 卵 、 ま た は 、 球 体 に 巻き つい た 1 了 匹 以 上 の 蛇 と い 
う 、 古 代 エ ジ プ ト の 象徴 で ある 。) 

『Ezourvedam』 の 哲学 者 で ある Chournountou は 、 卵 を 大 の 上 に 置 
いて 、 神 ブラフマー の 人 金 の 卵 に よっ て 何 を 理解 する 必要 が 有る か 、 
狂信 者 で ある Biache に 説明 し て いる 」 


人 は 、 未 だ 真剣 な 論理 的 な 研究 者 が いる 時 代 に 、 完 全 に 絶望 する 
な か れ 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 大 いな る 精神 的 な 満足 と 深い 共感 を 覚え 
て 、M . Chaho の 言葉 を 記し た 。 

M . Chaho の 吉 葉 は 、 デ ュ ピ ュ イ と ヴォ ルネ イ へ の 否定 的 な 失望 
的 な 疾 難 で は な く 、 全 て の 未来 を 全て の 過去 と つなげ る 唯一 の 信心 
と 唯一 の 敬愛 へ の 傾向 で ある 。 

M . Chaho の 吉 葉 は 、 迷 信 家 や 盲信 者 と 謀っ て 疾 難 され た 、 全 て 

の 大 いな る 人 々 へ の 、 無 実 の 因 を 晴らす 。 

M . Chaho の 吉 葉 は 、 知 の 太陽 は 正しい 魂 と 清 い 心 に は ヴェ ー ル 
を 外す と いう 神 の 弁明 で ある 。 


「 予 圭 者 、 秘 伝 伝授 者 、 自 然 に 選ば れ た 人 、 無 上 の 論理 で ある 神 に 
選ば れ た 人 は 、 大 いな る 者 、 超 越 的 な 人 で ある 」 


前 記 と 後記 の 様 に 、M . Chaho は 、 本 の 終わ り で 、 再 び 叫 ん で い 


oO 


「 模 條 する 能力 は 、 秘 伝 伝授 者 だ け の 物 で ある 。 

模 信 する 能力 と は 、 秘 伝 伝授 者 の 完全 性 の 原理 で ある 。 

そし て 、 模 信 す る 能力 の 寺 感 は 、 雷 光 の 様 に 速やか に 、 創 造 と 発見 
を 導く 。 

思考 に お ける 下 感 が 、 自 然 の 類推 に お いて 十分 に 間断 され て 表現 さ 
れ た EH 象 の 中 で 正確 に 再現 され た 自然 を 反映 し て いる 、 未 だ 吉 語 か 
ら 独 立 し て いる 、 思 考 の 身体 的 な 反応 に よっ て 、 思 考 の 調和 を 創造 


する 、 類推 の 、 正 し い 、 柔 軟 な 、 豊か な 、 完 全 な 神 の 吉 葉 は 、 秘 伝 
伝授 者 だ け の 物 で ある 。 

光 、 知 、 真 理 は 、 秘 伝 伝授 者 だ け の 物 で ある 。 

な ぜ な ら 、 受 容 的 な 補助 的 な 役割 に 限定 され た 、 想 像 力 は 、 概 念 の 
類推 が も た ら す 自然 な 論理 で ある 、 理 性 を 圧倒 し な い 。 

存在 に 成る も も の は 、 秘 伝 伝授 者 の 求め に 比例 し て 高まる 。 

また 、 な ぜ な ら 、 秘 伝 伝授 者 の 知 の 輪 は 、 誤 っ た 章 断 と いっ た 衣 けり 
が 混ざら な いで 、 徐 々 に 大 きく な る 。 

永遠 に 進歩 する 光 は 、 秘 伝 伝授 者 だ け の 物 で ある 。 

な ぜ な ら 、 地 上 の 変革 の 後 の 、 急 速 な 人 口 増加 は 、 数 世紀 後に 、 運 
癌 と の 全て の 想像 で きる 倫理 道徳 的 な 政治 的 な 類推 に お いて 、 新 し 
い 社 会 を 作る 。 

絶対 の 光 は 、 秘 伝 伝授 者 だ け の 物 で ある 。 

現代 の 人 自体 は 、 不 変 で ある 。 

これ 以上 、 人 は 、 人 の 起源 で ある 自然 を 改変 し な い 。 

人 の 周囲 の 、 社 会 的 な 奈 件 だ けが 、 人 の 徳 と 人 の 神 性 と 法 に お ける 
人 の 幸福 が 人 の 完成 の 限度 で ある 、 人 の 完成 の 段階 を 決定 する 」 


前 記 の 様 に 、M . Chaho が 明らか に し た 後に 、 誰 が 隠さ れ た 知 が 
役に立つ か 聞く で あろ うか ? 隠さ れ た 知 は 役に立つ ! 

M . Chaho の 読者 は 、 隠 され た 知 と いう 、 生 き て いる 数 学 、 概 念 
と 形 の つり 合い 、 普 馬 の 論理 に お ける 啓示 の 永遠 、 精 神 の 自由 へ の 
解放 、 信 心 に 紀 えら れ た 不変 の 基礎 、 意 思 に 明か され た 全能 性 を 、 
神秘 主義 と し て 軽 蔵 し て 、 扱 つ で あろ うか ? 

隠さ れ た 知 と いう 、 生 き て いる 数 学 、 概 念 と 形 の つり 合い 、 普 遍 
の 論理 に お ける 管 示 の 永遠 、 精 神 の 自由 へ の 解放 、 信 心 に 握 え られ 
た 不変 の 基礎 、 意 思 に 明か され た 全能 性 は 、 神 秘 主義 で は な い ! 

( 誠 っ た 物質 的 な ) 妃 を 求め て いた 幼子 よ 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 
(精神 的 な ) 不 思 議 な も の を 差し 出し た の で 、 失 望 し た か ? 

ある 時 、 あ る 男 が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ に 、「 悪 魔 を 呼び 出し て く 
だ さい 。 悪魔 を 呼び 出せ た ら 、 あ な た を 値 じ て も 良い 」 と 話し た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 「 あな た の 要求 は 、 吊 か 過ぎ る 。 エ リフ ァ ス 
レヴ ィ は 悪魔 を あら わし た い の で は な く 悪 魔 を 全 世 界 か ら 消滅 させ 
た い の で ある 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 あ な た の 妄想 か ら 悪魔 を 追い 
払い た い の で ある 」 と 答え た 。 

悪魔 と は 、 無 知 、 闇 、 混 乱 し た 思考 、 奇 形 で ある 。 

中 世 の ま ま 眠 っ て いる 人 よ 、 目 覚め な さい ! 

昼 で ある の を 理解 で き な い の か ? 

神 の 光 が 全 自然 を 満た し て いる の を 理解 で き な い の か ? 

どこ に 、 滅 ぼ さ れ た 地獄 の 権力 者 が あら われ る で あろ うか 2? 滅 


ぼ さ れ た 地獄 の 権力 者 は 、 あ ら わ れ な い ! 
結論 を 話す 。 


示 教 の 段階 、 折 学 の 段階 、 現 実 の 俗 世 の 実 現 の 段階 に お ける 、 本 
書 の 目的 を 明らか に する 。 


款 教 の 段階 に お ける 、 本 書 の 目的 を 明らか に する 。 

款 教 の 儀式 の 実践 は 重要 で ある 事 を 説明 し た 。 

款 教 の 魔術 は 、 宗 教 の 儀式 の 中 に 存在 する 事 を 説明 し た 。 

款 教 の 倫理 道徳 的 な 精神 的 な 力 は 、3 つ 1 組 の 位階 制 に 存在 する 事 
を 説明 し た 。 

位階 制 の 基礎 、 原 理 、 総 合 は 、 統 一 性 で ある 事 を 説明 し た 。 

象徴 の ヴェ ー ル を 連続 し て まとっ た 考え の 普遍 の 統一 性 と 正統 性 
を 説明 し た 。 

モー セ が エジプト の 大 衆 の 目 か ら 守 っ た 真理 を た どっ た 。 

預 吉 者 の カバ ラ の 中 に 保存 され た 真理 を た どっ た 。 

キリ スト 教 が パリ サイ 人 の 奴隷 か ら 自 由 に し た 真理 を た どっ た 。 

ギリ シャ 文明 と ロー マ 文 明 の 詩 的 な 豊か な 願望 を 全て 引き 寄せ た 
真理 を た どっ た 。 

中 世 の 大 いな る 神 の 様 な 者 達 と 、 ル ネ サ ンス の 大 胆 な 思索 家 と 共 
に 、 パ リサ イ 人 より 堕落 し た 新しい パリ サイ 人 的 な 偽善 に 対し て 質 
議 し て いる 真理 を た どっ た 。 

常に 普遍 で ある 真理 、 常 に 生き て いる 真理 、 論 理 と 信心 を 両立 さ 
せる 唯一 の 真理 、 知 と 従順 を 一 致 さ せる 唯一 の 真理 を 話し て いる 。 

存在 に よっ て 実証 され た 存在 の 真理 。 

調和 に よっ て 実証 され た 調和 の 真理 。 

論理 が 表し た 論理 の 真理 。 

初め て 世界 に 魔術 の 神秘 を 明か す 事 に よっ て 、 古 代 の 文明 の 残骸 
の ト 下 に 埋葬 され た 魔術 の 実践 を 復活 させ た い の で は な く 、 現 在 で 
も 、 人 は 、 自 分 の 行動 に よっ て 、 不 死に 全能 に 、 自 身 を 創造 する 様 
に 求め られ て いる 、 と 人 に 話し た い の で ある 。 

現代 の 人 は 「 自 由 は 与 えら れる 物 で は な い 。 自由 は つか み 取 る 必 
要 が 有る 」 と 話し て いる 。 

自由 と 知 は 同じ で ある 。 

知 は 所 えら れる 物 で は な い )。 

知 は つか み 取 る 必要 が 有る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 絶 対 の 真理 を 公開 し て も 、 大 則 の た め に な ら な 
L 1。 

し か し 、 鍵 が 畑 に 捨て られ た た め に 、 人 祭司 だ け の 聖 所 が 破壊 され 


て 地 に 堕 ち て 残 骸 に 成っ た 時 代 に お いて は 、 鍵 を 拾い 上 げ て 鍵 を つ 
か み 取 れる 人 に 与え る 事 が エリ ファ ス レヴ ィ の 務め で ある と 考え て 
いる 。 

鍵 を つか み 取 れ た 人 は 、 国 々 の 医者 、 世 界 の 自由 へ の 解放 者 に 成 
る で あろ っ つ 。 

例え 話 と 、 幼 子 の 歩み を 支え る 手引 き の ひ も は 、 必 要 で ある 。 

常に 、 幼 子 に は 、 例 え 話 と 、 幼 子 の 歩み を 支え る 手引 き の ひ も 
が 、 必 要 で ある 。 

た だ し 、 細 子 の 歩み を 支え る 手引 き の ひ も を 保持 し て いる 、 大 人 
が 、 細 子 の 様 な 者 、 例 え 話 に 耳 を 傾け る 者 で ある べき で は な い )。 

大 軍 の 指導 者 は 、 無 上 の 絶対 の 知 、 無 上 の 論理 を 所 有 し な さい )。 

再び 、 王 者 の わざ と 祭司 の わざ が 古代 の 入門 の 二 重 の 王 乱 を 手 に 
取る 様 に 。 

世界 が 、 混 沖 か ら 、 復 活 す る 様 に 。 

これ 以上 、 神 の 象徴 を 燃やす な か れ 。 

これ 以上 、 神 殿 を 破壊 する な か れ 。 

人 に は 、 神 殿 と 象徴 が 必要 で ある 。 

し か し 、 マ タイ に よる 福音 21 章 12 節 か ら 13 節 の イエ ス の 様 に 、 
祈り の 家 で ある べき 神殿 、 教 会 か ら 商 人 ども を 追い 払い な さい 。 

盲人 を 導く 人 は 盲人 で ある な か れ 。 

(マタ イ に よる 福音 15 章 14 節 「 も し 盲人 が 盲人 を 導 け ば 、 盲 人 は 
諸 共 に 穴 に 堕ち る で あろ う 」) 

知 と 神 性 の 位階 制 を 建て 衣 し な さいし!。 

知 が 有る 人 だ け を 、 神 を 信 じ る 人 の 教師 と し て 認め な さい 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 本 は 、 カ トリ ッ ク で ある 。 

も し エリ ファ ス レヴ ィ の 本 に 記さ れ て いる 管 示 が 単純 な 大 衆 の 良 
心 の 様 な 物 を 脅かす 可能 性 が 有 っ て も 、 半量 
つ 大 衆 に は エリ ファ ス レヴ ィ の 本 に 記さ れ て いる 管 示 を 読み 取れ な 
いで あろ うと いう 思考 が エリ ファ ス レヴ ィ を 安心 させ る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 先入観 が 無い の た め に 本 を 記し て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 狂信 者 と 不信 心 者 、 宗 教 へ の 反対 者 に 苦 吉 
を 呈す る つも り は 無い 。 

根本 的 に 、 も し 世界 に 自由 な 不可 侵 な 物 が 存在 する と すれ ば 、 世 
界 に 存在 する 、 自 由 な 不可 侵 な 物 と は 、 信 心 で ある 。 

知 と 確信 に よっ て 、 人 は 、 揚 論理 的 な 物 か ら 、 だ まさ れ て いる 想 
像 力 を 導 こ うと 努力 する 必要 が 有る 。 

し か し 、 信 じ る 様 に 脅迫 し た り 強 制す る と 、 狗 教 者 へ の 敬意 と 絢 
教 者 の 様 な 真実 味 を 、 狂 信 、 不 信心 、 宗 教 へ の 反対 と いう 誤り に 与 
えて し まう 事 に 成る で あろ う 。 

も し 舘 心 に 基礎 と し て 論理 が 無けれ ば 、 褒 理 と いう 基礎 が 無い 信 


心 は 迷信 や 狂 軒 で ある 。 

人 は 、 自 分 が 知っ て いる も の か ら の 類推 に よっ て の み 、 自 分 が 知 
ら な いも の を 舘 じ る 事 が で きる 。 

自分 が 知ら な いも の を 定義 する 事 は 、 思 い 上 が っ た 愚行 で ある 。 
自分 が 知ら な い 事 を 断 吉 する 事 は 、 嘘 を つく 事 で ある 。 
信心 と は 、 望 み で ある 。 

信じ る 事 は 、 望 お 事 で ある 。 

「 で ある 様 に 」 

私 は 「 で ある 様 に 」 望む 。 

「 で ある 様 に 」 は 、 信 仰 告白 の 究極 の 吉 葉 で ある 。 

信仰 、 希 望 、 愛 は 、 相 互 に 変換 可能 な 、 分 肌 不 可能 な 分 断 不可 能 
な 、 三 姉妹 で ある 。 

前 記 か ら 、 宗 教 に お ける 、 普 遍 的 な 位階 的 な 正統 性 。 
神殿 の 建て 直し 。 

神殿 の 輝き の 復活 。 

儀式 の 復活 。 

儀式 の 原初 の 見 事 さ の 復活 。 

幼子 の 様 な 者 へ の 、 象 徴 、 神 秘 、 奇 跡 、 伝 説 の 位階 的 な 教育 。 
信心 が 単純 で ある 幼子 の 様 な 者 を 失望 させ な い 様 に 用 心して い 
る 、 大 人 の 様 な 者 へ の 、 光 。 

示 教 に お ける 、 神 殿 の 建て 直し 、 儀 式 の 復活 、 幼 子 の 様 な 者 へ の 
象徴 と 伝説 の 教育 は 、 全 て の 人 の 理想 で ある 。 

示 教 に お ける 、 神 殿 の 建て 直し 、 儀 式 の 復活 、 幼 子 の 様 な 者 へ の 
象徴 と 伝説 の 教育 は 、 人 の 望み で ある 。 

示 教 に お ける 、 神 殿 の 建て 赴 し 、 儀 式 の 復活 、 幼 子 の 様 な 者 へ の 
象徴 と 伝説 の 教育 が 、 人 に は 必要 で ある 。 


哲学 の 段階 に お ける 、 本 書 の 目的 を 明らか に する 。 


エリ ファ ス レヴ ィ の 哲学 は 現実 主義 、 実 証 主義 で ある 。 
疑 え な いも の の 存在 の 論理 に よっ て 、 存 在 は 存在 する 。 
魔術 師 に と っ て は 、 知 に よっ て 、 全 て の も の が 人 存在 する 。 
知る 事 は 、 存 在 す る 事 で ある 。 

知る 事 は 、 存 在 さ せる 事 で ある 。 

知 者 の 知 的 な 生き 方 の 中 に 、 知 と 知 の 対象 は 、 記 され て いる 。 
疑う と は 、 知 ら な いと いう 事 で ある 。 

自分 が 知ら な いも の は 、 自 分 に と っ て は 、 未 だ 存在 し て な いも の 
で ある 。 

知 的 に 生き る と は 、 学 ぶ 事 で ある 。 

知 に よっ て 、 存 在 は 発達 し て 強まる 。 


最初 に 知 が 獲得 する 物 は 、 正 確 な 知 の 最初 の 結果 は 、 論 理 へ の 感 
性 で ある 。 

自然 の 法 は 、 代 数 的 で ある 。 

前 記 か ら 、 唯 一 の 論理 的 な 信心 は 、 学 徒 が 原理 と 一 体 化 する 事 で 
ある 。 

原理 の 正 し さ は 、 人 の 知 の 範囲 を 超越 し て いる 。 

た だ し 、 原 理 の 応用 と 結果 は 、 原 理 を 人 の 精神 に 実際 に 理解 させ 
る 。 
前 記 か ら 、 本 物 の 哲学 者 は 、 存 在 す る も の を 、 信 じ る 。 
経験 し な く て も 、 本 物 の 哲学 者 は 、 全 て の も の が 論理 的 で ある 、 
と 認め る 。 

し か し 、 こ れ 以 上 、 哲 学 に 、 詐 欺 は いら な い ! 

これ 以上 、 哲 学 に 、 経 験 主義 は いら な い ! ! 

これ 以上 、 哲 学 に 、 機 械 的 な 仕組 み は い ら な い ! 

これ 以上 、 哲 学 に 、 存 在 の 研究 は いら な い ! 

これ 以上 、 哲 学 に 、 存 在 の 現実 性 の 比較 の 研究 は いら な い ! 

これ 以上 、 哲 学 に 、 自 然 の 形 面 上 学 は いら な い ! ! 

神秘 主義 を や め な さい ! 

これ 以上 、 哲 学 に 、 妄 想 は いら な い ! 

哲学 は 、 作 詞 で は な く 、 吉 葉 遊 び で は な く 、 自 然 科 学 と 倫理 道徳 
に お いて 実在 する も の の 純粋 数 学 、 身 体 と 精神 に お いて 実在 する も 
の の 純粋 数 学 で ある 。 

哲学 は 、 宗 教 が 無限 に 願望 する 自由 を 、 宗 教 に 任せ な さい し いり 。 

款 教 は 、 絶 対 の 経験 主義 の 確実 な 結論 を 、 哲 学 に 任せ な さい !。 

人 は 自身 の 行為 の 子 と 成る 。 

人 は 自身 の 行為 の 結果 で ある 。 

人 は 自身 が 成り た いと 望む 者 に 成る 。 

人 は 自身 が 創造 し た 神 に 似 た 者 に 成る 。 

人 は 自身 の 理想 の 実現 で ある 。 

仮に 、 自 身 の 理想 に 基礎 が 無けれ ば 、 人 の 永遠 の 命 と いう 建物 全 
体 が 倒れ て 消滅 する 。 

哲学 は 、 架 空 で は な く 、 理 想 の た め の 現 実 の 基礎 で ある 。 

魔術 師 に は 、 婚 知 は 、 未 知 の も の さ し で ある 。 

魔術 師 は 、 目 に 見 える も の に よっ て 、 目 に 見 えな いも の を 認知 す 


る 。 
願望 に と っ て 思考 は 存在 する 様 に 、 思 考 に と っ て 感覚 は 存在 す 
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知 は 、 天 の 三角 法 で ある 。 


絶対 の 三角 形 の 第 1 の 辺 は 、 自 然 で ある 。 
神 は 、 上 自然 を 、 人 の 研究 に 委ね た 。 


絶対 の 三角 形 の 第 2 の 辺 は 、 人 の 魂 で ある 。 
人 の 王 は 、 自 然 を 理解 し て 、 自 然 を 表す 。 


絶対 の 三角 形 の 第 3 の 辺 は 、 絶 対 、 神 で ある 。 
絶対 の 中 で 、 神 の 中 で 、 人 の 魂 は 拡張 する 。 


これ 以上 、 こ れ か ら は 、 無 神 論 は 不可 能 で ある 。 

な ぜ な ら 、 魔 術 師 は 、 神 を 定義 で きる 、 と 嘘 を つか な い 。 
魔術 師 は 、 神 を 定義 で きた ふり) を し な い 。 

魔術 師 に は 、 神 は 無 上 に 完全 な 善 恨 な 知 的 な 存在 で ある 。 
存在 の 上 昇 す る 位階 は 神 の 存在 を 実証 し て いる 。 

これ 以上 、 神 を 必要 と する な か れ 。 

た だ し 、 常 に 、 よ り 良 く 神 を 理解 し て いけ る 様 に 、 神 へ 向かっ て 
上 昇 す る 事 に よっ て 、 完 全 な 者 に 成 ろ う 。 

これ 以上 、 哲 学 に 、 空 理 空論 は いら な い ! ! 


「 存在 は 存在 で ある 」 

「 存在 は 存在 する 」 

「 存在 性 は 存在 性 で ある 」 

「 ある 存在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 

「 ある 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意味 で 同じ で ある 」 
「 神 は 存在 する 」 


存在 の 現実 の 法 に よっ て の み 、 完全 化 が 可能 で ある 。 
見 な さい 。 

先入観 を 持つ な か れ 。 

自身 の 能力 を 鍛錬 し な さい 。 

自身 の 能力 を 無用 の 物 に する な か れ 。 

人 生 の 中 で 命 の 領域 を 広げ な さい 。 

真理 で 真実 を 見 な さい ! 

正しい 事 だ け を 望 お 人 に は 、 全 て の 事 が 可能 で ある 。 
自然 の 中 に 留まり な さい 。 

学び な さい 。 

知っ た ら 大 胆 に 行動 し な さい 。 

大 胆 に 望み な さい ! ! 

大 胆 に 行動 し な さい ! 

行動 し た ら 、 沈 黙 し な さい ! 


これ 以上 、 他 人 を 憎む な か れ 。 

全て の 人 が 、 自 分 が まい た 種 を 自分 で 刈り 取る 事 に 成る 。 

自身 の 行動 の 結果 は 避け られ な い 。 

無 上 の 論理 で ある 、 神 が 、 悪 人 を 裁き 、 悪 人 に 報復 する べき で あ 
る 。 
出口 の 無い 道 に 入っ た 人 は 、 後 戻り する か 、 破 滅する 。 

も し 悪人 が 聞く 耳 を 持て ば 、 優 し く 忠 告 し な さい 。 

し か し 、 人 の 自由 は 行く 所 まで 行く 。 

人 は 互い の 裁 利 官 で は な い 。 

人 生 は 戦場 で ある 。 

戦闘 中 は 、 倒 れる 人 が いる か ら と 吉 っ て 、 戦 い を や め る な か れ 。 

し か し 、 倒 れ た 人 を 踏み に じ る の は 避け な さい 。 
勝利 が お と ずれ た ら 、 双 方 の 負傷 者 は 、 苦 し み を 経て 、 思 いや り 
を 前 に 、( 神 の 子 イ エス の ) 兄 第 に 成っ て 、 勝 利 者 の 野戦 病院 で 共存 
する で あろ っ つう 。 

前 記 が 、 ヘ ル メ ス の 哲学 的 な 考え の 結論 で ある 。 

前 記 が 、 全 て の 時 代 の 、 本 物 の 達 道 者 の 倫理 道徳 で ある 。 

前 記 が 、 薔 薇 十字 団 の 、 全 て の 古代 の 知 の 後継 者 の 哲学 で ある 。 

前 記 が 、 公 共 の 秩序 の 転覆 計画 者 と し て 誠 っ て 扱わ れ て いる 、 王 
座 の 権力 者 と 祭壇 の 聖職 者 に 対し て 陰謀 を 企 て て いる と 謀っ て 義 難 
され て いる 、 本 物 の 秘密 結社 の 秘密 の 教え で ある 。 

本 物 の 達 道 者 は 、 公 共 の 秩序 を 乱 さ な い 。 

達 道 者 は 、 公 共 の 秩序 の 最も 強固 な 支持 者 で ある 。 

達 道 者 は 、 自 由 を 明 散 し て いる の で 、 無 政府 主義 、 無 政府 状態 、 
無秩序 を 望ま な い 。 

光 の 子 で ある 、 達 道 者 は 調和 を 愛す る 。 

光 の 子 、 達 道 者 は 、 闇 が 混乱 を 招く と 知っ て いる 。 

達 道 者 は 、 存 在 す る 全て の も の を 認め て 、 存 在 し な いも の だ け を 
否定 する 。 

達 道 者 は 、 本 物 の 宗教 、 実 用 的 な 宗教 、 普 遍 の 款 教 、 信 心 の 充 
実 、 触 れる 事 が で きる 宗教 、 全 て の 命 に お ける 実現 され た 宗教 を 望 
む 。 

達 道 者 は 、 意 思 の 力 で 、 宗 教 に 、 全 て の 徳 と 信心 の 高 名 さ に よる 
時 散 を まとっ た 、 覧 明 な 強い 祭司 を 持た せよ うと する 。 

達 道 者 は 、 普 遍 の 正統 性 、 絶 対 の 位階 制 の 法王 の 神聖 な 議論 の 余 
地 が 無い 論争 の 余地 が 無い カト リッ ク を 望む 。 

達 道 者 は 、 経 験 的 な 哲学 、 現 実 的 な 哲学 、 数 学 的 な 哲学 、 結 論 が 
謙 和 な 哲学 、 不 屈 の 研究 の 哲学 、 学 問 的 な 進歩 の 哲学 を 望む 。 

神 と 論理 が 魔術 師 と 共に あれ ば 、 誰 が 魔術 師 に 敵対 で きる か ? 
神 と 論理 が 魔術 師 と 共に あれ ば 、 魔 術 師 に 敵対 で きる 人 は いな い ! 


も し 人 が 魔術 師 を 早まっ て 鹿 断 し て 悪口 を 吉 い 広め て も 、 魔 術 師 
に は 関係 無い ! 

魔術 師 の 弁明 は 、 魔 術 師 の 思考 と 行為 に 有る 。 

魔術 師 は 、 オ イデ ィ プ ス の 様 に 、 象 徴 と いう スフィンクス を 級 し 
に 来 た の で は な い 。 

正反対 に 、 魔 術 師 は 、 ス フィ ンク ス の 復活 を 試み て いる 。 

スフィンクス は 、 盲 目 な 誤っ た 解釈 を する 人 だ け を 食べ る 。 

スフィンクス を 級 す 人 は 、 ス フィ ンク ス を 正しく 見 抜く 方 法 を 知 
ら な い 人 で ある 。 

人 は 、 ス フィ ンク ス を 和らげ て 鎖 に つない で 従わ せる 必要 が 有 
る 。 
スフィンクス は 、 人 の 生き て いる 守護 神 で ある 。 
スフィンクス は 、 テ ー バ イ の 王者 が 獲得 する べき も の で ある 。 
仮に に 、 オ イデ ィ プ ス が スフィンクス の 謎 を 完全 に 見 抜い た ら 、 ス 
フィ ンク ス は オイ ディ プス を 救っ た で あろ う 。 


現実 の 俗 世 の 実 現 の 段階 に お ける 、 本 書 の 目的 を 明らか に する 。 


魔術 と は 、 知 が 不敬 な 邪悪 な 人 に 与え る か も し れ な い 、 力 で ある 
か ? いい え ! 

魔術 と は 、 無 知 な 弱い 人 を 惑わ せる 技 を 持つ 人 の 詐欺 や 嘘 で ある 
か ? いい え ! 

金 術 師 の 水銀 と は 、 軽 信 的 な 、 だ まし 易い 大 崇 を 利用 し た 搾取 
の た め の 宣 伝 で ある か ? いい え ! 

前 記 へ の 、 答 え を 、 魔 術 を 理解 で きた 人 は 、 知 っ て いる 。 
現代 で は 、 魔 術 は 、 詐 欺 や 紀 の 技 に は 成り 得 な い 。 

現代 で は 、 だ まさ れ た い 人 だ け を だ ます 事 が で きる 。 

し か し 、 自 然 全体 が 、 前 世紀 の 心 が 狭い 早まっ た 不 値 心 を 否定 す 


人 は 、 預 吉 と 奇跡 に 包囲 され て いる 。 

以前 は 、 愚 か に 、 不 舘 心 が 預 吉 と 奇跡 を 否定 し て いた 。 

現在 、 知 が 預 吉 と 奇跡 を 説明 し て いる 。 

いい え 、de Mirville 伯 菌 様 、 神 は 、 滅 び の 子 で ある 悪人 の 霊 が 神 
の 王国 を 乱す 事 を 許さ な い ! 

いい え 、 有 けり 得 な いも の が 、 未 知 の も の を 説明 する 事 は 有り 得 な 
い ! 

いい え 、 神 は 、 目 に 見 えな いも の が 、 神 の 生き て いる 被 造物 で あ 
る 、 無 知 で ある 、 自 身 の 迷 惑 な 妄想 と 戦え る 事 が ほとん ど 無 い 、 人 
を だ まし た り 、 苦 し め た けり 、 そ その か し た り 、 終 す 事 を 許さ な い | ! 
幼子 の 時 に 、de Mirville 伯 変 様 に 、 悪 魔 に つい て 教え た 大 衆 は 、 


de Mirville 伯 爵 様 を だ まし た の で ある 。 

de Mirville 伯 様 、 大 則 の 悪魔 の 話 を 聞き 入れ て し まう 幼子 だ っ 
た と し て も 、 現 在 は 、 大 押 の 悪魔 の 話 を 信じ な い 大 人 に 成り な さ 
L 1。 

人 は 自身 の 天国 の 創造 者 で ある 。 

人 は 自身 の 地獄 の 創造 者 で ある 。 

人 の 愚 劣 さ が 悪魔 で ある 。 

真実 の 報復 に よっ て 、 斉 り を 指摘 され た 人 の 霊 は 、 こ れ 以 上 、 こ 
の 世 を 乱 そ うと は 夢 に も 思わ な い )。 

も し サタ ン が 存在 し て も 、 サ タン は 最も 恵まれ な い 、 最 も 無知 
な 、 最 も 恥 を か いて いる 、 最 も 無能 な 、 最 も 無力 な 存在 と し て し か 
存在 で き な い 。 

事実 が 、 命 の 普遍 の 代行 者 、 生 き て いる 火 、 星 の 光 は 存在 する 事 
を 実証 し て いる 。 

現在 で は 、 磁 気 の 催眠 術 に よっ て 、 人 は 、 古 代 の 魔術 の 奇跡 を 理 
和解 で きる 。 

現在 で は 、 幼 子 で すら 、 予 見 、 夢 、 奇 跡 の 回 復 、 他 心 通 の 実在 を 
認知 し て いる 。 

し か し 、 古 代 人 の 口伝 は 失わ れ た 。 

現代 人 は 、 古 代 人 が 発見 し て いた も の を 、 新 発見 し た と 詳 解 し て 
いる 。 

現代 人 は 、 観 測 し た 現象 に つい て の 、 究 極 の 吉 葉 を 探求 し て い 


現代 人 は 、 理 解 し な いで 、 無 意味 な 霊 の あら われ に 夢中 で ある 。 
テー ブル ター ニン グ の 奇跡 は 新 発 見 で は な い 。 

も し 人 が 自然 の 法 を 学べ ば 、 人 は 大 いな る 奇跡 を 起こ せる 。 

力 を 知る と 、 何 が 起こ る で あろ うか ? 

人 の 知 と 行動 の 進歩 の 道 が 開か れる ! 

人 は 、 完 全 武 装 で 、 人 生 と いう 戦い を 建て 赴 せ る ! 

大 いな る 王者 と 本 物 の 祭司 を 未来 の 世界 に 与え る 事 に よっ て 、 知 
の 選ば れ た 者 が 、 再 び 、 全 て の 人 の 運命 の 王者 に 成 れ る ! 


補 章 


エリ ファ ス レヴ ィ に よる 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 「 ヌ ク テ メ 
ロン 」 の 説明 


古代 の 「 ヌ ク テ メ ロン 」 は 手書き で あっ た 。 

「 モ ー セ の 命 と 死に つい て 」 の 第 3 書 の 206 ペ ー ジ で Gilbert 
Gautrinns が 「 ヌ ク テ メ ロン 」 を ギリ シャ 語 で 初め て 印刷 し た 。 
1721 年 、 ア ム ス テ ル ダム に お ける 、 和 聖書 の 起源 の 批 鹿 的 調査 の 記 
録 で 、Laurent Moshemius が 「 ヌ ク テ メロ ン 」 を ギリ シャ 語 で 印刷 
た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 「 ヌ ク テ メ ロン 」 を フラ ンス 語 に 翻訳 し 初め 
て 説明 する 。 

「 ヌ ク テ メ ロン 」 は 「 夜 の 昼 」 ま た は 「 昼 に 照ら され た 夜 」 を 意 
味 す る 。 

「 ヌ ク テ メ ロン 」 は 「 導 か ら の 光 」 に 類似 し て いる 。 

「 闇 か ら の 光 」 は 良く 知ら れ て いる ヘル メス の 錬金術 の 著作 の 名 
前 で ある 。 

「 ヌ ク テ メ ロン 」、「 導 か ら の 光 」 は 「 隠 され た も の の 光 」 と 解 
釈 で きる 。 

「 又 ク テ メ ロン 」 は 超越 的 な アッ シリ ア の 魔術 の 記念 碑 で ある 。 

「 ヌ ク テ メ ロン 」 は 、「 ヌ ク テ メ ロン 」 の 重要 性 に よっ て 、 余 分 
に 拡大 する の に 十分 に 興味 深い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 を 呼び 出し た だ 
け で は な く 、 多 分 、「 ヌ ク テ メ ロン 」 の 説明 に よっ て ティ アナ の ア 
ポロ ニウス の 精神 を 復活 させ た 。 


「 ヌ ク テ メ ロン 」 


第 1 の 時 
単 一 の 中 で 半 神 半 霊 ダイ モー ン は 神 を た た える 。 
半 神 半 霊 ダ イモ ー ン は 悪意 と 怒り を 無く す 。 


第 2 の 時 
2 つ 1 組 に よっ て 魚 座 は 神 を た た える 。 


火 の 蛇 は ケー リュ ケイ オン に か ら み つく 。 
雷 は 調和 する 。 


第 3 の 時 


ヘル メス の ケー リュ ケイ オン の 蛇 は 3 回 か ら み つく 。 
ケル ベロ ス は 三重 の あご を 開く 。 
雷 の 3 つの 吉 葉 で 、 火 は 神 を た た える 。 


第 4 の 時 

第 4 の 時 に 魂 は 墓 に 立ち 戻る 。 

輪 の 四隅 の 魔術 の ラン プ が 点火 され る 。 
第 4 の 時 は 誘惑 と 紀 の 時 で ある 。 


第 5 の 時 
大 いな る 水 の 声 は 9 つの 天 の 神 を た た える 。 


第 6 の 時 

霊 は 不動 を 自ら 信じ る 。 

霊 は 、 地 獄 の 奇形 の も の が 下 に 群れ て いる の を 見 る が 、 恐 れ な 
し 1。 


第 7 の 時 

火 は 命 を 全て の 生き て いる も の に 王 える 。 
清らか な 人 の 意思 は 火 を 傾け る 。 

秘伝 伝授 者 は 手 を 差し 伸 べ る 。 

秘伝 伝授 者 は 痛み を 和らげ る 。 


第 8 の 時 

星々 は 話し 合う 。 

星々 の 魂 は 花々 が 発散 する も の と 対応 する 。 

全て の 自然 の 物 の 間 に 、 調 和 の 針 は 対応 を 創造 する 。 


第 9 の 時 
大 径 へ の 口外 は 禁止 で ある 数 。 


第 10 の 時 
天 の 周 期 の 鍵 。 
人 の 命 の 円 運動 の 鍵 。 


第 11 の 時 

7 つの 霊 の 細 の 動き は 、 さ さや く 様 な 神秘 の 深い 音 を と も な っ う 。 
天 か ら 天 へ 、7 つ の 霊 は 飛ぶ 。 

世界 か ら 世 界 へ 、7 つ の 霊 は 神 の 吉 葉 を 運ぶ 。 


第 12 の 時 
火 は 光 の 作品 を 永遠 に 満た す 。 


説明 


「 ヌ ク テ メ ロン 」 の 12 の 象徴 的 な 時 は 、 魔 術 の 黄道 12 星 座 の 象徴 
と 類似 し て いる 。 

「 ヌ ク テ メ ロン 」 の 12 の 象徴 的 な 時 は 、 ヘ ラク レス の 象 微 的 な 12 
の 務め と 類似 し て いる 。 

「 ヌ ク テ メ ロン 」 の 12 の 象徴 的 な 時 は 、 秘 伝 伝授 の 12 の 作業 の 一 


覧 を 表す 。 
秘伝 伝授 に 必要 な 12 の 作業 は 、 
1) 


悪い 肉欲 を 超越 する 。 

賢い 秘 儀 祭司 の 表現 に よれ ば 、 半 神 半 雲 ダイ モー ン が 自ら 神 を た た 
える 様 に させ る 。 

(2) 

自然 の 2 つの 力 の 、 つ り 合 い を 学ぶ ぶ 。 

どの よう に 正反対 の も の の 類推 可能 性 が 調和 を もたらす か 知る 。 
大 いな る 魔術 の 代行 者 を 知る 。 

普遍 の 光 の 両極 性 を 知る 。 


(3③) 

全て の 神 統 系 譜 学 と 全て の 宗教 の 象徴 の 3 つ 1 組 の 原理 の 秘伝 伝授 を 
会 得する 。 

(4) 


想像 の 全て の 幻 、 吉 を 超越 する 方 法 を 知る 。 

全て の 幻 に 勝利 する 方 法 を 知る 。 

(⑤) 

四 大 元素 の 力 の 中 心 で 普遍 の 調和 を も た ら す 方 法 を 理解 する 。 
(6⑥) 

巡 怖 を 隔絶 する 。 

(7) 

磯 気 の 光 を 傾け る 。 

(8⑧) 

原因 の 、 つ り 合 い の 計算 に よっ て 、 結 果 を 予見 する 。 
(⑨) 

知 の 位階 を 理解 する 。 

教え の 神秘 を 長 敬 する 。 

大 喜 の 前 で は 、 沈 黙 を 守る 。 


10) 

天文 学 を 学び 尽く す 。 

11) 

普遍 の 命 と 知 の 法 の 類推 に よっ て 、 秘 伝 伝授 者 に 成る 。 
(12) 

光 を 傾け る 事 に よっ て 、 自 然 の 大 いな る 務め を 果たす 。 


後記 は 、「 ヌ ク テ メ ロン 」 の 12 の 時 を 統治 する 7 つの 霊 の 名 前 と 
性 質 で ある 。 

後記 の 、7 つ の 土 に よっ て 、 古 代 の 秘 儀 祭 司 は 、 悪 人 の 霊 や 神 の 
聖 圭 で は な く 、 備 理 道徳 的 な 力 や 擬人 化 さ れ た 徳 を 理解 し た 。 


第 1 の 時 の 7 つの 霊 

PAPUS、 医者 。 

SINBUCK、 審 世 。 
KASPHUIA、 降 霊 術 師 。 
ZAHUN、 醒 闇 の 寺 。 
HEIGLOT、 吹雪 の 精神 。 
MIZKUN、 ア ミュ レッ ト の 霊 。 
HAVEN、 尊 さ の 霊 。 


説明 


人 は 自身 の 医者 に 成る 必要 が 有る 。 

人 は 自身 の 審 鹿 に 成る 必要 が 有る 。 

降 幸 術 師 の 呪い の 業 に 勝利 する た め に 。 

醒 聞 の 寺 を 追い 払い 軽 歳 する た め に 。 

吹 因 の 精神 の 様 に 、 全 て の 神聖 な 熱心 を 冷え つか せよ うと する 、 
冷え 切っ た 色 を 無く し た 画 一 的 な 物 に 全て の 物 を 混同 し よう と す 
る 、 大衆 の 世論 に 勝利 する た め に 。 

そし て 、 魔 術 師 の 尊 さ に 到達 する た め に 、 ア ミュ レッ ト の 霊 を 鎖 
に つなぐ た め に 、 人 は 象徴 の 力 を 知る 必要 が 有る 。 


第 2 の 時 の 7 つの 霊 
SISERA、 欲 望 の 精神 。 
TORVATUS、 不 和 の 精神 。 
NITIBUS、 星々 の 精神 。 
HIZARBIN、 海 の 精神 。 


SACHLUPH、 植物 の 精神 。 
BAGLIS、 計 測 と 、 つ り 合 い の 精 神 。 
LABEZERIN、 成 功 の 精神 。 


説明 


人 は 意思 する 方 法 を 学ぶ 必要 が 有る 。 

意思 する 事 に よっ て 、 人 は 欲望 の 精神 を 力 に 変え る 必要 が 有る 。 

意思 を 妨害 する 物 は 不 和 の 精神 で ある 。 

調和 の 知 に よっ て 、 不 和 の 精神 を 纏 る 事 が で きる 。 

調和 は 星々 の 精神 で ある 。 

調和 は 海 の 精神 で ある 。 

人 は 植物 の 徳 を 学ぶ 必要 が 有る 。 

人 は 成功 に 到達 する た め に 計測 に お ける 、 つ り 合 い の 法 を 理解 す 
る 必要 が 有る 。 


第 3 の 時 の 7 つの 霊 

HAHABI、 恐 怖 の 精神 。 
PHLOGABITUS、 飾り の 精神 。 
EIRNEUS、 偶像 を 破壊 する 精神 。 
MASCARUN、 死 の 精神 。 
ZAROBI、 絶壁 の 精神 。 
BUTATAR、 類 推 の 精神 。 
CAHOR、 歌 き の 精 神 。 


説明 


意思 の 成長 する 力 に よっ て 、 怖 の 精神 を 圧倒 し た 時 、 神 の 教え 
は 、 大 胃 に は 未知 で ある 、 真 理 の 神聖 な 飾り で ある 、 と 知る で あろ 
つ 。 

知 に よっ て 、 全 て の 偶像 を 破壊 する で あろ うつ 。 

死 の 精神 を 纏 る で あろ うつ 。 

全て の 絶壁 を 見 通す で あろ うつ 。 

無限 が 人 の 類推 に 応じ て 自ら 従う で あろ う 。 

前 記 に よっ て 、 歌 き の 精 神 の 待ち 伏せ か ら 常 に 免れ る で あろ うつ 。 


第 4 の 時 の 7 つの 霊 
PHALGUS、 攻 断 力 の 精神 。 
THAGRINUS、 混乱 の 精神 。 
EISTIBUS、 予 吉 の 精神 。 


PHARZUPH、 素 淫 の 精神 。 
SISLAU、 毒 の 天 オ 。 
SCHIEKRON、 肉 欲 の 精神 。 
ACLAHAYR、 翻弄 され る 精神 。 


説明 


魔術 師 の 力 は 章 断 力 に 有る 。 

利 断 力 に よっ て 、 魔 術 師 は 2 つの 原理 の 対立 に よる 混乱 を 予防 す 
る 。 
魔術 師 は 覧 者 の 予見 を 行う 。 
魔術 師 は 誘惑 者 に よる 幻覚 を 嫌 つ 。 
誘惑 者 は 女 浮 の 奴隷 、 毒 の 達人 、 肉 欲 の 従者 で ある 。 
前 記 に よっ て 、 魔 術 師 は 不運 に 勝利 する 。 
不運 と は 翻弄 され る 精神 で ある 。 


第 5 の 時 の 7 つの 霊 

ZEIRNA、 弱 さ の 精神 。 

TABLIBIK、 誘 惑 術 の 精神 。 

TACRITAU、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 精神 。 
SUPHLATUS、 鹿 の 霊 。 

SAIR、 覧 者 の アン チ モ ン の 精神 。 
BARCUS、 第 5 元素 の 精神 。 

CAMAYSAR、 正 反対 の も の の 調和 の 精神 。 


説明 


人 間 的 な 弱 さ に 勝利 し て 、 魔 術 師 は 誘惑 術 に 翻弄 され な い 。 

神 の 聖 寺 の 魔術 師 は 無益 な 危険 な 悪人 の 霊 の 魔術 の 実践 を 踏み 潰 
す 。 
悪人 の 圭 の 魔術 の 力 と は 風 に 吹き 飛ば され る 塵 で ある 。 
魔術 師 は 覧 者 の アン チ モ ン を 所 有する 。 
魔術 師 は 第 5 元素 の 全て の 創造 的 な 力 で 武装 する 。 
正反対 の も の の 類推 可能 性 と 調和 に よっ て 、 魔 術 師 は 調和 を 思い 
通り に も た ら す 。 


第 6 の 時 の 7 つの 霊 
TABRIS、 自 由 意 思 の 精神 。 
SUSABO、 旅 の 精神 。 
EIRNILUS、 果 実 の 精神 。 


NITIKA、 宝石 の 精神 。 
HAATAN、 宝 を 隠す 精神 。 
HATTPHAS、 装 い の 精 神 。 
ZAREN、 報 復 す る 霊 。 


説明 


魔術 師 は 自由 で ある 。 

魔術 師 は 地上 の 隠さ れ た 王者 で ある 。 

魔術 師 は 地上 を 所 有 地 の 様 に 渡る 。 

地上 を 旅 す る 事 に よっ て 、 魔 術 師 は 植物 の 精髄 と 果実 の 精髄 に 通 
じ る 様 に 成る 。 

魔術 師 は 宝石 の 力 に 通じ る 様 に 成る 。 

魔術 師 は 、 全 て の 秘密 を 話す 様 に 自然 の 宝 を 隠す 霊 に 強制 で き 
る 。 
前 記 に よっ て 、 魔 術 師 は 形 の 神秘 を 見 通す 。 

魔術 師 は 地上 の 衣 と 吉 葉 の 衣 を 理解 する 。 

魔術 師 は 諾 解 さ れ た ら 、 国々 が 魔術 師 に 不 親切 で あれ ば 、 魔 術 師 
が 善行 を 施し て も 無礼 な 扱い を 受け た ら 、 報 復 す る 霊 が 魔術 師 の 報 
復 を 行う 。 


第 7 の 時 の 7 つの 霊 
SIALUL、 繁 穴 の 精神 。 
SABRUS、 支 える 精神 。 
LIBRABIS、 隠 され た 金 の 精神 。 
MIZGITARI、 ワ シ の 精神 。 
CAUSUB、 蛇 使い の 精神 。 
SALILUS、 門 を 開く 精神 。 
JAZER、 魅 了 す る 精神 。 


説明 


7 つ 1 組 は 魔術 師 の 勝利 を 表す 。 

魔術 師 は 敬 補 を 人 々 と 国々 に も た ら す 。 

高 向 な 知 に よっ て 、 魔 術 師 は 人 々 を 支え る 。 
ワシ の 様 に 、 魔 術 師 は 卵 を 抱く 。 

魔術 師 は 星 の 火 の 流れ を 傾け る 。 

蛇 が 星 の 火 の 象徴 で ある 。 

魔術 師 の た め に 、 全 て の 加 所 の 門 は 開か れる 。 
真理 を 熱望 する 全て の 魂 は 魔術 師 を 信頼 する 。 


倫理 道徳 的 な 偉大 さ に よっ て 、 魔 術 師 は 美しい 。 
その た め 、 全 て の 場所 で 、 人 が 魅力 を 獲得 する 精神 の 力 に よっ 
て 、 魔 術 師 は 魅了 する 。 


第 8 の 時 の 7 つの 霊 
NANTUR、 文字 の 精神 。 
TOGLAS、 宝 の 精神 。 
ZALBURIS、 治療 学 の 精神 。 
ALPHUN、 八 上 の 精神 。 
TUKIPHAT、schamir の 精神 。 
ZIZUPH、 神秘 の 精神 。 
CUNIALI、 つ な が けり の 精神 。 


説明 


前 記 は 、 本 物 の 魔術 師 に 従う 7 つの 霊 で ある 。 

ハト は 宗教 的 な 考え を 表す 。 

schamir は 人 象徴 的 な ダイ アモ ンド で ある 。 

魔術 の 口伝 で は 、schamir は 賢者 の 石 を 表す 。 

また 、schamir は 何 物 も 抵抗 で き な い 力 を 表す 。 

な ぜ な ら 、schamir は 真理 を 基礎 と する 。 

後記 の 様 に 、 ア ラブ 人 は 話し て いる 。 

最初 、schamir は アダ ム に 上 所 えら れ た 。 

喧 ち た 後 、 ア ダム は schamir を 失っ た 。 

エノク が 失わ れ た schamir を 見 つけ た 。 

ゾロ アス ター は schamir を 所 有 し て いた 。 

次 に 、 ソ ロモ ン が 知 を 神 に 願っ た 時 に 、 ソ ロモ ン は schamir を 神 

の 聖霊 か ら 受 け 取 っ た 。 

schamir と いう 魔術 の ダイ アモ ンド に よっ て 、 ソ ロモ ン 自 身 が エ 
ル サ レ ム 神 殿 の 石材 を schamir で 触れ る だ け で 仕上 げた 。 


第 9 の 時 の 7 つの 霊 

RISNUCH、 農耕 の 精神 。 

SUCLAGUS、 火 の 精神 。 

KIRTABUS、 吉 葉 の 精神 。 

SABLIL、 姿 人 を 発見 する 精神 。 
SCHACHLIL、 太 陽 の 光線 の 精神 。 
COLOPATIRON、 宇 獄 か ら 解放 する 精神 。 
ZEFEAR、 取 り 消 されない 選択 の 精神 。 


説明 


ティ アナ の アボ ロニ ウス は 、 数 9 を 沈黙 し て 通過 する 必要 が 有 
る 、 と 話し て いる 。 

な ぜ な ら 、 数 9 は 秘伝 伝授 者 の 大 いな る 秘密 を 含ん で いる 。 

地 を 実り 豊か に する 力 。 

秘密 の 火 の 神 秘 。 

吉 葉 の 普遍 の 鮭 。 

悪人 が 身 を 隠す 事 が で き な い 予見 。 

つり 合い の 大 いな る 法 。 

光る 運動 の 大 いな る 法 。 

カバ ラ で は 、 つ り 合 い の 大 いな る 法 、 光 る 運動 の 大 いな る 法 を 
和牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つの 獣 で 表し た 。 

ギリ シャ 神話 で は 、 つ り 合 い の 大 いな る 法 、 光 る 運動 の 大 いな る 
法 を 太陽 の 4 頭 の 馬 で 表し た 。 

人 々 の 肉体 と 魂 を 解放 し て 自由 に する 鍵 。 

全て の 定 獄 か ら の 解放 。 

人 の 創造 を 完成 する 、 人 の 永遠 の 命 を 確立 する 、 永 遠 の 選 択 の 
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第 10 の 時 の 7 つの 審 

SEZARBIL、 悪 魔 の 様 な 精神 、 ま た は 、 敵 の 精神 。 
AZEUPH、 幼子 の 破壊 者 。 

ARMILUS、 富 へ の 貸 欲 の 精神 。 

KATARIS、 大 の 精神 、 ま た は 、 大 骨 の 精神 。 
RAZANIL、 オ ニキ ス の 精神 。 

BUCAPHI、 ス トリ ゲス の 精神 。 

MASTHO、 あ て に な ら な い 見 か け の 精神 。 


説明 


数 は 数 9 で 終わ る 。 

10 つ 1 組 の 目立つ 象徴 は 数 0 で ある 。 

数 0 自体 に は 数 値 が 無い 。 

数 10 で 数 0 は 単 一 性 の 数 1 に 加え られ る 。 

第 10 の 時 の 7 つの 霊 、 自 体 は 全く 無 価値 で ある 。 

世論 が 大 いな る 力 を 第 10 の 時 の 7 つの 霊 に 与え る 。 

結果 的 に 、 世 論 は 賢者 の 全能 を 第 10 の 時 の 7 つの 霊 に 与え る 事 が 
で きる 。 

その た め 、 熱 い 地 上 を 通る 事 に 成る 。 


その た め 、 大 箇 へ の 説明 を 控え て も 必ず 許さ れる 。 
大 衆 は 悪魔 の 様 で ある 。 

悪魔 は 大 架 の 主 で ある 。 

大 衆 は 幼子 の 破壊 者 で ある 。 

幼子 の 破壊 者 は 大 衆 が 好む 者 で ある 。 

大 衆 は 富 へ の 貸 欲 で ある 。 

富 へ の 貸 欲 は 大 香 の 神 で ある 。 

大 則 を 犬 に 例え た く は 無い が 。 

大 則 を オニ キス に 例え た く は 無い が 。 

な ぜ な ら 、 大 衆 は オニ キス を 所 有 し て いな いり 。 
大 則 を スト リ ゲ ス に 例え た く は 無い が 。 

スト リ ゲ ス は 大 則 の 妨 婦 で ある 。 

大 到 を 見 せ か け だ け の 者 と は 例え た く は 無い が 。 
大 衆 は 見 せ か け だ け の も の を 真実 と 詳解 する 。 


第 11 の 時 の 7 つの 審 
AEGLUN、 二 の 精神 。 
ZUPHLAS、 森 の 精神 。 
PHALDOR、 神託 の 精神 。 
ROSABIS、 人 金属 の 精神 。 
ADJUCHAS、 石 の 精神 。 
ZOPHAS、 五 六 星 の 寺 。 
HALACHO、 共 感 の 精神 。 


説明 


雷 は 、 人 に 従う 。 

雷 は 、 人 の 意思 の 仲介 者 と 成る 。 

雷 は 、 人 の 力 の 道具 と 成る 。 

雪 は 、 人 の た いま つの 光 と 成る 。 

神 の 森 の オー ク は 神託 を 話す 。 

金属 は 黄金 に 変わ る 。 

また は 、 金 属 は タリ スマ ン と 成る 。 

石 は 基礎 か ら 動く 。 

そし て 、 大 祭司 、 秘 儀 祭司 の 堅 琴 に よっ て 引き 寄せ られ 、 神 秘 の 
schamir に 触れ て 、 石 は 神殿 や 宮殿 に 変わ る 。 

考え は 進化 する 。 

五 蘭 星 に 代表 され る 象徴 は 効果 を 表す 。 

力 が 有る 共感 は 人 々 の 精神 を と ら え て 家族 の 法 や 友 の 法 に 従わ せ 
る 。 


第 12 の 時 の 7 つの 寺 
TARAB、 搾 取 の 精神 。 
MISRAN、 迫害 の 精神 。 
LABUS、 宗教 裁 鹿 の 精神 。 
KALAB、 神 の 器 の 精神 。 
HAHAB、 王 者 の テー ブル の 精神 。 
MARNES、 霊 の 識別 の 精神 。 
SELLEN、 偉 人 に よる 評 鹿 の 精神 。 


説明 


魔術 師 が 覚悟 する 必要 が 有る 運命 、 に つい て 話す 。 

また 、 ど の よう に 魔術 師 は 犠牲 的 行為 を 完成 する 必要 が 有る か 、 
に つい て 話す 。 

な ぜ な ら 、 命 へ の 勝利 後に 、 命 の 獲得 後に 、 不 死に 生ま れ 変 わる 
た め 魔 術 師 は 自身 を 犠牲 に する 方 法 を 知る 必要 が 有る 。 

魔術 師 は 搾取 され る で あろ うっ う 。 

大 衆 は 金 、 快 楽 、 報 復 を 魔術 師 に 要求 する で あろ う 。 

魔術 師 が 大 衆 の 富 へ の 貧 欲 を 満足 させ られ な か っ た ら 、 大 課 は 魔 
術 師 を 迫害 と 宗教 裁 講 の 対象 に する で あろ っ う 。 

し か し 、 神 の 器 は 冒 流 され な い 。 

神 の 器 は 大 衆 の 物 に は 成ら な い 。 

神 の 器 は 王者 の テー ブル の た め に 作ら れ て いる 。 

吉 い 換え る と 、 神 の 器 は 理解 者 の 祭 の た め に 作ら れ て いる 。 

霊 の 識別 に に っ て 、 魔 術 師 は 偉人 に よる 評 鹿 から 身 を 守る 方 法 を 
知る で あろ うつ 。 

力 に よっ て 、 自 由 に よっ て 、 魔 術 師 は 無敵 に 生き 残る で あろ う 。 


へ プラ イ 人 に よる 「 ヌ ク テ メ ロン 」 


へ プラ イ 人 が ミシュ ナー と 呼ん で いる 古代 の タル ムー ド の 部 分 か 
ら の 抜粋 


「 ヌ ク テ メ ロン 」 で ティ アナ の アポ ロニ ウス は ギリ シャ 人 へ の 神 
か ら の 管 示 を 取り 入れ た 。 

7 つの 霊 の アッ シリ ア 人 に お ける 位階 は 「 ヌ ク テ メ ロン 」 を 完成 
し て 説明 する 。 

ミシュ ナー と いう タル ムー ド の 最も 興味 深い 部 分 に 記さ れ て いる 


天 に 、「 ヌ ク テ メ ロン 」 は 数 の 哲学 と 完全 に 対応 し て いる 。 

前 記 の 様 に 、 ピ タゴ ラス の 数 の 哲学 は ピタ ゴラス より 過去 に さか 
の ぼる 。 

前 記 の 様 に 、 創 世 記 は 大 いな る 例え 話 で ある 。 

物語 の 形 で 、 創 世 記 は 、 古 に 成 さ れ た 創造 の 秘密 を 隠し て いる 、 
だ け で は な く 、 永 遠 の 普遍 の 創造 の 秘密 、 存 在 の 永遠 の 生成 の 秘密 
を 隠し て いる 。 

後記 の 様 に 、 タ ルム ー ド で 記さ れ て いる 。 


「 神 は 天 を 天幕 の 様 に 広げ た 。 
神 は 世界 を 豊富 に 飾ら れ た テー ブル の 様 に 広げ た 。 
そし て 、 神 は 客 を 招く か の 様 に 人 を 創造 し た 」 


次 に 、 ソ ロモ ン 王 の 吾 葉 を 聞こ う 。 


「 知 慮 は 神 の 花嫁 で ある 。 
知 慮 は 自身 の 家 を 建て た 。 
知 慮 は 2 つの 柱 を 家 に 配置 し た 。 
知 慮 は 犠牲 を ささ げた 。 
知 慮 赤ワイン を 混ぜ た 。 
知 慮 は テー ブル を 広げ た 。 
そし て 、 知 慮 は 従者 を 派遣 し た 


秩序 的 な 数 学 的 な 建築 術 に よっ て 、 知 慮 は 自身 の 家 を 建て た 。 
知 慮 は 、 神 の 作業 を 統治 し て いる 、 正 確 な 知 で ある 。 

知 慮 は 神 の 殺 人 針 盤 で ある 。 

知 慮 は 神 の 定規 で ある 。 

7 つの 柱 は 7 つの 象 微 的 な 最初 の 日 で ある 。 

犠牲 は 、 一 種 の 死 を 忍耐 する 事 に よっ て 増殖 され た 、 自然 の 力 で 
ある 。 

混ぜ られ た 赤ワイン は 普 外 の 流体 で ある 。 

テー ブル は 、 魚 に 満ち た 水 を と も な う 、 世 界 で ある 。 

知 慮 の 従者 は アダ ム と エヴァ に よる 魂 で ある 。 

神 は 、 世 界 全 体 か ら 取 っ た 、 土 で 、 ア ダム を 形成 し た 。 

アダ ム の 頭 は イス ラ エ ル で ある 。 

アダ ム の 胴体 は バビ ロン の 帝国 で ある 。 

アダ ム の 手足 は 地上 の 他 の 国々 で ある 。 

(唯一 普遍 の 東 の 王国 へ 向かう 、 モ ー セ に よる 秘伝 伝授 者 の 夢 を 
表す 。) 

人 の 創造 の 昼 に は 12 の 時 が 存在 する 。 


第 1 の 時 

神 は 土 の 散 っ た 破片 を 結び つけ る 。 
神 は 土 を 練る 。 

神 は 土 の 塊 を 形成 する 。 
命 を 土 に 与え る 事 が 神 の 望み で ある 。 


説明 


人 は 創造 され た 世界 の 総合 で ある 。 

創造 する 単 一 性 が 人 の 中 で 再生 する 。 

神 は 神 の 形 に 、 神 の 様 に 、 人 を 創造 し た 。 

神 は 神 の 想像 で 、 神 の 映像 で 、 神 の 様 に 、 人 を 創造 し た 。 


第 2 の 時 

神 は 体 の 形 を 設計 し た 。 

神 は 、 体 の 器官 が 二 重 に 成る 様 に 、 体 を 左右 に 2 つの 部 分 に 分 け 
た 。 

な ぜ な ら 、 数 2 が 全て の 力 と 全て の 命 を も た ら す 。 

前 記 の 様 に し て 、 エ ロ ヒ ム は 全て の 物 を 創造 し た 。 

( 

エロ ヒム は 神 を 意味 する 。 

エロ ヒム は 神 の 複数 形 で ある 。 

) 


説明 


運動 に よっ て 、 全て の 物 は 存続 し て いる 。 

つり 合い が 全て の 物 を 維持 し て いる 。 

正反対 の も の の 類推 可能 性 が 調和 を も た ら す 。 

正反対 の 2 つの も の の 、 つ り 合 い に よ る 調和 と いつ う 法 は 、 形 の 中 
の 形 、 神 の 形 で ある 。 

正反対 の 2 つの も の の 、 つ り 合 い に よ る 調和 と いう 法 は 、 神 の 自 
発 性 と 生殖 力 の 無 上 の 表れ で ある 。 


第 3 の 時 

人 の 手足 は 、 命 の 法 に 従う 。 

人 の 手足 は 、 手 足 自 体 の 表れ で ある 。 

生殖 器官 は 、 手 足 を 補 売 する 。 性 器 は 、 手 足 を 補完 する 。 


数 1 と 数 2 が 、 生 殖 器 官 を 構成 する 。 

数 1 と 数 2 が 、 性 器 を 構成 する 。 

数 1 と 数 2 は 、3 つ 1 組 の 数 の つう ち 銀 微 的 な 数 で ある 。 
説明 


3 つ 1 組 は 、2 つ 1 組 か ら 自 然 と 生じ る 。 
数 2 を も た ら す 運動 は 、 数 3 も も た ら す 。 


数 3 は 数 の 鍵 で ある 。 
な ぜ な ら 、 数 3 は 最初 の 数 の 総合 で ある 。 


幾何 学 で は 、 数 3 は 三角 形 で ある 。 

三角 形 は 最初 の 完全 な 閉じ た 図形 で ある 。 

好む と 好ま ざる と に か か わら ず 、 三 角形 は 三角 形 を 無限 に 形成 す 
る 要素 で ある 。 


第 4 の 時 
神 は 、 息 を 人 の 顔 に 吹き か け て 、 命 を 人 に 与え た 。 


説明 


4 つ 1 組 は 幾何 学 的 に 十字 と 正方 形 を も た ら す 。 

数 4 は 完全 な 数 で ある 。 

形 の 完成 に お いて 、 知 的 な 魂 は 4 つ 1 組 を 表す 。 

ミシュ ナー の 啓 示 に よる と 、 母 の 胎内 で 、 全 器官 が 完全 に 形成 さ 
れ た 後に 、 神 は 命 を 幼子 に 与え る 。 


第 5 の 時 

人 は 自立 する 。 

人 は 地 か ら 乳 離れ する 。 

人 は 歩む お 。 

人 は 自分 が 望ん だ 場所 に お も むく 。 


説明 


数 5 は 魂 の 数 で ある 。 

数 5 の 象徴 は 第 5 元素 で ある 。 

四 大 元素 の 、 つ り 合 い が 第 5 元素 を も た ら す 。 

タロ ッ ト の 5 ペー ジ 目 に は 大 祭司 また は 霊 的 な 独裁 者 が 描か れ て 
いる 。 

大 祭司 と 寺 的 な 独裁 者 は 人 の 意思 の 象徴 で ある 。 


人 の 意思 と いう 女性 の 大 祭司 だ けが 人 の 永遠 の 運命 を 決定 する 。 


第 6 の 時 
動物 た ち が ア ダム の 前 を 通っ た 。 
アダ ム は 動物 に 相応 し い 名 前 を 所 えた 。 


説明 


労苦 に よっ て 、 人 は 、 地 を 和らげ 、 動 物 た ち を 圧倒 する 。 

人 の 自由 の 表現 に よっ て 、 人 は 人 の 吉 葉 を 周囲 に も た ら す 。 

人 の 吉 葉 は 人 に 従う 。 

吉 葉 に よっ て 、 最 初 の 創造 は 完成 する 。 

創世 記 で 第 6 日 に 神 は 人 を 形成 し た 。 

昼 の 第 6 の 時 に 、 人 は 神 の 作業 を 果たす 。 

人 は 自然 の 王者 に 成る 事 に よっ て 、 あ る 程度 まで 、 人 は 人 自身 を 
再び 創造 する 。 

人 は 人 の 言葉 に よっ て 自然 を 統治 する 。 


第 7 の 時 
神 は 、 ア ダム の 本 質 か ら 創 造 し た 伴 但 エヴァ を 、 ア ダム に 上 選 え 
だ 。 


説明 


神 は 神 の 形 に 、 人 を 創造 し た 時 に 、 神 は 神 の 想像 で 、 神 の 映像 
で 、 人 を 創造 し た 時 に 、 第 7 日 に 、 神 は 休息 し た 。 

な ぜ な ら 、 神 は 実り 豊か な 花嫁 で ある 自然 を 神 自身 に 選 えた 。 
実り 豊か な 花嫁 で ある 自然 は 神 の た め に 絶え 間 無 く 働 く 。 
自然 は 神 の 花嫁 で ある 。 

神 は 自然 の 上 で 横 に 成っ て 休息 する 。 

人 は 、 吉 葉 に よっ て 創造 主 と 成 っ て 、 自 身 に 似 た 伴 但 を 自身 に 王 
える 。 

それ か ら は 、 人 は 伴 価 の 愛 に 寄り か か る 事 が で きる 。 

女性 は 男性 の 作品 と 成る 。 

女性 を 愛す る 事 に よっ て 、 男 性 は 女性 を 美しく する 。 

女性 を 愛す る 事 に よっ て 、 男 性 は 女性 を 母 に する 。 
女性 と は 真 の 人 性 で ある 。 

女性 は 男性 の 娘 で あり 母 で ある 。 

女性 は 神 の 孫娘 で あり 祖母 で ある 。 


第 8 の 時 

アダ ム と エヴァ は 結婚 し 初夜 を 迎え た 。 

結婚 、 初 夜 の 時 に 、 ア ダム と エヴァ が 寝 た 時 に 、 ア ダム と エヴァ 
ば 2 人 だ っ た 。 

合 婚 3 初夜 後に 、 目 覚め た 時 に 、 アダ ム と エ ヴァ は 4 人 に 
成 つ 7 だ < と 本 吉 え る 。 


説明 


4 つ 1 組 と 4 つ 1 組 の 結合 、 数 S は 、 形 を つり 合わ せる 、 形 を 表す 。 

数 8 は 、 創 造 が も た ら す 、 創 造 を 表す 。 

数 8 は 、 命 の 永遠 の 、 つ り 合 い を 表す 。 

数 7 は 、 神 の 休息 の 数 で ある 。 

数 8 の 統一 性 は 、 創 造 の 作業 で 自然 を 耕 し て 自然 と 協力 する 人 を 
意味 する 。 


第 9 の 時 
神 は 神 の 法 を 人 に 負わ せ た 。 


説明 


数 9 は 秘伝 伝授 の 数 で ある 。 

な ぜ な ら 、 数 9 は 、 三 重 の 数 3 で 、 神 の 概念 と 数 の 絶対 の 哲学 を 表 
す .。 

前 記 の 理由 の た め 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス は 、 数 9 の 神秘 を 大 
衆 に 口外 する べき で は な い 、 と 話し て いる 。 


第 10 の 時 
第 10 の 時 に 、 ア ダム は 四 に 堕ち た 。 


説明 


カバ リス ト に よれ ば 、 数 10 は 物質 の 数 で ある 。 

数 10 の 特徴 的 な 象徴 は 数 0 で ある 。 

セ フ ィ ロ ト の 木 で 、 数 10 は 王国 を 表す 。 

王国 は 外 的 な 物質 的 な 物質 を 表す 。 

アダ ム の 因 と は 物質 偽 重 で ある 。 

アダ ム に よっ て 、 命 の 木 か ら 引き 離さ れ た 果実 は 、 霊 か ら 引き 離 
され た 肉体 を 表す 。 

アダ ム に よっ て 、 命 の 木 か ら 引き 離さ れ た 果実 は 、 単 一 性 の 数 1 


か ら 引 き 離 され た 数 0、 数 10 の 分 肛 を 表す 。 
数 O か ら 引き 離さ れ た 数 1 は 、 損 な われ た 単 一 性 を 表す 。 
数 1 か ら 引 き 離 され た 数 0 は 、 虚 無 と 死 を 表す 。 


第 11 の 時 
第 11 の 時 に 、 神 は 労苦 の 運命 を 人 に えた 。 
神 は 、 労 苦 に よっ て 因 を つぐ な うつ 運命 を 人 に 所 えた 。 


説明 
タロ ッ ト の 11 ペ ー ジ 目 に は 、 試 練 を 通じ て 獲得 され る 、 力 が 描か 
れ て いる 。 


神 は 、 救 済 手段 と し て 、 労 苦 を 人 に 与え た 。 
その た め 、 人 は 、 知 と 命 を 勝ち 取れ る 様 に 、 労 苦し て 妨 前 する 必 
要 が 有る 。 


第 12 の 時 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ は 玉 を 受け る 。 
看 の つぐ な い が 始 まっ た 。 

神 は 罪 か ら の 解放 者 イエ ス を 人 に 約束 し た 。 


説明 


数 12 は 精神 的 な 誕生 の 完了 で ある 。 

人 は 満た され た 。 

な ぜ な ら 、 イ エス は 復活 する た め の 犠 牲 を 人 に ささ げた 。 

オイ ディ プス が 国外 追放 され た 様 に 、 ア ダム は 楽園 か ら 追放 され 
た 。 

オイ ディ プス の 様 に 、 ア ダム は カイ ン と アベ ル と いう 2 人 の 対立 
する 者 の 父 と 成っ た 。 

信心 深い 処女 アン ティ ゴネ が オイ ディ プス の 娘 に 成っ た 。 

加 処 女 マ リア が アダ ム の 子孫 か ら 生 まれ た 。 


